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ア

ン

ナ

ン

ス
山

の

初

登

頂

―

日
本

・
チ
リ
合
同
パ
タ
ゴ
ニ
ア
・
ア
ン
デ
ス
探
検

（
一
九
五
八
年
）
―
―

神

戸

大

学

山

岳

会

チ
リ
、
サ
ン
チ
ャ
ゴ

ヘ

頂
　
　
戦
前
三
度
に
わ
た
る
台
湾
遠
征
を
行
つ
た
神
戸
大
学
山
岳
会
は
、
戦
後
現
役
山
岳
部
の
充
実
と
相
ま
つ
て
早
く
か
ら
単
独
海
外
遠
征
へ

握
　
の
目
を
、
南
米
ア
ン
デ
ス
に
向
け
て
い
た
。
そ
れ
は
神
戸
大
学
山
岳
会
の
母
体
で
あ
る
神
戸
大
学
が
、
前
身
神
戸
高
商
時
代
か
ら
南
米
へ

的
　
進
出
し
た
卒
業
生
を
多
く
も
ち
、
又
南
米
文
庫
を
そ
の
施
設
に
誇
る
な
ど
、
関
係
が
深
く
、
山
岳
会
会
員
に
と
つ
て
も
馴
染
み
の
多
い
地

は
　
名
で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
と
共
に
ヒ
マ
ラ
ャ
の
八
千
メ
ー
ト
ル
級
が
殆
ん
ど
登
ら
れ
、
「
よ
り
困
難
な
」

登
攀
対
象
は
ヒ
マ
ラ
ヤ

け
　
よ
り
寧
ろ
、
ア
ン
デ
ス
に
発
見
し
易
い
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
気
持
が
、
会
員
達
の
ア
ン
デ
ス
研
究
に
拍
車
を
か
け
て
い
た
。
そ
の
意
向
　
１

ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
，

を
受
け
て
、　
一
九
五
六
年
ブ
ラ
ジ
ル
で
開
催
さ
れ
た
世
界
地
理
学
会
に
出
席
さ
れ
た
山
岳
会
会
長
田
中
薫
教
授
は
、
南
米
に
お
け
る
岳
界
　
く



の
動
向
を
知
り
、
資
料
を
蒐
集
す
る
た
め
、
地
理
学
会
終
了
後
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
チ
リ
、
ボ
リ
ビ
ヤ
の
各
山
岳
会
を
訪
問
さ
れ
た
。
こ
の
　
Ｄ

時
チ
リ
山
岳
協
会

（『
＆
①
８
ｏいｏｐ
Ｏ
①
＞
ユ
】ユ
∽Ｂ
ｏ
く
日
ｘ
８
【∽”ｏュ
∽日
ｏ
ヽ
①
ｏ
〓
】①
）
で
持
ち
上
つ
た
話
し
が
、
こ
の
計
画
の
発
端
で
　
２

あ
る
。

そ
の
後
は
書
簡
の
往
復
に
よ
り
、
計
画
は
推
進
さ
れ
た
。
在
チ
リ
全
権
大
使
矢
口
麗
蔵
氏
の
懸
命
の
伸
介
が
あ
つ
た
に
も
拘
ら
ず
、
計

画
の
進
行
は
関
係
者
の
気
を
も
ま
し
た
。
兎
に
角
航
空
便
の
往
復
は
四
週
間
以
上
を
要
し
た
。
遂
に
は
国
際
電
話
ま
で
利
用
し
た
。
そ
れ

で
も

一
九
五
七
年
五
月
の
山
岳
会
総
会
に
、
正
式
の
議
題
と
し
て
提
出
さ
れ
た
時
に
は
、
チ
リ
山
岳
連
盟
と
の
間
に
、
次
の
よ
う
な
原
則

の
一
致
を
見
た
の
で
あ
る
。

１
　
経
済
問
題
、
日
本
側
は
登
山
に
必
要
な

一
切
の
装
備
を
携
行
し
、
探
検
終
了
後
チ
リ
側
が
負
担
し
た
日
本
隊
の
チ
リ
滞
在
費
、
探

検
経
費
、
食
糧
費
等
の
代
償
と
し
て
、
チ
リ
側
に
寄
贈
す
る
。
こ
れ
は
当
時
外
貨
事
情
が
頗
る
悪
く
、
多
額
の
ド
ル
貨
の
使
用
許
可
の
見

込
み
が
立
た
ず
、
叉
提
供
装
備
を
通
じ
て
日
本
の
工
業
水
準
の
南
米
紹
介
の
一
助
に
も
な
る
と
い
う
、
日
本
側
の
気
持
か
ら
提
案
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

２
　
隊
員
、
十
五
名
。
日
本
チ
リ
、
各
七
名
ず
つ
。
た
だ
し
ヵ
メ
ラ
マ
ン
一
名
は
、
日
本
か
ら
派
遣
す
る
。

現
実
に
は
、
日
本
側
は
パ
タ
ゴ
ニ
ア
か
ら
フ
ェ
ー
ゴ
島
に
わ
た
り
学
術
調
査
を
す
る
必
要
か
ら
、
隊
員
が

一
名
追
加
さ
れ
、
チ
リ
側
も

陸
軍
山
岳
学
校
か
ら
特
別
参
加
し
た
た
め
に
一
名
増
え
、
総
計
十
七
名
と
な
つ
た
。

３
　
期
間
、
二
ヵ
月
、　
一
九
五
八
年

一
月
末
か
ら
二
月
末
ま
で
。
時
期
に
つ
い
て
は
、
双
方
に
お
い
て
異
論
臆
説
が
唱
え
ら
れ
た
。
と

い
う
の
は
、
ア
ン
デ
ス
南
部
特
に
太
平
洋
岸
は
、
安
定
し
た
季
節
を
結
論
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
記
録
も
実
に
マ
チ
マ
チ
で
、
判
断
に
苦

し
む
の
が
実
情
で
あ
る
。　
一
般
に
、
パ
タ
ゴ
ニ
ア
の
夏
、
す
な
わ
ち
十
二
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
は
、
前
半
は
好
天
だ
が
風
が
強
く
、
後

半
は
雨
が
多
い
が
風
は
お
ち
る
の
が
通
説
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
も
、　
一
月
二
月
を
最
良
の
時
季
と
考
え
て
い
た
が
、
チ
リ
側
は
風
よ
り
も

雨
の
方
が
成
功
の
可
能
性
が
多
い
と
考
え
、
二
月
二
月
を
主
張
し
決
定
し
た
。
然
し
矢
張
り
危
惧
を
持
つ
た
の
か
、
出
発
直
前
に
、
本

‐
隊



が
十
二
月
中
に
チ
リ
ヘ
到
着
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
、
と
の
要
望
が
あ
つ
た
が
、
そ
の
時
は
準
備
の
都
合
上
動
か
す
こ
と
が
出
来
ず
、

運
を
天
に
任
せ
て
、
最
初
の
決
定
通
り
探
検
は
実
行
さ
れ
た
。

４
　
日
本
側
先
発
隊
二
名
は
装
備

一
切
を
携
行
、
探
検
実
行

一
カ
月
以
前
に
サ
ン
チ
ャ
ゴ
に
到
着
、
合
同
探
検
隊
の
編
成
に
チ
リ
山
岳

協
会
と
協
力
す
る
。

５
　
共
通
語
は
英
語
に
す
る
。

６
　
目
的
地
は
、
コ
ー
ク
ラ
ネ
山
群

（０
注
①口
”
ヽ
①〓
０
８
ギ
営
①
）
、
オ
ル
ト
ザ
ー
ル
山

（ｏ
ｏｌ
ｏ
ｏ
【言
ヽ
じ
、　
北
部
パ
タ
ゴ
ニ
ア
氷

陸
山
群

（口
〓
ｏ
ｏ
ｏ
ュ
〓
Ｓ
Ｓ
ｒ
ｚ
ｏ
諄
①
）
、　
パ
イ
ネ
山
群

（可
”
〓
①
）

を
候
補
地
と
し
、
チ
リ
側
で
二
名
の
偵
察
隊
を
現
地
に
派
遣
調
査

し
、
日
本
側
の
先
発
隊
と
協
議
の
上
、
最
終
決
定
す
る
。

総
会
で
、
実
行
を
決
意
し
た
神
戸
大
学
山
岳
会
は
、
こ
の
計
画
を
具
体
的
に
進
展
さ
せ
る
た
め
、
石
井
光
次
郎
氏
を
会
長
と
す
る
日
チ

合
同
パ
タ
ゴ
ニ
ア
探
検
後
援
会
を
創
り
、
実
行
委
員
会
と
し
て
、
山
中

一
郎
氏
を
局
長
と
す
る
事
務
局
が
、
隊
員
選
考
、
募
金
活
動
を
直

ち
に
開
始
し
た
。

い
よ
い
よ
準
備
の
段
階
に
入
る
と
、
先
発
隊
の
出
発
を
目
前
に
し
て
、
大
変
な
騒
ぎ
に
な
つ
た
。
日
本
か
ら
チ
リ
ま
で
は
、
太
平
洋
を

渡
り
米
大
陸
沿
い
に
赤
道
を
越
え
て
南
下
、
約
五
十
日
の
航
海
日
数
を
要
す
る
。
先
発
隊
が
十
二
月
中
旬
に
チ
リ
の
パ
ル
パ
ラ
イ
ソ
に
着

く
た
め
に
は
、
遅
く
と
も
十
月
末
に
は
横
浜
を
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
一
九
五
七
年
の
夏
に
始
ま
つ
た
準
備
に
山
岳
会
の
全
能
力

獅
　
は
集
中
さ
れ
た
。
中
で
も
わ
れ
わ
れ
を
苦
し
め
た
の
は
資
材
の
不
足
で
あ
る
。
パ
タ
ゴ
ニ
ア
地
方
の
頼
り
に
出
来
る
書
物
は
日
本
で
は
求

¨
　
め
ら
れ
ず
、
ロ
ー
マ
か
ら
取
り
寄
せ
た
ア
ゴ
ス
テ
ニ
神
父
の

『
パ
タ
ゴ
ニ
ア
』
と
、
チ
リ
山
岳
協
会
か
ら
送

つ
て
来

た
リ
ブ
テ
ク
リ
ー

釉
　
（″
げ
ｏ二
長
）
の

『氷
河
学
―
―
チ
リ
の
氷
河
』
の
み
が
、
当
地
方
の
綜
合
的
解
説
書
で
あ
る
。
そ
の
た
め
装
備
の
発
註
は
実
に
困
つ
た
。

　

＞

ル
　
前
記
二
書
か
ら
漠
然
と
氷
河
の
大
き
さ
を
推
定
し
て
テ
ン
ト
の
数
を
決
定
し
た
が
、
山
が
岩
の
困
難
か
、
氷
の
困
難
か
、
又
気
温
、
風
雨
　
３

レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
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ｒ
ヽ

列
　
雪
等
は
、
全
然
推
測
出
来
な
か
つ
た
。
や
む
を
得
ず
想
定
し
得
る
あ
ら
ゆ
る
状
態
に
備
え
た
ｃ



日
本
側
探
検
隊
は
、
合
同
登
山
を
主
力
と
す
る
が
、
同
時
に
パ
タ
ゴ
ニ
ア
全
地
域
に
わ
た
つ
て
、
地
理
学
的
人
類
学
的
学
術
調
査
を
行

い
た
い
意
向
が
あ
つ
た
の
で
、
そ
の
線
に
も
沿
う
よ
う
隊
は
構
成
さ
れ
た
。
隊
員
は
、
山
岳
会
会
員
の
希
望
者
二
十
名
余
か
ら
選
考
さ
れ

た
。
後
援
新
聞
社
は
二
名
の
ヵ
メ
ラ
マ
ン
を
派
遣
し
た
。

隊
　
長
　
田
　

中
　
　
薫
（５９
）

学
術
班
　
経
済
学
部
教
授

副
隊
長
　
高
　
木
　
正
　
孝
（４４
）

登
山
班
長
　
文
学
部
助
教
授

隊
　
員
　
高

　
谷
　
　
実
（４１
）

渉
外
　
神
戸
商
大
卒

森
　
　
正
　

幸
（３１
）

装
備
　
神
戸
工
専
卒

円

満

字

正

和
（２９
）

渉
外
　
神
戸
経
大
卒

森

　

田
　
　
暁
（２５
）

装
備
　
神
戸
大
学
卒

前
　
田
　
精
　
一二
（２３
）

学
術
班
　
神
戸
大
学
学
生

依
　
田
　
孝
　
喜
（４０
）

写
真
　
毎
日
新
聞
社

田
　

中
　
　
正
（３１
）

映
画
　
毎
日
映
画
社

こ
の
よ
う
に
し
て
、
日
本
に
お
け
る
準
備
は
進
め
ら
れ
た
が
、
チ
リ
と
は
意
志
は
疎
通
し
て
い
な
か
つ
た
。
先
発
隊
高
木
、
円
満
字
が

十

一
月
五
日
、
約
二
屯
の
装
備
と
と
も
に
、
川
崎
汽
船
聖
川
丸
で
横
浜
を
出
発
し
た
時
ま
で
に
は
、
合
同
探
検
の
基
礎
に
な
る
経
済
問
題

も
最
終
的
に
決
定
し
て
い
な
か
つ
た
。
入
国
、
通
関
、
輸
送
等
必
要
な
こ
と
を
打
合
わ
せ
て
い
る
時
間
も
な
か
つ
た
。
予
備
知
識
を
お
互

に
持
た
な
い
連
中
が

一
つ
に
な
つ
て
登
山
隊
を
編
成
し
よ
う
と
い
う
こ
と
は
、
冒
険
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
、
わ
れ
わ
れ
は
登

山
家
の
良
心
に
総
て
を
ゆ
だ
ね
た
ｃ
本
隊
高
谷
、
森
、
森
田
、
前
田
、
依
田
、
田
中
正
六
名
は
十

一
月
二
十
八
日
、
装
備
の
残
り
約

一
屯

半
を
持
つ
て
神
戸
を
出
帆
し
た
ｃ
続
い
て
隊
長
田
中
は

一
月
七
日
空
路
チ
リ
ヘ
飛
び
本
隊
に
合
流
し
た
。

チ
リ
に
お
け
る
登
山
活
動
の
歴
史
は
未
だ
浅
く
、　
一
九
二
〇
年
代
に
よ
う
や
く
国
民
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
ら
し
い

(4)



が
、
山
岳
協
会
が
正
式
に
結
成
さ
れ
て
か
ら
十
周
年
を
経
て
間
も
な
い
程
度
で
あ
る
。
し
か
し
バ
ル
パ
ラ
イ
ソ
に
は
ド
イ
ツ
遠
足
ク
ラ
ブ

（∪
①二
８
Ｆ
①
嗜
＞
房
”
凝
く
①
お
〓
）
が

一
九
〇
八
年
に
創
立
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
ド
イ
ツ
人
達
の
ア
ン
デ
ス
に
お
け
る
足
跡
は
相
当
古
く
、
ま

た
ス
イ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
の
各
遠
征
隊
が
、
チ
リ
山
岳
界
に
装
備

・
技
術
の
面
で
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
、
近
代
登

山
の
上
か
ら
は
彼
ら
の
成
長
は
急
速
に
成
し
遂
げ
ら
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
首
都
サ
ン
チ
ャ
ゴ
周
辺
に
六
千
メ
ー
ト
ル
級
の
氷
河
の
懸

つ
た
山
が
多
く
、
現
在
で
も
未
探
検
地
帯
で
あ
る
恵
ま
れ
た
環
境
は
、
彼
ら
の
成
長
を
充
分
促
進
し
て
い
る
。

日
本
隊
が
、
う
ん
ざ
り
す
る
船
中
生
活
を
送
つ
て
い
る
間
に
、
チ
リ
山
岳
協
会
で
は
会
長
ボ
リ
ス
●
ク
ラ
イ
ツ
ェ
ル
（”
ｏュ
∽
【
【”
【Ｎ①【

ｒ
ｏ
じ

氏
を
中
心
に
、
着
々
準
備
を
進
め
て
い
た
。　
探
検
隊
参
加
志
望
者
は
、
週
三
回
体
操
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
チ
リ
大
学
体
育
場
に
集

り
、
週
末
に
は
岩
登
り
訓
練
及
び
氷
の
訓
練
に
出
掛
け
て
い
た
。
二
名
の
偵
察
隊
は
候
補
地
に
派
遣
さ
れ
、
食
糧
の
買
付
、
馬
の
手
配
を

す
る
と
と
も
に
、
目
的
地
の
決
定
に
必
要
な
資
料
を
集
め
て
い
た
。
隊
員
の
決
定
は
日
本
の
先
発
隊
の
到
着
ま
で
、
持
ち
込

ま
れ

て
い

た
。
先
発
隊
は
十
二
月
十
八
日
バ
ル
パ
ラ
イ
ソ
に
到
着
、
直
ち
に
山
岳
協
会
と
協
力
し
て
、
目
的
地
の
決
定
、
合
同
探
検
隊
の
組
織
、
通

関
、
国
内
輸
送
等
山
積
し
た
問
題
の
処
理
に
当
つ
た
。
先
発
隊
の
到
着
と
時
を
同
じ
く
し
て
チ
リ
側
偵
察
隊
は
サ
ン
チ
ャ
ゴ
に
帰
着
し
て

い
た
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
報
告
を
検
討
し
た
結
果
、
北
部
パ
タ
ゴ
ニ
ア
氷
陸
山
群
を
探
検
地
域
と
し
、
そ
の
山
群
の
最
高
峰
ア
レ
ナ
レ
ス

（Ｏ
ｏ
ｌ
ｏ
＞
【８
”【①
Ｐ
ωぉ
、
日
・）

登
頂
を
目
的
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
登
攀
の
困
難
さ
で
悪
名
の
高
い
パ
イ
ネ
山
群
が
、
イ
タ
リ
ア

隊
に
先
を
越
さ
れ
て
政
府
の
登
山
許
可
を
取
ら
れ
た
か
ら
に
は
、
わ
れ
わ
れ
の
大
規
模
の
探
検
隊
の
目
的
地
は
、
そ
れ
し
か
な
い
と
い
う

獅
　
の
が
チ
リ
側
の
言
い
分
で
あ
る
。
当
地
方
は
パ
タ
ゴ
ニ
ア
地
方
に
残
さ
れ
た
唯

一
の
、
そ
し
て
完
全
な
空
自
地
帯
で
あ
る
。
そ
し
て
最
高

¨
　
峰
ア
レ
ナ
レ
ス
は
、
サ
ン
ヴ
ァ
レ
ン
チ
ン
、
サ
ン
ロ
レ
ン
ゾ
に
つ
ぐ
パ
タ
ゴ
ニ
ア
の
第
二
番
目
の
高
度
を
も
ち
、
未
登
で
残
さ
れ
た
最
高

ス山
　
峰
で
あ
る
ｃ
そ
の
登
頂
こ
そ
日
チ
合
同
探
検
と
い
う
新
形
式
の
登
山
対
象
に
、
ふ
さ
わ
し
い
価
値
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
わ
れ
わ

ル
　
れ
は
ア
レ
ナ
レ
ス
登
頂
後
、
出
来
得
れ
ば
氷
陸
地
帯
を
太
平
洋
岸
に
横
断
し
た
い
意
向
も
持
つ
た
。

ア
　
　
チ
リ
側
隊
員
の
決
定
は
、
日
本
側
先
発
隊
二
名
も
交
え
た
二
回
の
最
終
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
後
に
発
表
さ
れ
た
。

(5)



隊
一　
匡〓
　
ヘ
ル
マ
ン

ｏ
ミ
ル
ス

（Ｏ
①
【口
”
●
目
ｏ
〓
〓
お
）
（２８
）
　
バ
ル
パ
ラ
イ
ソ

副

隊

長

　

エ
ド

ア

ル

ド

・
ガ

ル

シ

ア

（
日
Ｏ
Ｌ
”
ａ

ｏ

Ｏ
鶴

ｏ
す
）

（
２７

）

サ

ン

チ

ャ
ゴ

隊
　
員
　
ア
ル
バ
ロ
・
ヤ
ー
ネ
ツ

（と
く
鶴
ｏ
く
”
豫
①Ｎ
い
①〕
く
〓
鶴
）
（２８
）

チ
リ
空
軍
軍
医

カ
ル
ロ
ス
ｏ
ピ
デ
リ
ッ
ト
大
尉

（ｏ
”
ュ
ｏ
∽
「
〓
①
【〓
）
（２９
）

陸
軍
山
岳
学
校
教
官

ク
ル
ト

・
ク
ラ
ウ
セ
ン

（【
民
一〇
０
ご
扇
∽①口
）
（２３
）

サ
ン
チ
ャ
ゴ
　
装
備
担
当

ワ
ル
ド

●
イ
ト
リ
ア
ー
ガ

（ョ
”
巨
ｏ
Ｈご
コ
ご
”
”
）
（２６
）

バ
ル
パ
ラ
イ
ソ
　
食
糧
担
当

ク
ラ
ウ
デ
オ

・
ル
セ
ロ

（０
ご
邑
”ｏ
Ｆ
饉
８
８
）
（２４
）

サ
ン
チ
ャ
ゴ
　
輸
送
担
当

ガ
ス
ト
ン
ｏ
ム
ガ

（０
”
∽一〇●
〓
口
”
”
）
（２６
）

バ
ル
パ
ラ
イ
ソ
　
食
糧
担
当

チ
リ
隊
員
の
職
業
は
、
ま
ち
ま
ち
だ
が
、
チ
リ
大
学
山
岳
会
員
は
三
名
い
た
。
チ
リ
隊
は
チ
リ
全
国
か
ら
の
選
抜
隊
で
あ
る
。

チ
リ
側
隊
員
の
平
均
年
令
は
、
日
本
側
の
そ
れ
よ
り
若
か
つ
た
。
そ
れ
は
チ
リ
の
登
山
界
の
年
令
を
語
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か

し
副
隊
長
ガ
ル
シ
ア
を
始
め
二
、
三
名
は
素
晴
ら
し
い
ア
イ
ス
・
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
も
つ
て
い
た
。
ロ
ッ
ク

・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
日
本
隊
の

方
が
幾
分
優
れ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
。

合
同
探
検
隊
の
組
織
で
最
も
肝
要
な
問
題
は
、
指
揮
系
列
で
あ
つ
た
。
ク
ラ
イ
ツ
ェ
ル
会
長
は
チ
リ

ｏ
日
本
そ
れ
ぞ
れ
の
隊
は
各
個
に

順
位
を
決
定
し
、
行
動
の
決
定
は
日
本

・
チ
リ
の
各
隊
長
、
副
隊
長
の
四
人
で
構
成
す
る
リ
ー
ダ
ー
ス
●
グ
ル
ー
プ
の
結
論
に
従
う
こ
と

を
提
案
し
た
。
こ
の
合
同
探
検
隊
が
均
分
さ
れ
た
力
関
係
で
組
織
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
各
隊
員
の
社
会
的
地
位
、
経
験
、
年
令
を

考
慮
す
る
前
に
、
日
本
と
チ
リ
の
異
質
の
二
団
体
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
組
織
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
り
、
そ

の
意
味
で
彼
の
提
案
は
わ
れ
わ
れ
に
容
れ
ら
れ
た
。
た
だ
習
慣
、
性
格
を
全
然
異
に
す
る
異
邦
人
が
、
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
の
基
盤
の
上
の
み

で
団
結
す
る
隊
で
あ
る
か
ら
、
命
令
系
統
を
確
認
す
る
と
共
に
相
互
の
信
頼
の
上
に
隊
の
目
的
を
貫
き
、
隊
員
同
志
が
友
情
を
作
ら
ね
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
、
お
互
に
強
調
さ
れ
た
。
チ
リ
隊
の
結
成
式
で
は
、
こ
の
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
何
人
命
の
尊
重
、
０
友
情
の
樹
立

(6)



０
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
０
協
力
、
国
生
活
の
規
定
、
い
チ
リ
人
と
し
て
、
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
と
し
て
の
行
動
等
の
宣
誓
が
行
わ
れ
、
わ
れ
わ

れ
を
感
激
さ
せ
た
。
実
際
に
登
頂
の
過
程
で
は
、
指
揮
権
が

一
人
に
な
か
つ
た
た
め
手
違
い
が
時
々
生
じ
た
が
、
双
方
の
良
識
と
友
情
が

こ
の
危
機
を
克
服
し
、
最
終
的
に
成
功
に
導
い
た
の
で
あ
つ
た
。

装
備
の
通
関
は
、
当
時
、
輸
入
を
全
面
的
に
禁
止
し
て
い
る
税
関
法
に
抵
触
す
る
た
め
、
通
常
許
可
さ
れ
る
見
込
み
が
な
か
つ
た
が
、

遂
に
大
統
領
の
特
別
通
関
許
可
令
の
発
効
と
い
う
前
代
未
間
の
方
法
で
解
決
し
た
。
税
関
で
は
わ
れ
わ
れ
の
装
備
が
山
岳
協
会
に
寄
贈
さ

れ
る
の
は
、
明
ら
か
に
輸
入
行
為
で
あ
る
と
見
倣
し
て
い
た
が
、
チ
リ
政
府
の
積
極
的
な
好
意
で
輸
入
が
許
可
さ
れ
た
訳
で
あ
る
。
チ
リ

官
民
の
本
探
検
に
対
す
る
好
意
と
協
力
と
は
、
日
本
人
の
想
像
を
超
え
た
も
の
で
、
日
本
隊
の
サ
ン
チ
ャ
ゴ
滞
在
中
は
一
流
の
ホ
テ
ル
を

観
光
局
に
よ
つ
て
提
供
さ
れ
、
空
軍
は
三
台
の
空
軍
機
で
、
隊
員
と
装
備
を
現
地
ま
で
輸
送
し
て
く
れ
る
と
い
つ
た
具
合
で
あ
る
。
こ
れ

は
チ
リ
人
と
合
同
で
チ
リ
の
山
を
登
る
こ
と
が
、
国
民
の
自
尊
心
に
訴
え
好
意
を
呼
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
蔭
に
日
本
大
使
館
の
働

き
が
あ
つ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

一
月
十
七
日
に
は
日
本
側
隊
長
田
中
が
空
路
サ
ン
チ
ャ
ゴ
に
到
着
、
十
九
日
に
本
隊
を
乗
せ
た
チ
リ
丸
は
バ
ル
パ
ラ
イ
ソ
に
入
港
、
全

隊
員
は
チ
リ
に
揃
つ
た
。
パ
イ
ネ
山
群
を
攻
撃
し
た
ア
ゴ
ス
チ
ニ
神
父
に
率
い
ら
れ
た
イ
タ
リ
ア
隊
は
、
十
二
月
初
め
に
攻
撃

を
開

始

し
、　
一
月
二
十
日
頃
既
に
登
頂
に
成
功
し
た
。
記
録
に
よ
つ
て
も
、
二
月
、
二
月
を
行
動
期
間
と
し
た
例
は
僅
か
に
フ
ラ
ン
ス
隊
の
フ
ィ

ッ
ツ
・
ロ
イ
に
お
け
る
の
み
に
過
ぎ
な
い
。
時
期
の
遅
れ
て
い
る
こ
と
に
焦
つ
て
い
た
わ
れ
わ
れ
は
、
日
本

◆
チ
リ
全
隊
員
が

一
堂
に
会

獅
　
す
る
日
を
待
つ
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
。
日
本
側
本
隊
の
サ
ン
チ
ャ
ゴ
到
着
を
待
た
ず
、
先
発
隊
、
高
木
、
ガ
ル
シ
ア
、
ク
ラ
ウ
セ
ン
、

物
　
ル
セ
ロ
、
ム
ガ
の
五
名
は
現
地
コ
ロ
ニ
ア
飛
行
場
に
向
け
出
発
し
た
。　
一
月
二
十
日
で
あ
る
。
本
隊
高
谷
、
森
、
前
田
、
依
田
、
ヤ
ー
ネ

ス山
　
ツ
ヽ
イ
ト
リ
ア
ー
ガ
は
一
月
二
十
五
日
、
後
発
隊
、
円
満
字
、
森
田
は
一
月
二
十
八
日
そ
れ
ぞ
れ
チ
リ
空
軍
機
で
先
発
隊
の
後

を
追

つ
　

Ｄ

ル
　
た
。
勤
務
の
関
係
で
少
し
遅
れ
る
ミ
ル
ス
、
ピ
デ
リ
ッ
ト
は
二
月

一
日
、
ま
た
学
術
班
と
し
て
別
行
動
を
と
つ
た
田
中
薫
、
田
中
正
は
一　
‐７

ア
　
月
二
十
七
日
サ
ン
チ
ャ
ゴ
を
後
に
し
た
。
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輸
送
、
ベ
ー

ス
キ
ャ
ン
プ
ま
で

コ
ロ
ニ
ア
飛
行
場
か
ら
コ
ロ
ニ
ア
湖
畔
の
第

一
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
予
定
地
ま
で
は
、
地
図
上
の
距
離
約
四
十
五
キ
ロ
で
あ
る
。
道
は
飛

行
場
を
中
心
と
す
る
湿
地
帯
を
、
ゆ
る
や
か
に
流
れ
る
ベ
ー
カ
ー
河
に
沿
つ
て
下
降
、
途
中
で
合
流
す
る
コ
ロ
ニ
ア
河
を
遡
行
す
る
の
が

予
定
の
コ
ー
ス
で
あ
つ
た
。
チ
リ
山
岳
協
会
に
よ
つ
て
派
遣
さ
れ
た
偵
察
隊
は
、
当
地
方
を
管
轄
す
る
ス
タ
ン
ゲ
憲
兵
中
尉
の
協
力
を
得

て
、
装
備

。
食
糧
を
輸
送
す
る
た
め
四
十
頭
の
馬
を
契
約
し
て
い
た
。　
一
月
二
十

一
日
、
先
発
隊
が
飛
行
場
と
は
名
ば
か
り
で
、
旗

一
本

立
つ
て
い
な
い
牧
場
に
降
り
立
つ
た
時
に
は
、
五
十
頭
の
馬
と
馬
方
達
が
、
彼
ら
の
到
着
を
待
つ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
馬
方
達
は
わ
れ
わ

れ
の
行
先
を
知
ら
ず
に
集
つ
て
い
た
の
で
、
わ
れ
わ
れ
が
コ
ロ
ニ
ア
河
を
遡
行
し
て
、
コ
ロ
ニ
ア
湖
ま
で
行
く
こ
と
を
知
つ
て
、
そ
の
地

帯
へ
入
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。
そ
こ
に
集
つ
た
馬
方
、
ピ
ン
チ
ェ
ー
ロ
達
の
誰
も
が
コ
ロ
ニ
ア
湖
の
所
在
を
知
ら
な
か
つ
た
。
そ
の
時
湿

地
帯
に
発
生
し
た
蚊
は
物
凄
く
、
馬
が
そ
の
た
め
に
神
経
衰
弱
を
起
す
恐
れ
が
あ
つ
た
。
馬
方
達
が
、
自
分
達
の
知
ら
な
い
、
そ
し
て
猛

蚊
の
湿
地
帯
へ
危
険
を
冒
し
て
入
る
こ
と
を
拒
否
し
た
の
も
無
理
の
な
い
こ
と
と
思
わ
れ
た
。
結
局
ス
タ
ン
グ
中
尉
の
説
得
が
成
功
、
た

だ
し
莫
大
な
金
を
払
わ
さ
れ
た
後
に
、
馬
方
の
一
人
は
十
八
頭
の
馬
を
率
い
て
同
行
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
翌

一
月
二
十
二
日
、
先
発

隊
は
取
敢
え
ず
装
備
の
一
部
分
を
持
つ
て
、
ベ
ー
カ
ー
河
の
南
岸
沿
い
に
湿
地
帯
を
横
断
し
て
次
の
エ
ス
タ
ン
シ
ア
ヘ
向
つ
た
。
湿
地
帯

は
、
原
因
不
明
で
あ
る
が
年

一
回
必
ず
起
る
ベ
ー
カ
ー
河
の
氾
濫
に
よ
つ
て
出
来
た
も
の
で
、
深
い
所
で
馬
の
腹
ま
で
浸
る
程
度
に
草
原

獅
　
の
上
を
水
が
覆
つ
て
い
た
。
蚊
群
の
発
生
は
言
語
に
絶
し
た
凄
ま
じ
さ
で
、
馬
の
背
と
言
わ
ず
、
腹
と
言
わ
ず
、
人
間
の
手
と
言
わ
ず
、

物
　
顔
と
言
わ
ず
、
露
出
し
て
い
る
部
分
に
真
黒
に
た
か
つ
た
。
勿
論
隊
員
は
防
蚊
頭
巾
に
手
袋
の
完
全
武
装
で
あ
る
が
、
薄
い
布
地
で
は
そ

ス山
　
れ
を
通
し
て
刺
さ
れ
る
程
だ
つ
た
。
約
二
十
キ
ロ
殆
ん
ど
平
坦
な
こ
の
草
原
と
湿
地
帯
を
横
断
し
て
、
コ
ロ
ニ
ア
河
と
の
合

流
点

に
到

知
　
着
、
こ
ゝ
で
始
め
て
コ
ロ
ニ
ア
湖
の
所
在
を
知
つ
て
い
る
ア
ラ
ル
コ
ン
氏
を
掴
え
た
。
こ
ゝ
か
ら
は
、
こ
の
人
の
案
内
で
ベ
ー
カ
ー
河
を
　
９

レ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

′

ヽ

ア
　
渡
り
、
約
二
十
二
キ
ロ
の
行
程
で
コ
ロ
ニ
ア
河
の
右
岸
沿
い
に
、
コ
ロ
ニ
ア
湖
に
辿
り
着
く
こ
と
が
出
来
た
。
ベ
ー
カ
ー
河
の
渡
河
地
点



は
川
幅
約
五
百
メ
ー
ト
ル
、
相
当
の，
急
．流
で
直
角
に
流
れ
込
ん
で
い
る
ュ
ロ
ニ
ァ
河
の
水
流
に
よ
つ
て
捲
き
起
さ
れ
る
渦
を
利
用
し
て
、

本
の
ボ
ー
ト
で
渡
河
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
水
流
の
状
態
を
知
ら
な
い
土
地
の
人
以
外
は
、
こ
の
ボ
ロ
ボ
ロ
の
渡
し
船
を
操
つ
る
こ
と
は

不
可
能
に
近
い
。
馬
は
荷
物
を
は
ず
し
た
後
、
泳
が
し
て
渡
ら
せ
た
。
渡
河
後
は
灌
木
の
中
を
、
高
巻
き

一
カ
所
、
支
流
の
渡
河

一
カ
所

で
、
踏
跡
が
コ
ロ
ニ
ア
湖
ま
で
続
い
て
い
た
。
ベ
ー
カ
ー
河
渡
河
に
一
日
を
費
す
た
め
、
飛
行
場
か
ら
コ
ロ
ニ
ア
湖
ま
で
は
最
低
三
日
は

か
か
る
と
思
わ
れ
た
。

一
月
二
十
六
日
本
隊
、
二
十
九
日
後
発
隊
と
続
い
て
飛
行
場

へ
到
着
、
先
に
十
八
頭
の
馬
で
運
ん
だ
荷
物

一
屯
を
除
い
て
も
、
三
屯
半

程
の
荷
物
が
飛
行
場
へ
集
積
さ
れ
た
が
、
運
送
す
る
馬
の
調
達
は
困
難
を
極
め
て
い
た
。
馬
方
達
は
先
発
隊
の
馬
が
蚊
の
た
め
神
経
が
高

ぶ
つ
て
恢
復
す
る
の
に
相
当
の
日
数
が
か
か
る
の
を
見
て
、
ま
す
ま
す
彼
ら
の
馬
を
探
検
隊
に
提
供
す
る
の
を
嫌
つ
た
。
遂
に
わ
れ
わ
れ

は
馬
の
調
達
の
た
め
に
探
検
用
の
食
糧
ま
で
差
し
出
し
た
。
そ
れ
は
馬
方
達
が
現
金
に
余
り
魅
力
を
持
た
ず
、
食
糧
そ
の
他
の
物
資
に
は

心
を
動
か
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
十
里
四
方
に
一
軒
程
の
人
口
密
度
で
は
、
貨
幣
経
済
は
成
立
し
な
い
ら
し
い
。
チ
リ
隊
員
の
説
得
と
ス

タ
ン
ゲ
中
尉
の
努
力
で
、
徐
々
に
事
態
は
好
転
し
、
五
頭
十
頭
と
小
刻
み
に
物
資
は
運
ば
れ
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
日
数
が
長
く
か
か
る
の

で
、
飛
行
場
か
ら
合
流
点
ま
で
ボ
ー
ト
を
利
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
は
危
険
の
多
い
、
土
地
の
人
も
企
図
し
た
こ
と
の
な
い
事
業
だ

つ
た
。
し
か
し
木
の
ボ
ー
ト

一
回
で
五
百
キ
ロ
近
く
運
べ
る
こ
と
が
魅
力
だ
つ
た
。
こ
の
冒
険
は
見
事
に
成
功
し
た
が
、
そ
の
作
業
に
従

事
し
た
隊
員
ル
セ
ロ
、
ム
ガ
は
荷
物
運
搬
下
降
後
、
飛
行
場
ヘ
ボ
ー
ト
を
持
つ
て
帰
る
途
中
、
急
流
の
た
め
途
中
ビ
バ
ー
ク
を
余
儀
な
く

さ
れ
、　
一
晩
蚊
に
攻
め
ら
れ
二
日
間
の
体
養
を
必
要
と
し
た
。
ル
セ
ロ
は
そ
の
後
の
疲
労
も
加
わ
つ
た
た
め
、
遂
に
副
腎
炎
を
起
し
、
さ

ら
に
一
週
間
の
体
養
を
必
要
と
し
た
。

始
め
の
計
画
に
依
れ
ば
、
コ
ロ
ニ
ア
湖
畔
ま
で
の
輸
送
は
四
、
五
日
で
完
了
し
、
物
資
の
集
積
所
と
学
術
班
の
根
拠
地
と
し
て
の
第

一

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
、
設
立
で
き
る
こ
と
に
な
つ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
大
き
な
誤
算
だ
つ
た
。
こ
の
誤
算
は
次
の
よ
う
な
理
由
に
基
い
て

起
つ
た
。
日
当
地
方
は
馬
の
絶
対
量
が
少
な
く
、
ま
た
探
検
の
よ
う
な
余
分
の
仕
事
の
出
来
る
運
搬
用
の
馬
は
ま
す
ま
す
少
な
い
。
０
馬

( 10 )
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アレナレス山の初登頂

主
達
は
危
険
に
飛
び
込
む
こ
と
は
勿
論
好
ま
な
い
し
、
現
金
に
惹
か
れ
な
い
。
０
猛
蚊
の
た
め
一
度
運
搬
作
業
に
従
事
し
た
馬
は
長
期
間

の
休
息
を
必
要
と
し
、
続
い
て
使
用
出
来
な
い
。
０
馬
は
放
牧
し
て
あ
る
た
め
に
集
め
る
の
が
容
易
で
な
い
。
国
ベ
ー
カ
ー
河
の
渡
河
が

危
険
で
、　
一
度
に
少
量
の
荷
物
し
か
運
べ
な
い
等
の
た
め
で
あ
る
。
猛
蚊
に
刺
さ
れ
て
跳
び
は
ね
た
馬
が
砂
糖
の
袋
を
川
に
取
り
落
し
、

探
検
中
コ
ー
ヒ
ー
の
量
を
制
限
す
る
な
ど
笑
え
な
い
悲
劇
が
起
つ
た
。
こ
の
輸
送
困
難
の
障
害
は
そ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
ス
キ
ー
等
重

要
装
備
の
一
部
も
遂
に
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
現
地
人
と
の
交
渉
に
日
本
隊
は
余
り
役
に
立
た
な
い
の
で
、
装
備
の
管
理
と
整
理

に
あ
た
つ
た
森
田
隊
員
を
除
い
て
、
前
進
、
コ
ロ
ニ
ア
湖
の
輸
送
に
専
念
し
た
。
従
つ
て
こ
の
区
域
の
輸
送
は
、
チ
リ
側
隊
員
が
主
力
と

な
つ
て
解
決
し
た
。
結
局
荷
物
の
大
部
分
を
第

一
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
集
結
し
た
の
が
二
月
八
日
で
あ
つ
た
。
飛
行
場
か
ら
渡
河
点
ま
で

四
十
七
頭
の
馬
と
二
隻
の
ボ
ー
ト
、
渡
河
点
か
ら
第

一
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
ま
で
は
、
六
十
二
頭
の
馬
を
必
要
と
し
た
。

踏
跡
の
最
終
点
、
コ
ロ
ニ
ア
湖
を
作
つ
た
モ
レ
ー
ン
の
上
に
、
第

一
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
設
け
、
学
術
班
の
拠
点
及
び
登
山
物
資
集
積

所
に
し
て
、
そ
こ
か
ら
湖
の
左
岸
沿
い
に
、
陸
路
コ
ロ
ニ
ア
氷
河
か
ら
湖
に
押
し
出
し
て
い
る
砂
洲
の
上
に
出
る
の
が
、
所
期
の
計
画
で

あ
っ
た
。
コ
ロ
ニ
ア
湖
は
長
さ
約
八
キ
ロ
、
幅
ニ
キ
ロ
の
矩
形
の
湖
で
、
反
対
側
は
約
四
キ
ロ
の
砂
洲
を
経
て
コ
ロ
ニ
ア
氷
河
に
続
い
て

い
た
。
先
発
隊
は
サ
ン
チ
ャ
ゴ
で
出
発
直
前
手
に
入
れ
た
空
軍
の
航
空
写
真
に
よ
り
、
左
岸
が
陸
地
を
通
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て

湖
畔
ま
で
前
進
し
た
の
だ
つ
た
。
彼
ら
が
湖
畔
に
立
つ
た
の
は
、　
一
月
二
十
四
日
、
風
の
強
い
日
だ
つ
た
。
湖
は
自
濁
し
た
水
を

一
杯
に

た
ゝ
え
て
湖
面
は
強
風
に
波
を
立
て
て
い
た
。
左
岸
に
は
セ
ロ
・
プ
ー
ニ
ョ

（Ｏ
ｏ
ｌ
ｏ
「
●
コ
ｐ

８
∞
ｏ
日
）
の
針
峯
群
が
鋸
歯
状
に
立
ち
並

び
、
右
岸
に
は
セ
ロ
・
コ
ロ
ニ
ア

（Ｏ
ｏｌ
ｏ
Ｏ
ｏ【ｏ
ユ
Ｐ

Ｎ
葛
ｏ
Ｂ
）

が
鴛
え
、
両
岸
と
も
八
百
メ
ー
ト
ル
か
ら
五
百
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の

高
さ
の
壁
が
湖
に
垂
直
に
落
ち
込
み
、
所
々
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
に
な
つ
て
い
る
な
ど
湖
畔
沿
い
に
陸
路
を
続
け
て
取
る
こ
と
は
、
不
可
能

な
こ
と
が

一
見
し
て
判
つ
た
。
先
発
隊
は
こ
の
状
態
を
、
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
山
岳
協
会
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
セ
ロ
・
コ
ロ
ニ
ア
の
裏
側

を
大
き
く
迂
回
す
る
陸
路
を
検
討
し
た
が
、
谷
筋
は
ブ
ッ
シ
ュ
と
密
林
で
道
を
つ
け
た
と
し
て
も
最
低

一
週
間
は
そ
の
た
め
に
の
み
必
要
　
“

で
、
時
間
的
に
不
可
能
で
あ
つ
た
。
結
局
本
隊
が
日
本
か
ら
携
行
し
た
五
人
乗
用
救
命
ゴ
ム
ボ
ー
ト
が
つ
く
ま
で
に
、
氷
河
の
末
端
ま
で
　
く



偵
察
す
る
た
め
と
、
ボ
ー
ト
が
到
着
後
荷
物
を
つ
ん
で
曳
行
で
き
る
筏
を
作
り
に
か
ヽ
つ
た
が
、
そ
の
筏
は
二
人
の
人
間
の
重
量
に
も
堪
　
＞

え
ら
れ
な
か
つ
た
。
そ
の
翌
日
、
ボ
ー
ト
の
本
枠
を
作
つ
て
、
そ
れ
に
キ
ャ
ン
バ
ス
ｏ
シ
ー
ト
を
張
つ
た
長
さ
ニ
メ
ー
ト
ル
、
幅
八
十
セ
　
岬

ン
チ
、
深
さ
六
十
セ
ン
チ
の
キ
ャ
ン
バ
ス
ｏ
ボ
ー
ト
を
湖
上
に
浮
べ
た
。
こ
れ
は
見
事
に
浮
ん
だ
。
丸
太
の
オ
ー
ル
を
操
つ
て
、
先
発
隊

の
高
木
、
ガ
ル
シ
ア
は
六
時
間
の
悪
戦
苦
闘
の
末
、
対
岸
に
接
岸
で
き
た
。
こ
の
ボ
ー
ト
は

「
が
タ
ゴ
ニ
ァ
丸
」
と
命
名
さ
れ
た
が
、
少

し
風
が
吹
け
ば
岸
に
吹
寄
せ
ら
れ
、
キ
ャ
ン
バ
ス
・
シ
ー
ト
は
水
を
含
ん
で
重
く
、
と
に
角
困
難
な
代
物
だ
つ
た
。
そ
れ
で
も
、
そ
の
偵

察
の
結
果
、
右
岸
は
多
く
の
瀑
布
の
懸
つ
た
垂
直
の
壁
の
連
続
で
あ
る
に
反
し
、
左
岸
は
所
々
陸
路
を
つ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と

が
判
つ
た
。

第

一
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
左
岸
正
面
は
、
セ
ロ
・
プ
ー
ニ
ョ
の
ピ
ー
ク
直
下
か
ら
落
ち
て
い
る
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
気
味
の
大
岩
壁
が
、

薄
気
味
悪
く
そ
そ
り
立
つ
て
い
る
が
、
そ
れ
の
尽
き
る
所
か
ら
湖
岸
と
岸
壁
の
間
に
狭
い
灌
木
地
帯
が
生
じ
、
水
辺
の
ゴ
ロ
タ
石
の
上
を

約
ニ
キ
ロ
高
巻
き

一
カ
所
で
前
進
で
き
る
。
そ
れ
よ
り
再
び
岩
壁
が
せ
り
出
し
、
湖
上
に
逃
げ
て
約
五
百
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
岩
壁
の
後
退

す
る
と
こ
ろ
か
ら
高
巻
き
を
数
力
所
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
ど
う
に
か
氷
河
に
続
く
砂
洲
に
出
ら
れ
る
見
透
し
を
立
て
た
。
本
隊
が
到
着

し
た
二
月

一
日
か
ら
、
本
隊
携
行
の
救
命
用
ゴ
ム
ボ
ー
ト
と

「
パ
タ
ゴ
ニ
ァ
丸
」
を
利
用
し
て
、
荷
物
の
運
搬
は
実
行
に
移
さ
れ
た
。
陸

路
と
水
路
の
中
継
所
は
物
資
集
積
所
と
し
て
隊
員
が
分
散
し
て
ビ
バ
ー
ク
、
継
続
し
て
運
搬
作
業
に
従
事
し
た
。
救
命
用
ゴ
ム
ボ
ー
ト

は

「神
戸
丸
」
と
命
名
さ
れ
た
が
、
そ
の
積
載
能
力
は
最
大
限
二
人
を
乗
せ
て
二
百
五
十
キ
ロ
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
第

一
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン

プ
か
ら
最
初
の
中
継
点
ま
で
湖
を
横
断
し
て
二
時
間
、
往
復
四
時
間
を
要
し
、　
一
日
に
二
往
復
し
か
出
来
な
か
つ
た
。
殆
ん
ど
連
日
、
午

後
か
ら
強
風
が
吹
く
た
め
湖
上
輸
送
は
遅
々
と
し
て
捗
ら
ず
、
隊
員
達
は
強
風
中
の
漕
行
に
精
力
を
消
耗
し
て
い
つ
た
。
湖
水
の
氷
河
側

の
半
分
は
、
氷
河
末
端
よ
り
崩
壊
し
て
流
れ
て
て
い
る
氷
塊
が
多
く
注
意
を
必
要
と
し
た
。
食
糧
の
う
ち
腐
敗
の
恐
れ
あ
る
も
の
は
、
氷

河
末
端
の
貯
蔵
庫
に
緊
急
に
保
存
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
わ
れ
わ
れ
は

「神
戸
丸
」
氷
河
直
行
便
を
仕
立
て
て
湖
水
を
縦
断
、
ハ
ム
、

鶏
卵
を
氷
河
に
埋
め
た
。
そ
の
帰
路
神
戸
丸
を
氷
塊
に
打
突
け
、
前
半
に
浸
水
、
乗
つ
て
い
た
隊
員
高
木
、
ガ
ル
シ
ア
、
円
満
字
、
前
田



は
流
石
に
顔
面
蒼
自
、　
一
瞬
生
命
の
危
険
を
感
じ
た
。
水
温
は
平
均
二
度
で
洸
没
し
た
な
ら
ば
、
五
分
間
と
生
命
が
保
て
な
い
こ
と
は
皆

よ
く
知
つ
て
い
た
。　
こ
の
危
険
な
輸
送
作
業
を
続
行
し
て
い
る
最
中
、　
チ
リ
空
軍
は
偵
察
機
を
飛
ば
し
、　
薬
品
を
投
下
応
援
し
て
く
れ

た
。
チ
リ
隊
員
の
大
部
分
が
後
方
の
輸
送
に
あ
た
つ
て
い
る
た
め
、
こ
の
輸
送
は
主
と
し
て
日
本
隊
員
の
手
で
行
わ
れ
た
。
し
か
し
後
方

か
ら
漸
次
荷
物
が
第

一
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
到
着
、
チ
リ
隊
員
も
湖
上
輸
送
の
応
援
に
駆
け
つ
け
た
。
隊
員
の
数
が
増
加
す
る
に
つ
れ
士

気
は
上
つ
て
い
つ
た
。

一
方
、
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
山
岳
協
会
で
は
、
先
発
隊
の
発
信
に
な
る

「湖
上
輸
送
困
難
」
の
電
報
を
受
け
て
、
八
方
手
を
尽
し
た
が
、
適

当
な
ボ
ー
ト
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
。
最
後
発
の
チ
リ
側
隊
長
ミ
ル
ス
は
、
や
む
を
得
ず
モ
ー
タ
ー
の
み
持
参
し
た
。
わ

れ
わ
れ
は
そ
れ
を
見
て
狂
喜
し
た
が
、
取
附
け
る
肝
腎
の
ボ
ー
ト
が
無
か
つ
た
。
ベ
ー
カ
ー
河
の
渡
河
に
使
用
し
た
も
の
を
調
達
し
、
馬

と
手
で
第

一
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
ま
で
曳
き
上
げ
た
が
、
そ
れ
に
日
数
を
費
し
た
の
と
、
モ
ー
タ
ー
用
の
油
の
質
が
不
良
で
、
期
待
し
た
程

に
は
役
に
立
た
な
か
つ
た
。
そ
れ
で
も

「神
戸
丸
」
を
曳
行
し
た
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
は
威
力
で
あ
り
、
精
神
的
に
も
大
き
な
助
け
に
な
つ

た
。
湖
を
縦
断
し
た
対
岸
か
ら
氷
河
の
末
端
ま
で
の
距
離
は
約
四
キ
ロ
だ
つ
た
。
偵
察
隊
は
氷
河
末
端
に
登
山
用
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を

設
立
す
る
た
め
に
、
そ
こ
ま
で
の
路
を
開
拓
し
た
。
湖
の
端
か
ら
氷
河
に
続
い
て
い
る
砂
洲
へ
出
る
た
め
に
は
、
氷
河
か
ら
流
れ
て
い
る

川
に
沿
つ
て
ニ
キ
ロ
程
崖
ぎ
わ
に
道
を
つ
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
崖
は
急
流
に
絶
え
ず
侵
蝕
さ
れ
て
非
常
に
脆
く
、
ガ
ラ
ガ
ラ
の
石
が
不
安

頂
　
定
な
状
態
で
積
み
重
な
つ
て
い
た
。
こ
の
難
場
を
抜
け
れ
ば
平
坦
な
砂
洲
に
出
る
。
こ
の
砂
洲
は
洪
水
に
よ
つ
て
出
来
た
も
の
ら
し
く
、

握
　
幅
約
ニ
キ
ロ
長
さ
ニ
キ
ロ
の
大
き
な
も
の
で
、
わ
れ
わ
れ
に
は
砂
漠
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
肩
に
喰
込
む
重
荷
に
喘
ぎ
な
が
ら
、
こ
の

”
　
砂
漠
を
過
ぎ
れ
ば
よ
う
や
く
氷
河
に
辿
り
着
く
。
こ
の
氷
河
の
末
端
に
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
が
設
立
さ
れ
た
。
湖
の
手
前
に
観
測
班
用
ベ
ー

は
　
ス
キ
ャ
ン
プ
を
作
つ
た
の
で
、
こ
れ
は

「第
ニ
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
」
と
呼
称
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
青
草
が
は
え
、
清
流
が
流
れ
る
傍
ら
で

レ
　
蚊
に
、
湖
に
、
苦
し
め
ら
れ
た
わ
れ
わ
れ
に
と
つ
て
、
全
く
オ
ア
シ
ス
の
感
じ
の
す
る
所
だ
つ
た
。
景
色
も
素
晴
ら
し
く
良
か
つ
た
。
氷
　
・３

ア
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。

河
の
向
う
に
ア
レ
ナ
レ
ス
の
南
壁
が
、
微
か
に
見
え
て
い
た
。
こ
ゝ
で
始
め
て
目
的
の
山
を
見
た
訳
だ
。
そ
れ
は
余
り
に
遠
か
つ
た
。



馬
の
輸
送
に
予
定
以
上
の
日
数
を
必
要
と
し
、
そ
し
て
湖
の
横
断
に
予
想
以
上
の
困
難
に
遭
遇
し
た
た
め
、
隊
形
が
非
常
に
長
く
連
絡

が
不
統

一
と
な
つ
た
の
で

「第
ニ
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
」
か
ら
前
進
を

一
時
中
止
し
た
。
そ
れ
ま
で
全
隊
員
が
会
合
し
た
こ
と
は
一
度
も
な

か
つ
た
。
こ
の
探
検
が
日

・
チ
合
同
探
検
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
の
種
の
会
合
は
必
要
だ
つ
た
。
し
か
し
双
方
の
隊
員
達
は
こ
の
輸
送
期
間

中
に
そ
れ
ぞ
れ
友
人
を
作
つ
て
い
つ
た
。
山
男
達
に
国
境
は
な
か
つ
た
の
だ
。
ま
た
遠
慮
も
な
か
つ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
お
互
の
悪
国
の
言

葉
を
、
先
ず
覚
え
た
。
双
方
が
近
づ
く
に
は
、
形
式
的
な
も
の
紳
士
的
な
も
の
は
必
要
で
な
か
つ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
友
情
の
面
で
は

問
題
な
か
つ
た
が
、
登
山
は
問
題
だ
つ
た
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
二
十
日
余
の
日
数
―
予
定
の
二
倍
以
上
の
日
数
を
費
し
た
。
皮
肉
に
も

こ
の
期
間
は
好
天
気
が
続
い
た
。
砂
漠
よ
り
遠
く
見
え
る
ア
レ
ナ
レ
ス
を
見
て
、
わ
れ
わ
れ
は
嘆
息
し
た
。
二
月
十
七
日
全
隊
員
は
第
二

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
集
合
、
山
に
挑
む
覚
悟
を
新
た
に
す
る
と
と
も
に
、
未
だ
全
然
手
を
着
け
て
い
な
い
登
山
の
作
戦
を
検
討
し
た
。

前
進
、
第

ニ
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
か
ら
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
ま
で

「第
ニ
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
」
か
ら
本
格
的
な
山
の
攻
撃
は
行
わ
れ
た
。
そ
こ
は
約
五
百
メ
ー
ト
ル
の
海
抜
高
度
を
地
図
上
に
示
さ
れ
て
い

た
が
、
奇
怪
に
も
わ
れ
わ
れ
の
パ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
平
均
高
度
は
、
僅
か
に
二
百
四
十
メ
ー
ト
ル
で
あ
つ
た
。
最
高
峰
ア
レ
ナ
レ
ス
は

三
千
四
百
三
十
七
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
第
ニ
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
か
ら
は
地
図
上
の
平
均
距
離
約
二
十
五
キ
ロ
で
あ
る
。

左
方
か
ら
コ
ロ
ニ
ア
氷
河
、
右
方
か
ら
第
六
北
部
パ
タ
ゴ
ニ
ア
氷
陸
氷
河
―

こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
に
よ
つ
て

「
ア
レ
ナ
レ
ス
氷
河
」
と

呼
ば
れ
た
―
―
が
コ
ロ
ニ
ア
湖
に
落
ち
て
い
る
。
こ
の
両
氷
河
の
中
間
に
上
部
に
木
の
密
生
し
た
黒
い
岩
の
中
の
島
が
あ
つ
た
。
こ
れ
は

形
が
菱
形
に
似
て
い
た
た
め

「菱
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
先
発
隊
の
出
発
直
前
入
手
し
た
航
空
写
真
が
唯

一
の
手
掛
り
だ
つ
た
。
そ
の
航

空
写
真
は
、
ア
レ
ナ
レ
ス
氷
河
も
コ
ロ
ニ
ア
氷
河
も
、
上
部
ネ
ー
ベ
ヘ
到
達
す
る
手
前
が
、
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
状
に
な
つ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
た
。
し
か
し
「
そ
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
上
に
は
、
明
ら
か
に
プ
ラ
ト
ー
と
判
る
二
本
の
自
線
が
コ
ル
に
向
つ
て
走
り
、
又
そ

の
プ
ラ
ト
ー
は

「菱
」
の
上
部
に
続
い
て
い
た
。
ア
レ
ナ
レ
ス
氷
河
は
中
央
部
に
大
き
な
モ
レ
ー
ン
の
黒
い
帯
を
走
ら
せ
て
い
た
。
モ
レ

(14)



―
ン
沿
い
に
氷
河
を
前
進
し

「菱
」
の
上
端
に
取
付
い
て
、
そ
れ
を
乗
越‐
し
て
プ
ラ
ト
ー
に
出
る
。
こ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の
計
画
だ
つ
た
。

第
ニ
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
ま
で
前
進
す
る
の
に
二
十
日
余
の
日
数
を
費
し
た
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
精
力
を
相
当
に
消
耗
し
て
い
る
に
も
拘
わ

ら
ず
、
直
ち
に
前
進
を
開
始
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
全
員
が
集
合
し
た
二
月
十
七
日
作
戦
会
議
は
開
か
れ
た
。
そ
の
前
日
、
第

一
キ
ャ

ン
プ
ヘ
の
ル
ー
ト
と
、
氷
河
の
性
格
を
探
索
す
る
た
め
に
偵
察
隊
四
名
が
、
初
め
て
氷
河
を
踏
み
、
ビ
バ
ー
ク
の
後
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に

帰
つ
て
い
た
。
作
戦
は
彼
ら
の
結
論
に
従
つ
て
作
ら
れ
た
。
サ
ン
チ
ャ
ゴ
に
お
い
て
、
計
画
が
考
え
ら
れ
た
時
に
は
、
ア
レ
ナ
レ
ス
と
ア

ル
コ
の
中
間
コ
ル
に
前
進
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
置
き
、
こ
の
二
峰
を
攻
撃
し
た
後
太
平
洋
岸
に
向
つ
て
横
断
す
る
こ
と
が
、
議
論

さ
れ

た
。
こ
の
大
き
な
計
画
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
六
人
の
攻
撃
隊
が
二
週
間
以
上
前
進
基
地
に
滞
在
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
不
可
能

な
こ
と
は
、
今
や
明
瞭
だ
つ
た
。
雨
が
降
る
度
に
見
ら
れ
る
雪
線
の
下
降
は
、
季
節
が
秋
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
食
糧

計
画
も
ギ
リ
ギ
リ
の
線
だ
つ
た
。
総
て
の
点
で
わ
れ
わ
れ
は
迅
速
な
行
動
を
要
求
さ
れ
た
。

こ
の
作
戦
会
議
で
は
チ
リ
人
と
日
本
人
の
考
え
方
の
相
違
が
議
論
の
焦
点
に
な
つ
た
。
日
本
人
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
或
い
は
日
本
冬
季
の
山

を
念
頭
に
置
い
て
話
し
を
進
め
る
の
に
対
し
、
チ
リ
人
は
、
中
部
ア
ン
デ
ス
の
、
或
い
は
パ
タ
ゴ
ニ
ア
に
お
い
て
も
パ
イ
ネ
と
か
フ
ィ
ッ

ツ
ｏ
ロ
イ
等
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
容
易
な
山
を
、
考
え
に
置
い
て
議
論
し
た
。
ス
キ
ー
使
用
の
点
で
も
議
論
が
分
れ
た
。
チ
リ
隊
の
リ
ー
ダ

ー
達
は
、
雪
は
既
に
こ
の
時
期
に
は
氷
化
し
て
い
る
と
考
え
、
ス
キ
ー
使
用
の
必
要
性
を
認
め
な
か
つ
た
。
軍
隊
に
お
い
て
多
く
の
経
験

を
も
つ
ピ
デ
リ
ッ
ト
隊
員
は
、
日
本
側
隊
員
の
説
く
ポ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
攻
撃
方
法
を
最
も
早
く
理
解
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
ス
●
グ

頂握
　
ル
ー
プ
は
こ
の
問
題
を
徹
底
的
に
議
論
し
、
各
隊
員
が
完
全
に
自
己
の
任
務
を
了
解
す
る
よ
う
手
配
し
た
。

ｍ
　
　
二
月
十
六
日
、
偵
察
隊
、
高
木
、
ミ
ル
ス
、
ガ
ル
シ
ア
、
円
満
字
は

「菱
」
の
先
端
に
達
す
る
ル
ー
ト
を
探
し
に
出
か
け
た
。

庫
　
　
コ
ロ
ニ
ア
氷
河
と
ア
レ
ナ
レ
ス
氷
河
は

「菱
」
の
先
端
で
合
し
て
、　
一
つ
の
氷
河
と
な
り
、
次
に
セ
ロ
・
コ
ロ
ニ
ア
の
北
尾
根
に
正
面

け
　
か
ら
衝
突
し
て
再
び
二
つ
に
分
れ
、　
コ
ロ
ニ
ア
湖
と
ア
ル
コ
湖
に
そ
れ
ぞ
れ
足
を
伸
ば
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
氷
河
は
、
ザ
イ
テ
ン
ｏ
モ
　
・５

ァ
　
レ
ー
ン
を
も
た
ず
、
中
央
部
を
流
れ
て
い
る
モ
レ
ー
ン
も
合
流
部
か
ら
消
滅
し
、
ク
レ
バ
ス
の
裂
目
も

一
様
で
な
く
、
非
常
に
複
雑
な
様
　
く



相
を
呈
し
て
い
た
。
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
か
ら
見
た
氷
河
は
、
無
数
の
ク
レ
バ
ス
を
も
つ
て
拡
が
つ
た
氷
原
で
、
ま
さ
に
氷
の
大
海
の
感
じ

だ
つ
た
。
偵
察
隊

一
行
は
先
ず
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
前
の
モ
レ
ー
ン
を
越
え
、
斜
め
に
氷
河
の
横
断
を
始
め
た
。
兎
に
角
コ
ロ
ニ
ア
氷
河
末

端
を
横
断
し
ア
レ
ナ
レ
ス
氷
河
の
入
口
へ
到
着
、
そ
こ
か
ら
合
流
部
を
観
察
し
て
、
突
破
口
を
見
附
け
る
つ
も
り
だ
つ
た
。
コ
ロ
ニ
ア
氷

河
末
端
は
、
大
き
な
ウ
ネ
リ
が
ゆ
る
や
か
に
続
き
、
懸
念
さ
れ
た
ク
レ
バ
ス
も
小
さ
く
簡
単
に
セ
ロ
・
コ
ロ
ニ
ア
の
北
尾
根
末
端
に
取
附

く
こ
と
が
出
来
た
。
氷
河
上
に
点
在
し
て
い
る
大
石
は
前
進
の
格
好
の
目
標
に
な
つ
た
。
ア
レ
ナ
レ
ス
氷
河
の
入
国
の
左
端
に
下
つ
て
来

て
い
る
岩
尾
根
は
、
そ
の
形
状
よ
り

「象
の
鼻
」
と
呼
ば
れ
た
。
北
尾
根
末
端
の
大
石
よ
り

「象
の
鼻
」
の
先
端
に
向
つ
て
進
み
出
す
に

つ
れ
て
、
ウ
ネ
リ
は
小
さ
く
高
く
、
ク
レ
バ
ス
は
深
く
な
つ
た
。
十
メ
ー
ト
ル
前
進
す
る
の
に
百
メ
ー
ト
ル
の
迂
回
が
必
要
だ
つ
た
。

「象
の
鼻
」
に
到
着
す
る
ま
で
に
、
コ
ロ
ニ
ア
氷
河
の
モ
レ
ー
ン
の
末
端
と
思
わ
れ
る
小
さ
な
岩
層
の
散
在
す
る
灰
色
の
筋
と
、
ア
レ
ナ

レ
ス
氷
河
と
コ
ロ
ニ
ア
氷
河
の
合
流
部
に
出
来
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
二
つ
の
モ
レ
ー
ン
に
狭
ま
れ
た
、
氷
の
谷
筋
を
発
見
し
た
。
こ
の

谷
は
明
ら
か
に
合
流
部
の
結
合
線
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
「象
の
鼻
」
先
端
の
岩
壁
上
か
ら
の
双
眼
鏡
偵
察
に
よ
り
、　
こ
の
谷

を
遡
行
す
れ
ば
容
易
に

「菱
」
の
先
端
に
到
達
出
来
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
偵
察
隊
は
、
そ
の
後
、
こ
の
谷
の
末
端
を
偵
察
す
る
こ
と
に

よ
つ
て
、
運
送
隊
が
こ
の
谷
へ
入
る
道
を
発
見
す
る
目
的
で
、
ア
ル
コ
湖
側
の
氷
河
を
下
降
し
た
が
、
こ
れ
は
失
敗
に
終
つ
た
。
ア
ル
コ

湖
附
近
の
氷
河
に
は
、　
ガ
サ
ガ
サ
に
腐
つ
た
氷
の
巨
大
な
セ
ラ
ッ
ク
が
乱
立
し
、　
近
づ
く
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
。　
翌
日
第
二
回
偵
察

隊
、
高
木
、
ク
ラ
ウ
セ
ン
、
イ
ト
リ
ア
ー
ガ
は
、
第

一
回
偵
察
隊
と
同
ル
ー
ト
を
取
つ
て
谷
に
入
り
、
こ
れ
を
遡
行
し
て
比
較
的
容
易
に

「菱
」
に
取
り
附
き
、
そ
の
末
端
に
第

一
キ
ャ
ン
プ
を
設
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
か
ら
そ
こ
ま
で
は
距
離
約
十
二
キ

ロ
荷
物
を
持
つ
て
六
時
間
を
必
要
と
し
た
。
運
送
隊
は
中
間
に
デ
ポ
ジ
ッ
ト
を
作
つ
た
。
セ
ロ
・
ア
ル
コ
北
尾
根
末
端
大
石
か
ら
、
谷
の

入
口
に
あ
る
デ
ポ
ジ
ッ
ト
地
点
ま
で
の
ル
ー
ト
は
相
当
悪
る
く
、
コ
ン
テ
ィ
ニ
ュ
ア
ス
は
勿
論
、
所
に
よ
つ
て
は
、
フ
ン
・
ア
ッ
ト

・
ア
・

タ
イ
ム
で
進
ま
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
荷
物
の
重
量
は
二
十
キ
ロ
に
制
限
さ
れ
た
。

二
月
二
十
二
日
、
偵
察
隊
、
高
木
、
ガ
ル
シ
ア
、
円
満
字
は
ア
レ
ナ
レ
ス
氷
河
に
踏
み
出
し
た
。
ア
レ
ナ
レ
ス
氷
河
は
、
全
体
的
に
セ
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ラ
ッ
ク
も
ク
レ
バ
ス
も
小
さ
く
、
そ
れ
を
乗
越
す
技
術
的
困
難
は
無
か
つ
た
。
こ
の
氷
河
の
突
当
り
は
、
大
き
な
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
に
な

つ
て
い
る
。
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
直
前
の
モ
レ
ー
ン
に
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
道
程
約
十
キ
ロ
、
所
要
時
間
四
時
間
で
あ

る
。
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
ま
で
、
高
度
は
殆
ん
ど
上
ら
ず
、
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
依
る
高
度
は
僅
か
四
百
八
十
メ
ー
ト
ル
に
過
ぎ
な
い
。
続
い
て

ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
上
の
プ
ラ
ト
ー
に
乗
る
ル
ー
ト
が
探
索
さ
れ
た
。
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
は
高
差
約
六
百
メ
ー
ト
ル
、
傾
斜
平
均
五
十
度
く

ら
い
で
、
絶
え
ず
巨
大
な
氷
塊
が
崩
壊
し
雪
萌
を
起
し
て
、
危
険
の
伴
わ
な
い
ル
ー
ト
の
発
見
は
不
可
能
だ
つ
た
。
偵
察
隊
は
こ
の
ア
イ

ス
フ
ォ
ー
ル
を
迂
回
し
、
「菱
」
の
上
端
か
ら
プ
ラ
ト
ー
ヘ
廻
り
込
む
方
法
を
考
え
て
、
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
直
下
の
氷
河
を
横
断
し
て
「菱
」

に
取
り
附
い
た
。
「菱
」

は
黒
い
岩
山
で
所
々
に
雪
籍
を
持
つ
て
い
た
。

ガ
レ
場
を
つ
め
雪
籍
を
つ
め
る
と
い
う
日
本
的
な
登
攀
で
高
度

を
稼
ぎ
、
「菱
」
の
上
側
に
出
る
の
は
簡
単
だ
つ
た
。　
そ
こ
は
正
面
に
ア
レ
ナ
レ
ス
の
東
壁
を
仰
ぎ
、　
巨
大
な
コ
ロ
ニ
ア
氷
河
、
ア
レ
ナ

レ
ス
氷
河
を
両
足
下
に
見
下
し
た
素
晴
ら
し
い
景
観
の
地
だ
つ
た
。
漸
く
高
度
も

一
千
三
百
メ
ー
ト
ル
を
示
し
て
い
た
。
そ
こ
に
第
ニ
キ

ャ
ン
プ
が
設
置
さ
れ
た
。
偵
察
隊
が
順
調
に
前
進
し
た
の
に
反
し
、
運
送
隊
は
そ
の
主
力
を
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
と
デ
ポ
ジ
ッ
ト
の
間
に
注

い
で
い
る
状
態
だ
つ
た
。
当
時
、
連
日
雨
が
続
き
、
強
風
が
吹
き
、
輸
送
は
困
難
を
極
め
て
い
た
。
前
進
キ
ャ
ン
プ
に
駐
在
し
た
隊
員
達

は
、
雨
と
風
の
た
め
、
殆
ん
ど
眠
ら
れ
ぬ
日
が
続
い
た
。
天
候
は
悪
る
く
、
日
時
の
切
迫
し
て
い
る
焦
燥
感
は
隊
員
達
を
苦
し
め
た
。
こ

の
期
間
が
本
探
検
中
の
最
も
苦
し
か
つ
た
期
間
で
あ
る
。
前
進
キ
ャ
ン
プ
は
特
に
風
雨
が
強
か
つ
た
。
第

一
キ
ャ
ン
プ
で
は
テ
ン
ト
を
飛

ば
さ
れ
、
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
で
は
ナ
イ
ロ
ン
テ
ン
ト
の
耐
水
性
に
泣
い
た
。
こ
れ
は
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
山
岳
協
会
の
情
報
に
基
い
て
、
ビ
ニ
ロ

ン
テ
ン
ト
を
数
少
く
も
つ
て
来
た
悲
劇
だ
つ
た
。
や
む
を
得
ず
ナ
イ
ロ
ン
テ
ン
ト
に
は
キ
ャ
ン
バ
ス
シ
ー
ト
を
被
せ
た
。

こ
の
よ
う
な
悪
情
況
の
下
で
、
よ
う
や
く
日
本

ｏ
チ
リ
両
隊
員
と
も
習
慣
、
思
考
方
法
の
差
異
を
意
識
し
始
め
た
。
言
葉
が
自
由
に
疎

通
し
な
い
こ
と
は
大
き
な
障
害
に
な
つ
て
い
た
。
二
月
二
十
四
日
に
偵
察
隊
が
、
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
の
位
置
を
決
定
し
て
か
ら
、
二
月
二
日

前
進
を
開
始
す
る
ま
で
、
全
隊
員
は
運
送
に
努
力
し
た
。
悪
天
候
の
た
め
常
に
雲
が
下
つ
て
、
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
か
ら
前
が
観
察
さ
れ
た
日

は
一
日
も
な
か
つ
た
。
し
か
し
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
が
丁
度
雪
線
に
当
た
り
、
上
部
の
氷
河
で
は
ス
キ
ー
の
使
用
が
可
能
で
あ
り
、
必
要
で
あ

アレナレス山の初登頂
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る
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
前
進
を
中
止
し
て
い
る
間
に
攻
撃
態
制
は
調
え
ら
れ
た
。
・
リ
ー
ダ
ー
ス
●
グ
ル
ー
プ
で
は
、
実
状
を
判
断
し
て

氷
陸
の
横
断
計
画
を
放
棄
し
、
ア
レ
ナ
レ
ス
登
頂

一
本
槍
で
進
む
こ
と
に
決
定
し
た
。
登
頂
隊
は
原
則
と
し
て
二
隊
六
名
、
第
二
、
第
四

隊
は
撤
収
サ
ポ
ー
ト
に
廻
る
こ
と
等
も
決
め
ら
れ
た
。
隊
員
の
人
選
は
、
チ
リ
側
隊
長
ミ
ル
ス
の
提
案
に
従
つ
て
行
わ
れ
た
。

第

一
隊
　
高
木
、
円
満
字
、
ク
ラ
ウ
セ
ン

第
二
隊
　
ミ
ル
ス
、
ピ
デ
リ
ッ
ト
、
森
田

第
二
隊
　
ガ
ル
シ
ア
、
イ
ト
リ
ア
ー
ガ
、
前
田

第
四
隊
　
高
谷
、
ル
セ
ロ
、
ム
ガ

第
五
隊
　
ヤ
ー
ネ
ツ
、
森

二
月
二
日
か
ら
、
こ
の
編
成
で
攻
撃
は
開
始
さ
れ
た
。

攻
撃
、
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
か
ら
登
頂
ま
で

わ
れ
わ
れ
は
既
に
航
空
写
真
に
よ
り
、
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
上
段
の
プ
ラ
ト
ー
は
、
ア
レ
ナ
レ
ス
頂
上
直
下
の
雪
田
か
ら
派
生
し
て
い
る

氷
河
に
続
い
て
い
る
こ
と
を
知
つ
て
い
た
。
頂
上
攻
撃
の
ル
ー
ト
は
二
つ
考
え
ら
れ
た
。
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
か
ら
上
段
の
プ
ラ
ト
ー
ヘ
出
て

コ
ル
を
迂
回
、
氷
河
を
忠
実
に
詰
め
る
ル
ー
ト
と
、
コ
ル
ま
で
巻
か
ず
ア
レ
ナ
レ
ス
の
南
峰
と
も
い
う
べ
き
、
セ
ロ
・
セ
ル
ー
チ
ョ
の
南

側
を
上
つ
て
ア
レ
ナ
レ
ス
の
肩
へ
直
接
出
る
方
法
と
で
あ
る
。
こ
の
ル
ー
ト
の
選
択
は
、
ス
キ
ー
を
ど
こ
ま
で
有
効
に
使
用
で
き
る
か
と

い
う
雪
の
状
態
に
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

二
月
二
日
、
第

一
隊
は
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
前
の
雪
田
を
横
断
し
て
、
上
段
プ
ラ
ト
ー
ヘ
抜
け
る
ル
ー
ト
を
探
す
た
め
の
偵
察
を
行
つ
た
。

そ
れ
ま
で
降
り
続
い
た
雨
は
、
前
日
の
午
前
中
に
降
り
終
つ
た
ば
か
り
だ
つ
た
。
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
よ
り
上
は
新
雪
を
被
つ
て
い
た
。
雪
田

で
は
、　
一
尺
ば
か
り
足
が
も
ぐ
つ
た
。　
こ
の
雪
田
は
ア
レ
ナ
レ
ス
の
南
壁
に
懸
つ
て
い
る
懸
垂
氷
河
が
、
「菱
」
に
衝
突
し
て
盛
り
上
が
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り
、
ア
レ
ナ
レ
ス
、
コ
ロ
ニ
ア
両
氷
河
に
分
裂
し
て
落
ち
て
い
る
鞍
部
に
出
来
た
も
の
で
、
こ
の
盛
り
上
が
つ
た
中
央
部
は
ク
レ
バ
ス
が

縦
横
に
割
れ
、
セ
ラ
ッ
ク
ス
が
混
乱
状
態
に
な
つ
て
い
た
。
こ
の
鞍
部
の
両
側
は
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
と
な
つ
て
急
激
に
落
ち
て
い
る
。
第

一
隊
は
こ
の
混
乱
地
帯
の
中
央
部
突
破
を
試
み
た
。
ク
レ
バ
ス
は
新
雪
に
隠
さ
れ
墜
落
の
危
険
を
増
大
し
た
。
こ
の
平
坦
な
鞍
部
を
右
か

ら
左
へ
何
回
と
な
く
方
向
を
変
え
て
前
進
し
た
が
、
ど
れ
も
底
知
れ
ず
に
拡
が
つ
て
大
き
く
割
れ
た
ク
レ
バ
ス
に
遮
断
さ
れ
た
。
唯

一
カ

所
、
ア
イ
ス
・
ハ
ー
ケ
ン
を
使
用
し
て
大
き
な
氷
塔
に
登
つ
た
結
果
、
セ
ラ
ッ
ク
地
帯
の
一
番
狭
い
場
所
を
、
な
ん
と
か
氷
塔
の
底
を
辿

り
な
が
ら
渡
れ
そ
う
な
ル
ー
ト
を
発
見
し
た
。
氷
塔
の
底
は
、
ク
レ
バ
ス
に
崩
壊
し
た
氷
塊
が
詰
つ
て
出
来
た
も
の
で
、
不
気
味
な
音
を

立
て
て
い
た
。
時
間
も
た
ち
単
独
で
強
引
に
突
破
す
る
の
は
危
険
に
思
わ
れ
た
の
で
、
第

一
隊
は
諦
め
て
引
き
返
し
た
。

翌
日
第
二
隊
に
森
田
隊
員
の
代
り
に
、
ア
イ
ス
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
優
れ
て
い
る
ガ
ル
シ
ア
隊
員
を
入
れ
第

一
隊
に
協
力
し
た
。
第
二
隊
の

ピ
デ
リ
ッ
ト
隊
員
ス
リ
ッ
プ
、
五
メ
ー
ト
ル
程
墜
落
し
、
ま
た
第

一
隊
は
通
過
直
後
そ
の
大
き
な
氷
塊
が
崩
落
す
る
な
ど
、
絶
え
ず
危
険

に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
四
時
間
を
要
し
て
、
こ
の
難
場
を
越
す
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
セ
ラ
ッ
ク
地
帯
は
、
わ
れ
わ
れ
の
予
想
を
通
か
に

上
廻
つ
た
困
難
な
も
の
だ
つ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
突
破
し
た
後
は
ス
キ
ー
の
使
用
で
距
離
を
稼
ぐ
こ
と
が
出
来
そ
う
だ
つ
た
。
わ
れ
わ

れ
は
再
び
頂
上
攻
撃
方
法
を
検
討
し
た
。
天
候
は
三
日
を
周
期
と
し
て
変
化
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
パ
タ
ゴ
ニ
ア
の
悪
天
候
を
考
え
れ

ば
、
好
天
気
を
掴
め
ば

一
挙
に
頂
上
を
攻
撃
し
な
い
こ
と
に
は
、
可
能
性
は
無
い
だ
ろ
う
。
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
か
ら
第
四

。
第
五
と
順
次
前

進
す
る
こ
と
は
、
チ
ャ
ン
ス
を
失
う
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
第

一
隊
は
第
二
隊
の
サ
ポ
ー
ト
で
、
第
四
キ
ャ
ン
プ
を
設
立
後
、
単

独
で
コ
ル
ヘ
廻
り
込
み
、
そ
こ
に
二
人
用
テ
ン
ト
、
羽
毛
服
で
ビ
パ
ー
ク
、
翌
日
頂
上
ヘ
ラ
ッ
シ
ュ
す
る
。
こ
の
計
画
で
二
月
五
日
前
進

を
始
め
た
。
ス
キ
ー
を
背
負
つ
て
難
場
を
乗
切
る
の
は
、
面
倒
な
作
業
を
必
要
と
し
た
。
上
段
の
プ
ラ
ト
ー
は
二
十
度
く
ら

い
の
傾

斜

で
、
ア
レ
ナ
レ
ス
氷
河
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
上
部
へ
続
い
て
い
る
。
ア
レ
ナ
レ
ス
南
壁
を
廻
り
、
セ
ル
ー
チ
ョ
尾
根
の
ふ
も
と
に
沿
つ
て

登
高
す
る
。
大
き
な
ク
レ
バ
ス
の
左
右
に
走
る
こ
の
斜
面
を
、
ス
ノ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
確
か
め
な
が
ら
、
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
の
ス
キ
ー
行
は
楽

で
は
な
か
つ
た
。
雪
の
状
態
は
日
本
の
五
月
に
近
く
。
シ
ー
ル
は
快
適
に
効
い
た
。
ク
レ
バ
ス
は
底
な
し
に
深
く
、
百
メ
ー
ト
ル
以
上
の

アレナレス山の初登頂
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氷
壁
が
垂
直
に
落
ち
て
い
る
。
サ
ポ
ー
ト
隊
は
午
後
五
時
頃
荷
を
下
し
て
引
き
返
し
た
。
第

一
隊
は
そ
の
儘
前
進
を
続
け
、
ク
レ
バ
ス
が

よ
う
や
く
無
く
な
つ
た
辺
り
に
第
四
キ
ャ
ン
プ
を
設
け
た
。
サ
ポ
ー
ト
隊
の
残
し
た
荷
物
を
と
つ
て
来
て
、
午
後
九
時
過
ぎ
翌
日
天
候
次

第
で
頂
上
ま
で
行
く
決
意
を
し
て
、
シ
ュ
ラ
フ
ザ
ッ
ク
ヘ
も
ぐ
り
込
ん
だ
。
夜
は
流
石
に
冷
え
た
。
天
気
は
素
晴
ら
し
く
風
も
な
く
満
月

で
あ
る
。

翌
朝
す
な
わ
ち
二
月
六
日
三
時
半
に
眼
が
覚
め
た
。
月
が
昼
間
の
よ
う
に
輝
い
て
い
る
。
直
ち
に
ラ
デ
ィ
ウ
ス
に
点
火
、
朝
食
は
オ
ー

ト
ミ
ー
ル
と
紅
茶
、
ク
ラ
ウ
セ
ン
が
ド
イ
ツ
人
ら
し
い
段
取
り
の
良
さ
で
順
次
作
つ
て
い
く
。
昨
日
の
作
戦
通
り
、
二
人
用
テ
ン
ト
、
羽

毛
服
、
ツ
ェ
ル
ト
、
ア
イ
ス
ハ
ン
マ
ー
、
ハ
ー
ケ
ン
、
食
糧
五
日
分
を
持
つ
て
、
ス
キ
ー
を
つ
け
、
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
の
ま
ま
出
発
し
た
の

が
六
時
半
で
あ
つ
た
。
ク
ラ
ウ
セ
ン
、
高
木
、
円
満
字
の
オ
ー
ダ
ー
で
前
進
し
た
。
第
四
キ
ャ
ン
プ
か
ら
ク
レ
バ
ス
は
少
な
く
な
り
、
ス

キ
ー
に
快
適
な
斜
面
が
コ
ル
に
続
い
て
い
る
。
最
後
の
急
坂
を
二
つ
程
喘
ぐ
と
、
急
に
セ
ル
ー
チ
ョ
を
廻
り
切
つ
た
所
で
待
望
の
ア
レ
ナ

レ
ス
が
姿
を
見
せ
る
。
砂
漠
で
姿
を
見
せ
た
き
り
見
せ
て
い
な
い
姿
だ
。
登
路
は
思
つ
た
よ
り
易
し
そ
う
だ
。
前
山
か
ら
セ
ル
ー
チ
ョ
ヘ

の
尾
根
は
、
完
全
な
氷
の
尾
根
で
裏
側
の
傾
斜
は
ゆ
る
く
、
そ
の
ま
ま
前
山
の
頂
に
つ
づ
き
、
前
山
と
左
手
の
尾
根
の
氷
塊
の
う
し
ろ
に

隠
れ
る
頂
ま
で
は
、
ゆ
る
や
か
な
稜
線
で
つ
な
が
つ
て
い
そ
う
だ
。
こ
こ
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
尾
根
に
か
こ
ま
れ
た
大
き
な
カ
ー
ル
状
の

谷
で
、
ス
キ
ー
で
か
な
り
登
れ
そ
う
だ
。
そ
し
て
い
き
な
り
そ
の
稜
線
へ
つ
き
あ
げ
る
こ
と
も
可
能
の
よ
う
に
見
え
る
。
天
気
は
珍
ら
し

く
快
晴
で
無
風
、
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
は
わ
れ
わ
れ
が
高
気
圧
の
中
心
に
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第

一
隊
は
、
こ
の
時
始
め
て

「
こ
れ
は
登
れ
る
、
ま
た
登
ら
な
く
て
は
」
と
考
え
た
。
コ
ル
の
手
前
で
荷
物
を
デ
ポ
ー
、
昼
食
を
と
つ

た
。
そ
の
地
点
の
高
度
は
二
千
三
百
メ
ー
ト
ル
前
後
、
す
な
わ
ち
頂
上
ま
で
高
差

一
千
百
メ
ー
ト
ル
余
り
、
距
離
は
十
キ
ロ
以
上
あ
る
に

違
い
な
い
。
し
か
し
夜
に
な
つ
て
も
、
あ
の
明
る
い
月
光
で
下
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
コ
ル
を
越
し
て
来
る
雲
に
充
分

注
意
し
な
が
ら
、
攻
撃
す
る
こ
と
に
し
た
。
コ
ル
に
は
登
ら
ず
、
セ
ル
ー
チ
ョ
の
美
し
い
岩
峰
を
眺
め
な
が
ら
、
そ
の
裾
を
廻
つ
て
出
発

し
た
の
が
午
後

一
時
だ
つ
た
。
カ
ー
ル
の
中
は
、
た
ま
ら
な
い
程
暑
い
。
セ
ル
ー
チ
ョ
を
巻
い
た
所
で
ス
キ
ー
デ
ポ
ー
、
ア
イ
ゼ
ン
を
き

アレナレス山の初登頂
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か
し
て
セ
ル
ー
チ
ョ
つ
ゞ
き
の
稜
線
に
直
登
し
た
。
こ
の
辺
り
は
、　
エ
ビ
の
尻
尾
状
の
氷
が
無
数
に
生
じ
て
い
る
。
こ
の
ス
カ
プ
ラ
に
時

折
ザ
イ
ル
が
引
か
ゝ
る
。
ど
こ
ま
で
も
果
て
し
が
な
い
と
思
わ
れ
る
斜
面
を
登
り
つ
め
て
、
よ
う
や
く
稜
線
に
出
た
の
が
午
後
六
時
。
眼

下
に
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
が
見
え
る
。
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
か
ら
仰
い
だ
南
壁
の
上
へ
出
た
訳
だ
。
風
は
か
な
り
き
つ
い
。
尾
根
筋
を
黙

々
と
登

る
。
丁
度
富
士
山
の
八
合
目
九
合
目
辺
の
感
じ
だ
。
主
峰
の
肩
に
つ
い
た
の
が
七
時
。
そ
こ
か
ら
は
、
コ
ロ
ニ
ア
氷
河
上
部
の
大
氷
原
、

太
平
洋
岸
の
フ
ィ
ヨ
ー
ル
ド
が

一
望
に
見
渡
さ
れ
る
。
頂
上
に
立
つ
た
の
が
午
後
八
時
丁
度
だ
つ
た
。
太
陽
が
洗
ん
だ
瞬
間
、
頂
上
の
大

き
な
氷
の
塊
が
赤
く
焼
け
、
こ
の
世
の
も
の
と
も
思
わ
れ
な
い
美
し
さ
だ
。
ア
レ
ナ
レ
ス
の
陰
が
、
大
き
く
円
錘
形
に
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

の
方
向
に
う
つ
し
だ
さ
れ
て
い
る
。
月
が
微
か
に
地
平
線
の
彼
方
に
明
り
を
見
せ
て
い
る
。
下
る
に
は
余
り
に
も
薄
明
だ
つ
た
。
三
十
分

程
月
待
ち
し
て
、
そ
の
明
り
の
下
に
降
り
始
め
た
。
月
光
下
の
下
降
は
、
思
つ
た
よ
り
難
か
し
い
。
登
り
に
何
気
な
く
通
り
過
ぎ
た
ク
レ

バ
ス
が
意
外
な
所
で
口
を
開
け
て
い
る
。
荷
物
を
デ
ポ
ー
し
た
所
に
つ
い
た
の
が
、
翌
日
の
午
前

一
時
。
直
ち
に
斜
面
に
そ
の
ま
ま
テ
ン

ト
を
張
り
羽
毛
服
の
ま
ま
も
ぐ
り
込
ん
だ
。

二
月
七
日
、
今
日
も
快
晴
で
あ
る
。
第
二
隊
は
第

一
隊
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
に

「第
五
キ
ャ
ン
プ
」
に
上
つ
て
来
た
。
登
頂
成
功
の
報
を

聞
い
た
チ
リ
側
隊
長
ミ
ル
ス
は
、
涙
を
流
し
て
喜
ん
だ
。
第
二
隊
は
直
ち
に
第
二
登
に
向
い
、
午
後
六
時
、
登
頂
成
功
。
午
後
九
時
、
第

五
キ
ャ
ン
プ
に
帰
着
し
た
。

わ
れ
わ
れ
は
幸
運
だ
つ
た
。
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
前
の
難
場
を
突
破
し
た
後
は
、
技
術
的
に
困
難
な
所
は
な
く
、
ス
キ
ー
で
距
離

が
稼

げ

た
。
ま
た
二
月
五
日
は
満
月
だ
つ
た
の
で
夜
間
行
動
が
出
来
た
。
雪
は
適
当
に
固
く
シ
ー
ル
が
良
く
効
い
た
。
こ
の
成
功
に
気
を
良
く
し

た
わ
れ
わ
れ
は
、
ア
ル
コ
攻
撃
を
企
図
し
た
。
ア
ル
コ
は
距
離
が
遠
い
が
、
高
度
は
四
百
メ
ー
ト
ル
低
い
。
ア
レ
ナ
レ
ス
よ
り
偵
察
し
た

ア
ル
コ
ヘ
の
ル
ー
ト
は
、　
一
カ
所
不
明
な
所
を
除
い
て
大
体
難
か
し
く
な
さ
そ
う
だ
つ
た
。
が
兎
に
角
第
二
隊
の
出
発
を
見
送
つ
た
第

一

隊
は
、
第
二
隊
に
ス
キ
ー
を
受
継
ぐ
べ
く
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
ま
で
一
気
に
後
退
し
た
。
第
五
キ
ャ
ン
プ
か
ら
第
四
キ
ャ
ン
プ
ま
で
は
ク
レ
バ

ス
も
少
な
く
、
ス
キ
ー
で
下
る
の
に
快
適
だ
つ
た
。
第
四
キ
ャ
ン
プ
か
ら
は
斜
面
が
急
で
ク
レ
バ
ス
が
多
く
、
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
滑
降
に
多
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く
の
時
間
を
要
し
た
。
セ
ラ
ッ
ク
地
帯
は

一
日
毎
に
変
化
し
、
通
過
の
度
に
ル
ー
ト
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
第
二
隊
は
第
二
隊
サ

ポ
ー
ト
後
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
で
待
機
し
て
い
た
。
二
月
八
日
、
第
二
隊
は
早
朝
第
二
隊
の
撤
収
サ
ポ
ー
ト
に
出
発
し
た
。
も
し
非
常
に
状
態

が
良
け
れ
ば
、
ア
ル
コ
攻
撃
予
定
だ
つ
た
。
氷
雪
技
術
に
優
れ
て
い
る
ガ
ル
シ
ア
も
、
ス
キ
ー
が
下
手
な
た
め
第
二
隊
リ
ー
ダ
ー
を
辞
任

し
、
ム
ガ
が
代
り
に
入
つ
て
い
た
。
そ
の
た
め
第
二
隊
の
実
力
は
相
当
落
ち
た
。
ア
ル
コ
攻
撃
か
、
撤
収
か
の
判
断
は
、
第
四
キ
ャ
ン
プ

に
お
い
て
、
第
二
隊
の
チ
リ
側
隊
長
ミ
ル
ス
の
判
断
に
任
せ
ら
れ
た
。
二
月
九
日
、
不
思
議
に
も
ま
た
天
気
が
続
い
た
。
午
前
三
時
、
第

二
隊
は
出
発
し
た
。
第
二
隊
の
リ
ー
ダ
ー
格
イ
ト
リ
ア
ー
ガ
は
、
そ
の
隊
の
実
力
を
考
え
、
ア
ル
コ
攻
撃
を
難
か
し
い
と
思
つ
た
。
そ
れ

は
第
四
キ
ャ
ン
プ
出
発
時
方
向
を
誤
り
、
ア
レ
ナ
レ
ス
側
に
近
寄
つ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
ア
レ
ナ
レ
ス
に
登
頂
し
た
。

第
二
隊
の
予
定
し
て
い
な
い
日
時
が
加
わ
つ
た
た
め
、
第
二
隊
を
も
迎
え
た
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
食
糧
が
枯
渇
し
て
い
た
。
二
月
十

日
、
第

一
隊
及
び
第
二
隊
は
、
第
二
隊
の
撤
収
を
助
け
、
第
五
、
第
四
キ
ャ
ン
プ
を
撤
収
し
た
。
学
術
班
が
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
到
着
し

た
た
め
、
高
谷
、
森
、
ル
セ
ロ
各
隊
員
は
、
そ
の
活
動
を
助
け
る
た
め
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
ま
で
下
つ
た
。

撤

収

第
二
隊
を
迎
え
て
、
直
ち
に
撤
収
は
開
始
さ
れ
た
。
山
は
既
に
秋
の
気
配
を
見
せ
て
い
た
。
気
温
は
下
が
り
出
し
た
。
山
に
は
霧
が
か

か
つ
た
。
撤
収
作
業
な
順
調
に
進
ん
だ
が
食
糧
が
不
足
し
た
た
め
相
当
苦
し
か
つ
た
。
五
日
間
の
ボ
ッ
カ
で
第
ニ
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
ヘ
、

さ
ら
に
四
日
間
で
湖
の
端
へ
辿
り
着
い
た
。
消
耗
品
を
除
い
て
二
屯
余
り
の
湖
上
輸
送
は
、
再
び
大
問
題
と
な
つ
た
。
徒
ら
に
時
日
を
費

せ
ば
湖
が
凍
結
す
る
恐
れ
が
あ
つ
た
。
こ
の
時
サ
ン
チ
ャ
ゴ
日
本
大
使
館
か
ら
二
十
人
乗
り
救
命
ボ
ー
ト
が
届
け
ら
れ
た
。
湖
上
輸
送
困

難
の
ニ
ュ
ー
ス
を
受
け
た
矢
国
大
使
は
、
八
方
手
を
尽
し
遂
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
か
ら
空
輸
さ
れ
た
も
の
だ
つ
た
。
そ
の
大
ボ
ー
ト
の
お
蔭

で
、
四
日
余
り
で
湖
を
縦
断
、
撤
収
に
成
功
し
た
。
わ
れ
わ
れ
が
撤
収
し
た
二
日
後
に
、
湖
の
氷
河
よ
り
の
半
分
は
凍
結
し

て
し
ま

つ

た
。
際
ど
い
所
で
逃
れ
た
訳
だ
。
往
路
蚊
に
苦
し
め
ら
れ
た
ベ
ー
カ
ー
河
畔
も
、
秋
の
訪
れ
と
と
も
に
蚊
は
全
く
姿
を
消
し
、
の
ど
か
な

アレナレス山の初登頂
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パ
ム
パ
の
風
景
を
呈
し
て
い
た
。
洪
水
の
引
い
た
後
の
草
原
の
輸
送
は
快
適
だ
つ
た
。
何
千
羽
の
鳴
を
驚
か
せ
、
珍
ら
し
げ
に
寄
つ
て
来

る
牛
の
群
を
追
い
な
が
ら
、
遠
ざ
か
り
行
く
氷
河
を
振
り
返
り
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

こ
の
遠
征
隊
に
つ
い
て
は
既
に
田
中
薫
編

『大
氷
河
を
行
く
―
南
米
チ
リ

●
パ
タ
ゴ

ニ
ア
探
検
―
』

（昭
和
三
十
二
年
十

一
月
毎
日
新
聞
社
）

が
刊
行

さ
れ
て
い
る
の
で
、
詳
細
は
そ
れ
に
つ
い
て
見
ら
れ
た
い
。

ま
た
本
章
に
使
用
し
た
写
真

ｏ
地
図
等
は
、
毎
日
新
聞
社
出
版
局
の
特
別
の
厚
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
（編
者
）
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ス

ワ

ー

ト

・

ヒ

マ

ラ

ヤ

範４掛
船
躊
舛
＝

（
一
九
五
七
年
）

松

　

　

下

京
都
大
学
の
探
検
部
が

一
九
五
六
年
に
試
み
た
第

一
回
の
京
大

・
パ
ン
ジ
ャ
ブ
大
学
合
同
学
生
探
検
を
立
派
に
や
り
と
げ
て
、
藤
田
隊

長
、
本
多

・
吉
場
両
隊
員
が
、
そ
の
年
も
終
り
に
近
く
な
つ
て
相
つ
い
で
帰
国
す
る
と
、
探
検
部
で
は
早
速
、
第
二
回
探
検
の
準
備
に
と

り
か
か
つ
た
。
行
先
は
今
ま
で
行
こ
う
と
し
て
行
け
な
か
つ
た
ス
ワ
ー
ト

（∽
〓
鮮
）
と
東
部
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ

（日
乱
●
パ
房
Ｆ
）
に
決
つ

た
。
第

一
回
に
も
行
つ
た
探
検
の
ヴ
ェ
テ
ラ
ン
本
多
勝

一
君

（農
学
部
農
林
生
物
学
科
学
生
）
が
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
兼
ね
る
こ
と
に
な
つ

た
。
乾
燥
国
パ
キ
ス
タ
ン
に
は
珍
し
く
森
林
が
発
達
す
る
奥
ス
ワ
ー
ト
で
林
学
調
査
を
す
る
た
め
に
、
荻
野
和
彦

・
岩
坪
五
郎
両
君

（共

に
農
学
部
林
学
科
学
生
）
が
選
ば
れ
た
。
三
年
間
の
地
質
研
究
の
総
仕
上
げ
と
い
う
意
味
で
、
思
い
も
か
け
ず
私
が
隊
長
を
仰
せ
つ
か
つ

た
。
沖
津
文
雄
君

（理
学
部
地
質
鉱
物
学
科
学
生
）
が
私
の
助
手
を
勤
め
て
く
れ
る
。

こ
う
し
て
二
月
に
は
隊
員
は
決
つ
た
し
、
京
大
側
の
準
備
は
着
々
と
進
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
へ
の
探
検
申
請
が
遅
か

つ
た
た
め
に
、
ビ
ザ
が
中
々
も
ら
え
ず
、
ま
た
パ
ン
ジ
ャ
ブ
大
学
側
の
準
備
が
進
ま
ず
、
随
分
や
き
も
き
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
で
も
六
月

二
十
九
日
に
は
全
員
カ
ラ
チ
に
集
結
で
き
た
。
本
多
君
は
五
月
二
十
七
日
空
路
で
カ
ラ
チ
着
、
同
地
と
ラ
ホ
ー
ル
で
準
備
工
作
に
活
躍
し

て
い
て
く
れ
た
。
私
は
六
月
二
十
三
日
に
到
着
。
荷
物
と
一
し
よ
に
五
月
十
六
日
に
神
戸
か
ら
船
で
来
た
他
の
三
君
は
六
月
二
十
九
日
に

スフー ト0ヒ マラヤ探検行
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安
着
し
た
の
で
あ
る
。

カ
ラ
チ
滞
在
中
、
日
本
人
会
の
歓
迎
会
、
大
使
館
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
し
て
頂
い
た
が
、
そ
の
カ
ラ
チ
に
も
別
れ
を
告
げ

る
時

が
来

て
、
七
月
二
日
朝
の
急
行
で
ラ
ホ
ー
ル
に
向
つ
た
。
外
務
省
の
ウ
ル
ド
ゥ
語
留
学
生
今
川
好
則
氏
と
、
カ
ラ
チ
大
使
館
書
記
官
蜂
谷
洋
三

郎
氏
の
可
愛
ら
し
い
十

一
才
の
坊
ち
や
ん
敏
郎
君
も
同
行
す
る
。　
一
昼
夜
に
わ
た
る
焦
熱
地
獄
の
よ
う
な
汽
車
旅
行
か
ら
解
放
さ
れ
て
、

四
日
の
朝
、
ラ
ホ
ー
ル
駅
に
お
り
た
時
ひ
と
り
の
見
知
ら
ぬ
日
本
人
に
会
つ
た
。
ア
ボ
タ
バ
ッ
ト
の
農
科
大
学
に
研
究
に
来
て
お
ら
れ
る

東
大
植
物
の
門
司
正
三
教
授
だ
つ
た
。
わ
れ
わ
れ
が
探
検
に
来
た
こ
と
は
よ
く
ご
存
じ
で
、
初
対
面
に
も
拘
ら
ず
多
額
の
寄
付
を
し
て
下

さ
つ
た
の
に
は
全
く
深
く
感
激
し
た
。

七
月
初
め
の
ラ
ホ
ー
ル
の
暑
さ
は
格
別
で
あ
る
。
室
温
四
十
四
度
、
窓
を
あ
け
れ
ば
熱
風
が
吹
き
こ
む
の
で
、
昼
日
な
か
は
人
び
と
は

窓
を
閉
め
て
昼
寝
を
す
る
。
そ
の
ラ
ホ
ー
ル
に
三
泊
し
、
パ
ン
ジ
ャ
ブ
大
学
総
長
の
歓
迎
会
を
始
め
と
し
た
盛
沢
山
の
歓
迎
攻
め
に
あ
つ

た
の
だ
か
ら
、
み
ん
な
へ
ば
つ
て
し
ま
つ
た
。

パ
ン
ジ
ャ
ブ
大
学
側
の
メ
ン
バ
ー
ニ
人
と
そ
ろ
つ
て
、
い
よ
い
よ
ラ
ホ
ー
ル
を
立
つ
た
の
は
七
月
七
日
の
夜
だ
つ
た
。
パ
大
側
の
二
人

と
は
、
隊
長
ベ
グ
さ
ん

（
イ
ス
ラ
ミ
ア
・
カ
レ
ッ
ジ
の
副
主
事
で
物
理
学
教
授
、　
五
十
七
才
）
、
隊
員
ザ
フ
ー
ル
さ
ん

（
パ
大
植
物
学
教

授
、
五
年
間
の
米
国
留
学
か
ら
帰
つ
た
ば
か
り
、
三
十
二
才
）
、
ム
バ
シ
ャ
ー
さ
ん

（
パ
大
地
理
学
講
師
、　
二
十
六
才
）
で
、　
ベ
グ
さ
ん

は
昨
年
も
隊
長
で
お
な
じ
み
の
人
。
た
だ
残
念
な
の
は
第

一
回
と
違
つ
て
、
ひ
と
り
も
学
生
の
メ
ン
バ
ー
が
い
な
い
こ
と
だ
。
昨
年
は
京

大
側
と
パ
大
側
と
人
数
が
同
じ
だ
つ
た
の
で
、
装
備
は
京
大
側
で
持
つ
代
り
に
、
パ
キ
ス
タ
ン
国
内
旅
費
は
パ
大
側
が
引
き
受
け
て
く
れ

た
の
だ
が
、
今
年
は
日
本
側
の
メ
ン
パ
ー
が
五
で
、
パ
大
側
が
三
で
あ
る
の
で
、
探
検
旅
費
は
人
数
に
よ
つ
て
分
担
す
る
こ
と
に
な
つ
て

い
る
。

ス
　
ワ

ト
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ラ
ホ
ー
ル
を
立
つ
た
翌
朝
、
鉄
道
の
終
点
で
あ
り
、
北
西
辺
境
州
の
首
都
で
あ
．
る
ペ
シ
ャ
フ
ル
に
着
く
。
高
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
だ
か

ら
、
い
く
ら
か
涼
し
い
か
と
思
つ
た
ら
、
ど
う
し
て
三
十
八
度
に
上
つ
た
。
外
国
人
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
は
、
二
つ
の
役
所
へ
行
つ
て
ス
ワ

ー
ト
入
り
の
手
続
を
す
ま
せ
た
。
ド
イ
ツ
製
の
三
十
六
人
乗
り
の
頑
丈
な
バ
ス
を

一
台
借
り
き
つ
て
、
荷
物
を
屋
根
の
上
に
も
載
せ
、
人

間
も
乗
つ
て
、
九
日
の
朝
、
北
東

一
二
〇
キ
ロ
の
ス
ワ
ー
ト
王
国
の
首
都
サ
イ
ド

ｏ
シ
ャ
リ
フ
に
向
つ
た
。
奥
ス
ワ
ー
ト
の
カ
ラ
ー
ム
ま

で
朝
日
新
聞
ニ
ュ
ー

・
デ
リ
ー
特
派
員
丸
山
静
雄
氏
が
同
行
す
る
。

ス
ワ
ー
ト

・
ス
テ
ー
ト
は
パ
キ
ス
タ
ン
に
属
す
る
が
、
王
様
が
統
治
す
る
半
独
立
の
山
国
で
あ
る
。
広
さ
は
秋
田
県
く
ら
い
、
人
口
約

五
十
五
万

（秋
田
県
は

一
三
〇
万
）
。
奥
へ
は
い
れ
ば
パ
キ
ス
タ
ン
に
は
珍
し
く
、
水
、
森
、
山
が
美
し
く
気
候
も
涼
し
い
の
で
、
近
年
、

観
光
の
宣
伝
を
始
め
た
よ
う
だ
。

マ
ラ
カ
ン
ド
で
峠
を
越
え
て
、
ス
ワ
ー
ト
の
谷
に
は
い
る
。
幅
二
と
三
キ
ロ
も
あ
る
沖
積
平
野
で
一
面
の
水
田
だ
。
立
派
な
ペ
ー
ヴ
メ

ン
ト
の
道
路
が
続
く
。
正
午
に
サ
イ
ド

。
シ
ャ
リ
フ
着
。
こ
こ
に
は
ス
テ
ー
ト
直
営
の
美
し
い
ス
ワ
ー
ト
ホ
テ
ル
が
あ
る
が
、
貧
乏
旅
行

の
わ
が
探
検
隊
は
泊
れ
な
い
。
幸
い
に
カ
レ
ッ
ジ
の
寄
宿
舎
が
夏
体
で
空
い
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
泊
め
て
も
ら
つ
て
自
炊
を
す
る
こ
と

に
な
つ
た
。
自
炊
と
い
つ
て
も
ラ
ホ
ー
ル
か
ら
連
れ
て
来
た
コ
ッ
ク
が
す
る
の
だ
。
サ
イ
ド

ｏ
シ
ャ
リ
フ
は
王
宮
と
ホ
テ
ル
と
首
相
官
邸

が
町
は
ず
れ
に
あ
る
小
さ
な
町
だ
が
、
北
方
二

・
五
キ
ロ
の
所
に
ミ
ン
ガ
オ
ラ
と
い
う
賑
や
か
な
町
が
あ
る
。
ヵ
レ
ッ
ジ
の
寄
宿
舎
は
ミ

行験
　
ン
ガ
オ
ラ
に
通
ず
る
街
道
の
途
中
に
あ
る
。
立
派
な
鋪
道
を
高
級
車
が
走
り
、
バ
ス
が
通
る
。
ミ
ン
ガ
オ
ラ
の
町
は
道
幅
が
五
―
一
〇
メ

招
升
　
―
ト
ル
、
両
側
に
は
二
、
三
階
建
て
の
店
が
な
ら
ん
で
、
立
派
な
商
店
街
を
作
つ
て
い
る
。
ス
ワ
ー
ト
に
こ
ん
な
町
が
あ
ろ
う
と
は
知
ら

“
　
な
か
つ
た
。

卜。
　

七
月
十

一
日
、　
一
同
そ
ろ
つ
て
王
様
に
謁
見
。
王
宮
は
さ
す
が
に
立
派
だ
。
応
接
室
に
通
さ
れ
、
お
土
産
を
贈
呈
、
別
室
で
茶
菓
を
出

ワ′

さ
れ
る
。
王
様
は
わ
れ
わ
れ
の
旅
行
の
予
定
を
き
か
れ
て
か
ら
、
昨
年
七
十
日
間
世
界

一
週
旅
行
の
途
次
日
本
を
訪
問
し
た
話
、
東
京
で

ス

は
自
動
車
が
猛
烈
に
速
く
飛
ば
す
話
、
茶
の
湯
の
席
に
出
た
話
、
富
士
山
は
残
念
な
が
ら
見
え
な
か
つ
た
話
な
ど
愉
快
そ
う
に
英
語
で
し

( 27 )



や
べ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
泊
め
て
も
ら
つ
て
い
る
寄
宿
舎

（名
前
は
ス
タ
ー

・
ホ
ス
テ
ル
）
は
自
分
が
設
計
し
た
こ
と
、
カ
レ
ッ
ジ
は

一
九

五
二
年
に
設
立
、
学
生
は
三
〇
〇
人
、
ス
テ
ー
ト
の
子
弟
は
無
料
、
よ
そ
か
ら
来
た
学
生
は
有
料
、
数
は
半
々
に
し
て
あ
る
こ
と
も
話
さ
　
２８

れ
る
。
王
様
は
一
九
〇
八
年
生
れ
と
い
う
が
、
そ
れ
よ
り
も
老
け
て
見
え
る
。
然
し
赤
い
丸
顔
の
、
ふ
と
つ
た
愉
快
な
人
物
、
頭

は

は

げ
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
人
に
し
て
は
珍
し
く
、
ひ
げ
が
な
い
。
王
宮
の
前
庭
で
記
念
撮
影
を
し
て
辞
去
し
た
。

翌
十
二
日
の
朝
九
時
に
北
方

一
二
〇
キ
ロ
の
奥
ス
ワ
ー
ト
の
カ
ラ
ー
ム
に
向
つ
て
、
二
台
の
自
動
車
に
分
乗
し
て
サ
イ
ド

・
シ
ャ
リ
フ

を
あ
と
に
し
た
。
ミ
ン
ガ
オ
ラ
の
町
を
過
ぎ
て
間
も
な
く
ペ
ー
プ
メ
ン
ト
は
な
く
な
る
が
、
そ
れ
で
も
道
路
は
日
本
の
よ
り
よ
い
。
い
よ

い
よ
ス
ワ
ー
ト
の
峡
谷
に
は
い
る
。
だ
ん
だ
ん
谷
は
狭
く
な
り
山
に
は
本
が
見
え
て
来
る
。
途
中
バ
ハ
レ
ー
ン
の
村
で
小
さ
な
バ
ス
ニ
台

に
乗
換
え
た
。
こ
の
村
に
パ
キ
ス
タ
ン
地
理
調
査
所

（∽
負
く
①Ч
ｏ
』
”
”
巨
∽ご
口
）
か
ら
、
水
力
発
電
計
画
の
測
量
の
た
め
に
測
量
隊
が
は

い
つ
て
い
た
。
測
量
技
師
の
ひ
と
り
は
独
喚
の
カ
ラ
コ
ラ
ム
・
バ
ツ
ラ
氷
河
探
検
、
イ
タ
リ
ヤ
の
Ｋ
２
遠
征
に
参
加
し
た
人
だ
つ
た
。
バ

ハ
レ
ー
ン
か
ら
先
は
道
が
狭
く
急
で
、
特
に
急
な
坂
に
さ
し
か
か
る
と
お
り
て
車
の
あ
と
押
し
を
す
る
。
カ
ラ
ー
ム
に
着
い
た
時
は
四
時

半
に
な
つ
て
い
た
。
わ
れ
わ
れ
は
ラ
ホ
ー
ル
で
、
山
好
き
の
若
い
米
国
副
領
事
ハ
ー
リ
ー
さ
ん
と
知
り
合
つ
た
が
、
そ
の
ハ
ー
リ
ー
さ
ん

が
今
日
自
家
用
車
で
や
つ
て
き
て
、
バ
ハ
レ
ー
ン
で
わ
れ
わ
れ
に
追
い
つ
き
、　
一
し
よ
に
カ
ラ
ー
ム
に
着
い
た
。
き
い
て
み
る
と
数
日
間

の
体
暇
を
と
つ
て
、
昨
日
の
午
後
三
時
に
ラ
ホ
ー
ル
を
立
ち
、
イ
ン
ダ
ス
川
と
カ
ー
ブ
ル
川
と
の
合
流
点
付
近
で
夜
を
明
か
し
、
そ
こ
を

今
朝
六
時
に
立
つ
て
来
た
由
で
あ
る
。

カ
ラ
ー
ム
は
南
北
ニ
キ
ロ
、
東
西

一
・
五
キ
ロ
の
山
間
盆
地
の
底
に
あ
る
。
ス
ヮ
ー
ト
川
は
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
二
〇
メ
ー
ト
ル
、　
一
〇

メ
ー
ト
ル
の
三
段
の
段
丘
を
却
ん
で
南
へ
流
れ
る
。
水
は
よ
く
澄
ん
で
い
て
、
そ
の
ま
ま
で
も
飲
め
る
。
段
丘
は
上
段
が
広
い
。
西
か
ら

南
西
の
山
の
麓
に
部
落
が
あ
り
畑
が
あ
る
が
、
上
段
段
丘
の
大
部
分
は
草
地
で
あ
る
。
本
当
の
カ
ラ
ー
ム
と
い
う
部
落
は
左
岸
の
川
岸
に

あ
る
の
だ
が
、
カ
ラ
ー
ム
の
役
所

（奥
ス
ワ
ー
ト
の
行
政
を
つ
か
さ
ど
る
郡
役
所
）
は
上
段
段
丘
の
上
に
あ
る
。
そ
れ
に
接
し
て
古
い
と

り
で
が
あ
り
、
小
学
校
と
診
療
所
が
建
つ
て
い
る
。
役
所
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
、
真
新
し
い
木
造
の
レ
ス
ト

ｏ
ハ
ウ
ス
が
二
軒



建
て
て
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
に
泊
つ
た
の
だ
が
、　
一
部
の
人
は
草
地
に
テ
ン
ト
を
張
つ
た
。
カ
ラ
ー
ム
で
は
目
下
パ
キ
ス
タ
ン
地
理

調
査
所
か
ら
測
量
隊
が
来
て
測
量
中
で
あ
る
が
、
技
師
や
人
夫
た
ち
は
上
段
段
丘
の
上
に
テ
ン
ト
村
を
作
つ
て
住
ん
で
い
る
。

バ
ハ
レ
ー
ン
か
ら
カ
ラ
ー
ム
ま
で
の
間
の
地
質
は
お
も
に
花
商
岩
で
、
カ
ラ
ー
ム
盆
地
の
ま
わ
り
の
山
は
千
枚
岩
や
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

か
ら
で
き
て
い
る
こ
と
が
、
歩
い
て
み
て
判
つ
た
。
上
段
段
丘
の
高
度
は
約
二
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
。
ま
わ
り
の
山
山
は
更
に
三
〇
〇
〇
ｔ

四
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
も
高
く
、
白
雪
に
お
お
わ
れ
た
峰
み
ね
は
カ
ラ
ー
ム
か
ら
も
、
よ
く
仰
が
れ
る
。
高
度
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
に

な
る
と
岩
肌
が
露
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
下
の
斜
面
は
樹
木
で
お
お
わ
れ
る
。
カ
ラ
ー
ム
の
す
ぐ
ま
わ
り
の
所
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
と
松
と

樫
の
林
だ
。
乾
燥
国
パ
キ
ス
タ
ン
に
し
て
は
全
く
珍
し
い
景
観
だ
。
モ
ン
ス
ー
ン
が
ス
ワ
ー
ト
ま
で
は
雨
を
降
ら
す
の
で
あ
る
。
年
雨
量

七
五
〇
ミ
リ
。
カ
ラ
ー
ム
は
さ
す
が
に
凍
し
く
、
朝
は
一
五
度
に
下
る
。
高
度

一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
サ
イ
ド

・
シ
ャ
リ
フ
で
は
朝
六
時

で
も
二
九
度
あ
つ
た
。

カ
ラ
ー
ム
ヘ
来
た
日
か
ら
荻
野

ｏ
沖
津
両
君
は
熱
が
出
て
元
気
が
な
く
床
に
つ
い
た
。
翌
日
は
二
九
度
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
手
当
を
し

て
も
熱
が
ひ
か
な
い
。
土
地
の
医
者
に
み
せ
た
と
こ
ろ
、　
マ
ラ
リ
ヤ
だ
と
い
う
の
で
キ
ニ
ー
ネ
な
ど
を
飲
ま
せ
た
。
ど
う
な
る
か
と
心
配

し
た
が
三
ツ
四
日
で
な
お
つ
た
。

カ
ラ
ー
ム
に
数
日
滞
在
し
て
付
近
の
地
質
や
林
相
な
ど
の
調
査
を
し
た
。
京
都
で
探
検
計
画
を
立
て
た
時
、
学
生
は
奥
ス
ワ
ー
ト
で
ド

リ
ー
ム
ｏ
マ
ウ
ン
テ
ン
と
い
う
六
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

（正
確
に
は
五
九

〓
八
メ
ー
ト
ル
）
の
峰
の
初
登
頂
を
試
み
る
こ
と
に
な

つ
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
ス
ワ
ー
ト
に
来
て
み
る
と
、
こ
の
山
に
は
フ
ァ
ラ
ク
サ
ー
ル
と
い
う
名
ま
え
が
あ
つ
て
、
ち
よ
う
ど
今
、
二
人
の
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
人
が
登
頂
を
め
ざ
し
て
来
て
い
る
こ
と
を
知
つ
た
。
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
か
ら
も
、
こ
の
山
が
北
東
二
五
キ
ロ
の
か
な
た
に
真
自

な
、
Ｋ
２
の
よ
う
な
姿
を
見
せ
て
い
た
。
そ
れ
で
、
こ
れ
に
代
る
山
を
さ
が
し
た
が
適
当
な
山
が
み
つ
か
ら
ず
、
ま
た
病
人
も
い
た
り
し

て
、
ス
ワ
ー
ト
で
の
登
山
は
断
念
し
て
、
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
で
試
み
る
こ
と
に
し
た
。

昨
年
の
第

一
回
探
検
で
は
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
の
リ
エ
ゾ
ン
ｏ
オ
フ
ィ
サ
ー

（連
絡
官
）
は
ベ
グ
隊
長
が
兼
ね
て
く
れ
た
の
で
、
今
年
も

スフー ト●ヒマラヤ探検行
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そ
う
だ
と
ば
か
り
思
い
こ
ん
で
カ
ラ
ー
ム
ま
で
来
た
の
だ
が
、
あ
に
は
か
ら
ん
や
、
カ
ラ
ー
ム
滞
在
中
に
専
任
の
連
絡
官
が
や

つ
て
来

た
。
ラ
シ
ー
ル
ｏ
カ
ー
ン
・
タ
ヒ
ル
ヘ
リ
さ
ん
と
い
つ
て
、
ク
ェ
ッ
タ
に
あ
る
パ
キ
ス
タ
ン
地
質
調
査
所
の
地
質
家
。
私
と
は
同
じ
専
門

だ
。
二
十
八
才
だ
と
い
う
が
、
ひ
げ
が
こ
い
の
で
老
け
て
み
え
る
。
然
し
と
て
も
元
気
な
人
で
、
よ
く
歩
く
。

ダ
ダ
リ
リ

・
ア
ン

朝
日
の
丸
山
さ
ん
は
十
六
日
に
カ
ラ
ー
ム
か
ら
引
返
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
い
よ
い
よ
本
当
に
探
検
を
始
め
る
日
が
来
て
、
十
八
日
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
こ
れ
か
ら

一
行
が
入
る
ス
ワ
ー
ト

・
コ
ヒ
ス
タ
ン
と
い
う
の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
ス
ワ
ー
ト

・
ヒ
マ
ラ
ャ
で
あ
る
が

ト
ラ
イ
バ
ル
・
テ
リ
ト
リ
ー
と
呼
ば
れ
て
、
数
年
前
ま
で
そ
こ
の
住
民
は
政
府
に
帰
順
し
な
か
つ
た
物
騒
な
地
方
だ
つ
た
の
で
あ
る
。
外

国
人
で
今
ま
で
こ
こ
を
通
過
し
た
人
は
な
い
よ
う
だ
。
地
図
も
不
完
全
だ
。
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
何
も
知
ら
な
い
の
で
呑
気
に
し
て
い
る

が
、
ベ
グ
隊
長
は
じ
め
パ
キ
ス
タ
ン
隊
員
は
危
険
を
心
配
し
、
郡
長
に
懇
請
し
て
ダ
ダ
リ
リ
峠
の
か
な
た
の
ギ
ザ
ー
ル
ま
で
護
衛
兵
を
五

人
つ
け
て
も
ら
つ
た
。
カ
ラ
ー
ム
か
ら
は
交
通
機
関
は
な
く
、
七
〇
人
の
人
夫
に
荷
物
を
か
つ
が
せ
隊
員
は
徒
歩
で
行
進
す
る
。
ウ
シ
ュ
ｏ

ゴ
ル
は
高
さ
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
見
事
な
段
丘
を
作
つ
て
流
れ
る
。
両
側
の
、
こ
う
い
う
段
丘
の
上
に
所
ど
こ
ろ
村
が
の
つ
て
い
る
。
木
が

豊
富
な
所
だ
か
ら
家
は
む
ろ
ん
木
造
だ
。
校
倉
式
に
本
を
水
平
に
し
て
積
み
重
ね
て
壁
を
作
つ
て
あ
る
。
屋
根
は
平
ら
に
本
を
並
べ
た
も

の
。カ

ラ
ー
ム
で
雇
つ
た
人
夫
は
峠
越
え
に
は
使
え
な
い
の
で
、　
一
五
キ
ロ
行
つ
た
所
に
あ
る
ミ
ッ
ト
リ
タ
ン
の
村
で
ニ
ル
ピ
ー
ず
つ
支
払

つ
て
帰
し
た
。
こ
の
あ
た
り
の
地
質
は
花
商
岩
。
こ
れ
か
ら
奥
は
段
丘
の
発
達
悪
く
、
支
谷
か
ら
押
し
出
し
た
扇
状
地
を
い
く
つ
も
横
ぎ

つ
た
。
も
う
村
は
な
く
な
る
。
ミ
ッ
ト
リ
タ
ン
か
ら
八
キ
ロ
進
ん
で
、
パ
ロ
ガ
と
い
う
所
で
第

一
日
の
キ
ャ
ン
プ
を
す
る
。
今
日
は
昼
間

快
晴
だ
つ
た
が
、
夜

一
〇
時
か
ら
雷
雨
が
あ
つ
た
。

翌
朝
、
今
川
さ
ん
も
敏
郎
君
は
帰
途
に
つ
い
た
。
敏
郎
君
は
隊
の
人
気
者
で
誰
に
も
可
愛
が
ら
れ
た
。
こ
こ
ま
で
元
気
に
歩

い
て
来
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た
。
第
二
日
も
扇
状
地
を
沢
山
横
ぎ
つ
た
が
、
両
側
の
谷
壁
は
急
で
崖
錐
が
よ
く
で
き
て
い
る
。
高
さ
八
〇
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
懸
谷
が
い

く
つ
も
あ
り
、
滝
が
か
か
つ
て
い
る
。
谷
の
横
断
形
は
Ｕ
字
形
で
、
谷
底
は
広
く
、
明
ら
か
に
氷
蝕
谷
の
形
を
し
て
い
る
。
ご
く
ま
ば
ら

に
夏
小
屋
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
日
、
フ
ァ
ラ
ク
サ
ー
ル
峰
初
登
頂
に
成
功
し
て
帰
途
に
あ
る
二
人
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
人
に
会
つ
た
。

一
人
は
若
い
植
物
学
者
で
、
植
物
を
採
集
し
て
い
た
。
途
中
ま
で
人
夫
は
一
人
使
つ
た
だ
け
で
、
あ
と
は
た
つ
た
二
人
き
り
で
登
つ
た
の

だ
そ
う
だ
。

こ
の
日
、
正
午
前
後
に
雨
が
降
つ
た
が
、
そ
の
夜
も
少
し
降
つ
た
。
さ
す
が
奥
ス
ワ
ー
ト
だ
け
あ
つ
て
よ
く
降
る
。
十
九
日
は
パ
ラ
ク

セ
ー
ル

（高
度
二
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
で
キ
ャ
ン
プ
。
二
十
日
は
滞
在
。

二
十

一
日
、
デ
シ
ャ
イ

（高
度
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
ま
で
歩
く
。
明
瞭
な
Ｕ
字
谷
だ
が
谷
底
の
勾
配
に
変
化
が
あ
つ
て
、
四
つ
の
段

が
つ
い
て
い
る
の
に
気
が
つ
く
。　
一
番
下
手
の
段
の
上
は
長
さ
一
キ
ロ
の
マ
ホ
ダ
ン

（
ペ
ル
シ
ャ
語
で
魚
の
湖
と
い
う
こ
と
）
湖
に
な
つ

て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
上
手
の
段
の
上
は
草
地
に
な
つ
て
い
て
牛
や
山
羊
が
放
牧
さ
れ
て
い
る
。
所
ど
こ
ろ
に
夏
小
屋
が
あ
り
牧
人
の
往

来
が
あ
る
。
マ
ホ
ダ
ン
湖
は
堆
石
堤
に
よ
る
堰
止
湖
と
い
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
ど
う
も
そ
う
で
は
な
く
、
両
側
か
ら
押
出
し
て
来
た
扇

状
地
や
崖
錐
に
よ
つ
て
堰
き
止
め
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
。
マ
ホ
ダ
ン
か
ら
は
道
が
急
に
悪
く
な
つ
た
。

″
　

二
十
二
日
、
カ
ン
バ
が
多
く
な
つ
た
。
両
岸
の
懸
谷
が
顕
著
だ
。
や
は
り
夏
小
屋
が
あ
り
、
移
牧
民
が
住
み
、
牛
、
山
羊
、
馬
が
放
た

衛麟
　
れ
、　
一
見
し
た
と
こ
ろ
の
ど
か
な
牧
歌
的
情
景
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
然
し
人
夫
た
ち
は
わ
れ
わ
れ
日
本
人
に
は
直
接
に
は
わ
か
ら
な
い

升
　
が
、
賃
上
げ
や
砂
糖
や
茶
を
要
求
し
て
パ
キ
ス
タ
ン
隊
員
を
困
ら
し
て
い
る
様
子
だ
。
人
夫
も
兵
隊
も
全
部
ミ
ッ
ト
リ
タ
ン
で
入
れ
替
え

け
　
た
。
兵
隊
は
五
人
だ
が
、
そ
の
ほ
か
に
人
夫
の
中
に
銃
を
持
つ
た
者
が
五
人
い
る
。
彼
等
は
精
悴
で
名
高
い
パ
タ
ー
ン
族
だ
か
ら
何
を
さ

卜．
　
れ
る
か
ら
か
ら
な
い
、
早
く
ダ
ダ
リ
リ
峠
を
越
え
て
ギ
ル
ギ
ッ
ト
行
政
区
に
は
い
り
た
い
と
、
ベ
グ
さ
ん
ら
は
考
え
て
い
る
。
こ
の
日
、

ワ́

左
岸
力、
ら
大
き
な
扇
状
地
を
作
つ
て
合
流
し
て
い
る
大
き
な
支
流
の
谷
に
は
い
り
、
高
度
三
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
デ
ィ
ワ
ン
ガ
ー
で
キ
ャ

ス

ン
プ
し
た
。
夕
方
七
時
の
気
温
九
度
。
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二
十
三
日
、
快
晴
、　
最
低
気
温
四

ｏ
五
度
。

東
北
東
に
谷
を
さ
か
の
ぼ
る
。

地
質
は
片
麻
岩
。　
カ
ン
バ
帯
を
過
ぎ
て
灌
木
帯
に
な
つ

た
。
岩
肌
が
よ
く
見
え
る
。
左
右
両
岸
に
、
谷
底
か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
高
い
所
に
堆
石
堤
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
上
は
氷
河
は
消
え
て
カ

ー
ル
地
形
が
顕
著
だ
。
谷
底
に
は
午
前
中
の
所
は
ま
だ
夏
小
屋
が
少
し
あ
つ
た
が
、
そ
れ
も
な
く
な
り
、
夕
方
い
く
つ
か
雪
漢

を
渡

つ

て
、
八
時
近
く
に
な
つ
て
キ
ャ
ン
プ
場
に
着
い
た
。
も
う
灌
木
も
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
人
夫
達
は
薪
を
さ
が
す
の
に
大
童
。
寒
い
ｃ
八

時
で
三

・
五
度
。
高
度
は
約
四
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
。
道
は
な
く
な
つ
て
い
る
。
こ
こ
は
谷
が
急
に
北
へ
曲
る
所
の
右
岸
に
あ
る
堆
石
堤
の

上
で
あ
る
。

明
日
の
峠
越
え
に
備
え
て
早
く

シ
ュ
ラ
ー
フ
ザ
ッ
ク
に
入
つ
た
が
、
傾
斜
し
た
堆
石
堤
の
上
に
テ
ン
ト
が
張
つ
て
あ
る
の

で
、
体
が
す
べ
つ
て
眠
れ
な
い
。

明
く
れ
ば
七
月
二
十
四
日
。
五
時
に
起
さ
れ
る
。
寒
い
。
気
温

一
・
五
度
。　
一
点
の
雲
も
な
い
快
晴
。
コ
ッ
ク
は
ど
う
し
た
わ
け
か
例

の
チ
ャ
パ
テ
ィ
を
作
ら
な
い
。
紅
茶
を
飲
ん
だ
だ
け
で
六
時
半
に
は
出
発
し
た
。
私
は
昨
日
ま
で
キ
ャ
ラ
バ
ン
シ
ュ
ー
ズ
で
歩
い
て
来
た

の
だ
が
、
今
日
は
雪
漢
を
登
り
降
り
す
る
の
で
革
靴
を
は
い
た
。
こ
れ
が
い
け
な
か
つ
た
。
新
品
を
は
じ
め
て
は
い
た
の
だ
か
ら
足
首
に

あ
た
つ
て
、
痛
く
て
よ
く
歩
け
な
い
。
雨
で
溶
け
た
の
か
、
凹
凸
の
ひ
ど
い
雪
の
上
は
特
に
歩
き
に
く
か
つ
た
。
私
は
見
取
図
を
作
り
な

が
ら
行
く
の
で
筒
更
歩
み
が
捗
ら
な
い
。
人
夫
た
ち
は
ど
ん
ど
ん
先
へ
行
つ
て
し
ま
い
、
私
は
殿
り
に
な
つ
た
。
本
多
、
沖
津
両
君
が
つ

い
て
く
れ
る
。

あ
と
を
振
り
返
る
と
白
雪
に
お
お
わ
れ
た
五
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
峰
み
ね
が
並
ん
で
い
る
。
東
側
の
支
谷
に
は
二
段
の
堆
石
堤
が
あ

り
、
上
段
の
上
に
は
氷
河
が
存
在
す
る
の
が
よ
く
見
え
る
。
わ
れ
わ
れ
が
登
つ
て
行
く
の
は
、
ダ
ダ
リ
リ
峠
か
ら
下
つ
て
来
る
す
で
に
消

え
て
し
ま
つ
た
谷
氷
河
の
側
堆
石
の
上
と
考
え
ら
れ
る
。
雪
で
お
お
わ
れ
て
い
る
。
更
に
登
つ
て
行
く
と
雪
漢
に
な
る
が
、
こ
れ
は
消
え

た
氷
河
の
底
で
あ
つ
て
勾
配
に
緩
急
が
あ
る
。
谷
を
横
ぎ
る
端
堆
石
堤
が
二
つ
ば
か
り
あ
る
ら
し
い
。
最
後
の
勾
配
は
相
当
急
で
四
〇
度

ば
か
り
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
を
ど
う
に
か
登
り
き
つ
て
、
よ
う
や
く
五
〇
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
ダ
ダ
リ
リ

●
ア
ン

（峠
）
の
上
に
立
つ
た
。
北

側
に
も
長
大
な
雪
漢
が
見
お
ろ
せ
た
。
私
は
頭
が
痛
い
と
か
気
分
が
悪
く
な
る
と
か
い
う
こ
と
は
全
然
な
か
つ
た
が
、
靴
が
足
首
に
あ
た
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る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
元
気
が
な
い
。
地
理
学
の
ム
バ
シ
ャ
ー
さ
ん
は
頭
痛
が
す
る
と
い
つ
て
人
夫
た
ち
に
抱
え
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
登
つ
て
来
た
が
、
今
ま
で
二
〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
よ
り
高
い
山
に
登
つ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
植
物
学
者
ザ
フ
ー
ル
さ
ん
は
至
極
元
気

で
、
と
つ
く
に
峠
に
着
い
て
い
た
。
私
よ
り
三
つ
年
長
の
ベ
グ
さ
ん
は
私
よ
り
元
気
だ
。
峠
の
所
に
は
雪
が
な
く
大
き
な
長
石
の
斑
晶
を

持
つ
た
花
商
岩
が
よ
く
露
出
し
て
い
る
。

峠
か
ら
は
一
キ
ロ
半
の
雪
漢
を

一
気
に
下
つ
た
。
学
生
諸
君
は
グ
リ
セ
ー
ド
で
、
私
は
毛
布
の
ソ
リ
で
。
こ
の
雪
漢
の
右
側
に
は
側
堆

石
が
見
え
る
。
雪
漢
の
終
つ
た
所
に
は
高
さ

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
端
堆
石
堤
の
急
斜
面
が
あ
つ
て
、
そ
の
下
に
雪
が
少
し
あ
る
だ
け
で
、

そ
れ
か
ら
下
流
に
は
雪
は
な
い
。
そ
こ
に
左
側
か
ら
は
い
つ
て
来
る
谷
は
氷
河
に
な
つ
て
い
て
、
ま
つ
黒
い
ス
ナ
ウ
ト
が
す
ぐ
そ
こ
に
見

え
る
。

こ
こ
か
ら
下
流
に
は
両
側
か
ら
押
し
出
し
た
崖
錐
で
谷
川
が
堰
き
止
め
ら
れ
て
、
長
さ
二
、
三
百
メ
ー
ト
ル
の
小
さ
な
湖
が
い
く
つ
も

で
き
て
い
る
。
水
が
乾
上
つ
た
と
思
わ
れ
る
平
地
に
紫
色
の
美
し
い
桜
草
の
大
群
落
が
あ
つ
た
。
道
は
な
く
崖
錐
の
石
こ
ろ
を
踏
ん
で
進

む
の
だ
か
ら
、
と
て
も
歩
き
に
く
い
。
す
つ
か
り
遅
れ
て
し
ま
つ
た
。
崖
錐
を
歩
く
時
、
本
多
、
沖
津
両
君
が
腕
を
と
つ
て
く
れ
る
。
日

は
ト
ッ
プ
リ
暮
れ
た
。
と
こ
ろ
が
有
難
い
こ
と
に
兵
隊
が
二
人
待
つ
て
い
る
の
に
追
い
つ
い
た
。
暗
闇
の
中
を
二
人
が
交
代
で
私
を
オ
ン

ブ
し
て
く
れ
た
。
や
つ
と
キ
ャ
ン
プ
の
灯
が
見
え
た
の
で
キ
ャ
ッ
プ
ラ
ン
プ
で
合
図
し
た
。
そ
れ
が
通
じ
て
荻
野
、
岩
坪
両
君
が
迎
え
に

来
て
く
れ
た
時
は
嬉
し
か
つ
た
。
九
時
に
よ
う
や
く
キ
ャ
ン
プ
に
着
い
た
。
今
日
は
朝
食
、
昼
食
と
も
に
な
か
つ
た
せ
い
も
あ
つ
て
す
つ

か
り
疲
れ
た
。

こ
の
キ
ャ
ン
プ
地
は
高
度
す
で
に
二
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
下
つ
て
い
る
の
で
薪
が
あ
つ
た
の
だ
。
二
十
五
日
も
晴
。
両
側
に
谷
底
か
ら

三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
も
上
に
堆
石
堤
が
所
ど
こ
ろ
に
あ
つ
て
、
そ
の
上
は
カ
ー
ル
に
な
つ
て
い
る
。
午
後
バ
ラ

・
ゴ
ル
と
の
合
流
点
ア
ン
ベ

ズ

（二
五
九
四
メ
ー
ト
ル
）
を
通
つ
た
。
も
う
道
が
あ
る
。
ア
ン
ベ
ズ
と
い
う
の
は
コ
ワ
ニ
語
で
合
流
点
と
い
う
意
味
だ
そ
う
だ
。
カ
ン

バ
が
密
生
し
て
る
が
河
原
は
広
い
。
牛
、
馬
の
糞
を
見
る
。
ア
ン
ベ
ズ
の
下
流

一
キ
ロ
余
の
所
に
擦
痕
の
つ
い
た
羊
背
岩
が
あ
つ
た
。
岩

スワー ト●ヒマラヤ探検行
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石
は
塩
基
性
岩
。
キ
ャ
ン
プ
地
ま
で
、
こ
の
岩
石
。
ニ
キ
ロ
半
進
ん
だ
所
で
グ
ピ
ス
の
巡
査

一
人
と
ギ
ザ
ー
ル
か
ら
来
た
一
人
の
青
年
に

迎
え
ら
れ
、
彼
ら
の
案
内
で
先
を
急
い
だ
。
先
日
カ
ラ
ー
ム
で
ベ
グ
隊
長
が
郡
長
に
、
ギ
ル
ギ
ッ
ト
行
政
府
に
わ
が
隊
に
つ
い
て
連
絡
し

て
く
れ
る
よ
う
依
頼
し
た
が
、
そ
の
連
絡
が
あ
つ
て
来
て
く
れ
た
の
だ
。
キ
ャ
ン
プ
に
着
い
て
み
る
と
ギ
ザ
ー
ル
か
ら
数
人
の
人
夫
が
来

て
い
た
。

翌
二
十
六
日
、
ス
ワ
ー
ト
の
人
夫
の
都
合
で
一
行
は
一
日
で
ギ
ザ
ー
ル
ま
で
行
く
の
だ
が
、
そ
れ
で
は
研
究
が
で
き
な
い
の
で
私
は
本

多
、
沖
津
両
君
と
共
に
二
日
間
で
行
く
こ
と
に
し
た
。
そ
の
日
は
美
し
い
湖
の
ほ
と
り
で
キ
ャ
ン
プ
。
そ
こ
ま
で
所
ど
こ
ろ
お
花
畑
が
あ

り
、
野
バ
ラ
が
咲
い
て
い
て
気
持
が
よ
か
つ
た
。
そ
の
湖
は
西
側
の
大
き
な
扇
状
地
で
川
が
堰
き
と
め
ら
れ
て
で
き
た
も
の
。
ダ
ダ
リ
リ

峠
の
こ
ち
ら
は
奥
ス
ワ
ー
ト
と
違
つ
て
乾
燥
地
帯
な
の
で
、
山
に
は
一
本

一
草
も
な
く
岩
石
は
む
き
出
し
だ
が
、
急
斜
面
の
た
め
崖
錐
が

多
く
、
谷
底
に
は
ほ
と
ん
ど
岩
石
の
露
出
が
な
い
。
山
腹
は
花
岡
岩
で
上
に
塩
基
性
岩
が
の
つ
て
い
る
。
キ
ャ
ン
プ
場
の
付
近
に
も
牛
、

馬
糞
を
見
る
が
人
影
も
牛
馬
も
見
え
な
い
。
ス
ヮ
ー
ト
か
ら
バ
ラ

・
ア
ン
を
通
つ
て
毎
年
八
月
十
日
間
、
移
牧
に
や
つ
て
来
る
の
だ
と
い

う
。二

十
七
日
ギ
ザ
ー
ル
ま
で
歩
く
。
道
は
よ
く
な
つ
た
。
ス
ワ
ー
ト
に
帰
る
人
夫
た
ち
に
会
う
。　
一
人
び
と
り
と
握
手
し
て
別
れ
た
。
彼

等
の
申
に
は
人
相
が
よ
く
な
い
の
も
い
た
が
別
段
そ
う
乱
暴
者
と
も
思
え
な
い
。
カ
ラ
ー
ム
や
バ
ハ
レ
ー
ン
か
ら
岩
塩
を
買
つ
て
ダ
ダ
リ

リ
峠
を
越
え
て
帰
つ
て
来
た
連
中
が
、
わ
れ
わ
れ
を
追
い
抜
い
て
行
く
。
夕
方
こ
の
谷
川
シ
ュ
ン
ジ
・
ゴ
ル
が
ギ
ザ
ー
ル
川
に
合
す
る
手

前
の
広
い
河
原
に
あ
る
キ
ャ
ン
プ
地
に
安
着
。
こ
れ
で
懸
念
さ
れ
て
い
た
ス
ワ
ー
ト

・
コ
ヒ
ス
タ
ン
横
断
も
無
事
に
終
つ
た
の
だ
。
ベ
グ

隊
長
ら
も
ほ
つ
と
し
て
い
た
。

ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ

ギ
ザ
ー
ル
の
キ
ャ
ン
プ
地
は
シ
ュ
ン
ジ
・
ゴ
ル
の
広
い
河
原
に
あ
つ
て
、
石
造
り
の
平
屋
根
の
家
が
集
リ
ポ
プ
ラ
の
本
が
茂
る
ハ
ン
ダ
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ラ
プ
の
村
の
近
く
に
あ
る
。
標
高
は
二
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
だ
が
、
麦
畑
が
あ
り
人
間
が
定
住
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ス
ワ
ー
ト

・
コ
ヒ
ス

タ
ン
と
違
つ
て
毎
日
天
気
が
よ
く
、
昼
間
は
炎
天
で
は
暑
い
く
ら
い
だ
。
キ
ャ
ン
プ
の
近
く
に
立
派
な
擦
痕
の
つ
い
た
岩
盤
が
あ
る
。
か

つ
て
ジ
ュ
ン
ジ
・
ゴ
ル
の
谷
を
埋
め
た
氷
河
が
削
つ
た
岩
盤
だ
。

七
月
二
十
九
日
、
あ
ら
た
に
七
〇
人
の
人
夫
を
雇
つ
て
、
東
方
四
四
マ
イ
ル
下
流
に
あ
る
グ
ピ
ス
に
向
つ
て
出
発
し
た
。
グ
ピ
ス
ま
で

四
日
間
の
予
定
で
あ
る
。
ギ
ザ
ー
ル
漢
谷
は
雄
大
だ
。
両
側
の
山
は
谷
底
か
ら
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
も
そ
そ
り
立
ち
、
標
高
五
〇
〇
〇
メ

ー
ト
ル
を
越
え
る
峰
み
ね
が
雪
に
お
お
わ
れ
て
い
る
ほ
か
は
、
全
く
の
裸
山
で
地
質
は
遠
望
し
て
わ
か
る
。
こ
ん
な
乾
燥
地
帯
で
も
ギ
ザ

ー
ル
川
は
水
量
豊
富
で
、
川
幅
五
〇
メ
ー
ト
ル
内
外
も
あ
る
。
支
流
も
相
当
な
水
量
だ
。
こ
れ
は
水
源
に
氷
河
や
雪
漢
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
が
、
両
岸
に
あ
る
段
丘
や
扇
状
地
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
支
流
の
水
で
灌
漑
さ
れ
て
畑
が
耕
さ
れ
、
ポ
プ
ラ
や
桑
や
ア
ン
ズ
の
本
が
茂
り
、

村
が
で
き
て
い
る
。
山
の
砂
漠
の
申
の
オ
ア
シ
ス
だ
。
オ
ア
シ
ス
は
涼
し
い
が
、
外
は
昼
間
の
炎
天
は
暑
い
。

シ
ュ
ン
ジ
ｏ
ゴ
ル
と
ギ
ザ
ー
ル
川
と
の
合
流
点
か
ら
三
キ
ロ
下
流
に
、
川
幅
が
狭
く
な
つ
た
所
に
ギ
ル
ギ
ッ
ト
ー
シ
ャ
ン
ド
ル
峠
街
道

を
渡
す
吊
橋
が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
下
流
は
街
道
は
右
岸
を
通
る
こ
と
に
な
る
。
ジ
ー
プ
が
通
れ
る
は
ず
だ
が
、
所
ど
こ
ろ
に
急
坂
が
あ
つ

た
り
、
橋
が
こ
わ
れ
た
り
、
な
か
つ
た
り
す
る
の
で
、
実
際
に
は
通
れ
な
い
。
ジ
ー
プ
ど
こ
ろ
か
、
車
と
名
の
つ
く
も
の
は
ヒ
ン
ズ
ー
ク

シ
に
は
一
切
存
在
し
な
い
と
い
つ
て
よ
い
。
街
道
に
は
マ
イ
ル
・
ス
ト
ー
ン
が

一
マ
イ
ル
毎
に
立
て
て
あ
る
。
石
を
自
く
塗
つ
て
Ｏ
Ｆ
↓
∞
∞

∽
∪
”
卜
ω
の
「
∽
Ｎ
ｏ
（ギ
ル
ギ
ッ
ト
八
八
マ
イ
ル
、
シ
ャ
ン
ド
ル
峠
四
三
マ
イ
ル
、
グ
ピ
ス
二
〇
マ
イ
ル
の
意
味
）
な
ど
と
黒
字
で
書
い
て

あ
る
。

本
多
君
は
野
生

ｏ
栽
培
植
物
、
水
棲
昆
虫
や
魚
を
採
集
し
な
が
ら
、
荻
野
、
岩
坪
両
君
は
野
生
植
物
や
昆
虫
を
採
り
な
が
ら
、
私
は
沖

津
君
と
共
に
歩
測
見
取
図
を
作
り
、
地
質
を
調
べ
な
が
ら
歩
く
の
で
行
程
が
捗
ら
な
い
。
人
夫
た
ち
は
ド
ン
ド
ン
先
へ
行
く
し
パ
キ
ス
タ

ン
側
の
隊
員
も
先
を
急
い
で
歩
く
の
で
、
日
本
側
の
五
人
は
い
つ
も
遅
れ
が
ち
に
な
る
。
私
な
ど
は
朝
は
一
番
早
く
出
か
け
る
の
だ
が
い

つ
も
殿
り
に
な
つ
て
し
ま
う
。
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二
日
目
の
泊
り
は
ピ
ン
ガ
ル
の
レ
ス
ト

・
ハ
ウ
ス
だ
つ
た
。
こ
の
日
、
本
多
君
が
ギ
ザ
ー
ル
川
で
大
き
な
マ
ス
を
た
く
さ
ん
釣
つ
た
の

で
、
久
し
ぶ
り
で
ご
馳
走
に
あ
ず
か
つ
た
。
標
高
二
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
こ
こ
ピ
ン
ガ
ル
で
、
は
じ
め
て
ア
ン
ズ
が
食
べ
ら
れ
た
。
ア
ン

ズ
は
そ
れ
か
ら
下
流
へ
来
る
ほ
ど
大
き
く
な
り
、
う
ま
く
な
る
。

八
月

一
日
の
夕
方
、
ギ
ザ
ー
ル
川
と
ヤ
シ
ン
川
と
の
合
流
点
の
四
キ
ロ
下
流
、
右
岸
に
あ
る
グ
ピ
ス
に
着
い
た
。
高
度
約
二
〇
〇
〇
メ

ー
ト
ル
。
こ
こ
は
村
で
は
あ
る
が
行
政
ｏ軍
事
の
一
小
中
心
地
で
、
ラ
ジ
ャ
が
お
リ
ギ
ル
ギ
ッ
ト
行
政
府
出
張
所
が
あ
り
、
ギ
ル
ギ
ッ
ト
・

ス
カ
ウ
ト
の
分
遣
隊
の
駐
屯
地
で
も
あ
る
。
小
学
校
や
中
学
校
が
あ
る
。
立
派
な
レ
ス
ト

・
ハ
ウ
ス
に
泊
る
。
立
派
と
い
つ
て
も
、
無
論

電
気
は
な
い
。

翌
朝
、
ラ
ジ
ャ
を
訪
問
し
た
。
洋
風
の
応
接
室
に
通
さ
れ
る
。
ラ
ジ
ャ
は
色
は
自
い
が
日
本
人
の
よ
う
な
顔
立
ち
。
然
し
傍
に
い
る
四

人
の
青
年
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
顔
で
、
そ
の
中
に
は
赤
い
頭
髪
の
人
も
い
る
。
ラ
ジ
ャ
は
五
十
才
位
か
、　
一
九
〇
九
年
に
一
家
が
バ
ル
チ

ス
タ
ン
か
ら
こ
こ
に
来
た
と
い
う
。
第

一
次
世
界
大
戦
中
に
役
人
と
し
て
グ
ピ
ス
に
い
た
ロ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
の
こ
と
を
覚
え
て
い
た
。

グ
ピ
ス
滞
在
中
に
ジ
ー
プ
で
東
方
七
〇
マ
イ
ル
の
ギ
ル
ギ
ッ
ト
に
一
晩
泊
り
で
行
つ
て
来
た
。　
一
昨
年
来
世
話
に
な
つ
て
い
る
行
政
長

官
キ
ア
ニ
ー
氏
に
挨
拶
す
る
の
と
、
少
し
物
資
を
買
い
入
れ
る
た
め
に
。
行
つ
た
の
は
連
絡
官
と
ベ
グ
隊
長
、
ム
バ
シ
ャ
ー
さ
ん
と
私
の

四
人
。
ギ
ル
ギ
ッ
ト
の
パ
ザ
ー
ル
で
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
か
ら
戦
前
か
ら
来
て
い
る
漢
人
の
親
子
の
雑
貨
屋
で
買
物
を
し
て
い
る
時
、
往
来
を

一
人
の
登
山
姿
の
ョ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
通
り
か
か
つ
た
。
呼
び
と
め
て
き
い
て
み
る
と
、
英
伊
合
同
探
検
隊
に
参
加
し
て
ナ
ガ
ー
ル
方
面

へ

行
つ
て
来
た
老
年
の
イ
タ
リ
ャ
人
だ
。
小
柄
な
人
で
七
十
四
才
だ
そ
う
だ
が
、
と
て
も
元
気
で
七
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
所
ま
で
登
つ
た
そ

う
だ
。
日
本
へ
行
つ
て
槍
や
穂
高
に
登
つ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
つ
て
い
た
。

八
月
七
日
、
グ
ピ
ス
を
去
つ
て
ヤ
シ
ン
の
谷
に
は
い
り
、
ジ
ー
プ
が
通
れ
る
よ
い
街
道
を

一
五
マ
イ
ル
歩
い
て
、
夕
方
ヤ
シ
ン
に
着
い

て
レ
ス
ト

・
ハ
ウ
ス
に
泊
つ
た
。
ギ
ザ
ー
ル
川
の
水
は
割
に
澄
ん
で
い
る
の
に
ヤ
シ
ン
川
の
水
は
濁
つ
て
い
る
。
上
流
に
氷
河
が
多
い
せ

い
か
。
翌
朝
ヤ
シ
ン
の
ラ
ジ
ャ
を
訪
問
。
令
息
が
二
人
い
る
が
、
二
人
共
ペ
シ
ャ
ワ
ル
の
大
学
生
で
英
語
が
う
ま
い
。
兄
の
奥
さ
ん
は
フ
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ス ワート ・ヒマ ラヤ探検行

ン
ザ
の
ミ
ー
ル
の
お
姫
様
だ
そ
う
た
。
午
後
、
化
石
採
集
に
出
か
け
た
。
中
生
代
白
亜
紀
の
貝
化
石
で
、

In年
こ
こ
で
藤
川
和
夫
打
が
兄

付
け
た
。

と
こ
ろ
が
古
く

一
九

一
四
年
に
時
の

イ
ン
ド
地
質
調
杏
所
長

ヘ
イ
ド
ゥ
ン
が

。ハ
ミ
ー
ル
ヘ
行
く
途
中
す
で
に
発
見
し
て
い
る
こ

と
が
、
あ
と
て
判
っ
た
。
地
屈
は
テ
チ
ス
地
向
斜
に

lif柏
し
た
洵
成
靡
゜

八
月
九

II
、
五

0
人
の
人
夫
を
雇
つ
て
ナ
ズ

・ハ

ル

・
ア
ン
に
向
っ
た
。

ず
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
日
ナ
ス

・
バ
ル
の
谷
を
さ
か
の
匠
り
、
夏
小
屋
だ
け
し
か
な
い
ラ
テ
ィ
ン

・
ク
シ
と
い
う
高
度
三
二
五

0
メ
ー

堤
が
見
え
る
。
こ
の
日

は
三
九
五

0
メ
ー
ト
ル
の
所
ま
で
登
つ
て
テ
ン

ト
を
張
っ
た
。
も
う
淮
木
も
な
く
な
る
店
度
だ
。
そ
の
三

0
0
メ

八
月
十
一

日、

ム
バ

シ
ャ
ー
さ
ん
は
こ
こ
か
ら
グ
。ヒ
ス
に
引
返
し
、
そ
こ
に

0
メ
ー
ト
ル
の
段
丘
の

k
に
は
夏
の
間
だ
け
の
畠
が
あ
る
。
次
の
日
に
歩
い
た
所
の
両
岸
の
高
所
に
は
堆
石

四
九
七
七
メ

ー
ト

ル
の
ナ
ス

・
ハ
ル
叫
を
越
え
た
。
ヤ
シ
ン
か
ら
つ
い
て
来
た
人
夫
で
な
い
男
が
、
悪
場
や
雪
渓
の
上

り
下
り
に
私
の
手
を
ひ
い
て
く
れ
た
。
椋
高
三

七
0
0
メ
ー
ト
ル
の
ア

ノ
・
ゴ
ル
の

河
原
ま
て
お
り
て
キ
ャ
ン
プ
。

八
月
十
二

日
、
滞
在
。
ヤ
シ
ン
の
人
夫
を
返
す
。
学
生
諸
君
が
翌
珀
を
目
指
す
シ

ャ
ハ
ン
ド
ク

（
六
三
二

0
メ
ー
ト
ル
）
が
北
方
に
、

そ
の
真
白
い
姿
を
わ
ず
か
に
の
ぞ
か
せ
て

い
る
。
本
多
、
岩
坪
両
料
が
人
夫
二
人
を
連
れ
て
偵
察
に
出
発
し
た
。

八
月
十
三

11
、
小
雨
、
テ
ン
ト
て
訛
北
。
私
は
感
冒
ら
し
く
熱
が
あ
り
食
慾
が
な
い
。
夜
、
沖
津
君
が
ア
ル
フ
ァ
米
の

お
粥
を
作
っ

て

く
れ
た
。
う
ま
か
っ
た
。
夕
方
シ

ャ
マ
ラ
ン
か
ら
人
夫
到
着
。
こ
れ
は
ム
バ
シ
ャ

ー
さ
ん
の
手
配
に
よ
る
も
の
だ
。

八
月
十
四
日
、
睛
、
下
流
に
向
つ
て
出
発
。

一
足
先
に
ラ
シ
ー
ル

さ
ん
と
5

石
坪
料
が
人
夫
を
八
人
連
れ
て
シ
ャ
ハ
ン

・
ド
ク
の
ペ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
に
向
っ
た
。
ラ
シ

ー
ル

さ
ん
も
シ
ャ
ハ
ン

・
ド
ク
に
登
る
と
張
り
切
っ
て
い
る
。
私
は
今
日
は
気
分
が
よ
い
。
わ
ず
か
し
か
歩

か
な
い
で
柏
る
。
却
肉
の
夕
食
し
間
れ
渡

っ
た
空
に
1

生
が
美
し
い
。
蜆
座
も
よ
く
見
え
る
。

八
月
十
五
日、

睛
、
バ
フ

シ
ュ
タ
ロ

・
コ

ル
を
わ
す
か
に
六
キ
ロ
ほ
ど
ド
つ
て
キ
ャ
ン

フ
。
こ
の

日
に
少
い
た
あ
た
り
に
は
シ
ャ
マ
ラ

ー
ト
ル
（
高
度
で
）

下
ま
て
夏
小
屋
が
あ
り
、
山
羊
、
牛
、

ロ
ハ
が
放
牧
さ
れ
て

い
る
。

ト
ル
の
所
で

キ
ャ
ン

フ

置
い
て
来
た
荷
物
の
輸
送
を
監
督
し
て

シ
ャ
ン
ド

ル
峠
街
道
を
通
つ
て

テ
ト
ラ
ー
ル

に
は
い
り

マ
ス
ツ
ジ
で
本
隊
と
落
ち
会
う
は
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い
米
飯
の
ご
馳
走
を
い
た
だ
い
た
。
夕
方
、

か
せ
て
い
た
。

マ
ス
ッ
ジ

（椋
闘
ニ
ニ
八

0
メ
ー
ト
ル
）

は
行
政
の
小
さ
な
中
心
地
で
あ
る
が

来
て
み
る
と
さ
び
し

い
村
に
す
ぎ
な

1

ヽ
ー
、
El‘

し、

J
r
'

ノ
ト
ノ
ー
ー
ノ
ー

1
1

八
月
十
七
日
、
哨
、

サ
ガ
ー
ル
峠
の
ド
の
椋
闊
四

一
0
0
メ
ー
ト
ル

の
所
ま
で
登
る
。
途
中
は
粘
板
岩
。
左
岸
の
高
所
に
堆
石
堤
が
見

い
と
い
う
意
味
ら
し
く
、
東
側
は
険
し
か
っ
た
。
西
側
は
緩
か

で
雪
が
あ
る
。

ザ
ガ
ー

ル

・
ア
ン
（
五

0
0九
メ
ー
ト
ル
）
を
越
え
て
チ
ト
ラ
ー
ル
州
に
は
い
る
。
ザ
ガ
ー
ル
と
い
う
の
は
険
し

一
キ
ロ
余
の
長
い
堆
石
堤
が
谷
を
埋
め
て

い
る
。
支
流
に

は
氷
河
が
あ
る
。
ド
ク

・
シ
ャ
ル
と
い
う
村
の
近
く
で
キ
ャ
ン
プ
。
高
度
三
六

0
0
メ
ー
ト

ル
の
高
所
の
村
と
は
珍
し
い
。

t
e
m
p
o
r
a
r
y

と
し
て
あ
る
が

p
e
r
m
a
n
e
n
t
v
ill
a
g
e

に
な
っ
て
い
る
。

八
月
十
八
日
、
晴
、
対
岸
の
山
腹
を
赤
い
粘
板
岩
が
走
つ
て
い
る
の
が
よ
く
見
え
る
。
シ
ャ
マ
ラ
ン
の
人
夫
を
返
し
た
。
チ
ュ
マ
ル
ハ

ン
峠

（
四
三
四
四
メ
ー
ト
ル
）
を
通
つ
て
帰
っ
た
は
ず
。
今
日
は
荷
物
は
ロ
パ
に
積
む
。
こ

の
谷
は
ど
う
い
う
わ
け
か
か
な
り
人
通
り
が

あ
り
、

よ
く
思
が
使
わ
れ
て
い
る
。
私
は
体
の
調
子
が
よ
く
調
査
が
面
白
く
で
き
た
。
夕
方
に
な
つ
て
ャ
ル
ク
ン
川
の
大
き
な
渓
谷
に
出

た
。
馬
に
乗
る
。
家
は
石
造
り
で
な
く
焼
い

て
な
い
泥
の
煉
瓦
を
積
ん
で
造

っ
た
も
の
。
こ
の
あ
た
り
の

M
教
は
イ
ス
マ
イ
ル
派
と
み
え

て
、
婦
人
の
服
装
は
フ
ン
サ
や
ヤ
シ
ン
と
同
様
で
、
赤
い
帽
子
を
か
ぶ
つ
て
い
る
。

ヤ
シ
ン
で
別
れ
た
ム
バ
シ
ャ
ー
さ
ん
が
す
で
に
四
日
前
に
来
て
待

っ
て
い
た
。
そ
の
夜
、
物
知
り
の
彼
か
ら
チ
ト
ラ
ー
ル
の
歴
史
や
地
理

マ
ス
ッ
ジ

に
中
国
の
最
前
線
の
と
り
で
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
。

あ
く
る
朝
、
起
き
出
し
て
み
る
と
西
方
に
あ
た
つ
て
、
テ
ィ
リ
チ

・
ミ
ー

ル
（
七
七
四
0
メ
ー
ト
ル
）
が
群
山
の
上
に
白
銀
の
姿
を
輝

い
。
も
と
も
と
チ
ト
ラ
ー
ル

の
王
家
の
一
族
が
こ
こ
の
領
主
だ
っ

た
の
だ
が
、
今
で
は
そ
の
領
主
は
中
央
政
府
任
命
の
知
事
を
勤
め
て
い

る
~"
知
事
邸
で
の
昼
食
会
に
出
席
し
た
。
三
百
何
十
年
前
に
植
え
ら
れ
た
と
い
う
ス
ズ
カ
ケ
の
大
樹
の
下
に
設
け
ら
れ
た
席
で
、

レ
ス

ト
・

ハ
ウ
ス
の
近
く
の
ボ
ロ
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ホ
ロ
説
技
が
行
わ
れ
た
。

お
い
し

の
話
を
い

ろ
い
ろ
き
い
た
。
元
朝
の
時
代
に

マ
ス
ツ
ジ
の
レ
ス
ト

・
ハ
ウ
ス
に
希
い
て
み
る
と

地

図

に

は

え
る
キ
ャ
ン
プ
し
た
場
所
は
消
え
た
氷
河
の
側
堆
石
の
上
。

ン
か
ら
放
牧
に
来
て
い
る
人
が
多
い
。
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私
は
マ
ス
ツ
ジ
に
来
て
か
ら
熱
が
出
て
食
慾
が
な
く
な
り
、
二
十

一
日
に
付
近
の
地
質
を
調
べ
に
出
か
け
た
ほ
か
は
静
養
し
た
。
シ
ャ

ハ
ン
ド
ク
登
山
隊
は
二
十
二
日
に
着
く
約
束
だ
つ
た
の
に
、
二
十
三
日
に
な
つ
て
も
来
な
い
の
で
心
配
し
た
が
、
二
十
四
日
の
午
後
四
人

と
も
無
事
に
元
気
に
到
着
し
た
の
で
は
つ
と
し
た
。
き
い
て
み
る
と
、
十
八
日
朝
、
五
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
を
あ
と
に
し

て
、
頂
上
め
ざ
し
た
学
生
二
人

（リ
ー
ダ
ー
本
多
君
）
は
、
午
後
に
な
つ
て
軟
か
に
な
つ
た
雪
で
行
進
を
妨
げ
ら
れ
、
表
層
ナ
ダ
レ
に
悩

ま
さ
れ
な
が
ら
頂
上
間
近
か
に
迫
つ
た
が
、
時
す
で
に
日
没
と
な
つ
た
た
め
退
却
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
れ
で
よ
か

つ
た

の

だ
。
無
事
で
帰
つ
て
来
て
く
れ
た
の
が
何
よ
り
だ
。
そ
れ
に
二
人
と
も
氷
雪
の
険
し
い
山
に
登
り
、
六
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
越
え
た
地
点

ま
で
達
し
た
こ
と
は
貴
重
な
体
験
だ
つ
た
で
は
な
い
か
。

マ
ス
ツ
ジ
か
ら
先
は
、
す
で
に
パ
キ
ス
タ
ン
地
質
調
査
所
で
調
査
ず
み
だ
と
い
う
。
こ
れ
で
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
は
ほ
と
ん
ど
終
つ
た
。

あ
と
は
チ
ト
ラ
ー
ル
を
通
り
、
ペ
シ
ャ
フ
ル
に
出
て
帰
る
だ
け
と
な
つ
た
。
二
十
六
日
、
チ
ト
ラ
ー
ル
に
向
つ
て
マ
ス
ツ
ジ
を
あ
と
に
し

た
。
折
角
の
露
頭
の
連
続
に
地
質
を
よ
く
見
ら
れ
な
い
の
は
残
念
だ
が
、
私
は
パ
キ
ス
タ
ン
側
の
人
た
ち
の
好
意
を
受
け
て
馬
で
行
く
。

一
日
お
き
に
熱
が
出
る
症
状
は
だ
ん
だ
ん
ひ
ど
く
な
つ
て
来
た
。
マ
ラ
リ
ヤ
ら
し
い
。
四
日
目
に
憧
れ
の
チ
ト
ラ
ー
ル
の
町
に
着
く
。
数

日
滞
在
。
九
月
二
日
、　
一
台
の
ト
ラ
ッ
ク
に
荷
物
を
積
み
、　
一
行
全
部
が
乗
つ
て
チ
ト
ラ
ー
ル
の
町
に
別
れ
を
告
げ
た
。
四
日
の
夜
半
よ

う
や
く
ペ
シ
ャ
フ
ル
到
着
、
翌
五
日
夜
十
時
に
は
わ
れ
わ
れ

一
同
カ
ラ
チ
行
急
行
列
車
の
二
等
コ
ン
パ
ー
ト
メ
ン
ト
に
乗
り
込
ん
で
い
た
。

こ
れ
で
第
二
回
京
大

ｏ
パ
大
合
同
探
検
も
ど
う
に
か
終
つ
た
が
、
こ
の
小
文
の
筆
を
お
く
に
あ
た
つ
て
私
は
お
世
話
に
な
つ
た
方
が
た

に
対
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
し
た
い
。

一
九
五
五
年
の
京
大
カ
ラ
コ
ラ
ム
・
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
学
術
探
検
以
来
、
京
大
の
探
検
を
後
援
し
て
下
さ
つ
た
朝
日
新
聞
社
は
今
回
も
財

政
、
報
道
に
わ
た
つ
て
援
助
を
惜
ま
れ
な
か
つ
た
。
同
社
後
援
が
あ
つ
た
れ
ば
こ
そ
今
回
の
探
検
が
成
立
し
、
遂
行
で
き
た
の
で
あ
る
。

今
回
は
前
回
よ
り
も
人
数
が
多
か
つ
た
の
で
、
そ
れ
だ
け
経
費
も
か
さ
ん
だ
。
従
つ
て
各
方
面
に
御
無
理
を
お
願
い
せ
ざ
る
を
得
な
か

スフー ト●ヒマラヤ探検行
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つ
た
。
わ
れ
わ
れ
の
目
的
を
理
解
し
て
下
さ
つ
た
多
数
の
会
社
、
団
体
、
個
人
か
ら
多
額
の
資
金
、
多
量
の
優
秀
な
製
品
を
寄
付
し
て
頂

き
、
船
会
社
か
ら
は
学
生
の
乗
船
に
特
別
の
配
慮
を
し
て
頂
い
た
。

今
回
は
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
に
対
す
る
探
検
申
請
が
遅
か
つ
た
た
め
に
、
関
係
各
方
面
に
多
大
の
御
迷
惑
を
お
か
け
し
た
。
そ
れ
に
も
拘

ら
ず
、
パ
キ
ス
タ
ン
外
務
省
、
文
部
省
の
担
当
官
は
特
別
の
措
置
を
し
て
下
さ
つ
た
し
、
駐
日
パ
キ
ス
タ
ン
大
使
館
の
マ
リ
ク
大
使
、
ヌ

ー
ル
書
記
官
、
在
カ
ラ
チ
日
本
大
使
館
の
成
田
大
使
、
蜂
谷
書
記
官
そ
の
ほ
か
の
方
々
、
わ
が
外
務
省
の
情
報
文
化
二
課
の
方
が
た
は
、

わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
格
別
の
配
慮
、
努
力
を
し
て
下
さ
つ
た
。
そ
れ
ら
の
方
が
た
の
お
骨
折
り
に
よ
つ
て
探
検
は
実
現
で
き
た
。

わ
れ
わ
れ
は
ま
た
、
カ
ラ
チ
の
日
本
人
会
の
浅
野
会
長
ほ
か
皆
様
の
、
従
前
に
も
増
し
て
の
御
懇
情
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

今
回
の
検
検
も
パ
ン
ジ
ャ
ブ
大
学
と
の
合
同
探
検
で
あ
つ
て
、
フ
セ
イ
ン
総
長
は
じ
め
パ
大
当
局
の
絶
大
な
支
持

・
援
助
を
得
た
こ
と

は
前
回
同
様
で
あ
つ
た
。

次
に
わ
れ
わ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
メ
ン
バ
ー
と
労
苦
を
共
に
し
、
わ
れ
わ
れ
に
協
力
、
探
検
を
遂
行
し
た
ラ
シ
ー
ル
連
絡
官
、
ベ

グ
隊
長
ほ
か
パ
大
隊
員
に
対
し
て
感
謝
の
念
を
あ
ら
た
に
す
る
。

最
後
に
、
わ
れ
わ
れ
は
わ
れ
わ
れ
を
指
導

・
激
励

・
支
援
さ
れ
た
京
大
探
検
部
の
声
田
部
長
、
今
西
錦
司

・
藤
田
和
夫
両
顧
間
、
準
備

に
絶
大
な
援
助
を
惜
ま
れ
な
か
つ
た
土
倉
九
二
部
友
、
そ
れ
に
貴
重
な
時
間
を
さ
い
て
準
備
に
協
力
し
て
く
れ
た
岡
沢
元
君
ほ
か
部
員
諸

君
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

本
探
検
に
つ
い
て
は
松
下
進
編

『
ス
ワ
ー
ト

・
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
紀
行
』
（
一
九
五
八
年
七
月
、
三

一
書
房
）
及
び
本
多
勝

一
『知
ら
れ
ざ
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
」

（
一
九
五
八
年
七
月
、
角
川
書
店
）
の
二
書
が
既
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
（編
者
）
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南
極
第

一
次
越
み

の
大
ぞ
り

（卜
遣

貯

．。．朝
則
）

リ

ュ
ツ
オ
ウ

ｏ
ホ
ル
ム
と
い
う
と
こ
ろ

（４‐‐）
北

村

泰

一

こ
と
の
初
め
に
、
日
本
隊
が
今
回
初
め
て
足
跡
を
残
し
、
種
々
科
学
的
調
査
を
行
つ
た
プ
リ
ン
ス
・
ハ
ラ
ル
ド

。
コ
ー
ス
ト
の
歴
史
を

知
つ
て
お
く
の
も
無
駄
で
は
あ
る
ま
い
。

リ
ュ
ツ
オ
ウ

●
ホ
ル
ム
湾

（Ｆ
コ
Ｎｏ
ギ
ロ
ｏＦヨ

”
”
Ч
）
を
い
だ
く
プ
リ
ン
ス
ｏ
ハ
ラ
ル
ド

・
コ
ー
ス
ト
（聟
〓
８

目
”
８
〓

０
８
の一）、
オ

ラ
フ
海
岸

（ｏ
８
〓
●
聟
〓
ｏ①
ｏ
ご
く
ｏ
８
∽一）
は
南
極
大
陸
の
内
に
あ
つ
て
も
、
比
較
的
そ
の
発
見
が
新
ら
し
い
。

そ
も
そ
も
の
そ
の
地
域
の
発
見
の
糸
回
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
有
名
な
探
検
家
モ
ー
ソ
ン

（∽
〓
∪
８
”
【”
∽
〓
”
房
ＯＦ

現
在
の
モ
ー

ソ
ン
基
地
は
彼
の
名
に
由
来
す
る
）
が
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
ー
号

（∪
お
８
く
のこ
）
を
駆
つ
て
、　
エ
ン
ダ
ー
ビ
ー

（同
邑
①
【げ
Ч
ｒ
”
己
）
の
沖
合
よ

り
、
現
在
の
オ
ラ
フ
海
岸
の
通
か
沖
合
の
パ
ッ
ク
ア
イ
ス

（「
”
ｏＦ
Ｈ８

Ｆ
〓
①
）
の
外
縁
に
沿
つ
て
航
行
し
、
ま
た
、
リ
ー
ザ
ー

●
ラ
ル

セ

ン

（
口

，
】日
”
【

”
〓
∽
①
Ｌ

Ｆ
鶴

∽
８

）

が

ノ

ル
ヴ

ェ
ジ

ア
号

（
Ｚ
ｏ
暑

①
”
ご
）

で

リ

ュ

ツ

オ

ウ

●
ホ

ル

ム
湾

に

か

な

り

接

近

し

た

こ

と

が

あ
る
。
い
ず
れ
も
一
九
二
〇
年
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
つ
い
で
翌
一
九
二
一
年
、
ノ
ル
ヴ
ェ
ジ
ア
号
を
駆
つ
た
ザ
ク
セ
ン

（の
●
●
日
【
Ｈ８
‐

南極第一次越冬の大ぞり
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ｏｒ
∽８
）
は
、　
リ
ュ
湾
の
北
東
部
に
接
近
、
航
空
機
に
よ
り
深
く
南
に
入
り
込
ん
だ
湾
を
発
見
し
た
。
こ
れ
が
リ
ェ
ツ
オ
ウ

ｏ
ホ
ル
ム
湾

で
あ
つ
た
。

一
九
二
三
年
、
リ
ー
ザ
ー

ニ
フ
ル
セ
ン
は
再
び
リ

ュ
湾
西
方
ク
ッ
ク
岬
に
近
づ
き
、
大
胆
に
も
上
陸
を
試
み
た
が
折
か
ら
の
嵐
で
氷
盤

が
流
失
、
物
資
も
失
い
、
危
う
く
捕
鯨
船
に
助
け
ら
れ
た
。
由
来
こ
の
半
島
を
彼
の
名
で
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

こ
う
し
て
一
九
二
〇
年
以
来
、
リ

ュ
湾
附
近
へ
幾
つ
か
の
探
検
隊
が
出
さ
れ
な
が
ら
も
、
リ

ュ
湾
の
全
貌
は
全
く
不
明
で
あ
つ
た
。
だ

が

一
九
二
七
年
遂
に
ラ
ル
ス
●
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン

（ｒ
鶴
∽
０
ギ
お
一①鵬
①●
）

に
よ
り
こ
の
地
域
の
航
空
写
真
が
と
ら
れ
、　
こ
れ
に
時
の

彼
の
故
国
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
王
子
ハ
ラ
ル
ド
の
名
を
冠
し
、
プ
リ
ン
ス
ｏ
ハ
ラ
ル
ド

ｏ
コ
ー
ス
ト
と
名
づ
け
ら
れ
、
詳
し
い
二
十
五
万
分
の

一
の
地
図
と
共
に
世
界
に
紹
介
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
リ
ュ
湾
は
南
極
中
で
は
そ
の
歴
史
が
比
較
的
新
ら
し
い
に
も
拘

わ
ら
ず
、
ハ
ン
セ
ン

（目
的
・目
営
∽８
）
の
手
に
な
る
地
図
等
に
よ
り
、　
か
な
り
資
料
は
豊
か
で
、　
そ
の
点
南
極
の
経
験
の
殆
ん
ど
な
い

日
本
隊
と
し
て
は
非
常
に
心
強
い
こ
と
で
あ
つ
た
。

事
実
、　
一
年
間
リ
ュ
湾
を
縦
横
に
走
り
ま
わ
つ
た
私
達
と
し
て
は
、
細
部
は
論
外
と
し
て
も
大
局
に
亘
つ
て
そ
れ
ら
の
資
料
の
正
確
さ

に

一
驚
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
う
し
た
地
域
に
昭
和
基
地
が
出
来
た
の
で
あ
る
が
、
昭
和
基
地
設
置
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
、
さ
き

に
渡
辺
兵
力
氏
が
詳
し
く
述
べ
て
い
る
の
で

（『
山
岳

・
五
二
年
』
）
、
こ
こ
で
は
述
べ
な
い
。

越
冬
開
始
か
ら
春
季
旅
行
以
前
の
こ
と

一
九
五
七
年
二
月
十
五
日
、
「宗
谷
」
は
去
つ
て
行
つ
た
。　
そ
し
て
い
よ
い
よ
第

一
次
越
冬
が
始
ま
る
。
基
地
に
散
乱
し
た
大
量
の
物

資
を
眺
め
て
い
る
と
、
こ
こ
が
十

一
人
だ
け
の
絶
海
の
孤
島
で
あ
る
こ
と
を
す
つ
か
り
忘
れ
さ
え
す
る
。

そ
れ
か
ら
四
月
中
旬
ま
で
の
二
ヵ
月
は
た
ゞ
働
ら
い
た
。
黙
つ
て
働
ら
い
た
。
嵐
が
来
て
も
、
手
が
凍
え
て
も
、
黙
つ
て
働
ら
く
よ
り

他
に
道
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
通
路
が
で
き
、
ガ
レ
ー
ジ
が
で
き
、　
一
つ
ま
た
一
つ
と
遅
々
た
る
も
の
の
、
予
定
の
仕
事
が
終
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り
、
こ
の
昭
和
基
地
、
南
の
涯
の
日
本
南
極
越
冬
基
地
の
砦
が
出
来
上
つ
て
ゆ
く
の
を
見
る
の
は
、
何
と
し
て
も
気
持
が
良
か
つ
た
。

し
か
し
そ
の
間
に
も
幾
多
の
障
碍
が
あ
つ
た
。
二
月
半
ば
私
達
は
初
め
て
大
き
な
嵐
に
見
舞
わ
れ
た
。
当
時
は
丁
度
小
屋
と
小
屋
と
を

結
ぶ
通
路
を
製
作
中
で
あ
つ
た
が
、
二
月
十
二
日
か
ら
吹
き
出
し
た
風
は
刻
々
と
そ
の
激
し
さ
を
加
え
、
十
三
日
に
至
り
風
速
三
〇
メ
ー

ト
ル
を
越
し
、
勿
論
仕
事
は
で
き
ず
、
た
ゞ
苦
心
し
て
作
つ
た
通
路
が
見
る
間
に
自
魔
に
埋
れ
て
ゆ
く
の
を
、
撲
手
傍
観
し
て
い
る
よ
り

ほ
か
は
な
か
つ
た
の
だ
。
十
三
日
の
夜
は
最
も
激
し
く
吹
い
た
。
小
屋
は
家
鳴
り
が
し
、
床
が
風
で
持
ち
上
げ
ら
れ
る
気
配
に
一
同
な
り

を
静
め
、
そ
れ
で
も
万

一
の
場
合
の
た
め
に
武
装
し
、
い
つ
で
も
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
し
て
、
こ
の
狂
奔
し
た
嵐
を
見
守
つ
て
い
た
。

私
達
の
小
屋
は
一
坪
当
り
五
十
余
万
円
と
い
う
す
ば
ら
し
く
高
価
な
も
の
で
あ
り
、
日
本
の
建
築
学
界
の
総
力
を
集
め
て
作
ら
れ
た
立

派
な
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
私
達
が
日
本
を
出
る
前
に
次
の
よ
う
に
教
え
ら
れ
て
も
来
た
。
そ
れ
は

『
こ
の
家
は
、
こ
の
ま
ま
南
極
の

氷
な
り
岩
な
り
に
ポ
ン
と
置
く
と
、
そ
れ
は
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
風
が
吹
い
て
も
大
丈
夫
な
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
南
極
の
他
の

地
域
で
は
七
〇
メ
ー
ト
ル
ー
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
風
の
記
録
も
あ
る
の
で
、
若
し
心
配
な
ら
こ
れ
に
テ
ン
ト
の
よ
う
な
ス
テ
イ
を
張
り
な
さ

い
。
こ
う
す
る
と
九
〇
メ
ー
ト
ル
の
風
に
も
耐
え
ま
す
よ
』
と
。

家
鳴
り
の
し
て
い
る
嵐
の
基
地
に
あ
つ
て
、
ふ
と
そ
の
言
葉
を
想
い
出
し
た
と
き

『
し
ま
つ
た
！
』
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
ス

テ
イ
は
越
冬
基
地
建
設
の
あ
ま
り
の
忙
し
さ
に
、
そ
し
て
ス
テ
イ
を
は
る
た
め
の
立
地
条
件
の
悪
さ
の
ま
ま
に
、
つ
い
失
念
と
も
な
く
放

置
し
て
お
い
た
も
の
だ
つ
た
。

帰
国
し
て
よ
く
た
ず
ね
ら
れ
る
。
何
が
最
も
苦
労
で
あ
つ
た
か
と
。
し
か
し
そ
う
聞
か
れ
る
度
に
私
は
返
答
に
窮
す
る
。
強
い
て
言
う

な
れ
ば
、
こ
う
し
た
と
き
の
未
知
か
ら
来
る
不
安
だ
、
と
。
未
知
は
あ
る
場
合
に
は
無
知
に
通
ず
る
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
、
私
は
こ
の

南
極
の
一
年
間
、
い
つ
も
こ
の
未
知
か
ら
来
る
不
安
に
悩
ま
さ
れ
続
け
て
来
た
。
し
か
し
こ
れ
は
ま
た
言
い
か
え
れ
ば
、
こ
の
故
に
こ
そ

南
極
の
蔭
う
つ
な
生
活
が
、
私
に
と
つ
て
は
い
か
に
い
き
い
き
と
し
て
写
つ
た
か
、
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
未
知
が
あ
つ
て
こ
そ
始
め

て
私
達
の
生
活
が
支
え
ら
れ
る
。
と
は
言
つ
て
も
、
こ
う
し
た
嵐
の
日
々
私
達
は
何
を
為
す
べ
き
方
法
も
知
ら
ず
、
た
ゞ
、
ふ
て
く
さ
れ
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て
眠
つ
て
い
る
の
が
最
上
の
よ
う
で
あ
つ
た
。

二
日
二
夜
荒
れ
狂
つ
た
嵐
も
、
さ
す
が
に
十
四
日
の
夕
方
に
は
下
火
と
な
り
、
基
地
も
よ
う
や
く
生
気
を
と
り
戻
し
た
。
嵐
の
終
つ
た

あ
と
は
、
折
角

一
ヵ
月
余
り
も
粒
々
辛
苦
し
て
や
つ
と
出
来
か
け
た
通
路
が
、
大
半
は
雪
に
埋
つ
た
り
倒
さ
れ
た
り
し
て
、
散
々
な
有
様

で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
事
よ
り
も
つ
と
驚
か
さ
れ
た
の
は
、
眼
前
の
オ
ン
グ
ル
海
峡
の
氷
が
も
の
の
見
事
に
破
壊
さ
れ
、
嵐
の
あ

と
の
自
波
が
ザ
ブ
リ
ザ
ブ
リ
と
オ
ン
グ
ル
島
の
氷
岸
を
洗
つ
て
い
る
有
様
で
あ
つ
た
。

私
達
の
胸
に
先
ず
心
配
に
な
つ
た
の
は
、
あ
の
オ
ン
グ
ル
島
か
ら
二
十
キ
ロ
の
沖
合
の
、
か
つ
て
宗
谷
の
仮
泊
し
て
い
た
氷
盤
上
に
置

い
た
荷
が

一
体
ど
う
な
つ
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。
晴
天
に
な
る
の
を
待
ち
か
ね
て
、
二
台
の
雪
上
車
に
分
乗
し
て
偵

察
に
出
か
け
た
。
し
か
し
、
ど
う
か
残
つ
て
い
て
く
れ
よ
と
い
う
願
い
も
空
し
く
、
私
達
は
、
も
と
荷
物
置
場
と
な
つ
て
い
た
附
近
に
青

青
と
し
た
大
海
原
を
見
る
ば
か
り
で
あ
つ
た
。

こ
の
こ
と
で
、
私
達
は
大
自
然
の
力
を
い
や
と
い
う
ほ
ど
知
ら
さ
れ
た
。
私
達
の
考
え
の
甘
さ
が
骨
身
に
泌
み
た
。
南
極
で
は
％
は
存

在
し
な
い
の
だ
。　
一
％
で
も
事
が
起
る
可
能
性
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま

一
〇
〇
％
に
通
じ
る
。　
＞
〓
ｏ
『
Ｚ
ｏ夢
〓
”
と
は
こ
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。
す
べ
て
が
零
か
百
か
で
あ
る
。
い
な
零
以
下
で
も
そ
れ
が
百
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
う
い
う
甚
だ
規
定
し
難
い
世
界

な
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
し
か
し
結
局
は
私
達
の
無
知
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
た
ろ
う
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、　
物
資
を
流
失
し
た
こ
と
は
大
き
な
痛
手
で
あ
つ
た
。　
し
か
し
隊
員
達
の
顔
は
明
る
い
。
『
こ
れ
で
運
ぶ
も
の
が
な

く
な
つ
た
。
あ
あ
、　
せ
い
せ
い
し
た
』

と
い
つ
た
具
合
で
あ
る
。　
も
う
流
れ
去
つ
た
も
の
は
致
し
方
が
な
い
。　
ど
う
に
も
な
ら
な
い
時

は
、
本
当
は
そ
れ
が
辛
く
て
も
、
無
理
に
も
割
切
つ
た
考
え
方
を
す
る
方
が
良
い
。
南
極
で
は
そ
う
い
う
考
え
方
の
出
来
る
人
達
で
な
け

れ
ば
長
続
き
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

四
月
に
入
つ
た
。
そ
ろ
そ
ろ
建
設
も
見
通
し
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
日
足
も
大
分
短
か
く
な
つ
て
来
た
。
計
算
に
よ
る

と
太
陽
は
五
月
二
十

一
日
に
沈
み
、
六
月

一
日
か
ら
約

一
ヵ
月
半
太
陽
の
な
い
日
々
が
続
く
。
こ
の
太
陽
の
な
い
日
々
、
す
な
わ
ち
冬
籠
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り
の
前
に
、　
何
と
か
し
て
春
季
の
調
査
旅
行
の
た
め
の
、　
予
備
調
査
の
小
旅
行
を
し
た
い
。
『旅
行
！
』
、　
そ
れ
は
私
達
が
日
本
を
離
れ

る
ず
つ
と
以
前
か
ら
、
す
で
に
色
々
議
論
が
さ
れ
て
い
た
。
ノ
ル
ウ

ェ
ー
の
二
十
五
万
分
の
一
の
地
図
を
拡
げ
、
夢
は
果
て
し
な
く
つ
づ

い
た
。
と
こ
ろ
が
ど
う
だ
。
今
は
そ
の
夢
に
ま
で
み
た
土
地
に
い
る
で
は
な
い
か
。
や
ろ
う
と
思
え
ば
い
つ
で
も
出
来
る
土
地
に
い
る
の

で
は
な
い
か
。

私
達
が
心
ひ
そ
か
に
目
的
と
し
て
い
た
地
域
は
三
つ
あ
つ
た
。
そ
れ
は

ロ
　
リ
ュ
ツ
オ
ウ

●
ホ
ル
ム
湾
の
内
陸
深
く
に
あ
る

一
つ
の
ヌ
ナ
タ
ー
ク

（Ｚ
●
●
”
ご
Ｆ
弧
立
峯
）、　
ボ
ツ
ン
ヌ
ー
テ
ン
山
。

０
　
リ
ュ
ツ
オ
ウ

●
ホ
ル
ム
湾
東
岸
に
拡
が
る
大
露
岸
地
帯
、
ラ
ン
グ
ホ
ヴ
デ
地
区
。

０
　
リ
ュ
ツ
オ
ウ

●
ホ
ル
ム
湾
か
ら
東
北
に
の
び
る
未
知
の
海
岸
、
オ
ラ
フ
沿
岸
。

こ
れ
ら
の
他
に
も
米
国
ハ
イ
ジ
ャ
ン
プ
作
戦

（
一
九
四
六
―
四
七
）
の
時
に
写
し
た
航
空
写
真
に
よ
る
と
、
逢
か
で
は
あ
る
が
ボ
ツ
ン

ヌ
ー
テ
ン
の
奥
百
キ
ロ
余
り
に
一
大
山
脈
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
し
、
ま
た
リ
ュ
湾
、
ク
ッ
ク
岬
以
西
に
も
魅
力
が
な
い
で
も
な

か
つ
た
。
と
に
か
く
、
こ
の
豊
富
さ
は
ど
う
だ
。
ゆ
く
と
こ
ろ
、
す
べ
て
が
新
ら
し
い
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
か
。

あ
る
満
月
の
晴
れ
た
夜
、
月
光
に
に
ぶ
く
光
る
対
岸
の
氷
の
大
陸
を
み
て
、
も
う
我
慢
が
な
ら
な
く
な
つ
た
。
建
設
作
業
も
大
事
だ
。

し
か
し
一
〇
〇
％
を
期
し
て
い
て
は
、
い
つ
果
て
る
と
も
切
り
が
な
い
。
そ
れ
に
今
は
も
う
、
冬
の
生
活
に
対
す
る
最
低
必
要
の
も
の
は

出
来
上
つ
て
い
た
。
冬
籠
り
ま
で
の
短
か
い
日
々
の
内
に
、
何
と
か
し
て
、
偵
察
旅
行
を
試
み
た
か
つ
た
。
相
談
の
結
果
、
と
に
か
く
初

め
て
の
旅
行
で
も
あ
る
し
、
余
り
遠
出
は
で
き
な
い
に
し
て
も
、　
一
週
間
か
十
日
位
で
、
大
陸
上
の
ク
レ
バ
ス
等
の
様
子
、
氷
上
の
キ
ャ

ン
プ
法
、
傾
斜
地
に
於
け
る
雪
上
車
の
運
行
法
、
そ
れ
に
無
線
の
テ
ス
ト
を
兼
ね
て
の
小
旅
行
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
目
的
で

も
つ
て
選
ば
れ
た
の
が
ラ
ン
グ
ホ
ヴ
デ
地
区
、
裏
側
大
陸
へ
の
コ
ー
ス
で
あ
つ
た
。

四
月
十
八
日
、
折
か
ら
の
快
晴
を
利
用
し
て
西
堀

・
立
見

・
藤
井

・
菊
池

・
佐
伯

・
そ
し
て
私
よ
り
な
る
雪
上
車
偵
察
隊
は
、
二
匹
の
　
４５

犬
と
共
に
二
台
の
雪
上
車
に
分
乗
し
て
出
か
け
る
。
幸
い
に
し
て
好
調
、
心
配
し
て
い
た
ク
レ
バ
ス
も
大
し
た
こ
と
も
な
く
、
四
月
二
十
　
く



一
日
露
雌
酵

（口
”
●
”
ぎ
乱
①
）
裏
に
つ
い
た
。
行
動
中
は
余
り
に
快
晴
に
恵
ま
れ
、
い
つ
、
も
う
、
ブ
リ
ザ
ー
ド
が
襲
つ
て
来
る
か
も
知
　
≫

れ
な
い
頃
に
な
つ
て
い
た
。
ブ
リ
ザ
ー
ド
は
一
旦
や
つ
て
く
れ
ば

一
週
間
位
は
平
気
で
続
く
こ
と
を
知
つ
て
い
る
。
そ
れ
を
ね
ば
る
に
は
　
い

余
り
に
も
日
が
た
ち
す
ぎ
て
い
る
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
は
一
つ
自
重
し
て
、
と
い
う
意
見
を
採
用
し
て
残
念
な
が
ら
長
頭
山
そ
の
も
の
に
は

登
ら
ず
に
帰
途
に
つ
い
た
。
時
に
は
戻
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
、
強
い
意
志
が
要
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
旅
行
で
は
幾
多
の
収
穫
が
あ
つ
た
。
氷
上
の
幕
営
法
、
ク
レ
バ
ス
探
知
法
、
傾
斜
地
に
於
け
る
雪
上
車
運
行
法
等
、
こ

の
旅
行
の
あ
ら
か
た
の
目
的
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

更
に
ま
た
五
月
四
日
、
申
野

・
立
見

・
佐
伯
の
二
人
は
、
人
曳
ぞ
り
に
約
七
十
キ
ロ
の
荷
を
の
せ
、
よ
う
や
く
低
く
な
り
ゆ
く
太
陽
に

長
い
影
を
氷
原
に
残
し
て
出
て
い
つ
た
。
そ
れ
に
引
続
い
て
一
カ
月
余
、
今
ま
で
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
た
大
ぞ
り
の
訓
練
を
、
毎
日
の

よ
う
に
斜
陽
に
輝
く
オ
ン
グ
ル
海
峡
で
行
つ
た
。

冬
ご
も
り
と
な
る
。
暗
黒
の
日
々
…
…
そ
し
て
外
は
荒
れ
狂
う
嵐
。
し
か
し
私
達
の
想
い
は
逢
か
大
陸
の
彼
方
に
と
ぶ
。
航
空
写
真
に

よ
る
ル
ー
ト
偵
察
、
行
動
計
画
、
雪
上
車
の
修
理
整
備
、
大
ぞ
り
の
整
備
等
が
忙
し
い
。
愉
し
い
日
々
が
始
ま
つ
た
の
だ
。

太
陽
の
復
帰
、
約

一
ヵ
月
半
ぶ
り
で
戸
外
に
光
明
が
か
え
る
。
水
平
の
彼
方
か
ら
金
色
の
ま
ば
ゆ
い
光
線
が
氷
原
を
さ
つ
と
走
り
来
る

よ
う
に
し
て
、
新
ら
し
い
光
が
や
つ
て
来
た
。
冬
は
終
つ
た
の
だ
。

大
ぞ
り
も
基
礎
訓
練
を
終
え
、
応
用
訓
練
へ
の
歩
み
を
着
々
と
進
め
つ
つ
あ
つ
た
。
す
な
わ
ち
八
月
ニ
ロ
オ
ン
グ
ル
島

一
周
を
皮
切
り

に
、
八
月
八
日
オ
ン
グ
ル
島
周
辺
の
未
知
の
小
島
を
、
八
月
九
日
さ
ら
に
オ
ン
グ
ル
島
南
二
十
キ
ロ
の
ル
ン
パ
島
ま
で
足
が
の
び
る
。
南

へ
南
へ
と
歩
を
延
ば
す
。
や
が
て
そ
の
道
を
い
つ
の
日
に
か
ボ
ツ
ン
ヌ
ー
テ
ン
ロ
指
し
て
進
む
日
を
想
い
な
が
ら
。

日
帰
え
り
の
旅
行
は
こ
れ
が
最
後
で
あ
つ
た
。
も
う
こ
れ
以
上
は
ど
う
し
て
も

一
泊
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
冬
期
の
大
ぞ
り
に
よ
る
氷
原

上
の
幕
営
。
今
な
ら

一
見
な
ん
で
も
な
い
こ
と
が
、
当
時
は
い
か
に
重
大
で
あ
つ
た
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
れ
ま
で
本
で
し
か
読
ん
で
い
な
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か
つ
た
未
知
の
世
界
に
、
最
初
の
一
歩
を
入
れ
る
と
い
う
、
強
烈
な
魅
力
に
な
ん
と
富
ん
で
い
た
こ
と
か
ｃ

こ
う
し
た
冬
期
幕
営
法
と
冬
期
産
卵
す
る
皇
帝
ペ
ン
ギ
ン
の
巣
の
発
見
と
い
う
二
つ
の
目
的
を
も
つ
て
、
八
月
十
二
日
中
野

・
菊
池

・

佐
伯
及
び
私
の
四
人
は
、
十
五
頭
の
大
と
共
に
四

・
五
日
行
程
の
予
定
で
基
地
の
南
方
約
四
十
キ
ロ
に
存
在
す
る
ユ
ー
ト
レ
島
へ
の
旅
に

出
た
。

こ
の
旅
の
結
果
、
ペ
ン
ギ
ン
は
発
見
で
き
な
か
つ
た
け
れ
ど
も
、
い
く
つ
か
の
豊
か
な
収
穫
が
あ
つ
た
。
す
な
わ
ち
ュ
ー
ト
レ
島
ま
で

の
氷
状
、
ま
た
ユ
ー
ト
レ
島
か
ら
更
に
奥
の
リ
ュ
ツ
オ
ウ

●
ホ
ル
ム
湾
の
遠
望
か
ら
、
こ
の
リ
ュ
湾
は
冬
期
は
殆
ん
ど
完
全
に
氷
が
は
り

つ
め
、
従
つ
て
ペ
ン
ギ
ン
が
生
棲
し
得
る
開
氷
面
が
出
来
な
い
こ
と
が
わ
か
つ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
も
増
し
て
大
き
な
収
穫
は
、
ブ
リ
ザ

ー
ド
中
の
幕
営
で
あ
つ
た
。
長
期
旅
行
で
は
ど
う
し
て
も
ブ
リ
ザ
ー
ド
を
ま
ぬ
が
れ
得
な
い
。
私
達
が
携
行
し
た
テ
ン
ト
で
、
果
し
て
あ

の
猛
烈
な
ブ
リ
ザ
ー
ド
に
耐
え
得
る
か
ど
う
か
は
非
常
に
興
味
あ
る
問
題
で
あ
り
、
ま
た
ど
う
し
て
も
試
み
て
見
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
も

あ
つ
た
。
南
極
の
ブ
リ
ザ
ー
ド
は
突
如
と
し
て
襲
い
か
ゝ
る
こ
と
が
多
い
。
私
達
が
遭
遇
し
た
八
月
十
二
日
の
ブ
リ
ザ
ー
ド
は
、
そ
の
典

型
で
あ
つ
た
。
そ
の
と
き
の
様
子
を
述
べ
よ
う
。

十
二
日
の
午
後
二
時
頃

ユ
ー
ト
レ
島
に
着
く
。
曇
で
な
ま
あ
た
た
か
い
。
風
の
な
い
静
か
な
午
後
で
あ
る
。
径
数
ミ
リ
の
大
き
な
雪
の

結
晶
が
フ
フ
リ
フ
フ
リ
と
静
か
に
落
ち
て
く
る
。
氷
原
の
上
を
ク
ル
ブ
シ
あ
た
り
ま
で
う
ず
め
る
。
少
し
早
い
が
予
定
地
ま
で
来
た
の
で

こ
の
辺
に
キ
ャ
ン
プ
を
し
よ
う
と
思
い
適
当
な
地
を
探
し
に
中
野
と
私
は
出
か
け
て
い
つ
た
。
も
の
の
三
分
も
た
た
な
か
つ
た
ろ
う
。
島

の
稜
線
に
モ
ウ
モ
ウ
と
雪
煙
り
が
た
つ
の
が
見
え
る
。　
一
同
何
だ
ろ
う
と
首
を
か
し
げ
る
。
雪
煙
の
場
所
ま
で
わ
ず
か
千
メ
ー
ト

ル
程

だ
。
こ
ち
ら
は
こ
の
よ
う
に
静
か
な
の
に
。
だ
が
雪
煙
の
前
線
は
ぐ
ん
ぐ
ん
こ
ち
ら
へ
移
動
し
て
く
る
。
ハ
ッ
と
気
が
つ
く
。
ブ
リ
ザ
ー

ド
だ
。
気
が
つ
い
た
時
は
も
う
遅
か
つ
た
。
同
時
に
さ
つ
と
横
切
る

一
陣
の
風
に
、
あ
つ
と
言
う
間
も
な
く
私
達
は
ブ
リ
ザ
ー
ド
に
捲
き

込
ま
れ
て
し
ま
つ
た
。　
一
吹
き
ま
た
一
吹
き
、
ガ
ン
ガ
ン
と
撲
り
つ
け
る
よ
う
な
突
風
に
、
も
う
風
上
に
向
つ
て
は
息
も
つ
け
な
い
。
ぬ

ぎ
捨
て
た
手
袋
が
瞬
時
に
し
て
ど
こ
か
へ
と
ん
で
し
ま
つ
た
。
大
事
な
も
の
を
と
ば
し
て
は
な
ら
な
い
。
中
野
は
ま
だ
帰
つ
て
来
な
い
。
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勿
論
影
さ
え
見
え
ぬ
。
そ
り
か
ら
ほ
ん
の
ニ
ー
三
メ
ー
ト
ル
先
の
大
さ
え
お
ぼ
ろ
に
な
つ
て
見
え
な
い
。
や
つ
と
中
野
の
影
が
帰
つ
て
来

る
。
何
も
聞
え
な
い
。
『何
？
　
も
う

一
寸
前
進
す
る
つ
て
？
』

だ
が
大
は
も
う

一
歩
も
進
ま
な
い
。　
い
ち
早
く
そ
の
場
に
丸
く
な
つ
て

雪
の
中
に
く
る
ま
つ
て
し
ま
う
。

眼
も
あ
け
て
お
ら
れ
な
い
。
『
無
理
で
す
よ
、
進
む
の
は
』
と
、　
そ
の
場
に
や
む
な
く
テ
ン
ト
を
張
る

こ
と
に
す
る
。
シ
ュ
ラ
ー
フ
ザ
ッ
ク
と
言
わ
ず
何
で
も
と
ば
し
て
し
ま
え
ば
お
し
ま
い
だ
。
注
意
し
て
や
つ
と
テ
ン
ト
に
も
ぐ
り
込
む
、

や
れ
や
れ
。
し
か
し
テ
ン
ト
の
下
は
氷
な
の
で
充
分
な
ス
テ
イ
は
と
れ
な
い
。
人
間
の
重
み
で
テ
ン
ト
が
と
ば
ぬ
よ
う
に
し
て
い
る
だ
け

だ
。
布
地
が
パ
タ
パ
タ
い
う
。
今
に
も
破
れ
そ
う
だ
。
そ
れ
で
も
石
油
コ
ン
ロ
の
ゴ
ー
ゴ
ー
と
い
う
音
に
、
や
つ
と
落
ち
つ
く
こ
と
が
で

き
た
。
そ
し
て
テ
ン
ト
の
は
た
め
き
に
何
度
か
眼
を
さ
ま
し
つ
ゝ
も
、
い
つ
し
か
眠
つ
て
し
ま
つ
た
。
こ
う
し
て
私
達
は
三
夜
を
ブ
リ
ザ

ー
ド
に
暮
ら
し
、
そ
し
て
生
き
ぬ
い
て
来
た
。
何
も
の
に
も
代
え
難
い
貴
重
な
経
験
を
積
ん
で
。

い
よ
い
よ
本
格
的
な
偵
察
行
の
時
期
に
な
つ
た
。
ボ
ツ
ン
ヌ
ー
テ
ン
ヘ
の
コ
ー
ス
は
二
通
り
考
え
ら
れ
る
。

ラ

ン
グ

ホ
ヴ
デ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

日
　
長
頭
山
地
区
よ
り
上
陸
し
て
内
陸
に
入
リ
ボ
ツ
ン
ヌ
ー
テ
ン
に
至
る
ル
ー
ト
。

０
　
リ
ュ
ツ
オ
ウ

●
ホ
ル
ム
湾
最
奥
の
蛙
島
対
岸
か
ら
内
陸
に
至
る
ル
ー
ト
。

こ
の
内
日
の
ル
ー
ト
は
途
中
ど
う
し
て
も
リ
ュ
湾
最
奥
の
大
氷
河
を
横
切
る
た
め
、
相
当
な
困
難
が
予
想
さ
れ
た
。
そ
の
点
０
の
ル
ー

ト
は
航
空
写
真
そ
の
他
に
よ
り
先
ず
安
全
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
の
で
、
ボ
ツ
ン
ヌ
ー
テ
ン
ヘ
の
道
は
当
然
０
に
定
め
ら
れ
た
。

い
よ
い
よ
ボ
ツ
ン
ヌ
ー
テ
ン
ヘ
の
進
軍
だ
。
先
ず
こ
の
皮
切
り
に
蛙
島
奥
の
大
陸
へ
と
り
つ
く
上
陸
地
点
を
探
る
蛙
島
偵
察
旅
行
が
立

案
さ
れ
た
。
大
陸
と
海
氷
の
境
は
概
し
て
氷
崖
を
な
し
て
い
て
、
ど
こ
か
ら
で
も
簡
単
に
と
り
つ
く
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
は
な
い
か
ら

だ
。八

月
二
十
八
日
、
西
堀

・
立
見

・
菊
池

。
そ
し
て
私
の
四
人
が
大
ぞ
り
を
使
つ
て
ル
ー
ト
偵
察
に
出
か
け
た
。
こ
の
旅
行
の
模
様
は
後

の
ボ
ツ
ン
ヌ
ー
テ
ン
紀
行
と
重
複
す
る
の
で
省
略
す
る
の
が
、
そ
の
時
期
は
一
年
を
通
じ
て
最
も
寒
か
つ
た
。
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
三
十
度

を
こ
し
、
雪
は
き
し
み
、
大
ぞ
り
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
つ
た
。
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κ

こ
の
偵
察
旅
行
で
二
つ
の
新
ら
し
い
こ
と
を
知
つ
た
。　
一
つ
は
目
的
の
上
陸
地
点
の
発
見
、
二
は
円
丘
氷
山
群
、
こ
れ
は
今
ま
で
に
全

く
知
ら
れ
な
か
つ
た
も
の
で
、
普
通
の
卓
上
氷
山
が
卓
状
形
に
切
り
立
つ
て
い
る
の
に
、
こ
の
氷
山
は
径

一
―
ニ
キ
ロ
、
高
さ
五
十
１
百

メ
ー
ト
ル
位
の
円
丘
状
で
、
大
波
が
打
ち
よ
せ
る
よ
う
に
越
し
て
も
越
し
て
も
続
く
氷
山
地
帯
を
な
し
て
い
た
。
蛙
島
ま
で
至
る
に
は
ど

う
し
て
も
こ
れ
を
越
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
三
つ
は
卓
越
風
の
方
向
に
つ
い
て
ゞ
あ
つ
た
。
南
極
の
風
は
地
形
の
単
純
な
故
も
あ
つ
て
、
普

通

一
年
を
通
じ
て
一
定
の
方
向
か
ら
吹
く
と
言
つ
て
も
よ
い
。
場
所
に
よ
つ
て
は
東
南
風
も
あ
ろ
う
し
、
東
北
風
も
吹
こ
う
。
オ
ン
グ
ル

島
附
近
は
こ
の
卓
越
風
の
方
向
が
東
北
で
あ
つ
た
。
Ｌ
か
る
に
上
陸
地
点
す
な
わ
ち
リ
ュ
湾
奥
は
み
な
南
風
に
な
つ
て
い
る
。
つ
ま
リ
オ

ン
グ
ル
島
の
東
北
風
と
上
陸
地
点
附
近
の
南
風
の
ぶ
ち
当
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
円
丘
氷
山
附
近
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
辺
は
方
向
の

異
る
二
風
が
吹
い
て
、
丁
度
こ
の
辺
で
一
種
の
無
風
地
帯
を
作
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
こ
の
附
近
の
積
雪
は
他
に
比
較
し
て

可
成
り
多
い
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
上
陸
地
点
は
発
見
さ
れ
ル
ー
ト
は
き
ま
つ
た
。
次
は
食
糧
ｏ燃
料
の
デ
ポ
作
り
で
あ
る
。
九
月
二
十
七
日
、
中
野

・

立
見

・
藤
井

・
菊
池

。
佐
伯
よ
り
な
る
デ
ポ
建
設
雪
上
車
隊
が
出
発
、
上
陸
地
点
そ
の
他
の
要
所
に
、
燃
料
そ
の
他
の
物
資
を
デ
ポ
し
、

十
月
二
日
無
事
基
地
に
帰
つ
て
来
た
。
さ
あ
こ
れ
で
よ
し
、
い
よ
い
よ
本
番
の
ボ
ツ
ン
ヌ
ー
テ
ン
ヘ
出
発
と
張
り
切
つ
た
時
、
困
つ
た
こ

と
が
起
つ
た
。

こ
れ
よ
り
先
、　
エ
ン
ジ
ン
が
低
温
の
た
め
に
調
子
が
悪
く
な
つ
て
い
る
の
で
、
熱
風
送
風
機
を
使
つ
て
、
先
ず
エ
ン
ジ
ン
を
温
め
、
し

か
る
後

エ
ン
ジ
ン
の
始
動
を
し
て
始
め
て
う
ま
く
ゆ
く
の
で
あ
つ
た
。
従
つ
て
こ
の
熱
風
送
風
機
が
な
く
て
は
さ
す
が
の
雪
上
車
も
盲
人

が
杖
を
無
く
し
た
の
と
同
様
で
、
低
温
中
で
は
全
く
二
進
も
三
進
も
ゆ
か
な
く
な
る
の
だ
つ
た
。
そ
れ
な
の
に
何
と
言
う
こ
と
だ
。
こ
の

命
の
綱
と
た
の
む
熱
風
送
風
機
が
、　
一
寸
し
た
こ
と
で
壊
れ
て
し
ま
つ
た
で
は
な
い
か
。
機
械
係
の
大
塚
を
は
じ
め
一
同
の
必
死
の
修
理

に
も
拘
わ
ら
ず
、
遂
に
こ
の
熱
風
送
風
機
は
も
と
に
戻
ら
な
か
つ
た
。

こ
う
し
て
ボ
ツ
ン
ヌ
ー
テ
ン
を
前
衛
と
し
、
そ
の
南
方
百
キ
ロ
に
拡
が
る
大
山
脈

へ
の
夢
は
消
え
た
。
だ
が
こ
こ
で
ヘ
バ
つ
て
は
な
ら

南極第一次越冬の大ぞり

( 49 )



な
い
。
急
拠
相
談
の
結
果
、
計
画
を
縮
少
し
て
ボ
ツ
ン
ヌ
ー
テ
ン
迄
と
し
、
今
回
も
大
ぞ
り
で
ゆ
く
こ
と
に
な
つ
た
。
十
月
十
六
日
、
そ

の
日

一
日
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
立
見

。
大
塚

ｏ
佐
伯
の
雪
上
車
隊
に
先
導
さ
れ
、
ト
ウ
ー

（犬
の
か
け
ご
え
。
「進
め
！
」
の
意
）
の
声
も
い
さ

ま
し
く
、
ボ
ツ
ン
ヌ
ー
テ
ン
ヘ
と
旅
立
つ
て
い
つ
た
。
往
復
四
百
数
十
キ
ロ
、
約

一
ヵ
月
の
旅
で
あ
る
。

ボ
ツ
ン
ヌ
ー
テ
ン
ヘ
の
大
ぞ
り
行

ト

ウ

ト

ウ

ト

ウ
、

ホ

ラ

ァ
ー
。

ト

ウ

ト

ッ
ト

ウ
、

ホ

ラ

ァ
ー

…

…

私
は
ふ
と
幻
想
に
陥
つ
た
。
何
か
現
実
か
ら
魂
が
脱
け
出
し
、
夢
の
国
を
ゆ
く
よ
う
な
気
が
し
て
来
た
。

ト

ウ

ト

ウ

ト

ウ
、

ホ

ラ

ァ
ー
。

ト

ウ

ト

ッ
ト

ウ
、

ホ

ラ

ァ
ー

…

…

通
か
後
か
ら
申
野
リ
ー
ダ
ー
の
大
を
追
う
声
が
吹
く
風
に
途
絶
え
な
が
ら
も
、
か
す
か
に
続
く
。
足
下
を
走
る
ド
リ
フ
ト
。

紺
碧

の

空
。
限
り
無
く
続
く
雪
原
に
、
股
ま
で
も
ぐ
る
深
雪
を

一
歩

一
歩
深
い
ラ
ッ
セ
ル
を
し
な
が
ら
ふ
と
幻
想
に
陥
つ
た
。

ト

ウ

ト

ッ
ト

ウ

、

ホ

ラ

ァ

ー

。

ト

ウ

ト

ッ

ト

ウ

、

ホ

ラ

ァ

ー

…

…

そ
も
そ
も
こ
の
ボ
ツ
ン
ヌ
ー
テ
ン
行
の
秘
か
な
計
画
は
、
三
年
前
未
だ
南
極
の
話
が
海
の
も
の
と
も
山
の
も
の
と
も
定
ま
ら
ぬ
前
に
、

既
に
私
達
の
心
に
芽
ぶ
い
た
。　
一
九
五
五
年
七
月
の
こ
と
、
Ｍ
先
生
が
ブ
ラ
ッ
セ
ル
会
議
か
ら
帰
国
さ
れ
て
間
も
な
く
、
私
達
若
い
学
生

に
向
つ
て
南
極
の
話
を
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
時
は
そ
ん
な
決
定
的
な
も
の
で
は
勿
論
な
く
、
或
い
は
冗
談
的
な
、
或
い
は
一
つ

の
話
題
と
し
て
私
達
に
話
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
私
達
の
胸
の
奥
に
何
か
ポ
ツ
ン
と
灯
が
つ
い
た
よ
う
な
気
が
し
た
の
は
、
こ
の
時

以
来
で
あ
つ
た
。

そ
れ
か
ら
数
力
月
、　
私
達
の
脳
裏
に
は
も
う
見
果
て
ぬ
雪
原
を
、　
私
達
自
身
そ
り
を
駆
つ
て
ゆ
く
夢
を
見
て
い
た
。
『
ボ
ツ
ン
ヌ
ー
テ

ン
」
と
は
、
こ
う
し
て
私
達
の

『南
極
誕
生
』
と
共
に
心
の
片
隅
に
育
つ
て
来
た
目
標
で
あ
り
、
ま
た
南
極

一
年
生
と
し
て
も
全
く
手
頃
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な
目
標
で
も
あ
つ
た
。

や
が
て
越
冬
が
始
ま
つ
た
。
私
達
の
心
は
大
陸
へ
と
傾
む
き
つ
ゝ
も
生
活
の
た
め
の
準
備
に
忙
殺
さ
れ
、
や
つ
と
一
息
つ
い
た
頃
は
秋

も
終
り
に
近
づ
き
、
そ
の
短
い
日
を
稼
い
で
や
つ
た
の
が

一
週
間
の
大
陸
長
頭
山
系
へ
の
雪
上
車
旅
行
で
あ
つ
た
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
、

以
後
の
踏
査
旅
行
へ
の
ス
テ
ッ
プ

。
バ
イ

ｏ
ス
テ
ッ
プ
法
に
よ
る
着
々
た
る
準
備
発
展
の
模
様
は
、
既
に
概
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

十
月
十

一
日
、
命
の
綱
と
し
て
い
た
熱
風
送
風
機

『
ハ
ー
マ
ン
ネ
ル
ソ
ン
』
が
破
損
し
、
雪
上
車
は
や
む
な
く
大
ぞ
り
に
変
更
さ
れ
、

計
画
も
ボ
ツ
ン
ヌ
ー
テ
ン
南
方
百
キ
ロ
余
の
処
に
あ
る
大
山
脈
地
帯
を
諦
ら
め
、
ボ
ツ
ン
ヌ
ー
テ
ン
ま
で
と
縮
少
さ
れ
た
。
中
野
隊
員
を

リ
ー
ダ
ー
に
、
菊
池
と
私
が
こ
れ
に
加
わ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
出
発
は
五
日
後
の
十
月
十
六
日
。
準
備
は
多
忙
を
極
め
た
。
中
野
リ
ー
ダ

ー
は
種
々
ル
ー
ト
上
の
研
究
を
、
菊
池
は
装
備
を
、
そ
し
て
私
は
食
糧
を
受
も
つ
た
。
大
ぞ
り
旅
行
を
成
功
さ
せ
る
か
否
か
は
、　
一
に
重

量
の
如
何
に
か
か
つ
て
い
る
と
言
つ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
菊
池
は
旅
行
の
度
毎
に
、
と
か
く
重
く
な
り
が
ち
な
荷
を
、
ど
う
し
て

一
グ
ラ
ム
で
も
軽
く
す
る
か
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。

準
備
努
力
の
大
半
は
、
こ
の
重
量
軽
減
に
費
さ
れ
た
。
し
か
し
私
達
の
旅
行
は
、
た
だ
単
に
旅
行
す
る
だ
け
が
目
的
で
は
な
く
、
地
質
ｏ

地
形
調
査

・
位
置
測
定

・
気
象
観
測
そ
の
他
の
科
学
的
調
査
に
も
大
き
い
目
的
が
あ
る
の
で
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
器
具
類
は
第

一
優
先

と
し
て
積
み
込
ま
れ
た
。
し
か
し
そ
の
他
の
も
の
、
例
え
ば
ヵ
メ
ラ
は
一
人

一
箇
と
し
、
肌
着
、
手
袋
、
靴
下
等
々
チ
リ
紙

一
枚
に
至
る

ま
で
制
限
さ
れ
た
。
食
糧
に
も
種
々
考
慮
が
払
わ
れ
た
。
例
え
ば
紙
箱
に
入
つ
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
紙
箱
を
捨
て
中
味
だ
け

を
抜

い

た
。
甚
だ
し
き
は
缶
詰
さ
え
そ
の
外
缶
を
破
り
、　
中
味
だ
け
を
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の

シ
ー
ツ
に
包
ん
だ
。　
う
ま
い
こ
と
に
は
内
地
と
違
つ

て
、
南
極
で
は
缶
詰
の
中
味
は
カ
チ
カ
チ
に
凍
つ
て
い
た
。
わ
ず
か
な
重
量
で
も
無
駄
な
も
の
は
気
に
な
つ
た
。　
一
日

一
缶
の
缶
詰
と
し

て
も
、　
一
ヵ
月
の
旅
で
は
三
十
缶
、
お
よ
そ
三
キ
ロ
の
重
量
が
浮
く
。
こ
れ
は
半
ポ
ン
ド
の
チ
ー
ズ
十
三
本
分
に
当
る
と
い
つ
た
具
合
で

あ
つ
た
。
お
ま
け
に
缶
詰
の
ま
ゝ
だ
と
、　
一
旦
湯
に
入
れ
溶
か
さ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
点
で
も
燃
料
の
節
約
に
な
つ
た
。
あ
ら
ゆ
る

こ
と
が
こ
の
よ
う
に
し
て
能
率
主
義
、
実
質
主
義
的
に
運
ば
れ
た
。

傍
で
み
て
い
た
佐
伯
は
、　
こ
う
ひ
や
か
し
た
。
『
ど
う
だ
煙
草
も
重
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い
だ
ろ
う
。
煙
に
し
て
袋
に
つ
め
て
行
つ
た
ら
ど
う
だ
』
と
。

こ
う
し
て
十
月
十
六
日
に
出
発
し
た
大
ぞ
り
隊
は
、
マ
イ
ナ
ス
十
二
度
と
い
う
暖
か
さ
と
快
晴
に
恵
ま
れ
、
先
ず
幸
先
の
良
い
一
日
を

基
地
か
ら
四
十
七
キ
ロ
の
地
点
で
終
つ
た
。
過
ぐ
る
八
月
下
旬
の
蛙
島
偵
察
犬
ぞ
り
行
の
時
、
ま
る
で
砂
の
よ
う
な
雪
面
を
苦
し
み
な
が

ら
進
ん
だ
こ
と
な
ど
は
ま
る
で
夢
の
よ
う
だ
。
暖
か
さ
の
た
め
に
そ
り
の
ラ
ン
ナ
ー
が
滑
り
易
く
な
つ
た
の
と
、
そ
の
日

一
日
は
サ
ポ
ー

ト

・
パ
ー
テ
ィ
が
雪
上
車
で
大
部
分
の
荷
を
先
に
、
基
地
よ
り
六
十
キ
ロ
の
地
点
ま
で
運
ん
で
く
れ
た
お
蔭
で
あ
つ
た
。
大
達
も
調
子
が

良
か
つ
た
。
こ
ゝ
で
サ
ポ
ー
ト

・パ
ー
テ
ィ
の
立
見

。
大
塚

・
佐
伯
と
別
れ
の
握
手
を
交
わ
す
。
立
見
隊
員
の
目
が

『元
気
で
や
つ
て
来

い
よ
』
と
言
う
。
『
立
見
さ
ん
、
貴
方
の
分
も
や
つ
て
来
ま
す
よ
』
と
こ
ち
ら
も
日
で
応
え
る
。

翌
十
七
日
も
朝
の
一
走
り
で
サ
ポ
ー
ト

・
パ
ー
テ
ィ
の
置
い
て
行
つ
て
く
れ
た
所
謂
第

一
デ
ボ
に
着
く
。
だ
が
大
の
苦
難
は
こ
こ
か
ら

始
ま
つ
た
。
第

一
デ
ポ
で
山
な
す
荷
の
重
荷
と
、
進
む
に
つ
れ
て
深
く
な
つ
て
ゆ
く
積
雪
に
、
大
は
段
々
と
疲
れ
を
み
せ
て
来
た
。
私
達

の
行
手
に
は
二
つ
の
難
関
が
あ
つ
た
。　
一
つ
は
や
が
て
さ
し
か
か
ろ
う
と
す
る
円
丘
氷
山
群
、
高
さ
は
せ
い
ぜ
い
五
―
六
十
メ
ー
ト
ル
で

は
あ
る
が
、
あ
の
重
荷
で
、
越
え
て
も
越
え
て
も
尽
き
ぬ
こ
の
雪
と
氷
の
丘
陵
地
帯
は
、
大
達
に
と
つ
て
も
決
し
て
生
易
し
い
代
物
で
は

な
か
つ
た
。
も
う

一
つ
は
、
か
ね
て
蛙
島
偵
察
行
の
時
に
発
見
し
た
上
陸
地
点
か
ら
大
陸
高
原
へ
の
登
り
道
、
過
去
三
回
の
偵
察
行
か
ら

そ
の
周
囲
数
キ
ロ
中
で
は
最
も
穏
か
な
、
且
つ
傾
斜
も
ゆ
る
い
こ
と
は
充
分
推
察
で
き
て
は
い
た
け
れ
ど
、
何
処
に
ク
レ
バ
ス
が
待
ち
受

け
、
又
あ
の
重
荷
と
、
ゆ
る
く
は
あ
る
が
あ
の
傾
斜
を
果
し
て
大
達
が
耐
え
て
く
れ
る
か
ど
う
か
は
、
私
の
心
の
内
で
は
五
分
と
五
分
で

あ
つ
た
。

と
も
あ
れ
、
そ
の
日
は
円
丘
氷
山
群
に
さ
し
か
か
つ
た
第

一
日
目
で
あ
つ
た
。
し
か
し
。
こ
の
日
は
円
丘
氷
山
の
中
腹
を
ト
ラ
バ
ー
ス

し
て
再
び
海
氷
上
に
下
り
る
ル
ー
ト
を
と
り
、
実
際
に
円
丘
氷
山
に
挑
ん
だ
の
は
翌
十
八
日
で
あ
つ
た
。
そ
の
日
も
天
気
に
恵
ま
れ
て
い

た
。
前
日
よ
り
漸
次
増
し
て
来
た
雪
は
、
こ
の
あ
た
り
で
は
も
う
膝
を
も
没
す
る
程
と
な
つ
て
い
た
。
そ
の
日

一
日
の
ア
ル
バ
イ
ト
は
、

先
ず
眼
前
の
深
い
雪
で
覆
わ
れ
た
第

一
の
円
丘
氷
山
の
急
傾
斜
を
登
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
菊
池
と
私
が
出
発
準
備
を
し
て
い
る
間
に
、
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中
野
リ
ー
ダ
ー
は
ラ
ッ
セ
ル
に
か
か
る
。
出
発
１
・

ハ
イ
コ
ッ
ー
・

ト
ウ
ー
・

い
つ
も
な
ら
所
謂

『
モ
ー
ニ
ン
グ

・
サ
ー
ビ
ス
』
、
称
し

て

『朝
の
馬
鹿
走
り
』
で
四
キ
ロ
や
五
キ
ロ
は
息
も
つ
か
ず
に
走
り
去
つ
て
し
ま
う
の
だ
が
、
こ
の
深
雪
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

三
百
メ
ー
ト
ル
も
ゆ
か
ぬ
中
に
大
は
と
ま
つ
て
し
ま
う
。
無
理
も
な
い
。
無
理
も
な
い
。
重
荷

ニ
フ
ッ
セ
ル
・
傾
斜
と
二
つ
も
悪
条
件

が
そ
ろ
つ
て
は
速
く
進
め
と
い
う
方
が
無
理
だ
。
私
達
は
長
期
戦
を
覚
悟
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
た
だ
黙
々
と
ラ
ッ
セ
ル
し
、
十
メ
ー
ト
ル

五
メ
ー
ト
ル
と
走
行
距
離
計
の
目
盛
の
増
す
の
を
唯

一
の
頼
り
と
し
、
時
に
は
大
達
を
叱
り
、
時
に
は
愛
撫
し
、
越
え
て
も
越
え
て
も
猶

延
々
と
連
ら
な
る
そ
の
雪
と
氷
の
丘
陵
地
帯
を
、
大
と
共
に
闘
つ
た
数
日
で
あ
つ
た
。
人
と
大
と
が
こ
の
時
程

一
緒
に
な
つ
た
こ
と
は
な

か
つ
た
。
甚
だ
し
い
と
こ
ろ
で
は
十
メ
ー
ト
ル
毎
に
体
ん
だ
。
『ブ
ル
ル
ル
ラ
ア
ー
イ
ー
』
（
よ
―
し
止
れ
！
　
の
意
味
の
掛
声
）

の
声
で
、

大
達
は
待
兼
ね
た
よ
う
に
そ
の
場
に
坐
り
込
み
、
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
と
機
関
銃
の
よ
う
な
息
を
吐
く
。
二
、
三
分
の
休
憩
時
間
が
過
ぎ
、
再

び

『
そ
―
ら
ゆ
く
ぞ
！
』
の
声
を
か
け
る
と
、
あ
れ
だ
け
ダ
ラ
リ
と
し
て
い
た
犬
達
が
再
び

一
斉
に
シ
ャ
ン
と
立
つ
て
曳
く
身
構
え
を
す

る
。
そ
し
て
や
が
て
掛
る

『
ト
ウ
！
』
（進
め
！
）
の
掛
声
で
、
再
び
渾
身
の
力
を
も
つ
て
荷
を
曳
き
始
め
る
の
で
あ
つ
た
。

こ
う
し
た
蝸
牛
の
歩
み
も
、
や
が
て
目
鼻
の
つ
く
時
が
や
つ
て
来
た
。
十
九
日
に
は
相
当
な
風
と
、
円
丘
氷
山
の
中
心
部
を
離
れ
た
た

バ
ツ
ダ

め
に
、
雪
面
も
よ
う
や
く
好
転
し
、
午
後
に
は
蛙
島
手
前
の
ク
ラ
ッ
ク
地
帯

（
こ
れ
を

『春
の
小
川
』
と
呼
ん
で
い
た
）
も
難
な
く
通
過
し
、

蛙
島
西
北
部
の
強
風
帯
の
蒼
氷
地
帯
も
快
走
し
て
、
や
が
て
大
陸
と
の
海
峡
上
の
海
氷
に
幕
営
し
た
。
犬
達
の
寝
顔
も
、
や
る
べ
き
仕
事

を

一
つ
為
し
遂
げ
た
こ
と
に
対
す
る
安
堵
感
で
平
和
に
み
ち
み
ち
、
折
か
ら
の
蛙
島
の
滑
ら
か
な
稜
線
に
昇
る
十
三
夜
の
月
と
、
果
て
し

な
い
雪
原
の
彼
方
に
沈
む
夕
日
に
よ
つ
て
、
十
月
十
九
日
の
夕
空
は
パ
ラ
色
に
染
り
、
そ
し
て
や
が
て
静
か
に
更
け
て
い
つ
た
。

明
け
て
二
十
日
。
先
日
来
の
奮
闘
の
疲
れ
を

一
夜
の
熟
睡
で
す
つ
か
り
払
い
落
し
た
大
達
は
、
ま
た
例
の

『
モ
ー
ニ
ン
グ
・サ
ー
ビ
ス
』

を
私
達
に
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。
こ
の
辺
り
の
大
陸
の
縁
は
、
基
地
の
対
岸
の
大
陸
の
縁
と
異
り
、
海
岸
の
間
際
ま
で
大
陸
氷
が

の
し
か
ゝ
り
、
丁
度
海
氷
と
の
境
に
露
出
す
る
露
岩
が
、
が
つ
ち
り
と
こ
の
崩
れ
落
ち
よ
う
と
す
る
大
陸
氷
を
う
け
と
め
て
い
る
よ
う
で

あ
つ
た
。

私
達
の
何
度
か
の
こ
の
蛙
島
行
に
よ
り
す
つ
か
り
馴
染
に
な
つ
た
、　
こ
の
大
陸
に
露
出
す
る
四
つ
の
特
長
あ
る
露
岩

（
こ
れ
を
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私
達
は
俗
に
『四
つ
目
』
と
称
し
て
い
た
）
も
、
朝
陽
を
う
け
て
、
そ
の
上
に
覆
い
か
ぶ
さ
り
、
今
に
も
崩
れ
落
ち
そ
う
な
蒼
氷
を
、
い
や
が

上
に
も
青
く
清
々
し
い
ま
で
に
輝
や
か
せ
て
い
た
。

雪
面
は
幸
い
に
も
大
陸
に
近
づ
く
に
従
つ
て
、
膝
か
ら
く
る
ぶ
し
へ
、
そ
し
て
や
が
て
洗
ま
ぬ
堅
雪
へ
と
変
つ
て
い
つ
た
。
そ
の
日
の

昼
食
は
、
の
ど
か
な
春
の
日
を
浴
び
、
久
し
ぶ
り
に
一
日
の
行
動
に
目
鼻
の
つ
い
た
ゆ
つ
た
り
と
し
た
気
持
で
楽
し
ん
だ
。

い
よ
い
よ
大
陸
は
近
づ
く
。
稜
線
が
の
し
か
ゝ
つ
て
く
る
よ
う
に
感
じ
た
と
き
、
私
達
は
蒼
氷
帯
に
入
つ
て
い
た
。
も
う
今
日
の
目
的

地
、
上
陸
地
点
も
近
い
。
そ
り
は
蒼
氷
の
上
を
軽
く
、
先
導
大
シ
ロ
も
私
達
二
人
を
の
せ
た
ま
ゝ
得
意
気
に
走
つ
て
ゆ
く
。

上
陸
地
点
周
辺
は
、
や
は
り
そ
の
奥
の
大
氷
河
の
圧
力
の
影
響
で
で
き
た
氷
塔
の
乱
立
で
あ
る
。
氷
の
魔
境
と
言
お
う
か
、
氷
の
城
砦

と
言
お
う
か
、
或
い
は
低
く
或
い
は
高
く
、
横
に
重
な
り
斜
に
倒
れ
、
そ
れ
ら
が
午
後
の
逆
光
を
う
け
き
ら
き
ら
と
輝
や
く
さ
ま
は
、
ま

さ
に
筆
舌
に
絶
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。

予
定
よ
り
も
う
ん
と
早
く
着
い
た
こ
の
上
陸
地
点

（先
に
雪
上
車
隊
が
ガ
ソ
リ
ン
と
食
糧
の
一
部
を
デ
ポ
し
て
お

い
た

の
で
、
こ
ゝ

を
第
ニ
デ
ポ
と
も
言
つ
て
い
た
）
の
半
日
は
、
全
く
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
つ
た
。
手
早
や
く
食
糧
の
積
替
、
燃
料
の
補
給
を
終
え
た
私

達
は
、　
気
温
マ
イ
ナ
ス
十
二

・
三
度
と
は
言
い
な
が
ら
、　
風
さ
え
無
け
れ
ば
全
く
暖
い
中
を
、　
夫
々
散
歩
を
し
て
氷
の
芸
術
、　
自
然
の

工
匠
の
美
し
さ
に
心
を
う
ば
わ
れ
た
り
し
て
い
た
。
大
達
も
豊
富
な
食
糧
に
す
つ
か
り
満
腹
し
、
暖
か
そ
う
に
午
後
の
仮
睡
を
盗
ん
で
い

た
。十

月
二
十

一
日
、
い
よ
い
よ
第
二
の
難
関
へ
の
日
だ
。
し
か
し
私
は
あ
の
円
丘
氷
山
群
と
闘
つ
て
い
る
時
か
ら
、
こ
の
第
二
の
難
関
に

関
し
て
は
あ
る
種
の
安
堵
に
似
た
も
の
を
感
じ
て
い
た
。
だ
が
、
や
は
り
今
日

一
日
で
数
百
メ
ー
ト
ル
も
の
高
度
を
稼
ぐ
こ
と
に
な
る
の

で
、
或
る
種
の
自
信
が
あ
つ
た
と
は
言
い
条
や
は
り
心
配
で
は
あ
つ
た
。
と
も
あ
れ
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
十
六
度
、
昨
目
充
分
に
休
養
を
摂

つ
た
身
に
は
清
々
し
い
朝
で
あ
つ
た
。
出
発
！
　
ハ
イ
ヨ
ー
・

ト
ウ
！
　
雪
面
は
堅
く
、
思
つ
た
よ
り
快
調
、
ぐ
ん
ぐ
ん
高
度
を
増
す
。

眼
下
に
拡
が
る
光
景
は
何
と
例
え
れ
ば
よ
い
か
。
リ
ュ
ツ
オ
ウ

●
ホ
ル
ム
湾
最
奥
の
、
こ
の
大
氷
河
の
荒
々
し
い
力
、
海
氷
は
そ
の
暴
威
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の
前
に
は
何
な
く
裂
か
れ
、
そ
の
押
し
出
す
大
量
の
氷
は
ま
る
で
煎
餅
の
よ
う
に
簡
単
に
打
ち
砕
か
れ
、
お
そ
ら
く
は
丸
ビ
ル
程
も
あ
ろ

う
か
と
思
わ
れ
る
氷
塊
が
互
に
ぶ
つ
か
り
合
い
、
へ
し
あ
い
、
そ
の
凄
絶
さ
は
全
く
人
住
ま
ぬ
際
果
て
の
荒
地
で
あ
つ
た
。

こ
の
日
は
無
風
、
ひ
る
近
く
な
る
と
気
温
も
ぐ
ん
ぐ
ん
昇
リ
マ
イ
ナ
ス
九
度
、
雪
も
い
つ
し
か
再
び
躁
を
か
く
す
よ
う
に
な

つ
て
来

た
。
心
配
し
て
い
た
ク
レ
バ
ス
地
帯
に
も
遭
遇
せ
ず
、
や
が
て
三
時
頃

一
応
の
台
地
に
出
、
あ
と
は
坦
々
た
る
登
り
が
大
陸
内
部
へ
連
な

る
地
点
で
大
陸
第

一
夜
の
夢
を
結
ぶ
。

二
十
二
日
の
朝
は
昨
夜
半
来
の
強
風
で
旗
の
ハ
タ
メ
キ
に
何
度
か
夢
を
破
ら
れ
、
久
し
ぶ
り
に
背
中
ま
で
冷
た
か
つ
た
。
朝
の
一
杯
の

コ
ー
ヒ
ー
の
う
ま
さ
。
風
は
相
当
に
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
雪
は
柔
く
深
い
。
風
の
方
向
は
基
地
附
近
で
は
圧
倒
的
に
東
北
方
向
が
多
い
が

南
に
下
る
に
従
い
東
北
成
分
が
減
少
、
南
成
分
が
増
し
て
来
る
。
は
る
ば
る
越
し
て
来
た
円
丘
氷
山
群
は
そ
う
し
た
境
に
あ
る
た
め
、
い

ず
れ
に
し
て
も
そ
う
強
い
風
は
吹
い
て
い
そ
う
に
も
な
か
つ
た
。
蛙
島
で
は
も
う
す
つ
か
り
南
東
風
と
な
り
、
そ
し
て
大
陸
の
こ
の
地
点

か
ら
奥
に
入
る
に
従
つ
て
南
方
向
に
近
ず
い
て
い
つ
た
。

出
発
。
時
々
正
面
か
ら
来
る
風
は
雪
を
巻
き
上
げ
足
下
を
か
す
め
て
去
つ
て
行
つ
た
。
逢
か
内
陸
の
地
平
線
方
向
は
雪
煙
を
上
げ
て
い

る
。
見
え
る
は
ず
の
ボ
ツ
ン
ヌ
ー
テ
ン
も
今
日
は
見
え
な
い
。
ダ
ダ
つ
広
い
尾
根
の
と
こ
ろ
を
遮
二
無
二
南
下
す
る
。
左
手
の
東
方
に
は

あ
の
大
氷
河
の
国
が
見
え
て
い
る
。
も
つ
と
見
は
る
か
す
遥
か
彼
方
ま
で
段
々
と
高
度
を
上
げ
て
い
る
も
の
か
と
思
つ
た
ら
、
案
外
に
海

岸
近
く
で
ぐ
つ
と
高
度
を
稼
ぎ
、
あ
と
は

「
坦
々
」
と
言
つ
た
感
じ
で
あ
つ
た
。
通
か
後
方
に
長
頭
山
が
見
え
る
。
い
つ
も
見
慣
れ
親
し

ん
で
い
る
シ
エ
ツ
ツ
ゲ
山

（髭
山
）
も
見
え
る
。
こ
れ
ら
が
見
え
る
間
は
未
だ
ま
だ
遠
く
へ
来
た
と
い
う
感
じ
は
し
な
い
。

二
十
三
日
の
朝
は
地
ふ
ぶ
き
と
共
に
明
け
た
。
昨
夜
半
よ
リ
テ
ン
ト
の
あ
ふ
れ
、
雪
粉
の
テ
ン
ト
を
叩
く
音
し
き
り
。
地
を
這
う
ド
リ

フ
ト
に
地
平
線
は
か
す
む
。
テ
ン
ト
の
両
脇
に
は
吹
溜
り
が
で
き
て
、
テ
ン
ト
の
近
く
に
い
た
犬
達
テ
ツ
ｏ
ア
カ
。
ジ
ヤ
ッ
ク
等
は
す
つ

か
り
雪
に
埋
ず
も
れ
て
し
ま
つ
て
い
た
。
こ
の
中
テ
ツ
は
特
に
寒
が
り
で
有
名
で
あ
つ
た
。
冬
籠
り
中
他
の
大
達
は
皆
屋
外
で
頑
張
つ
て

い
る
の
に
、
こ
の
テ
ツ
の
み
は

『
小
屋
に
入
れ
ろ
、
小
屋
に
入
れ
ろ
」
と
な
き
つ
ゞ
け
、
鎖
を
と
い
て
や
る
と
他
の
大
達
な
ら
ば

一
番
に
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餌
の
あ
る
処
か
、
或
い
は
基
地
唯

一
の
女
性
、
雌
の
シ
ロ
子
の
処
へ
と
ん
で
ゆ
く
の
が
普
通
で
あ
る
の
に
、
こ
の
テ
ツ
は
そ
ん
な
食
い
気

も
色
気
も
あ
つ
た
れ
ば
こ
そ
、　
一
番
に
と
ん
で
ゆ
く
と
こ
ろ
は
暖
い
大
小
屋
の
中
で
あ
つ
た
。
も
つ
と
も
、
色
気
の
方
も
決
し
て
油
断
が

な
ら
ず
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
日
面
白
い
事
件
が
持
ち
上
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
ま
た
別
の
機
会
に
ゆ
ず
り
た
い
。
と
に
か
く
テ
ツ
は
寒
が

り
屋
で
、
そ
の
日
も
ア
カ
や
ジ
ャ
ッ
ク
は
埋
も
れ
た
雪
を
払
つ
て
起
き
出
て
、
挨
拶
を
し
た
の
に
テ
ツ
の
み
は
ズ
ル
け
て
知
ら
ぬ
顔
の
半

兵
衛
、
ぬ
く
ぬ
く
と
雪
の
中
で
狸
寝
入
り
を
よ
そ
お
つ
て
い
た
。

朝
七
時
頃
か
ら
日
蝕
が
始
ま
る
。
七
時
四
十
分
頃
、
蝕
は
最
大
と
な
り
太
陽
の
八
割
を
隠
す
。
外
界
は
う
す
気
味
悪
い
暗
さ
に
な
る
。

そ
の
中
を
ど
こ
へ
ゆ
く
の
か
、
た
だ
雪
粉
の
み
が
北
へ
北
へ
と
氷
面
を
か
す
め
て
飛
ん
で
い
つ
た
。
基
地
を
出
て
か
ら

一
週
間
日
、
も
つ

と
も
疲
れ
た
ろ
う
と
い
う
の
で
今
日
は
晴
だ
が
休
養
に
す
る
と
、
中
野
リ
ー
ダ
ー
が
決
定
。

・大
達
も
理
解
あ
る
リ
ー
ダ
ー
を
も
つ
て
幸
福

で
あ
る
。
地
ふ
ぶ
き
は
段
々
と
お
さ
ま
り
、
昼
に
は
テ
ン
ト
内
は
温
室
の
よ
う
に
暖
か
い
。
こ
の
日
は
天
測
三
味
に
暮
ら
す
。
夕
方
再
び

地
ふ
ぶ
き
。
太
陽
は
既
に
地
平
線
に
低
く
、
た
だ
地
ふ
ぶ
き
の
み
こ
の
無
の
世
界
を
漂
々
と
し
て
這
う
。
生
け
る
者
と
て
こ
の
二
人
と
、

十
五
匹
の
大
以
外
に
何
も
な
い
こ
の
世
界
は
、
全
く
不
思
議
な
も
の
で
あ
る
。
私
達
が
去
つ
た
あ
と
、
或
い
は
何
年
も
何
十
年
も
、
否
何

百
年
も
た
だ
自
然
に
委
せ
ド
リ
フ
ト
が
走
つ
た
り
、
プ
リ
ザ
ー
ド
が
吹
き
ま
く
つ
た
り
、
見
る
人
も
見
ら
れ
る
人
も
な
く
自
然
の
営
み
を

繰
り
返
す
の
か
と
思
う
と
、　
何
か
一
種
の
不
思
議
な
感
に
打
た
れ
た
。　
そ
し
て
テ
ン
ト
を
叩
く
風
の
音
、　
地
を
こ
す
る
ド
リ
フ
ト
の
音

に
、
ス
コ
ッ
ト
を
想
い
、
モ
ー
ソ
ン
を
想
い
、
そ
の
今
昔
の
感
と
運
命
に
想
い
を
致
し
た
。

二
十
四
日
の
朝
は
再
び
テ
ン
ト
の
ハ
タ
メ
キ
に
目
を
さ
ま
し
た
。
今
朝
も
ひ
ど
い
地
ふ
ぶ
き
。
地
平
線
は
か
す
み
勿
論
ボ
ツ
ン
ヌ
ー
テ

ン
も
見
え
ぬ
。
昨
日
の
天
測
結
果
で
は
今
日
は
八
キ
ロ
ー
十
キ
ロ
進
め
ば
南
緯
七
十
度
線
を
突
破
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
た
。
昨
日
と
昨

夜
半
よ
り
の
風
で
雪
面
は
す
つ
か
り
好
転
。
温
度
は
マ
イ
ナ
ス
十
八
度
位
だ
が
風
が
強
い
の
で
冷
た
い
。
休
憩
な
し
に
ぐ
ん
ぐ
ん
進
む
。

十
時
三
十
分
頃
に
は
も
う
十
九
キ
ロ
を
走
つ
て
い
た
。
こ
の
所
で
テ
ン
ト
を
張
り
早
い
が
昼
め
し
、
正
午
天
測
の
結
果
案
の
状
七
十
度
線

を
突
破
し
七
十
度
六
分
に
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
午
後
は
風
も
治
ま
り
午
前
に
比
し
て
断
然
暖
か
い
。
こ
の
辺
は
内
陸
へ
向
つ
て
段
々
と
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高
度
を
増
す
の
で
は
な
く
、
文
字
通
り
の

「段
々
」
で
あ
つ
て
、　
一
つ
の
堤
防
を
こ
す
と
も
う

一
つ
奥
に
一
段
高
い
堤
防
が
あ
る
と
言
つ

た
感
じ
で
、
い
は
ゞ
段
々
畑
の
様
な
感
じ
で
高
度
が
増
し
て
ゆ
く
。
午
後
三
時
、　
一
段
と
高
い
段
を
の
ぼ
つ
た
時
私
達
は
遂
に
ボ
ツ
ン
ヌ

ー
テ
ン
の
容
姿
に
間
近
か
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
あ
あ
、
よ
く
ぞ
来
た
、
御
苦
労
よ
大
達
よ
。

し
か
し
実
は
こ
の
ボ
ツ
ン
ヌ
ー
テ
ン
と
そ
の
ス
ケ
ー
ル
に
関
し
て
一
つ
の
議
論
が
あ
つ
た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
地
図
に
よ
る
と
、
こ
れ
は

一
つ
の
ヌ
ナ
タ
ー
ク
（氷
面
よ
り
露
出
す
る
孤
立
独
立
峯
又
は
孤
立
露
岩
）
で
あ
る
ら
し
い
が
、
蛙
島
偵
察
行
そ
の
他
か
ら
の
考
察
で
は
或
い
は

も
つ
と
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
う
し
て
余
程
間
近
か
に
そ
の
容
姿
を
見
た
時
で
さ
え
も

ま
だ
見
え
ぬ
あ
の
下
に
は
一
体
何
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
期
待
を
、
ど
う
し
て
も
捨
て
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
か
つ
た
。
こ
の
ボ
ツ
ン
ヌ
ー

テ
ン
の
他
に
、　
私
達
は
全
く
奇
妙
な
別
の
も
の
を
望
見
し
た
。　
そ
れ
は
ボ
ツ
ン
ヌ
ー
テ
ン
の
北
西
約

二
十
キ
ロ
に
あ
る
大
氷
瀑
で
あ
つ

た
。
蛙
島
か
ら
も
そ
れ
は
展
々
望
見
さ
れ
、
私
達
は
そ
れ
を

「
ク
シ
」
と
呼
ん
で
い
た
。
そ
の
夜
は
久
し
ぶ
り
に
静
か
な
夜
で
あ
つ
た
。

二
十
五
日
、
夜
半
よ
り
の
風
の
は
た
め
き
で
再
び
目
覚
め
る
。
相
当
な
風
で
あ
る
。
先
日
来
の
経
験
か
ら
、
日
中
に
は
こ
の
風
は
穏
や

か
に
な
る
こ
と
が
わ
か
つ
た
の
で
、
今
日
は
出
発
を
や
や
遅
ら
す
。
快
晴
。
朝
日
に
照
ら
さ
れ
た

「
ク
シ
形
」
は
一
種
凄
絶
な
ま
で
の
圧

迫
感
を
も
つ
て
迫
つ
て
来
る
。
昨
日
こ
れ
が
望
見
さ
れ
た
地
点
か
ら
の
距
離
を
推
量
し
た
と
こ
ろ
、
う
ん
と
余
裕
を
も
つ
た
つ
も
り
で
十

キ
ロ
と
考
え
て
い
た
の
が
実
際
は
二
十
キ
ロ
余
り
あ
つ
た
。
こ
れ
程
南
極
の
ス
ケ
ー
ル
は
大
き
く
計
り
難
い
も
の
で
あ
つ
た
。
「
ク
シ
形
」

と
は
ま
る
で
大
き
な
氷
瀑
の
よ
う
な
も
の
で
あ
つ
た
。
丸
ビ
ル
程
の
大
き
な
氷
塊
が
ま
る
で
崖
を
崩
れ
落
ち
る
よ
う
に
、
今
に
も
崩
壊
し

そ
う
な
姿
で
や
つ
と
安
定
を
保
つ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
の
丘
の
南
に
は
延
々
と
吹
溜
り
が
続
き
、
こ
れ
が
通
か
蛙
島
か
ら

望
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
の
あ
た
り
か
ら
サ
ス
ツ
ル
ギ
の
発
達
漸
次
激
し
く
、
時
折
は
四
―
五
十
セ
ン
チ
程
の
脈
を
も
ち
、
大
達

の
行
進
を
妨
げ
た
。
更
に
何
段
か
の
段
を
越
し
た
時
、
も
う
ボ
ツ
ン
ヌ
ー
テ
ン
は
目
の
前
で
あ
つ
た
。

ボ
ツ
ン
ヌ
ー
テ
ン
に
着
い
た
の
は
そ
の
日
の
四
時
頃
、
基
地
を
出
て
十

一
日
日
、
漸
く
日
も
傾
く
頃
で
あ
つ
た
。

あ
ゝ
、
遥
け
き
も
の
か
わ
、
と
思
い
た
か
つ
た
け
れ
ど
も
、
実
の
気
持
は
そ
れ
に
は
程
遠
か
つ
た
。
い
つ
も
見
な
れ
た
長
頭
山
も
、
髭
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山
も
か
す
ん
で
は
い
た
が
未
だ
見
え
て
い
た
の
で
、
オ
ン
グ
ル
島
は
つ
い
そ
ば
な
り
と
い
う
気
持
は
ど
う
し
て
も
払
拭
す
る
こ
と
が
出
来

な
か
つ
た
。
し
か
し
そ
の
岩
壁
は
立
派
で
あ
つ
た
。
大
陸
蒼
氷
よ
り
ニ
セ
三
百
メ
ー
ト
ル
も
、
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
は
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
さ

え
交
え
甕
え
立
つ
姿
は
ま
こ
と
に
勇
壮
で
さ
え
あ
つ
た
。
赤
い
夕
日
に
照
ら
さ
れ
た
岩
肌
と
紺
碧
の
空
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
、
私
達
を

し
て
、
こ
こ
が
蔭
う
つ
さ
と
こ
の
上
な
い
非
情
さ
を
も
つ
南
極
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
も
つ
と
明
る
く
男
性
的
で
、
む
し
ろ
ア
ル
プ
ス

の
ド
ロ
ミ
テ
の
山
を
見
て
い
る
よ
う
な
気
を
起
さ
し
め
た
。
食
事
を
終
え
た
六
時
半
頃
、
日
は
す
つ
か
り
山
験
に
蔭
り
、
遥
か
彼
方
の
雪

原
の
み
が
美
し
く
夕
日
を
照
り
返
し
て
い
た
。
そ
の
夜
半
テ
ン
ト
を
叩
く
風
の
音
に
ふ
と
目
覚
め
る
。
サ
ラ
サ
ラ
サ
ラ
と
風
に
舞
う
粉
雪

の
音
、
パ
タ
パ
タ
と
い
う
テ
ン
ト
の
音
、
い
つ
と
は
な
し
に
う
と
う
と
す
る
。
頭
が
ジ
ー
ン
と
し
び
れ
何
か
す
べ
て
の
も
の
が
遠
の
い
て

ゆ
く
よ
う
な
感
じ
で
、
再
び
深
い
眠
り
に
落
ち
込
ん
だ
。
そ
の
夜
私
は
夢
を
み
た
。

い
よ
い
よ
登
攀
の
日
。
だ
が
相
当
苦
労
し
て
稜
線
に
達
し
た
時
、
私
達
は
思
わ
ず
息
を
呑
ん
だ
。
あ
あ
何
た
る
こ
と
か
ｌ
ｅ

一
体
こ
れ

は
ど
う
し
た
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
つ
・

様
々
な
疑
間
が
さ
つ
と
心
を
走
り
抜
け
る
。
稜
線
の
向
う
に
は
思
い
も
か
け
ぬ
近
代
工
場
が
あ
つ

て
、
そ
の
男
女
工
員
が
昼
食
後
散
歩
を
兼
ね
て
ボ
ツ
ン
ヌ
ー
テ
ン
に
登
つ
て
い
る
と
い
う
夢
だ
つ
た
。

あ
あ
、
私
達
の
今
ま
で
張
り
つ
め
て
い
た
気
持
、
希
望
と
感
激
に
満
ち
充
ち
て
い
た
気
持
が
が
つ
く
り
と
な
り
、
頂
上
に
散
乱
さ
れ
て

い
た
紙
や
空
缶
を
み
て
何
と
も
言
え
ぬ
惨
め
な
気
持
に
な
つ
た
。
し
か
し
こ
の
時
ふ
と
思
い
出
し
た
よ
う
に
雪
の
彼
方
を
み
る
。
あ
あ
、

あ
つ
た
あ
つ
た
。
そ
こ
に
は
重
畳
た
る
雪
の
大
波
の
彼
方
に
通
か
に
輝
や
く
氷
の
峯
が
。

そ
う
だ
、
ボ
ツ
ン
ヌ
ー
テ
ン
は
私
達
の
目
標
で
は
な
か
つ
た
の
だ
。
ボ
ツ
ン
ヌ
ー
テ
ン
は
私
達
の
目
標
た
り
得
な
か
つ
た
の
だ
。
私
達

の
目
標
こ
そ
は
、
あ
の
雪
の
彼
方
の
連
山
で
あ
る
。
私
達
は
再
び
希
望
を
も
つ
た
。
直
ち
に
食
糧

・
燃
料
が
再
計
算
さ
れ
今
度
こ
そ
は
の

意
気
込
み
で
再
び
出
発
し
た
。
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夢
は
そ
こ
で
途
絶
え
た
。
私
は
何
と
も
言
え
ぬ
気
持
に
な
つ
た
。
昨
日
、
い
よ
い
よ
ボ
ツ
ン
ヌ
ー
テ
ン
が

一
塊
の
ヌ
ナ
タ
ー
ク
に
す
ぎ

ぬ
と
わ
か
つ
た
時
か
ら
、
心
秘
か
に
感
じ
て
い
た
或
る
種
の
失
望
が
潜
在
意
識
と
な
つ
て
夢
に
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
私
は
夢
で
味

わ
つ
た
気
持
を
、　
そ
の
ま
ま
現
実
に
シ
ュ
ラ
ー
フ
ザ
ッ
ク
の
中
で
味
わ
つ
た
。
『
ボ
ツ
ン
ヌ
ー
テ
ン
は
私
の
目
標
た
り
得
な
か
つ
た
。
彼

方
に
輝
く
氷
の
連
山
こ
そ
私
の
目
標
で
あ
る
。』
外
を
走
る
風
の
う
な
り
と
共
に
再
び
夜
は
更
け
て
ゆ
く
よ
う
で
あ
つ
た
。

二
十
六
日
の
朝
は
ラ
ジ
ウ
ス
の
音
で
目
覚
め
る
。
中
野
リ
ー
ダ
ー
は
盛
ん
に
手
を
焙
つ
て
い
る
。
写
真
を
と
ろ
う
と
し
て
手
を
凍
傷
れ

た
と
い
う
。
幸
い
に
し
て
自
く
な
つ
た
の
み
で
事
無
き
を
得
た
。
既
に
テ
ン
ト
は
朝
日
に
明
る
い
。
起
き
出
て
外
に
出
る
。
あ
ゝ
朝
日
に

輝
や
く
岩
壁
Ｈ

大
陸
の
永
久
蒼
氷
よ
り
ぐ
つ
と
そ
び
え
る
岩
壁
、
紺
碧
の
空
、
黄
色
い
小
さ
な
テ
ン
ト
、
す
べ
て
が
夢
の
よ
う
に
美
し
い
。
未
踏
の
奥

地
と
い
う
よ
り
、
何
か
パ
ラ
ダ
イ
ス
的
な
、
ア
ル
プ
ス
あ
た
り
の
楽
し
い
キ
ャ
ン
プ
に
で
も
来
て
、
朝
の
飯
盆
に
冷
た
い
水
を
汲
ん
で
清

清
し
い
空
気
を
胸

一
杯
に
吸
い
、
ふ
と
輝
や
く
岩
壁
を
見
上
げ
た
あ
の
気
持
に
似
て
い
る
。
相
変
ら
ず
の
風
、
大
達
は
こ
の
風
に
す
つ
か

り
寒
が
り
小
さ
く
丸
く
な
つ
て
ね
て
い
る
。
今
夜
は
良
い
穴
を
掘
つ
て
や
る
ぞ
。

午
前
中
は
例
の

『定
期
便
』
（毎
日
強
く
吹
く
風
の
こ
と
を
こ
う
呼
ん
で
い
た
。）
が
強
く
、　
午
後
に
な
り
先
ず
大
ぞ
り
に
よ
り
周
囲

を

一

周
、
大
体
の
ル
ー
ト
を
偵
察
し
た
。
周
囲
お
よ
そ
六
キ
ロ
の
ボ
ツ
ン
ヌ
ー
テ
ン
は
、
ど
こ
も
絶
壁
で
と
り
か
こ
ま
れ
、
そ
う
簡
単
に
は
登

れ
そ
う
に
な
い
。
帰
幕
後
、
直
ち
に
偵
察
さ
れ
た
二
つ
の
ル
ー
ト
の
中
、
私
達
の
テ
ン
ト
か
ら
望
見
出
来
る
ル
ー
ト
を
先
ず
試
み
る
。
目

前
の
雪
漢
を
登
り
つ
め
稜
線
を
ゆ
く
。
キ
ャ
ン
プ
か
ら
の
望
見
で
は
、
頂
上
直
下
の
わ
ず
か
な
重
直
壁
は
い
さ
ゝ
か
心
配
の
種
で
あ
つ
た

が
、
こ
の
二
時
間
の
戦
い
の
後
そ
こ
に
着
い
た
時
は
遂
に
登
頂
を
断
念
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
な
の
だ
。
高
さ
は
せ

い
ぜ
い
数
メ
ー
ト
ル
だ
が
、
こ
の
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
を
登
る
に
は
時
刻
も
遅
く
そ
し
て
道
具
も
な
か
つ
た
。
高
度
は
テ
ン
ト
よ
り
三
百
メ

ー
ト
ル
余
。
高
距
に
し
て
は
低
い
が
そ
の
ま
ゝ
下
の
氷
ま
で
三
百
メ
ー
ト
ル
の
絶
壁
と
な
つ
て
い
る
の
で
仲
々
雄
大
だ
。
だ
が
実
に
残
念

な
こ
と
に
は
、
航
空
写
真
に
あ
つ
た
奥
の
氷
の
連
山
は
遂
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
。
「断
」
に
よ
り
直
ち
に
下
降
に
か
か
る
。
再
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び
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
す
る
。
氷
と
岩
を
得
た
中
野
リ
ー
ダ
ー
の
顔
は
、
喜
び
と
若
さ
に
輝
や
い
て
い
た
。

私
達
が
登
頂
に
成
功
し
た
の
は
翌
十
月
二
十
七
日
で
あ
つ
た
。
前
日
に
比
べ
そ
の
日
は
ガ
ス
で
視
界
は
非
常
に
悪
い
。
頂
上
附
近
は
絶

え
ず
雲
が
か
か
り
、
時
と
し
て
は
雪
崩
の
よ
う
な
の
が
テ
ム
ニ
ー
或
い
は
ゴ
ル
ジ
ュ
か
ら
落
ち
て
は
、
下
か
ら
の
上
昇
気
温
で
再
び
舞
い

上
る
。
上
は
相
当
な
風
ら
し
い
。
そ
の
日
は
も
う

一
つ
の
ル
ー
ト
、
裏
側
よ
り
相
当
急
傾
斜
の
ゴ
ル
ジ
ュ
を
せ
め
る
。
雪
崩
に
注
意
し
な

が
ら
も
午
後
四
時
五
分
、
遂
に
頂
上
に
至
る
。
残
念
に
も
周
囲
は
ガ
ス
に
充
ち
、
頂
上
か
ら
は
若
し
や
見
え
る
の
で
は
な
い
か
と
わ
ず
か

な
希
望
を
託
し
て
い
た
南
の
連
山
も
見
え
ず
、
時
折
は
雪
さ
え
混
じ
え
て
来
た
。
直
ち
に
記
念
撮
影
を
終
え
、
ケ
ル
ン
を
積
ん
で
中
に
銅

板
と
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
板
に
刻
ん
だ
記
録
並
び
に
鉛
筆
の
走
り
書
き
を
収
容
、
下
山
の
途
に
つ
く
。
そ
の
夜
は
目
的
の
一
つ
を
果
し
た
安
堵

で
、
皆
の
顔
は
満
足
に
充
ち
て
い
た
。

そ
れ
か
ら
四
日
間
を
残
る
仕
事
。
地
質
調
査
と
天
測
に
よ
る
位
置
決
定
に
費
し
た
。
天
候
は
悪
く
時
と
し
て
雪
も
交
え
天
測
の
良
い
機

会
も
容
易
に
は
掴
め
得
な
か
つ
た
。
そ
れ
で
も
食
糧

・
燃
料
の
あ
る
限
り
晴
間

一
日
を
掴
も
う
と
し
た
が
、
食
料

ｏ
燃
料
も
尽
き
よ
う
と

し
た
十

一
月

一
日
、
遂
に
五
日
間
滞
在
し
た
ボ
ツ
ン
ヌ
ー
テ
ン
に
別
れ
る
こ
と
に
し
た
。

犬
達
は
五
日
間
の
体
養
に
す
つ
か
り
元
気
を
回
復
し
甚
だ
威
勢
が
良
い
。

雪
混
り
の
風
の
申
を
出
発
。
『
さ
ら
ば
、　
ボ
ツ
ン
ヌ
ー
テ
ン

よ
Ｈ
』
又
い
つ
の
日
に
か
必
ら
ず
や
つ
て
く
る
ぞ
、
そ
し
て
そ
の
時
こ
そ
私
達
の
夢
で
あ
る
あ
の
彼
方
の
連
山
に
進
む
の
だ
。
サ
ス
ツ
ル

ギ
ー
の
方
向
は
、
こ
の
辺
で
は
ほ
ぼ
南
北
に
走
つ
て
い
る
。
先
導
犬
シ
ロ
の
方
向
感
覚
は
素
晴
ら
し
い
。
こ
の
サ
ス
ツ
ル
ギ
ー
を
適
確
に

或
る
角
度
に
切
つ
て
ゆ
く
。
大
達
も
帰
途
に
つ
い
た
こ
と
が
わ
か
つ
た
の
か
、
足
も
軽
い
。

ボ
ツ
ン
ヌ
ー
テ
ン
を
出
発
し
て
二
日
目
、
十

一
月
二
日
の
午
後
に
は
も
う
深
雪
地
帯
に
入
つ
た
。
往
路
よ
り
か
な
り
こ
の
深
雪
限
界
は

内
陸
へ
延
び
て
い
た
。
再
び
往
路
の
よ
う
な
ラ
ッ
セ
ル
が
始
ま
る
。
雪
は
躁
か
ら
膝
へ
、
膝
か
ら
股
へ
と
深
く
な
る
。
ボ
ツ
ン
ヌ
ー
テ
ン

出
発
以
来

一
時
晴
れ
た
天
気
は
再
び
曇
り
、
翌
三
日
に
は
す
つ
か
り
曇
天
と
な
つ
て
雪
面
の
凹
凸
さ
え
も
不
明
と
な
つ
た
。
そ
れ
で
私
達

は
目
標
を
し
つ
か
り
と
み
つ
め
る
た
め
に
、
こ
の
日
は
と
か
く
雪
眼
鏡
を
は
ず
し
が
ち
で
あ
つ
た
。
こ
の
日
昼
に
は
往
路
大
陸
に
入
つ
た
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南極第一次越冬の大ぞ り

第

一
の
キ
ャ
ン
プ
跡
を
通
過
、
そ
の
日
の
中
に
第
ニ
デ
ポ
に
到
着
の
明
る
い
見
通
し
の
申
に
、
再
び
深
い
雪
を
か
き
わ
け
か
き
わ
け
進
ん

だ
。
幸
い
に
し
て
往
路
目
標
に
し
て
い
た
対
岸
大
陸
の
露
岩
も
見
え
て
い
た
の
で
、
進
行
は
楽
で
あ
つ
た
。

天
候
は
相
変
ら
ず
曇
り
、
こ
う
い
う
日
は
最
も
歩
き
難
い
。
ル
ー
ト
は
や
や
ゆ
る
い
下
り
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
傾
斜
感
が
出
な
い
。

こ
う
し
た
日
が

一
番
ル
ー
ト
を
誤
り
易
い
こ
と
は
、
内
地
の
山
で
も
何
度
も
経
験
し
た
こ
と
で
あ
つ
た
。
案
の
状
、
ル
ー
ト
を
や
や
左
に

と
り
す
ぎ

「鬼
の
舞
踏
場
」
の
上
に
出
た
時
は
私
達
の
位
置
に
相
当
な
疑
い
を
も
つ
て
い
た
。
こ
の

「鬼
の
舞
踏
場
」
の
様
子
が
往
路
と

は
相
当
に
違
う
の
だ
。
私
達
は
集
つ
て
私
達
の
位
置
に
つ
い
て
討
論
し
た
。
し
か
し
、
ど
う
み
て
も
平
な
も
の
が
傾
斜
を
も
つ
て
見
え
、

そ
の
た
め
に
あ
る
べ
き
も
の
が
無
く
、
無
い
筈
の
も
の
が
あ
る
よ
う
に
見
え
た
。
し
か
し
幸
い
な
こ
と
に
私
達
は
丁
度
こ
の
あ
た
り
か
ら

写
し
た
写
真
を
も
つ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
ど
う
に
か
自
己
の
位
置
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
第
ニ
デ
ポ
に

着
い
た
の
は
そ
の
日
の
六
時
近
く
で
あ
つ
た
。
私
達
は
こ
の
見
慣
れ
た
土
地
に
戻
つ
て
来
て
、
置
い
て
あ
る
豊
富
な
食
糧
で
腹

一
杯
に
充

た
し
、
帰
つ
て
来
た
と
い
う

一
種
の
安
堵
感
か
ら
、
そ
の
夜
の
熟
睡
を
む
さ
ぼ
つ
た
の
だ
。

そ
し
て
、
そ
の
後
再
び
往
路
と
同
じ
よ
う
に
、
蛙
島
の
北
側
を
廻
り
、
円
丘
氷
山
群
を
越
え
、
十

一
月
十

一
日
、
出
発
以
来
二
十
七
日

目
に
昭
和
基
地
に
帰
つ
て
来
た
の
で
あ
る
。

（未
完
）
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ジ
ュ
ガ
ー

ノン
・
ヒ
マ
ー

ノン
か
ら
ラ
ン
タ
ン
・
ヒ
マ
ー

ノレ
ヘ

深

田

久

弥

ヒ
マ
ラ
ヤ
ヘ
の
エ
ク
ス
ペ
デ
イ
シ
ョ
ン
は
多
い
が
、
私
た
ち
の
パ
ー
テ
ィ
の
よ
う
な
の
は
珍
ら
し
か
ろ
う
。
ま
ず
そ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ

る
。
作
家
、
画
家
、
写
真
家
、
そ
れ
に
医
者
、　
と
い
う
風
変
り
な
組
合
せ
で
、　
私
た
ち
の
テ
ン
ト
の
肩
に
は

＞
”
↓
あ
↓
＞
ｏｏ
。
（＞
い

＝
＞
ぼ
〓
ｏ
ｏ
Ｆ
σ
）

と
い
う
文
字
が
縫
い
っ
け
ら
れ
た
。
私
た
ち
は
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
ク
ラ
イ
マ
ー
で
は
な
い
け
れ
ど
、
山
の
美
し
さ

を
感
得
す
る
こ
と
に
お
い
て
は
人
後
に
落
ち
な
い
と
い
う
自
負
が
、
こ
の
文
字
の
裏
に
隠
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

つ
ぎ
に
私
た
ち
の
年
令
で
あ
る
。
画
家
の
山
川
勇

一
郎
が
四
十
八
、
写
真
家
の
風
見
武
秀
が
四
十
二
、
医
者
の
古
原
和
美
が
三
十
六
、

そ
し
て
か
く
い
う
私
は
五
十
五
、
平
均
年
令
は
四
十
五
才
以
上
で
あ
る
。
四
十
五
才
は
社
会
で
は
働
き
盛
り
か
も
し
れ
な
い
が
、
登
山
界

で
は
老
年
に
近
い
。
こ
ん
な
年
長
者
の
パ
ー
テ
ィ
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
入
つ
た
例
も
、
私
は
あ
ま
り
知
ら
な
い
。

第
二
に
挙
げ
た
い
の
は
、
比
較
的
安
い
費
用
で
済
ま
し
た
こ
と
で
ぁ
る
。
私
た
ち
が
カ
ル
カ
ッ
タ
を
出
発
し
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
向
い
、
再

び
カ
ル
カ
ッ
タ
に
戻
つ
て
来
る
ま
で
の
三
ヵ
月
間
に
要
し
た
金
額
は
、　
一
人
当
り
三
十
万
円
に
満
た
な
か
つ
た
。
東
京
で
少
し
贅
沢
に
暮

す
人
よ
り
も
私
た
ち
は
っ
っ
ま
し
く
過
し
た
わ
け
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、　
一
九
五
八
年
二
月
二
日
、
英
印
汽
船
会
社
の
サ
ン
ゴ
ラ
丸
で
神
戸
を
出
帆
し
た
。
船
の
中
で
は
日
本
人
は
私
た
ち
四
人
だ
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け
で
あ
つ
た
が
、
船
客
や
船
員
か
ら
厚
意
の
眼
な
ざ
し
で
迎
え
ら
れ
た
。
私
た
ち
の
行
を
祝
福
す
る
た
め
の
音
楽
会
ま
で
催
さ
れ
た
。
暑

熱
の
カ
ル
カ
ッ
タ
に
到
着
し
た
の
は
二
月
二
十
四
日
で
あ
つ
た
。

約
ニ
ト
ン
半
弱
の
装
備
と
食
糧
が
船
倉
に
積
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
荷
揚
げ
と
、
面
倒
な
通
関
手
続
を
済
ま
す
た
め
に
、
私
た
ち
は
一
週

間
以
上
も
カ
ル
カ
ッ
タ
に
停
滞
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

カ
ル
カ
ッ
タ
か
ら
、
イ
ン
ド
と
ネ
パ
ー
ル
の
国
境
に
あ
る
ラ
ク
ソ
ー
ル
ま
で
は
、
約

一
昼
夜
半
の
暑
苦
し
い
汽
車
旅
行
で
あ
つ
た
。
ラ

ク
ソ
ー
ル
で
私
た
ち
は
、
予
約
し
て
あ
つ
た
シ
ェ
ル
パ
と
落
ち
あ
つ
た
。
彼
等
は
ダ
ー
ジ
リ
ン
か
ら
私
た
ち
よ
り

一
日
前
に
到
着
し
て
待

つ
て
い
て
く
れ
た
。
そ
れ
は
パ
サ
ン
ｏ
プ
ー
タ
ル
、
ラ
ク
パ

・
テ
ン
ジ
ン
、
ダ
フ
・
ト
ン
ジ
ュ
ッ
プ
の
二
人
で
、
こ
と
に
こ
の
最
後
の
シ

ェ
ル
パ
は
、　
一
九
二
三
年
以
来
殆
ん
ど
毎
年
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
シ
ヨ
ン
に
参
加
し
て
い
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ヴ
ェ
テ
ラ
ン
で
あ
つ
た
。

【
　
　
ラ
ク
ソ
ー
ル
で
、
貨
車
で
来
る
荷
物
を
待
つ
た
め
に
、
私
た
ち
は
ま
た
も

一
週
間
以
上
の
退
窟
な
滞
在
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
失
わ
れ

マ．　

た
日
数
を
取
り
返
す
た
め
に
、
私
た
ち
は
国
境
の
近
く
の
シ
ム
ラ
か
ら
カ
ト
マ
ン
ズ
ま
で
飛
行
機
を
利
用
し
た
。
わ
ず
か
二
十
分
間
の
航

・ヒ
　
空
時
間
で
あ
つ
た
が
、
私
た
ち
は
猛
獣
狩
で
有
名
な
テ
ラ
イ
大
森
林
地
帯
の
上
を
飛
ん
だ
。
暑
熱
の
イ
ン
ド
か
ら
来
て
、
海
抜
千
三
百
メ

匁
　
―
ト
ル
の
ネ
パ
ー
ル
の
首
府
の
空
気
は
爽
凍
で
あ
つ
た
。

ン”
　
　
カ
ト
マ
ン
ズ
で
は
先
ず
ネ
パ
ー
ル
政
府
に
出
頭
し
て
、
所
定
の
手
続
を
済
ま
せ
、
入
山
料
千
ル
ピ
ー
を
納
め
、
そ
れ
か
ら
ポ
ー
タ
ー
の

レヵ、
　
契
約
を
し
、
こ
れ
か
ら
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
必
要
な
物
資
を
買
込
む
な
ど
の
仕
事
に
追
わ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
私
達
の
荷
物
を
ポ
ー
タ
ー
一
人

マ．
　

の
分
担
量
で
あ
る
三
十
キ
ロ
ず
つ
に
分
け
る
こ
と
に
忙
し
い
一
日
を
費
し
た
。

ｏヒ
　
　
ポ
ー
タ
ー
は
総
勢
八
十
名
を
要
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。　
一
行
は
私
た
ち
四
人
、
シ
ェ
ル
パ
三
名
、
ポ
ー
タ
ー
八
十
名
、
そ
れ
に
リ
エ
ゾ

つ
　
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
の
ア
マ
チ
ア
君
を
加
え
て
、
約
九
十
名
の
多
数
と
な
つ
た
。
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ジユー　
　
四
月
十
七
日
、
い
よ
い
よ
門
出
の
朝
で
あ
る
。
午
前
九
時
半
、
種
別
に
よ
つ
て
赤
、
黄
、
青
、
緑
、
自
に
色
分
け
さ
れ
た
荷
を
担
い
だ
　
６３

ポ
ー
タ
ー
群
が
、
シ
ェ
ル
パ
に
指
揮
さ
れ
て
、
長
い
一
列
縦
隊
に
な
つ
て
カ
ト
マ
ン
ズ
を
出
発
し
た
。
そ
れ
か
ら
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
に
　
く



着
く
ま
で
の
十

一
日
間
、　
一
行
は
一
日
の
体
み
も
な
し
に
、
細
い
山
道
を
辿
つ
て
行
つ
た
。
平
ら
な
道
は
殆
ん
ど
な
い
、
登
る
か
降
る
か
　
＞

で
あ
る
。
し
か
も
日
中
の
暑
さ
は
格
別
で
、
乾
き
切
つ
た
赤
土
が
埃
を
あ
げ
た
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
道
の
傍
に
、
大
き
く
枝
を
ひ
ろ
げ
た
樹
　
碑

が
あ
つ
て
、
そ
の
涼
し
い
蔭
に
行
き
着
く
と
ポ
ー
タ
ー
も
私
た
ち
も
ホ
ッ
と
し
て
憩
ん
だ
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
前
提
で
あ
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
体
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
整
え
る
よ
い
機
会
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
お
蔭
で
私
た
ち
の
ナ
マ
の
体
に
も
筋
金
が
入
つ
て
き
た
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
か
ら
南
に
延
び
て
き
た
前
山
が
、
見
渡
す
限

り
重
な
り
続
い
て
い
て
、
そ
の
山
が
下
か
ら
テ
ッ
ペ
ン
ま
で
段
々
畑
に
な
つ
て
い
る
。
ま
る
で
人
間
の
根
気
の
見
本
の
よ
う
に
、
そ
れ
は

高
い
処
ま
で
耕
や
さ
れ
て
い
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
五
日
目
の
午
前
、
私
た
ち
が
あ
る
峠
に
立
つ
た
時
、
初
め
て
北
方
に
目
指
す
ジ
ュ
ガ
ー
ル
。
ヒ
マ
ー
ル
の
全
容

を
眺

め

た
。
そ
れ
は
氷
雪
に
輝
く
素
晴
ら
し
い
眺
め
で
あ
つ
た
。
私
た
ち
は
そ
れ
か
ら
、
ジ
ュ
ガ
ー
ル
・
ヒ
マ
ド
ル
か
ら
流
れ
て
き
て
い
る
バ
レ

ピ
ー
河
に
沿
う
て
進
ん
だ
。
道
は
左
岸
の
中
腹
高
く
巻
い
て
い
る
。
深
い
谷
を
隔
て
た
対
岸
の
高
い
山
脈
は
、
殆
ど
頂
上
ま
で
段
々
畑
が

延
び
上
つ
て
い
て
、
あ
ん
な
所
に
住
ん
で
不
便
で
な
い
か
と
思
う
く
ら
い
高
い
斜
面
に
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
人
家
が
群
つ
て
い
た
。

し
か
し
テ
ン
パ
タ
ン
と
言
う
最
後
の
部
落
ま
で
来
る
と
、
も
う
段
々
畑
も
お
し
ま
い
だ
つ
た
。
い
よ
い
よ
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
氷
河
に
近
づ
い

て
き
た
こ
と
は
、
河
の
水
が
乳
色
に
濁
つ
て
き
た
こ
と
に
よ
つ
て
も
察
し
ら
れ
た
。
テ
ン
パ
タ
ン
の
近
く
の
河
原
に
私
た
ち
は
テ
ン
ト
を

立
て
た
が
、
そ
の
夕
方
、
村
の
子
供
た
ち
が
大
勢
私
た
ち
を
見
物
に
来
た
。
子
供
達
は
私
た
ち
に
チ
ベ
ッ
ト
の
踊
を
見
せ
て
く
れ
た
。　
一

人
が
吹
く
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
単
調
の
メ
ロ
デ
ィ
に
合
わ
せ
て
、
皆
な
大
真
面
目
に
輪
に
な
つ
て
踊
る
の
は
、
ま
こ
と
に
可
愛
い
眺
め
で
あ
つ

た
。こ

の
最
終
の
部
落
か
ら
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
ま
で
、
私
た
ち
は
三
日
か
か
つ
た
。
そ
の
間
で
、
私
た
ち
は
素
晴
ら
し
い
花
盛
り
の
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
林
の
中
を
通
つ
た
。
花
の
色
は
真
紅
、
自
、
ピ
ン
ク
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
つ
て
、
行
け
ど
も
行
け
ど
も
花
の
ト
ン
ネ

ル
で
あ

つ

た
。
し
か
し
、
高
度
三
千
六
百
メ
ー
ト
ル
辺
り
で
そ
の
林
は
尽
き
、
そ
れ
か
ら
上
は
小
灌
木
と
岩
だ
け
の
高
山
地
帯
と
な
つ
た
。
こ
こ
で
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私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
の
は
、
あ
た
り

一
面
に
咲
い
て
い
る
う
す
紫
の
手
ま
り
桜
草
で
あ
つ
た
。

私
た
ち
の
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
の
位
置
は
四
千
百
メ
ー
ト
ル
、
す
ぐ
近
く
に
、
前
年
の
春
の
イ
ギ
リ
ス
遠
征
隊
の
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ

の
跡
が
あ
つ
て
、
未
だ
に
そ
の
時
の
食
糧
の
包
紙
な
ど
が
散
ら
ば
つ
て
い
た
。
私
の
心
を
打
つ
た
の
は
、
す
ぐ
そ
の
横
の
岩
に
は
め
込
ん

で
あ
る
鋼
板
の
文
字
で
あ
つ
た
。
隊
長
の
Ｃ

ｏ
Ｔ

ｏ
Ｗ

・
フ
ォ
ッ
ク
ス
大
佐
は
二
人
の
シ
ェ
ル
パ
と
共
に
氷
河
上
で
雪
崩
に
吹
き
飛
ば
さ

れ
、
ク
レ
ヴ
ァ
ス
に
落
ち
て
命
を
絶
つ
た
の
で
あ
つ
た
。

私
た
ち
が
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
に
着
い
て
三
日
目
の
四
月
二
十
日
が
、
そ
の
遭
難
の
日
だ
つ
た
。
私
た
ち
は
全
員
で
そ
の
メ
モ
リ
ア
ル

に
御
詣
り
し
た
。
摘
み
集
め
た
桜
草
を
大
皿
に
山
盛
り
に
し
て
供
え
、
私
た
ち
は
黙
蒔
を
捧
げ
た
。
シ
ェ
ル
パ
達
は
、
オ
ン
・
マ
ニ
・
パ

ド
メ
・
フ
ム
と
繰
返
し
口
吟
ん
だ
。
そ
の
朝
は
き
れ
い
に
晴
れ
て
、
私
た
ち
の
す
ぐ
前
に
は
、
氷
雪
を
鎧
つ
た
プ
ル
ビ

ｏ
チ
ャ
チ
ユ
の
神

神
し
い
山
容
が
、
眉
に
迫
る
よ
う
に
鴛
え
立
つ
て
い
た
。
黙
蒔
が
終
つ
て
か
ら
も
、
暫
く
は
誰
も
そ
の
場
を
離
れ
よ
う
と
し
な
か
つ
た
。

ラ
ク
パ

・
テ
ン
ジ
ン
は
皿
の
上
の
桜
草
で
鋼
板
の
縁
を
飾
り
、
残
り
を
そ
の
前
に
散
華
し
た
。

ジ
ュ
ガ
ー
ル
・
ヒ
マ
ー
ル
に
は
二
つ
の
氷
河
が
南
に
向
つ
て
流
れ
て
い
る
。
ド
ル
ジ
ェ
・
ラ
ク
パ
氷
河
と
プ
ル
ビ

・
チ
ャ
チ
ュ
ン
ブ
氷

河
で
あ
る
。
私
た
ち
の
最
初
の
予
定
は
前
者
を
登
る
つ
も
り
で
あ
つ
た
の
で
、
ま
ず
そ
の
偵
察
に
出
か
け
た
。
と
こ
ろ
が
後
者
を
偵
察
に

出
か
け
た
一
隊
が
、
そ
の
氷
河
の
方
が
邊
か
に
容
易
で
あ
る
と
い
う
報
告
を
も
た
ら
し
た
の
で
、
私
た
ち
は
ド
ル
ジ
ェ
・
ラ
ク
パ
氷
河
を

引
揚
げ
て
、
プ
ル
ビ

・
チ
ャ
チ
ュ
ン
ブ
氷
河
に
全
力
を
注
ぐ
こ
と
に
決
め
た
。

こ
の
二
つ
の
氷
河
を
仕
切
つ
て
い
る
瞼
し
い
氷
と
岩
か
ら
成
つ
た
山
稜
を
、
私
た
ち
は
中
央
山
稜
と
呼
ん
だ
。
ベ
ー
ス
。
キ
ャ
ン
プ
は

こ
の
中
央
山
稜
が
南
に
尽
き
よ
う
と
す
る
所
の
東
麓
に
あ
つ
た
。
私
た
ち
は
中
央
山
稜
の
東
側
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
第

一
キ
ャ
ン
プ
を
立

て
た
。
そ
こ
か
ら
す
ぐ
眼
下
に
、
プ
ル
ビ

。
チ
ャ
チ
ュ
ン
ブ
氷
河
の
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
を
見
下
す
こ
と
が
出
来
た
。

私
た
ち
は
第

一
キ
ャ
ン
プ
で
四
晩
過
し
た
。
思
う
よ
う
に
先
へ
進
め
な
い
の
は
、
悪
天
候
の
た
め
で
あ
つ
た
。
晴
れ
る
の
は
午
前
し
ば

ら
く
の
間
で
、
す
ぐ
曇
つ
て
し
ま
い
、
そ
れ
か
ら
き
ま
つ
て
雪
に
な
つ
た
。
細
か
な
霰
状
の
乾
燥
し
た
雪
で
、
テ
ン
ト
で
寝
て
い
る
と
、

) =fi"- )V . E ? - )Vfi'b ) >, > . E ?-,rlzr.
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こ
の
雪
が
サ
ラ
サ
ラ
と
音
を
立
て
て
布
の
上
を
流
れ
落
ち
る
の
が
聞
え
た
。

五
月
八
日
、
漸
く
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
ま
で
前
進
し
た
。
第

一
キ
ャ
ン
プ
か
ら

一
旦
プ
ル
ビ

ｏ
チ
ャ
チ
ュ
ン
ブ
氷
河
の
下
ま
で
降
り
、
そ
れ

か
ら
氷
河
に
取
り
付
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
氷
河
の
急
傾
斜
は
乱
雑
に
裂
け
、
千
切
れ
、
倒
れ
て
、
見
る
も
無
惨
な
ア
イ
ス
。
フ
ォ
ー
ル

を
な
し
て
い
た
。
ク
レ
ヴ
ァ
ス
が
無
数
に
口
を
開
け
、
中
を
覗
く
と
、
蒼
氷
の
腹
を
見
せ
て
底
知
れ
な
い
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
経
験
の
深
い
ダ

フ
・
ト
ン
ジ
ュ
ッ
プ
が
先
き
に
立
つ
て
、
こ
の
複
雑
で
危
険
な
地
形
に
道
を
拓
い
て
く
れ
た
。

一
個
所
ど
う
し
て
も
越
え
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
ク
レ
ヴ
ァ
ス
に
出
会
つ
た
時
に
は
、
撮
影
用
の
金
属
製
の
キ
ャ
タ
ツ
が
橋
の
役
を
務
め
た
。

私
た
ち
は
や
つ
と
氷
河
の
上
に
出
て
、
そ
こ
に
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
を
建
て
た
。
そ
の
日
は
曇
天
と
そ
れ
に
続
く
降
雪
と
で
、
視
界
が
利
か

な
か
つ
た
が
、
翌
朝
は
見
事
に
晴
れ
て
、
プ
ル
ビ

ｏ
チ
ャ
チ
ュ
ン
ブ
氷
河
を
見
通
し
出
来
た
。
雪
に
覆
わ
れ
た
氷
河
は
、
雪
原
状
に
緩
い

傾
斜
で
上
に
延
び
て
い
る
。
こ
れ
な
ら
危
険
も
困
難
も
な
い
登
行
が
出
来
そ
う
に
思
わ
れ
た
。
ベ
ー
ス
ｏ
キ
ャ
ン
プ
ま
で
荷
を
運
ん
だ
ポ

ー
タ
ー
た
ち
は
解
雇
し
た
が
、
そ
の
中
か
ら
五
人
だ
け
選
ん
で
、
シ
ェ
ル
パ
を
補
佐
さ
せ
た
。
彼
等
は
パ
サ
ン
・
プ
ー
タ
ル
に
指
揮
さ
れ

て
、
連
日
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
か
ら
前
進
キ
ャ
ン
プ
に
物
資
を
運
ん
だ
。

第
ニ
キ
ャ
ン
プ
に
移
動
し
た
の
は
五
月
十
日
で
あ
つ
た
。
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
か
ら
、
幅
の
広
い
緩
い
登
り
の
氷
河
上
を
行
つ
た
が
、
日
光

の
直
射
と
雪
の
反
射
と
で
、
す
こ
ぶ
る
暑
か
つ
た
。
シ
ャ
ツ
一
枚
に
な
り
、
そ
の
袖
を
ま
く
り
あ
げ
た
が
、
そ
れ
で
も
暑
い
。
風
は
全
く

無
か
つ
た
。
氷
河
の
両
側
が
高
い
山
脈
で
仕
切
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

左
手
の
中
央
山
稜
で
は
頻
り
に
雪
崩
が
起
つ
て
、
私
た
ち
に
結
構
な
見
物
を
さ
せ
て
く
れ
た
。
前
日
の
午
後
か
ら
降
り
積

つ
た
新

雪

が
、
午
前
の
太
陽
の
直
射
を
受
け
て
、
ひ
と
た
ま
り
も
な
く
急
峻
な
岩
肌
の
上
を
滑
り
落
ち
る
の
で
あ
る
。
棒
の
よ
う
に
豪
壮
に
落
ち
る

の
も
あ
れ
ば
、
幾
筋
に
も
分
れ
て
落
ち
る
も
の
も
あ
つ
た
。

右
手
の
高
い
仕
切
り
は
、
プ
ル
ビ

・
チ
ャ
チ
ュ
を
最
高
峯
と
す
る
山
稜
で
、
そ
の
向
う
側
は
チ
ベ
ッ
ト
で
あ
る
。
稜
線
に
は
雪
煙
が
立

つ
て
い
た
か
ら
、
あ
の
辺
は
始
終
烈
し
い
風
が
吹
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
側
か
ら
も

一
度
大
き
い
雪
崩
が
出
た
。
氷
河
の
幅
が
広

ジュガール 0ヒ マールか らランタン・ ヒマールヘ
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い
の
で
、
そ
の
中
央
を
行
く
私
た
ち
に
は
危
険
は
な
か
つ
た
。
雪
崩
の
飛
沫
が
微
か
な
粒
に
な
つ
て
顔
に
触
れ
て
く
る
だ
け
だ
つ
た
。

第
ニ
キ
ャ
ン
プ
で
も
私
た
ち
は
悪
天
候
に
悩
ま
さ
れ
た
。
朝
の
う
ち
二
、
三
時
間
晴
れ
る
だ
け
で
、
す
ぐ
曇
つ
て
雪
に
な
る
。
シ
ェ
ル

パ
た
ち
も
、
こ
ん
な
に
雪
の
降
り
つ
づ
く
年
は
珍
し
い
、
と
言
つ
た
ほ
ど
毎
日
降
つ
た
。

私
た
ち
の
キ
ャ
ン
プ
か
ら
氷
河
の
上
流
を
仰
ぐ
と
、
真
正
面
に
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
山
が
立
つ
て
い
た
。　
一
九
五
五
年
、
最
初
に
こ
の
ジ

ュ
ガ
ー
ル
・
ヒ
マ
ー
ル
に
入
つ
た
イ
ギ
リ
ス
の
婦
人
隊
は
、
こ
れ
を
レ
デ
ィ
ス
・
ピ
ー
ク
と
名
づ
け
た
。
氷
河
は
そ
の
裾
を
通
つ
て
左
の

方
へ
曲
つ
て
い
る
。
そ
の
氷
河
の
ど
ん
づ
ま
り
に
ジ
ュ
ガ
ー
ル
・
ヒ
マ
ー
ル
最
高
の
ビ
ッ
グ

・
ホ
フ
イ
ト

・
ピ
ー
ク
（七
〇
八
三
メ
ー
ト
ル
）

と
ガ
ル
ツ
ェ
ン
・
ピ
ー
ク

（約
六
七
一
〇
メ
ー
ト
ル
）

と
が
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
二
峯
と
も
イ
ギ
リ
ス
婦
人
隊
の
命
名
だ
が
、
勇
敢
な
彼

女
等
が
輝
や
か
し
い
登
頂
に
成
功
し
た
の
は
ガ
ル
ツ
ェ
ン
ｅ
ピ
ー
ク
で
、
ビ
ッ
グ

ｏ
ホ
フ
イ
ト

ｏ
ピ
ー
ク
は
ま
だ
未
登
頂
の
ま
ま
残
つ
て

い
た
。

私
た
ち
の
目
標
は
こ
の
最
高
峯
だ
つ
た
。
最
初
私
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
行
を
計
画
し
た
時
に
は
、
そ
ん
な
野
心
は
な
か
つ
た
。
私
は
自
分
の
年

令
と
能
力
を
考
え
、
多
年
憧
れ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
遍
歴
し
て
、
そ
の
眺
め
を
賞
讃
し
て
く
る
だ
け
で
充
分
と
思
つ
て
い
た
。
だ
か
ら
私
は
出

発
前
に
一
度
も
こ
の
主
峯
の
初
登
頂
を
宣
言
し
た
こ
と
は
な
か
つ
た
。
も
し
登
れ
た
ら
登
つ
て
み
よ
う
く
ら
い
の
決
心
で
あ
つ
た
。
し
か

し
考
え
て
み
る
と
、　
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
七
千
メ
ー
ト
ル
以
上
の
山
は
、
『
登
れ
た
ら
登
つ
て
み
よ
う
』

と
い
う
よ
う
な
中
途
半
端
な
覚
悟
で
は

駄
目
で
あ
つ
た
。
も
し
私
た
ち
が
是
が
非
で
も
登
頂
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
堅
い
決
心
を
持
つ
て
い
た
な
ら
、
も
つ
と
別
な
作
戦
が

あ
つ
た
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
連
日
の
悪
天
候
を
や
り
過
す
た
め
に
、　
一
た
ん
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
に
引
返
し
、
そ
こ
で
数
日
静
養
し
な

が
ら
天
候
の
回
復
を
待
つ
て
、
再
攻
撃
を
試
る
べ
き
で
あ
つ
た
だ
ろ
う
。　
し
か
し
私
た
ち
に
は
次
の
予
定
が
あ
つ
た
。

そ
れ
は
ラ
ン
タ

ン
・
ヒ
マ
ー
ル
ヘ
廻
る
こ
と
で
あ
つ
た
。
ジ
ュ
ガ
ー
ル
・
ヒ
マ
ー
ル
ば
か
り
に
日
を
費
し
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
つ
た
。

私
た
ち
は
悪
天
候
の
も
と
の
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
で
、
六
日
間
を
過
し
た
。
そ
の
間
に
午
前
中
の
短
時
間
の
晴
間
を
提
え
、
風
見
武
秀
は
シ

ェ
ル
パ
の
ラ
ク
パ
を
連
れ
て
国
境
山
稜
の
上
ま
で
登
つ
た
。
あ
と
の
者
は
山
稜
に
達
す
る
ま
で
に
雲
に
包
ま
れ
、
途
中
で
引
返
さ
ざ
る
を
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得
な
く
な
つ
た
。
そ
れ
が
今
度
の
私
た
ち
の
隊
の
達
し
た
最
高
点
で
あ
つ
た
。
私
た
ち
は
ビ
ソ
グ

・
ホ
フ
イ
ト

・
ピ
ー
ク
は
あ
き

ら

め

た
。
登
頂
す
る
に
は
、
ベ
ー
ス
ｏ
キ
ャ
ン
プ
か
ら
さ
ら
に
一
週
間
分
の
食
糧
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
補
給
力
に
も
、
こ
れ
か

ら
の
攻
撃
人
員
に
も
、
私
た
ち
は
力
不
足
で
あ
つ
た
。
そ
の
上
い
つ
天
気
が
好
転
す
る
か
も
分
ら
な
か
つ
た
。
此
処
ま
で
来
て
断
念
す
る

の
は
残
念
で
あ
つ
た
が
、
し
か
し
ジ
ュ
ガ
ー
ル
・
ヒ
マ
ー
ル
に
は
も
う
充
分
に
堪
能
し
た
。
私
た
ち
は
大
し
た
悲
壮
感
も
な
く
後
退
に
決

し
た
。

五
月
十
七
日
、
二
週
間
ぶ
り
で
氷
河
の
上
か
ら
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
に
戻
つ
た
。
そ
こ
は
も
う
春
景
色
に
な
つ
て
、
す
つ
か
り
雪
も
消

え
、
あ
た
り

一
面
高
山
植
物
の
花
が
咲
き
満
ち
て
い
た
。
私
た
ち
は
の
び
た
ヒ
ゲ
を
そ
り
、
通
信
を
書
き
、
荷
物
を
整
理
し
、
下
の
部
落

か
ら
ポ
ー
タ
ー
の
上
つ
て
来
る
の
を
待
つ
た
。
そ
し
て
私
た
ち
の
旅
程
の
後
半
で
あ
る
ラ
ン
タ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
ヘ
と
踏
み
出
し
た
の
は
、

一
週
間
後
の
こ
と
で
あ
つ
た
。

五
月
二
十
三
日
、
私
た
ち
は
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
を
引
き
払
つ
た
。　
一
ヵ
月
仰
ぎ
慣
れ
た
ジ
ュ
ガ
ー
ル
・
ヒ
マ
ー
ル
に
も
恐
ら
く
こ
れ

で
一
生
の
お
別
れ
か
と
思
う
と
、
名
残
り
惜
し
く
、
振
り
返
り
振
り
返
り
山
を
下
つ
た
。
私
た
ち
は
一
た
ん
バ
レ
ピ
ー
河
の
谷
に
降
り
、

そ
れ
か
ら
対
岸
の
山
稜
へ
登
り
は
じ
め
た
。
こ
の
登
り
は
約
二
千
メ
ー
ト
ル
で
、
始
め
か
ら
急
坂
の
連
続
だ
つ
た
。
私
た
ち
は
登
り
に
二

日
か
か
つ
て
、
山
稜
の
向
う
側
の
直
下
に
あ
る
パ
ン
チ

・
ポ
カ
リ
に
着
い
た
。
パ
ン
チ

・
ポ
カ
リ
は

「
五
つ
の
湖
」
の
意
で
、
そ
の
名
の

通
り
、
清
澄
な
水
を
湛
え
た
池
が
五
つ
散
ら
ば
つ
て
い
た
。
私
た
ち
は
一
番
大
き
な
池
の
ほ
と
り
に
テ
ン
ト
を
張
つ
た
が
、
こ
こ
の
美
し

い
風
景
は
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

私
た
ち
は
こ
の
山
稜
伝
い
に
ラ
ン

‘
タ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
ヘ
入
る
予
定
で
あ
つ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
で
ポ
ー
タ
ー
の
反
対
に
会
つ
た
。
彼
等

は
靴
も
雪
眼
鏡
も
持
つ
て
い
な
い
。
そ
ん
な
装
備
で
、
ま
だ
雪
の
多
い
瞼
し
い
山
稜
ル
ー
ト
を
辿
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う

の
で
あ

る
。
私
た
ち
は
長
い
間
討
議
を
し
た
結
果
、
こ
の
ル
ー
ト
は
あ
き
ら
め
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
代
り
と
し
て
、
私
た
ち
は
ガ
ン
ジ
ャ
・
ラ

ジュガール 。ヒマールか らランタン・ ヒマールヘ

( 69 )



を
越
え
て
ラ
ン
タ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
の
谷
に
入
る
こ
と
に
決
め
た
。
こ
の
峠
へ
行
く
ま
で
に
ヘ
ル
ム
地
区
を
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
の
ア
マ
チ
ア
君
の
説
に
よ
れ
ば
、
こ
の
地
方
は
ネ
パ
ー
ル
国
中
で
一
番
風
光
明
眉
で
一
番
美
人
の
豊
富
な
所
だ

と
い
う
こ
と
だ
つ
た
。
双
方
と
も
遍
歴
者
に
取
つ
て
は
大
き
な
魅
力
で
あ
つ
た
。

パ
ン
チ

ｏ
ポ
カ
リ
を
発
つ
て
深
い
谷
に
下
り
、
そ
れ
か
ら
ま
た
嫌
に
な
る
程
登
り
が
続
い
て
、
四
日
目
の
午
後
ヘ
ル
ム
の
中
心
地
タ
ル

ケ

ｏ
ギ
ャ
ン
に
着
い
た
。
百
戸
程
の
家
が
密
集
し
、
ど
の
家
に
も
自
い
ノ
ボ
リ
の
竿
が
立
つ
て
い
た
。
そ
の
ノ
ボ
リ
に
は
細
か
い
文
字
で

お
経
の
文
句
が
刷
つ
て
あ
つ
た
。

私
た
ち
は
村
の
少
し
手
前
の
き
れ
い
な
芝
生
に
テ
ン
ト
を
張
つ
た
が
、
忽
ち
大
勢
の
村
人
に
襲
わ
れ
た
。
芝
地
は
ま
る
で
お
祭
の
よ
う

な
賑
い
を
呈
し
、
お
蔭
で
私
た
ち
は
心
秘
か
に
期
待
し
て
い
た
美
人
ら
し
き
も
の
を
、
若
干
発
見
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
無
邪
気
な
少
女
た
ち
で
あ
つ
て
、
段
々
年
を
取
る
に
従
つ
て
い
け
な
く
な
る
。
こ
と
に
そ
の
大
半
は
大
き
な
コ
ブ
を

つ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
地
で
よ
く
見
受
け
る
風
土
病
で
あ
る
が
、
容
姿
を
宝
と
す
る
女
た
ち
に
と
つ
て
、
何
と
い
う
惨
酷
な

神
様
の
い
た
ず
ら
で
あ
ろ
う
。

私
た
ち
の
予
定
の
ガ
ン
ジ
ャ
・
ラ
に
行
く
に
は
、
こ
の
村
か
ら
背
後
の
山
に
登
り
、
山
稜
に
沿
つ
て
道
が
つ
い
て
い
た
。
タ
ル
ケ

ｏ
ギ

ャ
ン
で
隊
を
二
つ
に
分
け
て
、
私
た
ち
は
シ
ェ
ル
パ
三
名
と
強
力
な
ポ
ー
タ
ー
十
五
名
だ
け
を
連
れ
て
峠

（
ラ
）
に
向
い
、
残
り
の
ポ
ー

タ
ー
に
不
急
不
用
の
荷
を
持
た
せ
て
、
ア
マ
チ
ア
君
指
揮
の
下
に
、
直
接
カ
ト
マ
ン
ズ
に
帰
し
た
。

私
た
ち
は
タ
ル
ケ
・
ギ
ャ
ン
を
出
て
か
ら
ガ
ン
ジ
ャ
ｏ
ラ
ま
で
四
日
か
か
つ
た
。
こ
の
山
旅
は
ま
こ
と
に
快
適
で
あ
つ
た
。
第

一
今
ま

で
の
ポ
ー
タ
ー
は
多
す
ぎ
た
。
全
部
で
二
十
二
名
の
小
部
隊
の
な
ん
と
身
軽
で
、
な
ん
と
ト
ラ
ブ
ル
の
少
な
か
つ
た
こ
と
か
。
こ
れ
こ
そ

兼
ね
て
か
ら
私
が
胸
に
描
い
て
い
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
遍
歴
の
理
想
型
で
あ
つ
た
。
約
四
千
メ
ー
ト
ル
の
高
度
の
山
稜
に
沿
つ
て
一
行
は
進
ん
で

行
つ
た
。
あ
る
時
は
色
と
り
ど
り
の
花
の
敷
き
つ
め
た
美
し
い
メ
ド
ー
に
出
た
。
そ
こ
に
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
風
景
に
ふ
さ
わ
し
い
放
牧
の
番
人

用
の
カ
ル
カ

（石
小
屋
）
が
あ
つ
た
。
ま
だ
放
牧
に
は
時
期
が
早
く
無
人
だ
つ
た
。
あ
る
時
は
、
よ
く
晴
れ
た
夕
方
テ
ン
ト
の
前
か
ら
遠
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く
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
連
峯
を
眺
め
た
。
連
峯
は
果
て
な
く
続
き
、
そ
の
後
ろ
に
さ
ら
に
高
い
山
が
幾
重
に
も
重
な
つ
て
い
た
。
あ
る
時
は
、
ト

テ
ツ
も
な
く
広
い
高
原
状
の
斜
面
に
出
た
。
日
本
で
は
見
た
こ
と
の
な
い
大
き
な
地
面
の
傾
き
で
あ
つ
た
。
先
へ
行
く
人
が
豆
粒
の
よ
う

に
小
さ
か
つ
た
。
そ
し
て
遂
に
峠
の
手
前
ま
で
達
し
て
テ
ン
ト
を
張
つ
た
。
そ
の
日
は
午
後
か
ら
雪
が
降
り
出
し
た
。
新
雪
を
得
て
、
風

景
は
一
層
美
し
く
な
つ
た
。

ガ
ン
ジ
ャ
・
ラ
を
越
え
る
日
は
、
見
事
な
晴
天
で
あ
つ
た
。
午
後

一
時
私
は
一
行
よ
り
遅
れ
て
、
峠
の
上
に
立
つ
た
。
ラ
ン
タ
ン
・
ヒ

マ
ー
ル
の
総
べ
て
の
氷
雪
の
峯
々
が
私
の
前
に
展
け
た
。
そ
れ
は
ま
る
で
不
意
打
ち
の
よ
う
に
私
を
驚
か
せ
た
。
あ
ま
り
の
壮
観
に
し
ば

ら
く
は
我
を
忘
れ
て
唯
見
と
れ
て
い
た
。
ラ
ン
タ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
に
こ
ん
な
に
多
く
の
立
派
な
山
が
群
つ
て
い
よ
う
と
は
予
期
し
な
か
つ

た
。
数
え
尽
く
せ
ぬ
程
の
峯
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
主
張
し
て
連
り
、
重
な
り
、
視
界
の
涯
ま
で
延
び
て
い
た
。

は
　
　
ガ
ン
ジ
ャ
・
ラ
は
イ
ン
ド
測
量
局
の
一
イ
ン
チ
対
四
マ
イ
ル
の
地
図
で
は
一
八
、
四
五
〇
フ
ィ
ー
ト

（五
六
二
四
メ
ー
ト
ル
）

と
な
つ

マ．
　

て
い
る
。
ラ
ン
タ
ン
の
方
か
ら
こ
こ
を
越
え
た
Ｔ

・
ハ
ー
ゲ
ン
の
記
録
に
も
五
六
二
四
メ
ー
ト
ル
と
な
つ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
私
た
ち
の

。ヒ
　
持
つ
て
行
つ
た
日
本
製
の
高
度
計
の
針
は
、
五
〇
五
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
を
指
さ
な
か
つ
た
。
ど
ち
ら
の
高
度
が
真
実
で
あ
ろ
う
か
。
私
は

″
　
日
本
の
機
械
の
方
を
信
用
し
た
い
。

″
　
　
そ
の
翌
日
私
た
ち
は
ラ
ン
タ
ン
の
谷
に
降
り
た
。
ハ
ー
ゲ
ン
は
こ
の
谷
を
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
最
も
美
し
い
谷
の
一
つ
に
推
奨
し

て
い
る

の

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

，

レヵ、‐
　
も
、
私
に
は
う
な
ず
け
た
。
谷
の
両
側
に
鋭
い
雪
峯
が
並
び
立
ち
、
そ
の
底
に
は
広
い
河
原
を
持
つ
た
河
が
勢
よ
く
流
れ
て
い
た
。
河
原

マ．
　

の
両
側
は
メ
ド
ー
に
な
つ
て
、
高
山
植
物
が
咲
き
、
牛
や
ヤ
ク
が
群
れ
て
い
た
。

ｏヒ
　
　
私
は
こ
の
美
し
い
谷
を
も
つ
と
見
た
く
て
、　
一
人
の
ポ
ー
タ
ー
を
連
れ
て
川
上
へ
登
つ
て
見
た
。
途
中
に
ゴ
ン
パ
が
あ
つ
て
、
数
人
の

リ
　
ラ
マ
僧
が
お
経
を
誦
し
て
い
た
。
そ
の
近
く
に
き
れ
い
な
牧
場
が
あ
り
、
そ
こ
に
一
人
の
ス
イ
ス
人
が
住
み
つ
い
て
、
バ
タ
ー
と
チ
ー
ズ
　

＞

ユガ
　
を
造
つ
て
い
た
。
文
明
社
会
か
ら
遠
く
切
り
離
さ
れ
た
こ
の
辺
地
に
、
た
だ

一
人
踏
み
留
つ
て
い
る
そ
の
勇
敢
さ
に
私
は
打
た
れ
た
。
彼
　
７１

ジ
　
は
暖
く
私
を
迎
え
て
く
れ
、
ヤ
ク
の
乳
や
チ
ベ
ッ
ト
茶
を
ご
馳
走
し
て
く
れ
た
。
戸
外
の
粗
末
な
椅
子
に
腰
を
下
し
て
、
二
人
の
異
国
人
　
＜



は
二
時
間
近
く
旧
知
の
よ
う
に
話
し
合
つ
た
。
二
つ
の
小
屋
が
あ
り
、　
一
つ
は
簡
単
な
工
場
、　
一
つ
は
製
品
倉
庫
に
な
つ
て
い
た
。
そ
の

近
く
に
小
さ
な
自
い
テ
ン
ト
を
張
つ
て
、
そ
こ
に
彼
は
暮
し
て
い
た
。
別
れ
際
に
彼
は
彼
の
故
郷
の
住
所
と
姓
名
を
書
い
て
く
れ
た
。
そ

れ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
」ｏ
∽①
喘
∪
暉
げ
”ｏＦ
〕
パ
μ
∽①
【①
”
■
０二
置
①
Ｐ

Ｚ
８
８
″
〓
ｏミ
Ｆ
口
Ｎ
ｏ・
∽
■
詳
Ｎ①ュ
”
己
・

私
は
そ
こ
か
ら
八
キ
ロ
ほ
ど
川
上
の
ラ
ン
シ
サ
ま
で
行
つ
て
み
た
。
無
人
の
カ
ル
カ
が
五
つ
六
つ
散
在
し
て
い
る
だ
け
で
あ
つ
た
が
、

モ
レ
ー
ン
に
覆
わ
れ
た
氷
河
の
舌
端
を
見
た
だ
け
で
も
、
私
に
は
大
変
満
足
で
あ
つ
た
。

翌
日
ラ
ン
タ
ン
の
谷
を
降
つ
た
。
ラ
ン
タ
ン
の
村
か
ら
次
の
村
ま
で
二
十
五
キ
ロ
く
ら
い
の
間
、
花
の
咲
き
満
ち
た
灌
木

の
間

を
行

き
、
明
る
い
林
を
通
り
抜
け
、
属
々
現
わ
れ
る
チ
ョ
ル
テ
ン
の
傍
を
過
ぎ
、
振
り
仰
ぐ
と
両
側
の
高
い
岩
壁
に
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
滝
が

懸
り
、
そ
の
岩
壁
の
上
に
は
、
純
自
の
雪
の
峰
が
光
つ
て
い
た
。

ラ
ン
タ
ン
の
谷
か
ら
長
い
坂
を
下
つ
て
、
本
流
ト
リ
ス
リ
河
の
川
べ
り
に
出
た
。
坂
の
上
か
ら
、
西
北
に
あ
た
つ
て
雲
の
間
に
自
い
峯

頭
が
三
つ
ば
か
り
見
え
た
の
は
、
ガ
ネ
シ
ュ
・
ヒ
マ
ー
ル
の
一
部
で
あ
ろ
う
。
私
た
ち
の
帰
路
は
、
こ
の
ト
リ
ス
リ
河
に
沿
つ
て
山
腹
に

続
い
て
い
た
。
こ
れ
は
ネ
パ
ー
ル
と
チ
ベ
ッ
ト
を
繋
ぐ
重
要
な
街
道
で
あ
る
が
、
上
り
下
り
の
多
い
小
径
で
あ
る
こ
と
は
、
今
ま
で
の
径

と
あ
ま
り
変
り
は
な
か
つ
た
。

山
腹
の
道
を
三
日
歩
い
て
四
日
目
に
再
び
ト
リ
ス
リ
河
の
ほ
と
り
に
下
り
た
。
ト
リ
ス
リ

●
バ
ザ
ー
ル
の
谷
の
暑
か
つ
た
こ
と
，
・

パ

ナ
ナ
が
実
り
、
サ
ボ
テ
ン
の
黄
色
い
花
が
満
開
で
あ
つ
た
。
そ
こ
か
ら
カ
ト
マ
ン
ズ
ヘ
帰
る
に
は
、
も
う

一
つ
山
を
越
さ
ね
ば
な
ら
な
か

つ
た
。
私
た
ち
は
暑
熱
に
喘
ぎ
な
が
ら
そ
れ
を
越
え
、
六
月
十

一
日
、
ニ
カ
月
振
り
で
カ
ト
マ
ン
ズ
に
帰
り
着
い
た
。
顔
は
黒
く
焼
け
、

一
度
も
入
浴
せ
ず
体
の
む
ず
痒
く
な
つ
た
私
た
ち
に
と
つ
て
、
カ
ト
マ
ン
ズ
は
文
明
の
都
会
で
あ
つ
た
。

本
探
査
に
つ
い
て
は
深
田
久
弥

・
風
見
武
秀
共
著

「氷
河

へ
の
旅
―
ジ
ュ
ガ
ー
ル
・
ヒ
マ
ー
ル
探
査
行
』
（
一
九
五
九
年
二
月
、

朋
文
堂
）
が
既
に
刊

行
さ
れ
て
い
る
し
、
別
に
単
行
本
刊
行
の
計
画
も
あ
る
。

（編
者
）
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八
千
メ
ー
ト
ル
峰
登
山
の
タ
ク
テ
ィ
ッ
ク
ス

（
こ

―

マ

ナ

ス

″

に

お

け

る

一
例

ま

え

が

き

久
　
　
一
九
五
四
年
に
派
遣
さ
れ
た
第
二
次
マ
ナ
ス
ル
登
山
隊
は
、
山
麓
サ
マ

″
　
部
落
民
の
全
く
予
期
せ
ざ
る
登
山
阻
止
に
遭
つ
て
敗
退
の
余
儀
な
き
に
至

″
　
り
、
我
々
は
エク
ス
ペ
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
伝
統
の
あ
る
英
国
の
エヴ
ェ
レ
ス

の
　
　
隊
に
較
べ
て
、
二
十
年
の
歴
史
の
差
の
あ
る
こ
と
に
想
到
し
た
の
だ
つ

山
　
た
。

登峰‥
　
　
そ
し
て
そ
の
時
、
山
に
入
り
得
て
い
た
ら
、

マ
ナ
ス
ル
は
何
と
か
登
れ

トノ
　

た
ろ
う
と
の
自
惚
れ
も
も

つ
て
い
た
の
だ
つ
た
。
併
し
作
ら
そ
の
後
冷
静

メ．
　
に
反
省
し
、
八
〇
〇
〇
ｍ
峰
登
山
の
困
難
性
を
研
究
す
る
に
お
よ
び
、
私

時
　
共
の
計
画
が
科
学
的
裏
付
け
に
乏
し
い
こ
と
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
第

二
次
の
登
山
に
当
つ
て
は
、
こ
う
し
た
根
本
問
題
が
検
討
さ
れ
、
着
々
実

松
　
　
田
　
　
雄
　
　
一

行
に
移
さ
れ
て
い
つ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
諸

問
題
を
表
記
の
テ
ー
マ
で
静
観
し
て
み
た
い
。

第
二
次
マ
ナ
ス
ル
登
山
隊
の
隊
長
を
承
諾
さ
れ
た
棋
隊
長
の
方
針
は
、

い
か
な
る
こ
と
が
あ
つ
て
も
今
度
こ
そ

は
登
頂
を
期
す
る
信
念
で
あ
つ

た
。
勿
論
ど
の
登
山
隊
の
場
合
で
も
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、

今
回
の
場
合
は
、
経
費
の
点
か
ら
も
、
対
外
的
問
題
か
ら
も
、
こ
の
エ
ク

ス
ペ
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
日
本
人
と
し
て
の
マ
ナ
ス
ル
登
山
の
最
後
の
チ
ャ
ン

ス
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

一
九
五
二
年
以
来
、
あ
ら

ゆ
る
方
面
の
支
持
を
得
て
遂
行
さ
れ
て
き
た
日
本
山
岳
会
の
マ
ナ
ス
ル
登

山
も
既
に
五
年
を
経
過
し
、
そ
の
間
に
要
し
た
経
費
は
一
億
円
に
達
し
て

い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
こ
れ
が
限
界
で
あ
る
と
も
思
わ
れ
た
し
、
八
〇

〇
〇
ｍ
峰
が
残
り
少
く
な
つ
た
今
日
と
し
て
は
、
安
閑
と
し
て
か
ま
え
て

い
る
わ
け
に
も
い
か
な
く
な
つ
た
。
事
実
今
度
も
マ
ナ
ス
ル
に
対
し
て
ス
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イ
ス
を
始
め
各
国
か
ら
申
込
み
が
ネ
バ
ー
ル
政
府
に
出
さ
れ
て
お
り
、
幸

い
に
同
政
府
の
絶
大
な
好
意
に
よ
つ
て
一
九
五
五
年
秋
ｔ

一
九
五
六
年
の

一
カ
年
に
亘
る
登
山
許
可
は
手
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
け
れ
ど
も
、
五
七

年
度
に
は
遠
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
客
観
状
勢
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
登
頂
失
敗
の
場
合
の
あ
ら
ゆ
る
要
素
が
検
討
さ
れ
た
。
例
え
ば

も
う
少
し
日
数
が
あ
つ
た
な
ら
ば
…
…
と
か
、
も
う
少
し
シ
ェ
ル
パ
の
サ

ポ
ー
ト
が
強
力
で
あ
つ
た
な
ら
と
か
、
酸
素
が
豊
富
に
あ
つ
た
な
ら
ば
登

頂
は
出
来
た
ろ
う
な
ど
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
万
全
が
期
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
勿
論
限
ら
れ
た
予
算
の
範
囲
内
の
こ
と
で
は
あ
つ
た
け
れ
ど
も

…
…
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
観
点
に
た
つ
て
、
今
回
は
将
来
の
日
本
の
登

山
界
の
た
め
に
と
い
う
よ
う
な
問
題
や
、
直
接
登
頂
に
関
係
な
い
あ
ら
ゆ

る
問
題
は
、
す
べ
て
第
二
義
的
に
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
ゝ
で
我
々
の
最
も
大
き
な
関
心
事
は
サ
マ
の
問
題
で
あ
つ
た
。
八
〇

〇
〇
ｍ
に
登
る
問
題
と
は
直
接
関
係
は
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
問
題
が
解

決
さ
れ
な
い
以
上
、
マ
ナ
ス
ル
は
問
題
外
で
あ
つ
た
。

こ
れ
よ
り
先
、　
一
九
五
四
年

一
二
月
に
は
カ
ト
マ
ン
ズ
の
ロ
ー
ク
・
ダ

ル
シ
ャ
ン
氏
や
、
ク
リ
シ
ュ
ナ
・
バ
ハ
ド
ゥ
ー
ル
氏
等
か
ら
、
サ
マ
の
問

題
は
落
着
し
た
と
い
う
報
告
も
あ

つ
た
し
、
一
九
五
五
年
五
月
に
は
西

堀
、
成
瀬
両
氏
を
カ
ト
マ
ン
ズ
に
派
遣
し
て
、
サ
マ
問
題
解
決
の
裏
付
も

得
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
の
意
響
も
確
認
し
て
は
来
た
け
れ
ど
も
、
更
に
一
九

五
六
年
の
プ
レ
ｏ
モ
ン
ス
ー
ン
に
派
遣
さ
れ
る
本
隊
に
先
立
つ
て
、
三
名

よ
り
な
る
先
遣
隊
を
、
サ
マ
問
題
の
実
地
調
査
の
た
め
に
一
九
五
五
年
の

ポ
ス
ト
。
モ
ン
ス
ー
ン
に
送
つ
た
の
だ
つ
た
。
勿
論
こ
の
隊
の
目
的
は
、

マ
ナ
ス
ル
氷
河
の
偵
察
、
装
備
の
テ
ス
ト
、
そ
の
他
の
任
務
を
帯
び
て
い

た
け
れ
ど
も
、
サ
マ
と
の
友
交
を
深
め
て
く
る
の
が
、
そ
の
主
た
る
目
的

で
あ
つ
た
。
も
つ
と
も
先
遣
隊
派
遣
の
も
う

一
つ
の
理
由
は
、　
一
九
五
五

年
七
月
に
入
手
し
た
ネ
バ
ー
ル
政
府
の
公
文
書
が

一
九
五
五
年
秋
に
失
敗

（
註
１
）

し
た
な
ら
ば

一
九
五
六
年
春
も
許
可
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
秋

に
隊
を
派
遣
し
な
い
こ
と
が
わ
か
れ
ば
、
ガ
ネ
ッ
シ
ュ
・
ヒ
マ
ー
ル
ヘ
向

つ
て
い
る
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
隊
が
、
マ
ナ
ス
ル
に
転
進
す
る
心
配
も
あ
つ
た

（
註
２
）

か
ら
で
、
こ
の
点
か
ら
ど
う
し
て
も
隊
を
派
遣
し
、
帰
路
翌
年
の
許
可
を

再
確
認
し
て
く
る
必
要
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

（註
１
）

ポ
ス
ト

ｏ
モ
ン
ス
ー
ン
に
マ
ナ
ス
ル
を
試
み
る
と
い
う
こ
と

は
、
準
備
の
点
か
ら
も
間
に
合
わ
ぬ
し
、
又
後
述
（天
候
の
項
参
照
）

の
よ
う
に
ポ
ス
ト

ｏ
モ
ン
ス
ー
ン
に
巨
峰
を
ね
ら
う
こ
と
は
、
当
初

か
ら
考
え
て
は
い
な
か
つ
た
。

（註
２
）

ラ
ン
ベ
ー
ル
隊
は

一
九
五
四
年
秋
に
ガ
ウ
リ
サ
ン
カ
ー
ル
か

ら
、
オ
ー
ス
タ
リ
ー
隊
の
登
つ
て
い
る
チ
ヨ
ー

・
オ
ュ
ー
に
転
進
し

た
記
録
を
も

つ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
先
遣
隊
は
ス
ッ
パ
を
通
じ
て
サ
マ
と
の
交
流
も
果
し
、
予

定
通
リ

マ
ナ
ス
ル
を
黒
岩
ま
で
登
り
成
果
を
あ
げ
て
帰

つ
て
き
た
の
だ

つ

た
。こ

れ
に
よ
つ
て

一
九
五
六
年
に
派
遣
の
本
隊
は
、
サ
マ
問
題
に
対
し
て

は
全
く
懸
念
も
な
く
準
備
に
没
頭
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
本
隊
の
準
備
は

先
遣
隊
が
出
発
し
た
翌
日
、
即
ち

一
九
五
五
年
の
七
月
二
五
日
か
ら
始
め

ら
れ
た
。
こ
れ
よ
り
先
六
月
頃
か
ら
、
第
二
次
登
山
隊
の
持
ち
帰
つ
た
装
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備
の
点
検
等
の
予
備
的
準
備
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、
具
体
的
に
準
備
が
始

め
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
日
行
わ
れ
た
第

一
回
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
準
備
委
員
会

か
ら
で
あ
つ
た
。
こ
の
席
上
集
つ
た
十
数
名
の
準
備
委
員
を
前
に
し
て
、

槙
隊
長
は
ヽ

①
第
二
次
マ
ナ
ス
ル
登
山
計
画
の
立
案
、
現
在
ま
で
の
経
過
。

②
先
遣
隊
派
遣
の
事
情
。

③
準
備
委
員
の
任
務
分
担
。

④
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
。

等
を
述
べ
ら
れ
た
後
に
、
隊
の
方
針
と
重
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
構

想
を
発
表
し
た
。
そ
の
後
種
々
検
討
さ
れ
て
多
く
の
問
題
は
修
正
さ
れ
は

し
た
が
、
登
頂
を
終
え
る
ま
で
こ
れ
ら
の
諸
点
は
、
隊
の
基
本
方
針
と
な

つ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、

″
　
　
①
外
貨
制
約
の
点
か
ら
隊
員
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
経
験
を
も
つ
一
二
名

わ
　
　
　
を
限
度
と
し
、
シ
ェ
ル
パ
は
行
動
表
か
ら
み
て
余
裕
の
も
て
る
人
数

″
　
　
　
二
〇
名
位
を
予
定
す
る
。

夕
　
　
②
本
隊
は
原
則
と
し
て
全
員
が
船
便
を
利
用
し
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
も
出
来

の山
　
　
　
ぅ
れ
ば
全
員

一
隊
編
成
を
も
つ
て
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
ヘ
入
る
。

雌
　
　
③
二
月
二
〇
日
ま
で
に
サ
マ
に
ベ
ー
ス
ｏ
キ
ャ
ン
プ
を
設
定
す
る
。
計

トノレ
　
　
　
画
は
す
べ
て
こ
の
日
か
ら
逆
算
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

メ．　
　
④
酸
素
を
豊
富
に
使
用
す
る
。

評〓
　
（０
ア
イ
ス
。フ
ォ
ー
ル
、
プ
ラ
ト
ー
の
カ
バ
ー
ド
グ
レ
イ
シ
ャ
ー
（８
‥

く
①
【＆

∞
ご
ｏ一ｏ
喘）
崩
壊
に
よ
る
雪
崩
の
対
策
を
考
え
る
。

⑥
頂
上
攻
撃
の
場
合
、
現
在
予
定
し
て
い
る
七
、
七
五
Ｏ
ｍ
・の
キ
ャ
ン

プ
の
上
に
、
更
に
も
う

一
カ
所
キ
ャ
ン
プ
を
予
定
に
入
れ
て
お
く
。

⑦
隊
の
中
枢
を
荷
上
げ
の
専
門
家
に
置
き
、
荷
上
げ
の
チ
ャ
ー
ト
に
基

い
て
各
員
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
プ
を
と
つ
て
動
け
る
よ
う
に
す
る
。

③
高
所
に
お
け
る
紫
外
線
の
対
策
を
考
え
る
。
例
え
ば
帽
子
そ
の
他
…

⑨
夜
間
の
睡
眠
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
酸
素
補
給
と
暖
房
。
特
に
懐

炉
の
使
用
を
研
究
す
る
。

⑩
モ
ン
ス
ー
ン
が
最
も
早
く
来
た
例
は
記
録
に
よ
る
と
五
月

一
五
日
で

あ
る
。
従
つ
て
登
頂
態
勢
は
こ
の
日
ま
で
に
整
え
て
お
く
必
要
が
あ

る

。

①
頂
上
攻
撃
は
原
則
と
し
て
三
回
行
う
も
の
と
す
る
。

⑫
荷
上
げ
に
先
立
つ
て
充
分
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
に
滞
在
し
、
こ
の
馴

化
期
間
に
東
京
で
作
つ
た
計
画
表
を
再
検
討
す
る
余
裕
を
も
つ
よ
う

に
す
る
。

大
略
以
上
の
よ
う
な
点
で
あ
つ
た
が
、
登
頂
を
終
つ
て
顧
り
み
て
、
こ

れ
ら
の
基
本
方
針
が
正
し
か
つ
た
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

二
、
八
〇
〇
〇

ｍ
峰
登
山

の
困
難
性
と

そ
の
対
策

な
に
が
八
〇
〇
〇
ｍ
峰
登
山
を
困
難
な
も
の
に
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
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か
。
何
故
最
近
に
至
る
ま
で
八
〇
〇
〇
ｍ
の
巨
峰
は
我
々
を
拒
ん
で
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
マ
ナ
ス
ル
登
山
に
あ
た
つ
て
も
当
然
こ
れ
ら
の
根
本
問
題

か
ら
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
我
々
は
各
国
の
登
山
隊
の

方
針
や
行
動
上
の
作
戦
を
研
究
し
、
又
我
々
の
さ
さ
や
か
な
ヒ
マ
ラ
ヤ
で

の
経
験
を
基
に
こ
れ
ら
の
問
題
を
と
り
上
げ
て
い
つ
た
。

（Ａ
）

天
候
の
問
題
―
―
シ
ー
ズ
ン
の
決
定

い
か
に
優
秀
な
装
備
と
強
力
な
メ
ン
バ
ー
を
も
つ
て
、
充
分
に
高
度
馴

化
を
行
い
な
が
ら
山
頂
に
追
つ
て
も
、
最
後
の
段
階
に
至
つ
て
悪
天
候
の

た
め
に
敗
退
し
た
例
は
余
り
に
も
多
い
。
そ
れ
程
、
天
候
は
登
頂
に
当
つ

て
の
決
定
的
な
要
素
を
も
つ
て
い
る
。
い
か
に
上
手
に
天
候
の
チ
ャ
ン
ス

を
掴
む
か
と
い
う
問
題
は
登
頂
の
成
否
を
左
右
す
る
重
要
な
問
題
で
あ
つ

た
。ヒ

マ
ラ
ヤ
地
方
の
冬
季

（
一
一
月
―
二
月
）
に
は
、
こ
れ
ら
の
山
頂
附

近
に
お
い
て
所
謂
ジ
ェ
ッ
ト

・
ス
ト
リ
ー
ム
と
い
わ
れ
る
七
〇
―
八
〇
ノ

ッ
ト
の
偏
西
風
が
吹
い
て
い
て
、
登
山
ど
こ
ろ
の
話
で
は
な
い
。
逆
に
六

月
―
九
月
ま
で
の
夏
季
に
は
、
印
度
洋
に
発
生
す
る
南
東
季
節
風
、
モ
ン

ス
ー
ン
の
影
響
で
、
山
頂
附
近
は
深
い
新
雪
に
覆
わ
れ
て
、
雪
崩
の
危
険

の
た
め
に
不
可
能
に
思
わ
れ
る
。
八
〇
〇
〇
ｍ
峰
登
頂

の
チ
ャ
ン
ス
は

こ
れ
ら
の
間
隙
又
は
小
康
期
間
、
即
ち
プ
レ
ｏ
モ
ン
ス
ー
ン
、
ポ
ス
ト
・

モ
ン
ス
ー
ン
と
い
わ
れ
る
七
〇
日
間
程
の
極
く
短
い
期
間
し
か
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
経
験
的
に
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
常
識
と
も
な
つ
て
い
る
。

し
か
し
乍
ら
、
プ
レ
と
ポ
ス
ト
で
は
ど
ち
ら
が
よ
い
か
と
い
う
こ
と
に
な

る
と
、
却
々
難
か
し
い
。
事
実

一
九
五
四
年
の
秋
に
は
短
か
い
チ
ャ
ン
ス
　
７６

を
た
く
み
に
つ
か
ん
で
、
オ
ー
ス
タ
リ
ー
の
登
山
隊
は
八
一
五
三
ｍ
の
チ
　
て

ョ
ー
・
オ
ユ
ー
の
頂
に
立
つ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
す
つ
き
り
と
澄
み
渡

つ
た
秋
に
も
大
き
な
魅
力
は
あ
る
。
し
か
し
、
な
ん
と
い
つ
て
も
訪
れ
て

く
る
冬
を
前
に
し
て
の
強
風
は
、
八
〇
〇
〇
ｍ
の
頂
で
雪
煙
を
上
げ
て
い

る
こ
と
が
多
い
。
日
射
に
恵
ま
れ
る
時
間
は
極
度
に
短
か
く
な
り
、
寒
気

は
こ
と
の
ほ
か
厳
し
い
。
あ
の
一
九
五
二
年
秋
の
サ
ウ
ス
・
コ
ル
に
お
け

る
ス
イ
ス
隊
の
苦
闘
を
み
て
も
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
Ⅳ
峰
に
お
け
る
Ａ
・Ａ
ｏ

Ｃ
・
Ｋ
の
経
験
に
し
て
も
、
強
風
と
寒
気
は
問
題
に
な
ら
ぬ
程
厳
し
い
も

の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
七
〇
〇
〇
ｍ
級
な
ら
こ
の
期
間
に
で
も
な
ん

と
か
な
ろ
う
が
、
八
〇
〇
〇
ｍ
を
越
え
る
高
さ
で
は
チ
ョ
ー

・
オ
ユ
ー
の

例
外
を
除
い
て
不
可
能
に
近
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
我
々
が
第

一
次
登
山

の
時
か
ら
、
ポ
ス
ト
・
モ
ン
ス
ー
ン
を
問
題
に
し
な
か
つ
た
よ
う
に
、
今

回
も
プ
レ
ｏ
モ
ン
ス
ー
ン
に
出
か
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
異
議
は
な
か
つ

た
。
し
か
し
、
こ
の
モ
ン
ス
ー
ン
前
の
小
康
期
間
は
極
め
て
短
か
い
も
の

で
あ
る
し
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
上
手
く
掴
む
よ
う
に
計
画
を
も
つ
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
更
に
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
小
康
期
間
が
必
ず
あ
る
と

い
う
、
明
確
な
保
証
が
あ
る
訳
で
は
な
い
。

一
九
二
六
年
及
び

一
九
二
八

年
の
エ
ヴ
エ
レ
ス
ト
で
は
、
何
れ
も
こ
う
し
た
状
況
に
直
面
し
て
敗
退
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
自
然
を
相
手
と
す
る
だ
け
に
大
き
な
問
題
が
あ
る
と

言
え
ょ
う
。



一
九
五
三
年
の
第

一
次
登
山
隊
は
明
ら
か
に
好
天
の
周
期
を
逃
が
し
て

い
る
と
言
え
よ
う
。
あ
の
時
は
、
登
頂
態
勢
に
早
く
移
り
過
ぎ
て
新
雪
に

悩
ま
さ
れ
、
す
つ
か
り
消
耗
し
た
あ
げ
く
、
下
へ
降
り
て
来
て
休
養
し
て

い
る
時
期
に
好
天
が
続
い
た
と
い
う
不
運
に
遭
遇
し
て
い
る
。
そ
れ
に
は

オ
ー
ル
ｏ
イ
ン
デ
ィ
ア
放
送
に
よ
る
気
象
通
報
を
確
実
に
掴
ん
で
、
モ
ン

ス
ー
ン
の
動
き
を
観
察
し
て
お
き
、
こ
れ
に
加
え
て
各
キ
ャ
ン
プ
に
お
け

る
デ
ー
タ
を
加
味
し
て
、
こ
の
重
要
な
判
断
を
誤
ま
る
こ
と
の
な
い
よ
う

心
掛
け
る
必
要
が
あ
つ
た
。

（註
１
）

此
の
好
天
候
を
掴
ん
で
英
国
隊
は
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
に
登
頂
し

て
い
る
。

今
回
は
た
と
え
モ
ン
ス
ー
ン
に
中
休
み
が
あ
つ
た
と
は
い
え
、
好
天
の

周
期
は
早
く
も
五
月
の
上
旬
に
訪
れ
て
き
た
。
快
晴
で
風
が
殆
ん
ど
な
い

と
い
う
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
掴
み
え
た
こ
と
は
、
何
に
も
ま
し
て
幸
い
な
こ

と
で
あ
つ
た
。
五
月

一
五
日
登
頂
の
予
定
の
も
と
に
五
月
五
日
ま
で
に
登

頂
態
勢
を
整
え
て
お
き
、
直
ち
に
登
頂
に
移
れ
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
た
槙

隊
長
の
方
針
が
成
功
を
も
た
ら
し
た
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
五
月

一
二

日
か
ら
約

一
〇
日
間

マ
ナ
ス
ル
が
密
雲
に
閉
ざ
さ
れ
た
の
を
み
る
に
つ

け
、
こ
の
感
を
強
め
た
次
第
で
あ
る
。
も
つ
と
も
こ
の
年
は
五
月
下
旬
に

（
註
２
）

再
び
恢
復
し
た
け
れ
ど
も
…
…
。

（註
２
）

こ
の
恢
復
し
た
時
期
に
ス
イ
ス
隊
は
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
及
び

ロ

ー
ツ
ェ
に
登
頂
し
た
。

（
Ｂ
）

高
所
に
お
け
る
衰
退

の
問
題

１
　
高
度
の
影
響
―
―
高
度
馴
化
の
問
題

人
間
が
永
く
生
活
の
で
き
る
最
高
々
度
は
一
七
、
五
〇
〇
吠

（五
三
〇

（
註
１
）

Ｏ
ｍ
）
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
隊

の
Ｇ

・ピ
ュ
ー

博
士
は
、
ア
ン
デ
ス
山
脈
中
の
ア
コ
ン
キ
ル
チ
ア
鉱
山

（
一
九
、
○
○
○

唄
、五
八
〇
〇
ｍ
）
の
鉱
夫
が
、
こ
の
高
度
に
泊
場
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、　
一
五
〇
〇
唄
下
の
泊
場
に
泊
り
、
鉱
区
へ
働
き
に
一
日
に
一
五
〇
〇

（註
２
）

吠
登
つ
て
い
く
方
を
好
む
と
い
う
例
に
よ

つ
て
説
明
し
て
い
る
が
、
明

ら
か
に
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
は
こ
の
高
度
以
下
に
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

一
九
五
三
年
の
エ
ヴ
エ
レ
ス
ト
に
お
け
る
Ｂ
・Ｃ

は
一
八
、
○
○
○

吠

（五
五
〇
Ｏ
ｍ
）
に
あ
つ
た
が
、
彼
等
は
休
養
を
と
る
た
め
に
よ
り
低

い
ロ
ブ
デ
ェ
（
一
六
、
五
〇
〇
吸
、
五
〇
〇
Ｏ
ｍ
）
へ
下
つ
て
い
る
例
は
は

つ
き
り
と
こ
の
点
を
物
語
つ
て
い
る
し
、
叉

一
九
五
五
年
の
マ
ル
カ
ル
ー

隊
の
場
合
に
は
第

一
キ
ャ
ン
プ

（
一
七
、三
〇
〇
吠
、
五
三
〇
〇
ｍ
）
が

彼
等
の
休
養
点

（
レ
ス
ト
・
キ
ャ
ン
プ
）
と
な
つ
て
い
る
。

（註
１
）

こ
の
点
は
個
人
差
も
大
き
く
、
は
つ
き
り
し
た
線
を
引
く
こ

と
は
難
か
し
い
。

（註
２
）

『
滲
ヽ
卜
∽いミ
、
もヽ

”
ｅミ
も∽ヽ

の

＞
も
０
８
２
図
に
よ
る
。

今
回
の
マ
ナ
ス
ル
に
お
い
て
は
地
形
の
関
係
も
あ
つ
て
、　
一
三
、
五
〇

〇
唄

（三
八
五
Ｏ
ｍ
）
を
ベ
ー
ス
ｏ
キ
ャ
ン
プ
と
し
た
。
荷
上
げ
の
点
か

ら
み
る
と
不
利
な
点
も
あ
つ
た
が
、
休
養
の
場
所
と
し
て
は
申
し
分
な
か

つ
た
。
ナ
イ
ケ
ｏ
コ
ル
の
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
は
計
画
が
進
む
に
つ
れ
て
第
二

Ｂ
。Ｃ

と
な
つ
た
。
こ
の
高
度
は
一
八
、
四
〇
〇
吹

（五
六
〇
〇
ｍ
）
で

あ
つ
た
。
こ
の
地
点
で
も
休
養
が
と
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
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結
論
は
で
て
い
な
い
が
、
今
回
は
滞
在
期
間‥が
短
か
か
つ
た
せ
い
も
あ

（註
３
）

り
、
充
分
そ
の
機
能
を
果
し
た
と
い
え
る
。

（註
３
）

こ
の
点
に
つ
い
て
辰
沼
ド
ク
タ
ー
は
、
五
六
〇
〇
ｍ
で
は
無

理
で
、　
マ
ナ
ス
ル
の
場
合
に
は
三
八
五
Ｏ
ｍ
の
Ｂ
ｏＣ

ま
で
下
り
ね

ば
休
養
は
難
か
し
い
と
の
説
で
あ

つ
た
、
し
か
し
今
回
は
、
充
分
高

度
馴
化
し
た
後
の
休
養
点
は
ナ
イ
ケ

・
コ
ル
と
し
、
全
隊
員
が
ナ
イ

ケ

・
コ
ル
ヘ
上
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
更
に
体
養
を
要
す
る
場
合

に
は
下
の
Ｂ
・Ｃ

を
使
う
方
針
と
し
た
。
徳
永
ド
ク
タ
ー
は
休
養
の

為
に
Ｂ
ｏＣ

へ
下
り
、
充
分
に
恢
復
し
た
後
再
び
ナ
イ
ケ

・
コ
ル
に

登
つ
て
来
た
。
槙
隊
長
は
ナ
イ
ケ

・
コ
ル
滞
在
の
末
期
に
明
ら
か
に

高
度
の
影
響
か
ら
く
る
と
思
わ
れ
る
下
痢
の
た
め
衰
弱
し
た
が
、
松

田
は
急
性
肺
炎
の
た
め
に
ナ
イ
ケ

・
コ
ル
で
休
養
し

一
〇
日
間
の
静

養
で
完
全
に
恢
復
し
た
。

従
来
の
経
験
や
、

エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
、

マ
カ
ル
ー
等
に
お
け
る
最
近
の
記

録
に
よ
る
と
、
二
三
、
○
○
○
唄
ま
で
は
動
作
が
進
ん
で
い
く
が
、
こ
の

高
さ
か
ら
先
に
な
る
と
急
激
な
衰
退
が
現
わ
れ
て
く
る
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
即
ち
倦
怠
、
疲
労
、
筋
肉
消
耗
の
回
復
不
能
、
頭
痛
、
食
慾

不
振
、
下
痢
等
の
明
ら
か
に
高
度
の
影
響
と
思
わ
れ
る
現
象
が
現
わ
れ
て

く
る
。
従

つ
て
こ
れ
以
上
の
高
度
で
は
酸
素
の
充
分
な
補
給
に
よ
つ
て
衰

退
を
防
止
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
七
〇
〇
〇
ｍ
級
の
山
な
ら
、

充
分
に
高
度
に
馴
化
さ
れ
た
体
で
あ
れ
ば
、
七
〇
〇
〇

ｍ
以
下
の
キ
ャ
ン

プ
か
ら

一
気
に
ラ
ッ
シ
ュ
ｏ
タ
ク
テ
ィ
ッ
ク
ス
を
試
み
て
も
、
成
功
す
る

確
率
は
大
き
い
。
勿
論
こ
の
場
合
で
も
、
七
〇
〇
〇
ｍ
以
上
で
酸
素
な
し

（註
５
）

に
泊
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
こ
れ
以
上
の
高
度
で
は
前
日
の
旺
盛
な
フ

ァ
イ
ト
も
、　
一
晩
で
す
つ
か
り
参
つ
て
し
ま
う
例
が
多
い
。
そ
し
て
、
こ

の
こ
と
は
隊
員
の
み
で
は
な
く
、
シ
ェ
ル
バ
に
つ
い
て
も
共
通
し
て
言
え

る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
問
題
は
非
常
に
個
人
差
が
多
く
又
そ
の
時

の
調
子
に
も
よ
り
、　
一
概
に
は
い
え
な
い
。

（註
５
）

一
九
五
三
年
に
は
村
木
、
サ
ル
キ
等
は
ノ
ー
ス
ｏ
コ
ル
に

一

泊
後
完
全
に
高
山
病
に
か
か
つ
た
。
今
回
の
Ｃ
Ｖ

（七
二
〇
〇
ｍ
、

二
三
、
六
〇
〇
哄
）
に
お
け
る
、
ア
イ
ラ
、
サ
ル
キ
Ⅱ
、
チ
ョ
タ
レ

ー
等
は
そ
の
よ
い
例
で
あ
ろ
う
。

次
に
高
度
馴
化
の
問
題
に
つ
い
て
話
を
進
め
よ
う
。
高
度
馴
化
を
経
て

い
な
い
人
間
が
急
激
に
高
所
へ
上
れ
ば
、　
一
八
七
〇
年
に
軽
気
球
に
乗
つ

た
人
が
始
め
て
経
験
し
た
よ
う
に
、
急
激
に
意
識
を
失
い
生
命
を
落
す
。

低
圧
実
験
室
で
の
経
験
に
よ
れ
ば
二
五
、
○
○
○
仄
に
該
当
す
る
気
圧
下

で
は
、　
一
〇
分
以
内
に
、
ま
た
二
七
、
○
○
○
吹
の
気
圧
下
で
は
三
分
以

（
註
６
）

内
に
意
識
を
失
う
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
人
間
は
徐
々
に
高
度
に

馴
化
を
さ
せ
乍
ら
上
つ
て
い
け
ば
、
こ
う
い
つ
た
衰
退
は
或
る
程
度
く
い

止
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

（註
６
）

『
き
ヽ
卜
∽いヽ
ミ

ｏ
喘
』
ミヽ

∽ヽヽ

の

＞
も
り
の
２
オ

日

に
よ
る
。

一
九
五
三
年
の
第

一
次
マ
ナ
ス
ル
登
山
隊
は
一
気
に
Ｂ
。Ｃ

に
入
つ
た

か
ら
、　
一
三
、
五
〇
〇
〇
吹
の
高
度
で
早
く
も
高
山
病
の
徴
候
が
表
わ
れ

頭
痛
と
不
眠
に
悩
ま
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
が
、
第
二
次
、
第
二
次
に
お
い

て
は
、
こ
の
高
度
に
達
す
る
前
に
、
多
少
の
滞
在
期
間
と
荷
物
を
運
搬
す

（註
７
）
　
　
　
　
　
　
　
・

る
機
会
が
あ
つ
た
せ
い
か
、
そ
れ
ら
の
症
状
を
呈
し
た
も
の
は
見
当
ら
な

か
つ
た
。
過
去
の
各
国
の
登
山
隊
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
普
通
は
一
五
、
○

○
○
―

一
七
、
○
○
○
仄
で
あ
ら
わ
れ
、
数
日
で
解
消
し
て
い
る
こ
と
が

( 78 )
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報
告
さ
れ
て
い
る
。

一
九
五
五
年
の
マ
カ
ル
ー
隊
の
よ
う
な
強
力
な
テ
ィ

ー
ム
で
さ
え
も
、　
一
五
、
八
〇
〇
吠

（四
七
〇
〇
ｍ
）
の
Ｂ
ｏＣ

に
到
着

し
た
後
の
数
日
、
呼
吸
困
難
や
食
慾
の
減
退
、
嘔
吐
、
頭
痛
を
経
験
し
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
不
思
議
な
こ
と
に
、
こ
の
よ
う
な
場
合

（病
気
の
た
め

で
も
、
荷
物
を
と
り
に
下
つ
て
も
、ま
た
休
養
の
た
め
に
下
り
て
も
）
に
、

一
た
ん
低
所
へ
下
つ
て
泊
つ
た
後
に
再
び
以
前
に
高
度
の
影
響
を
感
じ
た

高
所
へ
登
つ
て
い
く
場
合
に
は
、
身
体
全
体
に
明
ら
か
に
馴
化
が
認
め
ら

（註
８
）

れ
る
こ
と
が

一
般
に
経
験
的
に
知
ら
れ
て
い
る
。
今
回
も
高
所
へ
泊
つ
た

後
に
低
所
へ
戻
つ
て
休
養
を
と
る
計
画
が
採
用
さ
れ
た
が
、
非
常
に
成
功

で
あ
つ
た
。
大
部
分
の
も
の
が
最
初
に
Ｃ
Ｉ
に
泊

つ
て
経
験
し
た
頭
痛

は
、
そ
の
後
Ｂ
。Ｃ

へ
下
つ
て
休
養
を
充
分
に
と
つ
た
後
に
Ｃ
Ｉ
に
上
つ

た
時
に
は
全
く
み
ら
れ
な
か
つ
た
。

（註
７
）

荷
物
を
か
つ
ぐ
こ
と
が
馴
化
を
促
進
さ
せ
る
か
ど
う
か
は
、

は
つ
き
り
し
て
い
な
い
。
し
か
し
Ｂ
ｏＣ

へ
入
る
前
に
は
、
Ｂ
ｏＣ
以

上
で
の
荷
上
げ
に
そ
な
え
て
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
多
少
荷
物
を

運
搬
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

（註
８
）
　

『
ぃ
ヽ
卜
∽Ｒ
ミ

ｓ、
ｂ
ミ
ミ
∽ヽ

に
も

こ
の
点
は
経
験
的
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
し
、
一
九
五
三
年
の
第

一
次
隊
も
経
験
し
て
い
る
。

一
方
、
経
験
に
富
ん
だ
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
攀
者
の
な
か
に
は
高
所
に
お
け
る

荷
上
げ
の
開
始
に
当
つ
て
、　
一
二
、
○
○
○
―

一
四
、
○
○
○
吠
に
長
く

滞
在
し
て
も
馴
化
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
無
意
味
だ
と
い
う
見
解
を
も
つ

て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
遠
征
の
初
期
に
お
い
て
は
全
員
が
、
食
事
も
、

睡
眠
も
充
分
に
と
れ
る
程
度
の
高
度
に
キ
ャ
ン
プ
を
設
け
、
こ
の
間
に
隊

員
の
各
自
が
自
己
の
能
力
に
適
し
た
範
囲
の
高
さ
へ
登
つ
て
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
す
る
こ
と
は
、賢
明
な
策
で
あ
る
と
思
う
。
い
き
な
り
高
度
の
影
響
あ
る

高
さ
へ
登
る
前
に
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
一
九
五
三
年
の
隊
は
第

一
Ｂ
・Ｃ

（高

度
馴
化
キ
ャ
ン
プ
）
を
テ
ィ
ア
ン
ボ
チ
ェ

（
一
三
、
○
○
○
吠
）
に
設
け

た
が
、
結
果
的
に
み
て
こ
の
方
法
は
明
ら
か
に
良
い
結
果
を
も
た
ら
し
て

い
る
。
こ
の
点
マ
ナ
ス
ル
の
Ｂ
。Ｃ

は
高
度
が
低
い
た
め
に
、
高
度
馴
化

の
た
め
に
は
恵
ま
れ
た
位
置
に
あ
つ
た
と
言
え
よ
う
。
Ｂ
・Ｃ

の
高
度
が

低
い
と
い
う
こ
と
は
荷
上
げ
の
点
か
ら
み
れ
ば
損
で
あ
つ
た
が
…
…
。
今

回
も
Ｂ
ｏＣ
入
り
後

一
〇
日
間
程
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
期
間
と
し
て
、
楽
に

六
〇
〇
〇
ｍ
位

ま

で
登
れ
て
興
味
の
あ
る
所
へ
、
例
え
ば
ギ
ャ

一註ニジ
Ⅷ

近
、
ナ
ム
ル
ー
の
裏
山
等
へ
で
か
け
る
位
の
余
裕
を
も
ち
た
か
つ
た
が
、

サ
マ
の
問
題
や
ら
、
そ
れ
に
続
く
、
イ

ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
等
に
よ

り
、
当
面
の
荷
上
げ
の
仕
事
に
追
わ
れ
て
余
裕
な
く
、
直
接
マ
ナ
ス
ル
に

ぶ
つ
か
ら
ざ
る
を
え
な
か
つ
た
の
だ
け
れ
ど
、
荷
上
げ
の
最
初
の
段
階
に

お
い
て
一
〇
間
に
亘
つ
て
実
施
し
た
自
由
行
動
に
よ
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ

は
、
そ
の
後
Ｃ
Ｉ
へ
上
つ
て
も
高
度
の
影
響
が
余
り
あ
ら
わ
れ
な
か
つ
た

こ
と
を
み
て
も
、
成
功
で
あ
つ
た
と
思
う
。

（註
９
）

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
出
発
直
前
、
会
員
望
月
達
夫
氏
か
ら

熱
心
な
助
言
を
い
た
ヽ
い
た
こ
と
を
附
記
し
て
お
き
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
漸
進
シ
ス
テ
ム
に
よ
つ
て
得
ら
れ
る
高
度
馴
　
＞

化
は
、
果
た
し
て
何
千
唄
ま
で
可
能
だ
ろ
う
か
。
出
来
う
る
こ
社
一腋
も
医
　
岬

学
的
に
み
て
、
酸
素
の
補
給
を
必
要
と
す
る
高
度
二
三
、
○
○
○
吹
ま
で



可
能
で
あ
つ
て
欲
し
い
。
し
か
し
な
が
ら

「否
」
で
あ
る
。

一
九
五
三
年

の
場
合
は
、
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
、
余
裕
の
も
て
る
高
度
は
二
一
、

七
〇
〇
仄

（六
六
〇
〇
ｍ
）
で
あ
つ
た
し
、
英
国
の
高
所
医
学
協
議
会
の

出
し
た
結
論
も
二
一
、
○
○
○
唄

（六
四
〇
〇
ｍ
）
ま
で
で
、
頂
上
攻
撃

の
基
地
は
こ
の
高
度
に
設
け
る
の
が
適
当
で
あ
る
こ
と
が
解
つ
た
。
酸
素

な
し
で
も
そ
れ
程
衰
退
せ
ず
に
頑
張
れ
る
最
高
々
度
、
こ
ゝ
に
頂
上
攻
撃

用
物
資
を
集
積
し
て
、
モ
ン
ス
ー
ン
前
の
小
康
期
間
を
待
つ
こ
と
の
可
能

な
ア
ド
バ
ン
ス
・
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ

（Ａ
・Ｂ
ｏＣ
）
を
つ
く
る
べ
き
だ

と
い
う
結
論
は
、
酸
素
の
組
織
的
使
用
と
共
に
、
八
〇
〇
〇
ｍ
峰
登
頂
の

た
め
の
重
大
な

一
つ
の
カ
ギ
で
も
あ
つ
た

の
で
あ

る
。
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト

一
九
五
三
年
の
英
国
隊
は
ク
ー
ン
ブ
氷
河
の
二
一
、
二
〇
〇
唄

（六
四
六

〇
ｍ
）
の
第
四
キ
ャ
ン
プ
、
マ
カ
ル
ー
一
九
五
五
年
の
フ
ラ
ン
ス
隊
は
二

一
、
○
○
○
駅

（六
四
〇
〇
ｍ
）
の
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
、
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ

ン
ガ

一
九
五
五
年
の
英
国
隊
は
二
一
、
八
〇
〇
唄

（六
五
五
Ｏ
ｍ
）
の
第

三
キ
ャ
ン
プ
、
そ
し
て
今
回
の
我
々
の
場
合
は
二
一
、
五
〇
〇
唄

（六
五

（
註
Ｈ
）

五
Ｏ
ｍ
）
の
第
四
キ
ャ
ン
プ
が
Ａ
。Ｂ
・Ｃ
で
あ
つ
た
。

こ
の
よ
う

に
八
〇
〇
〇
ｍ
級
の
巨
峰
攻
撃
が
、
高
度
馴
化
に
基
い

て
、
は
つ
き
り
し
た
方
針
で
計
画
実
行
さ
れ
た
の
は
、
実
に
一
九
五
三
年

の
英
国
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
隊
を
も
つ
て
初
め
と
す
る
と
い
つ
て
も
、
決
し
て

過
言
で
は
な
い
と
思
う
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
た
ヾ
単
に
地
球
の
最
高

峰
が
登
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
以
外
に
、
そ
の
後
の
八
〇
〇
〇
ｍ
峰
攻
撃
の

た
め
の
一
つ
の
結
論
的
方
式
の
決
定
で
も
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味

か
ら
も
ハ
ン
ト
隊
の
成
果
は
大
い
に
評
価
さ
れ
て
も
よ
い
と
思
う
。
事
実

そ
の後
の
カ
ン
チ
ェン
ジ
ュンガ
、　
マカ
ル
ー　
鎧
」軋
資
今
回
の
マナ

ス
ル
を
眺
め
て
も
こ
の
点
は
は
つ
き
り
と
言
え
る
と
思
う
。

（註
１０
）

個
人
差
、
そ
の
時
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
つ
て

一
概
に
は

言
え
な
い
が
、
こ
こ
で
は
極
く

一
般
論
と

し

て

こ

の
数
字
を
上
げ

た
。

（註
１１
）

一
九
五
三
年
に
は
ノ
ー
ス
●
コ
ル
を
Ａ
ｏＢ
ｏＣ
と
し
て
失
敗

し
た
。
翌
年
の
第
二
次
隊
も
こ
の
点
に
つ
い
て
は
修
正
さ
れ
て
な
か

つ
た
。
当
時
は
地
形
の
み
を
考
慮
し
た
だ
け
で
、
高
度
馴
化
や
デ
ィ

テ
リ
オ
レ
ー
シ
ョ
ン

（衰
退
）
の
問
題
は
そ
れ
程
重
要
視
さ
れ
て
い

な
か
つ
た
と
も
い
え
る
。

（註
１２
）

こ
れ
と
対
照
的
な
も
の
に
ナ
ン
ガ

・
パ
ル
バ
ッ
ト

一
九
五
三

年
の
ド
イ
ツ
ｏ
オ
ー
ス
タ
リ
ー
隊
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ

一
九
五
〇
年
の

フ
ラ
ン
ス
隊
、
チ
ョ
ｌ

ｏ
オ
ユ
ー

一
九
五
四
年
の
オ
ー
ス
タ
リ
ー
隊

の
例
が
上
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
は
何
れ
も
充
分
に
高
度
馴
化
を
経
て

い
る
隊
員
が
、
七
〇
〇
〇
ｍ
峰
の
攻
撃
と
同
様
な
方
式
で
低
い
キ
ャ

ン
プ

（
ア
ン
ナ
プ

ル
ナ

は
七
四
〇
〇
ｍ
、
チ
ョ
ー

・
オ
ユ
ー
は
七

〇
〇
〇
ｍ
、
ナ
ン
ガ

・
パ
ル
バ
ッ
ト
は
六
九
〇
〇
ｍ
）
か
ら
超
人
的

に
強
力
な
ラ
ッ
シ
ュ
を
行

つ
た
も
の
で
、
彼
等
の
キ
ャ
ン
プ
は
何
れ

も
、
そ
れ
程
高
所
に
は
張
ら
れ
て
い
な
い
。

マ
ナ
ス
ル
も
こ
れ
ら
と

梢
々
同
高
度
で
あ
る
か
ら
、
ベ
ス
ト

ｏ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
恵
ま
れ

れ
ば
、
こ
う
し
た
方
法
で
も
可
能
で
あ

つ
た
か
も

し

れ

な
い
。
併

し
乍
ら
、
そ
の
場
合
に
は
そ
れ
相
当
の
危
険
が
伴

つ
た
こ
と
だ
ろ
う

し
、
正
攻
法
と
は
言
い
難
い
と
思
う
。
今
回
も
い
ろ
い
ろ
と
こ
う
し

た
問
題
が
検
討
さ
れ
は
し
た
が
、
安
全
性
、
確
実
性
の
点
で
問
題
に

な
ら
な
か
つ
た
。
た
だ
第

一
回
、
第
二
回
の
連
続
攻
撃
が
失
敗
し
た

場
合
に
は
、
第
二
回
目
の
攻
撃
は
こ
の
方
法
を
採
用
し
て
行
う
予
定

で
あ
つ
た
。

２
　
酸
素
の
不
足
―
―
酸
素
補
給
の
問
題

(80)



人
間
の
身
体
は
二
二
、
○
○
○
吸

（六
六
五
Ｏ
ｍ
）
―
二
三
、
○
○
○

唄

（七
〇
〇
〇
ｍ
）
に
達
す

る
と
、
も

は
や
高
度
馴
化
の
能
力
よ
り
、

デ
ィ
テ
リ
オ
レ
ー
シ
ョ
ン

（高
所
衰
退
現
象
）
が
勝
つ
て
し
ま
う
の
で
、

七
〇
〇
〇
ｍ
以
上
に
長
く
滞
在
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
り
、
酸
素
の
補
給

が
必
要
と
な
つ
て
く
る
。
即
ち
酸
素
は
八
〇
〇
〇
ｍ
の
高
さ
で
は
地
上
の

約

１
一３
ャに
減
少
す
る
。
そ
れ
故
人
間
が
生
活
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
ど
う
し
て
も
酸
素
の
補
給
が
必
要
と
な
つ
て
く
る
の
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
九
〇
〇
〇
ｍ
に
ま
で
達
す
る
と
、
た
ゞ
酸
素
を
補
給
す
る
だ
け
で
は

も
は
や
無
理
で
、
そ
れ
以
上
の
高
さ
に
登
る
に
は
ど
う
し
て
も
気
密
室
を

“　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ註
１
）

用
い
て
、
気
圧
を
維
持
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
幸
い
な

こ
と
に
地
球
上
の
最
高
峰
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
は
八
八
六
〇
ｍ
で
あ
り
、
酸
素

ス
　
を
補
給
す
る
こ
と
だ
け
で
登
り
得
た
。
勿
論
そ
れ
よ
り
低
い
マ
ナ
ス
ル
に

ク
　
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

ツイ
　
　
（註
１
）

＾
英
国
生
理
学
会
誌
Ｖ
所
収
、
プ
リ
リ
ア
ン
・
マ
シ
ュ
ー
ズ

″
　

　

　

「
高
所
に
お
け
る
限
界
的
要
素
」
に
よ
る
。

は
　
　
酸
素
の
少
な
い
所
な
ら
、
足
り
な
い
酸
素
を
何
ら
か
の
形
で
補
給
し
て

山
　
や
れ
ば
、
す
む
で
は
な
い
か
と
い
う
至
極
簡
単
な
問
題
が
、　
一
九
二

一
年

登Ｌ
　
の
第

一
次
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
遠
征
以
来
三
〇
年
の
問
題
で
あ
つ
た
。
と
い
う

トノ
　
の
は
我
々
の
要
求
を
満
た
し
て
く
れ
る
よ
う
な
軽
量
の
酸
素
ボ
ン
ベ
と
優

メ．
　
秀
な
附
属
装
置
が
な
か
つ
た
か
ら
で
、
初
期
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
登
攀
者
の

時
　
中
に
は
、
ノ
ー
ト
ン
大
佐
や
サ
マ
ヴ
ェ
ル
の
よ
う
に
酸
素
の
力
を
借
り
ず

に
八
五
〇
Ｏ
ｍ
ラ
イ
ン
を
突
破
し
た
人
達
の
実
績
や
、　
一
九
二
四
年
に
オ

―
デ
ル
の
示
し
た
持
参
の
酸
素
補
給
器
か
ら
著
し
い
利
得
を
得
る
の
に
失

敗
し
た
経
験
等
か
ら
、
酸
素
の
援
助
な
し
に
頂
上
に
達
し
た
方
が
よ
い
と

い
う
見
解
を
も
つ
も
の
が
多
か
つ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

彼
等
の
上
げ
て
い
る
反
対
理
由
は
、
酸
素
補
給
器
の
重
量
が
非
常
に
重

い
こ
と
、
酸
素
補
給
器
が
故
障
し
た
場
合
の
ア
フ
タ
ー
・
エ
フ
ェ
ク
ト
の

心
配
等
で
あ
つ
た
が
、
当
時
の
酸
素
使
用
量
は
一
九
二
四
年
の
オ
ー
デ
ル

の
場
合
は
毎
分

一
ノ
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。　
一
方
化
学
者
で
あ
つ
た
Ｇ
ｏＩ
・

フ
ィ
ン
チ
と
ブ
ル
ー
ス
大
尉
は
、　
一
九
二
二
年
に
重
量
二
五
ポ
ン
ド
の
開

放
式
酸
素
補
給
器
を
用
い
て
、
毎
分

一
′
の
使
用
に
よ
り
六
四
〇
〇
ｍ
か

ら
八
二
四
〇
ｍ
ま
で
の
登
攀
に
使
用
し
、
し
か
も
最
後
に
八
三
〇
〇
ｍ
に

登
る
前
夜
に
は
こ
れ
を
睡
眠
用
に
使
用
し
、
ポ
ー
タ
ー
に
比
し
て
自
分
等

の
ペ
ー
ス
が
優
れ
て
い
る
と
い
う
、
ひ
か
え
目
な
主
観
的
利
得
を
発
表
し

た
。
そ
の
後
で
フ
ィ
ン
チ
は

「完
全
に
高
度
馴
化
が
可
能
で
あ
る
最
高
高

度
は
、
六
四
〇
〇
―
七
〇
〇
〇
ｍ
の
間
で
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
の

結
果
頂
上
に
行
く
に
は
、
こ
の
高
度
か
ら
酸
素
を
使
用
す
べ
き
で
あ
る
」

と
い
う
こ
と
を
予
言
し
た
。
彼
の
予
言
こ
そ
は
現
在
各
国
の
隊
が
実
行
し

て
い
る
方
法
そ
の
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
驚
異
的
な
予
言
と
い
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
後

一
九
二
八
年
に
ロ
イ
ド
も
開
放
式
重
量
二
五
ポ
ン
ド
、

毎
分
二
・二
五
′
の
酸
素
を
補
給
し
て
八
三
〇
〇
ｍ
に
達
し
た
が
、
同
行

の
テ
ィ
ル
マ
ン
と
較
べ
て
顕
著
な
差
が
認
め
ら
れ
な
か
つ
た
と
い
う
理
由

で
、
彼
の
主
張
も
認
め
ら
れ
ず
、
こ
う
し
た
酸
素
使
用
の
是
非
論
に
結
論

を
得
ぬ
ま
ま
、　
一
九
五
二
年
に
至
る
ま
で
八
六
〇
〇
ｍ
ラ
イ
ン
を
突
破
す
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る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
。

一
方
第
二
次
大
戦
を
通
じ
て
各
国
と
も
航
空
機
産
業
が
急
速
な
進
歩
を

と
げ
る
に
及
び
、
軽
量
の
酸
素
ボ
ン
ベ
が
考
案
さ
れ
、　
一
九
五
三
年
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
に
お
い
て
組
織
的
酸
素
の
使
用
に
よ
り
、
結
論
が
見
事
に
実
証

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
先

一
九
五
二
年
の
春
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
に

向
つ
た
ス
イ
ス
隊
は
、
極
め
て
軽
量
の
酸
素
発
生
器
を
携
行
し
た
が
、
故

障
を
生
じ
た
こ
と
と
、
最
後
の
段
階
に
お
い
て
一
時
的
に
使
用
さ
れ
た
程

度
で
あ
つ
た
た
め
、
大
き
な
効
果
が
発
揮
で
き
な
か
つ
た
。
秋
に
は
開
放

式
補
給
器
を
携
行
し
た
が
、
強
風
と
寒
気
の
た
め
に
八
一
〇
〇
ｍ
を
越
え

る
こ
と
は
出
来
な
か
つ
た
。
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
に
お
い
て
苦
闘
が
続
け
ら
れ

て
い
る
時
、
隣
接
す
る
八
一
五
三
ｍ
の
チ
ョ
ー
・
オ
ユ
ー
で
は
、
Ｅ

◆
シ

プ
ト
ン
に
率
い
ら
れ
た
英
国
隊
が
翌
年
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
を
目
指
し
て
、

高
所
に
お
け
る
生
理
学
上
の
研
究
と
酸
素
補
給
器
の
試
験
で
貴
重
な
成
果

を
挙
げ
て
い
た
の
だ
つ
た
。
彼
等
の
得
た
結
論
は
、
馴
化
の
可
能
な
限
界

は
二
一
、○
○
○
唄
ま
で
で
あ
る
か
ら
、
二
一
、○
○
○
唄
を
Ａ
・Ｂ
・Ｃ
と

す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
以
上
に
お
い
て
は
酸
素
を
使
用
す
る
こ
と
、

毎
分
四
ノ
の
酸
素
を
補
給
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
極
め
て
有
利
な
利
得
を

見
出
す
と
同
時
に
、
全
員
が
酸
素
に
対
す
る
絶
大
な
信
頼
を
も
つ
て
帰
つ

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
翌
年
Ｊ
・
ハ
ン
ト
に
率
い
ら
れ
た
英
国
の
エ

ヴ
ェ
レ
ス
ト
登
山
隊
は
、
馴
化
期
間
に
充
分
マ
ス
ク
の
抵
抗
に
慣
れ
る
訓

練
を
行
い
、
高
度
六
四
五
Ｏ
ｍ
の
Ａ
・Ｂ
ｏＣ
か
ら
酸
素
を
組
織
的
に
使
用

し
、　
一
九
五
三
年
五
月
二
九
日
、
ヒ
ラ
リ
ー
、
テ
ン
ジ
ン
の
二
名
は
最
後

の
決
定
的
瞬
間
に
晴
天
を
掴
み
、　
一
九
二
一
年
以
来
の
懸
案
に
ピ
リ
オ
ド

を
打
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
彼
等
の
酸
素
の
使
用
法
こ
そ
実
に
フ
ィ
ン
チ
の

予
言
し
た
そ
の
通
り
で
あ
つ
た
し
、
そ
の
後
の
八
〇
〇
〇
ｍ
峰
登
攀
の
た

め
の
立
派
な
モ
デ
ル
・
ケ
ー
ス
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

一
九
五
四
年
ケ
ン
プ
隊
長
以
下
の
偵
察
隊
を
、　
一
九
二
九
年
、
三

一
年

（註
２
）

に
ド
イ
ツ
隊
に
よ
つ
て
果
敢
な
挑
戦
が
行
わ
れ
た
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ

に
送
つ
た
ア
ル
パ
イ
ン
・
ク
ラ
ブ
は
、
翌

一
九
五
五
年
エ
ヴ
ア
ン
ズ
隊
長

以
下
九
名
の
精
鋭
を

一
九
五
六
年
の
本
隊
の
た
め
の
本
格
的
偵
察
隊
と
し

て
送
り
出
し
た
。
こ
の
隊
に
み
ら
れ
る
特
徴
は
酸
素
の
更
に
積
極
的
な
使

用
で
あ
ろ
う
。　
一
九
五
三
年
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
で
は
ロ
ー
ツ
ェ
ｏ
フ
ェ
ー
ス

の
開
拓
に
数
週
間
に
亘
る
苦
闘
を
強
い
ら
れ
た
が
、
今
回
は
問
題
の
グ
レ

ー
ト

・
シ
ェ
ル
フ
を
隊
長
エ
ヴ
ア
ン
ズ
、
副
隊
長
Ｎ

・
ハ
ー
デ
ィ
ー
は
酸

素
を
使
用
し
て
、
至
極
簡
単
に
突
破
し
て
し
ま
つ
た
。
天
候
は
未
だ
小
康

状
態
に
入
つ
て
は
い
な
か
つ
た
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
直
ち
に
偵
察
を
登
頂

態
勢
に
切
り
換
え
、　
一
気
に
第

一
、
第
二
登
頂
隊
と
も
登
頂
し
て
し
ま
つ

た
。
彼
等
は
六
六
四
五
ｍ
の
Ｃ
Ⅲ
か
ら
酸
素
を
使
用
し
、
ェ
ヴ
ェ
レ
ス
ト

で
サ
ウ
ス
・
コ
ル
ま
で
酸
素
を
使
用
さ
せ
ず
に
行
動
さ
せ
た
結
果
、
そ
れ

以
上
に
お
い
て
使
用
に
耐
え
る
シ
ェ
ル
パ
が
減
つ
て
し
ま
つ
た
点
を
考
え

て
、
こ
の
時
に
は
七
七
〇
〇
ｍ
の
第
五
キ
ャ
ン
プ
か
ら
シ
ェ
ル
パ
に
も
酸

素
を
使
用
さ
せ
た
。
そ
し
て
こ
の
隊
は
無
人
の
Ｃ
Ｖ
を
雪
崩
に
や
ら
れ
た

と
は
い
え
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
の
苦
闘
と
較
べ
て
全
く
ス
ム
ー
ス
に
、
再
度

に
亘
つ
て
登
頂
す
る
こ
と
が
出
来
た
点
、
更
に
完
全
に
近
い
モ
デ
ル
・
ケ

( 82 )



8千 メー トル峰登山のタクティックス

―
ス
を
形
成
し
た
と
も
い
え
よ
う
。

（註
２
）

バ
ウ
ア
ー
隊
長
以
下
の
パ
パ
リ
ア
隊
の
カ
ン
チ
北
東
稜
に
お

け
る
実
績
は
驚
嘆
す
べ
き
も
の
で
あ
つ
た
。
従
来
の
隊
に
は
見
ら
れ

な
か
つ
た
よ
う
な
切
り
つ
め
た
経
費
で
、
し
か
も
自
ら
荷
物
を
背
負

う
と
い
う
行
動
で
、
困
難
な
氷
稜
を
七
七
〇
〇
ｍ
ま
で
達
し
た
。
こ

の
こ
と
は
当
時
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
巨
峰
攻
撃
方
法
に
対
し
て

一
つ
の
革

命
的
な
実
績
で
あ
り
、
我
が
国
で
も
、
将
来
日
本
か
ら
出
か
け
る
登

山
隊
は
か
く
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
種
々
研
究
さ
れ

た
け
れ
ど
も
、
高
度
と
い
う

一
番
厳
し
い
試
練
は
、
彼
等
の
達
し
た

高
度
に
お
い
て
は
未
だ
始

つ
て
い
な
か
つ
た
か
ら
で
、
七
〇
〇
〇
ｍ

峰
の
攻
撃
に
は
適
用
で
き
て
も
、
八
〇
〇
〇
ｍ
峰
を
対
象
と
す
る
場

合
に
は
、
最
後
の
段
階
に
お
い
て
恐
ら
く
非
常
に
困
難
な
も
の
と
な

る
だ
ら
う
。

こ
の
年
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
大
規
模
の
登
山
隊
を
八
四
七
〇
ｍ
の
未
踏

峰

マ
カ
ル
ー
ヘ
送

つ
た
。
彼
等
の
酸
素
に
対
す
る
見
解
は
、
酸
素
を
用
う

る
べ
き
か
？
　
と
い
う
問
題
で
は
な
く
、
い
か
に
適
用
す
べ
き

か

に
あ

酸
素
の
割
合
は
八
八
〇
〇
―
八
〇
〇
〇
ｍ
の
間

で
大
差

は
な

い

八
四
七
〇
ｍ
の

マ
カ
ル
ー
に
お
い
て
も

エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
と
同
様

に
酸
素
の
使
用
を
真
剣
に
考
え
て
い
た
の
だ
つ
た
。
強
力
な
メ
ン
パ
ー
を

も
つ
て
す
れ
ば
、
八
五
〇
Ｏ
ｍ
の
こ
の
山
も
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
の
場
合
と

同
様
に
ラ
ッ
シ
ュ
で
攻
撃
し
う
る
か
も
知
れ
な
い
。
即
ち
充
分
に
馴
化
さ

れ
た
隊
員
が
ベ
ス
ト

・
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
状
態
で
、
無
風
状
態
で
気
温

が
余
り
低
く
な
い
と
い
う
よ
う
な
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
、
し
か
も
ル
ー
ト

に
さ
し
た
る
難
場
が
な
い
場
合
に
は
、
比
較
的
低
い
キ
ャ
ン
プ
か
ら

一
気

に
登
頂
を
試
み
る
こ
と
も
全
く
不
可
能
と
は
思
わ
れ
な
い
。
た
だ
そ
の
よ

う
に
す
べ
て
が
満
足
す
べ
き
状
態
に
あ
る
よ
う
な
こ
と
は
極
め
て
少
い
。

と
す
れ
ば
、
ど
う
し
て
も
高
所
で
滞
在
が
長
引
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

い
き
お
い
酸
素
が
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
つ
て
く
る
。
従
つ
て
登
頂
の
確

率
を
増
大
す
る
た
め
に
は
、
た
と
え
そ
の
た
め
に
装
備
の
重
量
が
増
し
、

輸
送
量
が
増
え
て
不
利
な
点
が
あ
つ
て
も
、
酸
素
は
使
用
す

べ
き

で
あ

る
、
と
い
う
結
論
を
も
つ
て
い
た
。
と
同
時
に
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
隊
付
ド
ク

タ
Ｉ
Ｊ

・
ウ
ド
ー
は
科
学
的
に
こ
の
点
を
追
求
し
、
酸
素
は
最
後
の
攻
撃

の
み
に
使
用
す
る
の
で
は
な
く
、
高
度
馴
化
の
限
界
線
よ
り
あ
ら
か
じ
め

研
究
さ
れ
て
定
め
ら
れ
た
方
式
に
従
つ
て
、
組
織
的
に
使
用
す
べ
き
で
あ

る
と
い
う
見
解
を
も
つ
て
い
た
。
そ
こ
で
彼
等
は
七
〇
〇
〇
ｍ
の
第
四
キ

ャ
ン
プ
か
ら
、
シ
ェ
ル
パ
達
に
は
七
四
一
〇
ｍ
の
第
五
キ
ャ
ン
プ
か
ら
酸

素
を
組
織
的
に
使
用
す
る
方
針
を
と
つ
た
。
た
ゞ
強
い
て
彼
等
の
英
国
隊

と
異
る
見
解
を
あ
げ
れ
ば
、
も
つ
と
下
か
ら
酸
素
を
使
用
す
れ
ば
、
せ
つ

か
く
の
馴
化
を
台
無
し
に
し
て
し
ま
う
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
彼
等
の
酸

素
そ
し
て
馴
化
、
荷
上
げ
に
対
す
る
見
解
は
英
国
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
隊
に

よ
る
も
の
か
、
そ
れ
と
も
全
く
独
自
な
彼
等
の
研
究
に
よ
る
も
の
か
は
と

も
か
く

と
し

て
、
全
く

一
致
し
て
い
る
点
は
特
筆
に
価
し
よ
う
。
そ
し

て
彼
等
は
三
日
間
に
亘
り
攻
撃
を
行
い
、
全
員
登
頂
と
い
う
世
紀
の
偉
業

を
成
就
し
た
の
だ
つ
た
。

（註
３
）

＾
東
大
ス
キ
ー
山
岳
部
報
告

。
一
九
五
四
Ｖ
所
収
、
織
方
郁

映

「
マ
ナ
ス
ル
酸
素
不
要
説
詮
議
」
に
も
こ
の
点
が
説
明
さ
れ
て
い
　
つ

る

。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

８

と
こ
ろ
で
我
々
マ
ナ
ス
ル
隊
の
場
合
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
つ
た
ろ
う

つ
た
。

（
註
３
）

か
ら
、



か
。
第

一
次
の
隊
は
問
題
外
と
し
て
、
第
二
次
の
隊
に
つ
い
て
み
て
も
酸

素
に
対
す
る
考
え
方
は
全
く
消
極
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
つ
た
。
第

一
次

の
登
頂
隊
と
し
て
七
七
五
Ｏ
ｍ

（事
実
は
七
五
〇
Ｏ
ｍ
で
あ
る
こ
と
が
今

回
の
隊
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
）
の
プ

ラ
ト

ー
に
達
し
た
隊
の
見
解
は
、

エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
よ
り
も
高
度
が
低
い
点
を
強
調
し
、
あ
れ
か
ら
上
の
三
七

五
ｍ

（事
実
は
六
二
五
ｍ
）
は
、
天
候
に
さ
え
恵
ま
れ
、
ま
た
キ
ャ
ン
プ

を
更
に
一
カ
所

一
九
五
三
年
の
引
返
し
地
点
に
張
れ
ば
、
何
と
か
な
る
と

い
う
極
め
て
楽
観
的
な
も
の
で
、
高
所
衰
退
の
問
題
の
科
学
的
裏
付
は
な

か
つ
た
。
酸
素
が
あ
つ
た
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
補
給
器
の
重
量
が

折
角
の
ど
ん
な
利
益
を
も
帳
消
し
に
し
て
し
ま
う
と
い
う
程
度
の
一
九
二

〇
年
代
の
考
え
方
で
し
か
な
か
つ
た
。
こ
こ
で
彼
等
の
強
調
し
た
点
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

と

の
体
力
の
差

（主
と
し
て
負
荷
能
力
の
問
題
）
と

一

ｋｇ
当
り
の
酸
素
の
重
量
の
彼
我
の
差
に
つ
い
て
ヽ
あ
つ
た
。

事
実

一
九
五
四
年
の
第
二
次
の
隊
は
隊
長
以
下
隊
員
殆
ん
ど
す
べ
て
の

も
の
は
酸
素
に
対
す
る
認
識
が
少
く

「頂
上
攻
撃
の
際
使
用
し
て
み
る
。

し
か
し
必
ず
し
も
そ
れ
を
必
要
と
し
な
い
」
と
い
う
程
度
の
も
の
で
あ
つ

た
。
但
し
辰
沼
ド
ク
タ
ー
の
意
見
に
よ
つ
て
七
五
〇
Ｏ
ｍ
の
プ
ラ
ト
ー
以

上
に
お
い
て
は
、
睡
眠
用
に
各
自

一
晩
三
〇
〇
′
使
用
す
る
と
い
う
点
が

（註
４
）

特
記
す
べ
き
も
の
で
あ
つ
た
。

（註
４
）

『
口
同
　
ドｏ
ｕ卜
　
母
洲
翠
糊
帥

０
『
（が
ぃ
ｏ
ｏ
日
）

爾
園
油

ド
＞
×
卜
巌
×
ω
口
＝
ＨＮ
＞

０
∞
（が
ぶ
〇
ヨ
）

爾
昴
油

ド
＞
×
Ｎ
Ｎ
×
ω
口
＝
〇
＞

珀
響
コ

ω
絆
×
Ｎ
決
＝
ｏ
＞

以
上

一
回
の
攻
撃
に
２４
本
。
従

つ
て
三
回
の
攻
撃
を
予
定
し
て
７２
本

を
準
備
し
た
。
但
し
シ
ェ
ル
パ
の
分
は
考
慮
さ
れ
て
な
い
。　
　
　
　
０

今
回
の
計
画
に
当
つ
て
酸
素
を
充
分
に
使
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
　
＜

初
か
ら
の
方
針
で
あ
つ
た
。
し
か
し
乍
ら
準
備
委
員
の
中
に
も
未
だ
に
酸

素
使
用

一
辺
倒
で
な
く
、　
一
九
五
四
年
の
よ
う
な
方
針
で
臨
ん
だ
方
が
よ

い
と
い
う
も
の
も
多
く
、
酸
素
使
用
の
意
義
不
徹
底
の
感
が
あ
つ
た
。
即

ち
酸
素
補
給
器
の
重
量
と
我
々
の
負
荷
能
力
か
ら
み
て
、
使
用
可
能
の
酸

素
に
は
お
の
ず
か
ら
限
界
が
あ
り
、
多
量
に
携
行
し
す
ぎ
る
と
か
え
つ
て

マ
イ
ナ
ス
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
し
て
そ
こ
に
は
お
の
ず
か
ら
最
適

本
数
と
い
う
の
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と

登
頂
時
の
み
に
使
用
可
能
の
程
度
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
先
ず
各

国
の
隊
の
行
動
を
分
析
し
、
酸
素
の
使
い
方
を
研
究
し
て
こ
の
点
の
認
識

（註
５
）

を
深
め
、
三
鷹
の
低
温
低
圧
室
で
実
験
、
富
士
山
の
テ
ス
ト
に
よ
つ
て
酸

素
マ
ス
ク
に
慣
れ
、
信
頼
感
を
も
つ
べ
く
心
掛
け
た
の
で
あ
つ
た
。
こ
う

し
て
種
々
と
紆
余
曲
折
は
あ
つ
た
け
れ
ど
も
、
槙
隊
長
の
熱
心
な
推
挙
に

よ
つ
て
出
発
時
に
は
各
自
の
酸
素
に
対
す
る
認
識
は
高
ま
り
、
組
織
的
に

酸
素
を
使
用
す
る
と
い
う
こ
と
が
す
べ
て
の
計
画
の
根
本
に
な

つ
て

，い

た
。と

こ
ろ
で
、
我
々
の
酸
素
補
給
器
自
体
は
各
国
の
も
の
に
較
べ
て
、
ど

の
程
度
に
優
秀
な
も
の
で
あ
つ
た
ろ
う
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
優
秀
と

は
言
い
得
な
い
。
戦
後
の
航
空
産
業

一
〇
年
の
プ
ラ
ン
ク
は
、
そ
れ
を
説

明
す
る
の
に
充
分
で
あ
ろ
う
。
事
実
我
々
の
携
行
し
た
酸
素
ボ
ン
ベ
は
、



戦
争
末
期
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
製
、
内
容
積
二
′
、

重
量
三

・
四
ｋｇ
の
第

一
次
、
第
二
次
の
時
と
全
く
同
じ
も
の
で
あ
つ
た
。

た
ヽ
今
年
は
従
来
迄
の

３
ｏ
Ｆ
ｍ
ｏヽ
日
Ｎ
の
充
填
圧
力
を

、
ｏ
Ｆ
”
ｏヽ
日
Ｎ
に

し
て
携
行
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

（註
５
）

富
士
山
の
高
度
で
は
、
ま
だ
酸
素
の
補
給
を
必
要
と
せ
ず
、

む
し
ろ
マ
ス
ク
の
抵
抗
の
方
が
大
き
く
苦
し
い
も
の
で
あ

つ
た
。
し

か
し
こ
う
し
た
条
件
下
で
も

マ
ス
ク
を
つ
け
て
、　
マ
ス
ク
に
慣
れ
る

と
い
う
こ
と
は
重
要
な
こ

と

で
あ

る
。
そ
の
後
、
暑
い
船
の
中
で

も
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
途
中
で
も
、　
マ
ス
ク
を
つ
け
て
マ
ス
ク
に
慣
れ

る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
怠
ら
な
か
つ
た
。

（註
６
）

第
二
次
の
時
も
輸
送
中
に
安
全
弁
が
飛
ん
で
、
空
に
な
つ
た

も
の
が
大
分
あ
つ
た
。
今
年
は
充
填
圧
力
を
強
く
し
た
の
で
、
当
然

こ
の
点
に
つ
い
て
慎
重
な
考
慮
が
払
わ
れ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
も

約

一
割
が
空
に
な
つ
て
い
る
こ
と
が
ベ
ー
ス
ｏ
キ
ャ
ン
プ
で
確
認
さ

れ
た
。

″
　
　
し
か
し
乍
ら
、
携
行
装
置
、
附
属
品
の
減
圧
弁
等
は
大
い
に
研
究
改
良

″
　
さ
れ
、
日
本
古
来
の
背
負
子
の
ア
イ
デ
ア
を
と
り
入
れ
た
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン

″
　
製
の
携
行
装
置
は
実
に
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ

つ
た
し
、
三
鷹
の
低
圧
試

夕
　
験
で
問
題
に
な
つ
た
減
圧
弁
も
、
ダ
イ
フ
ロ
ン
Ⅱ
の
使
用
に
よ
り
満
足
す

の山
　
べ
き
も
の
と
な
つ
た
。

甦
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（註
７
）

雌
　
　
今
回
携

ヽ
行
搭

′れた
開
放
式
酸
素
補
給
器
は
一
五
セ
ッ
ト
、
ボ
ン
ベ
は
一

トノ
　
一二
〇
本
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
睡
眠
用
（ミ

日ヽ
〓
）
行
動
用

（ω
ミ
日
〓
）

メ．
　

と
も
隊
員
は
七
〇
〇
〇
ｍ
の
ノ
ー
ス
・
コ
ル
、
シ
ェ
ル
パ
は
七
五
〇
Ｏ
ｍ

千
　
の
プ
ラ
ト
ー
上
か
ら
使
用
す
る
方
針
と
し
て
、
頂
上
攻
撃
隊
の
み
六
六
〇

８
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（註
９
）

Ｏ
ｍ
の
Ａ
・Ｂ
ｏＣ
か
ら
使
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

最
後
に
今
回
の
酸
素
補
給
器
の
性
能
を

一
九
五
三
年
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト

隊
の
も
の
と
比
較
し
て
み
る
と
、

く
ヽ
ゝ
￥
（８
８
）
…
…
抵
自
同
帥
（
ド
Ｆ
じ
脹
Ｓ
Ｏ
母
剛
瑶
帥
　
ド８
日

Ｈ
吼
い
て
ヽ

７
画
（８
認
）
…
…
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
ド８
日

の
如
く
大
き
な
差
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
は
エ
ヴ
ェ

レ
ス
ト
と
マ
ナ
ス
ル
の
高
度
の
相
違
、
最
終
キ
ャ
ン
プ
を
出
来
う
る
限
り

（註
１０
）

高
所
へ
上
げ
る
こ
と
、毎
分
の
消
費
量
を

ω
ミ
日
〓

に
し
て
節
約
す
る
こ

と
に
よ
つ
て
カ
バ
ー
し
た
が
、
今
後
よ
り
高
い
山
へ
向
う
場
合
に
は
何
は

（
註
ｎ
）

さ
て
お
い
て
も
、
も
う
少
し
優
秀
な
ボ
ン
ベ
が
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
訳
で
今
回
の
酸
素
は
携
行
装
置
の
改
善
、
附
属
品
の
改
良

等
も
見
逃
す
こ
と
は
出
来
な
い
が
、酸
素
補
給
器
、ボ
ン
ベ
そ
の
も
の
に
つ

い
て
は
一
九
五
三
、　
一
九
五
四
年
に
比
し
て
重
量
の
点
で
根
本
的
な
改
良

は
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
、
酸
素
を
上
手
に
使
用
し
て
ス

ム
ー
ズ
に
登
頂
が
出
来
た
の
は
、
実
に
酸
素
に
対
し
て
の
認
識
と
、
各
自

の
酸
素
に
対
す
る
信
頼
度
に
よ
る
も
の
と
い
つ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
科

学
的
デ
ー
タ
に
基
い
て
の
合
理
的
な
高
度
馴
化
と
、
組
織
的
な
酸
素
の
使

用
こ
そ
、
今
回
の
成
功
の
最
大
の
要
因
と
み
な
す
こ
と
が
出
来
よ
う
。

一

九
五
三
年
疲
労
困
億
し
て
最
高
到
達
点
に
達
し
た
登
頂
隊
は
、
誰
も
が
周

囲
の
山
を
観
察
し
て
く
る
余
裕
す
ら
な
か
つ
た
。
出
発
時
、
ア
ン
ナ
プ
ル

ナ
方
面
を
是
非
と
も
眺
め
た
い
と
思
つ
て
出
か
け
た
隊
員
が
、
帰
つ
て
き
　
＞

て
初
め
て
こ
の
点
に
気
付
い
て
驚
い
た
程
で
あ
つ
た
。
こ
れ
に
反
し
、
今
　
８５

回
は
酸
素
の
使
用
に
よ
つ
て
成
功
の
確
率
を
高
め
、
障
害
を
軽
減
し
、
安



全
度
を
高
め
て
充
分
な
余
裕
を
残
し
て
登
頂
し
た
上
に
、
頂
上
に
お
い
て

一
時
間
半
も
の
長
き
に
亘
り
映
画
を
撮
影
し
、
四
囲
の
山
々
を
観
察
し
、

し
か
も
自
ら
楽
し
む
こ
と
す
ら
出
来
た
の
で
あ
つ
た
。
今
と
な
つ
て
は
高

所
へ
登
つ
た
隊
員
は
勿
論
の
こ
と
、
シ
ェ
ル
パ
で
さ
え
も
酸
素
の
不
要
論

（註
１２
）

を
唱
え
る
も
の
は
な
い
と
思
う
。

こ
の
よ
う
な
マ
ナ
ス
ル
の
登
頂
に
よ
っ
て
、
我
々
も
始
め
て
酸
素
使
用

に
よ
る
登
頂
法
の
結
論
を
、
自
信
を
も

っ
て
経
験
す
る
こ
と
が
出
来
た
と

同
時
に
、
私
自
身
に
と
っ
て
は
急
性
肺
炎
に
よ
る
ピ
ン
チ
を
、
こ
の
偉
大

な
酸
素
の
力
に
よ
り
き
り
ぬ
け
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
っ
た
。
今
後
は

た
と
え
七
〇
〇
〇
ｍ
峰
を
目
指
す
登
山
隊
で
あ

っ
て
も
、
救
急
用
と
し
て

酸
素
を
携
行
す
る
こ
と
が
常
識
と
な
ろ
う
。

最
後
に
今
回
最
も
熱
心
に
酸
素
の
使
用
を
強
調
さ
れ
、
協
力
い
た
ゞ
い

た
篠
田
教
授
、
徳
永
ド
ク
タ
ー
、
阪
大
Ｏ
Ｂ

。
会
員
大
島
輝
夫
氏
ら
の
卓

見
に
対
し
、
感
謝
を
あ
ら
た
に
し
て
こ
の
項
を
終
る
こ
と
と
す
る
。
大
島

輝
夫
氏
こ
そ
は
日
本
に
お
け
る
フ
ィ
ン
チ
に
た
と
え

る
こ
と
が
出
来
よ

う
。（註

７
）

エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
で
問
題
と
な
つ
た
閉
鎖
式
補
給
器
に
つ
い
て

は
、
検
討
す
べ
き
点
が
多
々
残
さ
れ
て
い
る
が
、
製
作
上
間
に
合
は

な
か
つ
た
。

（註
８
‥
１
）

（註
８
）

酸
素
本
数
の
内
訳
は
、
練
習
用
、
睡
眠
用
の
も
の
を
合
め
る

と

一
八
〇
本
程
度
が
必
要
と
な
る
が
、
経
費
の
点
か
ら
必
要
最
低
数

の
一
三
〇
本
に
と
ヾ
め
ノ
ー
ス
・
コ
ル
に
於
け
る
睡
眠
用
に
は
酸
素

（
註
８
‥
２
）

発
生
剤
を
使
用
す
る
予
定
で
あ
つ
た
。
即
ち
、
計
画
で
は

ｏ
六
８
８
８
）

〕
く
詩
ヽヾ
油
―

∞
　
課

嵐

雨

ヨ
ー
ニ

Ｏ
ｏ
（８
８

日
）

珀
　
響
　
ョ
ー
ト
ω
　
爾
　
昴
　
ョ
ー

ｏ

０
０
（胡
８

ヨ
）

「
　
聾
　
コ
Ｉ
Ｎ
∞
　
爾
　
昴
　
ョ
ー
８

ｏ
パ
ミ
い
ｏ
口
）

珀
　
響
　
コ
ー
ドＮ
　
蘭
　
昴
　
コ
ー

ト

型
一一薄
コ

（帯
書
コ
）
―

ぃ
　
　
　
　
　
翠
　
ド
ω
ｏ
＞

第

一
次
、
第
二
次
に
失
敗
し
第
二
次
に
登
頂
を
期
す

る
場

合

に

は
、
そ
の
分
の
酸
素
は
節
約
に
よ
つ
て
捻
出
す
る
。

（註
８
‐
１
）
睡
眠
用
に
は

一
九
五
四
年
と
同
じ
く
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を

お
い
た
。
現
在
に
お
い
て
は
仮
り
に

一
本
し
か
酸
素
ボ
ン
ペ
が
な
か

つ
た
場
合
、
こ
れ
を
行
動
に
使
用
す
る
よ
り
も
、
前
夜
に
お
け
る
睡

眠
に
使
用
し
た
方
が
有
利
で
あ
る
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
る
程
、
睡
眠

用
酸
素
は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

一
九
五
三
年
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス

ト
隊
で
も
は
つ
き
り
と
認
め
ら
れ
て
い
る
し
、
今
回
も
第
六
キ
ャ
ン

プ
で
は
酸
素

ド
ミ
ュ
●

で
補
給
さ
れ
て
い
る
間
は
熟
睡
し
え
た
が
、

酸
素
が
空
に
な
る
と
す
ぐ
眠
が
さ
め
た
と
い
う
経
験
を
し
た
こ
と
に

よ
つ
て
も
判
る
と
思
う
。

（註
８
‐
２
）
今
回
睡
眠
用
と
し
て
使
用
さ
れ
た
酸
素
発
生
剤
は
　
０
礎
‐

ヽ
ミ

Ｑ
ヽ
ミ
ヽヽ

と
言
わ
れ
、
日
本
独
得
の
研
究
に
な
る
も
の
で
、
化

学
反
応
に
よ
つ
て
酸
素
を
発
生
す
る
も
の
で
あ
る
。
毎
分
四
″
の
酸

素
を
発
生
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
着
火
後
、
出
量
の
調
整
、
停
止

と
い
う
こ
と
が
不
能
で
あ
る
し
、
発
生
時
、
発
熱
反
応
で
あ
る
た
め

に
発
生
装
置
も
複
雑
で
あ
り
、
行
動
用
と
し
て
の
使
用
が
困
難
で
あ

る
し
、
必
要
な
時
、
何
時
で
も
何
処
で
も
使
用
出
来
な
い
と
い
う
大

き
な
欠
点
を
も
つ
て
い
た
。
こ
の
点
酸
素
ボ
ン
ベ
と
比
較
し
て
必
ず

し
も
有
利
で
あ
る
と
は
思
え
な
か
つ
た
。
し
か
し
乍
ら
後
に
は
メ
ー

カ
ー
の
熱
心
な
研
究
に
よ
つ
て
、
こ
の
発
熱
反
応
を
利
用
し
て
水
を

作
る
装
置
、
行
動
用
と
し
て
使
用
す
る
際
の
ア
ス
ペ
ス
ト
断
熱
の
特

殊
携
行
装
置
ま
で
考
案
さ
れ
、
実
用
の
域
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
蔭
の
協
力
は
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

そ
れ
か
ら
本
器
の
最
大
の
欠
点
は
、
酸
素
発
生
中
こ
れ
を
操
作
す

る
ボ
イ
ラ
ー
マ
ン
的
人
間
が
必
要
で
あ
り
、
誰
が
高
処
に
お
い
て
こ
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の
任
に
当
る
か
は
最
後
ま
で
結
論
を
持

つ
て
い
な
か
つ
た
が
、
こ
の

問
題
は
第
五
キ
ャ
ン
プ

（七
二
〇
〇
ｍ
）
に
お
い
て
登
頂
隊
出
発
の

前
夜
辰
沼
ド
ク
タ
ー
が
徹
夜
で
そ
の
任
に
あ
た
り
、
始
め
て
そ
の
機

能
を
完
全
に
果
た
す
こ
と
が
出
来
た
こ
と
を
附
記
し
て
お
き
た
い
。

（註
９
）

こ
の
使
用
法
は
、　
一
九
五
三
年

エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
、　
一
九
五
五

年
の
カ
ン
チ
、　
一
九
五
五
年
の
マ
カ
ル
ー
等
と
大
略
同
じ
も
の
で
あ

る
。
こ
の
点
に
関
し
辰
沼
ド
ク
タ
ー
は
最
後
ま
で
疑
間
を
も
つ
て
い

た
。
即
ち
、
彼
の
見
解
に
よ
れ
ば
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
の
使
用
法
が
あ
り
、
日
本
人
に
は
日
本
人
に
適
し
た
使
用
方
法

が
あ
ろ
う
。
必
要
以
上
に
彼
等
の
計
画
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
る
必
要
は

な
い
、
と
い
う
の
で
あ

つ
た
。
但
し
実
際
に
は
ノ
ー
ス
・
コ
ル
経
由

の
ル
ー
ト
か
ら
＾
ス
ノ
ｌ

ｏ
ェ
プ
ロ
ン
Ｖ
経
由
の
ル
ー
ト
に
な
つ
た

た
め
に
、
隊
員
、
シ
ェ
ル
パ
と
も
七
二
〇
〇
ｍ
の
第
五
キ
ャ
ン
プ
か

ら
睡
眠
、
行
動
用
と
も
に
使
用
し
た
。

（註
１０
）

こ
の
量
は
、
酸
素
補
給
必
要
量
の
最
低
量
と
思
わ
れ
る
。　
一

九
五
二
年
の
チ
ョ
ｌ

ｏ
オ
ユ
ー
で
の
経
験
に
よ
つ
て
、
Ｇ

・
ピ

ユ
ー

は

、
ミ
日
〓

が
最
低
必
要
量
と
い
う
結
論
を
出
し

て

い
る
。
今
回

は

Ｎ
ミ
Ｂ
す

で
使
用
し
た
が
、
こ
の
量
に

よ

つ
て
特
に
不
足
を
感

じ
な
か
つ
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
つ
た
。

（註
１１
）

そ
の
後
川
崎
航
空
機
株
式
会
社
に
お
い
て
、
二
〇
〇
気
圧
ま

で
充
填
可
能
の
優
秀
な
ボ
ン
ペ
が
完
成
さ
れ
た
由
で
あ
る
。
更
に
優

れ
た
も
の
の
生
産
を
切
望
し
て
止
ま
な
い
。

（註
１２
）

チ
ョ
ー

。
オ
ユ
ー
登
頂
の
経
歴
を
も

つ
パ
サ
ン
・
ダ
ワ

ｏ
ラ

マ
は
、

エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
に
お
い
て
も
酸
素
は
必
ず
し
も
必
要
と
し
な

い
と
い
う
酸
素
不
要
論
を
唱
え
、　
一
九
五
六
年
ス
イ
ス
隊
と
共
に
山

頂
を
目
指
し
た
が
実
現
し
て
い
な
い
し
、
ガ
ル
ツ
ェ
ン
は
二
六
、
○

○
○
哄
以
上
の
登
攀
に
は
絶
対
に
酸
素
は
必
要
で
あ
る
と
い
う
彼
の

見
解
を
実
証
し
て
い
る
。
面
白
い
こ
と
に
彼
は
酸
素
の
力
に
よ
つ
て

マ
ナ
ス
ル
ヘ
登
り
、
パ
サ
ン
・
ダ
ワ

・
ラ
マ
は
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
の
高

所
に
も
登
り
得
な
か
つ
た
。

8千 メー トル峰登山のタクティックス
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ア
ル
バ
イ

ン
・
ク
ラ
ブ

の

百
年
晩
餐
会
と
そ
の
前
後松

　
方
　
一二
　
郎

写
真
の
説
明
か
ら

ま
ず
写
真
の
説
明
か
ら
し
ま
し
よ
う
。

握
手
を
し
て
い
る
右
の
人
物
は
根
さ
ん
で
す
。
そ
し
て
左
側
が
、
サ
ー

・
ジ
ョ
ン
・
ハ
ン
ト
、
あ
の
一
九
五
三
年
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
隊
の
隊
長
で

あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
槙
さ
ん
は
デ
ィ
ナ
ー
・
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
で
黒
タ
イ
で
す
が
、
サ
ー
・
ジ
ョ
ン
の
方
は
ド
レ
ス
に
自
タ
イ
、
つ

ま
り
晩
餐
の
た
め
の
正
式
の
礼
装
で
す
。
く
び
に
は
勲
章
が
つ
い
て
い
ま

す
。
胸
に
も
ド
レ
ス
の
た
め
の
小
型
の
勲
章
が
い
く
つ
か
ぶ
ら
さ
が
つ
て

い
る
の
で
す
が
、
横
か
ら
で
は
見
え
ま
せ
ん
。
槙
さ
ん
と
、
サ
ー
・
ジ
ョ

ン
と
の
向
う
側
に
立
つ
て
い
る
の
は
ア
ル
パ
イ
ン
ｏ
ク
ラ
ブ
の
名
誉
書
記

で
あ
る
エ
ム
リ
ー
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
で
す
。
英
国
の
こ
と
で
す
か
ら
改
つ

た
儀
式
の
時
な
ど
に
は
、
必
ず
そ
の
人
の
勲
位
を
つ
け
て
呼
び
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
サ
ー
・
ジ
ョ
ン
ｏ
ハ
ン
ト
の
次
ぎ
に
Ｃ
ｏＢ
・Ｅ

（
コ
マ
ン

ダ
ー
●
オ
ブ

●
ザ

●
オ
ー
ダ
ー
●
オ
ヴ

ｏ
ザ

●
ブ

リ

テ
ィ
ッ
シ
●
エ
ム
　
８８

パ
イ
ヤ
ー
）
Ｄ

ｏ
Ｓ

・
０

（
コ
ム
パ
ニ
オ
ン
・
オ
ヴ

・
ザ

・
デ
ィ
ス
テ
ィ
　
＜

ン
グ
イ
ッ
シ
ト

・
サ
ー
ヴ
ィ
ス
・
オ
ー
ダ
ー
）
と
二
つ
続
け
て
呼
ぶ
の
で

す
。そ
し
て
、あ
ら
た
ま
つ
た
手
紙
の
場
合
に
も

そ
れ
を
名
前
の
後
に
続

け
て
書
く
の
で
す
。
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
方
は
Ｍ
・Ｂ
・Ｅ

（
メ
ム
バ
ー
・
オ
ヴ

ｏ
ザ

●
オ
ー
ダ
ｌ
ｏ
オ
ヴ

●
ザ

●
ブ
リ
テ
ィ
ツ
シ
ｏ
エ
ム
パ
イ
ヤ
ー
）
と

い
う
わ
け
で
す
。
Ｄ
ｏＳ
ｏＯ
は
さ
し
ず
め
日
本
で
前
に
金
鶴
勲
章
と
い
つ

た
あ
れ
に
あ
た
る
も
の
で
す
。
日
本
で
は
戦
争
に
負
け
て
以
来
、
息
の
根

の
あ
る
限
り
は
勲
章
を
ぶ
ら
さ
げ
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
英
国

で
は
ア
ル
パ
イ
ン
・
ク
ラ
ブ
で
も
、地
学
協
会
で
も
、正
式
の
晩
餐
会
と
な

れ
ば
、
い
つ
も
自
タ
イ
で
勲
章
つ
き
と
き
ま
つ
て
い
る
の
で
、
な
に
も
創

立
百
年
の
記
念
晩
餐
会
だ
か
ら
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
毎
年
の
年
次
晩

餐
会
で
も
同
じ
こ
と
な
の
で
す
。

わ
が
、
山
岳
会
な
ど
は
創
立
以
来
、
そ
ん
な
晩
餐
会
を
や
つ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ス
ウ
ェ
ン
・
ヘ
デ
イ
ン
が
来
た
時
の
歓
迎
晩
餐
会
な
ど

・

の
写
真
を
み
る
と
、
や
は
り
自
タ
イ
の
正
式
の
も
の
だ
つ
た
よ
う
で
す
。

服
装
が
服
装
で
す
か
ら
、
晩
餐
会
の
や
り
方
も
真
赤
な
燕
尾
服
を
き
た
切

口
上
の
進
行
係
が
つ
い
た
四
角
張
つ
た
も
の
で
、
そ
れ
で
あ
り
な
が
ら
、

集
る
者
が
山
の
仲
間
ば
か
り
な
の
で
、
い
か
に
も
山
の
人
間
の
集
り
ら
し

い
雰
囲
気
に
み
ち
ノ
ヽ
て
い
る
の
が
、
何
と
も
い
え
な
く
面
白
い
点
な
の

で
す
。
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写
真
の
も
う

一
つ
は
、
登
場
人
物
が
少
々
違
い
ま
す
。
真
中
に
印
度
式

の
礼
装
を
し
た
テ
ン
ジ
ン
が
い
ま
す
。
テ
ン
ジ
ン
の
胸
に
は
エ
ヴ
ェ
レ
ス

ト
初
登
頂
を
表
彰
し
て
贈
ら
れ
た
勲
章
が
ぶ
ら
下
つ
て
い
ま
す
が
、
彼
の

い
か
に
も
好
人
物
ら
し
い
風
容
は
、
わ
れ
′
ヽ
に
縁
の
深
い
あ
の
ギ
ャ
ル

ツ
ェ
ン
を
連
想
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
テ
ン
ジ
ン
の
右
に
豊
か
な
ひ

げ
を
蓄
え
た
小
さ
な
老
人
が
い
ま
す
。
ト
ム
・
ロ
ン
グ
ス
タ
フ
そ
の
人
で

す
。
八
十
二
才
だ
と
い
う
の
に
、
大
し
た
元
気
で
す
。
鋼
鉄
の
よ
う
に
が

つ
ち
り
し
た
体
の
つ
く
り
を
見
て
下
さ
い
。
大
分
前
か
ら
こ
の
老
人
は
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
北
の
端
に
引
退
し
て
い
る
の
で
す
が
、
山
岳
会
の
晩
餐

会
な
ど
と
い
う
と
、
こ
う
し
て
ロ
ン
ド
ン
に
現
れ
る
の
で
す
。
私
達
に
は

後
　
身
内
の
お
じ
さ
ん
の
よ
う
に
親
切
に
し
て
く
れ
る
の
で
す
が
、
ア
ル
パ
イ

』到の
　
ン
・
ク
ラ
ブ
の
中
で
は
な
か
ノ
ヽ
こ
わ
い
親
爺
だ
と
い
う
こ
と
に
な
つ
て

をど
　
い
る
の
で
す
。
ロ
ン
グ
ス
タ
フ
の
右
が
槙
さ
ん
、
そ
し
て
テ
ン
ジ
ン
の
左

梁
　
が
私
で
す
。
私
達
は
旅
行
者
な
の
で
略
式
の
黒
タ
イ
で
威
張
つ
て
い
る
の

動
　
で
す
が
、
戦
争
前
に
ロ
ン
ド
ン
に
い
た
時
代
に
は
、
二
人
と
も

一
応
自
タ

百
　
イ
で
乗
込
ん
だ
も
の
で
す
。

のプ
　
　
と
こ
ろ
で
、
今
さ
ら
説
明
す
る
ま
で
も
な
く
、
こ
の
二
枚
の
写
真
は
い

ク
　
ず
れ
も
ア
ル
パ
イ
ン
・
ク
ラ
ブ
の
創
立
百
年
を
祝
つ
て
ロ
ン
ド
ン
で
催
さ

ン．
　

れ
た
晩
餐
会
の
時
の
も
の
で
、
旗
さ
ん
と
ハ
ン
ト
と
の
握
手
を
し
て
い
る

）
　
写
真
は
、
こ
れ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
よ
う
な
も
の
が

『ア
ル
パ
イ
ン
ｏ
ジ
ャ

ル
　
ー
ナ
ル』
の
方
に
も
載
つ
て
い
ま
す
。
『ア
ル
パ
イ
ン
・ジ
ャー
ナ
ル』

に
は
槙
さ
ん
と
テ
ン
ジ
ン
の
写
真
だ
け
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、

編
集
者
が
、
こ
の
二
人
の
遠
来
の
客
に
対
し
て
、
特
別
に
歓
迎
の
意
を
表

し
た
の
だ
と
解
釈
し
て
い
ゝ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
そ
れ
は
あ
の
晩
餐
会
に

集
つ
た
人
々
に
共
通
し
た
気
持
で
も
あ
つ
た
と
思
う
の
で
す
。

日
本
山
岳
会
代
表
の
到
着

根
さ
ん
が
ロ
ン
ド
ン
に
着
い
た
の
は
十

一
月
二
日
で
し
た
。
文
化
の
日

な
ど
と
い
う
も
の
ゝ
出
来
る
前
に
育
つ
た
わ
れ
ノ
ヽ
に
と
つ
て
は
、
こ
れ

は
忘
れ
難
い
日
で
す
。
二
月
十

一
日
の
紀
元
節
が
大
体
天
気
が
悪
い
の
に
、

こ
の
十

一
月
二
日
は
、
毎
年
間
違
い
な
く
よ
い
天
気
だ
つ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
古
い
山
の
人
々
に
は
こ
の
日
の
記
憶
を
特
別
に

大
切
に
胸
に
お
さ
め
て
い
る
人
が
い
る
に
相
違
な
い
と
思
い
ま
す
。
と
こ

ろ
で
一
九
五
七
年
の
十

一
月
三
日
は
日
曜
日
で
し
た
。
私
は
日
本
か
ら
は

る
ば
る
飛
ん
で
来
ら
れ
る
棋
さ
ん
を
出
迎
え
に
、
同
僚
の
Ｗ
君
と
飛
行
場

に
行
き
ま
し
た
。

ア
ル
パ
イ
ン
・
ク
ラ
ブ
の
百
年
の
晩
餐
会
に
棋
さ
ん
に
日
本
山
岳
会
代

表
と
し
て
出
て
も
ら
お
う
と
い
う
話
は
大
分
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
招
待

状
は
わ
が
会
長
で
あ
る
別
宮
さ
ん
あ
て
の
も
の
で
し
た
が
、
こ
の
場
合
日

本
山
岳
会
を
代
表
す
る
の
に
は
槙
さ
ん
が
最
も
は
ま
り
役
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
別
宮
さ
ん
は
じ
め
皆
の
意
見
だ
つ
た
の
で
す
が
、
肝
心
の
頗
さ
ん
　
＞

が
、
な
か
ノ
ヽ
難
し
く
て
、
こ
れ
に
は
み
ん
な
が
ほ
と
ノ
ヽ
手
を
焼
い
た
　
８９

と
い
う
の
が
本
当
の
話
で
し
た
。
あ
と
で
き
く
と
、
み
ん
な
が
心
配
し
て



羽
田
ま
で
見
送
つ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ほ
ん
と
う
に
根
さ
ん
が
、
飛

行
機
に
乗
る
と
こ
ろ
を
見
と
ヾ
け
な
い
と
安
心
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
だ
つ

た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
私
に
し
て
も
、
こ
の
間
の
情
勢
判
断
に
基
い
て
、

根
さ
ん
が
ロ
ン
ド
ン
の
飛
行
場
で
降
り
た
つ
た
と
こ
ろ
を
、
間
髪
を
い
れ

ず
に
Ｗ
君
の
車
に
送
り
こ
ん
で
、
ロ
ン
ド
ン
に
担
ぎ
こ
も
う
と
い
う
計
画

だ
つ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
幸
い
、
三
十
年
振
り
の
ロ
ン
ド
ン
は
い
た
く

槙
さ
ん
の
気
に
入
つ
た
よ
う
で
、
私
も
ほ
つ
と
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
三

人
連
れ
で
車
を
飛
ば
し
て
、
夜
の
ロ
ン
ド
ン
は
ウ
エ
ス
ト

・
エ
ン
ド
に
乗

込
ん
だ
の
で
す
が
、
日
曜
で
は
大
概
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
閉
つ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
ボ
ン
ド

ｏ
ス
ト
リ
ー
ト
の
表
の
ヴ
ア
ン
ド
ー
ム
で
晩
の
食
事
を
す

ま
せ
、
槙
さ
ん
の
た
め
に
部
屋
の
と
つ
て
あ
る
プ
リ
ン
ス
ｏ
オ
ヴ

ｏ
ゥ
ェ

ー
ル
ス
な
る
宿
に
行
き
ま
し
た
。

ロ
ン
ド
ン
の
宿
と
い
う
と
、
す
ぐ
ク
ラ
リ
ッ
ジ
ス
だ
の
サ
ヴ
ォ
イ
だ
の

グ

ロ
ー
ヴ
ナ
ー
・
ハ
ウ
ス
な
ど
と
い
う
の
で
す
が
、
わ
が
プ
リ
ン
ス
・
オ

ヴ

・
ウ
ェ
ー
ル
ス
は
そ
う
し
た
国
際
的
大
ホ
テ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
サ

ウ
ス
ｏ
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
の
公
園
の
わ
き
の
、　
ロ
ン
ド
ン
に
よ
く
あ
る
、
何

軒
も
の
家
を
次
か
ら
次
へ
と
買
い
取
つ
て
つ
な
い
で
い
つ
た
中
流
ホ
テ
ル

で
、
土
地
つ
子
以
外
に
は
あ
ま
り
泊
ら
な
い
よ
う
な
旅
籠
な
の
で
す
。
し

か
し
英
国
の
流
儀
を
多
少
と
も
知
る
者
か
ら
す
る
と
、
メ
ー
プ
ン
の
小
説

に
出
て
来
る
よ
う
な
こ
う
し
た
町
の
旅
籠
の
よ
さ
は
何
も
の
に
も
代
え
難

い
も
の
な
の
で
す
が
、
こ
れ
が
ア
ル
パ
イ
ン
・
ク
ラ
ブ
が
海
外
か
ら
の
お

客
様
の
た
め
に
リ
ザ
ー
ヴ
し
て
お
い
て
く
れ
た
宿
な
の
で
す
。
外
国
の
山

岳
会
の
代
表
と
し
て
正
式
に
招
待
し
た
お
客
様
に
対
し
て
は
、
晩
餐
会
の

当
日
と
そ
の
前
日
と
の
宿
は
ク
ラ
ブ
の
方
で
用
意
致
し
て
お
く
と
い
う
こ

と
だ
つ
た
の
で
、
槙
さ
ん
も
十

一
月
の
五
日
、
六
日
の
両
日
は
ク
ラ
ブ
の

賓
客
と
し
て
こ
の
ホ
テ
ル
に
泊
る
こ
と
に
な
つ
て
い
た
の
で
す
。

四
十
に
余
る
山
岳
会
の
代
表
が
こ
の
こ
ろ
ロ
ン
ド
ン
に
集
つ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
約
半
数
が
海
外
か
ら
馳
せ
参
じ
た
人
達
だ
つ
た
の
で
す
。

そ
の
人
達
の
中
に
は
、
自
分
で
好
き
な
と
こ
ろ
に
い
つ
た
人
も
あ
り
ま
す

か
ら
、
み
ん
な
こ
の
ホ
テ
ル
に
泊
つ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も

朝
食
堂
に
お
り
て
行
つ
て
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ
ン
ｏ
ア
ル
パ
イ
ン
◆
ジ
ャ

ー
ナ
ル
の
編
集
を
し
て
い
る
、
シ
エ
ラ

ｏ
ク
ラ
プ
の
フ
ァ
ー
ク
ァ
ー
が
い

た
り
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｋ
２
隊
の
隊
長
だ
つ
た
お
医
者
の
チ
ャ
ー
ル
ス
・
ハ

ウ
ス
ト
ン
の
一
家
が
い
た
り
、
な
か
ノ
ヽ
賑
や
か
な
の
で
す
。
賑
や
か
と

い
つ
て
も
、
日
本
じ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
傍
若
無
人
に
大
声
た
て
て
山

の
話
な
ん
か
は
や
り
ま

せ
ん
。
お
互
い
に
眼
と
眼
で
挨
拶
す
る
程
度
で

す
。
そ
れ
で
も
、
そ
ん
な
顔
が
ち
ら
ほ
ら
見
え
る
と
、
何
か
賑
や
か
な
感

じ
が
す
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
槙
さ
ん
は
ク
ラ
ブ
の
公
式
の
お
客
様
で
、
私
は
平
の
会
員
と

し
て
来
て
い
る
の
で
す
。
待
遇
に
お
の
ず
か
ら
差
等
の
あ
る
の
は
致
し
方

あ
り
ま
せ
ん
。
槙
さ
ん
の
部
屋
は
三
階
で
浴
室
つ
き
、
私
の
部
屋
は
三

階
、
三
階
と
い
う
と
、
い
ヽ
け
れ
共
、　
一
番
上
だ
か
ら
、
見
方
に
よ
れ
ば

屋
根
裏
と
い
う
わ
け
で
す
。
廊
下
に
赤
い
絨
毯
の
敷
い
て
あ
る
の
も
二
階

と
三
階
に
登
る
階
段
ま
で
ゝ
、
三
階
に
上
つ
て
し
ま
う
と
が
ら
り
と
代
つ

( 90 )



て
石
炭
袋
の
よ
う
な
鷹
の
敷
物
で
す
。
も
ち
ろ
ん
私
の
方
は
風
呂
も
部
屋

に
は
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
も
ち
ろ
ん
槙
代
表
は
お
客
待
遇
の
二

日
間
は
ロ
ハ
で
す
。
待
遇
の
違
い
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
十

一

月
五
日
か
ら
開
か
れ
た

「百
年
記
念
展
覧
会
」
の
目
録
な
ど
も
、
会
員
ど

も
は
鼠
色
の
ラ
シ
ャ
紙
表
紙
の
並
製
を
も
ら
つ
た
の
で
す
が
、
御
客
様
の

方
は
、
紙
も
ぐ
つ
と
上
等
で
造
り
も
違
い
、　
一
つ
ノ
ヽ
名
前
が
書
込
ん
で

あ
る
の
で
す
。
お
金
で
買
え
る
も
の
な
ら
多
少
無
理
を
し
て
で
も
欲
し
い

よ
う
な
も
の
で
す
が
、
名
前
が
書
い
て
あ
る
の
で
残
念
な
が
ら
こ
れ
は
誤

魔
化
す
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

と
も
あ
れ
、
そ
の
プ
リ
ン
ス
ｏ
オ
ヴ
・
ウ
エ
ー
ル
ス
に
槙
さ
ん
の
宿
が

離
　
と
つ
て
あ
る
の
で
、
私
の
方
も
今
ま
で
の
宿
を
引
払
つ
て
そ

つ
ち
に
合

コ印の
　
流
、
居
を
三
階
の
一
角
に
構
え
て
、
ア
ル
パ
イ
ン
ｏ
ク
ラ
ブ
の
世
紀
の
晩

そど
　
餐
に
備
え
た
と
い
う
の
は
、
新
聞
記
者
的
表
現
で
、
実
は
、
三
十
年
ば
か

機
　
り
前
の
こ
と
、
私
が
学
を
ロ
ン
ド
ン
に
と
や
め
て
い
た
当
時
、
槙
さ
ん
が

鋤
　
パ
リ
か
ら
こ
ゝ
に
現
れ
、
爾
来
何
か
月
か
共
々
に
こ
の
古
き
都
を
そ
こ
は

頌
　
か
と
な
く
歩
き
廻
つ
た
そ
の
当
時
の
生
活
を
、
僅
に
数
日
の
間
の
こ
と
で

プ
　
は
あ
り
ま
し
た
が
、
多
少
形
を
変
え
て
再
現
し
た
と
い
つ
た
よ
う
な
わ
け

ク
　
で
し
た
。

ン．　
　
そ
の
音
の
話
で
す
が
、
ス
ウ
ィ
ス
・
コ
テ
ー
ジ
の
槙
さ
ん
の
部
屋
は
、

）
　
空
気
と
パ
イ
プ
の
煙
と
が
半
分
々
々
で
、
そ
の
中
に
入
つ
て
行
く
者
は
、

か
　
い
つ
も
主
人
に
挨
拶
を
す
る
前
に
、
取
り
あ
え
ず
窓
を
開
け
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
行
動
は
、
は
な
は
だ
無
礼
で
も
あ
り
、

主
人
の
好
む
と
こ
ろ
で
も
な
か
つ
た
の
で
す
が
、
槙
さ
ん
が
六
十
二
才
に

し
て
、
マ
ナ
ス
ル
の
前
進
基
地
で
、
あ
の
困
難
に
し
て
不
自
由
な
る
数
週

間
の
生
活
に
耐
え
得
た
の
は
、
平
素
か
ら
普
通
人
の
半
分
の
酸
素
で
棲
息

す
る
修
行
を
重
ね
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
学
説
も
あ
る
や
に
聞
き
ま
す
か

ら
、
こ
の
煙
と
酸
素
と
を
等
分
に
呼
吸
す
る
と
い
う
長
年
の
修
練
は
、
三

十
年
後
に
大
い
に
効
果
を
発
揮
し
た
と
見
る
べ
き
で
し
よ
う
。
高
度
五
五

〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
し
て
、
気
圧
は
平
地
の
半
分
以
下
に
な
る
こ
と
は
知
ら

れ
て
い
る
の
で
す
が
、
隊
長
の
陣
屋
に
な
つ
た
ナ
イ
ケ

・
コ
ル
の
Ｃ

・
２

は
五
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
な
の
で
す
。

百
年
記
念
展
覧
会

ア
ル
パ
イ
ン
・
ク
ラ
ブ
の
創
立
百
年
の
記
念
行
事
は
、
実
は
一
九
五
七

年
の
春
、
五
国内
ｂ
陽
Ｆ卜
‐‐
‐ノレ
‐ス
で
の
山
の
集
り
か
ら
始
つ
て
い
る
の
で
、

こ
の
岩
登
り
の
会
の
次
ぎ
が
、
八
月
の
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
で
の
集
り
、
い
う

ま
で
も
な
く
こ
の
方
は
四
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
を
並
べ
た
て
た
ヴ
ァ
リ
ス

で
の
こ
と
で
す
か
ら
、
山
登
り
の
型
も
大
き
く
な
つ
て
い
ま
す
。
集
つ
た

会
員
た
ち
が
、
こ
と
に
親
し
い
仲
間
同
志
さ
そ
い
合
つ
て
好
き
な
山
に
行

く
の
で
、
自
分
の
家
族
を
つ
れ
た
り
し
て
い
る
人
も
あ
り
、
山
こ
そ
は
大

も
の
ば
か
り
で
す
が
、
至
極
楽
し
く
和
や
か
な
も

の
ら

し
か
つ
た
の
で
　
＞

す
。
そ
し
て
五
月
と
八
月
と
の
二
つ
の
山
で
の
集
り
が
す
ん
だ
あ
と
が
十
　
９．

一
月
の
晩
餐
会
に
な
り
、
最
後
が
十
二
月
九
日
の
女
王
を
お
招
き
し
た
リ



セ
プ
シ
ョ
ン
に
な
る
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
最
後
の
二
つ
の
ロ
ン

ド
ン
で
の
集
り
を
か
け
て
、
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ル
で

「百
年
記
念
展
覧
会
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

十

一
月
五
日
の
開
会
式
は
グ
ロ
ス
タ
ー
公
妃
が
出
席
さ
れ
て
開
会
の
言

葉
を
の
べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
大
体
は
女
人
禁
制
で
、
メ
ム
バ
ー
の
家
族

で
も
年

一
回
の
ア
ッ
ト

・
ホ
ー
ム
の
時
以
外
は
ク
ラ
ブ
の
中
に
は
入
れ
て

く
れ
な
い
よ
う
な
ア
ル
パ
イ
ン
・
ク
ラ
ブ
が
、
皇
族
で
は
あ
り
ま
す
が
、

グ
ロ
ス
タ
ー
公
妃
を
こ
う
し
た
機
会
に
お
迎
え
し
た
の
な
ど
は
、
ち
よ
つ

と
異
例
の
こ
と
だ
と
い
つ
て
よ
い
の
で
し
よ
う
。
も
つ
と
も
こ
の
妃
殿
下

は
な
か
ノ
ヽ
の
登
山
家
で
、
結
婚
さ
れ
る
前
に
ア
フ
リ
カ
の
マ
ウ
ン
ト

・

ケ
ニ
ヤ
な
ど
に
も
登
山
を
試
み
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

槙
さ
ん
も
私
も
、
他
の
用
事
で
、
こ
の
開
会
式
に
は
出
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
ホ
テ
ル
の
食
堂
で
顔
を
合
す
ハ
ウ
ス
ト
ン
君
の
娘
さ
ん
が
、
こ

の
開
会
式
で
妃
殿
下
に
花
束
を
あ
げ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
お
父
さ
ん
の

ハ
ウ
ス
ト
ン
君
は
こ
の
百
年
目
の
年
に
、
特
に
外
国
人
の
会
員
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
三
人
の
副
会
長
の
一
人
な
の
で
す
。
普
通
の
年
に
は
、
英
国
人

以
外
か
ら
副
会
長
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
す
。

展
覧
会
は
な
か
ノ
ヽ
の
も
の
で
し
た
。

何
に
も
な
い
時
で
も
、　
一
歩
ク
ラ
ブ
の
中
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
ま

る
で
山
岳
博
物
館
に
入
つ
た
よ
う
な
気
が
す
る
ほ
ど
、
た
く
さ
ん
の
も
の

が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
た
り
、
か
け
ら
れ
た
り
し
て
い
る
ア
ル
パ
イ
ン
ｏ

ク
ラ
ブ
が
、
百
年
記
念
だ
と
い
つ
て
催
し
た
展
覧
会
で
す
か
ら
見
ご
た
え

の
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
の
で
す
。
つ
ま
り
私
達
と
し
て
の
立
場

か
ら
す
れ
ば
、
あ
れ
だ
け
の
お
宝
の
中
か
ら
、
こ
の
会
の
た
め
に
何
を
選
　
９２

び
出
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
が
、
興
味
の
中
心
に
な
る
の
で
す
　
＜

が
、　
一
つ
ノ
ヽ
眺
め
て
み
る
と
見
憶
え
の
あ
る
絵
や
ピ
ッ
ケ
ル
な
ど
も
あ

る
と
同
時
に
今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
も
の
や
、
思
い
が
け

な

い
も

の

も
あ
つ
て
、さ
す
が
世
界
山
岳
会
の
総
本
山
だ
と
の
感
を
深
く
し
ま
し
た
。

陳
列
品
に
つ
い
て
は
目
録
が
出
来
て
い
る
こ
と
は
前
に
も
書
い
た
通
り

で
す
。
こ
の
目
録
は
ニ
シ
ル
半
と
い
う
定
価
を
つ
け
た
独
立
の
印
刷
物
で

す
か
ら
、
こ
れ
だ
け
買
う
こ
と
も
で
き
た
わ
け
で
す
。
日
本
山
岳
会
も
昔

は
よ
く
こ
う
し
た
展
覧
会
を
や
つ
た
の
で
す
か
ら
、
時
々
こ
ん
な
試
み
を

や
つ
て
も
よ
い
と
思
う
の
で
す
。
近
頃
は
展
覧
会
と
い
う
と
、
デ
パ
ー
ト

の
独
占
事
業
み
た
い
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
も
の
で
、
会
自
体
が
自
分
の
発

案
で
こ
う
し
た
試
み
を
や
ろ
う
と
い
う
気
を
起
さ
な
く
な
つ
た
の
は
残
念

な
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
今
日
の
日
本
の
登
山
界
は
、
五
十
年
前
の
啓
蒙

時
代
と
は
事
情
が
ま
る
で
違
う
の
で
す
か
ら
、
わ
れ
ノ
ヽ
の
先
輩
達
が
溜

池
の
二
会
堂
で
や
つ
た
よ
う
な
展
覧
会
は
必
要
は
な
い
で
し
よ
う
。
し
か

し
、
そ
の
こ
ろ
と
は
違
つ
て
、
今
日
の
日
本
の
登
山
界
は
、
世
界
の
各
大

陸
に
わ
た
つ
て
足
を
の
ば
し
て
い
る
と
い
つ
て
も
よ
い
く
ら
い
い
ろ
ノ
ヽ

の
方
面
に
活
動
の
領
域
を
広
め
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
そ
の
意
味
で
は
や

は
り
、
時
々
展
覧
会
を
や
つ
て
も
よ
い
ほ
ど
の
材
料
が
蓄
積
さ
れ
て
い
つ

て
い
る
の
で
、
ま
た
会
が
、
そ
う
し
た
催
し
を
や
れ
ば
、
そ
れ
相
当
に
意

味
も
あ
り
、
喜
ん
で
く
れ
る
人
も
多
い
か
と
思
う
の
で
す
。



アルパイン 0ク ラプの百年晩餐会とその前後

百
年
の
歴
史
を
持
つ
大
先
輩
の
ア
ル
パ
イ
ン
・
ク
ラ
ブ
が
、
こ
う
し
た

催
し
を
企
て
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
創
立
百
年
な
れ
ば
こ
そ
な
の
で
す
が
、

そ
の
展
示
を
通
し
て
、
た
ゞ
百
年
の
過
去
を
回
顧
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

や
は
り
伝
統
を
持
つ
本
筋
の
登
山
を

一
層
育
て
ヽ
行
こ
う
と
い
う
意
欲
の

反
映
で
あ
る
と
も
見
ら
れ
る
の
で
す
。

陳
列
の
一
つ
ノ
ヽ
に
つ
い
て
は
目
録
を
見
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
詳
し

く
説
明
は
し
ま
せ
ん
が
、
興
味
を
引
い
た

一
つ
の
点
は
、
こ
の
展
覧
会
を

ア
ル
パ
イ
ン
・
ク
ラ
ブ
中
心
に
計
画
し
て
い
る
点
で
し
た
。
つ
ま
り
、
世

界
登
山
史
の
百
年
間
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
最
近
百
年
の
登
山
の
発
展

の
中
で
、
ア
ル
パ
イ
ン
・
ク
ラ
ブ
と
そ
の
会
員
が
何
を
し
て
来
た
か
と
い

う
点
に
重
点
を
お
い
て
い
る
と
い
う
点
で
し
た
。
で
す
か
ら
資
料
は
も
と

よ
り
、
絵
や
写
真
の
類
も
、
会
員
の
手
に
な
る
も
の
か
、
会
員
に
関
係
の

あ
る
も
の
で
、
こ
う
し
た
考
え
方
を
し
て
計
画
し
た
展
覧
会
が
内
容
的
に

み
る
と
、
や
は
り
世
界
の
登
山
百
年
史
展
と
大
し
て
食
い
違
つ
て
い
な
い

の
が
ア
ル
パ
イ
ン
・
ク
ラ
プ
の
ア
ル
パ
イ
ン
ｏ
ク
ラ
ブ
た
る
と
こ
ろ
で
し

よ
う
。

記
念
晩
餐
会
開
幕

さ
て
、
こ
の
辺
で
話
の
本
筋
に
入

つ
て
百
年
記
念
晩
餐
会
の
話
に
入
り

ま
し
よ
う
。

そ
の
前
に
一
つ
、
そ
の
晩
餐
会
の
前
の
晩
、
つ
ま
り
十
一
月
五
日
の
晩

に
、
外
国
か
ら
来
た
お
客
さ
ん
の
た
め
に
小
さ
な
集
り
が
あ
つ
た
こ
と
を

書
い
て
お
き
ま
す
。
こ
の
方
は
も
ち
ろ
ん
私
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
棋
さ
ん

が
出
ら
れ
た
の
で
す
が
、
主
人
役
は
会
員
の
エ
イ
チ
ソ
ン
で
、
場
所
は
オ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド

・
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
ｏ
ク
ラ
ブ
で
あ
り
ま
し
た
。
会
長
や
名

誉
書
記
の
ジ
ョ
ー
ン
ズ
、
そ
の
助
手
の
ブ
レ
イ
ク
ニ
ー
な
ど
の
面
々
は
翌

日
の
晩
饗
会
準
備
な
ど
で
多
忙
を
極
め
て
い
て
、
御
客
様
の
お
相
手
な
ど

出
来
な
い
の
で
し
よ
う
。
し
か
し
、
遠
来
の
客
が
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
し
て

い
る
の
で
す
か
ら
、た
ヾ
宿
屋
に
ほ
う
り
出
し
て
お
く
の
も
相
す
ま
な
く
、

会
員
の
一
人
が
接
待
役
を
引
受
け
た
も
の
と
考
え
ま
す
。
こ
ん
な
と
こ
ろ

も
、
な
か
な
か
細
い
気
の
く
ば
り
様
で
、
そ
の
席
に
は
根
さ
ん
の
他
に
は

ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
の
モ
ン
テ
・
ロ
ー
ザ
の
ザ
イ
ラ
ー
や
、
同
じ
ス
イ
ス
の
ア

ー
ム
シ
ト
ゥ
ッ
ツ
や
フ
ォ
イ
ツ
な
ど
と
い
う
面
々
も
い
た
よ
う
で
す
。
こ

の
辺
り
、
棋
さ
ん
の
記
憶
が
怪
し
い
の
で
す
が
、
出
た
お
酒
は
な
か
な
か

い
い
酒
で
あ
つ
た
と
、
こ
の
点
だ
け
は
槙
さ
ん
か
ら
翌
朝
は
つ
き
り
き
ゝ

ま
し
た
。
何
で
も
相
当
な
酒
豪
の
よ
り
合
い
だ
つ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
点

で
も
Ｊ
・Ａ
・Ｃ
は
そ
の
代
表
の
選
択
に
先
見
の
明
が
あ

つ
た
と
思
い
ま

す
。
も

っ
と
も
、
槙
さ
ん
の
方
は
記
憶
は
朦
朧
と
し
て
い
て
も
、
相
手
の

方
は
槙
さ
ん
を
見
そ
こ
な
う
よ
う
な
手
合
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
何

で
も
大
変
な
歓
迎
振
り
だ
つ
た
よ
う
で
す
。

六
日
は
い
よ
い
よ
晩
饗
会
で
す
。
会
場
は
ハ
イ
ド
パ
ー
ク
の
ド
ー
チ
ェ
　

＞

ス
タ
ｌ
ｏ
ホ
テ
ル
で
す
。
ア
ル
パ
イ
ン
・
ク
ラ
プ
の
晩
饗
会
に
出
た
の
は
　
９３

私
は
一
九
二
三
年
が
最
後
で
す
か
ら
、
二
十
四
年
ぶ
り
で
す
。
槙
さ
ん
は



多
分

一
九
二
六
年
の
が
最
後
だ
と
思
い
ま
す
か
ら
二
十
一
年
目
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
で
す
。
そ
れ
に
戦
争
も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
の
変
化
変
転
を
重

ね
て
の
二
十
年
二
十
年
の
こ
と
な
の
で
す
か
ら
、
自
然
そ
れ
相
応
の
感
慨

も
あ
つ
て
然
る
べ
き
と
こ
ろ
で
す
。

外
套
を
預
け
て
待
合
室
に
入
ろ
う
と
す
る
と
、
そ
の
入
つ
た
と
こ
ろ
に

会
長
の
ハ
ン
ト
が
立
つ
て
お
客
を
迎
え
て
い
ま
す
。
槙
さ
ん
も
私
も
も
ち

ろ
ん
初
対
面
で
す
。
し
か
し
、
ハ
ン
ト
の
顔
は
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
以
来
年
来

の
知
己
の
よ
う
に
親
し
ん
だ
顔
、
そ
れ
に
今
日
は
山
の
集
り
で
す
か
ら
初

対
面
の
挨
拶
な
ど

一
切
抜
き
で
す
。

「
ミ
ス
タ
ー
●
ュ
ー
コ
ー
●
マ
キ
」

と
例
の
赤
陣
羽
織
の
東
西
屋
が
場
内
の
す
み
ず
み
ま
で
鳴
り
響
け
と
ば
か

り
に
大
き
な
声
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る
と
、
ハ
ン
ト
は
い
き
な
り
槙
さ
ん
の

手
を
と
つ
て
、
よ
く
来
て
く
れ
た
と
心
を
こ
め
て
の
歓
迎
で
す
。
ハ
ン
ト

の
う
し
ろ
に
は
ジ
ョ
ー
ン
ズ
が
介
添
に
つ
い
て
い
る
の
で
す
が
、
総
勢
四

百
人
と
い
う
お
客
様
や
会
員
の
一
人
々
々
に
、
会
長
の
ハ
ン
ト
は
こ
う
や

つ
て
、
い
ち
い
ち
手
を
握
つ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
適
切
な
挨
拶
を
し
て
い
る
の

で
す
か
ら
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
こ
う
し
た
英
国
の
宴
会
に
つ
い
て
い
つ
も
不
思
議
に
思
う
こ
と
が

あ
る
の
で
す
が

（も
つ
と
も
こ
れ
は
英
国
に
限
つ
た
こ
と
で
は
な
い
か
も

知
れ
ま
せ
ん
）
、
そ
れ
は
こ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
係
り
が
い
つ
も
人
の
名
を
必

ず
正
確
に
発
音
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
分
の
国
の
人
な
ら
と
に
か

く
、
日
本
人
み
た
い
に
よ
ほ
ど
よ
く
聞
い
て
も
す
ぐ
憶
え
ら
れ
な
い
よ
う

な
名
を
、　
一
度
き
い
た
ゞ
け
で
、
ち
や
ん
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る
の
は
ど
う

し
た
修
練
に
よ
る
の
で
し
よ
う
か
。
さ
し
ず
め
棋
さ
ん
の
名
な
ど
は
や
さ
　

＞

し
い
方
だ
と
し
て
も
、　
マ
ツ
カ
タ
な
ど
は
そ
う
や
さ
し
い
名
前
で
は
あ
り
　
９４

ま
せ
ん
。
前
の
晩
か
ら
来
客
の
名
簿
を
み
て
一
通
り
練
習
し
て
い
た
と
し

て
も
、
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、「
ミ
ス
タ
ー
・
ュ
ー
コ
ー
・
メ
イ
ヵ
イ
」

と
呼
ぶ
お
そ
れ
は
英
国
人
の
こ
と
で
す
か
ら
多
分
に
あ
る
の
で
す
。
会
場

に
入
る
と
こ
ろ
で
一
人
々
々
に

「
ヨ
ア
・
ネ
イ
ム
・
サ
ー
」
と
き
い
て
、

そ
の
名
を
教
え
て
も
ら
う
と
、
途
端
に
お
う
む
返
し
に
、
大
声
を
は
り
上

げ
て
御
客
の
名
を
披
露
す
る
の
で
す
か
ら
、
間
違
つ
た
ら
も
う
取
返
え
し

が
つ
か
な
い
の
で
す
。

と
も
あ
れ
こ
の
場
合
は
後
か
ら
ど
ん
ど
ん
つ
め
か
け
て
い
る
の
で
す
か

ら
、
時
間
を
と
る
わ
け
に
行
き
ま
せ
ん
、
簡
単
に
挨
拶
を
し
て
、
待
合
室

に
入
る
の
で
す
が
、
こ
ゝ
で
会
員
と
お
客
様
と
は
右
と
左
に
分
れ
る
の
で

す
。
右
と
左
に
分
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
右
の
会
員

一
党
は
ア
ペ
リ
テ
ィ

ー
フ
の
シ
ェ
リ
ー
に
し
て
も
、
注
文
す
る
と
同
時
に

「四
シ
リ
ン
グ

・
サ

ー
」
と
や
ら
れ
て
見
事
に
巻
上
げ
ら
れ
る
の
で
す
。
お
客
様
は
も
ち
ろ
ん

お
客
様
で
す
か
ら
、
そ
ん
な
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。
私
は
槙
さ
ん
と

一
応

こ
こ
で
袂
を
分
つ
と
い
う
わ
け
で
す
が
、
会
員
溜
り
に
来
て
み
る
と
、
こ

つ
ち
は
こ
つ
ち
で
自
弁
の
四
シ
リ
ン
グ
也
の
シ
ェ
リ
ー
で
景
気
を
つ
け
た

せ
い
も
あ
り
、
大
し
た
賑
や
か
さ
で
す
。
久
し
振
り
に
顔
を
合
す
人
も
あ

り
、
何
百
人
が
そ
こ
に
渦
を
巻
い
て
い
て
も
、
話
題
は
い
ず
れ
山
に
関
係

が
あ
る
こ
と
ば
か
り
で
す
か
ら

一
人
ぽ
つ
ち
で
黙
つ
て
い
る
の
な
ど
は
い

ま
せ
ん
。
騒
が
し
い
こ
と
は
相
当
な
も
の
で
す
。
こ
う
な
る
と
自
タ
イ
も
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黒
タ
イ
も
勲
章
も
あ
り
ま
せ
ん
。
国
籍
の
相
違
も
吹
飛
ん
で
し
ま

い
ま

す
。み

ん
な
の
顔
が
そ
ろ
つ
た
こ
ろ
に
な
る
と
、
お
客
溜
り
の
連
中
も
広
間

の
方
に
合
流
し
ま
す
。
こ
う
な
る
と

一
層
騒
然
た
る
も
の
で
す
。
テ
ン
ジ

ン
の
顔
や
レ
ビ
ュ
フ
ア
の
顔
が
ち
ら
ち
ら
見
え
ま
す
。
槙
さ
ん
や
ロ
ン
グ

ス
タ
フ
な
ど
の
ラ
イ
ト
・
ウ
ェ
イ
ト
派
は
波
間
に
隠
れ
て
見
え
ま
せ
ん
。

ょ
う
や
く
探
し
出
し
て
一
緒
に
写
し
た

の
が
こ
ゝ
に
出
し
た
写
真
で
す

が
、
時
が
時
、
集
つ
た
顔
ぶ
れ
が
顔
ぶ
れ
な
の
で
、
今
日
に
限
つ
て
新
聞

社
の
写
真
班
な
ど
が
、
そ
の
中
で
パ
ッ
パ
ッ
と
や
つ
て
い
る
の
で
す
。

ま
あ
こ
ん
な

一
幕
が
あ
つ
て
一
同
は
、
例
の
赤
陣
羽
織
の
命
令
に
従
つ

て
大
食
堂
に
入
る
の
で
す
が
、
宴
会
場
は
正
面
が
メ
イ
ン
・
テ
ー
ブ
ル
、

こ
の
主
稜
の
真
中
か
ら

一
本
バ
ト
レ
ス
の
よ
う
に
長
テ
ー
ブ
ル
が
出
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
Ｔ
字
形
に
な
つ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
Ｔ
の
右
と
左
と

の
、
懐
に
な
る
空
間
に
左
右
合
計
三
十
二
の
丸
テ
ー
プ

ル
が
置
い
て
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
皆
ん
な
は
指
定
さ
れ
た
テ
ー
プ
ル
に
つ
く
の
で
す
が
、

四
百
人
の
全
部
に
つ
い
て
Ａ
Ｂ
Ｃ
順
の
リ
ス
ト
が
印
刷
さ
れ
て
い
て
、
そ

れ
を
会
場
に
入
る
時
に
も
ら
つ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
見
る
と
、

自
分
の
席
の
位
置
と
、
自
分
と
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
坐
る
人
と
が
わ
か
る
仕

組
に
な
つ
て
い
る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
ん
な
大
宴
会
は
お
そ
ら
く
ア
ル

パ
イ
ン
ｏ
ク
ラ
ブ
始
つ
て
以
来
は
じ
め
て
の
こ
と
で
す
か
ら
、
私
達
も
、

こ
ん
な
リ
ス
ト
を
も
ら
つ
た
こ
と
は
今
ま
で
に
は
な
か
つ
た
の
で
す
が
、

こ
の
リ
ス
ト
を
眺
め
て
い
る
と
、　
一
年
半
近
く
も
経
つ
た
今
で
も
、
そ
の

晩
の
光
景
が
目
に
浮
ぶ
よ
う
で
す
ｏ

馳
せ
参
し
た
人
々

こ
と
の
順
序
と
し
て
、
こ
ゝ
で
、
こ
の
晩
の
宴
会
に
集
つ
た
人
々
の
顔

触
れ
の
説
明
を
し
ま
し
よ
う
。
例
の
テ
ー
プ
ル
・
プ
ラ
ン
に
出
て
い
る
リ

ス
ト
を
も
と
に
し
て
チ
ェ
ッ
ク
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
当
夜
の
参
会
者

は
四
百
十
人
で
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
中
で
五
十
五
人
が
ク
ラ

ブ
と
し
て
の
正
式
の
御
客
様
で
、
そ
の
中
で
内
外
の
山
岳
団
体
を
代
表
し

て
い
る
お
客
様
が
四
十

一
人
と
な
つ
て
い
ま
す
。
槙
さ
ん
は
Ｊ
。Ａ
。Ｃ
代

表
で
す
か
ら
こ
の
中
に
入
る
の
で
メ
イ
ン
・
テ
ー
プ
ル
組
で
す
が
、
外
国

の
山
岳
会
の
代
表
は
こ
の
四
十

一
人
の
約
半
分
の
二
十

一
人
、
遠
い
方
で

は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
山
岳
会
と
わ
が
日
本
山
岳
会
が
ま
ず
双
壁
と
い
つ

た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
他
に
会
長
の
お
客
と
し
て
個
人
と
し
て
招
待
さ
れ

て
い
る
人
も
十
数
人
い
ま
し
た
。
つ
ま
リ
ク
ラ
プ
の

メ
ム
パ
ー
で
も
な

し
、
ま
た
山
岳
会
の
代
表
と
し
て
招
待
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
し
か
し

是
非
こ
の
際
招
待
し
た
い
と
い
う
人
が
こ
の
中
に
入
る
の
で
す
が
、
そ
の

中
に
は
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
の
第

一
回
の
踏
査
隊
長
ハ
ワ
ー
ド
・
ピ
ュ
リ
ー
中

佐
、
Ｋ
２
の
デ
ジ
オ
教
授
、
ス
イ
ス
山
岳
研
究
財
団
の
フ
ォ
イ
ツ
、

『
チ

ベ
ッ
ト
の
七
年
』
の
ハ
ラ
ー
、
ス
イ
ス
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
隊
の
ル
ク
ジ
ン
　
＞

ガ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
の
レ
ビ
ュ
フ
ア
、
テ
ン
ジ
ン
な
ど

と
い

つ
た
人
達
で
　
９５

す
。
ほ
か
に
ソ
連
の
ム
ス
タ
グ
ｏ
ア
タ
の
ベ
レ
ツ
キ
ー
や
ギ
ツ
ペ
ン
ラ
イ



タ
ー
の
名
も
出
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
二
人
は
飛
行
機
の
具
合
と
か
の
た

め
に
来
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
こ
の
公
式
招
待
組
の
第
二
の
グ
ル

ー
プ
の
半
分
が
メ
イ
ン
ｏ
テ
ー
プ
ル
、
あ
と
の
半
分
が
メ
イ
ン
・
テ
ー
プ

ル
か
ら
出
た
横
尾
根
組
に
な
る
の
で
す
が
、
丸
テ
ー
プ
ル
平
土
間
の
そ
の

他
大
勢
組
は
会
員
と
会
員
の
友
人
で
、
こ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
二
百
三
十
人
に

百
十
余
人
と
い
う
数
に
な
つ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
会
員
で
も
前
会
長
だ

の
元
会
長
だ
の
と
い
う
巨
人
連
は
メ
イ
ン
ｏ
テ
ー
プ
ル
で
、
真
中
に
坐
つ

た
会
長
サ
ー
・
ジ
ョ
シ
ｏ
ハ
ン
ト
の
左
右
に
居
並
ぶ
お
客
様
の
間
に
は
さ

ま
つ
て
坐
つ
て
い
る
の
で
す
。
ウ
ィ
ン
ス
ロ
ー
プ

・
ヤ
ン
グ
だ
の
ロ
ン
グ

ス
タ
フ
だ
の
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
だ
け
書
け
ば
、
大
体
ど
ん
な
宴
会
で
あ
る
か
は
わ
か
る
と
思
い
ま

す
が
、
丸
テ
ー
プ
ル
の
そ
の
他
大
勢
組
に
し
て
も
、
よ
く
ょ
く
み
る
と

一

筋
細
で
は
い
か
な
い
連
中
ば
か
り
で
す
。
例
え
ば
私
の
坐
つ
た
丸
テ
ー
プ

ル
は
合
計
十
人
の
組
で
し
た
が
、
私
の
右
は
お
医
者
の
レ
イ
モ
ン
ド
・
グ

リ
ー
ン
、
左
は
わ
が
Ｊ

ｏ
Ａ

・
Ｃ
会
員
の
お
坊
さ
ん
マ
レ
ー
・
ウ
ォ
ル
ト

ン
、
そ
し
て
私
の
向
い
側
は
や
は
り
お
医
者
の
ソ
マ
ヴ
ェ
ル
と
い
つ
た
具

合
で
す
。

グ
リ
ー
ン
が
ス
マ
イ
ス
の
学
校
仲
間
で
一
九
二
三
年
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
タ

ー
で
あ
る
こ
と
は
説
明
の
必
要
は
な
い
で
し
よ
う
。
私
は
彼
が
エ
ヴ
ェ
レ

ス
ト
か
ら
帰
つ
た
そ
の
年
の
十

一
月
に
、
彼
を
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
訪

ね
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
彼
が
今
だ
に
そ
の
時
の
こ
と
を
よ
く
憶
え

て
い
た
の
に
は
、
ち
よ
つ
と
驚
き
ま
し
た
。
そ
の
時
教
え
て
も
ら
つ
た
グ

レ
ン
フ
ェ
ル
の
ウ
ィ
ン
ド
ヤ
ッ
ケ
や
包
式
の
ポ
ー
ラ
ー
・
テ
ン
ト
は
、
帰

つ
て
す
ぐ
京
大
の
自
頭
山
に
役
に
立
ち
、
そ
れ
か
ら
大
い
に
わ
が
国
の
冬
　
９６

の
登
山
に
利
用
さ
れ
る
に
い
た
つ
た
の
で
す
が
、
こ
と
の
起
り
は
こ
の
グ
　
く

リ
ー
ン
に
会
つ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
す
。

ソ
マ
ヴ
ェ
ル
に
つ
い
て
も
説
明
の
必
要
は
な
い
で
し
よ
う
。
ソ
マ
ヴ

ェ

ル
は
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
に
行
く
往
復
に
印
度
を
通
つ
て
、
そ
の
国
の
貧
困
と

不
衛
生
に
心
を
打
た
れ
、
生
涯
を
つ
い
に
印
度
の
伝
道
治
療
に
投
じ
た
人

で
す
。
ス
ケ
ッ
チ
の
名
人
で
、　
一
九
二
四
年
の

『
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
』
に
は

彼
の
ス
ケ
ッ
チ
が
色
刷
で
入
つ
て
い
ま
す
が
、
年
を
と
つ
た
の
で
今
で
は

故
郷
に
帰
つ
て
来
て
い
る
の
だ
と
い
つ
て
い
ま
し
た
。
絵
の
方
は
ど
う
か

と
き
い
た
ら
、
今
で
も
時
々
描
い
て
い
る
よ
と
い
つ
て
い
ま
し
た
が
、
オ

ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
時
代
は
馳
け
出
し
の
医
者
だ
つ
た
グ
リ
ー
ン
は
、
現
在

で
は
ロ
ン
ド
ン
に
出
て
来
て
い
て
、
御
医
者
横
丁
と
し
て
名
の
あ
る
ハ
ー

レ
イ
・
ス
ト
リ
ー
ト
に
オ
フ
ィ
ス
を
開
い
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
ま
ず

一

流
ど
こ
ろ
に
な
つ
て
い
る
の
で
し
よ
う
。

ウ
ォ
ル
ト
ン
さ
ん
は
よ
く
日
本
の
山
や
台
湾
、
朝
鮮
の
山
を
歩
い
た
人

で
、
著
書
も
あ
る
か
ら
わ
が
Ｊ
・Ａ
ｅＣ
会
員
に
は
説
明
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
今
で
は
代
が
替
つ
て
息
子
が
南
極
に
行
つ
て
い
る
よ
、
と
い
つ

て
い
ま
し
た
。
日
本
を
離
れ
て
か
ら
二
十
数
年
に
な
る
の
に
日
本
語
も
忘

れ
ず
、
相
か
わ
ら
ず

ロ
ン
ド
ン
郊
外
の
プ
ロ
ム
リ
ー
に
教
会
を
も
つ
て
い

て
、
今
度
も

「君
や
槙
さ
ん
が
来
る
と
い
う
か
ら
出
て
来
た
ょ
」
と
い
つ

て
い
ま
し
た
。
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こ
ん
な
顔
触
れ
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
て
い
る
ポ
ー
タ
ー
な
ど
が
加
つ
て

テ
ー
ブ
ル
は
す
こ
ぶ
る
賑
や
か
で
す
‥
実
は
こ
の
ポ
ー
タ
ー
に
は
二
三
日

前
、
古
本
屋
の
ギ
ャ
ス
ト
ン
の
店
で
会
つ
て
い
る
の
で
す
。
案
外
ギ
ャ
ス

ト
ン
の
カ
タ
ロ
グ
を
見
て
、
太
平
洋
の
こ
つ
ち
と
向
う
で
せ
り
合
つ
て
い

た
当
の
相
手
方
か
も
知
れ
な
い
と
思
う
と
お
か
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
ロ

ン
ド
ン
に
来
る
と
、
ア
ル
パ
イ
ン
・
ク
ラ
ブ
に
顔
を
出
す
と
同
じ
よ
う
に

ギ
ャ
ス
ト
ン
の
店
に
も
現
れ
て
、　
一
通
り
荒
し
て
い
く
と
い
う
の
は
、
何

も
私
達
ば
か
り
で
も
な
い
よ
う
で
す
。

百
年
に

一
回
の
デ
ィ
ナ
ー

英
国
と
き
ま
つ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
々
そ
れ
ぞ
れ
に
宴
会

の
運
び
方
に
は
一
つ
の
方
式
が
あ
り
ま
す
。
山
の
集
り
で
も
デ
ィ
ナ
ー
と

な
れ
ば
礼
装
に
勲
章
を
つ
け
る
の
で
す
か
ら
、
デ
ィ
ナ
ー
と
し
て
の
方
式

も
ち
や
ん
と
ふ
ん
で
、
ま
ず
食
前
の
お
祈
り
を
し
て
か
ら
食
事
に
入
る
わ

け
で
す
。

食
事
は
後
か
ら
想
い
出
す
よ
う
な
素
晴
し
い
も
の
で
も
な
い
代
り
に
、

貧
相
な
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
英
国
の
こ
う
し
た
宴
会
と
し
て

は
過
不
足
な
し
と
い
つ
た
と
こ
ろ
な
の
で
し
よ
う
。
し
か
し
、
こ
う
し
た

宴
会
で
い
つ
も
楽
し
み
な
の
は
食
事
の
あ
と
の
ス
ピ
ー
チ
な
の
で
す
。
ど

こ
の
国
に
も
同
じ
よ
う
な
仕
来
り
は
あ
る
の
で
し
よ
う
が
、　
一
方
馬
鹿
に

格
式
張
つ
た
こ
と
を
や
り
な
が
ら
、
腹
を
抱
え
て
笑
い
こ
ろ
げ
る
よ
う
な

ユ
ー
モ
ア
を
飛
ば
し
て
、
結
構
そ
の
一
晩
を
楽
し
く
過
ご
さ
せ
る
と
い
う

の
が
、
い
わ
ば
英
国
流
の
デ
ィ
ナ
ー
な
の
で
、
申
で
も
ア
ル
パ
イ
ン
・
ク

ラ
ブ
の
デ
ィ
ナ
ー
は
い
つ
も
そ
の
点
で
は
完
壁
な
も
の
で
す
。
日
本
の
宴

会
な
ど
に
も
、
こ
ん
な
気
の
利
い
た
や
り
方
を
持
込
め
な
い
も
の
か
と
、

私
は
時
々
考
え
て
み
る
の
で
す
が
、
英
語
と
い
う
言
葉
の
問
題
も
あ
り
、

国
民
の
持
つ
長
い
生
活
の
上
の
伝
統
も
関
係
し
て
い
て
、
こ
れ
ば
か
り
は

そ
う
簡
単
に
移
植
が
き
か
な
い
も
の
で
し
よ
う
。

デ
ィ
ナ
ー
に
つ
い
て
ま
ず
第

一
に
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
テ

ー
ブ
ル
の
各
人
の
席
に
お
い
て
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
の
こ
と
で
す
。
メ
ニ
ュ
ー

で
す
か
ら
本
来
の
菜
単
の
目
的
を
果
す
た
め
の
印
刷
物
に
は
相
違
な
い
の

で
す
が
、
英
国
、
こ
と
に
ア
ル
パ
イ
ン
・
ク
ラ
プ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
い
つ
も

心
を
入
れ
た
も
の
で
、
長
く
後
世
に
残
る
よ
う
な
立
派
な
も
の
で
す
。
こ

の
晩
の
メ
ニ
ュ
ー
は
二
五
セ
ン
チ
に
二
〇
セ
ン
チ
と
い
う
大
形

の
も

の

で
、
表
紙
に
は
ビ
ー
デ
ル
マ
ン
の
版
画
か
ら
複
製
し
た
グ
リ
ン
デ
ル
フ
ル

ド
か
ら
見
た
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
の
風
景
が
刷
つ
て
あ
る
と
い
う
豪
華
版

で
す
。
そ
し
て
そ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
開
い
て
見
る
と
、
最
初
に
エ
デ
ィ
ン
バ

ラ
公
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
出
て
お
り
、次
の
二
、三
頁
の
見
開
き
は
、
左
側
に

一
八
五
七
年
の
創
立
当
時
の
ク
ラ
ブ
の
役
員
の
名
簿
、
そ
の
反
対
側
に
は

現
在
の
役
員
の
名
が
掲
げ
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け
が
序
の
口
で
、
そ
れ

か
ら
よ
う
や
く
料
理
の
メ
ニ
ュ
ー
に
な
り
、
次
に
今
夜
の
会
の
次
第
が
出
　
≫

て
い
る
と
い
う
順
序
で
、
こ
れ
を
見
て
い
る
と
、
そ
の
晩
の
会
の
進
め
　
９７

方
、
ス
ピ
ー
チ
を
や
る
人
々
の
名
前
な
ど
が
わ
か
る
の
で
す
。
そ
し
て
そ



の
区
切
り
区
切
り
で
、
大
き
な
声
で
朗
々
と

「閣
下
な
ら
び
に
皆
様
、
こ

れ
よ
り
女
王
陛
下
へ
の
乾
杯
に
う
つ
り
ま
す
」
と
い
つ
た
よ
う
な
具
合
に

進
行
係
を
つ
と
め
る
の
が
、
例
の
赤
陣
羽
織
、
こ
の
人
物
は
い
つ
も
座
長

の
う
し
ろ
に
立
つ
て
い
る
の
で
す
が
、
如
伺
に
プ
ロ
と
は
い
ヽ
な
が
ら
こ

ん
な
役
者
は
一
朝

一
夕
に
は
出
来
な
い
で
し
よ
う
。
い
わ
ゆ
る
ト
ー
ス
ト

・
マ
ス
タ
ー
な
の
で
す
。

食
後
の
ト
ー
ス
ト
は
英
国
の
こ
と
で
す
か
ら
先
ず
女
王
に
対
す
る
ト
ー

ス
ト
か
ら
始
る
の
で
す
が
、
会
長
は
こ
ゝ
で
会
が
こ
の
機
会
に
エ
リ
ザ
ベ

ス
女
王
に
差
上
げ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
披
露
し
、
あ
わ
せ
て
女
王
か
ら
の
お

返
事
を
発
表
し
、
こ
の
上
で
あ
ら
た
め
て
女
王
の
た
め
に
一
同
立
つ
て
乾

杯
を
す
る
の
で
す
。
さ
ら
に
続
い
て
皇
太
后
以
外
の
皇
族
に
対
し
て
乾
杯

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
す
む
と
会
長
は
も
う

一
度
立
つ
て
、
こ
の
晩
の
集

り
に
代
表
さ
れ
て
い
る
国
々
の
元
首
に
対
し
て
乾
杯
を
プ
ロ
ポ
ー
ズ
す
る

と
い
う
わ
け
で
す
。
私
達
の
テ
ー
プ
ル
に
は
米
国
人
と
日
本
人
が
い
る
の

で
す
か
ら
、
特
に
日
本
の
天
皇
と
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
の
た
め

一
同
乾
杯

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
て
一
通
リ
ト
ー
ス
ト
が
す
ん
だ
あ
と

で
、
方
々
か
ら
の
視
電
、
祝
詞
の
披
露
が
あ
り
ま
す
が
、
名
誉
会
員
で
あ

る
ベ
ル
ギ
ー
の
レ
オ
ポ
ル
ト
三
世
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
テ
ー
タ
前
皇
后
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
も
読
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ベ
ル
ギ
ー
の
国
王
は
二

代
に
わ
た
つ
て
ア
ル
パ
イ
ン
・
ク
ラ
ブ
と
は
こ
と
に
深
い
関
係
に
あ
る
の

で
す
が
、
チ
ー
タ
皇
后
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
来
て
い
る
の
は
、
第

一
次
大

戦
の
終
末
の
‐時
に
ス
ト
ラ
ッ
ト
大
佐
が
チ
ー
タ
皇
后
等
を
革
命
の
混
乱
の

中
の
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
救
い
出
し
た
と
い
う
因
縁
か
ら
来
て
い
る
の
で
、
当

時
の
ス
ト
ラ
ッ
ト
の
手
記
が
展
覧
会
場
の
方
に
も
出
て
い
ま
し
た
。
ス
ト

ラ
ッ
ト
は
初
期
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
タ
ー
の
一
人
で
あ
り
、
ア
ル
パ
イ
ン
・
ジ

ャ
ー
ナ
ル
の
編
集
を
や
つ
た
人
で
、
後
に
は
会
長
に
も
な
つ
た
人
で
す
。

こ
れ
で
儀
式
の
第

一
段
階
が
終
つ
て
、
こ
れ
か
ら
が
ス
ピ
ー
チ
に
入
る

の
で
す
が
、
最
初
に
立
つ
た
の
は
地
学
協
会

（Ｒ
・Ｇ
ｏＳ
）
の
会
長
の
サ

ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ

・
マ
ー
シ
ャ
ル
＝
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
将
軍
で
す
。
こ
の

ト
ー
ス
ト
は
ア
ル
パ
イ
ン
・
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
ト
ー
ス
ト
な
の
で
す
が
、

長
い
間
の
二
つ
の
会
の
深
い
関
係
を
回
顧
し
た
ま
こ
と
に
含
蓄
の
深
い
ス

ピ
ー
チ
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
応
え
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
く

会
長
の
ハ
ン
ト
で
す
が
、
ハ
ン
ト
の
答
辞
は
全
文
が
ア
ル
パ
イ
ン
ｏ
ジ
ャ

ー
ナ
ル
に
載
つ
て
い
ま
す
か
ら
こ
ゝ
に
は
略
し
ま
す
。
た
ヾ
特
に
印
象
に

残
つ
た
点
二
、
三
だ
け
記
し
て
お
き
ま
し
よ
う
。

ハ
ン
ト
は
そ
の
ス
ピ
ー
チ
の
中
で
今
晩
の
宴
会
に
出
て
い
る
メ
ム
バ
ー

の
中
で
、
五
十
年
前
の
一
九
〇
七
年
の
創
立
五
十
年
の
記
念
晩
餐
会
に
出

た
人
が
五
人
い
る
と
い
つ
て
い
る
の
で
す
。
ウ
ィ
ー
ン
ス
ロ
ー
プ

・
ヤ
ン

グ
、
Ｒ
・」
◆Ｇ
・
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
、
オ
ボ
ー
ン
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
、
そ
れ
に
ネ

ト
ル
ト
ン
と
プ
リ
チ
ャ
ー
ド
の
五
人
で
す
。
そ
の
中
で
ネ
ト
ル
ト
ン
な
ど

は
六
十
四
年
間
、
年
次
晩
餐
会
は
一
度
も
欠
か
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
う

の
で
す
か
ら
全
く
開
い
た
口
が
ふ
さ
が
り
ま
せ
ん
。　
一
九
〇
七
年
以
前
に

会
員
に
な
つ
て
い
る
人
で
当
日
顔
を
現
し
た
人
は
こ
の
他
に
ロ
ン
グ
ス
タ

フ
と
ロ
イ
ド
の
二
長
老
が
い
ま
す
。
ロ
イ
ド
は
九
十
に
な
つ
て
い
た
の
で
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す
か
ら
最
長
老
で
す
。
ロ
イ
ド
が
初
期
の
ア
ル
プ
ス
風
景
画
の
蒐
集
家
で

あ
る
こ
と
は
有
名
で
す
が
、
そ
の
晩
の
メ
ニ
ュ
ー
の
表
紙
に
使
つ
た
ビ
ー

デ
ル
マ
ン
の
版
画
も
ロ
イ
ド
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
の
一
つ
な
の
で
す
。

ハ
ン
ト
が
海
外
か
ら
こ
の
晩
餐
会
の
た
め
に
馳
せ
参
じ
た
面
々
に
―

こ
の
場
合
は
会
員
だ
け
の
こ
と
を
い
つ
て
い
る
の
で
す
が
―
―
つ
い
て
語

つ
た

一
下
り
も
な
か
な
か
行
き
と
ヾ
い
た
も
の
で
し
た
が
、
ヒ
ラ
リ
ー
や

ロ
ウ
の
よ
う
に
南
極
に
行
つ
て
い
て
来
れ
な
か
つ
た
会
員
に
つ
い
て
一
言

述
べ
て
い
る
の
も
な
か
な
か
感
動
的
な
も
の
で
し
た
。

こ
と
に
彼
が
テ
ン
ジ
ン
に
対
し
て
歓
迎
の
こ
と
ば
を
述
べ
た
一
節
は
最

も
印
象
に
深
く
の
こ
る
も
の
で
し
た
。
ハ
ン
ト
は
そ
の
一
節
だ
け
は
、
そ

の
場
で
テ
ン
ジ
ン
に
よ
く
判
る
よ
う
に
、
多
分
ヒ
ン
デ
ィ
ー
に
直
し
て
繰

一タ前
　
返
し
た
の
で
す
。
何
語
に
直
し
た
の
か
は
、
実
は
私
に
は
見
当
が
つ
か
な

Эそ‘　
い
の
です
が
、
テ
ン
ジ
ン
は
そ
の言
葉
を
受
け
てす
ぐ
立
上
つて手
を合

熱
　
せ
て感
謝
の意
を
表
し
ま
し
た。
見
て
い
ても
ま
こ
と
に美
し
い
や
り
と

幡一　
り
で
し
た
。
こ
ん
な
こ
と
は時
と
場
合
、
ま
た
そ
の人
に
よ
つ
て
はき
ざ

年
　
に
な
つ
た
り
し
て
難
し
い
も
の
で
す
が
、
他
な
ら
ぬ
ハ
ン
ト
と
テ
ン
ジ
ン

百の
　
と
の
間
で
あ
る
だ
け
に
、
ま
こ
と
に
自
然
で
な
み
い
る
皆
ん
な
も
、
す
つ

ブラ
　
か
り
引
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

″
　
　
次
は
会
員
で
あ
る
サ
ー
・
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ラ
ン
が
立
つ
て
世
界
各
国
の

）
　
山
岳
会
の
た
め
に
ト
ー
ス
ト
を
す
る
番
で
す
が
、
こ
れ
に
応
え
た
の
は
フ

か
　
ラ
ン
ス山
岳
会
の
ル
シ
ア
ン
・ド
ゥ
フ
ィ
ー
ス会
長
で
し
た
。
フ
ラ
ン
ス

語
で
す
か
ら
聞
く
方
に
は
苦
が
手
な
の
も
い
る
わ
け
で
す
。

そ
の
次
ぎ
は
そ
の
晩
の
御
客
様
に
対
す
る
ト
ー
ス
ト
で
す
。
お
客
様
の

中
に
は
会
を
代
表
し
て
来
て
い
る
人
も
あ
り
、
会
員
の
友
人
と
し
て
招
か

れ
て
参
会
し
た
人
も
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
ト
ー
ス
ト
を
し
た
の
は
ヘ
ー

ル
シ
ャ
ム
卿
で
あ
り
ま
し
た
。
ロ
ー
ド
ｏ
ヘ
ー
ル
シ
ャ
ム
は
何
年
か
前
に

は
グ
ラ
プ
の
役
員
な
ど
も
し
た
人
で
す
が
、
英
国
の
保
守
党
の
中
で
、
第

二
の
チ
ャ
ー
チ
ル
と
い
わ
れ
て
い
る
人
物
だ
そ
う
で
、
風
貌
も
大
分
似
た

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
と
も
あ
れ
、
ラ
ン
と
ヘ
ー
ル
シ
ャ
ム
の
二
人
の
ス

ピ
ー
チ
は
こ
う
し
た
場
合
に
打
つ
て
つ
け
の
見
事
な
も
の
で
し
た
が
　
・
、
何

れ
も
ア
ル
パ
イ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
全
文
が
載
つ
て
い
ま
す
か
ら
引
用
は

し
ま
せ
ん
。
（本
当
の
と
こ
ろ
は
そ
の
面
白
さ
を
日
本
語
に
す
る
こ
と
が

ち
よ
つ
と
私
の
力
に
余
る
の
で
す
）。
ま
つ
た
く
の
と
こ
ろ

こ
の
二
つ
の

ス
ピ
ー
チ
を
う
ま
く
日
本
語
に
う
つ
す
こ
と
が
出
来
た
ら
、　
一
度
に
英
文

学
と
国
文
学
と
両
方
の
博
士
に
な
れ
る
こ
と
は
疑
い
な
し
で
す
。

ヘ
ー
ル
シ
ャ
ム
に
対
し
て
は
ァ
メ
リ
カ
山
岳
会
の
会
長
の
オ
ー
ベ
リ
ン

が
答
辞
を
の
べ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
二
回
目
の
ア
ル
バ
ー
タ
登
頂
を
や
つ

た
あ
の
オ
ー
ベ
リ
ン
で
す
。
そ
し
て
最
後
に
立
つ
た
の
が
ロ
ン
グ
ス
タ
フ

老
で
す
。
こ
の
大
先
輩
は
会
長
た
る
サ
ー
・
ジ
ョ
ン
・
ハ
ン
ト
に
ト
ー
ス

ト
す
る
役
目
な
の
で
す
が
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
の
輝
か
し
い
隊
長
も
八
十
二

才
の
元
会
長
に
乾
杯
さ
れ
る
と
な
る
と
大
い
に
弱
つ
て
い
る
よ
う

で
し

た
。こ

う
し
て
、　
ロ
ン
グ
ス
タ
フ
の
ト
ー
ス
ト
に
対
し
て
ハ
ン
ト
が
答
辞
を

述
べ
る
と
食
後
の
ス
ピ
ー
チ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
終
る
の
で
す
が
、
会
が
閉
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じ
て
も
、
み
ん
な

一
向
に
帰
り
ま
せ
ん
。
食
事
の
間
に
目
星
を
つ
け
て
お

い
た
相
手
の
と
こ
ろ
に
行
つ
て
話
込
ん
だ
り
、
メ
ニ
ュ
ー
を
持
つ
て
歩
い

て
誰
彼
に
サ
イ
ン
を
さ
せ
た
り
、
こ
れ
で
別
れ
ヽ
ば
ま
た
暫
く
は
会
え
ぬ

と
い
う
連
中
も
い
る
の
で
す
か
ら
、
そ
う
簡
単
に
引
揚
げ
な
い
の
で
す
。

御
承
知
の
よ
う
に
、
ヤ
ン
グ
も
ロ
イ
ド
も
そ
れ
か
ら
後
に
亡
く
な
り
ま
し

た
。
で
す
か
ら
、
私
は
そ
の
時
の
食
事
の
あ
と
で
ヤ
ン
グ
と
話
し
た
の
が

最
後
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
根
さ
ん
と
私
と
が
宿
に
引
揚
げ
た
の
は
十

一
時
を
大
分
廻
つ

た
頃
で
し
た
。
宿
に
帰
つ
て
か
ら
暫
く
話
込
ん
で
い
る
う
ち
に
十
二
時
を

過
ぎ
て
し
ま
つ
た
の
で
す
か
ら
、
全
く
大
し
た
大
宴
会
だ

つ
た
わ
け
で

す
が
、
総
て
が
す
ん
だ
あ
と
で
の
感
想
を

一
言
で
い
え
ば
、
は
る
ば
る
日

本
か
ら
や
つ
て
来
た
だ
け
の
甲
斐
が
正
に
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

槙
さ
ん
の
場
合
は
日
本
山
岳
会
の
代
表
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
個
人
た
る

私
の
場
合
と
は
違
う
の
で
す
が
、
日
本
山
岳
会
が
お
御
輿
の
重
い
槙
さ
ん

を
無
理
に
と
い
つ
て
動
か
し
た
値
打
は
幾
重
に
も
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
を

私
は
そ
の
会
に
出
て
つ
く
づ
く
と
感
じ
ま
し
た
。
如
何
に
飛
行
機
時
代
と

は
い
つ
て
も
ロ
ン
ド
ン
か
ら
す
れ
ば
日
本
は
遠
い
国
で
す
。
そ
し
て
そ
の

遠
い
国
で
あ
り
な
が
ら
、
山
の
世
界
で
は
、
ア
ル
プ
ス
で
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
で

も
、
そ
の
他
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
何
と
し
て
も
無
視
出
来
な
く
堂
々
た

る
足
跡
を
残
し
て
い
る
国
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
あ
の
会
に
、
日
本
が

一

枚
加
つ
た
と
い
う
こ
と
は
そ
の
意
味
で
、
槙
さ
ん
個
人
の
独
特
の
メ
リ
ッ

ト
は
別
と
し
て
も
、
心
か
ら
歓
迎
さ
れ
る
筋
合
の
も
の
で
し
た
が
、
実
際

に
現
れ
た
代
表
が
他
な
ら
ぬ
槙
さ
ん
だ
つ
た
の
で
す
か
ら
、
ア
ル
パ
イ
ン

ｏ
ク
ラ
ブ
と
し
て
も
そ
の
歓
び
は
「
層
大
き
か
つ
た
わ
け
で
、
日
本
山
岳

会
と
し
て
は
「
層
お
く
り
甲
斐
も
あ
つ
た
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

マ
ナ
ス
ル
映
画
の
会

ア
ル
パ
イ
ン
・
ク
ラ
プ
の
宴
会
の
翌
々
日
ロ
ン
ド
ン
の
日
本
大
使
館
で

『
マ
ナ
ス
ル
に
立
つ
』
の
英
語
版
の
映
写
会
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
フ
ィ

ル
ム
は
英
語
を
入
れ
る
と
同
時
に
若
干
編
集
し
な
お
し
て
短
く
し
た
も
の

で
す
が
、
槙
さ
ん
の
訪
英
を
機
会
に
試
写
会
を
や
ろ
う
と
い
う
の
で
、
日

本
か
ら
送
つ
た
も
の
で
し
た
。

何
に
し
ろ
準
備
期
間
は
短
し
、
ク
ラ
プ
の
連
中
は
忙
し
い
し
、
ど
れ
だ

け
の
人
が
来
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
と
心
配
し
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は

大
成
功
で
し
た
。
西
大
使
夫
妻
の
名
前
で
各
方
面
に
招
待
状
を
出
し
た
の

で
す
が
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
関
係
の
人
々
以
外
は
全
部
ア
ル
パ

イ
ン
・
ク
ラ
ブ
関
係
の
山
仲
間
を
招
待
し
た
の
で
す
。
会
長
の
ハ
ン
ト
は

先
約
の
た
め
に
来
ら
れ
ぬ
と
い
つ
て
来
ま
し
た
が
ジ
ョ
ー
ン
ズ
が
、
い
わ

ば
会
長
代
理
で
来
て
く
れ
ま
し
た
。
ア
ル
パ
イ
ン
ｏ
ク
ラ
ブ
の
デ
ィ
ナ
ー

が
終
つ
た
ら
す
ぐ
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
帰
る
か
ら
、
残
念
だ
が
欠
席
す
る

と
い
つ
て
い
た
ロ
ン
グ
ス
タ
フ
老
人
も
、
奥
さ
ん
同
伴
で
現
れ
ま
し
た
。

大
変
な
好
意
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
に
こ
の
デ
ィ
ナ
ー
の
た
め
に
ア
メ

リ
カ
か
ら
来
て
い
た
人
達
、
ハ
ウ
ス
ト
ン
夫
妻
や
娘
さ
ん
な
ど
も
何
人
か
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アルパインクラプの百年晩餐会 とその前後

来
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
か
つ
て
の
ダ
ー
ジ
リ
ン
の

「
ぬ
し
」
ヘ
ン
ダ

ー
ソ
ン
夫
妻
、
ま
ず
ま
ず
勘
ど
こ
ろ
は
一
応
顔
を
そ
ろ
え
て
来
て
く
れ
た

わ
け
で
す
。

映
画
に
対
す
る
批
評
も
な
か
な
か
の
も
の
で
し
た
。

ロ
ン
グ
ス
タ
フ
は
映
画
の
始
ま
る
前
の
コ
ク
テ
ー
ル
の
時
も
、
今
日
は

「
サ
ヶ
だ
よ
」
と
い
つ
て
、
も
つ
ぱ
ら
日
本
酒
ば
か
り
あ
ほ
つ
て
い
る
の

で
し
た
が
、
八
十
二
と
聞
い
て
西
大
使
の
奥
さ
ん
が
心
配
し
て
私
に
わ
き

に
い
て
く
れ
と
い
わ
れ
る
の
で
す
。
そ
れ
で
私
は
映
画
の
上
映
中
は
ず
つ

と
老
人
の
わ
き
に
い
た
の
で
す
が
、
フ
ィ
ル
ム
の
進
行
に
つ
れ
て
展
開
し

て
行
く
音
楽
な
ど
に
も
ひ
ど
く
関
心
を
示
す
の
で
す
。
こ
と
に
現
地
録
音

を
使
つ
た
部
分
が
出
て
く
る
と
、
ま
る
で
自
分
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
の
申
を

歩
い
て
い
た
当
時
を
想
い
出
し
て
い
る
よ
う
に
聴
耳
を
そ
ば
だ
て
る
の
で

す
。説

明
の
申
に
ど
こ
か

「遠
征
と
い
う
も
の
で
は
隊
員
の
中
の
誰
が
頂
上

に
立
つ
か
と
い
う
こ
と
は
問
題
で
は
な
い
の
だ
」
と
い
つ
た
よ
う
な
台
詞

が
出
て
く
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
と

こ
ろ

で
は
、
こ
の
老

人
、
ま
つ
く
ら
な
中
で
私
の
人
を
握
つ
て

「
ヒ
ャ
・
ヒ
ャ
」
と
大
声
で
怒

鳴
る
の
で
す
。
我
が
意
を
得
た
り
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
よ
う
。
そ
し
て

映
画
が
終
つ
た
あ
と
で
槙
さ
ん
を
つ
か
ま
え
て

『完
璧
な
組
織
と
、
非
の

打
ち
ど
こ
ろ
の
な
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
だ
」
と
い
つ
て
い
ま
し
た
。
他
な

ら
ぬ
ロ
ン
グ
ス
タ
フ
が
マ
ナ
ス
ル
遠
征
に
対
し
て
下
し
た
判
決
の
言
葉
と

し
て
こ
れ
を
聴
く
と
き
、
こ
の
四
つ
の
言
葉
が
千
金
の
重
味
を
も
つ
こ
と

を
感
じ
る
の
で
す
。

こ
の
映
画
は
そ
れ
か
ら
後
に
ス
イ
ス
の
大
使
館
で
も
映
写
す
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
時
は
ス
イ
ス
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
隊
の
隊
長
の
エ
ク
ラ

ー
氏
夫
妻
や
隊
員
の
ル
ク
ジ
ン
ガ
ー
、
ヴ
ィ
ー
ス
な
ど
と
い
う
人
々
も
見

て
大
変
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
チ
ュ
ー
リ
ヒ
で
ス
イ
ス
山
岳
研

究
財
団
の
た
め
に
一
回
映
写
し
ま
し
た
。
こ
の
時
は
私
は
も
う
ロ
ー
マ
に

来
て
し
ま
つ
て
い
て
槙
さ
ん
だ
け
が
出
席
さ
れ
た
の
で
す
が
、
皆
ん
な
と

て
も
熱
心
に
見
て
ノ
ー
ト
を
と
つ
た
り
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

わ
が
Ｊ
・Ａ
ｏＣ
の
マ
ナ
ス
ル
遠
征
も
長
い
間
の
仕
事
で
し
た
が
、
こ
の

槙
さ
ん
の
各
地
訪
間
あ
た
り
で
本
当
の
ピ
リ
オ
ッ
ド
を
打
つ
た
よ
う
な
気

を
、
私
は
つ
く
づ
く
持
つ
た
の
で
し
た
。
日
本
の
山
登
り
も
こ
れ
ま
で
随

分
い
ろ
い
ろ
な
国
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
世
話
に
な
つ
て
来
た
わ
け
で
す
か

ら
、
槙
さ
ん
に
は
御
苦
労
さ
ま
で
し
た
が
、
や
は
り

「ヽ
廻
り
し
て
お
い
て

も
ら
つ
て
よ
か
つ
た
と
思
つ
た
こ
と
で
し
た
。
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三
十
年
ぶ
り
の
ス
イ
ス根

　

　

有
　
　
恒

私
は
こ
の
た
び

ス
イ
ス
山
岳
研
究
財
団

（∽
ｏＦ
■
ｏ
】お
ュ
ｏｏＦ
①
∽
量
サ

暉
”
”
さ
『
＞
ぼ
Ｆ
Φ
『
ｏ
【∽ｏｒ
暉
口
”
８
）
の
招
待
に
よ
つ
て
、
ス
イ
ス
に
遊

ぶ
こ
と
に
な
つ
た
。
こ
の
財
団
は
大
き
な
基
礎
の
上
に
立
つ
て
、
世
界
の

山
岳
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
各
国
の
山
岳
人
間
の
友
好
の

促
進
を
図
つ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
山
岳
に
つ
い
て
の
自
然
科
学
、
人
文

科
学
の
各
分
野
を
含
ん
で
の
研
究
と
同
時
に
、　
一
九
五
六
年
の
エ
ヴ
ェ
レ

ス
ト

・
ロ
ー
ツ
ェ
登
山
隊
の
よ
う
な
遠
征
隊
の
派
遣
も
す
る
し
、
ま
た
こ

れ
ら
の
成
果
を
出
版
を
通
し
て
発
表
し
て
い
る
。
ス
イ
ス
山
岳
会
が
ア
ル

プ
ス
の
登
山
者
に
主
点
を
お
い
て
い
る
の
と
並
行
し
て
、
基
礎
的
な
研
究

を
目
的
と
し
て
い
る
。

こ
の
財
団
の
招
待
の
陰
に
は
、
私
の
年
来
の
友
で
あ
る
サ
ミ
ュ
エ
ル
。

プ
ラ
バ
ン
ド
君
の
力
が
あ
つ
た
こ
と
は
申
す
ま
で
も

な

い
。
実
を
い
う

と
、
こ
の
好
意
に
満
ち
た
招
待
も
、
年
令
の
せ
い
で
あ
ろ
う
か
、
私
に
と

つ
て
は
遠
慮
と
お
つ
く
う
が
先
に
立
つ
て
、
受
け
か
ね
て
い
た
の
で
あ
つ

た
が
、
つ
い
に
友
人
た
ち
に
尻
を
た
た
か
れ
て
、
追
い
出
さ
れ
る
よ
う
に

し
て
出
発
し
た
の
で
あ
つ
た
。

十

一
月

一
日
、
私
は
ス
イ
ス
航
空
機
上
の
客
と
な
つ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
　
・０２

向
か
つ
た
が
、
乗
機
が
美
し
い
ア
ド
リ
ア
海
上
を
過
ぎ
、
北
部
イ
タ
リ
ア
　
く

の
平
野
を
北
上
し
て
、
い
よ
い
よ
ア
ル
プ
ス
の
上
空
に
か
か
つ
た
。
雲
が

濃
く
て
展
望
も
む
ず
か
し
い
か
と
思
わ
れ
た
と
き
に
、
突
如
と
し
て
雲
表

に
高
々
と
午
後
の
太
陽
を
受
け
て
輝
く
、
ベ
ル
ナ
ー
・
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド

の
巨
大
な

一
群
を
認
め
た
。
刃
の
よ
う
に
鋭
い
姿
と
光
と
は
、　
一
瞬
に
し

て
い
ま
ま
で
の
私
の
安
易
な
気
持
を
打
ち
砕
い
て
し
ま
つ
た
。
チ
ュ
ー
リ

ッ
ヒ
の
空
港
で
は
、
財
団
の
フ
ォ
イ
ツ
、
グ
ル
ト
ナ
ー
両
理
事
は
じ
め
ベ

ル
ン
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
き
た
ブ
ラ
バ
ン
ド
君
夫
妻
ら
の
出
迎
え
を
受
け
、
機

を
乗
り
換
え
て
私
は
ロ
ン
ド
ン
に
向
か
つ
た
。
こ
れ
は
十

一
月
六
日
、　
ロ

ン
ド
ン
で
催
さ
れ
る
英
国
山
岳
会
百
年
祭
に
、
日
本
山
岳
会
代
表
と
し
て

参
列
す
る
た
め
で
あ
つ
て
、
そ
れ
を
す
ま
し
て
か
ら
再
び
ス
イ
ス
に
も
ど

る
予
定
で
あ
つ
た
。

百
年
祭
は
ド
ー
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ホ

テ
ル
で
催
さ
れ
た
が
、
二
十
数
カ

国
の
代
表
と
会
員
と
が
四
〇
〇
人
も
集
ま
つ
て
盛
大
な
も
の
で
あ
つ
た
。

私
に
と
つ
て
も
旧
知
の
友
人
た
ち
や
、
互
に
名
の
み
知
つ
て
い
た
未
知
の

人
た
ち
に
会
え
て
、
ま
こ
と
に
楽
し
い
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
の
百
年
祭
を

中
心
に
、
昨
年
シ
ェ
ル
パ
の
こ
と
で
厄
介
に
な
つ
た
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
氏
夫

妻
の
招
き
で
、
同
家
を
訪
ね
た
り
し
て
週
日
余
り
の
ロ
ン
ド
ン
滞
在
を
終

え
、
十

一
日
再
び
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
に
も
ど
つ
た
。
空
港
で
税
関
の
手
続
を

し
て
い
る
と
、
ス
チ
ュ
ヮ
ー
デ
ス
が
大
声
で
名
を
呼
び
な
が
ら
私
を
捜
し



て
い
た
。
渡
さ
れ
た
の
は
美
し
い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
包
で
、
添
え
手
紙
が

付
い
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ラ
ー
ケ
ン
の
ホ
テ
ル
・
ベ
ル
ナ
ー
ホ
フ
の
主
人

ア
ン
デ
レ
ッ
ク
君
か
ら
の
も
の
で
あ
つ
て
、
い
ま
は
主
人
も
亡
く
な
り
、

ホ
テ
ル
も
や
め
た
未
亡
人
が
子
息
に
命
じ
て
届
け
た
贈
物
で
あ
つ
た
。

こ
の
ホ
テ
ル
に
は
一
九
二
〇
年
ご
ろ
か
ら
二
一
年
に
か
け
て
、
新
潟
医

大
の
川
北
教
授
が
お
ら
れ
た
。
私
の
お
つ
た
村
か
ら
電
車
で
一
時
間
程
の

距
離
な
の
で
、
よ
く
訪
ね
あ
つ
て
い
た
。
私
よ
り
も
ず
つ
と
年
配
者
で
、

い
つ
も
な
ご
や
か
で
無
口
で
、
中
世
紀
の
キ
リ
ス
ト
の
絵
に
見
る
よ
う
な

立
派
な
顔
立
ち
の
人
で
あ
つ
た
。
世
界
に
知
ら
れ
た
こ
の
避
暑
地
は
、
夏

に
な
る
と
華
や
か
さ
に
わ
き
立
つ
の
で
あ
つ
た
が
、
そ
ん
な
も
の
と
は
没

交
渉
に
、
ち
ん
ま
り
し
た
ベ
ル
ナ
ー
ホ
フ
の
温
か
い
も
て
な
し
に
お
さ
ま

つ
て
、
土
地
つ
子
相
手
の
明
け
暮
れ
で
人
々
の
敬
愛
を
集
め

て
お
ら
れ

た
。
帰
国
後
、
数
年
に
し
て
病
歿
さ
れ
た
が
、
川
北
さ
ん
の
余
徳
が
こ
の

贈
物
と
な
つ
た
の
で
あ
つ
た
。

空
港
か
ら
は
、
財
団
の
人
た
ち

の
案
内
で
、
財
団
の
事
務
所
を
訪
ね

た
。
事
務
所
は
湖
畔
の
公
園
を
前
に
し
た
建
物
の
五
階
に
あ
る
。
グ
ル
ト

ス
　
ナ
ー
氏
に
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
た
び
の
好
意
を
謝
し
、
持
参
し
た
マ
ナ
ス

イス
　

ル
頂
上
の
石
を
財
団
に
呈
し
た
。
大
変
に
喜
ん
で
、
私
の
帰
る
と
き
に

い
　
は
、
そ
の
石
を
銀
の
台
に
立
て
る
よ
う
す
で
に
注
文
し
た
の
で
、
そ
の
下

年
　
に
漢
字
で
入
れ
た
い
か
ら
と
て
、
私
の
署
名
を
望
ま
れ
た
の
で
あ
つ
た
。

計
　
ま
た
同
財
団
は
毎
年

「山
岳
の
世
界
」
（口
①
品
①
魚
①
【
ョ
①
〓
‐↓
Ｆ
ｏ
〓
ｏ
‐

●
●
Ｓ
Ｆ

ョ
Ｒ
巨
）
と
い
う
、
そ

の
年
間
の
主
要
な
登
山
の
記

…録
な
ど
を

主
と
し
た
出
版
を
行
な
つ
て
い
る
が
、
来
年
度
版
に
は
マ
ナ
ス
ル
登
山
の

記
録
を
大
き
く
扱
い
た
い
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
の
写
真
な
ど
も
、
す

で
に
日
本
か
ら
届
い
て
お
つ
て
、
こ
と
に
頂
上
の
も
の
は
二
頁
大
の
写
真

※

に
し
た
い
の
で
苦
心
し
て
い
る
と
も
語
つ
た
。

ま
た
出
発
に
際
し
て
、
毎
日
新
聞
社
と
映
配
社
か
ら

「
マ
ナ
ス
ル
に
立

つ
」
の
十
六
ミ
リ
の
英
語
版
天
然
色
フ
ィ
ル
ム
を
贈
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た

が
、
持
参
の
旨
を
伝
え
る
と
、
当
地
で
も
滞
在
中
に
ぜ
ひ
公
開
し
て
欲
し

い
と
の
こ
と
で
、
そ
の
日
取
り
を
き
め
た
り
、
今
後
の
私
の
日
程
な
ど
を

打
ち
合
わ
せ
た
う
え
財
団
関
係
者
の
観
迎
会
に
臨
ん
だ
。
こ
の
映
画
は
ロ

ン
ド
ン
で
も
日
本
大
使
館
の
主
催
で
一
夕
、
山
岳
会
関
係
者
や
外
交
関
係

の
人
々
を
多
数
招
待
さ
れ
て
披
露
し
た
が
、
大
変
に
好
評
で
あ
つ
て
、
す

で
に
当
地
の
人
も
そ
の
こ
と
を
知
つ
て
い
た
の
で
あ
つ
た
。

宿
に
は
グ
プ
ラ
ー
老
教
授
が
待
つ
て
お
ら
れ
た
。
同
博
士
は
北
海
道
大

学
に
在
職
さ
れ
た
人
で
、
山
崎
教
授
は
じ
め
当
時
の
お
弟
子
さ
ん
た
ち
の

話
し
な
ど
、
静
か
な
語
調
で
懐
し
さ
に
た
え
な
い
と
い
つ
た
ふ
う
に
語
り

つ
づ
け
ら
れ
た
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
の
人
は
機
敏
で
、
ベ
ル
ン
の
人
は
悠
長

だ
と
ス
イ
ス
の
人
は
た
と
え
る
が
、
ス
イ
ス
第

一
の
大
部
会
で
あ
る
チ
ュ

ー
リ
ッ
ヒ
の
街
を
歩
い
て
も
、
人
の
数
も
少
な
く
街
全
体
に
落
着
き
が
あ

つ
て
、
東
京
の
街
を
人
の
流
れ
に
押
さ
れ
て
歩
く
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

翌
日
ベ
ル
ン
ヘ
の
列
車
の
人
と
な
つ
た
が
、
清
流
に
沿
う
て
走
り
な
が

ら
見
る
窓
外
の
風
景
は
、
ょ
い
道
路
と
、
そ
れ

を

は
さ
む
美
し
い
牧
場

と
、
と
と
の
つ
た
農
家
の
平
和
な
姿
で
あ
つ
た
。
ベ
ル
ン
で
は
プ
ラ
バ
ン
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ド
君
と
大
使
館
の
須
山
氏
に
迎
え
ら
れ
て
、
プ
ラ
バ
ン
ド
家
の
客
と
な
つ

た
。
以
下
ブ
ラ
バ
ン
ド
君
を
昔
な
が
ら
の
愛
称
ザ
ミ
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る

が
、
老
夫
人
も
満
面
に
喜
び
を
た
た
え
て
、
抱
か
ん
ば
か
り
に
迎
え
て
く

れ
た
。
も
し
旅
行
者
が
都
会
か
ら
都
会
へ
、
ホ
テ
ル
か
ら
ホ
テ
ル
ヘ
と
歩

く
ば
か
り
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
人
間
の
荒
野
を
歩
く
に
も
ひ
と
し
く

疲
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ザ
ミ
の
家
庭
は
私
に
と
つ
て
、
す
で
に
十
日
余
も
ホ

テ
ル
ば
か
り
泊
り
歩
い
た
後
の
オ
ア
シ
ス
で
あ
つ
た
。

早
速
大
使
館
で
二
人
相
談
し
て
、
来
る
十
六
日
の
夕
刻

「
マ
ナ
ス
ル
に

立
つ
」
を
大
使
館
で
紹
介
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
大
使
は
病
気
で
引
き
こ

も
つ
て
お
ら
れ
た
が
、
電
話
で
な
に
か
と
指
図
を
し
て
く
だ
さ
つ
た
。
ザ

ミ
の
家
に
二
、
三
日
滞
在
さ
せ
て
も
ら
つ
て
、
ゆ
つ
く
り
し
た
い
気
持
で

い
つ
ぱ
い
で
あ
つ
た
が
、
私
は
二
十
二
日
の
東
京
へ
の
飛
行
機
の
座
席

を
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
の
グ
ル
ト
ナ
ー
氏
に
頼
ん
で
し
ま
つ
た
も
の
で
、
ど

こ
に
で
も
、
い
つ
ま
で
お
つ
て
も
ょ
い
と
の
財
団
の
好
意
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
自
分
で
日
程
を
切
り
つ
め
て
し
ま
つ
て
い
た
。
そ
の
た
め
翌
日
グ
リ

ン
デ
ル
ワ
ル
ト
ヘ
行
く
こ
と
に
し
た
が
、
ザ
ミ
は
早
速
エ
ミ
ー
ル
・
ス
ト

イ
リ
と
連
絡
し
、
エ
ミ
ー
ル
が
迎
え
に
く
る
こ
と
に
な
つ
た
。
翌
ロ
エ
ミ

ー
ル
が
ザ
ミ
の
家
ま
で
き
た
。
の
つ
し
の
つ
し
と
大
き
な
体
を
運
び
な
が

ら
、
三
十
年
前
そ
の
ま
ま
に
、
ほ
ほ
笑
み
な
が
ら
、
ち
よ
つ
と
ウ
イ
ン
ク

し
て

「今
日
は
」
と
互
に
挨
拶
し
た
。
こ
れ
で
昔
な
じ
み
の
二
人
が
揃
つ

た
の
で
あ
つ
た
。
ザ
ミ
が
ぶ
ど
う
酒
を
と
つ
て
乾
杯
し
よ
う
と
す
る
と
、

こ
の
酒
は
い
か
ん
、
別
の
を
持
つ
て
こ
い
と
、
新
し
い
カ
メ
の
酒
を
な
み

な
み
と
つ
い
で
再
会
を
喜
び
あ
つ
た
。
エ
ミ
ー
ル
は
昔
か
ら
、
酒
に
つ
い

て
は
ザ
ミ
は
素
人
だ
と
、
先
輩
顔
を
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・０４

細
君
を
交
え
て
、
つ
も
る
話
に
に
ぎ
や
か
に
語
り
あ
つ
て
い
た
が
、
暗
　
＜

く
な
ら
な
い
う
ち
に
グ
リ
ン
デ
ル
フ
ル
ト
ヘ
行
こ
う
と

い
う

こ
と
に
な

り
、
私
は
エ
ミ
ー
ル
の
車
に
、
ザ
ミ
は
細
君
と
自
分
の
車
に
乗
つ
て
家
を

出
た
。
暮
れ
る
こ
と
の
早
い
山
国
の
秋
は
、
野
に
は
霧
さ
え
深
く
た
ち
こ

め
て
、
牧
場
の
間
を
ぬ
つ
た
立
派
な
道
路
を
東
へ
走
り
つ
づ
け
た
。
エ
ミ

ー
ル
は
、
こ
の
道
路
は
ザ
ミ
の
お
陰
だ
よ
、
と
い
う
。
ザ
ミ
は
い
ま
ス
イ

ス
国
の
道
路
公
団
の
長
も
兼
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
車
が
ツ
ー
ン
湖
畔
を

過
ぎ
る
こ
ろ
、
幸
い
に
も
霧
が
薄
れ
て
、
ア
イ
ガ
ー
の
氷
雪
に
お
お
わ
れ

た
北
壁
の
切
り
立
つ
た
姿
が
、
黒
い
二
つ
の
前
山
の
間
か
ら
現
わ
れ
た
。

鋭
い
頂
上
に
は
残
照
が
か
す
か
に
た
め
ら
つ
て
、
虚
空
の
中
に
宝
石
の
よ

う
に
輝
い
て
い
た
。
イ
ン
タ
ー
ラ
ー
ケ
ン
の
町
は
ず
れ
で
は
、
ザ
ミ
の
娘

さ
ん
一
家
の
小
じ
ん
ま
り
し
た
お
と
ぎ
話
の
中
の
よ
う
な
、
か
わ
い
い
美

し
い
家
を
訪
ね
た
。
若
夫
婦
と
孫
娘
は
車
の
音
を
聞
き
つ
け
、
家
か
ら
飛

び
出
し
て
来
て
迎
え
た
が
、
娘
さ
ん
は

「あ
な
た
の
こ
と
は
以
前
か
ら
両

親
よ
り
聞
い
て
い
ま
し
た
」
と
言
つ
て
、
挨
拶
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ラ
ー
ケ

ン
の
季
節
は
ず
れ
で
、
閉
じ
た
ホ
テ
ル
の
家
並
を
ぬ
け
て
、
道
は
谷
間
沿

い
に
入
つ
た
。

ツ
ワ
イ
ル
ッ
チ
ネ
ン
を
左
折
し
て
登
る
こ
と
二
、
三
十
分
す
る
と
、
峡

谷
は
が
ぜ
ん
広
々
と
し
た
ゆ
る
や
か
な
牧
場
の
谷
と
な
る
。
こ
の
谷
の
南

側
は
、
わ
ず
か
の
牧
場
と
森
に
お
お
わ
れ
た
山
裾
か
ら
、
壁
の
よ
う
に
急
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に
ア
イ
ガ
ー
、
メ
ッ
テ
ン
ベ
ル
グ
、
プ
ェ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
の
三
山
が
、
断

崖
の
岩
肌
に
雪
を
と
ど
め
て
鴛
え
立
つ
て
い
る
。
ア
ル
プ
ス
で
も
村
か
ら

す
ぐ
に
四
、
○
○
○
メ
ー
ト
ル
近
い
山
が
立
つ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
他
に

は
な
い
ほ
ど
珍
ら
し
く
も
迫
つ
た
風
景
で
あ
る
。
宵
闇
の
中
を
村
の
本
通

り
を
登
り
つ
め
て
エ
ミ
ー
ル
の
家
に
着
い
た
。
昔
な
が
ら
の
シ
ャ
レ
ー
造

り
の
家
の
前
で
は
、　
一
家
の
人
々
や
村
人
た
ち
の
出
迎
え
を
受
け
た
。
ザ

ミ
夫
妻
は
こ
こ
ま
で
私
を
見
送
つ
て
、
エ
ミ
ー
ル
の
家
に
入
る
こ
と
も
な

く
急
い
で
明
日
の
勤
め
の
た
め
に
ベ
ル
ン
ヘ
引
返
し
て
い
つ
た
。

エ
ミ
ー
ル
の
家
の
一
階
は
居
酒
屋
に
な
つ
て
い
て
、
村
の
人
た
ち
の
団

ら
ん
の
場
所
で
あ
る
。
私
の
室
は
三
階
で
あ
る
。
こ
の
室
は
天
丼
は
低
い

が
、
か
な
り
の
広
さ
の
も
の
で
あ
つ
て
、
壁
に
金
ぶ
ち
の
古
色
蒼
然
た
る

石
版
画
が
二
つ
掛
つ
て
い
る
。
ま
ん
中
の
ベ
ッ
ド
の
両
側
に
、
こ
れ
も
昔

風
な
ソ
フ
ァ
ー
と
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
が
お
い
て
あ
る
。
あ
り
が
た
い
こ
と

に
は
、
ベ
ツ
ド
の
上
の
掛
ぶ
と
ん
が
都
会
の
ホ
テ
ル
の
も
の
の
三
倍
も
あ

ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
厚
い
柔
か
い
羽
布
団
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

私
の
寒
が
り
で
あ
る
こ
と
を
知
つ
て
の
準
備
と
察
し
た
。

ザ
ミ
が
こ
の
春
、
日
本
に
来
た
と
き

一
緒
に
国
内
旅
行
を
し
た
の
で
あ

つ
た
が
、
旅
の
終
り
に
、
ど
こ
の
ホ
テ
ル
が
印
象
に
残
つ
た
か
を
た
ず
ね

た
。
そ
の
と
き
同
君
の
あ
げ
た
名
前
は
、
京
都
で
も
奈
良
で
も

二
見
で

も
、
み
な
日
本
旅
館
で
あ
つ
た
。
日
本
旅
館
に
は
衛
生
と
か
、
室
へ
の
騒

音
防
止
と
か
、
い
ろ
い
ろ
と
難
点
は
多
々
あ
る
と
し
て
も
、
ど
う
し
て
推

奨
し
た
の
で
あ
つ
た
ろ
う
か
。
日
本
の
宿
は
、
主
人
は
じ
め
使
用
人
ま
で

総
出
で
、
親
切
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
理
由
の

一
つ
で
あ
つ
た
。
こ
の
親
切

さ
が
、
外
国
人
に
と
つ
て
不
自
由
さ
を
越
え
て
、
よ
い
印
象
を
与
え
た
も

の
と
思
う
。

話
は
わ
き
道
へ
そ
れ
た
が
、
エ
ミ
ー
ル
の
宿
が
ス
イ
ス
の
山
村
ら
し
い

特
色
を
維
持
し
て
い
る
雰
囲
気
に
心
打
た
れ
た
。
よ
く
ツ
ィ
タ
ー
を
ひ
い

て
く
れ
た
細
君
も
い
ま
は
亡
く
、
子
供
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
成
人
し
て
独
立

し
て
い
る
も
の
の
、
エ
ミ
ー
ル
の
日
常
は
寂
し
い
で
あ
ろ
う
。
大
き
な
か

ら
だ
の
エ
ミ
ー
ル
が
面
に
現
わ
さ
な
い
で
私
を
い
た
わ
る
様
子
が
、
気
の

毒
な
ほ
ど
で
あ
つ
た
。
村
長
を
何
年
間
か
勤
め
た
間
、　
一
つ
も
争
い
が
な

か
つ
た
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
悠
容
た
る
風
格
は
、
夕
方
に
集
ま
る
老
若
の

村
人
た
ち
の
間
に
入
つ
て
、
相
手
の
話
を
楽
し
げ
に
聞
い
て
や

つ
て
い

る
。
初
め
の
晩
な
ど
は
、
酒
場
の
一
隅
で
食
事
を
と
つ
て
い
る
と
、
む
こ

う
の
机
で
ビ
ー
ル
を
飲
む
村
人
た
ち
の
間
か
ら
、
盛
ん
に
ア
イ
ガ
ー
と
か

ミ
ッ
テ
レ
ギ
と
い
う
言
葉
が
も
れ
て
く
る
。
ど
の
道
、
話
題
は
私
の
身
の

上
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
若
い
人
た
ち
が
私
を
盗
み
見
し
て
い
る
。
仲
間

に
入
つ
て
い
る
エ
ミ
ー
ル
の
息
子
が
説
明
役
ら
し
い
の
で
あ
る
が
、
二
十

年
の
歳
月
と
い
う
も
の
は
、
実
際
以
上
に
物
事
を
伝
説
化
す
る
こ
と
を
知

る
私
は
、
面
は
ゆ
い
思
い
で
あ
つ
た
。

エ
ミ
ー
ル
も
ザ
ミ
も

一
緒
に
な
る
と
、
よ
く
話
は
昔
の
登
山
に
落
ち
て

い
つ
た
。
私
た
ち
と
登
つ
た
と
き
や
、
秩
父
宮
様
と
登
つ
た
と
き
が
黄
金

時
代
だ
つ
た
と
い
う

の
で
あ

る
。
浦
松
佐
美
太
郎
さ
ん
、
松
方
二
郎
さ

ん
、
松
本
重
治
さ
ん
や
グ
ロ
ス
フ
ァ
タ
ー

（渡
辺
八
郎
さ
ん
）
な
ど
の
強
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か
つ
た
こ
と
も
必
ず
話
題
と
な
つ
た
。
黄
金
時
代
と
い
う
の
は
、
あ
る
い

は
老
人
た
ち
の
生
涯
に
と
つ
て
の
追
憶
に
過
ぎ
な
い
か
も
し
な
い
が
、
時

勢
は
ま
つ
た
く
変
つ
て
、
音
の
よ
う
な
登
山
を
す
る
者
は
稀
れ
に
な
つ
た

と
い
う
意
味
も
い
つ
て
い
る
よ
う
だ
。
ス
イ
ス
も
若
い
年
代
の
傾
向
は
、

や
は
リ
ス
ピ
ー
ド
時
代
で
、
技
術
も
な
く
訓
練
も
経
な
い
人
た
ち
が
、
簡

単
に
山
に
向
か
う
こ
と
の
軽
卒
さ
を
嘆
じ
て
い
た
。
そ
し
て
年
間
四
〇
〇

以
上
の
登
山
事
故
を
起
し
て
い
る
そ
う

で
、
こ
れ
は
わ
が
国
も
同
様
だ

と
、
い
ろ
い
ろ
と
話
し
た
こ
と
で
あ
つ
た
。

翌
日
は
エ
ミ
ー
ル
と
つ
れ
だ
つ
て
旧
友
た
ち
の
墓
に
も
う
で
た
。
知
る

人
た
ち
の
墓
の
な
ん
と
多
い
こ
と
か
。
田
口
一
郎
さ
ん
の
も
あ
る
。
二
人

は
ア
イ
ガ
ー
な
ど
を
眺
め
な
が
ら
村
の
北
側
の
山
腹
を
散
歩
し
て
行
つ

た
。
コ
ン
ツ
ェ
ッ
ト

・
ブ
ル
ン
ネ
ル
一
家
が
私
を
見
つ
け
て
、
声
を
あ
げ

て
飛
ん
で
来
た
り
、
老
ガ
イ
ド
の
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ド

●
ボ
ー
レ
ン
に
出
会

つ
た
り
し
た
。
ボ
ー
レ
ン
と
互
い
に
頭
の
毛
が
薄
く
な
つ
た
ね
と

い
う

と
、
エ
ミ
ー
ル
は
、
い
や
み
ん
な
の
は
ア
イ
ス
パ
ー
ン

（
ス
ケ
ー
ト
場
）

だ
と
言
つ
た
。
エ
ミ
ー
ル
の
は
、
は
げ
て
は
い
な
い
が
す
つ
か
り
銀
髪
で

あ
つ
た
。
頭
髪
と
い
え
ば
、
そ
の
こ
ろ
村
に
一
軒
の
理
髪
屋
さ
ん
が
あ
つ

て
、
私
の
髪
を
刈
る
と
き
は
、
必
ず
お
前
の
毛
は
中
が
う
つ
ろ
に
な
つ
て

い
て
、
刈
り
つ
ば
な
し
に
す
る
と
そ
こ
か
ら
ご
み
が
入
つ
て
よ
く
な
い
、

火
で
先
を
焼
い
て
穴
を
ふ
さ
が
な
け
れ
ば
い
か
ん
と
い
う
。
お
説
に
従
つ

て
焼
い
て
く
れ
と
い
う
と
、
新
聞
紙
を
細
く
よ
つ
た
も
の
に
マ
ッ
チ
で
火

を
つ
け
て
、
毛
先
を
焼
く
の
で
あ
つ
た
。

こ
の
理
髪
屋
の
店
も
立
派
に
な
つ
て
、
大
き
な
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ー
に

金
文
字
で
、
コ
ワ
フ
ュ
ウ
ル
と
か
な
ん
と
か
書
い
て
あ
つ
た
。
二
代
目
の

息
子
さ
ん
が
訪
ね
て
来
て
、
お
や
じ
も
元
気
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
と
の
伝

言
で
あ
つ
た
。
エ
ミ
ー
ル
と
の
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
は
、
そ
れ
か
ら
馬
具
や
リ

ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
作
る
キ
ス
リ
ン
グ
の
店
に
向
か
つ
た
。
八
十
六
歳
に
な

る
キ
ス
リ
ン
グ
は
、
に
こ
に
こ
顔
の
好
々
爺
と
な
つ
て
、
そ
れ
で
も
毎
日

仕
事
を
続
け
て
い
る
と
い
う
。
見
る
か
ら
に
健
康
そ
う
で
、
君
の
名
は
日

本
で
有
名
だ
と
い
う
と
、
け
げ
ん
な
顔
を
し
て
い
た
。
わ
が
国
で
キ
ス
リ

ン
グ
型
の
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
と
い
う
の
は
、
こ
う
い
う
訳
な
の
で
あ
る
。

キ
ス
リ
ン
グ
は
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
作
り
の
名
人
で
、
山
案
内
人
た
ち
専
用

の
も
の
を
作
つ
て
い
た
。
丈
夫
で
背
中
に
よ
く
く
つ
つ
い
て
、
ま
こ
と
に

か
つ
ぎ
よ
い
の
で
あ
つ
た
。
私
も
そ
れ
を
持
つ
て
い
た
が
、
日
本
で
友
人

が
そ
の
形
を
取
つ
て
作
ら
せ
た
店
か
友
人
か
は
知
ら
な
い
が
、
キ
ス
リ
ン

グ
型
と
名
付
け
て
つ
い
に
そ
の
名
称
が

一
般
化
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り

キ
ス
リ
ン
グ
は
、
自
分
の
創
案
を
日
本
で
記
念
さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
。

こ
の
訳
を
聞
か
せ
る
と
、
老
人
は
喜
ん
で
笑
つ
て
い
た
。

十

一
月
十
五
日
に
は
エ
ミ
ー
ル
に
連
れ
ら
れ
て
家
を
出
て
、
フ
ィ
ル
ス

ト

・
パ
ー
ン
に
乗
つ
て
村
の
北
側
の
フ
ァ
ー
ル
ホ
ル
ン
ヘ
の
途
中
ま
で
登

つ
た
。
フ
ィ
ル
ス
ト

・
パ
ー
ン
と
い
う
の
は
、
二
人

一
組
に
腰
か
け
る
リ

フ
ト
で
、
四
、
五
年
前
に
設
置
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
最
高
点
ま

で
は
四
キ
ロ
の
長
さ
が
あ
つ
て
、
ス
キ
ー
季
節
に
は
一
日
に
二
、
○
○
○

人
も
運
ん
で
繁
盛
す
る
と
い
う
。
二
人
は
標
高

一
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
く

(106)



三十年ぶ りのスイス

ら
い
の
山
腹
を
四
時
間
ほ
ど
歩
い
た
。
こ
の
辺
が
い
わ
ゆ
る
ア
ル
プ
で
、

点
在
す
る
牛
小
屋
に
は
高
所
か
ら
下
ろ
し
た
牛
が
入
つ
て
い
た
。
そ
の
一

つ
の
前
を
通
る
と
、
飛
ん
で
出
て
来
た
の
が
カ
ウ
フ
マ
ン
で
あ
つ
た
。
私

た
ち
の
シ
ュ
レ
ッ
ク
ホ
ル
ン
登
山
の
仲
間
で
あ
つ
た
。
エ
ミ
ー
ル
と
私
は

残
雪
の
小
道
を
た
ど
つ
た
。
あ
た
り
は
風
も
な
く
、
森
閑
と
し
て
鈍
い
太

陽
が
照
つ
て
い
た
。
す
る
と
エ
ミ
ー
ル
は
、
あ
の
声
を
聞
い
た
か
、
あ
れ

は
黒
鶴
だ
と
言
う
。
よ
く
テ
ィ
ロ
ー
ル
帽
の
飾
り
に
す
る
巻
毛
の
羽
毛
を

持
つ
鳥
で
あ
つ
て
、
猟
の
名
人
で
あ
つ
た
エ
ミ
ー
ル
の
耳
や
日
は
、
い
ま

で
も
鋭
い
の
で
あ
る
。
ま
た
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
か
ら
望
遠
鏡
を
出
し
て
、

レ
ー
テ
ィ
ホ
ル
ン
の
崖
下
に
か
も
し
か
が
い
る
と
い
つ
た
が
、
私
に
は
捜

し
出
せ
な
か
つ
た
。

夜
は
ホ
テ
ル
・
パ
ー
ン
ホ
フ
で
メ
ル
ク
リ
夫
妻
か
ら

の
招
宴
が
あ

つ

た
。
席
上
、
ザ
ミ
か
ら
ペ
ン
ト
の
ピ
ッ
ケ
ル
を
贈
ら
れ
た
。
ペ
ン
ト
は
当

代
ス
イ
ス
ピ
ッ
ケ
ル
作
り
の
第

一
人
者
で
、
芸
術
品
と
も
い
う
べ
き
出
来

栄
え
の
も
の
で
あ
る
。
八
十

一
歳
と
い
う
が
、
か
く
し
や
く
と
し
て
ピ
ッ

ケ
ル
を
打
つ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
い
仕
事
を
す
る
せ
が
れ
を
持
つ
て
い
る

こ
と
は
、
名
シ
ェ
ン
ク
の
後
の
気
の
毒
な
の
に
比
べ
て
幸
せ
な
こ
と
で
あ

る
。　
一
九
五
六
年
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
隊
の
ピ
ッ
ケ
ル
も
同
人
の
作
で
あ
つ

た
そ
う
で
、
食
後
別
里
で
、
ス
イ
ス
山
岳
会
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
支
部
の

歓
迎
会
が
催
さ
れ
た
。
支
部
長
ラ
イ
セ
ル
氏
の
辞
の
後
に
、
私
は
名
誉
会

員
に
推
さ
れ
、
金
ぶ
ち
の
会
章
の
贈
呈
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
酒
を
か
わ

し
な
が
ら
ア
イ
ガ
ー
東
山
稜
登
攀
の
映
画
と
、
音
の
こ
の
村
を
写
し
た
ス

ラ
イ
ド
と
を
見
せ
ら
れ
た
。

十
六
日
に
は
夕
刻
か
ら
ベ
ル
ン
大
使
館
で

「
マ
ナ
ス
ル
に
立
つ
」
の
披

露
が
あ
る
の
で
、
招
待
を
受
け
た
ザ
ミ
夫
妻
、
エ
ミ
ー
ル
を
は
じ
め
村
の

人
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
車
に
分
乗
し
て
村
を
出
た
。
こ
の
夜
の
客
は
、

グ
リ
ン
デ
ル
フ
ル
ト
の
人
々
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
隊
々
長
と
隊
員
、
山
岳
会

長
、
山
岳
博
物
館
長
な
ど
の
ほ
か
に
、　
一
九
二
五
年
私
た
ち
が
カ
ナ
ダ
の

マ
ウ
ン
ト

ｏ
ア
ル
バ
ー
タ
に
登
つ
た
と
き
に
つ
れ
た
フ
ー
レ
ル
は
、
遠
い

グ
ス
タ
ー
ト
か
ら
泊
り
が
け
で
出
て
来
た
し
、
ま
た
そ
の
と
き
の
コ
ー
レ

ル
も
マ
イ
リ
ン
ゲ
ン
か
ら
く
る
し
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
住
所
が
わ
か
ら
ず
困

つ
て
い
る
と
、
エ
ミ
ー
ル
の
家
へ
新
聞
で
知
つ
た
と
て
電
話
を
か
け
て
き

た
の
で
、
来
る
よ
う
に
誘
つ
た
が
、
喜
ん
で
来
た
の
で
あ
つ
た
。
客
の
総

員
四
十
人
を
越
し
た
た
め
に
、
大
使
館
の
室
は
い
つ
ぱ
い
に
な
つ
て
、
は

ち
き
れ
そ
う
な
に
ぎ
や
か
さ
で
あ
つ
た
。
松
方
二
郎
君
が
パ
リ
か
ら
か
け

つ
け
た
の
で
、
座
は
一
層
に
ぎ
や
か
に
な
り
、
夕
刻
六
時
か
ら
始
ま
つ
て

終
つ
た
の
は
十

一
時
近
く
で
あ
つ
た
。
フ
ー
レ
ル
は
八
十
二
歳
と
い
つ
て

い
た
が
、
少
し
年
を
と
つ
た
と
思
わ
れ
る
く
ら
い
で
、
音
の
と
お
り
元
気

で
あ
つ
た
。
コ
ー
レ
ル
も
ゥ
ェ
ー
バ
ー
も
み
な
立
派
な
紳
士
に
な
つ
て
い

た
。
十
八
日
に
は
松
方
君
は
ロ
ー
マ
ヘ
と
向
か
い
、
二
十
日
私
は
ベ
ル
ン

放
送
局
と
ス
イ
ス
短
波
放
送
局
の
依
頼
に
よ
つ
て
、
日
本
の
登
山
と
か
感

想
を
放
送
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

二
十
一
日
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
の
山
岳
研
究
財
団
で
再
び

「
マ
ナ
ス
ル
に
　
１０

立
つ
」
を
披
露
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
夜
の
来
客
は
学
者
を
主
と
し
た



も
の
で
あ
つ
た
。
グ
プ
ラ
ー
博
士
を
は
じ
め
、
ハ
イ
ム
教
授
、イ
ム
ホ
フ
教

授
、
シ
ュ
ワ
ル
ツ
ェ
ン
パ
ッ
ハ
博
士
、
ミ
ュ
ラ
ー
博
士
な
ど
で
、
エ
ヴ
ェ

レ
ス
ト
隊
の
デ
ィ
ー
ル
君
は
、
ベ
ル
ン
で
も
見
た
の
で
あ
つ
た
が
、
ま
た

こ
こ
ま
で
来
て
見
て
い
た
。
四
十
人
ほ
ど
の
人
数
で
、
斡
旋
役
の
グ
ル
ト

ナ
ー
氏
は
会
場
の
都
合
か
ら
、
招
待
を
限
定
し
た
と
の
こ
と
で
あ
つ
た
。

私
の
興
味
を
覚
え
た
の
は
、
来
年

（
一
九
五
八
年
）
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
登
山
に

行
く
若
い
二
人
が
、
映
画
を
見
な
が
ら
し
き
り
に
ノ
ー
ト
を
と
つ
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。
わ
が
国
の
若
い
人
た
ち
も
、
ェ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
の
映
画
を
何

回
と
な
く
見
て
参
考
に
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
ど
こ
も
同
じ
で
あ
る

と
思
つ
た
。

そ
の
仲
間
の
一
人
か
ら
、
私
た
ち
の
使
用
し
た
酸
素
補
給
器
製
作
者
を

紹
介
し
て
は
し
い
と
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
映
画
会
は
大
変
に
評
判
よ
く
、

終
つ
て
か
ら
み
な
の
人
々
か
ら
祝
い
の
言
葉
を
受
け
た
。
ま
た
会
後
グ
ル

ト
ナ
ー
氏
と
ミ
ュ
ラ
ー
博
士
た
ち
と
会
食
し
た
。
ミ
ュ
ラ
ー
博
士
は
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
隊
の
一
員
で
氷
河
学
者
で
あ
る
が
、
ク
ー
ン
プ
氷
河
に
九
カ
月

間
留
ま
つ
て
研
究
し
て
き
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
と
同
時
に
五
千
二
、
三

百
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
気
象
観
測
も
続
け
て
き
た
の
で
、
同
時
期
に
マ
ナ

ス
ル
で
観
測
し
た
資
料
と
互
い
に
交
換
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
こ

れ
は
ま
こ
と
に
面
白
い
結
果
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
話

は
尽
き
ず
夜
半
に
お
よ
ん
で
別
れ
た
。

か
く
し
て
私
の
ス
イ
ス
訪
間
の
期
間
は
終
つ
て
、
二
十
二
日
再
び
ス
イ

ス
航
空
機
上
の
人
と
な
つ
て
、
ジ
ュ
ネ
ー
プ
か
ら
暮
れ
ゆ
く
ア
ル
プ
ス
を

眺
め
な
が
ら
、
ス
イ
ス
に
別
れ
を
告
げ
た
。

（
一
九
五
七
年
十
二
月
ニ
ー

五
日
毎
日
新
聞
か
ら
転
載
）

※

『
マ
ウ
ン
テ
ン
・
ワ
ー
ル
ド
、　
一
九
五
八
―
五
九
年
』
は
既
に
刊
行

さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
マ
ナ
ス
ル
登
山
に
は
十
五
頁
が
あ
て
ら
れ
、
写

真
は
三
頁
大
の
頂
上
、
第

一
キ
ャ
ン
プ
か
ら
の
マ
ナ
ス
ル
、
第
五
キ
ャ

ン
プ
の
夕
景
の
三
葉
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
（編
）
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富
士
山
で
の
雪
崩
遭
難
に
つ
い
て

金
　
坂
　
一　
郎

昭
和
二
十
九
年
十

一
月
二
十
八
日
午
前
十
時
四
十
分
頃
、
富
士
山
に
巨

大
な
雪
崩
が
発
生
し
た
。
以
下
は
そ
の
概
要
を
報
告
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

こ
の
日
夏
道
を
登
高
し
、
七
合
目
の
ち
よ
つ
と
下
方
か
ら
小
屋
の
方

ヘ

大
沢
を
ト
ラ
ヴ
ァ
ー
ス
中
に
こ
の
雪
崩
を
ま
と
も
に
受
け
た
の
が
、
東
大

ス
キ
ー
山
岳
部
の
一
一
名
、
原
健
彦
、
仲
田
豊

一
郎
、
召
田
晋

一
郎
、
牧

田
寛
、
松
井
隆
、
福
島
啓
祐
、
高
見
尚
清
、
郷
茂
昭
、
梶
川
久
昭
、
小
川

てヽ
　
透
、
金
井
竜
二
の
諸
君
で
あ
つ
た
。
こ
の
雪
崩
は
一
旦
停
止
し
た
が
、
そ

っ
　

こ
へ
雪
崩
の
第
二
波
が
襲
い
、
デ
ブ
リ
は
崩
さ
れ
て
学
生
は
再
び
お
し
流

に難
　
さ
れ
た
。
こ
の
雪
崩
が
止
ま
つ
た
直
後
、
六
合
荘
の
上
手
で
郷
君
の
遺
体

曹昴
　
が
発
見
さ
れ
、
召
田
、
牧
田
、
高
見
、
梶
川
の
四
君
が
行
方
不
明
と
な
つ

雪

　

ｌ
ｏ

Ｃ
　
☆

餃
　
　
一
方
慶
応
医
学
部
山
岳
部
の
星
田
昌
博
、
小
島
烈
、
堀
田
赳
夫
の
三
君

性
　
は
六
合
三
勺
小
屋
の
谷
側
に
幕
営
中
で
あ
つ
た
が
、
十
時
出
発
、
電
線
ぞ

』昌

い
に
夏
道
を
登
つ
て
い
る
と
き
に
こ
の
雪
崩
に
遭
遇
し
た
。
そ
の
中
、
星

田
君
の
み
お
中
道
の
下
、
五
合
目
佐
藤
小
屋
か
ら
三
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

位
置
ま
で
流
さ
れ
て
生
還
し
た
が
、
他
の
二
名
は
行
方
不
明
に
な
つ
た
。

そ
の
頃
日
大
山
岳
部
の
梅
松
延
頼
、
大
蔦
正
芳
、
上
田
浩
史
、
池
谷
有

爾
、
森
泉
寿
夫
、
石
井
宏
正
、
小
松
利
郎
、
高
野
隆
次
、
近
沢
俊
明
、
塚

本
道

一
、
細
川
義

一
、
青
木
重
雄
、
安
藤
茂
夫
、
牛
奥
昌
明
、
榎
並
洋
三
、

高
橋
喜

一
郎
、
都
築
隆
、
中
川
平
八
、
中
村
義
則
、
深
瀬

「
男
、
三
井
英

夫
、
宮
原
魏
、
村
石
幸
彦
、
石
井
達
男
の
二
四
名
は
、
鎌
岩
尾
根
か
ら
夏

道
を
下
降
中
で
あ
つ
た
。
彼
等
は
七
合
目
の
下
か
ら
二
番
目
の
小
屋
の
西

端
か
ら
、
五
分
も
下
降
し
た
あ
た
り
の
凸
斜
面
で
こ
の
雪
崩
に
あ
つ
た
。

雪
崩
は
大
沢
か
ら
あ
ふ
れ
て
こ
の
凸
斜
面
を
襲
い
、
全
員
が
八
〇
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
流
さ
れ
て
停
止
し
た
直
後
、
再
び
第
二
波
が
訪
れ
、
や
は
り
八
〇

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
流
さ
れ
た
。
こ
の
隊
の
行
方
不
明
者
は
梅
松
、
上
田
、
石

井
、
小
松
、
高
野
、
近
沢
、
塚
本
、
細
川
の
八
君
で
あ
つ
た
が
、
こ
れ
は

ほ
か
の
者
よ
り
も
僅
か
余
分
に
流
さ
れ
た
た
め
に
、
大
沢
か
ら
燕
沢
へ
向

か
つ
て
分
流
す
る
Ａ
沢
に
落
ち
こ
み
、
激
し
い
流
れ
に
乗
せ
ら
れ
て
し
ま

つ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
Ａ
沢
に
落
ち
て
、　
一
〇
〇
ど
二
三
〇
メ
ー
ト

ル
も
流
さ
れ
な
が
ら
無
事
生
還
し
た
三
名
が
あ
る
。

行
方
不
明
者
の
中
、
東
大
の
牧
田
、
梶
川
、
召
田
の
三
君
は
、
翌
々
日

の
三
十
日
に
鉄
棒
に
よ
る
ゾ
ン
デ
ィ
ー
レ
ン
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
が
、
残

る
十
二
名
は
四
月
十
九
日
２
六
月
二
日
の
間
に
自
然
露
出
乃
至
発
掘
に
よ
　
≫

つ
て
発
見
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・０９

こ
の
日
の
雪
崩
の
範
囲
は
概
観
図
の
よ
う
に
な
つ
て
い
る
が
、
遭
難
を



へ

　

●

生
じ
た
雪
崩
の
発
生
地
点
の
上
限
は
、
航
空
写
真
か
ら
推
定
し
て
大
沢
の

九
合
目
強
、
左
岸

（西
）
側
の
崩
落
限
界
は
沢
の
中
央
部
附
近
で
、
右
岸

側
は
夏
道
九
合
目
小
屋
の
す
ぐ
近
く
か
ら
始
ま
る
。
雪
層
切
断
面
の
厚
さ

は
、
沢
底
部
よ
り
も
む
し
ろ
八
２
九
合
目
の
夏
道
稜
線
に
近
い
所
の
方
が

ず
つ
と
厚
く
見
え
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
大
沢
で
は
沢
底
よ
り
も
む
し
ろ

凸
　
凸

ハ

　

（

Ｇ
　
　
　
Ｉ

‘
　

　

凸

ハ
 ヘ

Ａ
五

Λ

凸

（

Ａ
（
　

Ａ

ぬ

ヘ

ヘ
A

凸

A

右
岸
側
の
方
が
深
い
新
雪
を
持
つ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
東
風
に

よ
る
吹
溜
り
で
あ
つ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
雪
崩
と
同
時
刻
頃
燕
沢
に

も
大
き
な
雪
崩
が
あ
つ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
Ａ
沢
を

伝
わ
つ
て
お
中
道
で
燕
沢
と
合
流
し
た
大
沢
雪
崩
と
と
も
に
、
燕
沢
下
流

に
大
量
の
デ
ブ
リ
を
堆
積
さ
せ
た
。

大
沢
発
生
地
点
の
上
限
は
標
高
約
二
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
燕
沢
デ
プ
リ

末
端
は
約

一
九
〇
〇
メ
ー
朴
ル
、
三
合
二
２
三
勺
と
い
う
所
で
、
落
差

一
　

・１０

七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
経
路
の
長
さ
約
四
キ
ロ
。
七
合
目
の
雪
崩
遭
遇
点
は
　
く

標
高
約
二
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
こ
こ
か
ら
燕
沢
デ
ブ
リ
の
末
端
ま
で
二
・

ニ
キ
ロ
、
遭
難
日
大
生
は
落
差
約
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
距
離
に
し
て
ニ
キ

ロ
ほ
ど
流
さ
れ
て
い
る
。
大
沢
本
流
の
デ
プ
リ
末
端
は
約
二
合
五
勺
で

あ
つ
た
。
こ
ち
ら
に
も
大
量
の
デ
ブ
リ
が
あ
つ
た
が
、
燕
沢
と
比
較
す

れ
ば
問
題
に
な
ら
な
い
ほ
ど
す
く
な
い
。
燕
沢
下
流
の
デ
プ
リ
は
プ
ロ

ッ
ク
の
す
さ
ま
じ
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
巨
竜
が
う
ね
つ
た
よ
う
な

氷
の
土
手
は
氷
河
を
思
わ
せ
る
よ
う
で
、
ま
た
鬼
気
せ
ま
る
も
の
が
あ

つ
た
。
末
端
附
近
の
デ
ブ
リ
の
深
さ
は
一
〇
メ
ー
ト
ル
を
越
し
、
ま
た

雪
崩
に
折
ら
れ
た
樹
木
の
年
輪
を
調
べ
て
見
た
ら
、
六
〇
本
以
上
を
数

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
富
士
の
春
の
底
雪
崩
は
す
さ
ま
じ
い
も
の
で
あ

る
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
春
雪
崩
で
さ
え
も
六
〇
年
以
上
こ
の
樹
木

を
傷
つ
け
ず
に
い
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、
今
回
の
燕
沢
の
雪
崩
は
冬
季

の
雪
崩
と
し
て
は
数
百
年
ぶ
り
の
大
規
模
な
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
を
思

わ
し
め
る
。

以
上
は
大
沢
及
び
燕
沢
の
雪
崩
の
概
観
で
あ
る
が
、
当
日
の
雪
崩
は
こ

れ
だ
け
で
は
な
い
。
図
に
も
示
す
よ
う
に
、
燕
沢
の
東
隣
の
小
び
ら
に
は

か
な
り
大
き
い
デ
ブ
リ
が
見
ら
れ
る
し
、
そ
の
東
側
の
斜
面
に
も
相
当
の

も
の
が
あ
つ
た
。
西
の
方
で
は
屏
風
尾
根
の
西
側
に
、
七
―
八
合
目
か
ら

四
合
目
に
達
す
る
も
の
が
見
ら
れ
、
そ
の
外
に
も

い
く

つ
か
見
ら
れ
る

r
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が
、

ゴヒ
．面
よ
り
西
の
方
に
か
け
て
は
積
雪
は
す
く
な
い
よ
う
で
ぃ
航
空
写

真
で
は
、
岩
膚
が
所
々
見
え
る
ほ
ど
で
あ
つ
た
。

遭
難
直
後
の
退
避
中
に
、
日
大
生
の
中
で
大
砲
の
音
の
よ
う
な
お
か
し

な
音
を
聞
い
て
、
気
味
悪
く
ゾ
ッ
と
し
た
と
報
告
し
た
者
が
あ
る
。
ま
た

日
大
生
は
雪
崩
停
止
直
後
に
東
側
へ
退
避
し
よ
う
と
し
た
ら
新
雪
の
斜
面

に
亀
裂
が
現
れ
た
の
で
引
き
か
え
し
、
デ
プ
リ
を
踏
ん
で
下
降
し
た
の
で

あ
る
が
、
そ
の
後
捜
索
の
と
き
、
そ
の
斜
面
の
表
面
の
雪
を
除
い
て
見
た

ら
、
内
部
は
無
数
の
小
さ
な
プ
ロ
ッ
ク
で
あ
つ
た
。
こ
れ
も
日
大
生
が
退

避
し
た
後
で
発
生
し
た
雪
崩
の
よ
う
で
あ
る
。

今
回
の
雪
崩
は
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ラ
ン
の
分
類
に
よ
れ
ば

∪
編

●
ｏ
■
Ｏ
①
【

”
く
”
ご
Ｒ
ｒ
ｏ

（筆
者
は
こ
れ
を
乾
燥
雪
崩
と
訳
し
て
い
る
。

「油
日
記
」

一
九
五
八
・
九
年
版
拙
稿
参
照
）
で
あ
る
。
し
か
し
乾
燥
雪
崩
と
は
い
つ

て
も
、
こ
れ
は
風
も
な
く
積
も
つ
た
ふ
わ
ふ
わ
の
雪
で
は
な
く
、
吹
溜
り

状
態
か
ら
考
え
て
も
か
な
り
風
の
影
響
を
受
け
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
だ
か

ら
、
や
か
ま
し
く
い
え
ば
風
成
雪
に
近
い
状
態
の
乾
燥
雪
に
よ
る
雪
崩
と

い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
日
の
雪
質
に
つ
い
て
は
、
湿
気
の
多
い
雪

と
称
し
た
人
も
あ
る
が
、
登
山
者
の
報
告
に
よ
る
と
、
当
日
午
前
八
時
の

気
温
は
五
合
目
で
零
下
三
度
、
七
合
目
で
零
下
七
度
前
後

（但
し
頂
上
は

比
較
的
高
温
で
零
下
六
・
三
度
）
で
あ
る
か
ら
、
湿
潤
雪
と
は
考
え
に
く

い
。
ス
キ
ー
ヤ
ー
は
雪
を
握
り
し
め
て
固
ま
る
か
ど
う
か
に
よ
つ
て
雪
質

を
判
断
す
る
が
、
乾
燥
雪
で
も
復
氷
現
象
に
よ
つ
て
固
ま
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
の
で
、
こ
う
し
た
や
り
方
で
は
水
分
の
有
無
は
判
定
で
き
な
い
は

ず
だ
。
ま
た
下
流
の
プ
ロ
ッ
ク
が
大
き
く
氷
化
し
た
の
は
、
こ
の
雪
崩
の

落
差
が
特
に
大
き
か
つ
た
の
で
、
大
き
な
位
置
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
熱
に
変

り
、
そ
れ
に
よ
つ
て
部
分
的
融
雪
を
生
じ
た
た
め
で
、
必
ず
し
も
雪
自
体

が
含
ん
で
い
た
水
分
に
よ
る
氷
化
で
は
あ
る
ま
い
。

形
態
上
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
表
層
雪
崩
で
あ
る
。
し
か
し
下
方

の
積
雪
の
浅
い
所
ま
で
押
し
出
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
下
流
で
は
当
然
全

層
雪
崩
の
形
を
と
つ
て
い
る
。
筆
者
は
雪
崩
を
捜
索
技
術
上
か
ら
集
中
型

と
発
散
型
に
分
類
し
て
い
る
。
集
中
型
と
は
雪
崩
が
横
に
拡
が
る
こ
と
な

く
、
比
較
的
細
い
通
路
を
細
長
く
流
れ
る
も
の
で
、
末
端
の
デ
プ
リ
も
集

中
し
て
堆
積
し
や
す
く
、
発
散
型
は
そ
の
反
対
に
、
広
い
斜
面
に
デ
ブ
リ

が
拡
が
つ
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
の
雪
崩
は
、
大
沢
方
面
、
こ
と
に
七
合

目
か
ら
五
合
目
に
か
け
て
は
極
端
な
発
散
型
を
示
し
、
六
―
七
合
目
間
の

む
し
ろ
、
尾
根
と
も
い
え
る
よ
う
な
広
い
斜
面
を
流
れ

た
例
が
あ
る

一

方
、
燕
沢
で
は
燕
本
沢
と
Ａ
沢
の
流
れ
を
合
せ
収
容
し
た
典
型
的
集
中
型

で
あ
る
。
つ
ま
り

一
回
の
雪
崩
で
極
端
な
四
形
態
、
表
層
型
、
全
層
型
、

発
散
型
、
集
中
型
が
見
ら
れ
た
わ
け
で
、
場
所
に
よ
つ
て
捜
索
方
針
を
全

く
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
作
業
は
困
難
を
極
め
た
が
、
こ
れ
と
ま
と
も

に
取
り
組
ん
で
調
査
す
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
資
料
が
得
ら
れ
る
は
ず
で
、
今

後
の
捜
索
に
益
す
る
所
す
く
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

冬
富
士
の
風
は
大
体
西
か
ら
吹
く
。
だ
か
ら
大
沢
で
は
西
（左
岸
）側
に

吹
溜
り
が
出
や
す
く
、
大
沢
か
ら
屏
風
尾
根
に
取
り
つ
く
急
斜
面
に
は
小

さ
な
表
層
雪
崩
が
出
や
す
い
。
ま
た
春
に
な
つ
て
か
ら
の
旧
雪
雪
崩
の
場

富士山での雪崩遭難について
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平年との差平年 との差平均風速mノ S

|

平均気温
°C

終  日

朝 曇 0午

朝 霧 0午

朝 霧 0午

終  日

終  日

終  日

曇 0夜

曇 。午後 ミ

日  中

降  雪

後 降 雪

後 降 雪

後 快 晴

快  晴

快  晴

降  雪

晴

ゾ レあ り

降  雪

+ 3。 3

+ 3.5

-8.3

- 9.9

-12.5

-13.2

-6.8

- 7.0

-6。 0

+ 9。 8

- 4。 7

- 5。 3

-4.8

-10.5

-10.7

-10。 0

-7.3

- 7。 1

-6。 7

-8。 9

+ 5。 9

+5.3

+3.2

-3。 0

- 1.3

+0。 1

+3.4

+ 4。 2

+5。 5

+3。 4

気

表 1 富士山頂に於ける日平均風速及び気温 (1954年 11月 )

天

20.3

19。 5

8.9

6.2

3.8

4.5

12.8

10。 6

13.1

31.5

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

合
に
も
、
大
体
左
岸
に
近
い
所
に
発
生
し
や
す
い
と
考
え
ら
れ

て
い
る

が
、
今
回
の
雪
崩
は
は
つ
き
り
と
右
岸
よ
り
の
地
域
で
発
生
し
て
い
る
。　
　
・１２

こ
れ
は
冬
富
士
と
し
て
は
珍
し
く
東
よ
り
の
風
に
伴
つ
た
積
雪
が
、
大
沢
　
く

の
東
岸
よ
り
に
吹
溜
り
を
生
じ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
雪
崩
そ
の

も
の
も
大
沢
の
右
岸
よ
り
に
流
下
し
、
七
合
目
の
下
か
ら
浅
い
溝
（Ａ
沢
）

を
伝
わ
つ
て
、
か
な
り
大
量
の
雪
が
燕
沢
に
流
れ
こ
ん
だ
も
の
の
よ
う
で

あ
る
。
雪
崩
が
夏
道
の
あ
る
凸
斜
面
を
洗
い
、
六
合
三
勺
の
小
屋
を
さ
ら

つ
て
い
つ
た
の
は
、
雪
量
そ
の
も
の
が
大
き
か
つ
た
た
め
も
あ
ろ
う
が
、

雪
崩
の
コ
ー
ス
が
東
よ
り
で
あ
つ
た
こ
と
に
も
起
因
し
よ
う
。

雪
崩
発
生
ま
で
の
気
象
の
推
移
は
表
工
及
び
天
気
図
に
示
す
通
り
で
あ

る
。
こ
の
間
の
積
雪
は
、
登
山
者
の
報
告
に
よ
る
と
大
体
東
よ
り
の
風
に

伴
つ
て
降
つ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
二
十

一
２
二
十
七
日
の
間
の
風
速

は
、
平
年
に
く
ら
べ
て
著
し
く
小
さ
い
。
つ
ま
り
東
よ
り
の
風
に
よ
つ
て

各
沢
の
東
側
に
吹
溜
つ
た
積
雪
は
、
風
に
よ
つ
て
大
し
て
し
め
つ
け
ら
れ

る
こ
と
な
し
に
二
十
八
日
を
迎
え
た
わ
け
だ
。

二
十
七
日
夜
か
ら
二
十
八
日
朝
へ
か
け
て
の
降
雪
は
、
頂
上
の
気
象
記

録
た
る
表
Ｉ
乃
至
Ⅱ
か
ら
は
う
か
が
わ
れ
な
い
が
、
登
山
者
の
報
告
に
よ

れ
ば
、
朝
五
合
目
の
積
雪

一
五
２
三
〇
セ
ン
チ
、
六
合
目
は
握
つ
て
も
固

ま
ら
な
い
程
度
の
粉
雪
が
三
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
で
あ
る
。
降
雪
は
早
朝
よ
り

始
ま
り
、
六
時
出
発
で
二
十
四
名
が
踏
ん
だ
ラ
ッ
セ
ル
は
、
二
時
間
後
に

は
跡
か
た
も
な
か
つ
た
そ
う
だ
。
雪
崩
直
前
の
六
―
七
合
目
の
夏
道
で
は

ラ
ッ
セ
ル
三
０
セ
ン
チ
ほ
ど
、
部
分
的
に
ク
ラ
ス
ト
、
大
沢
に
よ
つ
た
と
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表 Ⅱ 富士山頂気象記録 (1954年 11月 )

日 時 気圧 mb 気温
°C 露点

°C 風  向 風速 mノ S 天  気
平地換算
気  圧

27。 12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

28. 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

620。 4

619。 4

620.4

620。 3

620。 2

619。 8

619。 3

619。 1

618。 7

617.6

616.8

615。 7

614。 7

614。 2

612.2

611。 9

611.0

610.5

611。 0

612.0

611.3

609。 8

608。 0

605.0

604。 0

-5.2

- 4.6

- 4。 9

-4。 3

-4.4

-4.3

-5。 9

-・ 6。 6

- 7.1

- 7。 2

-7。 6

-9。 8

-10。 0

- 9.4

-7。 8

-7.8

- 7.6

-6。 6

-6。 3

-6。 3

-,6.2

-6.6

-7。 0

-8。 2

-10。 8

-5.9

-4.9

-6。 6

-8。 9

-15。 9

-8.8

- 7.1

-7。 4

-12。 1

西南西

西

西南西

南 西

南 東

西南西

南 東

東南東

南 東

東南東

東

東北東

北 東

17.7

15.2

10.6

9.8

9.5

9。 4

11.5

13.4

16.5

20.1

22.4

23.3

25.5

31.6

29。 6

25。 2

29.3

26。 7

29。 0

19。 0

14。 2

11。 4

39.0

33。 9

25。 4

みぞれ弱

霧  氷

曇

地 吹 雪

999

997

999

999

998

998

997

996

996

995

994

993

992

991

989

989

988

988

988

989

988

987

985

982

981
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富士山での雪崩遭難について

こ
ろ
で
は
膝
ま
で
の
ラ
ッ
セ
ル
。
夏
道
と
燕
沢
と
の
間
の
ブ
ッ
シ
ュ
地
帯

で
は
腰
ま
で
の
ラ
ッ
セ
ル
。
こ
れ
だ
け
の
積
雪
デ
ー
タ
だ
け
で
も
雪
崩
の

危
険
を
感
じ
さ
せ
る
の
に
十
分
で
あ
る
が
、
な
お
そ
の
ほ
か
に
、
当
日
の

雪
層
が
い
か
に
不
安
定
で
滑
り
や
す
か
つ
た
か
と
い
う
例
が
数
多
く
報
告

さ
れ
て
い
る
。

雪
崩
の
発
生
原
因
に
つ
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
遭
難
直
後
そ
の
対
策
に

追
わ
れ
、
発
生
地
点
附
近
の
調
査
さ
え
行
つ
て
お
ら
ず
、
ま
た
現
在
の
わ

れ
わ
れ
の
有
す
る
雪
崩
の
知
識
程
度
で
は
、
も
と
よ
り
明
確
な
解
答
を
与

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ

る
が
、
最
も
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
登
山

者
の
見
解
と
し
て
は
、
低
気
圧
の
影
響
に
よ
り

一
時
に
大
量
の
降
雪
が
あ

り
、
し
か
も
そ
の
積
雪
層
が
不
安
定
で
あ
つ
た
こ
と
、
こ
れ
だ
け
で
十
分

と
は
い
え
ず
と
も
、
常
識
的
な
解
答
に
は
な
る
で
あ
ろ
う
。
雪
崩
発
生
時

よ
り
し
ば
ら
く
前
に
風
が
急
に
強
く
な
り
、
大
沢
、
燕
沢
上
部
に
刺
激
を

与
え
た
点
も
二
次
的
に
雪
崩
の
誘
因
と
な
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。
あ
る
い

は
そ
の
ほ
か
の
機
械
的
刺
激
が
崩
落
の
き
つ
か
け
と
な
つ
た
と
も
想
像
さ

れ
る
。
し
か
し
、
物
理
学
的
な
雪
崩
発
生
論
な
ら
ば
い
ざ
知
ら
ず
、
登
山

遭
難
に
関
す
る
雪
崩
発
生
原
因
に
限
る
な
ら
ば
、
不
安
定
な
積
雪
が
大
量

に
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
も
、　
一
応
の
解
答
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

で
は
、
こ
う
い
う
危
険
な
状
況
下
で
、
何
故
若
い
有
能
な
登
山
者
が
ま

と
も
か
ら
雪
崩
に
や
ら
れ
て
し
ま
つ
た
か
。
実
は
当
日
の
遭
難
者
以
外
に

も
、
こ
の
雪
崩
を
幸
運
に
も
危
機

一
髪
の
間
に
避
け
得
た
隊
が
何
隊
も
あ

つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
登
山
者
の
学
ぶ
べ
き
雪
崩
学

に
関
連
し
て
詳
論

（河
出
書
房

「登
山
全
書
」
随
想
篇
５
）
し
た
こ
と
が

あ
る
の
で
、
そ
れ
を
参
照
し
て
頂
く
と
し
て
ｒ
こ
こ
で
は
簡
に
し
て
要
を

得
た
遭
難
批
判

と
し

て
、
本
下
是
雄
氏
の
意
見

（東
大
ス
キ
ー
山
岳
部

「富
士
遭
難
追
悼
号
部
報
」）
を
紹
介
し
た
い
。

「富
士
の
遭
難
は
、　
一
言
に
し
て
い
え
ば
＾
常
識
Ｖ
の
虚
を
つ
か
れ
た

も
の
で
あ
る
。
他
の
山
で
あ
れ
ば
初
冬
期

の
、
数
日
来
の
多
量
の
新
雪

は
、
必
然
的
に
雪
崩
を
連
想
さ
せ
た
に
ち
が
い
な
い
。
十

一
月
の
富
士
に

は
異
例
の
風
の
弱
さ
と
高
温
と
は
普
通
な
ら
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
う
積

雪
を
定
着
さ
せ
る
。
そ
れ
が
或
る
限
度
を
越
せ
ば
崩
落
の
危
険
を
は
ら
む

の
は
当
然
で
あ
る
。
事
実
当
日
行
動
中
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
多
か
れ
少
な
か

れ
雪
層
の
不
安
定
に
気
付
い
て
い
る
。
八
丈
島
付
近
に
あ
つ
た
低
気
圧
に

よ
る
強
風
も
、
副
次
的
に
雪
崩
誘
発
の
一
因
と
な
つ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
悪
条
件
に
気
付
か
ず
、
あ
る
い
は
深
く
考
え
ず
に
、
多
く
の

パ
ー
テ
ィ
ー
が
既
定
の
行
動
を
起
し
た
の
は
、
＾
十

一
月
の
富
士
Ｖ
と
い

う
先
入
観
念
が
、
起
り
う
る
危
険
に
対
す
る
触
覚
を
に
ぶ
ら
せ
て
い
た
か

ら
に
ち
が
い
な
い
。
お
そ
る
べ
き
は
＾
常
識
Ｖ
の
鉄
枠
で
あ
る
。
計
画
は

そ
の
山
、
そ
の
季
節
に
つ
い
て
の
経
験
の
集
積
―

常
識
―

の
根
拠
の

上
に
立
て
る
ほ
か
な
い
が
、
刻
々
の
判
断
は
よ
り
一
般
的

・
客
観
的
な
、

別
の
こ
と
ば
で
い
え
ば
固
定
し
た
＾
常
識
Ｖ
の
枠
に
し
ば
ら
れ
な
い
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
つ
と
も
、
私
自
身
に
し
て
も
、
あ
の
場
合
に
居
合
せ
た
と
し
て
果
し

て
先
入
観
念
を
切
り
す
て
て
、
よ
く
パ
ー
テ
ィ
ー
の
出
発
を
制
し
え
た
か

(115)



と
自
間
す
る
と
、
あ
ま
り
自
信
は
な
い
の
だ
が
、
と
に
か
く
こ
れ
は
こ
の

遭
難
に
つ
い
て
わ
れ
人
共
に
反
省
す
べ
き
第

一
の
点
で
あ
ろ
う
。
あ
の
雪

崩
は
百
年
に
一
回
と
い
う
ほ
ど
の
異
例
の
も

の
で
あ

つ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
れ
で
は
そ
の
危
険
性
を
予
知
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
つ
た
か
と
、

あ
ら
た
ま
つ
て
間
わ
れ
れ
ば
、
答
は
や
は
り
＾
否
Ｖ
と
す

べ
き

だ
と
思

ぅ
。」

今
回
の
雪
崩
は
極
め
て
ま
れ
に
見
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
少
く
と
も
日

本
の
積
雪
期
登
山
史
上
極
め
て
珍
し
い
雪
崩
事
故
た
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
富
士
山
で
こ
う
し
た
大
規
模
な
冬
雪
崩
を
見
る
こ
と
は
、
今
後
も

統
計
的
に
考
え
て
発
生
頻
度
は
小
さ
い
と
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
、
山
岳

遭
難
に
限
ら
ず
、
乾
燥
雪
崩
に
よ
る
遭
難
全
般
に
つ
い
て
見
る
と
、
思
い

が
け
な
い
場
所
に
思
い
が
け
な
く
大
規
模
な
雪
崩
が
発
生
し
た
例
は
決
し

て
す
く
な
く
は
な
い
。
だ
か
ら
富
士
山
以
外
で
も
、
こ
う
し
た
異
常
な
雪

崩
事
故
が
現
れ
る
こ
と
は
当
然
予
想
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
富

士
山
に
つ
い
て
も
、
今
回
と
同
様
の
気
象
条
件
が
出
そ
ろ
え
ば
、
今
回
と

同
様
の
雪
崩
が
発
生
す
る
の
は
当
然
で
、
実
は
今
回
に
似
た
気
圧
配
置
を

見
る
こ
と
も
ま
れ
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
自
然
の
歴
史

に
く
ら
べ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
登
山
史
は
余
り
に
も
短
い
。
登
山
に
お
い
て

経
験
の
大
切
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
僅
か
な
経
験
を
過
大
評
価

し
て
自
然
に
対
す
る
謙
虚
を
失
つ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
今
回
の
遭
難

の
教
訓
で
は
あ
る
ま
い
か
。

雪
崩
遭
難
の
救
援
に
あ
た
つ
て
最
初
の
仕
事
は
埋
没
者
の
発
見
で
あ

る
。
埋
没
者
の
位
置
は
鉄
棒

（今
回
は
長
さ
ニ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
を
主
と

し
た
）
に
よ
る
ゾ
ン
デ
ィ
ー
レ
ン
に
よ
つ
て
確
認
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る

が
、
広
大
な
デ
ブ
リ
が
対
象
と
な
る
場
合
に
は
予
め
大
体
の
位
置
を
推
定

す
る
必
要
が
あ
る
。
今
回
の
経
験
の
解
析
に
つ
い
て
は
日
大
山
岳
部
の
報

告
書

「追
悼
―

富
士
に
眠
る
仲
間
へ
」
に
て
詳
論
し
、
ま
た
雑
誌

「岳

人
」
九
四
号
に
も
そ
の
要
点
を
紹
介
し
て
お
い
た
の
で
、
こ
こ
で
は
実
際

上
の
注
意
と
と
も
に
そ
の
結
論
だ
け
を
羅
列
す
る
に
止
め
た
い
。

一
、
雪
崩
の
捜
索
に
あ
た
り
第

一
に
問
題
と
す
べ
き
は
、
行
方
不
明
者

を
さ
が
す
こ
と
で
は
な
く
、
次
に
来
る
雪
崩
に
対
す

る
警
戒
で
あ

る
。
合
図
に
よ
つ
て
危
地
か
ら
退
避
し
う
る

こ
と
を
確
認
し
て
か

ら
、
リ
ー
ダ
ー
監
視
の
下
に
捜
索
を
開
始
す
る
。

二
、
捜
索
の
第

一
は
雪
面
を
組
織
的
に
、
注
意
深
く
、
し
か
も
敏
速
に

見
て
廻
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
わ
れ
わ
れ
は
パ
ト
ロ
ー
ル
と
よ
ん

だ
が
、
パ
ト
ロ
ー
ル
は
捜
索
初
期
に
限
ら
ず
、
雪
崩
捜
索
の
最
高
の

手
段
で
あ
る
。
埋
没
者
の
確
認
は
ゾ
ン
デ
ィ
ー
レ
ン
に
よ
つ
て
行
う

が
、
こ
れ
は
安
全
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
、
組
織
的
に
行
う
べ
き
も
の

だ
。

三
、
集
申
型
、
こ
と
に
デ
ブ
リ
が
末
端
に
高
く
堆
積
し
た
よ
う
な
場
合

は
、
行
方
不
明
者
は
こ
の
末
端
附
近
に
集
中
し
て
埋
没
し
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
骨
折
や
内
臓
損
傷
に
よ
り
即
死
し
や
す
い
。
発
散
型
の

場
合
行
方
不
明
者
は
か
な
り
広
範
囲
に
分
散
し
て
発
見
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
外
傷
を
受
け
や
す
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
デ
プ
リ
の
末
端
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富士山での雪崩遭難について

を
確
認
し
て
お
か
な
い
と
、
後
の
捜
索
に
多
大
の
困
難
が
生
じ
る
。

四
、
行
方
不
明
者
は
沢
底
の
最
も
深
い
点
を
結
ぶ
線
、
夏
な
ら
ば
水
流

の
コ
ー
ス
に
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
だ
か
ら
デ
プ
リ
の
下
の
地

形
を
推
測
す
る
こ
と
は
重
要
な
作
業
で
、
必
要
と
あ
ら
ば
孔
を
掘
つ

て
で
も
調
べ
て
見
る
こ
と
。

五
、
生
還
者
が
、
雪
崩
が
次
第
に
弱
ま
つ
て
流
れ
が
細
く
な
り
、
岸
の

方
か
ら
停
止
を
始
め
て
助
か
つ
た
場
合
に
は
、
行
方
不
明
者
は
そ
れ

よ
り
も
下
流
に
埋
没
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
雪
崩
そ
の
も
の
が
浅

く
、
全
体
が

一
時
に
停
止
し
て
、
流
れ
の
中
央
部
で
生
還
し
た
者
が

あ
る
と
き
は
、
行
方
不
明
者
は
バ
ラ
バ
ラ
に
分
散
し
て
埋
没
さ
れ
る

可
能
性
が
多
い
。
横
隊
で
雪
崩
に
や
ら
れ
た
場
合
、
集
中
型
の
雪
崩

で
は
停
止
位
置
は
始
め
の
順
序
と
関
係
が
見
ら
れ
な
い
が
、
典
型
的

な
発
散
型
の
雪
崩
で
は
、
大
体
に
お
い
て
始
め
の
隊
伍
の
順
序
を
残

し
て
い
る
。

六
、
集
中
型
の
雪
崩
に
や
ら
れ
た
場
合
、
遺
品
は
行
方
不
明
者
の
近
く

か
ら
発
見
さ
れ
、
発
散
型
の
場
合
に
は
遺
品
も
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
や

す
い
。
統
計
的
に
見
る
と
ピ
ッ
ケ
ル
の
よ
う
な
密
度
の
大
き
い
も
の

は
人
体
の
上
流
に
、
ル
ッ
ク
サ
ッ
ク
の
よ
う
な
密
度
の
小
さ
い
も
の

は
人
体
よ
り
も
下
流
に
発
見
さ
れ
や
す
い
。

七
、
雪
中
に
発
見
さ
れ
た
毛
髪

（雪
面
上
の
も
の
は
余
り
問
題
に
し
な

い
方
が
い
い
）
は
行
方
不
明
者
の
流
さ
れ
た
コ
ー
ス
を
指
示
す
る
。

但
し
少
量
の
毛
髪
の
場
合
に
は
、
そ
の
近
く
に
行
方
不
明
者
が
埋
没

さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。

八
、
捜
索
の
と
き
雪
面
に
物
を
み
だ
り
に
捨
て
る
と
遺
品
ど
誤
る
お
そ

れ
が
あ
る
。
し
か
し
撤
収
時
に
は
、
む
し
ろ
と
か
樹
枝
の
よ
う
な
も

の
を
デ
ブ
リ
の
上
に
残
し
、
そ
の
後
積
雪
が
あ
つ
て
も
、
遭
難
当
時

の
雪
面
を
再
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

九
、
写
真
記
録
は
重
要
で
あ
る
。
な
る
べ
く
カ
ラ
ー
で
立
体
写
真
に
し

て
お
き
た
い
。
固
定
し
た
樹
木
や
岩
を
い
つ
し
よ
に
写
し
こ
ん
で
融

雪
、
沈
降
の
目
安
に
す
る
と
と
も
に
、
人
物
を
い
れ
て
画
面
の
ス
ケ

ー
ル
が
わ
か
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

十
、
捜
索
に
関
す
る
雪
崩
の
調
査
は
、
雪
崩
が
ど
ん
な
状
態
に
流
れ
た

か
を
知
る
の
が
眼
目
で
あ
る
。
デ
プ
リ
は
平
面
で
は
な
く
、
厚
さ
の

あ
る
三
次
元
の
存
在
で
あ
る
が
、
こ
れ
も

「
瞬
に
生
じ
た
も
の
で
は

な
く
、
時
々
刻
々
流
れ
て
堆
積
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
時
間
的
変

化
も
考
え
に
入
れ
て
四
次
元
的
に
考
察
し
な
け
れ
ば
誤
り
を
生
じ

る
。
融
雪
、
沈
降
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
雪
は
表
面
か
ら
融
け
去
る

と
同
時
に
沈
降
に
よ
つ
て
深
さ
を
減
じ
る
か
ら
、
埋
没
者
も
時
と
と

も
に
少
し
づ
つ
沈
降
し
て
地
表
面
に
近
づ
く
。
だ
か
ら
時
期
と
場
所

が
ち
が
う
場
合
、
雪
面
か
ら
の
深
さ
を
比
較
し

て
も
無
意
味
で
あ

ソ（̈
）。

十

一
、
岩
場
の
雪
は
雪
面
か
ら
融
解
す
る
と
と
も
に
、
地
表
面
か
ら
も
　
♪

或
る
程
度
融
解
し
て
空
洞
を
生
じ
る
。
こ
れ
は
水
流
の
あ
る
場
合
に
　
・１７

特
に
著
し
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
場
合
に
は
遺
体
流
失
の
お
　
く



そ
れ
が
あ
る
。
こ
と
に
雪
の
少
い
地
帯
ま
で
デ
プ
リ
が
流
下
し
た
場

合
に
は
、
遺
体
の
位
置
が
地
表
面
に
近
い
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
注
意

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
但
し
砂
地
の
積
雪
は
地
表
面
の
方
か
ら
は
ほ
と

ん
ど
融
け
な
い
よ
う
で
あ
る
。

十
二
、
行
方
不
明
者
が
二
名
以
上
の
場
合
に
は
、
服
装
、
携
行
品
等
に

よ
つ
て
、
判
別
の
き
め
手
を
予
め
調
べ
て
お
く
こ
と
。
容
貌
か
ら
は

判
別
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
水
流
を
流
さ
れ

た

よ
一う
な
場
合
に

は
、
装
具
が
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
、
裸
で
発
見
さ
れ
た
例
も
あ
る
。
ま

た
所
持
品
リ
ス
ト
が
不
完
全
だ
と
、
折
角
発
見
し
た
遺
品
も
役
に
立

つ
手
掛
り
と
し
て
使
え
な
い
。

十
二
、
遺
体
を
収
容
す
る
と
き
に
は
、　
一
度
凍
結
さ
せ
る
と
便
利
で
あ

る
。
塩
約
二
貫
を
そ
の
三
倍
の
雪
と
よ
く
混
合
し
、
こ
れ
で
遺
体
を

お
お
つ
て
一
晩
雪
上
に
安
置
す
る
の
で
あ
る
。

十
四
、
自
然
力
に
よ
つ
て
埋
没
さ
れ
た
遺
体
は
、
決
し
て
発
掘
の
努
力

を
惜
じ
め
と
い
う
の
で
は
な
い
が
、
自
然
力
に
よ
つ
て
融
雪
す
る
の

を
待
つ
の
が
最
も
賢
明
な
方
法
で
あ
る
。
多
少
の
人
間
が
ス
コ
ッ
プ

を
振
り
ま
わ
し
た
と
こ
ろ
で
、
大
自
然
に
対
し
て
い
か
ほ
ど
の
成
果

が
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

十
五
、
雪
崩
捜
索
は
目
に
見
え
な
い
雪
中
の
埋
没
者
を
求
め
る
の
で
あ

る
か
ら
、
と
か
く
迷
信
的
な
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
が
入
り
こ
み
が
ち
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
も
の
は
健
全
な
常
識
と
科
学
的
な
計
算
に
よ
つ

て
、
き
つ
ば
り
と
そ
の
性
能
を
見
き
わ
め
、
は
つ
き
り
と
謝
絶
す
る

決
意
が
必
要
で
あ
る
。

あ
れ
以
来
わ
れ
わ
れ
は
幾
多
の
雪
崩
事
故
を
見
聞
し
、
そ
の
捜
索
に
あ
　
・１８

た
つ
て
は
わ
れ
わ
れ
の
見
解
が
利
用
さ
れ
、
そ
し
て
感
謝
さ
れ
た
。
し
か
　
＜

し
私
の
望
み
は
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
は
な
い
。
私
が
最
も
強
く
希
望
す
る
こ

と
は
、
富
士
に
お
け
る
教
訓
を
利
用
し
て
、
雪
崩
事
故
の
予
防
に
万
全
を

期
し
て
頂
き
た
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
現
在
の
登
山
界
の
傾

向
は
私
の
望
む
よ
う
な
方
向
に
動
い
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
こ
の
点
に

つ
い
て
識
者
は
声
を
最
も
大
に
し
て
啓
発
し
て
頂
き
た
く
、
将
来
雪
崩
事

故
の
絶
滅
を
期
待
し
て
本
報
告
を
終
る
。

（附
記
）

本
稿
執
筆
を
編
集
委
員
会
か
ら
依
頼
さ
れ
た
直
後
、
ヒ
マ
ラ

ャ
登
山
準
備
委
員
会
か
ら
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
偵
察
行
の
下
命
が
あ

つ

た
。
命
を
受
け
て
か
ら
五
週
間
で
出
発
す
る
ほ
ど
の
あ
わ
た
だ
し
い

準
備
の
間
に
筆
を
と
つ
た
本
稿
に
、
杜
撰
の
そ
し
り
は
ま
ぬ
か
れ
な

い
と
思
う
が
、
細
部
に
わ
た
つ
て
は
日
大
山
岳
部
の
報
告

『追
悼
―

―
富
士
に
眠
る
仲
間
へ
』

（昭
和
三
十
年
十

一
月
刊
）
を
御
参
照
頂

き
た
い
。

そ
も
そ
も
本
報
告
は
も
つ
と
早
く
発
表
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
つ

た
が
、
各
種
の
事
情
か
ら
報
告
が
遅
れ
て
申
訳
な
い
。
そ
の
反
面
、

時
間
と
い
う
最
良
の
智
書
が
、
わ
れ
わ
れ
に
与
え
て
く
れ
た
確
信
も

見
逃
が
し
難
く
、
遭
難
直
後
の
報
告
よ
り
は
い
く
ら
か
で
も
客
観
性

を
も
つ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
遅
延
の
お
許
し
を
乞
い
た
い
。
（昭

和
三
十
二
年
七
月
十
八
日
）
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積
雪
期
の
創
岳
付
近

同
志
社
大
学
山
岳
部

は

じ

め

に

わ
れ
わ
れ
の
行
動
の
す
べ
て
は
、
多
く
の
先
輩
が
苦
難
を
も
つ
て
築
き

あ
げ
た
基
礎
の
上
に
た
つ
て
初
め
て
実
を
結
ぶ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ

れ
は
次
の
代
の
人
々
の
糧
と
な
り
、
実
と
な
つ
て
よ
り
大
き
な
花
を
咲
か

せ
る
の
で
あ
る
。
今
度
の
畑
岳
に
お
け
る
行
動
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。

積
雪
期
の
創
岳
は
、
戦
後
の
同
志
社
に
と
つ
て
は
一
つ
の
大
き
な
夢
だ

つ
た
。

一
九
二
三
年
二
月
、
わ
れ
わ
れ
の
先
輩
で
あ
る
児
島
勘
次
、
入
江

保
太
両
氏
に
よ
る
積
雪
期
早
月
尾
根
の
初
登
攀
が
な
さ
れ
、
ま
た
小
窓
尾

根
は
す
で
に
一
九
二
〇
年
六
月
に
同
じ
く
児
島
勘
次
、
田
中
昌
雄
両
氏
に

よ
り
初
登
攀
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
二
十
数
年
の
あ
い
だ
、
同
志
社
に

よ
る
記
録
的
登
高
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
創
岳
を
忘
れ
た
か
の
よ
う
に
み

え
た
け
れ
ど
も
、
実
際
は
日
本
に
お
け
る
第

一
級
の
山
で
あ
る
穂
高
と
と

も
に
創
の
名
前
を
忘
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

特
に
戦
後
は
そ
の
意
欲
は
強
く
、
永
年
親
し
ん
だ
後
立
山
と
創
を
結
ぶ

黒
部
横
断
の
計
画
は
、　
一
九
五
〇
年
十
二
月
に
鹿
島
槍
大
冷
沢
で
雪
崩
の

た
め
逝
か
れ
た
松
本
敏
夫
氏
等
を
中
心
に
熱
心
に
研
究
さ
れ
、
何
度
に
も

わ
た
る
偵
察
行
動
が
な
さ
れ
、
氏
の
最
後
の
山
行
と
な
つ
た
鹿
島
槍
行
も

そ
の
一
環
の
動
き
だ
つ
た
の
で
あ
る
。
積
雪
期
の
創
あ
る
い
は
穂
高
へ
の

復
帰
と
い
う
目
標
を
胸
に
抱
き
つ
ヽ
、
そ
れ
か
ら
数
年
の
あ
い
だ
地
味
な

合
宿
訓
練
が
つ
づ
け
ら
れ
た
。
輝
か
し
い
成
果
が
記
録
さ
れ
続
け
て
い
た

当
時
の
学
生
山
岳
界
の
中
に
お
い
て
、
自
己
の
姿
を
よ
り
冷
静
に
、
苛
酷

に
見
つ
づ
け
て
、
そ
の
基
礎
を
地
道
な
合
宿
に
ょ
つ
て
築
い
て
い
つ
た
幾

多
の
先
輩
の
、
血
の
滲
む
よ
う
な
試
錬
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ

の
、
わ
れ
わ
れ
の
さ
ゝ
や
か
な
記
録
も
、
そ
の
よ
う
な
先
輩
の
肩
車
の
上

に
立
つ
て
、
初
め
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
五
七
年
度
、
つ
い
に
創
岳
が
目
標
と
な
つ
た
。
し
か
し
そ
の
計
画

に
は
い
ろ
い
ろ
と
論
議
が
な
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
立
山

（別
山
尾
根
）
、早

月
尾
根
、
小
窓
尾
根
、
赤
谷
尾
根
等
よ
り
の
分
散
パ
ー
テ
ィ
に
よ
る
集
中

的
な
方
法
を
と
る
か
、
あ
る
い
は
極
地
法
を
採
用
す
る
か
等
々
種
々
の
提

案
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
結
局
、
わ
れ
わ
れ
の
目
標
が
創
岳

頂
上
付
近
の
行
動
に
あ
り
、
そ
れ
に
必
要
な
約
百
人
分
の
食
糧
、
装
備
を

創
頂
上
及
び
三
ノ
窓
に
如
何
に
し
て
あ
げ
る
か
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
問
題

も
お
の
ず
と
結
論
を
見
い
だ
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
に
最
も
適

応
し
た
早
月
尾
根
を
ル
ー
ト
と
し
た
極
地
法
に
よ
る
登
高
で
あ
る
。
極
地
　
≫

法
に
つ
い
て
は
一
九
五
五
年
度
の

『鳥
帽
子
よ
り
穂
高
』

（Ｄ
・Ａ
・Ｃ
報
　
１１

告

・
十
六
号
）
以
来
、
わ
れ
わ
れ
の
間
に
お
い
て
種
々
の
論
議
も
な
さ
れ



て
い
る
が
、
今
度
は
そ
の
方
法
を
荷
上
げ
の
手
段
Ｌ
し
て
活
用
し
た
と
い

う
に
止
め
て
お
こ
う
。

二
年
間
に
わ
た
り
、
夏
山
合
宿
を
釧
で
行
な
つ
て
い
た
が
、
今
年
度
に

こ
の
計
画
が
具
体
的
に
採
用
さ
れ
て
か
ら
五
月

。
夏
山

・
十
月
に
各
々
銀

全
般
に
対
す
る
偵
察
が
行
わ
れ
、
十
一
月
に
は
馬
場
島
へ
の
約
七
十
貫
の

荷
上
げ
と
、
最
後
の
偵
察
が
完
了
し
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
の

計
画
は
早
月
尾
根
を
ル
ー
ト
に
、
極
地
法
に
よ
つ
て
釧
頂
上
、
三
ノ
窓
ヘ

延
約
百
人
分
の
食
糧
、
装
備
を
荷
上
げ
し
て
創
頂
上
付
近
の
登
攀
を
行
お

う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
似
た
試
み
は
、
古
く
は
一
九
二
九
年
十
二
月
、
慶
応
大
学
山
岳

部
山
本
雄

一
郎
氏
ほ
か
十
二
名
に
よ
つ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
早
月
尾
根
を

極
地
法
で
登
高
し
、
長
次
郎
の
頭
付
近
の
Ｃ
Ｖ
よ
り
八
ッ
峰
の
第

一
峰
ま

で
の
下
降
、
早
月
尾
根
森
林
限
界
に
設
け
ら
れ
た
Ｃ
Ⅲ
よ
り
源
治
郎
尾
根

第

一
峰
の
往
復
を
な
し
た
。
共
に
厳
冬
期
初
登
攀
で
あ
る
。
こ
れ
に
勢
を

つ
け
て
Ｃ
Ｖ
よ
リ
チ
ン
ネ
下
降
を
試
み
た
が
失
敗
し
て
い
る
。
そ
の
記
録

が
発
表
さ
れ
て
い
る

『登
高
行
』
（十
三
号
）
は
一
九
四
〇
年
に
発
行
さ

れ
て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
の
今
度
の
計
画
で
は
、
特
に
文
献
か
ら
教
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
が
多
か
つ
た
こ
と
を
付
記
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
他
に
一
九
五
二
年
二
月
、
明
治
大
学
山
岳
部
に
よ
つ
て
、
こ
れ
に

類
似
し
た
計
画
が
な
さ
れ
て
い
る
。
「早
月
尾
根
を
極
地
法
に
よ
り
登
行

し
、
飢
岳
頂
上
付
近
に
一
つ
、
小
窓
の
頭
付
近
に

一
つ
、
計
二
箇
の
高
所

キ
ャ
ン
プ
を
設
け
、　
一
週
間
の
高
所
幕
営
中
各
所
の
登
攀
を
成
す
」
（明

大
山
岳
部

・
年
報
工

・
一
九
五
二
年
）
と
い
う
目
標
で
行
動
さ
れ
て
い
る
　
＞

が
、
飯
田
氏
遭
難
の
た
め
釧
頂
上
の
Ｃ
Ⅲ

（早
月
尾
根
に
中
継
Ｃ
＝
一
〓
一　

・２０

０
０
ｍ
、
Ｂ

ｅ
Ｃ
＝
二
〇
〇
〇
ｍ
、
Ｃ
Ｉ
、
Ｃ
Ｉ
＝
二
六
〇
〇
ｍ
、
創
頂
　
く

上
に
Ｃ
Ⅲ
を
設
け
る
）
よ
り
八
ッ
峰
上
半
の
下
降
、
チ
ン
ネ
試
登

（左
方

ル
ン
ゼ
）
の
み
で
計
画
を
中
止
し
て
い
る
。

ま
た
、
次
の
年
の
一
九
五
三
年
二
月
に
は
、
伝
統
を
も
つ
立
教
大
学
山

岳
部
が
登
場
し
た
。
こ
の
時
の
詳
細
な
報
告
は
ま
だ
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、

こ
の
中
の
釧
尾
根

（上
半
）
の
記
録
が
日
本
山
岳
会
々
報

一
九

一
号
に
発

表
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
次
に
記
す
概
要
も
当
時
の
部
員
で
あ
る
相
沢
裕

文
、
杉
山
桂
吉
両
氏
か
ら
う
か
ヾ
つ
た
も
の
で
あ
る
。

期
間
は
二
月
上
旬
よ
り
四
月
上
旬
ま
で
約

一
ヵ
月
に
わ
た
り
、
Ｂ

●
Ｈ

を
馬
場
島
、
Ｃ
Ｉ
を

一
九
〇
〇
ｍ
付
近
、
Ｃ
Ｉ
を
創
頂
上

（多
分
二
四
〇

〇
ｍ
付
近
に
デ
ポ
を
置
い
た
と
思
う
が
）
に
設
け
、
こ
れ
よ
り
創
尾
根
（上

半
）
、
八
ッ
峰

（上
半
を
五

・
六
の
コ
ル
よ
リ
ト
レ
ー
ス
）
、
源
治
郎
尾
根

（平
蔵
谷
よ
り
一
・
二
峰
間
の
コ
ル
に
立
ち
頂
上
ヘ
ト
レ
ー
ス
）
の
登
攀

を
行
つ
て
い
る
。
メ
ン
パ
ー
は
十
四
、
五
名
と
の
こ
と
で
あ
る
。
立
教
は

こ
の
時
が
戦
後
初
め
て
の
創
入
り
で
は
な
く
、　
一
九
四
九
、
五
〇
年
の
三

月
、
そ
れ
ぞ
れ
東
面
や
西
面
で
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

一
九
五
六
年
二
月
の
日
本
大
学
山
岳
部
の
記
録
も
注
目
す
べ
き
も
の
で

あ
る
。

「極
地
法
に
よ
る
鯛
西
面
か
ら
八
ッ
峰
、
源
治
郎
尾
根
の
登
攀
」

と
い
う
目
的
で
、
メ
ン
バ
ー
十
人
が
二
月
十
六
日
に
Ｂ

・
Ｈ
で
あ
る
馬
場



島
に
集
結
し
、
Ｃ
Ｉ

（雪
洞
）
を

一
五
五
Ｏ
ｍ
、
Ｃ
Ｉ
を
三
二
〇
〇
ｍ
付

近
、
Ｃ
Ⅲ
を
鯉
頂
上
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
、
更
に
Ｃ
Ⅳ

（雪
洞
）
を
池
ノ

谷
乗
越
に
の
ば
し
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
八
ッ
峰

（上
半
）
の
登
攀
を
二
月

二
十

一
日
に
行
い
、
釧
頂
上
の
Ｃ
Ⅲ
か
ら
源
治
郎
尾
根
を
、
頂
上
よ
り
第

一
峰
ま
で
の
往
復
と
い
う
か
た
ち
で
四
月
二
日
に
登
攀
し
て
い
る
。

日
大
も

一
九
五
〇
年
四
月
、
八
ッ
峰
、
源
治
郎
尾
根
を
ト
レ
ー
ス
し
て

お
り
、
古
く
は
一
九
二
四
年
四
月
九
日
の
馬
場
島
よ
り
池
ノ
谷
左
股
よ
り

釧
頂
上
の
往
復
と
い
う
、
そ
の
当
時
に
し
て
み
れ
ば
輝
し
い
足
跡
を
残
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
数
々
の
登
攀
記
録
は
、
今
度
の
わ
れ
わ
れ
の
計
画

・
行
動
と
よ
く

類
似
し
た
も
の
の
み
を
、
積
雪
期
釧
岳
登
攀
記
録
か
ら
抜
率
し
た
の
で
あ

つ
て
、
制
御
前
方
面
か
ら
の
八
ッ
峰
、
源
治
郎
尾
根
の
登
攀
記
録
や
、
小

窓

ｏ
早
月
尾
根
か
ら
製
岳
登
攀
の
よ
う
な
も
の
は
、
こ
の
範
囲
の
中
に
は

含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
し
て
お
く
。
ま
た
わ
れ
わ
れ
の
不

勉
強
の
た
め
、
当
然
掲
げ
る
べ
き
記
録
で
洩
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
か
も

知
れ
な
い
。

計

画

概

要

創
主
稜
線
へ
安
全
か
つ
確
実
に
荷
を
上
げ
る
た
め
、
早
月
尾
根
を
ル
ー

ト
に
し
た
こ
と
は
先
に
も
述
べ
た
。
次
に
問
題
と
な
る
の
が
テ
ン
ト
の
配

置
で
あ
る
。

計
画
は
ベ
ー
ス
・
ハ
ウ
ス

（Ｂ

・
Ｈ
）
に
馬
場
島
荘
、
Ｃ
Ｉ
を

一
六
〇

〇
ｍ
付
近
と
し
、
こ
の
Ｃ
Ｉ
は
部
員
を
で
き
る
だ
け
上
部
に
あ
げ
る
と
い

う
理
由
か
ら
、
計
画
後
半
に
撤
収
す
る
こ
と
に
し
た
。
次
い
で
Ｃ
Ｉ
を
二

二
〇
〇
ｍ
、
Ｃ
Ⅲ
を
二
七
〇
〇
ｍ
、
Ｃ
Ⅳ
は
製
頂
上
三
〇
〇
〇
ｍ
、
最
終

キ
ャ
ン
プ
Ｃ
Ｖ
を
三
ノ
窓
と
決
定
し
た
。
又
全
期
間
を
四
十
日
と
予
定

し
、
Ｃ
Ⅲ
よ
り
上
部
の
行
動
は
二
日
間
に
一
日
を
停
滞
と
予
定
し
た
。
こ

れ
は
戦
後
、
創
岳
に
お
い
て
長
期
間
行
動
し
た
各
大
学
山
岳
部
の
記
録
に

も
と
づ
い
た
デ
ー
タ
か
ら
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
四
十
日

を
五
期
に
分
け
て
、
第

一
期
を
Ｂ

ｏ
Ｈ
集
結
ま
で
と
し
て
、
上
市
Ｉ
Ｂ

・

Ｈ
間
の
伊
折
を
中
継
宿
泊
所
と
し
荷
上
げ
を
行
う
こ
と
に
す
る
。
第
二
期

は
Ｂ

ｏ
Ｈ
よ
り
Ｃ
Ⅲ
建
設
ま
で
と
し
た
。
Ｃ
Ⅲ
は
前
進
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン

プ
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
こ
ゝ
で
Ｃ
Ⅳ

ｏ
Ｃ
Ｖ
の
建
設
体
制
を
と
ヽ
の

え
る
こ
と
に
す
る
。
第
二
期
の
最
終
キ
ャ
ン
プ
、
Ｃ
Ｖ
建
設
ま
で
は
で
き

る
だ
け
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
張
り
、
ル
ー
ト
を
容
易
に
す
る
。
第
四
期
は
最

も
重
要
な
期
間
で
あ
り
、
Ｃ
Ｖ
、
Ｃ
Ⅳ
、
で
き
れ
ば
Ｃ
Ⅲ
よ
り
の
各
登
攀

を
行
う
。
そ
の
対
象
は
Ｃ
Ｖ
に
お
い
て
は
最
大
の
目
標
、
チ
ン
ネ
正
面
岩

壁
を
初
め
と
し
、
八
ッ
峰
、
小
窓
尾
根
、
そ
し
て
池
ノ
谷
の
偵
察
が
予
定

さ
れ
、
Ｃ
Ⅳ
で
は
別
山
尾
根
よ
り
立
山
往
復
を
は
じ
め
、
源
治
郎
尾
根
等

が
目
標
と
さ
れ
た
。
そ
の
期
間
は
停
滞
日
数
を
加
え
て
一
週
間
と
し
た
。

第
五
期
は
撤
収
で
あ
り
、
Ｂ

●
Ｈ
ま
で
三
日
間
と
み
な
し
た
。

こ
れ
ら
の
行
動
に
関
連
し
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る

「行
動

表
」
の
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
過
去
の
経
験
か
ら
す
れ
ば
、
行
動
表

積雪期の制岳付近
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は
単
に
そ
の
概
要
を
知
る
だ
け
に
と
ど
ま
り
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
日
々

の
行
動
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
ず
、
事
実
そ
の
通
り
行
動
す
る

が
不
可
能
な
場
合
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
あ
る
。
こ
の
行
動
表
に
あ
ま
り
に

も
忠
実
に
食
糧
計
画
が
な
さ
れ
た
、
五
五
年
度
の
「鳥
帽
子
よ
り
穂
高
」
の

時
の
苦
い
経
験
か
ら
、
今
年
度
は

「概
要
を
知
る
た
め
の
行
動
表
」
を
各

部
員
に
徹
底
さ
せ
た
。

構

成

メ

ン

バ

ー

四
　
年
　
江
上
　
康

二
　
年
　
寺
阪
元
雄
（ｃ。Ｌ）
吉
田
民
雄
　
　
山
口
・
宏
　
　
岸
下
勝
亮

加
藤
勇
二
　
　
持
田
徳
成
　
　
上
屋
国
男
　
　
片
平
岩
夫

一
一　
年
　
福
田
勝

一　
　
山
下
輝
彦
　
　
大
幸
　
勲
　
　
中
西
隆

一

前
原
　
勉
　
　
伊
東
　
茂
　
　
前
芝
茂
人

一　
年
　
上
田
彰
二
　
　
植
西
武
司
　
　
山
本
慎

一
郎
　
坂
下
心

一

鈴
木
康
司
　
　
長
谷
川
暁

一　
佐
藤
和
男

Ｏ

ｏ
Ｂ
　
岸
田
権
二
　
　
津
田
康
祐

こ
れ
ら
メ
ン
パ
ー
の
中
心
が
二
、
三
年
部
員
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
こ
の
二
十
三
名

（Ｏ
Ｂ
を
含
ま
ず
）
の
う
ち
、
全
期
間
を
通
し

て
参
加
し
た
も
の
は
十
四
名
で
ぁ
り
、
他
は
部
の
事
務
や
そ
の
他
で
途
中

下
山
し
た
も
の
や
、
後
半
に
参
加
し
た
者
で
あ
る
。

食
糧

及
び
梱
包

食
糧
計
画
が
極
地
法
に
お
い
て
そ
の
成
功
、
不
成
功
を
決
定
す
る
大
き

な
要
素
で
あ
る
こ
と
は
、
極
地
法
を
経
験
し
た
者
に
は
よ
く
理
解
で
き
る
　
・２２

こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
も
こ
の
点
に
関
し
て
は
特
に
力
を
注
い
だ
。
長
　
＜

期
間
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
ま
た
テ
ン
ト
数
が
増
せ
ば
ま
す
ほ
ど
、
食
糧

計
画
及
び
梱
包

（パ
ッ
キ
ン
グ
）
は
複
雑
化
す
る
の
で
あ
る
。

食
糧
の
内
容
を
簡
単
に
記
せ
ば
行
動
日
は
朝
は
餅
、
ラ
ー
メ
ン
、
昼
は

パ
ン
、
夜
は
飯
を
各
々
主
食
と
し
、
停
滞
日
は
朝
に
も
飯
を
使
用
し
た
。

そ
し
て
単
調
に
な
り
や
す
い
極
地
法
長
期
間
の
食
事
を
、
そ
の
種
類
を
多

く
す
る
こ
と
で
解
決
し
た
。

食
糧
の
内
容
と
共
に
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
は
、
梱
包

（パ
ッ

キ
ン
グ
）
の
問
題
で
あ
る
。
極
地
法
に
お
い
て
は
こ
の
梱
包
の
優
劣
が
そ

の
ま
ヽ
行
動
に
関
連
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
そ
れ
を
少
単
位
に
す
れ
ば
す

る
程
よ
い
結
果
が
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
要
す
る
労
力
、
経
費
な
ど
を
考

え
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
に
は
お
の
ず
か
ら
限
界
が
あ
り
、
そ
れ
を
ど
の
程
度

に
お
さ
え
る
か
に
苦
心
し
た
。
こ
れ
に
加
え
て
荷
上
げ
食
糧
の
こ
と
、
行

動
食
と
停
滞
食
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
高
所
キ
ャ
ン
プ
食
糧
と
の
組
合
せ

等
々
と
問
題
は
複
雑
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
特
別
に
パ
ツ
キ
ン
グ

・
ケ
ー
ス
を
注
文
し
て
、
そ
の
一
箱

に
二
十
人
分
の
食
糧
を
入
れ
、
完
全
な
レ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
を
採
用

し
、
そ
れ
を
行
動
食
と
停
滞
食
と
に
各
々
パ
ツ
キ
ン
グ
し
た
。
ま
た
Ｃ
Ｖ

と
Ｃ
Ⅳ
の
一
部
食
糧
は
固
定
し
て
Ｃ
Ｖ
用
、
Ｃ
Ⅳ
用
と
し
た
。
し
か
し
荷

上
げ
し
て
い
た
食
糧
と
の
関
係
か
ら
、
最
終
の
パ
ッ
キ
ン
グ
は
Ｂ

・
Ｈ
に



お
い
て
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
現
地
で
の
負
担
は
重
く
な
ら
ざ
る
を
え

な
か
つ
た
。

器
具
に
つ
い
て
は
特
記
す
べ
き
こ
と
は
な
い
の
で
省
略
す
る
。

合

宿

報

告

第

一
期

（
一
九
五
八
年
二
月
二
十
八
日
―
二
月
七
日
）

京
都
出
発
よ
り
Ｂ

●
Ｈ

（馬
場
島
荘
）
集
結
ま
で
。

二
月
二
十
八
日
、
先
発
の
三
名
が
京
都
を
出
発
す
る
。
上
市
よ
り
蓬
沢

ま
で
ト
ラ
ッ
ク
に
便
乗
で
き
た
の
で
、
二
月

一
日
に
は
Ｂ

ｏ
Ｈ

（馬
場
島

荘
）
に
入
つ
た
。
こ
の
先
発
隊
の
仕
事
は
、
後
か
ら
来
る
本
隊
の
Ｂ

・
Ｈ

入
り
を
で
き
る
だ
け
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ
た
め
の
、
あ
ら
ゆ
る
渉
外
を
行
う

こ
と
と
、
Ｂ

・
Ｈ
の
荷
上
げ
食
糧

（ボ
ッ
カ
分
）
の
整
理
で
あ
る
。

本
隊
十
四
名
は
二
月

一
日
京
都
を
発
つ
た
。
上
市
で
手
配
を
し
て
お
い

た
餅
、
米
な
ど
を
受
取
り
、
ト
ラ
ッ
ク
で
伊
折
の
少
し
手
前
ま
で
入
り
、

そ
の
日
は
伊
折
に
泊
る
。
本
隊
の
荷
は
二
百
貫
を
越
え
、
無
論

一
度
で
Ｂ

・
Ｈ
へ
運
ぶ
こ
と
は
で
き
ず
、
半
分
以
上
を
伊
折
に
残
し
て
二
日
に
Ｂ

・

Ｈ
に
入
る
。
Ｂ

・
Ｈ
迄
雪
は
少
な
い
と
は
い
え
、
ス
キ
ー
は
深
く
雪
に
も

ぐ
つ
た
。
Ｂ

ｏ
Ｈ
で
先
発
隊
と
合
流
す
る
。
雪
の
状
態
や
天
候
の
予
報
で

は
、
Ｂ

・
Ｈ
か
ら
伊
折
往
復
の
ボ
ッ
カ
は
時
間
的
に
も
無
理
な
の
で
、
部

員
の
一
部
を
再
び
伊
折
に
か
え
し
、
伊
折
と
Ｂ

ｏ
Ｈ
と
の
中
間
に
あ
る
避

難
小
屋
を
中
継
所
と
し
て
、
両
方
か
ら
中
継
所
往
復
と
い
う
形
式
で
荷
上

げ
が
続
け
ら
れ
た
。
し
か
し
天
候
は
非
常
に
悪
く
、
七
日
に
Ｂ

・
Ｈ
へ
全

荷
を
集
結
さ
せ
る
ま
で
、
飢
を
望
め
た
の
は
わ
ず
か
六
日
の
一
日
の
み
で

あ
つ
た
。
毎
日
往
路
に
つ
け
た
ラ
ッ
セ
ル
が
、
帰
り
に
は
吹
雪
の
た
め
全

然
か
き
消
さ
れ
て
し
ま
い
、
連
日
ラ
ッ
セ
ル
に
苦
し
め
ら
れ
、
ま
た
夜
は

夜
で
食
糧
の
パ
ッ
キ
ン
グ
に
お
わ
れ
、
そ
の
負
担
は
実
に
大
き
か
つ
た
。

し
か
し
七
日
に
は
全
荷
が
集
結
し
、
い
よ
い
よ
Ｃ
Ｉ
建
設
の
時
が
き
た
。

第
二
期

（二
月
八
日
―
二
月
十
二
日
）

Ｂ

●
Ｈ
よ
り
Ｃ
Ⅲ
建
設
ま
で
。

す
で
に
Ｃ
Ｉ
の
建
設
位
置
偵
察
も
完
了
し
、
八
日
い
よ
い
よ
Ｃ
Ｉ
建
設

を
行
う
。
大
体
夏
道
ど
お
り
の
ト
レ
ー
ス
を
ワ
カ
ン
で
つ
け
る
。　
一
六
〇

〇
ｍ
付
近
に
八
人
用
カ
マ
ボ
コ
型
テ
ン
ト
と
四
人
用
ウ
イ

ン
パ
ー
を
張

り
、
倉
庫
用
雪
洞
も
建
設
す
る
。
こ
の
Ｃ
Ｉ
は
中
継
キ
ャ
ン
プ
で
あ
り
、

後
半
各
キ
ャ
ン
プ
が
建
設
さ
れ
た
後
、
二
月
十
六
日
、
い
ろ
い
ろ
な
用
事

の
た
め
早
く
帰
る
部
員
に
よ
つ
て
撤
収
さ
れ
た
。

わ
れ
わ
れ
の
キ
ャ
ン
プ
建
設
の
基
本
的
計
画
は
、
ま
ず
第

一
日
目
に
テ

ン
ト
地
の
偵
察
、
あ
る
い
は
フ
ィ
ッ
ク
ス
エ
作
を
行
い
、
二
日
目
に
ボ
ッ

カ
隊
と
と
も
に
テ
ン
ト
建
設
を
行
い
、
そ
の
キ
ャ
ン
プ
に
二
、
四
名
が
残

る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
隊
が
次
の
偵
察
を
行
う
の
で
あ
る
。
厳
密
な
意
味

で
の
積
雪
期
鯛
岳
の
経
験
者
が

一
人
も
い
な
い
た
め
、
ル
ー
ト
エ
作
は
十

分
の
注
意
を
払
つ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
二
月
六
日
に
京
都
を
出
発
し
た
後
発
隊
五
名
も
、
八
日
に
Ｂ

・

Ｈ
入
り
を
し
た
。
後
発
隊
は
、
Ｃ
Ⅳ
、
Ｃ
Ｖ
の
建
設
、
そ
し
て
登
攀
に
あ

積「
l il,1こ
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た
る
メ
ン
バ
ー
を
主
と
し
て
い
る
。
こ
れ
で
全
員
の
Ｂ

・
Ｈ
集
結
が
な
さ

れ
た
わ
け
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
計
画
で
は
、
こ
の
第
二
期
間
中
は
よ
ほ
ど
の
悪
天
候
で
な

い
か
ぎ
り
、
行
動
を
続
け
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
た
が
、
今
ま
で
と
は

ま
る
で
違
つ
た
連
日
の
好
天
の
た
め
、
キ

ャ
ン
プ
建
設
は
順
調
に
進
ん

だ
。
十
日
に
二
四
〇
〇
ｍ
付
近
に
Ｃ
Ｉ
が
、
十
二
日
に
は
二
七
〇
〇
ｍ
付

近
に
Ｃ
Ⅲ
が
そ
れ
ぞ
れ
建
設
さ
れ
た
。
こ
の
間
Ｃ
Ⅲ
の
手
前
に
三
〇
ｍ
ザ

イ
ル
一
本
を
フ
ィ
ッ
ク
ス
し
た
に
と
ど
ま
つ
た
。
こ
の
Ｃ
Ⅲ
は
鳥
帽
子
岩

の
す
ぐ
下
で
あ
る
。

一
方
荷
上
げ
状
況
は
快
調
に
進
み
、
計
画
で
予
定
し

て
い
た
Ｃ
Ⅲ
に
お
い
て
の
Ｃ
Ⅳ
、
Ｃ
Ｖ
建
設
体
制
の
た
め
の
調
整
は
、
そ

の
必
要
が
な
く
な
つ
た
。
好
天
候
の
み
で
は
な
く
、
各
部
員
間
に
い
き
と

ど
い
た
計
画
内
容
の
具
体
的
な
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。

第
二
期

（三
月
十
三
日
―
二
月
十
七
日
）

最
終
キ
ャ
ン
プ
、
Ｃ
Ｖ
建
設
ま
で
。

十
三
日
、
工
作
隊
は
Ｃ
Ⅲ
の
す
ぐ
上
の
鳥
帽
子
岩
、
及
び
ヵ
ニ
ノ
ハ
サ

ミ
に
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
ｍ
ザ
イ
ル
を
フ
ィ
ッ
ク
ス
し
、
こ
の
日
初
め
て
釧
岳

頂
上
に
立
つ
た
。
製
岳
主
稜
線
へ
の
早
月
尾
根
の
最
後
の
ル
ー
ト
に
六
〇

ｍ
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
も
と
り
つ
け
た
。
こ
れ
ま
で
最
前
線
で
キ
ャ
ン
プ
の
建

設
に
当
つ
て
き
た
部
員
を
交
代
さ
せ
、
Ｃ
Ⅳ
、
Ｃ
Ｖ
の
建
設
に
は
登
攀
隊

員
が
こ
れ
に
あ
た
る
こ
と
に
す
る
。

十
四
日
は
天
候
が
悪
く
、
Ｃ
Ⅲ
で
初
め
て
の
停
滞
を
迎
え
る
。
し
か
し

下
の
キ
ャ
ン
プ
間
の
ボ
ッ
カ
は
休
み
な
く
続
け
ら
れ
、
こ
の
日
を
も
つ
て

Ｂ

ｏ
Ｈ
の
荷
は
、
撤
収
用
を
残
し
す
べ
て
Ｃ
Ｉ
へ
あ
が
つ
た
。

十
五
日
Ｃ
Ⅳ
建
設
。
こ
の
日
初
め
て
一
往
復
半
の
ボ
ッ
カ
を
行
つ
た
。

Ｃ
Ⅳ
の
位
置
は
創
頂
上
の
北
肩
で
あ
り
、
三
〇
〇
〇
ｍ
級
の
キ
ャ
ン
プ
は

さ
す
が
す
ば
ら
し
く
、
大
い
に
登
攀
意
欲
が
燃
え
あ
が
る
。

い
よ
い
よ
最
後
の
キ
ャ
ン
プ
を
残
す
の
み
と
な
つ
た
。
十
六
日
、
長
次

郎
の
コ
ル
ヘ
の
降
り
に
六
〇
ｍ
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
な
し
、
池
ノ
谷
乗
越
の

降
り
に
三
〇
ｍ
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
完
了
す
る
。

一
方
、
Ｃ
Ｉ
の
撤
収
も
こ

の
日
に
行
わ
れ
た
。

し
か
し
長
く
続
い
た
好
天
気
も
そ
ろ
そ
ろ
く
ず
れ
そ
う
で
あ
る
。
ラ
ジ

オ
も
そ
れ
を
告
げ
て
い
る
。
こ
ゝ
で
再
び
第
二
次
Ｒ
・Ｃ
。Ｃ
の
芳
野
氏
と

会
い
、
チ
ン
ネ
正
面
岩
壁

（中
央
テ
ム
ニ
ー
よ
り
Ｇ
チ
ム
ニ
ー
、
Ｃ
ク
ラ

ッ
ク
、
Ｄ
ク
ラ
ッ
ク
）
の
登
攀
を
さ
れ
た
と
聞
く
。
チ
ン
ネ
正
面
岩
壁
積

雪
期
初
登
攀
の
栄
誉
は
わ
れ
わ
れ
の
知
人
で
あ
る
芳
野
氏
が
獲
得
し
た
の

で
あ
る
。
そ
の
チ
ン
ネ
は
十
六
日
、
三
ノ
窓

へ
行
つ
た
時
は
ほ
と
ん
ど
雪

を
つ
け
て
い
ず
、
表
面
は
ま
る
で
夏
姿
で
あ
つ
た
。

（実
際
は
そ
ん
な
も

の
で
は
な
か
つ
た
が
。
）
若
し
そ
れ
が
再
び
雪
を
か
ぶ
り
、
氷
で
表
面
を

お
ゝ
わ
れ
た
ら
そ
の
登
攀
は
困
難
き
わ
ま
り
な
い
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

そ
う
考
え
る
と
こ
の
絶
好
の
機
会
を
の
が
す
理
由
は
な
く
、
予
定
を
変
更

し
て
十
七
日
、
Ｃ
Ⅳ
よ
リ
チ
ン
ネ
登
攀
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

チ
ン
ネ
試
登
　
　
寺
阪
元
雄
　
山
下
輝
彦
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二
月
十
七
日

（薄
曇
り
後
吹
雪
）

天
候
は
あ
ま
り
よ
く
な
い
が
、
そ
れ

で
も
Ｃ
Ⅳ
を
五
時
半
に
出
発
す

る
。
三
ノ
窓
へ
は
簡
単
に
到
着
し
、
い
よ
い
よ
七
時
半
登
攀
を
開
始
す

る
。
目
ざ
す
ル
ー
ト
は
日
嶺
ル
ー
ト
で
あ
る
。
第

一
ピ
ッ
チ
は
中
央
チ
ム

ニ
ー
入
日
付
近
ま
で
約
二
〇
ｍ
。
ほ
と
ん
ど
雪
の
斜
面
で
簡
単
に
登
る
。

第
ニ
ピ
ッ
チ
で
日
嶺
ル
ー
ト
に
入
り
、
ア
イ
ス
バ
イ
ル
で
カ
ツ
テ
イ
ン
グ

を
続
け
な
が
ら
登
る
。
第
ニ
ピ
ッ
チ
に
か
か
る
と
、
が
ぜ
ん
登
攀
は
困
難

と
な
り
、
氷
に
覆
わ
れ
た
氷
壁
は
、
頑
固
に
抵
抗
す
る
。
わ
れ
わ
れ
も
慎

重
に
ハ
ー
ケ
ン
を
打
ち
突
破
す
る
。
ク
ラ
ッ
ク
は
ア
イ
ス
バ
イ
ル
の
刃
も

は
ね
か
え
す
氷
に
軟
雪
が
積
も
り
、
そ
の
状
態
は
良
い
も
の
で
は
な
い
。

第
四
ピ
ッ
チ
の
登
攀
は
益
々
困
難
と
な
り
登
攀
速
度
も
遅
く
な
る
。
夏
で

あ
れ
ば
容
易
な
ル
ー
ト
だ
が
、
今
は
ホ
ー
ル
ド
も
ス
タ
ン
ス
も
氷
の
下
で

あ
る
。

登
攀
を
開
始
し
て
以
来
、
ア
イ
ス
バ
イ
ル
を
振
り
続
け
た
腕
は
し
だ
い

に
疲
れ
、
そ
の
回
転
も
遅
い
。
や
つ
と
ア
イ
ス
ハ
ー
ケ
ン
を
打
ち
込
み
、

そ
れ
を
ホ
ー
ル
ド
に
あ
る
い
は
ス
タ
ン
ス
に
し
て
乗
り
切
る
。
後
中
央
バ

ン
ド
ま
で
一
ピ
ッ
チ
、
約
二
十
五
ｍ
ほ
ど
で
は
あ
る
が
、
オ
ー
パ
ー
ハ
ン

グ
と
逆
層
の
ス
ラ
ブ
が
わ
れ
わ
れ
を
待
つ
て
い
る
。
今
ま
で
登
攀
に
気
を

ひ
か
れ
、
気
が
つ
か
な
か
つ
た
が
、
天
候
は
し
だ
い
に
悪
化
し
、
す
で
に

粉
雪
さ
え
舞
い
は
じ
め
た
。
時
刻
は
す
で
に

一
時
を
過
ぎ
て
い
る
。
そ
れ

に
加
え
て
予
想
以
上
に
わ
れ
わ
れ
の
疲
労
は
は
げ
し
い
。
下
を
見
る
と
豆

つ
ぶ
の
よ
う
な
人
が
動
い
て
い
る
。
恐
ら
く
Ｃ
Ｖ
建
設
の
連
中
だ
ろ
う
。

無
念
な
が
ら
下
降
を
決
意
す
る
。
ア
ッ
プ
ザ
イ
レ
ン
で
下
降
を
続
け
る
。

そ
し
て
わ
れ
わ
れ
が
壁
か
ら
離
れ
る
の
を
待
つ
て
い
た
か
の
よ
う
に
遂
に

吹
雪
が
襲
来
す
る
。
す
で
に
仲
間
に
よ
つ
て
建
設
を
終
え
た
Ｃ
Ｖ
へ
転
り

込
ん
だ
。

チ
ン
ネ
第

一
回
の
登
攀
は
失
敗
に
終
つ
た
が
、
こ
の
日
遂
に
三
ノ
窓
に

Ｃ
Ｖ
が
建
設
さ
れ
、
そ
れ
に
は
再
び

一
往
復
半
の
ボ
ッ
カ
が
な
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

第
四
期

（二
月
十
八
日
―
二
月
二
十
六
日
）

わ
れ
わ
れ
の
主
目
標
た
る
各
登
攀
の
期
間
。

最
終
キ
ャ
ン
プ
で
あ
る
Ｃ
Ｖ
の
建
設
も
終
り
、
あ
と

一
日
あ
れ
ば
完
全

な
登
攀
体
制
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
予
期
し
た
様
に
十
七
日
か
ら
始

ま
つ
た
吹
雪
は
、
実
に
七
十
時
間
余
り
吹
き
荒
れ
、
Ｃ
Ⅲ
、
Ｃ
Ⅳ
、
Ｃ
Ｖ

に
お
い
て
は
テ
ン
ト
が
雪
の
下
に
埋
も
れ
る
ほ
ど
の
降
雪
に
み
ま
わ
れ
、

た
え
間
な
い
降
雪
が
わ
れ
わ
れ
を
苦
し
め
た
。
二
十
日
午
後
に
な
り
や
つ

と
晴
間
も
見
え
だ
し
、
明
け
て
二
十
一
日
は
晴
。
こ
の
貴
重
な

一
日
を
有

効
に
使
う
べ
く
、
登
攀
隊
は
そ
れ
ぞ
れ
各
ル
ー
ト
の
登
攀
に
向
い
、
他
の

部
員
は
最
後
の
体
制
を
と
ヽ
の
え
る
べ
く
ボ
ッ
カ
を
行
う
。
ま
ず
Ｃ
Ⅳ
よ

り
別
山
尾
根
を
へ
て
立
山
へ
の
登
攀
、
Ｃ
Ｖ
よ
り
再
度
の
チ
ン
ネ
登
攀
及

び
八
ッ
峰
へ
そ
れ
ぞ
れ
向
つ
た
。

立
山

（別
山
尾
根
）

持
田
徳
成
　
土
屋
国
男

、_1         1上
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二
月
二
十

一
日

（晴
後
曇
）

Ｃ
Ⅳ

（七

・
〇
〇
）
―
平
蔵
コ
ル

（八

・
〇
〇
）
―
前
釧

（九

ｏ
一
五
）

―
武
蔵
コ
ル

（九

・
四
五
）
―
制
御
前
小
屋

（
一
三

ｏ
一
五
）
―
雄
山
（
一

五

ｏ
一
〇
セ

一
五

。
三
〇
）
―
制
御
前
小
屋

（
一
七

・
〇
〇
）

二
月
二
十
二
日

（曇
）

創
沢
を
下
り
制
山
荘
か
ら
平
蔵

コ
ル
を

へ
て
夏
道
ど
お
り
Ｃ
Ⅳ

へ
帰

る

。八
ツ
峰
　
　
山
口
　
宏
　
中
西
隆

一

二
月
二
十

一
日

Ｃ
Ｖ

（四

・
四
〇
）
―
池
ノ
谷
乗
越

（五
。
二
五
）
―
取
付

（六

・
五

〇
）
―
稜
線

（七
ｏ
五
〇
）
―
三
峯

（八
・
三
〇
）―
二
峯
（九

ｏ
Ｏ
Ｏ
）

―

一
・
二
峰
の
コ
ル

（九

ｅ
一
五
）
―
三
ｏ
四
峰
の
コ
ル

（九

・
四
〇
―

一
〇

・
四
五
）
―
五
峯

（
一
一
・
二
五
）
―
五
ｏ
六
峰
の
コ
ル

（
一
三
ｏ

Ｏ
Ｏ
）
―
池
ノ
谷
乗
越

（
一
六

ｏ
Ｏ
Ｏ
）
Ｉ
Ｃ
Ｖ

（
一
六
ｏ
一
五
）

Ｃ
Ｖ
を
ま
だ
暗
い
う
ち
に
出
発
し
、
ラ
イ
ト
の
光
を
頼
り
に
池
ノ
谷
乗

越
に
達
す
。
し
か
し
猛
烈
な
ラ
ッ
セ
ル
に
悩
ま
さ
れ
、
乗
越
ま
で
に
案
外

手
間
ど
る
。
し
か
も
長
次
郎
谷
は
今
ま
で
に
増
し
て
ラ
ッ
セ
ル
は
深
く
、

一
歩

一
歩
踏
み
だ
し
て
下
つ
て
行
く
の
が
精

一
杯
で
あ
る
。
予
定
で
は

一

・
二
峰
間
の
ル
ン
ゼ
を
登
る
は
ず
だ
つ
た
が
、こ
の
ラ
ッ
セ
ル
を
考
え
、比

較
的
容
易
に
み
え
る
三

・
四
峰
間
を
登
る
こ
と
に
す
る
。
思
つ
た
通
り
、

こ
の
ル
ン
ゼ
は
ア
イ
ゼ
ン
も
き
ゝ
稜
線
へ
た
い
し
た
困
難
も
な
く
到
着
す

る
。
し
か
し
稜
線
は
相
変
ら
ず
の
雪
で
あ
る
。
逆
に
一
峰
ヘ
ト
レ
ー
ス
す

る
こ
と
に
し
て
三
峰
の
登
り
に
か
ゝ
る
。
こ
ヽ
は
ス
タ
カ
ッ
ト
で
登
る
。　
　
・２６

斜
面
は
約
七
〇
度
、
雪
は
良
く
し
ま
リ

ス
テ

ッ
プ
を
切
る
の
に

一
苦
労
　
く

だ
。二

・
三
峰
間
は
ほ
と
ん
ど
困
難
を
感
じ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
三
ノ
窓
側

に
張
り
だ
し
た
雪
庇
上
の
歩
行
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
ヽ
ま
で
く
る
の

に
思
つ
た
よ
り
時
間
が
か
ヽ
つ
て
お
り
、　
一
峰
往
復
は
断
念
せ
ね
ば
な
ら

な
か
つ
た
。
そ
し
て
き
れ
い
に
出
来
あ
が
つ
た
シ
ュ
プ
ー
ル
を
四
峰

へ
急

ぐ
。
四
峰
の
登
り
は
完
全
に
胸
ま
で
も
ぐ
り
雪
ダ
ル
マ
に
な
つ
て
登
攀
を

続
け
る
。

四
峰
か
ら
は
三
ノ
窓
側
を
か
ら
み
五
峰
に
達
す
る
。
し
か
し
猛
烈
な
ア

ル
バ
イ
ト
の
連
続
の
た
め
疲
労
は
は
な
は
だ
し
い
。
問
題
の
五
峰
の
下
り

は
、
頂
上
よ
り
長
次
郎
側
の
斜
面
を
下
つ
て
行
く
の
だ
が
、
ク
ラ
ス
ト
し

て
い
て
状
態
は
極
め
て
悪
い
よ
う
だ
。
ま
ず
四
〇
ｍ
ほ
ど
ジ
グ
ザ
グ
に
下

り
、
コ
ル
側
の
雪
稜
に
で
る
。
更
に
こ
れ
を
乗
越
し
、
ハ
ー
ケ
ン
、
ハ
イ

マ
ツ
を
支
点
に
三
度
ア
ッ
プ
ザ
イ
レ
ン
を
く
り
返
し
て
五

・
六
峰
の
コ
ル

に
立
つ
た
。
予
定
で
は
ビ
ヴ
ァ
ー
ク
の
覚
悟
で
上
半
部
の
登
攀
も
続
け
る

は
ず
だ
つ
た
が
、
状
態
は
悪
く
、
そ
れ
に
あ
ま
り
に
疲
れ
果
て
た
の
で
、

長
次
郎
谷
を
登
り
Ｃ
Ｖ
に
帰
る
。

一
方
、
再
度
の
チ
ン
ネ
登
攀
が
前
回
同
様
の
メ
ン
パ
ー
で
Ｃ
Ｖ
よ
り
行

わ
れ
た
が
、
降
り
続
い
た
雪
の
た
め
、
壁
は
全
然
そ
の
状
態
を
変
え
、
わ



積雪期の制岳付近

ず
か
に
も
見
え
て
い
た
ホ
ー
ル
ド
、
ス
タ
ン
ス
は
今
は
そ
の
姿
を
か
く
し

て
い
る
。
日
嶺
ル
ー
ト
入
口
で
そ
の
登
攀
を
あ
き
ら
め
ね
ば
な
ら
な
か
つ

た
。明

け
て
二
月
二
十
二
日
、
登
攀
体
制
は
ま
つ
た
く
と
ヽ
の
い
、
Ｃ
Ⅳ
よ

り
源
治
郎
尾
根
、
Ｃ
Ｖ
よ
り
八
ッ
峰
、
そ
し
て
再
三
の
チ
ン
ネ
登
攀
が
行

わ
れ
た
。

源
治
郎
尾
根
　
　
吉
田
民
雄
　
福
田
勝

一

二
月
二
十
二
日

Ｃ
Ⅳ

（五
・
三
〇
）―
長
次
郎
コ
ル

（五
・
四
〇
）―
源
治
郎
取
付

（六

・
五
〇
）―
第

一
峯

（
一
二
・
○
○
―

一
二
・
四
五
）―
二
峯

（
一
四

ｏ
二

〇
）
―
懸
垂
点

（
一
四
・
四
〇
―

一
六

・
○
○
）
―
懸
垂
点
下

（
一
六

。

一
〇
セ

一
六

ｏ
四
〇
）
―
釧
岳

（
一
七

ｏ
三
〇
）Ｉ
Ｃ
Ⅳ
（
一
七

・
四
〇
）

長
次
郎
谷
の
下
り
は
プ
レ
ー
カ
プ
ル
・
ク
ラ
ス
ト
に
な
つ
て
お
り
膝
ま

で
も
ぐ
る
。
源
治
郎
尾
根
へ
の
取
付
点
は
最
も
末
端
に
近
い
と
思
わ
れ
る

ル
ン
ゼ
に
す
る
。
こ
の
ル
ン
ゼ
は
腰
ま
で
の

ラ

ッ
セ
ル
に
苦
し
め
ら
れ

た
。
し
か
し
上
半
で
は
反
対
に
ま
つ
た
く
ク
ラ
ス
ト
し
た
ス
ノ
ー
・
フ
ェ

イ
ス
と
な
つ
て
お
り
約

一
〇
〇
ｍ
ほ
ど
カ
ッ
テ
イ
ン
グ
を
続
け
て
稜
線
に

立
つ
た
。
稜
線
に
出
た
と
こ
ろ
は
一
峯
の
下
で
、
反
対
側
に
ル
ン
ゼ
が
出

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
稜
線
は
再
び
ラ
ッ
セ
ル
で
腰
ま
で
も
ぐ
り
な
が

ら
、
ス
タ
カ
ッ
ト
あ
る
い
は
コ
ン
テ
イ
ニ
ア
ス
で
登
攀
を
続
け
て
一
峯
の

頂
に
立
つ
。
二
峯
ま
で
は
あ
い
か
わ
ら
ず
雪
の
状
態
は
悪
く
、
特
に
二
峯

か
ら
懸
重
点
ま
で
は
稜
線
も
細
く
困
難
を
感
じ
た
。
問
題
の
二
峯
の
下
降

は
、
ハ
ー
ケ
ン
を
支
点
に
ア
ッ
プ
ザ
イ
レ
ン
を
や
つ
て
も
よ
い
の
で
あ
る

が
、
わ
れ
わ
れ
は
エ
ン
ピ
を
持
つ
て
い
た
し
、
時
間
も
あ
る
の
で
例
の
ク

サ
リ
を
掘
り
だ
す
こ
と
に
す
る
。
二
ｍ
ほ
ど
ほ
り
、
や
つ
と
ク
サ
リ
を
見

つ
け
た
が
、
こ
の
た
め
す
つ
か
り
疲
れ
て
し
ま
つ
た
。
こ
れ
を
使
つ
て
下

降
し
て
か
ら
は
製
の
本
峯
ま
で
問
題
に
な
る
と
こ
ろ
も
な
く
、
疲
れ
た
足

を
ひ
き
ず
る
よ
う
に
し
て
Ｃ
Ⅳ
に
帰
つ
た
。
積
雪
期
、
源
治
郎
尾
根
の
末

端
か
ら
の
登
攀
は
こ
れ
が
最
初
で
は
あ
る
ま
い
か
。

八
ツ
峰
　
　
山
口
　
宏
　
大
幸
　
勲

二
月
二
十
二
日

Ｃ
Ｖ

（四

ｏ
四
五
）
―
池
ノ
谷
乗
越

（五
。
一
五
）
―
五

・
六
の
コ
ル

（
一
〇

・
一
〇
）
―
七
峰

（
一
一
ｏ
Ｏ
Ｏ
）
―
七

・
八
峰
の
コ
ル

（
一
一

ｏ
三
〇
）
―
八
峯

（
一
二
ｏ
一
〇
）
―
八
ツ
峰
の
頭

（
一
二
・
四
〇
）
―

Ｃ
Ｖ

（
一
三
・
〇
〇
）

長
次
郎
谷
に
は
昨
日
の
ト
レ
ー
ス
が
残
つ
て
お
り
、
今
日
は
ら
く
に
五

・
六
峰
の
コ
ル
ヘ
達
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
六
峯
の
登
り
は
傾
斜
六
〇
―

七
〇
度
、
ガ
リ
ー

（夏
）
よ
り
三
ノ
窓
側
を
ト
ラ
バ
ー
ス
気
味
に
登
る
。

昨
日
ほ
ど
の
ラ
ッ
セ
ル
の
必
要
も
な
く
、
あ
る
い
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
カ
ッ

テ
イ
ン
グ
も
あ
り
、
更
に
高
度
感
も
加
わ
つ
て
充
分
登
攀
を
楽
し
め
そ
う
　
＞

だ
。
六
峯
の
下
り
は
完
全
に
氷
化
し
て
お
り
、　
ハ
ー
ケ
ン
を
二
本
岩
に
打
　
１２

ち
こ
ん
で
ア
ッ
プ
ザ
イ
レ
ン
で
下
降
す
る
。
七
峯
の
登
攀
は
美
し
い
ナ
イ
　
く



フ
エ
ッ
ジ
を
描
い
た
雪
で
快
適
そ
の
も
の
だ
つ
た
。
七
峯
の
下
り
は
リ
ッ

ジ
か
ら
離
れ
て
三
ノ
窓
側
の
急
な
雪
の
斜
面
を
下
る
。
八
峯
の
登
り
は
六

峯
の
そ
れ
以
上
に
傾
斜
が
強
い
の
だ
が
、
雪
質
が
よ
く
ア
イ
ゼ
ン
が
よ
く

く
い
こ
む
。
雪
庇
は
大
体
長
次
郎
側
に
発
達
し
て
お
り
、
止
む
を
え
ず
そ

の
上
を
通
過
す
る
の
だ
が
、
昨
日
と
今
日
の
八
ッ
峰
の
登
攀
で
雪
庇
上
の

歩
行
も
大
分
な
れ
て
し
ま
つ
た
。
八
峯
よ
り
頭
ま
で
は
完
全
な
ス
ノ
ー
リ

ッ
ジ
を
な
し
て
い
る
。
慎
重
に
ス
タ
カ
ッ
ト
で
通
過
し
、
後
は
池
ノ
谷
乗

越
に
下
り
、
少
し
荒
れ
だ
し
た
天
候
の
な
か
を
Ｃ
Ｖ
へ
帰
る
。

こ
の
日
、
三
度
目
の
チ
ン
ネ
攻
略
が
江
上
、
寺
阪
に
よ
り
行
わ
れ
た

が
、
壁
の
状
態
は
昨
日
と
何
ら
変
ら
ず
、
そ
れ
に
加
え
て
天
候
の
条
件
も

悪
い
の
で
、
三
た
び
壁
か
ら
離
れ
た
。

ま
た
こ
の
日
、
Ｃ
Ｉ
よ
り
長
駆
三
ノ
窓
ま
で
新
入
部
員
を
つ
れ
て
前
原

が
や
つ
て
く
る
。
こ
れ
で
全
員
創
本
峯
に
立
ち
、
さ
ら
に
三
ノ
窓
ま
で
そ

の
足
を
の
ば
し
た
わ
け
で
思
わ
ぬ
収
穫
と
な
つ
た
。
ま
た
Ｃ
Ⅲ
の
あ
る
じ

で
あ
る
岸
下
は
、
連
日
製
本
峯
を
へ
て
三
ノ
窓
Ｃ
Ｖ
ま
で
日
参
し
、
そ
の

サ
ポ
ー
ト
の
役
割
を
十
三
分
に
は
た
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
彼
は

三
ノ
窓
へ
だ
け
で
は
な
く
、
下
の
Ｃ
Ｉ
へ
も
で
か
け
て
そ
の
連
絡
を
確
実

に
把
握
し
て
く
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
も
彼
の
姿
を
三
ノ
窓
に
み
る
た
び
に
、

登
攀
隊
と
し
て
の
決
意
を
堅
く
し
た
も
の
で
あ
る
。

い
か
な
る
悪
天
候
と
い
え
ど
も
全
キ

ャ
ン
プ
間
に
連
絡
が
行
き
と
ど

き
、
チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー
が
三
ノ
窓
で
指
揮
を
と
る
の
に
な
ん
の
困
難
も
感

じ
ら
れ
な
か
つ
た
の
は
、
五
五
年
度
の
鳥
帽
子
よ
り
奥
穂
へ
の
ポ
ー
ラ
ー

シ
ス
テ
ム
の
展
開
の
時
と
比
べ
て
数
段
の
ひ
ら
き
が
あ
つ
た
。
こ
れ
も
す

べ
て
Ｃ
Ｉ
、
Ｃ
Ⅲ
の
各
部
員
が
計
画
の
細
部
ま
で
も
知
り
つ
く
し
、
そ
の

与
え
ら
れ
た
仕
事
を
喜
び
を
も
つ
て
な
し
と
げ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

そ
れ
で
こ
そ
極
地
法
の
運
営
が
円
滑
に
な
さ
れ
る
の
だ
。

岸
田
、
津
田
両
先
輩
は
こ
の
日
、
馬
場
島
よ
り
途
中
Ｃ
Ｉ
付
近
に

一
泊

し
Ｃ
Ｉ
へ
登
つ
て
こ
ら
れ
た
。

小
窓
尾
根
　
　
江
上
　
康
　
大
幸
　
勲

二
月
二
十
三
日

Ｃ
Ｖ

（六

。
三
〇
）
―
池
ノ
谷
二
股

（六

・
五
〇
―
七
・
〇
〇
）
―
ド

ー
ム
・
Ｍ
ピ
ー
ク
コ
ル

（八

ｏ
一
五
―
八
・
四
五
）
Ｉ
Ｍ
ピ
ー
ク

（
一
〇

・
一
〇
―

一
〇

・
四
〇
）
―
小
窓
の
頭

（
一
一
。
○
○
―

一
二
。
一
〇
）

―
三
ノ
窓
Ｃ
Ｖ

（
一
三
・
〇
〇
）

池
ノ
谷
を
走
る
様
に
く
だ
る
。
二
股
付
近
で
小
窓
尾
根
か
ら
大
き
な
ル

ン
ゼ
が
デ
ブ
リ
を
は
い
て
い
る
。
丁
度
、
自
馬
三
合
雪
渓
を
急
峻
に
し
た

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
デ
ブ
リ
と
ブ
レ
ー
カ
ブ
ル
・
ク
ラ
ス
ト
の
ル
ン
ゼ

を
、
ピ
ッ
ク
を
さ
し
こ
み
な
が
ら
の
急
登
で
あ
る
。
ル
ン
ゼ
底
を
た
え
ず

音
を
た
て
ヽ
雪
氷
片
が
落
ち
て
い
る
。
稜
線
へ
の
最
後
の
部
分
は
さ
す
が

に
急
で
あ
る
。
こ
の
ル
ン
ゼ
で
約

一
時
間
か
か
つ
た
。
そ
れ
も
氷
雪
の
ゆ

る
み
を
き
ら
つ
て
す
ご
い
ピ
ッ
チ
で
あ
つ
た
。
ま
ず
池
ノ
平
山
西
面
の
す

ば
ら
し
い
岩
壁
が
目
を
う
ば
う
。
か
つ
て
、
ナ
ン
ダ
コ
ッ
ト
以
前
の

『立
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教
大
学
山
岳
部
報
」
で
小
窓
尾
根
か
ら
写
し
た
こ
ゝ
の
小
さ
な
写
真
を
み

て
、
日
本
ば
な
れ
し
た
そ
の
景
観
に
血
を
燃
や
し
た
こ
と
が
あ
つ
た
。
思

つ
た
よ
り
相
当
な
幅
と
高
さ
を
も
つ
て
、
そ
の
岩
壁
は
展
開
し
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
が
知
る
限
り
で
は
、
い
ま
だ
に
人
手
に
ふ
れ
て
い
な
い
は
ず
で

あ
る
。

Ｍ
ピ
ー
ク
が
大
き
く
目
前
に
立
ち
は
だ
か
る
。
そ
れ
ま
で
に
二
つ
ば
か

り
の
コ
ブ
を
作
つ
て
い
る
。
最
初
の
コ
プ
は
小
窓
側
を
岩
場
よ
り
雪
の
急

斜
面
に
そ
つ
て
ル
ー
ト
を
つ
け
る
。
次
の
コ
プ
は
同
じ
く
小
窓
側
の
氷
の

ル
ン
ゼ
を
カ
ッ
テ
イ
ン
グ
で
ホ
ー
ル
ド
、
ス
タ
ン
ス
を
作
り
な
が
ら
乗
越

す
。
こ
れ
よ
り
池
ノ
谷
側
の
雪
の
斜
面
に
そ
つ
て
ト
ラ
バ
ー
ス
気
味
に
登

リ
マ
ッ
チ
箱
ピ
ー
ク
に
達
す
る
。
こ
ゝ
か
ら
小
窓
の
頭
ま
で
は
簡
単
に
達

し
、
こ
ゝ
で
池
ノ
谷
の
詳
細
な
偵
察
に
時
間
を
す
ご
す
。
小
窓
ま
で
は
三

ノ
窓
キ
ャ
ン
プ
か
ら
二
度
ほ
ど
遊
び
に
来
て
い
た
の
で
、
そ
の
ト
レ
ー
ス

を
使
い
な
が
ら
小
窓
王
基
部
か
ら
三
ノ
窓
へ
ま
わ
り
込
む
。
雪
が
く
さ
つ

て
い
た
の
で
時
間
を
か
け
て
通
過
す
る
。
そ
の
部
分
は
小
窓
尾
根
自
体
と

し
て
も
少
々
悪
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
ノ
窓
尾
根
　
　
寺
阪
元
雄
　
山
下
輝
彦

二
月
二
十
二
日

Ｃ
Ｖ

（六

。
○
○
）
―
引
返
点

（九

・
○
○
）Ｉ
Ｃ
Ｖ
（
一
一
。
○
○
）

今
日
一
日
を
八
ッ
峰
三
ノ
窓
側
壁
、
あ
る
い
は
三
ノ
窓
尾
根
で
過
ご
す

予
定
で
Ｃ
Ｖ
を
後
に
す
る
。
ま
ず
三
ノ
窓
谷
を
ゴ
ル
ジ
ュ
の
下
ま
で
降
り

八
ッ
峰
の
偵
察
を
す
る
。
し
か
し
陽
の
当
る
の
も
早
く
、
八
ッ
峰
に
取
付

く
の
に
は
雪
崩
の
危
険
を
感
じ
、
そ
れ
を
あ
き
ら
め
て
、
三
ノ
窓
尾
根
の

最
低
鞍
部
に
で
る
。
三
ノ
窓
か
ら
み
る
こ
の
尾
根
は
実
に
す
ば
ら
し
く
、

岩

一
つ
見
せ
な
い
雪
の
ナ
イ
フ
エ
ッ
ジ
を
描
き
だ
し
て
い
る
。
実
際
に
取

付
く
と
、
思
つ
た
ほ
ど
の
困
難
も
感
ぜ
ず
、
出
来
る
だ
け
下
部
ま
で
往
復

す
る
こ
と
に
し
、
少
し
も
ぐ
る
雪
の
中
を
下
降
す
る
。
こ
の
尾
根
は
小
窓

側
に
案
外
多
く
の
支
尾
根
を
だ
し
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
ら
の
頭
を
そ
れ
ぞ

れ
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ

ｅ
Ｄ
と
名
ず
け
る
。
ピ
ー
ク
を
三
つ
ば
か
り
越
え
、
そ
れ

も
ほ
と
ん
ど
稜
線
通
し
に
下
る
と
、
遂
に
ブ
ッ
シ
ュ
帯
と
な
り
、
そ
こ
か

ら
は
急
激
に
二
股
付
近
に
お
ち
こ
ん
で
い
る
。
雪
庇
は
す
べ
て
三
ノ
窓
谷

に
張
り
出
し
て
い
て
、
稜
線
で
は
そ
の
注
意
が
か
な
り
必
要
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
ゝ
か
ら
引
返
す
。
す
で
に
雪
は
く
さ
り
始
め
、
ア
イ
ゼ

ン
が
ダ
ン
ゴ
に
な
リ
ザ
イ
ル
は
重
た
く
な
る
。
最
後
の
頭
の
登
り
に
は
シ

ュ
プ
ー
ル
も
な
く
重
た
い
雪
に
悩
ま
さ
れ
る
。
こ
の
頭
は
掠
奪
点
に
な
つ

て
お
り
、
後
工は

，陽
光
を
背
に
日
前
に
見
え
る
Ｃ
Ｖ
へ
帰
る
。

こ
の
日
も
Ｃ
Ⅲ
、
Ｃ
Ⅳ
よ
り
Ｃ
Ｖ
へ
連
絡
が
来
て
、
こ
の
と
こ
ろ
Ｃ
Ｖ

は
連
日
に
ぎ
や
か
で
あ
る
。
Ｃ
Ⅱ
よ
り
岸
田
、
津
田
両
Ｏ
Ｂ
が
三
ノ
窓
ま

で
来
て
、
薄
暗
く
な
つ
て
創
頂
上
の
Ｃ
Ⅳ
へ
帰
つ
た
。
明
日
の
登
攀
最
終

日
を
ひ
か
え
て
、
今
日
一
日
チ
ン
ネ
の
登
攀
を
忘
れ
、
各
自
思
い
思
い
の

登
攀
を
楽
し
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。

積雪期の剣岳付近
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三
月
二
十
四
日
、
登
攀
最
後
の
こ
の
日
は
、
Ｃ
Ⅲ
よ
り
飢
本
峯
南
壁
Ａ

２
の
登
攀
、
Ｃ
Ｖ
よ
リ
チ
ン
ネ
正
面
岩
壁
、
池
ノ
谷
尾
根
の
登
攀
に
そ
れ

ぞ
れ
成
功
し
、
最
後
を
飾
つ
た
。
ま
た
Ｃ
Ⅳ
の
部
員
は
先
輩
を
送
り
か
た

が
た
別
山
乗
越
ま
で
往
復
し
た
。

創
本
峰
南
壁
Ａ
２
稜
　
　
持
田
徳
成
　
岸
下
勝
亮

二
月
二
十
四
日

Ｃ
Ⅲ

（六

・
三
〇
）
Ｉ
Ｃ
Ⅳ

（七
・
○
○
―
八
・
〇
〇
）
―
平
蔵
コ
ル

（八
ｏ
一
五
）
Ｉ
Ａ
２
取
付

（九

・
二
〇
）
Ｉ
Ｃ
Ⅳ

（
一
二
・
〇
〇
―

一

三
・
〇
〇
）
Ｉ
Ｃ
Ⅲ

（
一
三
ｏ
三
〇
）

今
日
は
ア
イ
ゼ
ン
も
快
適
に
Ｃ
Ⅳ
へ
達
す
る
。
こ
ゝ
で
小
憩
の
後
登
攀

に
向
う
。
平
蔵
の
コ
ル
ヘ
は
カ
ニ
の
横
バ
イ
は
通
ら
ず
、
そ
の
上
か
ら
左

に
落
ち
こ
む
ル
ン
ゼ
を
下
降
す
る
。
平
蔵
コ
ル
よ
り
左
に
ト
ラ
バ
ー
ス
気

味
に
降
り
、
Ａ
ｌ
と
Ａ
２
の
間
を
通
り
Ａ
２
取
付
に
達
す
る
。
第

一
ピ
ッ

チ
は
雪
の
ほ
と
ん
ど
つ
い
て
い
な
い
約
七
〇
度
の
急
な
ス
ラ
プ
で
あ
る
。

そ
の
登
攀
は
快
適
で
、
第
ニ
ピ
ッ
チ
も
同
様
な
登
攀
を
続
け
る
。
第
ニ
ピ

ッ
チ
に
な
る
と
傾
斜
も
大
分
ゆ
る
み
、
リ
ッ
ジ
通
し
に
コ
ル
状
の
所
に
立

つ
。
こ
ゝ
で
中
食
を
し
、
更
に
コ
ン
テ
イ
ニ
ア
ス
で
ト
ラ
バ
ー
ス
気
味
に

登
攀
を
続
け
る
。
最
後
の
ピ
ッ
チ
は
雪
の
つ
ま
つ
た

ク

ラ

ッ
ク
で
ぁ
つ

た
。
こ
ゝ
を
出
る
と
夏
に
は
ガ
ラ
場
と
な
つ
て
い
る
と
こ
ろ
に
で
る
。
こ

こ
は
今
は
快
適
な
雪
の
斜
面
で
、
こ
ゝ
か
ら
五
分
で
Ｃ
Ⅳ
に
帰
つ
た
。

池
ノ
谷
尾
根
　
　
江
上
　
康
　
山
下
輝
彦

二
月
二
十
四
日

Ｃ
Ｖ

（六

・
○
○
）
―
取
付

（六

ｏ
一
〇
）―
主
稜
線
（
一
〇

・
〇
〇
）

Ｉ
Ｃ
Ｖ

（
一
〇

ｏ
三
〇
）

池
ノ
谷
を
左
股
、
右
股
に
分
け
て
い
る
尾
根

（創
尾
根
）
を
以
前
は
池

ノ
谷
尾
根
と
呼
ん
で
い
た
ら
し
い
。

（現
在
で
も
山
崎
安
治
氏
な
ど
は
使

つ
て
お
ら
れ
る
。）
戦
後
、
名
称
が
な
く
て
不
便
を
感
じ

て
い
た
創
の
各

細
部
に
、
そ
れ
ら
の
開
拓
に
つ
れ
て
新
し
い
名
が
つ
け
ら
れ
た
。
わ
れ
わ

れ
の
い
う
池
ノ
谷
尾
根
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
池
ノ
谷
乗
越
の
上
部
付
近

の
主
稜
線
か
ら
池
ノ
谷
右
股
に
お
ち
込
ん
で
い
る
急
峻
な
尾
根
が
そ
れ
で

あ
る
。
付
近
に
は
す
ば
ら
し
い
岩
壁
や
尾
根
を
多
く
も
つ
た
め
か
、
人
々

か
ら
あ
ま
り
関
心
を
も
た
れ
ず
、
夏
期
に
一
度
試
登
の
み
さ
れ
た
と
聞
い

て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
尾
根
を
前
日
小
窓
尾
根
か
ら
偵
察
し
て
、

十
分
登
攀
意
欲
を
そ
ゝ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
偵
察
に
よ
れ
ば
、
こ
の
尾
根

は
上
部
で
右
尾
根
と
左
尾
根
に
三
分
さ
れ
て
お
り
、
右
尾
根
の
方
は
相
当

の
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
左
尾
根
を
選
ぶ
。

Ｃ
Ｖ
よ
リ
コ
ン
テ
ィ
ニ
ア
ス
で
左
股
を
下
り
、
す
ぐ
Ｐ
ｌ
、
Ｐ
２
間
の

ル
ン
ゼ
の
下
に
つ
く
。
こ
の
ル
ン
ゼ
を
登
り
Ｐ
２
を
直
登
す
る
が
、
こ
の

登
り
は
少
し
緊
張
さ
せ
ら
れ
た
。
Ｐ
３

へ
は
稜
線
ど
お
し
快
適
に
ア
イ
ゼ

ン
を
き
か
せ
て
登
る
。
更
に
見
事
な
ナ
イ
フ
エ
ッ
ジ
や
バ
ラ
ン
ス
の
い
る

ト
ラ
バ
ー
ス
を
つ
づ
け
な
が
ら
、
数
多
く
現
わ
れ
る
コ
プ
を
乗
越
す
。
カ

ッ
テ
イ
ン
グ
で
ホ
ー
ル
ド
、
ス
タ
ン
ス
を
つ
く
つ
て
登
る
。
ジ
ャ
ン
ク
シ
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ョ
ン
は
や
は
り
明
瞭
で
は
な
い
。
そ
れ
よ
り
急
唆
な
ル
ン
ゼ
を
カ
ッ
テ
ィ

ン
グ
を
続
け
な
が
ら
登
り
、
リ
ッ
ジ
に
出
て
バ
ン
ド
の
ト
ラ
バ
ー
ス
を
終

え
た
ら
、
遂
に
主
稜
線
に
達
し
た
。
尾
根
自
体
短
か
い
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
登
攀
は
多
く
の
変
化
に
富
み
、
わ
れ
わ
れ
を
充
分
満
足
さ
せ
る
も
の

で
あ
つ
た
。
帰
途
チ
ン
ネ
登
攀
の
様
子
を
見
な
が
ら
、
チ
ン
ネ
と
ジ
ャ
ン

ダ
ル
ム
の
間
の
ル
ン
ゼ
を
下
る
。

チ
ン
ネ
正
面
岩
壁
　
　
寺
阪
元
雄
　
山
口
　
宏

（
日
嶺
ル
ー
ト
よ
り
Ａ
バ
ン
ド
、
Ｂ
ク
ラ
ッ
ク
）

二
月
二
十
四
日

Ｃ
Ｖ

（六

・
四
五
）
―
取
付

（七

ｏ
Ｏ
Ｏ
）
―
日
嶺
ル
ー
ト

（八
ｏ
Ｏ

Ｏ
）
Ｉ
Ｅ
点

（九

ｏ
一
五
―

一
〇
。
一
五
）
―
中
央
バ
ン
ド

（
一
二
ｏ
四

五
―

一
四
・
三
〇
）
Ｉ
Ａ
バ
ン
ド

（
一
五

ｏ
Ｏ
Ｏ
）
Ｉ
Ｂ
ク
ラ
ッ
ク

（
一

六

ｏ
Ｏ
Ｏ
）
―
チ
ン
ネ
頂
上

（
一
八
。
○
○
）
Ｉ
Ｃ
Ｖ

（
一
九

ｏ
Ｏ
Ｏ
）

全
部
員
の
期
待
と
わ
れ
わ
れ
の
情
熱
を
胸
に
Ｃ
Ｖ
を
あ
と
に
す
る
。
こ

れ
が
最
後
の
機
会
な
の
だ
。
壁
の
状
態
は
第

一
回
試
登
の
時
よ
り
確
か
に

悪
い
。
し
か
し
フ
ィ
ッ
ク
ス
ｏ
ザ
イ
ル
の
お
か
げ
で
早
く
も
Ｅ
点
に
達
す

る
。
こ
ゝ
で
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
を
し
て
、
い
よ
い
よ
中
央
バ
ン
ド
迄
約
二
五

ｍ
の
登
攀
開
始
。
こ
の
ピ
ッ
チ
の
み
ド
ッ
ペ
ル
ザ
イ
ル
を
採
用
す
る
。
最

初
は
吊
上
げ
、
そ
し
て
左
の
壁
に
廻
り
込
む
。
更
に
ハ
ー
ケ
ン
を
ス
タ
ン

ス
に
ア
プ
ミ
の
助
け
を
か
り
て
上
の
壁
へ
。
増
々
困
難
と
な
り
そ
う
だ
。

こ
ヽ
か
ら
は
全
然
と
い
つ
て
よ
い
ほ
ど
ス
タ
ン
ス
は
な
く
、
連
続
吊
上
げ

で
突
破
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
左
の
凹
角
に
入
る
の
に
最
大
の
労
力
を

要
す
。

し
か
し
こ
の
ク
ラ
ッ
ク
も
両
側
の
壁
は
氷
に
み
が
か
れ
、
底
は
軟
雪
で

ア
イ
ゼ
ン
は
む
な
し
く
雪
を
か
き
ま
わ
す
の
み
だ
。
ハ
ー
ケ
ン
を
打
ち
込

み
、
じ
り
じ
り
と
よ
じ
登
る
。
急
に
視
野
が
開
け
た
。
中
央
バ
ン
ド
だ
。

実
に
三
時
間
の
苦
間
の
ピ
ッ
チ
で
あ

っ
た
。
中
央
バ
ン
ド
を
コ
ン
テ
ィ
ニ

ア
ス
で
テ
ム
ニ
ー
の
入
口
に
達
す
る
。
こ
ヽ
か
ら
Ａ
バ
ン
ド
。
ア
イ
ス
パ

イ
ル
に
も
の
を
言
わ
せ
て
簡
単
に
通
過
。
し
か
し
Ｂ
ク
ラ
ッ
ク
は
思
つ
た

よ
り
悪
く
、
わ
れ
わ
れ
の
最
後
の
力
ま
で
も
要
求
す
る
。
し
か
し
こ
の
頃

よ
り
、
チ
ン
ネ
頂
上
か
ら
、
山
下
、
大
幸
の
サ
ポ
ー
ト
隊
が
わ
れ
わ
れ
を

は
げ
ま
し
、
勇
気
づ
け
て
く
れ
る
。
や
つ
と
Ｂ
ク
ラ
ッ
ク
も
終
り
、
し
だ

い
に
傾
斜
の
ゆ
る
く
な
つ
た
壁
を
登
攀
終
了
点
へ
。
遂
に
チ
ン
ネ
正
面
岩

壁
の
完
登
に
成
功
し
た
の
だ
。
帰
り
は
サ
ポ
ー
ト
隊
に
み
ち
び
か
れ
て
、

電
灯
の
光
を
た
よ
り
に
Ｃ
Ｖ
へ
帰
る
。

か
く
し
て
チ
ン
ネ
登
攀
を
最
後
に
登
攀
の
期
間
は
終
了
し
た
。

第
五
期

（二
月
二
十
六
日
―
二
月
二
十
八
日
）

Ｃ
Ｖ
撤
収
よ
り
馬
場
島
八
Ｂ

ｏ
Ｈ
）
ま
で
。

二
十
六
日
、
Ｃ
Ｖ
、
Ｃ
Ⅳ
を
そ
れ
ぞ
れ
撤
収
し
、
Ｃ
Ｖ
隊
員
は
リ
ー
ダ

ー
の
Ｃ
Ⅲ
ま
で
を
除
き
全
員
Ｃ
Ⅱ
へ
、
Ｃ
Ⅳ
隊
員
は
Ｃ
Ⅲ
へ
下
る
。
そ
し
　
Ｄ

て
二
十
七
日
、
Ｃ
Ⅲ
よ
り
の
撤
収
隊
員
を
待
ち
全
員
馬
場
島
の
Ｂ

・
Ｈ
へ
　
・３．

着
く
。
二
月
末
と
も
な
れ
ば
雪
の
状
態
も
悪
く
、
特
に
二
十
六
日
は
悪
天
　
＜



候
の
中
ゆ
え
、
そ
の
撤
収
は
慎
重
を
極
め
た
。
二
十
八
日
、
Ｂ

ｏ
Ｈ
を
後

に
伊
折
へ
、
そ
れ
か
ら
手
配
し
て
お
い
た
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
一
ヵ
月
に
な

ら
ん
と
す
る
山
行
を
終
え
、　
一
路
富
山
へ
向
つ
た
。

後

　

　

記

わ
れ
わ
れ
の
目
的
で
あ
る
釧
主
稜
線
付
近
の
行
動
と
い
う
点
に
お
い
て

は
、
こ
の
合
宿
は
完
全
に
成
功
し
た
も
の
と
言
つ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ

の
原
因
と
し
て
は
、
ま
ず
チ
ー
ム
ｏ
ワ
ー
ク
が
非
常
に
良
か
つ
た
こ
と
で

あ
り
、
ま
た
想
像
も
し
て
い
な
か
つ
た
好
天
が
大
き
な
要
素
と
な
つ
て
い

る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
キ
ャ
ン
プ
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
空
荷
で
は
あ

る
が
、
Ｃ
Ｉ
、
Ｃ
Ｖ
の
往
復
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
み
て
、
も
う

一
つ
は

減
少
出
来
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
最
初
に
の
べ
た
行
動
表
の
問
題
に
関

し
て
は
、
リ
ー
ダ
ー
に
非
常
な
負
担
が
課
せ
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
行

動
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
こ
と
か
ら
み
て
成
功
で
あ
つ
た
。
ま
た
そ
れ
に

は
各
キ
ャ
ン
プ
に
キ
ャ
ン
プ
ロ
誌
を
そ
な
え
つ
け
、
始
れ
に
そ
の
日
の
荷

上
量
、
種
類
、
そ
し
て
在
庫
量
、
更
に
そ
の
日
以
後
の
荷
上
予
定
な
ど
を

記
し
た
こ
と
も
成
功
の
一
因
で
あ
つ
た
。

食
糧
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
言
う
こ
と
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
十
日

以
上
の
予
定
を
残
し
て
合
宿
が
終
了
し
た
た
め
、
現
わ
れ
る
べ
き
欠
点
も

か
く
さ
れ
て
し
ま
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
わ
れ
わ
れ
は
何
時
の
山
行
に
お
い
て
も
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
対
し

て
は
非
常
に
気
を
使
つ
て
い
る
が
、
こ
の
合
宿
に
お
い
て
は
そ
の
片
鱗
さ

え
み
ら
れ
な
か
つ
た
こ
と
は
実
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
つ
た
。

（寺
阪
元

雄

。
江
上
康
記
）
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積雪期の黒部下廊下横断

積
雪
期
の
黒
部
下
廊
下
横
断

大
阪
大
学
山
岳
部

戦
後
、
私
た
ち
の
山
岳
部
の
先
輩
が
初
め
に
は
後
立
山
東
面
か
ら
、
次

ぎ
に
は
後
立
山
と
穂
高
の
稜
線
上
に
計
画
を
推
し
進
め
て
き
た
経
過
に
つ

い
て
は

『山
岳
』
第
四
九
年

（戦
後
に
お
け
る
学
生
登
山
）
に
記
し
た
通

り
で
あ
る
。
次
ぎ
の
段
階
と
し
て
後
立
山
を
越
え
て
黒
部
に
降
る
こ
と
を

考
え
た
。
私
た
ち
は
こ
れ
を

「上
向
き
の
登
山
」
、「横
向
き
の
登
山
」
、「下

向
き
の
登
山
」
と
区
別
し
た
。
ま
さ
に
後
立
山
を
越
え
て
黒
部
に
む
か
う

こ
と
は

「下
向
き
の
登
山
」
だ
つ
た
。
部
の
申
心
は
後
立
東
面
の
世
代
か

ら
数
え
三
代
目
と
変
つ
た
が
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
も
後
立
に
お
け
る
部
の

伝
統
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
。
後
立
稜
線
か
ら
眺
め
た
黒
部
へ
の
憧
れ
は

理
屈
抜
き
に
し
て
部
員
の
心
に
芽
生
え
た
も
の
だ
つ
た
。

積
雪
期
の
黒
部
の
記
録
を
み
る
と
、
立
教
の
東
谷
か
ら
鹿
島
槍
往
復
、

戦
前
の
関
大
、
大
阪
商
大
の
仙
人
ダ
ム
附
近
を
渡
河
点
と
し
た
黒
部
横
断

が
あ
る
。
こ
の
ル
ー
ト
は
戦
後
再
び
関
学
、
東
大
に
よ
つ
て
ト
レ
ー
ス
さ

れ
た
。
と
こ
ろ
が
御
山
谷
か
ら
仙
人
谷
に
至
る
下
廊
下
に
つ
い
て
は
、
積

雪
期
は
完
全
に
空
自
で
記
録
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
冠
氏
ら

が
六
月
に
内
蔵
之
助
谷
を
降
り
御
山
谷
に
遡
行
し
た
記
録
の
他
は
、
浪
高

の
中
村
氏
ら
に
よ
り
横
断
を
目
的
と
し
て
二
月
に
後
立
側
と
立
山
側
か
ら

偵
察
を
試
み
、
十
字
峡
附
近
に
ス
ノ
ー
・
ブ
リ
ッ
ジ
が
か
か
る
の
を
確
認

し
た
記
録
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
で
私
た
ち
は
下
廊
下
を
、
そ
れ
も

な
る
べ
く
十
字
峡
の
近
く
で
横
断
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
少
な
く
と
も

十
字
峡
か
ら
上
流
で
横
断
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
考
え
た
。
私
た
ち

は
唯

一
の
参
考
書
で
あ
る

『黒
部
』
（冠
松
次
郎
氏
著
）
を
手
が
か
り
に
、

直
ち
に
系
統
的
な
活
動
を
開
始
し
た
。
第

一
の
急
務
は
ル
ー
ト
の
偵
察
で

あ
り
、
そ
の
要
点
は
渡
河
点
の
選
定
、
後
立
か
ら
の
下
降
路
、
そ
れ
に
伴

う
黒
部
の
雪
の
状
態
で
あ
つ
た
。
立
山
側
は
内
蔵
之
助
谷
が
最
も
登
り
や

す
い
沢
な
の
だ
か
ら
、
後
か
ら
内
蔵
之
助
谷
に
結
び
つ
け
る
ル
ー
ト
を
捜

し
だ
す
こ
と
が
必
要
だ
つ
た
。

偵

　

察

　

行

（
註
１
）

第

一
回
の
偵
察‥
ぽ
ぼ
冬
の
穂
高
で
す
べ
て
の
力
を
出
し
つ
く
し
た
そ
の

年
の
春
、
満
足
な
準
備
も
整
わ
な
い
ま
ま
に
出
発
し
て
行
つ
た
。

（註
１
）

昭
和
二
十
九
年
二
月
十
六
日
―
四
月
五
日
。
前
期
、
後
期
の

二
隊
に
分
け
、
大
沢
か
ら
後
立
を
越
え
て
、
Ａ
隊
は
岩
小
屋
沢
岳
支

脈
を
Ｂ
隊
は
中
尾
根
を
経
て
新
越
沢
を
下
廊
下
目
指
し
て
降

つ
た
。

メ
ン
バ
Ｉ
　
Ａ
隊
　
リ
ー
ダ
ー
川
島
、
山
本
、土
屋
、久
保
（Ｏ
Ｂ
）
、

田
島

（Ｏ
Ｂ
）
、
Ｂ
隊
　
リ
ー
ダ
ー
尾
藤
、
宍
戸
、広
橋
、山
本
（進
）
、　
　
≫

西
川
、
三
枝
、
岩
永
ｃ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・３１

久
し
振
り
に
味
う
後
立
で
の
生
活
は
文
字
ど
お
リ
ア
ッ
ト

・
ホ
ー
ム
で



あ
り
、
後
立
山
は
私
た
ち
長
年
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
つ
た
。
大
沢

小
屋
か
ら
私
た
ち
は
後
立
山
逆
縦
走
の
と
き
、
初
め
て
中
継
に
利
用
し
た

新
越
尾
根
か
ら
稜
線
に
登
つ
た
。
稜
線
か
ら
は
長
大
な
岩
小
屋
沢
支
脈
を

降
り
、
冠
氏
が
無
雪
期
に
使
用
し
た
尾
根
を
通
り
黒
部
本
流
に
出
る
プ
ラ

ン
を
考
え
た
。
こ
れ
は
下
廊
下
右
岸
を
形
成
す
る

一
五
〇
〇
か
ら

一
八
〇

〇
メ
ー
ト
ル
の
壁
を
さ
け
て
、
黒
部
本
流
に
行
き
つ
け
る
と
い
う
目
算
か

ら
で
あ
つ
た
。
本
流
横
断
の
上
は
左
岸
の
榛
の
本
平
を
通
り
、
大
ダ
テ
ガ

ビ
ン
の
下
を
ま
い
て
内
蔵
之
助
谷
を
遡
行
、
立
山
側
に
つ
き
ぬ
け
る
と
い

う
大
ま
か
な
計
画
の
も
と
に
偵
察
を
開
始
す
る
こ
と
に
し
た
。
Ａ
隊
が
黒

部
の
降
り
ロ
ル
ー
ト
の
偵
察
に
成
功
す
れ
ば
、
Ｂ
隊
か
ら
三
名
の
ア
タ
ッ

（註
２
）

ク
隊
を
出
し
、
残
り
の
メ
ン
パ
ー
は
サ
ポ
ー
ト
隊
に
切
換
え
る
予
定
だ
つ

た
。
も
し
ア
タ
ッ
ク
隊
が
内
蔵
之
助
谷
を
登
り
え
な
い
と
し
て
も
、
黒
部

左
岸
沿
い
に
御
山
谷
に
抜
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
計
画
は

す
こ
ぶ
る
あ
ま
か
つ
た
。
第

一
の
難
点
は
黒
部
本
流
の
横
断
で
あ
り
、
第

二
の
点
は
黒
部
左
岸
の
遡
行
の
可
能
性
の
有
無
が
そ
れ
で
あ
る
。

（註
２
）

ア
タ
ッ
ク
予
定
メ
ン
バ
ｌ
ｏ
リ
ー
ダ
ー
尾
藤
、住
吉
、宍
戸
。

こ
う
し
て
私
た
ち
の
第

一
回
偵
察
は
Ａ
隊
は
岩
小
屋
沢
岳
支
脈
の
二
一

〇
〇
メ
ー
ト
ル
附
近
ま
で
Ａ

・
Ｃ
を
出
し
た
が
、
準
備
不
足
も
手
伝
つ
て

充
分
降
れ
ず
、
降
り
ロ
ル
ー
ト
発
見
は
失
敗
に
終
つ
た
。
Ｂ
隊
は
ア
タ
ッ

ク
・
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
病
気
で
不
参
加
に
な
つ
た
の
も
手
伝
い
、
ア
タ
ッ

ク
を
す
つ
か
り
あ
き
ら
め
、
Ａ
隊
の
偵
察
の
結
果
に
も
と
ず
い
て
新
越
沢

中
尾
根
を
降
つ
た
。
新
越
沢
中
尾
根
と
は
、
岩
小
屋
沢
岳
南
肩
の
ピ
ー
ク

か
ら
新
越
沢
に
出
て
い
る
尾
根
で
、
こ
の
沢
を
上
半
で
右
と
左
の
二
股
に

分
け
て
い
る
尾
根
で
あ
る
。
こ
の
尾
根
は
初
め
は
容
易
に
降
れ
る
が
、
標

高

一
人
五
〇
メ
ー
ト
ル
附
近
か
ら
は
急
激
に
落
ち
込
み
、
尾
根
通
し
は
非

常
に
悪
い
の
で
、
上
か
ら
見
て
右
手
の
雪
渓
を

一
気
に
二
股
に
降
る
ル
ー

ト
を
と
つ
た
。
そ
れ
で
私
た
ち
は
、
こ
の
雪
渓
の
は
じ
ま
る
と
こ
ろ
に
Ａ

・
Ｃ
を
設
け
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
雪
渓
は
平
均
四
十
度
あ

ま
り
の
傾
斜
が
連
続
し
て
い
る
上
に
、
途
中
埋
り
切
ら
な

い
小
滝
が
あ

る
。
お
ま
け
に
見
透
し
も
効
か
な
い
。
そ
の
上
雪
崩
の
危
険
性
も
多
分
に

あ
り
、
私
た
ち
の
前
進
を
妨
げ
る
院
路
と
な
つ
た
。

し
か
し
、
雪
崩
の
危
険
を
ぬ
き
に
し
て
も
、
帰
途
二
時
間
の
こ
の
雪
渓

の
登
行
は
大
き
な
ア
ル
バ
イ
ト
だ
つ
た
。
こ
こ
で
私
た
ち
は

「下
向
き
の

登
山
」
の
味
を
い
や
と
い
う
程
知
ら
さ
れ
た
。

「下
向
き
の
登
山
」
に
お

い
て
は

「上
向
き
の
登
山
」
ほ
ど
Ａ

・
Ｃ
か
ら
の
行
程
を
気
分
的
に
延
せ

な
い
、
と
い
う
こ
と
も

一
つ
の
誤
算
で
あ
つ
た
。
し
か
し
こ
の
急
唆
な
雪

渓
を
降
り
き
る
と
、
広
く
明
る
い
新
越
沢
に
出
る
。
雪
が
大
き
な
波
を
画

き
、
そ
の
間
に
大
き
な
岳
樺
が
数
本
立
つ
て
い
た
。
雪
崩
の
危
険
を
考
え

な
い
で
よ
い
の
な
ら
、
願
つ
て
も
な
い
キ
ャ
ン
プ
地
で
あ
る
。
し
か
し
、

沢
の
広
々
と
し
て
い
る
の
は
ほ
ん
の
僅
か
で
、
少
し
降
る
と
河
幅
は
狭
く

な
り
、
両
岸
と
も
雪
崩
の
デ
プ
リ
の
上
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
つ
た
。
見
上
げ
る
両
岸
の
斜
面
の
雪
は
、
う
つ
す
ら
と
し
て
ほ
と

ん
ど
落
ち
つ
く
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
な
お
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
大
き
な
塊

り
が
残
つ
て
い
て
、
今
に
も
滑
り
落
ち
そ
う
に
春
陽
に
輝
い
て
い
た
。
そ
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こ
か
ら
雪
ど
け
水
は
次
第
に
量
を
増
し
て
、
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
デ
プ
リ
の

雪
と
斜
面
の
間
の
シ
ュ
ル
ン
ド
に
容
赦
な
く
流
れ
こ
ん
で
い
る
。
こ
の
ト

ラ
バ
ー
ス
は
傾
斜
が
急
な
上
に
、
高
度
が
低
い
た
め
か
雪
が
腐
り
全
く
い

や
な
所
だ
つ
た
。
左
岸
を
右
岸
を
と
ル
ー
ト
を
と
つ
て
三
番
目
の
屈
曲
点

ま
で
降
る
と
、
予
想
ど
お
り
遂
に
大
き
な
滝
に
は
ば
ま
れ
て
降
れ
な
く
な

つ
た
。
沢
が
曲
つ
て
い
る
の
で
黒
部
の
落
口
は
見
え
な
い
が
、
大
ダ
テ
ガ

ビ
ン
が
す
ぐ
目
の
前
に
大
き
く
現
れ
、
黒
部
も
か
な
り
近
い
地
点
だ
と
い

う
こ
と
は
わ
か
つ
た
。
岩
小
屋
沢
支
脈
に
登
る
真
直
な
二
本
の
雪
渓
が
主

稜
線
か
ら
も
望
ま
れ
る
が
、
止
む
な
く
こ
の
右
手
の
雪
渓
を
登
り
、
直
登

一
時
間
で
尾
根
に
登
つ
た
。
標
高

一
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
。
榛
の
木

平
附
近
の
極
く

一
部
に
限
ら
れ
て
は
い
た
が
、
こ
こ
で
初
め
て
本
の
間
か

ら
黒
部
を
望
む
こ
と
が
で
き
た
。

冠
氏
が
初
め
て
野
営
地
と
し
て
使
用
し
た
こ
の
榛
の
木
平
は
、
大
ダ
テ

ガ
ビ
ン
に
続
い
て
い
る
。
こ
の
大
ダ

テ
ガ
ビ

ン
は
下
流
に
行
く
に
つ
れ

て
、
傾
斜
を
増
し
、
岩
肌
を
見
せ
、
そ
の
間
に
雪
の
プ
ロ
ッ
ク
が
点
々
と

見
ら
れ
た
。
そ
の
下
、
黒
部
の
岸
は
大
き
な
デ
プ
リ
が
横
た
わ

つ
て
い

て
、
大
ダ
テ
ガ
ビ
ン
ｏ
ピ
ー
ク
か
ら
黒
部
へ
真
直
に
落
ち
て
い
る
沢
が
、

最
も
悪
い
よ
う
に
見
ら
れ
た
。
こ
の
あ
た
り
か
ら
の
雪
崩
は
、
雪
崩
と
い

う
よ
り
は
雪
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
崩
壊
で
あ
つ
て
、
何
時
と
は
な
し
に
ど
ん
ど

ん
落
ち
て
い
る
の
だ
か
ら
た
ま
ら
な
い
。
夜
中
、
Ａ

・
Ｃ
の
テ
ン
ト
の
中

で
崩
壊
の
音
を
聞
い
た
こ
と
も
あ

つ
た
。
こ
の
夜
半
の
雪
崩
を
考
え
る

と
、
黒
部
左
岸
の
ト
ラ
バ
ー
ス
は
慎
重
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
結
論

に
達
し
た
。
こ
れ
を
唯

一
の
収
穫
と
し
て
、
第

一
回
偵
察
行
は
黒
部
へ
の

下
降
ル
ー
ト
を
発
見
す
る
こ
と
な
く
終
つ
た
。

岩
小
屋
沢
支
脈
末
端
の
本
立
を
通
し
て
み
た
黒
部
の
自
い
波
頭
は
、
私

た
ち
の
脳
裏
に
鮮
か
に
焼
き
こ
ま
れ
た
。
私
た
ち
は
あ
の
よ
う
に
美
し
い

釧
岳
を
見
た
こ
と
も
な
く
、
あ
れ
程
ま
で
に
創
が
遠
く
見
え
た
こ
と
も
な

か
つ
た
。
下
廊
下
横
断
を
一
つ
の
ピ
ー
ク
と
す
る
計
画
は
、
ま
す
ま
す
私

た
ち
の
心
を
か
き
た
て
た
。

昭
和
二
十
九
年
は
私
た
ち
の
部
に
と
つ
て
、　
一
つ
の
飛
躍
の
年
で
あ
つ

た
。
多
数
の
新
人
を
む
か
え
部
員
は
一
躍
倍
加
し
賑
か
に
な
つ
た
。
こ
れ

ら
新
人
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
な
お
ざ
り
に
出
来
な
い
問
題
で
あ
つ
た
。
そ

こ
で
不
帰
東
面
を
対
象
と
し
た
南
股
舗
従
後
、
上
級
部
員
に
よ
る
第
二
回

（
註
４
）

偵
察
行
が
行
わ
れ
た
。

（註
３
）

昭
和
二
十
九
年
七
月
二
十
日
―
七
月
二
十
八
日
　
八
方
尾
根

―
唐
松
岳
を
経
て
Ｉ
Ｉ
峯
間
ル
ン
ゼ
を
降
り
、
唐
松
沢
と
不
帰
沢
出

合
に
Ｂ

ｏ
Ｃ
を
設
け
た
。
そ
の
後
三
峯
Ｃ
、
二
峯
東
南
稜
、
唐
松
直

接
尾
根
の
ト
レ
ー
ス
を
し
た
。
メ
ン
パ
ー
　
リ
ー
ダ
ー
宍
戸
、
木
村

広
橋
、
三
枝
、
杢
中
、
鷺
沢
、
山
本

（進
）
、
石
沢
、
辻
川
、
高
木
、

岡
田
、
村
瀬
、
四
方
、
寺
田
、
佐
谷
、細
見
（Ｏ
Ｂ
）
、大
村
（Ｏ
Ｂ
）
。

（註
４
）

昭
和
二
十
九
年
七
月
二
十
日
―
八
月
二
日
　
メ
ン
パ
ー
　
リ

ー
ダ
ー
尾
藤
、
坪
井
、
東
、
小
沢
、
杢
中
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
関
西
電
力
の
黒
部
第
四
発
電
所
建
設
計
画
が
軌
道
に
の
　

＞

り
、
測
量
用
の
夏
道
が
右
岸
に
も
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
つ
い
て
い
る
と
い
う
　
１３

情
報
が
は
い
つ
て
き
た
。
こ
の
夏
道
が
私
た
ち
の
山
登
り
に
役
立
て
ば
‥
・

く



…
と
い
う
気
持
が
、
早
く
や
ら
な
い
こ
と
に
は
黒
部
は
開
発
さ
れ
て
し
ま

う
と
い
う
あ
せ
り
に
織
り
重
な
つ
た
。
第

一
回
の
下
の
見
え
な
い
所
を
降

る
と
い
う
不
安
感
を

一
掃
す
る
た
め
に
、
ど
う
し
て
も
夏
に
下
か
ら
右
岸

の
下
降
ル
ー
ト
を
捜
す
必
要
が
感
じ
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
に
は
十
字
峡
以

南
で
な
る
べ
く
落
口
に
滝
の
少
な
い
沢
を
捜
す
こ
と
。
そ
の
沢
か
ら
尾
根

に
と
り
つ
け
る
こ
と
。
し
か
も
そ
の
沢
か
ら
本
流
渡
河
の
可
能
性
が
あ
る

こ
と
が
必
要
だ
つ
た
。
実
際
に
黒
部
に
は
い
る
と
棒
小
屋
沢
の
下
流
に
立

派
な
関
電
の
小
屋
が
あ
る
な
ど
、
そ
の
測
量
工
事
が
か
な
り
進
捗
し
て
い

る
こ
と
に
驚
異
の
眼
を
開
か
さ
れ
た
。
十
字
峡
の
下
手
、
新
越
沢
出
合
と

鳴
沢
小
沢
出
合
と
の
中
間
、
そ
れ
と
鳴
沢
小
沢
出
合
、
鳴
沢
出
合
に
両
岸

を
結
ぶ
四
つ
の
工
事
用
吊
越
が
あ
つ
た
。
こ
れ
が
あ
る
以
上
そ
の
年
に
よ

つ
て
あ
る
か
な
い
か
わ
か
ら
な
い
ス
ノ
ー
・
プ
リ
ッ
ジ
に
頼
る
よ
り
も
吊

越
を
利
用
し
て
渡
河
す
る
方
が
は
る
か
に
得
策
だ
と
考
え
ら
れ
た
Ｇ
吊
越

ま
で
の
下
降
ル
ー
ト
は
鳴
沢
岳
か
ら
派
生
し
て
い
る
鳴
沢
小
沢
右
岸
と
、

鳴
沢
右
岸
を
な
す
二
つ
の
尾
根
が
も
つ
と
も
条
件
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ

た
。
し
か
し
立
山
側
の
ル
ー
ト
と
し
て
は
内
蔵
之
助
谷
が
最
適
で
あ
る
の

で
、
危
険
な
黒
部
左
岸
の
ト
ラ
バ
ー
ス
を
な
る
べ
く
短
か
く
す

る

こ
と

と
、
も
し
吊
越
が
使
え
な
い
と
き
で
も
、
赤
沢
岳
か
ら
出
て
い
る
鳴
沢
左

岸
を
な
す
尾
根
を
こ
え
て
、
赤
沢
に
出
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
と
思
え
た

か
ら
、
後
者
を
下
降
ル
ー
ト
に
選
ん
だ
。
私
た
ち
は
こ
の
鳴
沢
右
岸
を
な

す
尾
根
を
鳴
沢
岳
西
尾
根
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。
か
く
て
下
降
ル
ー
ト
と

渡
河
点
を
見
つ
け
た
偵
察
パ
ー
テ
ィ
ー
は
井
戸
の
底
の
よ
う
な
、
陰
気
な

下
廊
下
か
ら
引
揚
げ
た
。
帰
り
に
見
る
弥
陀
力
原
は
明
る
く
広
々
と
し
て

い
た
。

し
か
し
、
す
つ
か
り
偵
察
が
完
了
し
た
わ
け
で
は
な
か
つ
た
。
積
雪
期

の
吊
越
の
状
態
、
内
蔵
之
助
谷
の
滝
の
問
題
、
そ
れ
に
鳴
沢
西
尾
根
末
端

の
下
降
ル
ー
ト
に
疑
間
が
あ
つ
た
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
末
端
は
針
葉
樹

が
密
生
し
て
い
て
夏
の
偵
察
の
と
き
で
さ
え
、
登
り
に
通
つ
た

ル
ー
ト

を
、
降
り
に
と
も
す
れ
ば
迷
つ
て
し
ま
う
程
だ
つ
た
。
そ
れ
に
尾
根
末
端

か
ら
鳴
沢
に
降
れ
る
ル
ー
ト
は
、
た
だ

一
カ
所
し
か
な
い
こ
と
も
、
こ
の

ル
ー
ト
を
秋
に
再
確
認
し
て
お
く
必
要
を
痛
感
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
十
月

か
ら
十
一
月
に
か
け
て
、
立
山
側
と
後
立
側
に
一
つ
ず
つ
の
パ
ー
テ
ィ
ー

（
註
５
）

を
だ
す
こ
と
に
な
つ
た
。

（註
５
）

立
山
側
　
昭
和
二
十
八
年
十
月
十
二
日
―
二
十
二
日
　
メ
ン

バ
ー
　
リ
ー
ダ
ー
宍
戸
、
佐
谷
、
住
吉

（Ｏ
Ｂ
）
。

後
立
側
　
昭
和
二
十
八
年
十
月
二
十
五
日
―
十

一
月
二
日
　
メ
ン
パ

ー
　
リ
ー
ダ
ー
坪
井
、
西
川
、
戸
井
、
田
島

（Ｏ
Ｂ
）
。

立
山
側
パ
ー
テ
ィ
ー
は
内
蔵
之
助
源
頭
の
カ
ー

ル
の
通
過
の
可
能
性

と
、
通
れ
な
い
場
合
を
考
え
て
、
真
砂
岳
か
ら
梯
子
谷
乗
越
に
の
び
る
尾

根
偵
察
が
目
的
で
、
駄
目
な
と
き
は
梯
子
谷
乗
越
を
こ
え
る
こ
と
に
し
た

が
、
こ
の
偵
察
は
必
要
で
な
か
つ
た
。
そ
れ
と
鳴
沢
西
尾
根
を
遠
く
か
ら

地
形
の
観
察
を
す
る
こ
と
が
眼
目
だ
つ
た
。
夏
の
偵
察
は
実
際
に
尾
根
に

取
り
つ
い
た
た
め
に
細
部
は
よ
く
わ
か
つ
て
も
、
そ
れ
が
全
体
的
に
見
て

ど
う
い
う
位
置
を
占
め
て
い
る
か
が
は
つ
き
り
し
な
い
の
で
、
ど
う
し
て

も
こ
の
偵
察
が
必
要
だ
つ
た

（図
参
照
）
。
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そ
の
結
果
内
蔵
之
助
源
頭
の
カ
ー
ル
は
下
部
に
ゴ
ル
ジ
が
あ
る
が
、
雪

崩
の
危
険
の
な
い
と
き
な
ら
充
分
通
過
の
自
信
が
で
き
た
。
し
か
し
内
蔵

之
助
平
入
回
の
滝
が
、
果
た
し
て
通
れ
る
も
の
か
ど
う
か
一
沐
の
不
安
が

（註
６
）

あ
つ
た
。　
一
方
後
立
側
の
偵
察
隊
は
二
名
の
部
員
に
よ
つ
て
鳴
沢
西
尾
根

の
完
全
下
降
を
行
い
、
吊
越
の
補
強
と
と
も
に
そ
の
任
務
を
遂
行
し
た
。

（註
６
）

メ
ン
パ
ー
　
坪
井
、
西
川
。

一
九
五
三
年
は
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
の
初
登
頂
、
日
本
山
岳
会
の
マ
ナ
ス
ン

遠
征
な
ど
に
刺
激
さ
れ
、
よ
う
や
く
戦
後
立
直
り
を
見
せ
て
き
た
日
本
の

山
岳
界
も
、
海
外
遠
征
熱
が
高
ま
つ
て
き
た
。
そ
の
中
に
あ
つ
て
常
に
新

し
い
も
の
を
求
め
て
精
進
し
て
い
く
喜
び
を
、
私
た
ち
は
内
地
の
し
か
も

北
ア
ル
プ
ス
の
黒
部
と
い
う
場
に
お
い
て
充
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
私
た

ち
は
部
員
、
特
に
中
堅
部
員
が
増
加
し
た
こ
と
を
考
え
に
い
れ
て
、
下
廊

下
横
断
と
い
う
初
め
の
計
画
を
捨
て
て
、
鳴
沢
出
合
を
通
過
す
る
大
沢
小

屋
か
ら
釧
岳
に
至
る
極
地
法
に
計
画
を
拡
大
し
た
。
こ
れ
は
鳴
沢
出
合
を

頂
点
と
考
え
る

「下
向
き
の
登
山
」
に

一
大
修
正
を
加
え
た
計
画
で
あ
つ

た
。
い
つ
の
間
に
か
鳴
沢
の
出
合
は
計
画
の
最
終
目
標
で
な
く
、
た
だ
製

に
行
く
ル
ー
ト
の
一
つ
の
院
路
に
過
ぎ
な
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
こ
れ
が

三
十
年
春
の
下
廊
下
横
断
計
画
で
、
私
た
ち
の
犯
し
た

一
番
大
き
な
誤
ち

だ
つ
た
。

と
も
か
く
、
こ
の
大
き
な
計
画
を
前
に
し
て
そ
の
年
の
冬
に
は
東
尾
根

（
註
７
）

か
ら
鹿
島
槍
に
登
つ
た
。
東
尾
根
は
部
と
し
て
開
拓
し
て
き
た
後
立
東
面

の
中
で
、
ま
だ
ト
レ
ー
ス
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
。

（註
７
）

昭
和
二
十
九
年
十
二
月
二
十
五
日
―
昭
和
三
十
年

一
月
五
日

東
尾
根
末
端
よ
り
取
付
き
、
Ｃ
Ｉ
、
Ｃ
Ⅱ
を
設
け
鹿
島
頂
上
に
Ｃ
Ⅲ

を
設
け
全
員
登
頂
し
た
。
計
画
と
し
て
の
Ｃ
Ⅲ
よ
り
五
竜

へ
の
ア
タ

ッ
ク
は
失
敗
に
帰
し
た
。
メ
ン
パ
ー
　
リ
ー
ダ
ー
坪
井
、
広
橋
、
三

枝
、
木
村
、
杢
中
、
鷺
沢
、
関
本
、
山
本

（追
）
、川
島

（Ｏ
Ｂ
）
。

第

一
回
　
下
廊
下
横
断

昭
和
三
十
年
二
月
、
大
沢
小
屋
を
基
点
と
し
た
創
へ
の
ポ
ー
ラ
ー
に
踏

（
註
８
）

み
出
し
た
。

（註
８
）

昭
和
三
十
年
二
月
十
六
日
―
四
月
六
日
、
大
沢
小
屋
を
Ｂ

・

Ｈ
と
し
、
新
越
尾
根
を
登
り
新
越
乗
越
に
Ｂ
Ｃ
、
鳴
沢
西
尾
根
に
Ｃ

Ｉ
、
Ｃ
Ｉ
を
設
け
、
黒
部
に
Ｃ
Ⅲ
を
設
け
た
が
、
小
さ
な
ス
リ
ッ
プ

事
故
の
た
め
燃
料
、
食
糧
の
紛
失
、
ま
た
吊
越
の
使
用
不
能
の
た
め

渡
河
出
来
ず
、
再
び
往
路
を
引
返
し
た
の
み
だ
つ
た
。
計
画
で
は
黒

部
か
ら
先
は
五
名
の
ア
タ
ッ
ク
隊
だ
け
で
内
蔵
之
助
平
に
Ｃ
Ⅳ
を
出

し
、
梯
子
谷
乗
越
、
長
次
郎
谷
を
経
て
釧
を
ア
タ
ッ
ク
す
る
予
定
で

サ
ポ
ー
ト
隊
は
黒
部
ま
で
で
下
山
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
た
。
メ
ン

パ
ー
　
リ
ー
ダ
ー
宍
戸
、
尾
藤
、
坪
井
、
木
村
、
西
川
、
三
枝
、東
、

山
本

（進
）
、
四
方
、
岡
田
、
寺
田
、
村
瀬
、
和
田
バ
内
ア
タ
ッ
ク
隊

宍
戸
、
尾
藤
、
坪
井
、
木
村
、
西
川
）
。

二
月
二
十
六
日
。
鳴
沢
西
尾
根

一
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
に
Ｃ
Ｉ
を

建
設
。
真
近
か
に
見
る
黒
部
別
山
、
そ
の
下
に
自
く
ひ
か
つ
て
、
岩
と
岩

と
の
間
を
噛
ん
で
流
れ
る
黒
部
に
眼
を
奪
わ
れ
た
。
創
は
樹
で
邪
魔
さ
れ

て
見
え
な
い
が
、
黒
部
別
山
の
黒
い
岩
壁
の
中
心
に
は
、
別
山
沢
が
雪
崩

の
跡
も
す
さ
ま
じ
く
姿
を
見
せ
、
そ
の
下
に
鳴
沢
小
沢
出
合
か
ら
別
山
沢
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出
合
に
か
け
て
の
下
廊
下
の
中
心
部
が
見
え
る
。
恐
ら
く
こ
こ
ほ
ど
下
廊

下
を

一
望
の
も
と
に
見
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
は
あ
る
ま
い
。
下
廊
下
に

は
別
山
沢
の
落
口
な
ど
数
力
所
に
ス
ノ
ー
・
プ
リ
ッ
ジ
が
か
か

つ
て
い

る
。
次
ぎ
の
年
は
一
面
に
雪
で
埋
つ
て
い
た
か
ら
、
下
廊
下
は
程
度
の
差

は
あ
つ
て
も
、
毎
年
ス
ノ
ー
・
プ
リ
ッ
ジ
が
出
来
る
も

の
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
反
対
側
に
見
え
る
猫
の
耳
も
、
西
洋
の
城
郭
を
思
わ
せ
る
、
強

く
印
象
に
残
る
岩
峯
で
あ
つ
た
。
こ
の
Ｃ
Ⅱ
か
ら
少
し
降
る
と

一
本
の
自

骨
樹
に
出
合
う
。
そ
れ
を
過
ぎ
る
と
馬
の
背
の
形
を
し
た
岩
が
あ
つ
て
、

こ
こ
か
ら
鳴
沢
右
岸
に
向
つ
て
、
急
斜
面
の
森
林
帯
を
降
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

私
た
ち
は
こ
の

「馬
の
背
」
を
末
端
の
岩
と
呼
ん
で
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に

し
た
。
こ
こ
か
ら
鳴
沢
ま
で
が
夏
、
秋
に
か
け
て
開
拓
し
た
下
降
ル
ー
ト

で
あ
る
。
こ
の
ル
ー
ト
は
傾
斜
が
急
な
上
に
苔
の
む
し
た
湿
つ
た
岩
、
腐

蝕
土
、
衡
つ
た
雪
が
混
つ
て
い
て
実
に
悪
い
。
そ
れ
に
地
形
が
複
雑
で
秋

に
鈍
目
は
つ
け
た
も
の
の
、
ち
よ
つ
と
油
断
す
る
と
す
ぐ
唯

一
の
下
降
ル

ー
ト
か
ら
は
ず
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
斜
面
は
降
る
に
従
つ
て
ル
ン
ゼ
を
な

し

（棒
沢
と
呼
称
）、
二
つ
の
滝
を
経
て
鳴
沢
大
滝
の
上
に
真
直
に
落
ち

て
行
く
。
は
じ
め
の
滝
を
右
手
に
さ
け
る
と
、
下
は
ス
リ
鉢
状
に
な
つ
て

い
た
。
こ
の
球
場
の
ス
タ
ン
ド
の
よ
う
な
岩
壁

（わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
甲

子
園
球
場
と
呼
ん
だ
）
の
上
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
、
私
た
ち
が
末
端
尾
根

と
呼
ん
だ
尾
根
に
た
ど
り
つ
い
た
。
こ
こ
か
ら
は
別
に
問
題
に
な
る
よ
う

な
と
こ
ろ
は
な
か
つ
た
。

「末
端
尾
根
」
を
降
り
鳴
沢
に
お
り
た
つ
た
。

あ
と
は
デ
プ
リ
を
こ
え
雪
崩
の
危
険
に
お
び
や
か
さ
れ
な
が
ら
も
、
簡
単

に
黒
部
の
落
口
に
着
く
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
こ
こ
で
私
た
ち
は
大
き
な
誤
算
の
あ
つ
た
こ
と
に
気
が
つ
い

た
。
そ
れ
は
秋
の
偵
察
行
で
吊
越
の
滑
車
を
た
ぐ
る
ザ
イ
ル
を
補
強
し
て

お
い
た
か
ら
、
滑
車
が
ど
ち
ら
側
に
あ
つ
て
も
、
補
強
し
た
ザ
イ
ル
を
操

作
し
て
、
た
ぐ
り
綱
が
も
し
切
れ
て
い
て
も
渡
れ
る
つ
も
り
で
い
た
。
し

か
し
現
実
は
滑
車
は
立
山
側
で
雪
の
中
に
堅
く
埋
れ
て
、
六
十
メ
ー
ト
ル

も
離
れ
た
後
立
側
に
あ
つ
て
は
何
も
す
る
す
べ
は
な
か
つ
た
。
天
ま
で
続

く
雪
の
壁
を
は
り
め
ぐ
ら
し
、
下
廊
下
は
文
字
通
り
井
戸
の
底
で
あ
つ

た
。
私
た
ち
が
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
六
十
メ
ー
ト
ル
は
、
周
囲
の

ス
ケ
ー
ル
に
く
ら
べ
て
余
り
に
も
小
さ
く
、　
一
飛
び
に
飛
ん
で
渡
れ
そ
う

だ
つ
た
。
だ
が
六
十
メ
ー
ト
ル
は
や
は
り
六
十
メ
ー
ト
ル
で
、
橋
を
か
け

た
り
、
渡
渉
し
た
り
何
も
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
六
十
メ
ー
ト

ル
だ
つ

た
。
眼
前
の
黒
部
は
私
た
ち
の
気
持
と
は
無
関
係
に
、
雪
の
中
を
澄
ん
だ

清
ら
か
な
水
を
流
し
て
い
た
。
重
い
足
を
ひ
き
ず
つ
て
再
び
鳴
沢
西
尾
根

を
新
越
乗
越
に
登
り
つ
く
と
、
創
は
雪
煙
を
舞
い
上
げ
て
、
そ
れ
は
滑
稽

な
眺
め
で
あ
つ
た
。

積雪期の黒部下廊下横断

し
か
し
、
私
た
ち
は
い
つ
ま
で
も
下
廊
下
に
ば
か
り
眼
を
と
め
て
い
た

わ
け
で
は
な
か
つ
た
。
新
し
く
は
い
つ
て
く
る
部
員
に
と
つ
て
、
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
偏
則
的
な
山
登
り
ば
か
り
と
い
う

こ
と

は
一
考
さ
せ
ら
れ

る
点
が
あ
つ
た
。
前
に
後
立
山
東
面
か
ら
穂
高
を
や
つ
て
き
た
よ
う
に
、
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一
人
一
人
の
部
員
も
こ
う
い
う
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
経
過
を
た
ど
つ
て
い

く
必
要
が
あ
つ
た
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
次
の
冬
山
計
画
と
し
て
南
ア
ル
プ

ス
の
北
岳
を
選
び
、
三
十
年
の
夏
は
そ
の
準
備
と
し
て
北
岳
合
宿
を
行

（註
９
）

つ
た
。

（註
９
）

昭
和
三
十
年
七
月
十
八
日
―
七
月
二
十
八
日
　
大
樺
沢
二
股

に
Ｂ
Ｃ
を
設
け
、
第

一
、
第
二
、
第
二
、
第
四
、
第
五
尾
根
、
中
央

稜
、
東
北
稜
と
北
岳
パ
ッ
ト
レ
ス
の
パ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ト
の

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
ト
レ
ー
ス
に
成
功
し
た
。
メ
ン
パ
ー
　
リ
ー
ダ

ー
木
村
、
宍
戸
、
山
本

（進
）
、西
川
、
辻
川
、
村
瀬
、岡
田
、
四
方
、

寺
田
、
高
木
、
山
田
、
樋
下
、
飯
田
、
大
井
、
河
合
、
松
木
、
大
村

（Ｏ
Ｂ
）
。

し
か
し
、
黒
部
を
中
心
と
し
た
山
登
り
は
、
依
然
と
し
て
部
の
中
心
間

（
註
１０
）

題
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な

か

つ
た
。
秋
に
は
再
び
二
名
の
部
員
を
出

し
、
滑
車
を
後
立
側
に
固
定
す
る
な
ど
補
強
し
、
下
廊
下
の
す
べ
て
を
翌

三
十
一
年
の
春
に
託
し
た
。

（註
１０
）

昭
和
三
十
年
十

一
月
二
日
―
十

一
月
六
日
　
メ
ン
パ
ー
　
関

本
、
三
枝
。

そ
の
冬
は
当
然
次
ぎ
に
考
え
ら
れ
る
上
廊
下
の
こ
と
を
考
え
、
蒲
田
川

（
註
ｎ
）

右
俣
か
ら
双
六
小
屋
に
は
い
つ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
稀
れ
な
悪
天
候
に

禍
い
さ
れ
、
わ
ず
か
に
笠
岳
、
鷲
羽
岳
の
往
復
を
行

つ
た
に
止
つ
た
。

（註
１１
）

昭
和
三
十
年
十
二
月
二
十
五
日
―
昭
和
三
十

一
年

一
月
十
五

日
　
双
六
小
屋
を
Ｂ
Ｈ
と
し
、
初
め
の
計
画
で
は
二
隊
の
ア
タ
ッ
ク

隊
を
出
し
、　
一
隊
は
雲
の
平
を
経
て
薬
師
を
、　
一
隊
は
赤
牛
岳
を
往

復
す
る
予
定
だ
つ
た
。
な
は
、
赤
牛
は
三
十
二
年
十
二
月
ょ
り
二
十

二
年

一
月
に
か
け
、
再
び
双
六
小
屋
を
Ｂ
Ｈ
と
し
、
往
復
に
成
功
し

た
∈

第
二
回
　
下
廊
下
横
断

三
十

一
年
春
、
私
た
ち
の
さ
さ
や
か
な
足
ど
り
に
輝
か
し
い
一
頁
を
加

え
る
幸
運
に
恵
ま
れ
た
。
今
回
は
前
も
つ
て
秋
の
う
ち
に
吊
越
の
滑
車
を

後
立
側
に
固
定
し
て
お
い
た
。
こ
れ
が
第

一
の
鍵
で
あ
つ
た
。
そ
れ
に
高

度
の
低
い
関
係
か
ら
、
常
に
衡
つ
た
雪
の
上
を
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
過
去
の
経
験
か
ら
私
た
ち
は
こ
れ
に
対
す
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
か
な
り

上
手
に
な
つ
て
き
て
い
た
。
こ
れ
は
目
に
は
見
え
な
い
が
、
計
画
を
進
め

て
い
く
上
に
ど
れ
だ
け
役
に
た
つ
た
か
わ
か
ら
な
い
。

私
た
ち
は
こ
こ
で
黒
部
の
雪
の
特
殊
性
に

つ
い
て
述
べ
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
第

一
は
積
雪
量
で
あ
る
。
三
千
メ
ー
ト
ル
の
山
々
に
囲
れ
た
下

廊
下
は
、
同
じ
位
の
高
度
に
あ
る
籠
川
谷
の
扇
沢
の
出
合
と
か
、
弥
陀
ガ

原
の
称
名
滝
附
近
に
比
較
し
て
、
実
に
数
倍
す
る
積
雪
が
あ
る
。
三
十
年

春
の
横
断
の
失
敗
は
、
こ
れ
を
計
算
に
入
れ
て
い
な
か
つ
た
た
め
に
、吊
越

の
滑
車
を
立
山
側
の
雪
の
中
に
埋
め
て
し
ま
う
失
敗
を
犯
し
た
。
第
二
の

点
は
多
量
の
雪
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
度
が
低
い
た
め
か
気
温
が
高
く
常

に
雪
が
奥
つ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
私
た
ち
は
こ
の
湿
つ
た
重
い
ズ
ク
ズ

ク
の
雪
に
常
に
不
愉
快
な
思
い
を
し
た
。
ま
た
こ
の
雪
は
樹
林
帯
、
陽
の

あ
た
る
場
所
、
北
斜
面
、
ラ
ビ
ー
ネ
ン
・
ツ
ー
ダ
と
、
そ
の
性
質
は
千
変

万
化
で
、　
一
様
に
歩
い
て
い
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
三
十
年
春
、
小
さ

な
ス
リ
ッ
プ
で
ザ

ッ
ク
を

一
つ
亡
く
し
て
し
ま
つ
た
こ
と
も
あ
つ
た
。
加
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積雪期の黒部下廊下横断

え
て
雪
崩
、
シ
ュ
ル
ン
ド
の
間
か
ら
顔
を
出
す
怒
濤
な
ど
、
積
雪
期
の
谷

歩
き
は
、
も
つ
と
も
デ
リ
ケ
ー
ト
な
神
経
と
同
時
に
、
最
も
ズ
太
い
神
経

が
要
求
さ
れ
た
。
そ
の
点
で
は
穂
高
や
北
岳
な
ど
よ
り
も
は
る
か
に
困
難

な
技
価
が
必
要
だ
つ
た
。
第
二
は
ク
ラ
ス
ト
の
時
間
で
あ
つ
た
。
こ
こ
で

は
夜
の
十
二
時
過
ぎ
か
ら
、
午
前
九
時
頃
ま
で
が
ク
ラ
ス
ト
し
て
い
る
。

日
没
と
と
も
に
ク
ラ
ス
ト
す
る
と
い
う
常
識
は
通
用
し
な
か
つ
た
。
し
た

が
つ
て
初
め
て
新
越
中
尾
根
の
Ａ

・
Ｃ
で
、
何
日
も
の
晴
天
続
き
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
日
没
後
に
雪
崩
の
音
を
聞
い
た
の
も
別
に
不
思
議
で
は
な
か

つ
た
。

へ
註
１２
）

と
も
か
く
二
月
二
十
日
、
再
び
鳴
沢
の
出
合
に
や
つ
て
来
た
。
以
下
は

（註
１３
）

ア
タ
ッ
ク
隊
の
記
録
で
あ
る
。

（註
１２
）

昭
和
三
十

一
年
二
月
二
十
日
―
四
月
五
日
　
大
沢
関
電
小
屋

Ｂ
Ｈ
、
新
越
乗
越
Ｃ
Ｉ
、
鳴
沢
尾
根
末
端
に
Ｃ
Ｉ
を
設
け
、
サ
ポ
ー

ト
隊
は
こ
こ
か
ら

ア
タ

ッ
ク
隊
の
下
廊
下
渡
河
を
助
け
て
撒
収
し

た
。
更
に
ア
タ
ッ
ク
隊
は
内
蔵
之
助
谷
出
合
、
内
蔵
之
助
源
頭
の
カ

ー
ル
よ
り
立
山
稜
線
に
出
て
越
中
に
越
え
た
。

メ
ン
パ
ー
　
リ
ー
ダ
ー
宍
戸
、
坪
井
、
西
川
、
岡
田
、
山
田
、
大

井
、　
一
山
、
田
島

（Ｏ
Ｂ
）
、広
橋

（Ｏ
Ｂ
）。

（註
１３
）

ア
タ
ッ
ク
隊
　
リ
ー
ダ
ー
、
宍
戸
、
西
川
、
岡
田
。

鳴
沢
西
尾
根
か
ら
見
る
景
色
は
前
年
と
少
し
も
変
り
は
な
か
つ
た
が
、

鳴
沢
出
合
の
状
態
は
す
つ
か
り
異
つ
て
い
た
。
対
岸
は
と
眺
め
れ
ば
水
面

か
ら
氷
雪
の
壁
が
オ
ー
パ
ー
ハ
ン
グ
状
に
切
り
た
つ
て
い
る
。
そ
の
高
さ

は
二
十
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
の
壁
の
上
か
ら
二
、
三
メ
ー
ト

ル
の
と
こ
ろ
に
私
た
ち
の
頼
り
と
す
る
吊
越
の
フ
イ
ヤ
ー
が
顔
を
の
ぞ
か

せ
て
い
る
。
し
か
し
私
た
ち
が
秋
に
補
強
し
た
た
ぐ
り
綱
は
、
見
る
も
無

漸
に
後
立
側
で
ス
パ
ッ
と
切
断
さ
れ
て
、
そ
の
端
は
奔
流
の
真
只
中
に
重

れ
さ
が
つ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
だ
が
滑
車
が
チ
ャ
ン
と
手
の
と
ど
く
と

こ
ろ
に
健
在
で
あ
る
の
が
何
よ
り
だ
。
早
速
予
備
に
携
行
し
て
来
た
補
助

ザ
イ
ル
六
十
メ
ー
ト
ル
を
出
し
、
坪
井
が
こ
れ
を

つ
け

て
渡
り
は
じ
め

る
。
落
ち
つ
い
て
も
う

一
度
対
岸
を
見
る
と
、
氷
壁
の
下
に
は
川
幅
い
つ

ば
い
に
な
つ
て
、
雪
融
け
の
濁
流
が
渦
を
巻
い
て
流
れ
て
い
る
。
昨
年
は

印
象
的
だ
つ
た
雪
帽
子
を
か
ぶ
つ
た
流
れ
の
中
央
の
岩
も
、
ザ
イ
ル
・
フ

ィ
ッ
ク
ス
を
し
て
水
汲
み
に
さ
え
降
り
ら
れ
た
河
原
も
、
す
つ
か
り
濁
流

に
か
く
さ
れ
て
い
る
。
更
に
は
氷
壁
に
黒
く
ベ
ッ
ト
リ
と
印
さ
れ
て
い
る

土
砂
の
具
合
か
ら
、　
一
時
の
物
凄
い
増
水
が
想
像
さ
れ
、
荒
々
し
い
自
然

の
威
力
に
今
更
な
が
ら
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。　
一
時
半
ト
ッ
プ
が
十
の
瞳

に
守
ら
れ
て
滑
車
を
た
ぐ
つ
て
い
く
。
立
山
側
が
や
や
低
く
な
つ
て
い
る

の
で
思
つ
た
よ
り
楽
に
進
ん
で
い
く
。
六
十
米
の
補
助
ザ
イ
ル
が
延
び
切

つ
た
と
き
に
、
両
岸
か
ら
万
歳
が
お
こ
る
。

吊
越
は
小
さ
な
滑
車
と
、
そ
れ
に
吊
り
下
げ
ら
れ
た
粗
末
な
止
り
木
か

ら
出
来
て
い
る
。
こ
れ
で
急
流
を
渡
る
の
だ
か
ら
決
し
て
良
い
心
持
ち
で

は
な
い
。
で
も

一
人
ず
つ
、
そ
れ
か
ら
リ
ュ
ッ
ク
を

一
個

一
個
と
渡
し
、

三
時
私
た
ち
は
濁
流
を
は
さ
ん
で
東
と
西
に
サ
ポ
ー
ト
隊
と
別
れ
た
。
つ

い
に
降
り
出
し
た
雨
に
ズ
ク
ズ
ク
に
濡
れ
た
ア
タ
ッ
ク
三
名
は
吊
越
点
を

後
に
し
た
。
濁
流
か
ら
灰
色
の
空
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
る
鳴
沢
の
壁
が
、

鳴
沢
の
左
岸
か
ら
下
流
へ
と
つ
づ
き
、
本
流
の
谷
が
転
ず
る
に
沿
つ
て
折
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積雪期の黒部下廊下横断

れ
込
ん
で
視
界
か
ら
去
つ
て
い
く
ｏ，
鳴
沢
の
右
手
は
黒
々
と
し
た
赤
沢
の

壁
が
根
元
に
雪
を
蓄
え
、
そ
れ
が
堤
と
な
つ
て
立
山
側
と
同
じ
よ
う
に
濁

流
に
つ
ヾ
く
。
そ
し
て
こ
の
壁
は
鳴
沢
左
岸
へ
と
移
つ
て
い
く
。
こ
こ
は

赤
沢
尾
根
に
鳴
沢
か
ら
登
る
僅
か
な
、
し
か
も
唯

一
の
可
能
性
の
あ
る
と

こ
ろ
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
取
り
つ
い
た
ら
例
の
不
安
定
な
雪

に
さ
ぞ
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

私
た
ち
は
本
流
左
岸
の
雪
の
急
斜
面
を
、
内
蔵
之
助
谷
出
合
を
目
指
し

て
ト
ラ
バ
ー
ス
を
開
始
し
た
。
雨
の
た
め
か
、
気
温
の
高
い
た
め
か
、
恐

ら
く
そ
の
両
方
の
た
め
だ
ろ
う
、
雪
は
水
を
タ
ッ
プ
リ
ふ
く
ん
で
重
い
。

ピ
ッ
ケ
ル
を
根
元
ま
で
突
き
さ
し
、
脚
を
前
に
出
す
と
足
く
び
と
膝
の
中

間
位
ま
で
も
ぐ
つ
て
、
ど
う
に
か
安
心
で
き
る
足
場
に
な
る
。
そ
れ
を
待

つ
て
反
対
側
の
脚
を
だ
す
。
下
が
切
り
た
つ
た
氷
壁
で
、
そ
の
下
は
折
り

か
ら
の
雨
で
水
か
さ
の
増
し
た
黒
部
で
あ
れ
ば
、
い
や
で
も
慎
重
に
な
ら

ざ
る
を
え
な
い
。
も
し
ス
リ
ッ
プ
す
れ
ば
逢
か
下
流
の
仙
人
ダ
ム
で
、
水

死
体
と
し
て
発
見
さ
れ
る
の
が
オ
チ
な
の
だ
か
ら
。
私
た
ち
は
も
つ
と
も

条
件
の
悪
い
と
き
に
通
過
し
て
い
る
の
だ
。
た
だ
、
す
ぐ
上
が
針
葉
樹
の

森
林
帯
で
あ
る
の
が
、
せ
め
て
も
の
慰
め
で
あ
つ
た
。
鳴
沢
の
出
合
か
ら

一
転
し
た
と
こ
ろ
に
平
坦
な
場
所
を
見
付
け
少
憩
。
こ
こ
に
リ
ュ
ッ
ク
を

置
き
空
身
で
ル
ー
ト
の
偵
察
。
そ
の
結
果
部
分
的
に
出
て
い
る
夏
道
を
発

見
、
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
し
て
雪
面
か
ら
草
付
き
を
倒
木
沿
い
に
取
り
つ
く
（半

ピ
ッ
チ
）。
更
に
一
ピ
ッ
チ
同
様
な
斜
面
を
降
り
、
今
度
は

シ
ュ
ル
ン
ド

の
中
を
進
ん
だ

（
ノ
ン
・
ザ
イ
ル
）。
こ
の
頃
か
ら

日
が
暮
れ
、　
一
層
行

動
に
困
難
の
度
が
増
し
て
来
た
。

し
か
し
、
ど
う
し
て
も
出
合
に
行
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
雨
で
融
け
た

り
、
く
ず
れ
た
り
す
る
雪
の
斜
面
は
、　
一
時
間
で
も
遅
け
れ
ば
遅
い
だ
け

通
り
に
く
く
な
る
。　
一
刻
も
早
く
通
り
抜
け
る
の
が
賢
明
だ
つ
た
。
最
後

に
濁
流
に
突
き
出
た
岩
壁
を
、西
川
の
電
灯
に
導
か
れ
て
ト
ラ
バ
ー
ス
（
一

ピ
ッ
チ
）、
よ
う
や
く
に
し
て
七
時
内
蔵
之
助
谷
出
合
に
つ
い
た
。

夏
な
ら
ば
桟
道
と
河
原
を
通
つ
て
、
た
つ
た
三
十
分
ば
か
り
の
行
程
を

正
味
三
時
間
も
費
し
て
し
ま
つ
た
。
雨
は
止
ん
だ
が
ビ
シ
ョ
ヌ
レ
の
私
た

ち
は
、
ふ
る
え
な
が
ら
ド
ー
ナ
ツ
を
食
べ
た
。
内
蔵
之
助
谷
の
左
岸
を
少

し
登
り
、
森
林
帯
の
最
下
端
の
一
抱
え
も
あ
る
よ
う
な
針
葉
樹
の
根
元
を

な
ら
し
て
テ
ン
ト
を
は
つ
た
。
急
斜
面
だ
が
雪
崩
に
は
絶
対
安
全
で
あ
る

と
い
う
自
信
は
あ
つ
た
が
、
や
は
り
気
分
的
に
快
適
な
テ
ン
ト
場
で
は
な

か
つ
た
。
そ
れ
で
も
ラ
ジ
ュ
ー
ス
が
快
調
な
音
を
た
て
て
、
湯
が
わ
く
頃

に
は
す
つ
か
り
元
気
も
回
復
し
、
胃
袋
が
満
足
す
る
頃
に
は
す
で
に
夜
中

の
一
時
に
な
つ
て
い
た
。

二
月
二
十

一
日

（曇
）

か
ね
て
の
計
画
通
り
明
朝
行
動
開
始
す
る
こ
と
に
し
て
、
日
中
は
テ
ン

ト
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
す
る
。
昨
年
も
、
今
年
も
鳴
沢
尾
根
を
行
動
中
に
毎
日
幾

度
と
な
く
雪
崩
れ
て
い
た
丸
山
の
大
岩
壁
が
、　
一
日
中
ず
つ
と
静
ま
り
か

え
つ
て
い
る
。
す
で
に
今
年
は
雪
崩
の
大
き
な
の
は
出
つ
く
し
た
よ
う

だ
。
し
か
し
丸
山
か
ら
出
て
い
る
デ
プ
リ
は
扇
状
に
拡
が
つ
て
右
岸
を
埋

め
つ
く
し
、
行
動
中
に
見
舞
れ
た
ら
絶
対
に
避
け
ら
れ
そ
う
に
な
い
。
夏
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道
は
右
岸
の
デ
プ
リ
の
下
に
あ
る
の
だ
が
、
こ
こ
は
か
な
り
は
つ
き
り
し

た
台
地
を
形
作
つ
て
い
る
。
夏
歩
い
た
と
き
に
は
プ
ッ
シ
ュ
に
邪
魔
さ
れ

て
わ
か
ら
な
か
つ
た
地
形
も
、
今
眼
前
に
し
つ
か
と
焼
き
つ
け
ら
れ
る
。

デ
プ
リ
は
扇
の
要
に
近
い
方
で
直
角
に
横
切
つ
た
方
が
安
全
だ
し
、
そ
れ

に
だ
い
い
ち
沢
通
し
よ
り
も
楽
そ
う
な
の
で
、
結
局
ほ
ぼ
夏
道
通
り
つ
ま

り
台
地
の
上
を
通
る
こ
と
に
決
め
た
。
岡
田
が
朝
食
用
に
コ
ー
ヒ
ー
を
テ

ル
モ
ス
に
つ
め
る
の
を
待
つ
て
午
後
四
時
就
寝
。

四
月

一
日

（曇
の
ち
雪
）

午
前
四
時
出
発
。
歩
い
て
い
る
間
に
、
東
の
方
新
越
乗
越
の
方
か
ら
空

が
自
み
出
し
て
来
た
。
今
や
所
を
か
え
て
後
立
の
稜
線
を
眺
め
て
い
る
の

だ
。
山
肌
は
樹
木
が

一
面
に
出
て
い
て
、
雪
山
の
す
ば
ら
し
さ
が
少
し
も

な
い
。
籠
川
谷
か
ら
見
る
と
ま
と
ま
つ
た
美
し
さ
を
見
せ
る
鳴
沢
岳
も
、

平
面
的
で
い
さ
さ
か
が

つ
か
り
す
る
。
た
だ
赤
沢
岳
が
猫
の
耳
を
中
心

に
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
雪
の
つ
い
た
岩
肌
を
見
せ
て
周
囲
を
圧
し
て
い

る
。
し
か
し
内
蔵
之
助
谷
と

い
う
と

こ
ろ
は
案
に
相
違
し
て
実
に
明
る

い
。
も
し
こ
れ
で
雪
崩
が
な
い
と
し
た
ら
、
私
た
ち
を
文
句
な
く
有
頂
天

に
さ
せ
て
し
ま
つ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
問
題
だ
つ
た
内
蔵
之
助
平
入
口

の
滝
も
九
分
通
り
埋
つ
て
い
て
簡
単
に
通
過
で
き
た
。
も
し
積
雪
が
少
く

て
埋
つ
て
な
く
て
も
、
右
岸
に
ル
ー
ト
を
と
れ
ば
容
易
に
通
過
で
き
る
と

信
ず
る
。
夏
道
が
本
流
か
ら
梯
子
谷
乗
越
へ
別
れ
る
あ
た
り
で
小
休
止
。

出
合
か
ら
た
つ
た

一
時
間
四
十
分
。
あ
ま
り
あ
つ
け
な
い
の
で
び
つ
く
り

す
る
。　

・
平
の
中

‥央
部
の
こ
の
あ
ｔ
り
は
針
礫

・
樹
、
岳
準
が
ぁ
る
。
ど
こ
を

向
い
て
も
雪
崩
の
危
険
は
全
然
考
え
ら
れ
な
い
が
、
特
に
丸
山
よ
り
が
テ

ン
ト
設
営
に
は
快
適
に
思
わ
れ
た
。
晴
れ
て
い
れ
ば
朝
日
が
さ
し
染
め
、

雪
面
が
ギ
ラ
ギ
ラ
と
輝
い
て
絶
好
の
景
色
を
展
開
さ
せ
る
だ
ろ
う
に
、
ど

ん
よ
り
曇
つ
た
空
に
は
望
む
べ
く
も
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
立
山
の
稜
線

か
ら
空
模
様
が
あ
や
し
く
な
つ
て
き
て
、
七
時
遂
に
風
と
と
も
に
雪
が
降

り
だ
し
て
き
た
。
稜
線
は
時
々
す
ご
い
風
の
音
を
さ
せ
吹
雪
い
て
い
る
よ

う
だ
。
幕
営
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
丸
山
の
西
三
二
八
一
メ
ー
ト
ル
の
三

角
点
か
ら
出
て
い
る
尾
根
を
ま
わ
つ
た
所
、
三
田
平
を
小
高
く
し
た
よ
う

な
台
地
の
上
で
あ
る
。

四
月
二
日

（快
晴
）

吹
雪
の
わ
り
に
気
温
が
高
く
、
テ
ン
ト
の
中
は
す
つ
か
り
水
び
た
し
に

な
つ
て
し
ま
つ
た
。
こ
ん
な
と
き
に
は
ナ
イ
ロ
ン
テ
ン
ト
ほ
ど
み
じ
め
な

も
の
は
な
い
。
つ
め
た
い
シ
ュ
ラ
ー
フ
の
中
で
朝
を
待
つ
た
。
し
か
し
お

蔭
で
待
望
の
朝
日
に
輝
く
内
蔵
之
助
平
と
、
後
立
を
見
る

こ
と
が

で
き

た
。
直
接
内
蔵
之
助
源
頭
の
カ
ー
ル
を
つ
め
二
時
半
稜
線
に
立
つ
。
弥
陀

ガ
原
に
は
天
狗
か
ら
室
堂
、　
一
の
越
と

一
筋
の
シ
ュ
プ
ー
ル
が
出
て
、
ス

キ
ー
ヤ
ー
が
春
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
い
る
ら
し
い
。
別
山
乗
越
に
は
川
島

先
輩
が
待
ち
う
け
て
い
た
。
堅
い
握
手
を
交
す
。

あ
　
と
　
が
　
き

こ
う
し
て
、
私
た
ち
は
下
廊
下
に
一
応
の
終
止
符
を
打
つ
こ
と
が
で
き

た
。
未
知
の
下
廊
下
に
あ
つ
て
、
か
な
り
系
統
だ
つ
た
偵
察
を
繰
り
返
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し
、
初
め
の
目
的
を
た
つ
し
た
。
三
十
年
ま
で
の
二
回
に
わ
た
る
失
敗
も

よ
く
考
え
て
み
る
と
、
そ
れ
は
み
な
二
十
一
年
の
教
訓
と

し
て
役
立
つ

た
。
人
の
や
つ
た
こ
と
の
な
い
こ
と
を
や
る
と
い
う
喜
び
は
、
私
た
ち
に

と
つ
て
当
然
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
は
決
し
て
私
た
ち
だ
け
の
力
で

は
な
い
。
日
本
山
岳
界
の
伝
統
を
基
礎
と
し
た
大
き
な
流
れ
の
一
里
塚
に

過
ぎ
な
い
。
三
十
二
年
五
月
、
私
た
ち
は
今
度
は
猫
の
耳
登
攀
の
た
め
に

再
び
下
廊
下
に
は
い
つ
た
。
し
か
し
最
早
三
十
年
春
の
よ
う
な
私
た
ち
だ

け
の
下
廊
下
で
は
な
く
な
つ
て
い
た
。
ダ
ム
エ
事
の
発
破
の
音
、
そ
れ
を

知
ら
せ
る
サ
イ
レ
ン
が
谷
か
ら
谷
へ
一
日
中
響
き
わ
た
つ
て
い
た
。
新
聞

紙
上
な
ど
で
知
つ
て
は
い
た
も
の
の
、
変
り
つ
つ
あ
る
黒
部
に
驚
異
の
眼

を
み
は
つ
た
。
感
傷
的
な
言
葉
を
も
つ
て
す
る
な
ら
ば
、
私
た
ち
の
記
録

も
過
去
の
黒
部
を
象
徴
す
る
も
の
と
な
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。

積雪期の黒部下廊下横断
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高
頭
君

の
想

い
出

明
治
三
八
年

（西
暦

一
九
〇
五
）
七
月
中
旬
頃
で
あ
つ
た
ろ
う
か
、
梅

沢
親
光
君
か
ら
の
連
絡
で
高
野
鷹
蔵
君
、
市
河
三
喜
君
と
一
緒
に
、
本
郷

西
片
町
の
高
頭
君
の
寓
居
を
訪
う
こ
と
と
な
つ
た
。
暑
い
晴
れ
た
日
の
午

後
、
近
所
の
家
か
ら
ね
む
そ
う
な
琴
の
音
が
響
い
て
い
た
。

用
向
き
は
山
岳
会
設
立
の
件
で
、
そ
の
数
日
前
、
七
日
の
朝

一
〇
時
に

高
野
、
梅
沢
、
河
田
の
三
君
が
、
小
島
鳥
水
君
の
紹
介
状
を
持
つ
て
訪
間

し
た
そ
の
相
談
の
続
き
と
い
う
訳
で
あ
つ
た
。
七
日
は
丁
度
私
が
尾
瀬
探

検
旅
行
の
最
中
で
、
こ
れ
に
参
加
出
来
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
以
来
同
じ
用
件
で
こ
れ
等
の
人
々
と
高
頭
君
と
の
間
で
会
合
が
行

わ
れ
、
又
手
紙
の
往
復
も
度
々
あ
つ
た
こ
と
は
申
す
迄
も
な
い
。
最
後
の

会
合
は
そ
の
年
の
一
〇
月

一
四
日
の
午
後
、
飯
田
河
岸
に
あ
つ
た
富
士
見

楼

（今
は
な
い
）
の
楼
上
で
、
高
頭
、
小
島
、
城
数
馬
、
高
野
、
梅
沢
、

河
田
の
諸
君
と
私
と
が
集
つ
て
行
い
、
山
岳
会
設
立
が
確
定
し
た
の
で
あ

つ
た
。

山
岳
会
の
最
初
の
事
務
所
は
、
西
片
町
一
〇
番
地
に
の
二
九
の
高
頭
君

の
寓
居
に
少
時
置
い
た
が
、
直
に
日
本
橋
区
室
町
三
丁
目
の
城
数
馬
氏
の

事
務
所
に
移
つ
た
。
但
し
こ
こ
は
城
氏
の
事
務
所
で
あ
つ
て
氏
の
住
宅
は

本
所
に
あ
つ
た
の
だ
か
ら
、郵
便
物
等
の
整
理
は
書
生
君
が
あ
た
り
、そ
れ

を
折
々
吾
々
が
監
督
に
行
く
こ
と
に
な
つ
て
い
た
が
、
中
々
実
行
出
来
な

い
の
で
、
と
か
く
物
議
の
種
と
な
つ
て
い
た
。
あ
る
日
の
早
朝
、
高
頭
君

が
城
氏
が
て
つ
き
り
こ
こ
に
起
居
し
て
い
る
も
の
と
思
い
込
み
、
突
然
訪

間
し
た
処
が
未
だ
お
休
み
で
す
と
い
わ
れ
た
の
で
、
時
間
を
潰
す
た
め
に

近
所
の
絵
草
紙
屋
に
行
つ
て
か
ら
再
び
訪
問
し
た
処
が
、
唯
今
お
出
掛
け

に
な
り
ま
し
た
と
い
わ
れ
て
遂
に
目
的
を
果
す
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
こ

と
も
あ
る
。

高
頭
君
は
東
京
の
寓
居
と
郷
里
の
新
潟
県
三
島
郡
深
才
村
深
沢
の
本
宅

と
を
、
年
数
回
往
復
し
て
居
ら
れ
た
の
で
始
終
面
会
す
る
機
会
は
な
か
つ

た
が
、
東
京
に
滞
在
申
は
い
つ
も
接
触
を
保
つ
よ
う
に
努
め
ら
れ
た
。
私

の
宅
で
も
屡
々
幹
部
の
会
合
が
行
わ
れ
た
の
で
、
在
京
中
な
ら
必
ず
出
席

さ
れ
た
。
だ
が
大
抵
の
場
合
、
進
ん
で
意
見
を
吐
露
さ
れ

る

こ
と
は
少

く
、
他
の
者
達
の
議
論
に
耳
を
傾
け
、
そ
れ
が
不
合
理
な
こ
と
で
な
い
限

り
異
議
は
滅
多
に
申
立
て
ら
れ
な
か
つ
た
。

山
岳
会
が
明
治
三
八
年
の
秋

一
〇
月
に
結
成
さ
れ
た
こ
と
に
間
違
は
な

い
が
、
登
山
趣
味
の
低
調
で
あ
つ
た
当
時
の
事
と
て
、
第

一
ど
の
位
の
会

員
が
集
ま
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
大
き
な
疑
間
が
あ
つ
た
。
花
々
し
い
発
会

式
を
挙
げ
た
と
こ
ろ
で
反
応
が
あ
る
か
ど
う
か
も
疑
わ
し
い
。
そ
ん
な
訳

で
、
七
人
の
発
起
人
は
、
夫
々
の
知
己
関
係
を
訪
ね
て
入
会
勧
誘
に
全
力

を
尽
し
た
。
高
頭
君
は
郷
里
の
親
戚
、
配
下
の
人
達
を
、
そ
れ
こ
そ
片
端

｀
白

烈Lユ

悼
|
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か
ら
入
会
さ
せ
て
会
員
獲
得
に
奔
走
さ
れ
た
の
は
申
す
迄
も
な
く
、
そ
の

点
で
は
、
私
達
な
ど
遠
く
及
ぶ
と
こ
ろ
で
な
か
つ
た
。
そ
ん
な
訳
で
、
こ

の
年
は
会
の
準
備
行
動
で
暮
れ
て
し
ま
つ
た
。
殊
に
雑
誌
の
発
刊
は
、
翌

春
か
ら
の
方
が
宜
し
い
と
決
し
た
の
で
、
原
稿
の
依
頼
も
怠
ら
な
か
つ
た

こ
と
論
を
侯
た
な

い
。
こ
の
点
で
も
、
『日
本
山
嶽
志
』
編
纂
の
こ
と
か

ら
、
多
数
の
名
士
や
学
者
を
知
己
に
持
つ
て
居
た
高
頭
君
の
努
力
は
中
々

有
効
で
あ
つ
た
。
そ
の
頃
は
各
発
起
人
が
毎
号

一
定
の
責
任
枚
数
を
、
自

分
で
書
く
か
又
は
他
に
依
頼
し
て
集
め
る
と
い
う
内
規
が
あ
つ
た
。

そ
れ
で
も
原
稿
は
相
当
精
選
し
た
も
の
で
、
編
集
会
議
に
か
け
て
協
議

の
末
、
纏
め
て
か
ら
印
刷
所
に
廻
し
た
。
と
こ
ろ
が
第
二
号
の
編
集
会
議

が
済
ん
だ
後
、
城
氏
が
独
断
で
富
士
紀
行
と
い
う
余
り
香
ば
し
か
ら
ぬ
一

文
を
加
え
た
の
で
、
と
か
く
規
則
を
楯
に
吾
々
若
輩
を
叱
り
飛
し
て
い
た

城
氏
の
行
動
と
し
て
、
面
白
く
な
い
と
非
難
の
声
が
高
ま
つ
た
の
で
、
穏

便
主
義
の
高
頭
君
は
大
分
心
を
苦
し
め
ら
れ
た
よ
う

で
あ

る
。
私
な
ど

『山
岳
』
に
載
せ
る
筈
で
あ
つ
た

「富
士
山
を
越
ゆ
る
の
記
」
を
、

『博

物
之
友
』
の
方
に
廻
し
て
し
ま
つ
た
の
も
、
そ
ん
な
訳
か
ら
で
あ
つ
た
。

高
頭
君
は
生
来
虚
弱
な
質
で
、
若
い
頃
は
余
り
山
に
登
ら
れ
な
か
つ
た
。

そ
れ
で
あ
の

『
日
本
山
嶽
志
』
の
大
著
が
成
つ
た
訳
で
あ
る
。
暇
さ
え
あ

れ
ば
、
イ
ヤ
無
い
暇
を
無
理
に
こ
し
ら
え
て
山
へ
行
つ
て
許
り
居
た
の
で

は
、
坐
つ
て
万
巻
の
書
を
渉
猟
す
る
こ
と
は
到
底
不
可
能
だ
か
ら
、
登
山

紀
行
を
筆
に
す
る
こ
と
す
ら
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
れ
で
も
山
岳
会
が
出
来
、
そ
の
反
響
も
意
外
に
多
か
つ
た
の
に
気
を

よ
く
し
た
の
も
手
伝
つ
て
か
、
又
一
方
仲
間
が
盛
に
諸
方
の
山
に
出
掛
け

る
や
ら
、
小
島
君
あ
た
り
が
二
た
言
目
に
は
日
本
ア
ル
プ
ス
を
吹
き
ま
く

る
の
に
た
ま
り
か
ね
て
か
、
明
治
二
九
年
八
月
に
は
志
村
寛
氏
を
帯
同
し

て
大
蓮
華
山
、
針
ノ
木
峠
、
立
山
を
筆
頭
に
、有
明
山
、燕
岳
、
大
天
丼
、

槍
ガ
岳
か
ら
木
曾
の
御
岳
と
駒
ガ
岳
を
跛
渉
し
、
更
に
日
本
ア
ル
プ
ス
の

諸
峯
と
そ
の
登
路
を
研
究
し
て
、
之
を

『山
岳
』
誌
上
に
発
表
さ
れ
た
り

し
た
。

越
え
て
四
一
年
の
七
月
に
は
、
小
島
君
達
と
鰍
沢
か
ら
七
ツ
峠
を
越
え

て
西
山
温
泉
に
泊
り
、
そ
こ
か
ら
自
萩
山
に
登
り
駿
州
東
俣
を
湖
つ
て
農

鳥
岳
を
登
つ
て
三
角
点
下
に
露
営
、
翌
日
間
ノ
岳
、
北
岳
を
極
め
て
能
呂

川
の
上
流
に
下
り
、
更
に
地
蔵
、
鳳
凰
を
攀
じ
て
青
木
鉱
泉
に
泊
り
、
最

後
に
時
又
か
ら
天
龍
川
を
下
つ
て
浜
松
に
出
ら
れ
た
。
こ
れ
で
南
ア
ル

プ
ス
の
一
部
に
足
を
入
れ
ら
れ
た
訳
だ
が
、
翌
四
二
年
七
月
下
旬
に
は
、

小
島
鳥
水
、
高
野
鷹
蔵
、
中
村
清
太
郎
、
三
枝
威
之
助
の
諸
氏
と
共
に
、

茨
木
猪
之
吉
氏
と
下
僕
の
渡
辺
権

一
氏
を
伴
い
、
西
山
温
泉
か
ら
下
湯
島

に
出
で
新
沢
峠
を
こ
え
て
田
代
川
の
上
流
に
入
り
、
小
西
俣
を
湖
つ
て
悪

沢
岳
、
魚
無
河
内
岳
、
西
河
内
岳
を
経
て
赤
石
岳
に
登
り
、
小
渋
川
を
下

つ
て
大
河
原
に
出
る

一
〇
日
間
の
大
旅
行
を
敢
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ

の
時
の
観
察
を
基
と
し
測
量
部
で
引
写
し
て
来
た
網
図
を
参
照
し
て
、

「自
峯
山
脈
臆
測
図
」
を
製
し
、

『山
岳
』
第
五
年
第
二
号
に
付
録
と
し

て
添
付
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
そ

の
後
発
表
さ
れ
た

「自
峯
三
山
に
就
い

て
」
（第
七
年
）
と

「自
峯
三
山
に
就
い
て
の
異
議
を
読
む
」
（第
九
年
）



は
、
引
用
該
博
、
高
頭
君
の
面
白
躍
如
た
る
も
の
が
あ
り
、
感
情
論
を
携

げ
て
立
つ
た
鳥
水
君
も
た
ち
た
ち
の
態
で
あ
る
。

高
頭
君
の
登
山
熱
は
熾
烈
を
加
え
、　
一
万
尺
の
山
を
一
〇
座
登
つ
て
以

来
、
戯
に

「十
万
尺
」
と
号
す
る
な
ど
気
焔
は
当
る
べ
か
ら
ず
で
、
そ
の

後
足
を
北
ア
ル
プ
ス
に
向
け
、
小
島
君
や
高
野
君
と
嘉
門
治
を
案
内
と
し

て
上
河
内
か
ら
槍
に
登
り
、
西
鎌
尾
根
を
通
つ
て
双
六
、
鷲
羽
、
黒
岳
、

薬
師
を
経
て
有
峯
に
下
つ
て
船
津
に
出
る
旅
行
を
さ
れ
た
り
し
た
。

山
岳
会
設
立
後

一
〇
年
を
経
た
大
正
四
年
の
七
月
中
旬
、
十
数
年
来
登

廣
の
た
め
の
資
料
を
調
え
て
居
ら
れ
た
平
ガ
岳

（土
名
は
本
来
平
岳
で
あ

つ
た
の
を
、
紀
行
発
表
の
折
に
高
頭
君
が
「平
ガ
岳
」
と
さ
れ
た
の
だ
と
同

君
か
ら
聞
い
た
）
登
山
の
た
め
、
小
出
町

（本
来
は
小
出
島
と
呼
ば
れ
、

そ
の
方
が
地
勢
上
適
切
で
あ
る
）
か
ら
大
湯
を
経
て
橡
尾
又
に
一
泊
、
そ

の
翌
日
枝
折
峠
を
越
え
て
足
を
銀
山
平
に
入
れ
、
三
日
目
に
は
只
見
川
に

沿
う
て
上
り
不
動
瀑
の
上
で
露
営
、
翌
日
は
自
沢
を
湖
り
や
が
て
平
岳
沢

と
の
出
合
に
達
し
て
か
ら
、
こ
の
両
渓
流
の
間
の
尾
根
を
、
筆
紙
に
尽
し

難
い
困
難
に
打
ち
克
つ
て
登
り
、
夕
刻
迄
に
平
が
岳
頂
上
の
一
端
に
達
し

て
露
営
、
翌
朝
七
時
五
分
遂
に
絶
頂
の
三
角
点
に
達
す
る

こ
と

が
出
来

た
。
七
月

一
八
日
の
事
に
属
す
る
。

こ
れ
は
同
君
が
独
力
で
、
登
山
家
が
未
だ
足
跡
を
印
す
る
こ
と
の
な
か

つ
た
山
に
登
つ
た
記
念
す
べ
き
出
来
事
で
、
同
君
と
し
て
は
空
前
で
あ
り

そ
し
て
恐
ら
く
は
絶
後
で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
紀
行

（『山
岳
』
第
十
年
第

二
号
）
の
末
尾
に
書
い
て
居
ら
れ
る
。
同
君
二
九
才
の
時
で
あ
る
。

越
後
の
旦
那
様
と
い
え
ば
、
大
抵
は
花
鳥
風
月
を
共
と
す
る
こ
と
は
あ

つ
て
も
、
斯
様
な
困
難
に
耐
え
て
人
跡
稀
な
山
岳
の
探
検
に
従
事
す
る
こ

と
な
ど
、
普
通
に
は
考
え
ら
れ
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
熱
意
と
頑
張
り
と
に
は
全
く
敬
服
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
私
は
昭
和

一
七
年
の
夏
八
月
、
当
時
女
学
生
で
あ
つ
た
娘
達
を
連
れ
て
苗
場
山
に
出

掛
け
た
こ
と
が
あ
る
。
夜
行
列
車
を
利
用
し
、
湯
沢
か
ら
徒
歩
で
芝
原
峠

を
越
え
て
八
木
沢
に
下
り
、
鉢
巻
峠
を
経
て
水
電
小
屋
あ
た
り
ま
で
行
つ

た
頃
か
ら
雨
に
降
ら
れ
、
遂
に
ズ
プ
濡
れ
に
な
つ
て
和
田
小
屋
に
着
い
た

が
、
そ
れ
か
ら
三
日
三
晩
降
り
続
く
豪
雨
に
ひ
し
が
れ
て
、　
一
歩
も
外
に

出
ら
れ
な
か
つ
た
。
そ
の
三
日
目
に
、
頂
上
か
ら
単
衣

一
枚
で
濡
れ
鼠
よ

り
も
更
に
ひ
ど
い
有
様
で
、
小
屋
に
駈
け
込
ん
で
来
た
人
が
あ
つ
た
。
驚

い
て
入
口
に
出
て
見
れ
ば
、
な
ん
と
そ
れ
は
高
頭
君
で
は
な
い
か
。
当
然

小
屋
に
上
つ
て
衣
服
を
か
え
、
ス
ト
ー
プ
に
暖
を
と

る

の
か
と
思
い
き

や
、　
一
と
休
み
し
た
か
と
見
る
間
も
な
く
、
そ
の
雨
の
中
を
麓
を
さ
し
て

走
り
下
つ
て
行
つ
た
同
君
を
見
て
、　
一
同
唖
然
と
し
た
こ
と
で
あ
つ
た
。

こ
の
勇
気
が
あ
つ
た
れ
ば
こ
そ
、
平
ガ
岳
の
初
登
山
の
成
功
も
あ
つ
た
も

の
と
感
じ
入
つ
た
次
第
で
あ
る
。

一
九
〇
七
年
以
後

一
〇
年
間
東
京
を
離
れ
て
い
た
私
は
、
会
の
方
と
も

御
疎
遠
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
高
頭
君
と
の
接
触
も
な
く
な
つ
た
が
、
大

正
六
年
頃
か
ら
再
び
密
接
な
関
係
が
生
じ
た
。
殊
に
高
頭
君
が

『太
陽
暦

年
表
』
の
編
纂
を
始
め
ら
れ
て
か
ら
は
、
資
料
や
参
考
書
の
提
出
、
最
後

に
は
校
正
の
御
手
伝
を
し
た
の
で
、
そ
の
頃
同
君
の
仮
寓
で
あ
つ
た
牛
込

(148)



追 悼

へ
は
、
三
日
に
上
げ
ず
と
い
う
程
の
往
復
が
あ
つ
た
。

一
方
、
大
正
八
年

の
秋
に
は
山
岳
会
の
事
務
所
が
私
の
家
に
移
り
、
翌
年
の
秋
ま
で
会
務
の

整
理
と
雑
誌
の
発
行
に
全
力
を
傾
倒
し
た
関
係
で
、
高
頭
君
と
は
頻
繁
な

往
来
が
あ
つ
た
。

高
頭
君
と
会
つ
た
最
後
は
、
去
る
昭
和
二
九
年
五
月
、
魚
沼
駒
ガ
岳
の

麓
の
大
湯
で
、
小
出
山
の
会
の
催
し
の
あ
つ
た
時
で
あ
る
。
令
閏
に
付
添

わ
れ
て
の
同
君
は
、
存
外
元
気
で
昔
話
に
興
じ
、
記
念
写
真
の
撮
影
の
時

な
ど
、
大
し
て
危
げ
も
な
く
歩
行
が
出
来
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。

旧
友
と
久
し
振
り
に
会
し
、
山
談
に
打
ち
興
じ
る

こ
と

の
出
来
た
の

は
、
同
君
に
と
つ
て
は
思
い
も
掛
け
ぬ
喜
び
で
あ
つ
た
に
相
違
な
い
。
五

月
四
日
付
で
私
の
所
に
次
の
文
面
の
御
手
紙
が
来
た
。
こ
れ
が
私
が
受
取

つ
た
最
後
の
書
簡
と
な
つ
た
。

謹
啓

今
度
は
小
出
山
の
会
の
御
催
し
に
て
久
々
に
て
御
拝
顔
を
得
誠
に
御
珍

ら
し
く
十
年
以
上
の
長
寿
を
受
け
た
る
事
は
実
際
と
存
じ
有
り
難
く
御

礼
を
申
上
ま
す
る
。
御
別
れ
申
上
た
る
翌
日
槙
君
と
村
井
女
史
御
同
伴

に
て
御
訪
間
下
さ
れ
午
後
三
時
頃
に
御
別
れ
申
上
候
　
末
筆
乍
ら
愚
妻

よ
り
も
大
湯
に
て
失
礼
を
申
上
候
事
を
呉
々
御
詑
び
申
上
候
呉
れ
と
の

事
に
御
座
い
ま
す
る

先
は
御
身
体
御
大
事
に
下
さ
る
事
を
御
祈
り
申
上
ま
す
る
　
匁
々
不
備

昭
和
二
十
九
年
五
月
四
日

北
越
長
岡
市
深
沢
町

一
丁
目

高
頭
仁
兵
衛

拝

武
田
岳
兄

尊
下

（武
田
久
吉
）

高
頭
仁
兵
衛
翁
と
越
後
支
部

名
誉
会
員
高
頭
仁
兵
衛
翁
は
昭
和
三
十
三
年
四
月

六
日
午
後
六
時
示

寂
、
大
音
院
釈
長
光
位
。
新
潟
県
長
岡
市
深
沢
町

一
丁
目
の
自
宅
か
ら
、

同
町
大
滝
山
正
林
寺
の
お
墓
所

へ
う
つ
ら
れ
た
。

『
日
本
山
嶽
志
』
の
発
行
以
来
、
日
本
山
岳
会
が
高
頭
翁
と
表
裏

一
体

と
い
う
親
密
な
関
係
で
発
展
し
て
き
た
こ
と
や
、
探
検
的
先
駆
登
山
の
数

数
な
ど
、
翁
の
最
も
華
々
し
い
時
代
に
つ
い
て
は
、
翁
な
ら
び
に
翁
と
苦

楽
を
共
に
さ
れ
た
発
起
人
達
の
発
表
に
よ
つ
て
の
み
知
り
、
そ
の
高
き
を

仰
ぐ
だ
け
で
面
識
す
ら
な
か
つ
た
わ
れ
わ
れ
越
後
の
会
員
は
、
翁
が
新
潟

へ
御
帰
郷
以
前
の
こ
と
を
記
す
資
格
は
全
く
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
郷
里

に
お
け
る
晩
年
の
こ
と
ど
も
の
み
を
も
つ
て
追
悼
と
し
た
い
。

翁
の
御
帰
郷
は
昭
和
十
八
年
十
月
二
日
で
、
其
年
の
一
月
十
八
日
に
名

誉
会
員
大
平
晟
先
生
が
長
逝
さ
れ
て
い
る
。
終
戦
の
年
も
暮
れ
て
翌
二
十
　
＞

一
年
二
月
五
日
に
塚
本
繁
松
主
事
が
、
本
県
の
岩
船
郡
保
内
村
の
疎
開
先
　
１４９

か
ら
会
報
の
復
刊
第

一
号
で
あ
る

一
三
二
号
を

『山
』
の
タ
イ
ト
ル
で
出
　
く



版
し
た
い
と
、
藁
で
も
つ
か
む
気
持
ち
で
新
潟
市
を
訪
れ
て
き
た
。
市
は

戦
災
を
蒙
ら
な
か
つ
た
が
、物
の
無
い
の
は
何
処
と
も
同
じ
で
あ
つ
た
が
、

一
三
二

◆
一
三
四
・
一
二
五
号
と
出
る
間
、
前
後
約
四
十
泊
を
私
の
家
で

過
し
た
。
こ
の
間
の
事
情
は

「塚
本
繁
松
氏
の
追
悼
」
に
ま
と
め
て
前
に

「山
岳
」
編
集
委
員

へ
屈
け
た
が
未
発
表
に
な
つ
て
い
る
。

古
い
歴
史
の
関
西
支
部
は
別
と
し
て
、
戦
後
各
県
単
位
に
組
織
さ
れ
た

日
本
山
岳
会
支
部
の
最
初
に
、
越
後
支
部
が
創
立
し
た
の
は
、
こ
の
機
縁

で
結
ば
れ
た
塚
本
主
事
と
高
頭
翁
を
二
大
支
柱
と
し
て
誕
生
し
た
の
で
あ

つ
て
、
塚
本
主
事
か
ら
高
頭
翁
の
御
帰
郷
さ
れ
て
い
る
の
も
初
め
て
知
つ

た
の
で
あ
る
。
も
つ
と
も

一
〇
三
二
番
で
比
較
的
古
い
会
員
で
あ
る
私

は
、
昭
和
十
年
の
大
平
晟
先
生
の
寿
像
除
幕
式
の
時
苗
場
山
で
お
目
に
か

か
つ
て
い
る
。
先
生
の
御
誕
生
日
に
あ
た
る
七
月
二
十
七
日
の
前
夜
、
慈

恵
ヒ
ュ
ッ
テ
に
浴
衣
が
け
で
登
ら
れ
た
翁
は
、
先
生
々
々
と
お
側
を
離
れ

ず
接
待
さ
れ
、
師
弟
の
情
愛
の
深
さ
に
皆
も
頭
が
下
る
思
い
で
あ
つ
た
。

小
肥
り
の
短
躯
、
血
色
の
よ
い
童
顔
、
明
る
く
軽
ろ
や
か
な
早
口
だ
が
低

い
声
の
印
象
な
ど
で
、
そ
の
夜
の
話
の
内
容
な
ど
今
は
覚
え
て
い
な
い
。

と
い
う
の
は
、
寿
像
建
設
の
発
起
人
の
一
人
と
し
て
無
理
し
て
出
席
し
た

の
で
、
夜
も
遅
く
着
い
て
挨
拶
だ
け
済
し
て
、
翌
早
朝
に
挙
式
を
失
礼
し

て
富
山
の
会
員
石
黒
清
蔵
氏
と
初
め
て
の
谷
川
岳
に
心
躍
ら
せ
て
一
足
先

に
出
発
し
、
苗
場
山
頂
よ
り
赤
湯
コ
ー
ス
ヘ
向
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

県
下
の
山
岳
界
の
機
も
熟
し
た
の
で
、
昭
和
二
十

一
年
十
二
月
五
日
、

高
頭
翁
の
邸
に
新
潟

。
長
岡

・
村
松
な
ど
の
代
表
者
七
名
が
集
り
、
県
下

の
山
岳
会
の
統
合
組
織
を
日
本
山
岳
会
の
名
に
お
い
て
再
建
し
よ
う
と
協

議
し
て
、
翁
を
顧
間
に

い
た
だ
き
日
本
山
岳
会
越
後
支
部
の
結
成
と
な
　
・５０

り
、
直
ち
に
新
潟
県
体
育
協
会
に
加
盟
し
、
県
下
市
町
村
単
位
の
山
岳
会
　
く

の
再
組
織
、
学
生
登
山
の
指
導
と
着
々
強
力
な
運
動
を
展
開
し
た
。

日
本
山
岳
会
越
後
支
部
創
立
総
会
は
二
十
二
年
六
月
二
十
八
、
九
日
苗

場
山
に
開
催
さ
れ
、
本
部
講
師
に
冠
松
次
郎
翁
、
支
部
講
師
に
高
頭
翁
を

迎
え
、
残
雪
深
い
苗
場
山
は
大
い
に
賑
つ
た
。
続
い
て
秋
の
臨
時
総
会
は

長
岡
市
郊
外
鋸
山
の
津
上
ヒ
ュ
ッ
テ
に
再
び
翁
の
御
出
席
を
得
た
。

高
頭
翁
の
年
齢
と
わ
れ
わ
れ
と
の
間
に
は
三
十
余
年
の
開
き
が
あ
る
。

そ
の
中
間
層
に
居
て
翁
の
東
京
生
活
を
知
り
、
わ
れ
わ
れ
の
年
代
と
経
歴

を
理
解
し
て
両
者
間
の
空
白
を
継
い
で
く
れ
る
会
員
が
い
な
か
つ
た
こ
と

は
、
極
め
て
遺
憾
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
強
い
て
求
め
れ
ば
長
岡
市
の
会
員

松
本
喜
之
七
氏
で
あ
つ
た
が
、
そ
れ
も
戦
死
し
て
帰
ら
ぬ
人
で
あ
つ
た
。

供
人
と
し
て
翁
の
起
居
を
よ
く
知
つ
て
い
る
渡
辺
権

一
さ
ん

。
谷
内
田
寅

吉
さ
ん
も
お
つ
た
が
、
御
本
人
の
お
ら
れ
る
前
に
と
思
う
中
に
権

一
さ
ん

は
亡
く
な
ら
れ
、
音
の
四
方
山
話
を
聴
く
機
会
は
無
く
な
つ
た
。
お
邸
の

構
い
に
威
圧
さ
れ
た
わ
れ
わ
れ
は
、
翁
が
端
座
を

い
さ
さ

か
も
崩
さ
れ

ず
、
僅
か
に
上
体
を
小
さ
く
動
し
つ
つ
ハ
イ
ハ
イ
と
御
返
事
な
さ
れ
る
の

が
、
寡
黙
謹
厳
型
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
御
同
席
の
奥
様
は
さ
ら
に
静
か

に
お
く
ゆ
か
し
く
、
そ
れ
が
お
二
人
の
も
つ
と
も
自
然
に
身
に
つ
い
た
態

度
で
あ
る
と
解
れ
ば
解
る
ほ
ど
、
こ
ち
ら
が
独
り
相
撲
か
猿
芝
居
み
た
い

に
思
わ
れ
、
初
め
の
意
気
込
み
は
何
処
へ
や
ら
、
ふ
わ
―
と
ぼ
や
―
と
温



悼追

い
も
の
に
包
れ
た
ま
ま
不
得
要
領
の
気
持
ち
に
な
つ
て
、
あ
の
松
並
木
を

辿
り
な
が
ら
や
つ
と
開
放
さ
れ
た
心
に
な
る
の
が
常
で
あ
つ
た
。

翁
は
晩
年
は
終
戦
前
後
の
混
乱
、
農
地
開
放
な
ど
が
重
り
、
お
子
供
さ

ん
の
な
か
つ
た
こ
と
、
中
風
症
な
ど
の
御
病
気
と
、
あ
れ
ほ
ど
の
名
家
も

世
間
並
み
の
不
幸
不
運
の
波
は
ま
ぬ
が
れ
ず
、
旧
家
で
あ
る
だ
け
に
わ
れ

わ
れ
の
知
ら
な
い
御
苦
労
も
多
か
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
時
に
は
こ
れ
は
お

気
の
毒
に
と
思
う
よ
う
な
こ
と
も
見
間
し
て
い
る
が
、
翁
が
山
の
中
で
ど

ん
な
困
苦
も
物
と
も
せ
ず
愚
痴

一
つ
言
つ
た
の
を
聞
い
た

こ
と

が
な
い

と
、
志
村
鳥
嶺
翁
が
云
わ
れ
た
如
く
、
御
夫
婦
か
ら
恨
み
が
ま
し
い
事
は

一
言
で
も
も
ら
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
つ
た
。

越
後
支
部
の
機
関
誌

『越
後
山
岳
』
に

「大
平
晟
先
生
と
不
肖
義
明
」

を
御
執
筆
い
た
だ
い
た
の
が
最
初
で
あ
り
最
後
で
あ
つ
た
。
講
演
も
苗
場

山
の
創
立
総
会

一
度
だ
け
お
願
い

し
た
。
二
十
四
年

四
月
、
川
崎
隆
章

氏
、
原
全
教
主
事
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ウ
は

「山
と
渓
谷
」
越
後
の
山
特
集
号

に
詳
し
い
。
翁
は
七
十
の
手
習
い
と
い
つ
て
、
よ
く
書
の
稽
古
を
さ
れ
、

望
め
ば
快
よ
く
書
い
て
下
さ
れ
た
が
、
色
紙
も
持
た
な
い
迂
闊
の
訪
間
に

恐
縮
し
て
、
ま
た
の
機
会
に
と
遠
慮
ば
か
り
し
た
の
で
、
案
外
翁
の
筆
跡

は
越
後
に
少
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

翁
の
行
動
に
最
初
に
び
つ
く
り
し
た
の
は
、
他
人
に
飽
く
ま
で
寛
容
で

あ
る
が
、
自
分
は
凄
く
性
急
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
苗
場
山
の
集
り
に
湯
沢

駅
に
下
車
し
て
改
め
て
挨
拶
申
上
げ
た
ら
、
翁
は
文
字
通
り
着
の
み
着
の

ま
ま
で
、
荷
物
の
食
糧
衣
類
か
ら
、
笠
、
杖
、
水
筒
ま
で
す
つ
か
り
無
く

な
つ
た
と
仰
言
る
。
汽
車
は
あ
の
頃
の
超
満
員
、
窓
か
ら
出
入
す
る
混
雑

で
あ
つ
た
が
、
ま
さ
か
老
人
の
身
ぐ
る
み
む
き
と
る
奴
は
い
な
い
。
翁
は

発
車
前
に
下
り
よ
う
と
人
を
押
分
け
漕
ぎ
分
け
し
て
い
る
間
に
、
み
ん
な

や
り
つ
ば
な
し
て
し
ま
つ
た
ら
し
い
。
こ
れ
は
付
き
添
つ
て
護
衛
し
な
か

つ
た
わ
れ
わ
れ
の
大
失
敗
で
あ
つ
た
が
、
そ
れ
が
又
次
々
と
続
い
た
。
下

山
の
途
中
、
外
ノ
小
屋
に
立
寄
つ
て
い
る
間
に
翁
の
姿
が
見
え
な
い
。

一

足
お
先
に
下
ら
れ
た
と
い
う
の
で
皆
が
追
馳
け
た
が
、
そ
ん
な
に
遠
く
行

か
れ
る
筈
が
な
い
の
に
お
姿
が
見
え
な
い
。
慌
て
て
戻
つ
て
み
た
ら
、
小

屋
の
横
か
ら
出
て
こ
ら
れ
た
。
違
つ
た
道
を

一
巡
り
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

鋸
山
の
臨
時
総
会
で
は
大
変
な
事
件
と
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
わ
れ
わ
れ

が
灌
木
藪
を
伐
つ
て
鋸
山
頂
上

へ
出
て
、
初
冬
の
国
境
の
山
々
の
大
観
に

ふ
け
つ
て
い
る
間
に
翁
は
行
方
不
明
と
な
つ
て
し
ま
わ
れ
た
。
小
屋
に
戻

つ
て
も
居
ら
れ
な
い
。
道
を
間
違
つ
て
半
蔵
金
部
落
か
成
願
寺
温
泉

へ
下

ら
れ
た
か
と
、
人
を
両
方
へ
走
ら
せ
た
が
お
ら
れ
な
い
。
遂
に
翌
日
に
な

つ
て
山
麓
を
独
り
歩
い
て
お
ら
れ
る
の
を
発
見
し
た
。
ど
こ
か
で
野
宿
し

て
食
わ
ず
飲
ま
ず
の
一
夜
を
明
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。

高
頭
翁
の
御
誕
生
日
に
弥
彦
山
頂
に
寿
像
を
建
設
す
る
運
動
を
お
こ
し

た
の
は
、
翁
が
大
平
先
生
の
寿
像
を
苗
場
山
頂
に
建
て
ら
れ
た
の
に
な
ら

つ
た
も
の
で
、
製
作
者
も
同
じ
羽
下
修
三
先
生
に
依
頼
し
た
。
二
十
四
年

の
予
定
が
羽
下
先
生
の
原
型

・
製
作
の
都
合
や
、
弥
彦
山
頂
の
位
置
の
選
定

や
石
組
な
ど
で
二
十
五
年
の
七
月
に
完
成
し
た
。
翁
は
足
を
負
傷
さ
れ

て
、
除
幕
式
に
は
残
念
な
が
ら
出
席
が
で
き
な
い
旨
御
通
知
を
よ
こ
さ
れ
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た
。
そ
の
間
に
東
蒲
原
郡
鹿
瀬
町
地
内
の
麒
麟
山
温
泉
の
松
仙
閣
に
御
招

待
し
て
、
羽
下
工
房
ヘ
モ
デ
ル
に
立
寄
ら
れ
た
り
し
た
。
ま
た
、
東
京
の

会
員
伊
藤
隼
氏
と
突
然
新
潟
へ
み
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
つ
た
。

三
十
年
五
月

一
日
、
越
後
三
山
の
駒
ガ
岳
の
山
開
き
に
大
湯
温
泉

へ
御

出
席
頂
い
た
の
が
、
翁
の
最
後
の
御
旅
行
で
あ
つ
た
。
武
田
久
吉
先
生
。

棋
有
恒
会
長
は
じ
め
成
瀬
岩
雄

・
神
谷
恭

。
牧
野
衛

・
川
崎
精
雄

・
村
井

米
子
氏
ら
の
御
来
会
を
賜
り
、
高
頭
翁
は
礼
子
夫
人

（同
名
の
女
中
が
い

て
、
他
人
の
名
を
改
め
る
の
は
よ
く
な
い
と
翁
が
い
き
子
と
改
名
さ
せ
ら

れ
た
由
）
令
孫
帯
子
嬢
が
付
添
い
、
会
員
金
山
淳
二
氏
の
案
内
で
臨
席
さ

れ
た
。
歩
行
に
御
不
自
由
で
脊
負
れ
た
り
、
リ
ヤ
カ
ー
に
乗
ら
れ
た
り
し

て
記
念
撮
影
場
に
各
位
と
御
機
嫌
よ
く
な
ら
ば
れ
た
。
翌
日
は
特
発
パ
ス

で
技
折
峠
か
ら

「も
つ
て
ゆ
き
た
し
」
の
越
後
三
山
を
展
望
さ
れ
て
喜
ば

れ
た
。
三
日
に
は
槙
会
長

・
村
井
さ
ん
が
邸
に
見
舞
れ
て
懐
旧
談
を
や
ら

れ
た
こ
と
は
会
報
に
詳
し
い
。

そ
の
前
二
十
九
年
に
翁
の
邸
の
前
の
苗
字
塚
に

「頌
徳
心
翁
高
頭
仁
兵

衛
之
碑
　
石
黒
忠
篤
謹
書
」
十

一
尺
に
六
尺
、
厚
さ
八
寸
の
仙
台
石
が
建

碑
さ
れ
た
。
明
治

。
大
正
期
に
お
け
る
先
覚
者
と
し
て
、
而
も
自
ら
表
面

に
立
た
ず
功
を
人
に
譲
り
、
自
己
は
根
と
な
つ
て
郷
土
に
花
を
咲
か
せ
た

偉
人
と
し
て
、
郷
土
の
人
達
が
翁
の
在
世
中
に
建
碑
し
て
、
そ
の
徳
望
を

永
遠
に
伝
え
老
後
を
お
慰
め
し
た
い
念
願
で
で
き
た
も
の
で
あ
る
。

越
後
支
部
会
員
が
大
勢
で
お
見
舞
に
上
つ
た
の
は
二
十
年
の
八
月
で
ぁ

つ
た
。　
一
日
の
夜
は
弥
彦
山
頂
の
高
頭
翁
の
寿
像
前
か
ら
、
松
明
を
と
も

し
て
二
百
人
が
行
列
し
て
下
山
し
、
弥
彦
神
社
の
灯
亀
神
事
に
奉
賛
す
る

新
潟
県
登
山
祭
で
あ
つ
た
。
翌
二
日
高
頭
邸
に
参
上
し
た
が
、
翁
は
横
臥

さ
れ
た
ま
ま
で
独
り
で
起
き
ら
れ
ず
、
発
音
も
明
瞭
を
欠
か
れ
た
が
耳
は

よ
く
聴
え
る
の
で
、
も
ど
か
し
そ
う
に
寝
て
お
ら
れ
た
。
以
来
わ
れ
わ
れ

が
お
見
舞
に
上
つ
て
お
騒
せ
す
る
の
も
心
苦
し
く
、
時
々
の
挨
拶
は
金
山

淳
二
氏
に
お
頼
み
し
て
連
絡
を
と
る
こ
と
に
し
て
過
ぎ
た
の
で
あ
つ
た
。

こ
こ
に
わ
れ
わ
れ
は
誠
に
至
ら
ぬ
事
ば
か
り
で
衛
愧
に
堪
え
ず
、
地
下

の
翁
に
深
く
お
詑
び
す
る
と
と
も
に
、
翁
の
徳
の
今
さ
ら
に
広
大
な
の
に

敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

「仁
兵
衛
さ
ん
」
と
い
う
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
を
失
つ
て
、
父
親
を
亡
く
し
た
と
同
じ
悲
し
み
を
味
い
な
が
ら
、
越
後

支
部
の
会
員
は
高
頭
翁
の
風
格
を
決
し
て
忘
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

高
頭
仁
兵
衛
翁
晩
年
の
文
献
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

山
と
渓
谷
　
一
二
五
号
　
高
頭
仁
兵
衛
イ
ン
タ
ピ
ュ
ウ
　
川
崎
　
隆
章

山
と
渓
谷
　
一
五
〇
号
　
先
人
の
面
影
　
大
平
晟
篇
　
　
藤
島
　
　
玄

越
後
山
岳
　
創
刊
号
　
大
平
晟
先
生
と
不
肖
義
明
　
　
　
高
頭
仁
兵
衛

高
野
鷹
蔵
、
小
島
鳥
水
、
志
村
鳥
嶺
各
氏
執
筆

越
後
山
岳
　
第
二
号
　
大
平
晟
先
生
と
不
肖
義
明
　
　
　
高
頭
仁
兵
衛

越
後
山
岳
　
第
二
号
　
平
ガ
嶽
登
攀
記
　
　
　
　
　
　
　
高
頭
仁
兵
衛

植
有
恒
、
羽
下
修
三
各
氏
執
筆

越
後
山
岳
　
第
四
号
　
祖
父
の
病
状
　
　
　
　
　
　
　
　
高
頭
　
一帯
子

冠
　
松
次
郎
　
鳥
山
悌
成
各
氏
執
筆
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山
と
高
原
　
一
三
ハ
一
号
　
高
頭
仁
兵
衛
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
安
治

岳

・
人
　
一
二
一
号
　
岳
界
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
　
　
　
　
三
富
　
康
嵩

岩

と

雪
　
創
刊
号
　
高
頭
氏
と
の
交
友
五
十
余
年
　
　
志
村
　
　
寛

会
　
　
　
報
　
一
九
九
、　
一
九
八
、　
一
七
八
、　
一
七
三
号

高
頭
仁
兵
衛
翁
寿
像
銘
文

高
頭
翁
名
は
式
字
は
義
明
仁
兵
衛
と
称
し
海
峰
と
号
す
　
明
治
十
年
五
月

北
越
三
島
郡
深
才
村
深
沢
に
生
る
　
家
は
累
代
の
豪
農
に
し
て
世
々
学
を

好
み
郷
党
に
望
あ
り
　
翁
生
れ
て
虚
弱

一
日
塙
保
己

一
の
伝
を
読
み
て
悟

り
　
以
来
努
め
て
山
川
に
親
み
健
康
を
自
得
す
　
十
三
歳
初
て
弥
彦
山
に

登
る
山
岳
登
関
の
趣
味
を
解
す
る
の
始
な
り
　
十
九
歳
家
業
を
承
継
す

之
よ
り
家
事
を
見
る
の
傍
或
は
山
野
を
跛
渉
し
　
或
は
古
今
の
史
乗
地
誌

を
博
捜
し
本
邦
登
山
発
達
の
跡
を
探
る
　
明
治
三
十
九
年
公
刊
せ
し
日
本

山
嶽
志
は
実
に
翁
積
年
研
鑽
の
成
果
に
し
て
　
叙
述
精
緻
引
用
該
博
当
年

に
お
け
る
我
国
山
岳
知
識
の
集
大
成
た
る
に
止
ら
す
斯
道
文
献
の
大
宗
に

し
て
古
典
た
り
　
明
治
二
十
八
年
翁
等
発
起
し
て
日
本
山
岳
会
を
創
立
す

時
に
年
二
十
九
　
爾
来
年
を
開
す
る
こ
と
四
十
有
五
　
此
の
間
日
本
山
岳

界
の
先
覚
と
し
て
後
進
を
誘
液
し
登
山
道
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
甚
大
な

り
　
昭
和
八
年
挙
げ
ら
れ
て
日
本
山
岳
会
長
と
な
り
　
同
十
年
名
誉
会
員

に
推
さ
る
　
翁
性
悟
淡
些
も
名
利
を
求
め
ず
悠
々
酒
間
に
自
適
し
　
齢
古

稀
を
超
え
て
弥
健
な
り
　
鼓
に
寿
像
を
献
じ
そ
の
長
寿
を
祝
す

昭
和
巳

・丑初

〓
夏
　
　
　
　
　
　
日
本
山
岳
会
会
長
　
武
田
久
吉
撰

（藤
島
　
玄
）

岡
野
金
次
郎
氏
を
憶
う

一
生
涯
、
歩
い
て
歩
い
て
歩
き
捲
く
り
、
八
十
四
才
の
高
齢
で
も
歩
き

続
け
て
い
る
最
中
に
永
久
の
眠
り
に
就
い
た
人
は
、
恐
ら
く
古
今
東
西
を

通
じ
て
絶
無
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
鼓
に
た
つ
た
一
人
い
る
。
乃
ち

岳
人
の
先
覚
者
岡
野
金
次
郎
さ
ん
で
あ
る
。
氏
は
明
治
七
年
四
月
、
横
浜

の
郊
外
程
ケ
谷
で
生
れ
、
小
学
校
を
終
え
て
か
ら
血
の
出
る
よ
う
な
苦
学

を
し
て
英
語
を
堪
能
し
、
医
者
に
な
ろ
う
と
し
て
果
さ
な
か
つ
た
が
―
骨

を
削
る
よ
う
な
猛
勉
強
を
し
た
。
明
治
三
十
年
、
日
本
最
初
の
一
万
噸
商

船
土
佐
丸
に
要
員
と
し
て
乗
組
ん
で
、
世
界
を
一
周
し
見
間
を
広
め
た
。

翌
年
横
浜
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
会
社
に
入
社
し
て
か
ら
、
小
島
鳥
水
と

共
に
日
本
ア
ル
プ
ス
入
り
を
始
め
た
の
で
あ
つ
た
。

日
露
役
の
こ
ろ
、
私
が
富
士
登
山
を
終
え
大
裾
野
を
御
殿
場
に
向
つ
て

歩
い
て
い
る
時
、
岡
野
氏
と

一
緒
に
な
つ
た
が
、「君
、
大
砲
は
英
語
で
何

と
い
う
か
」
迄
は
よ
か
つ
た
が
、
速
射
砲
は
、加
農
砲
は
、機
関
砲
は
と
立

て
続
け
に
試
間
さ
れ
閉
口
し
た
。
今
思
う
と
彼
は
苦
学
の
人
で
あ
り
、
正

規
の
中
学
生
の
私
に
試
問
し
て
、
比
較
検
討
し
た
の
だ
な
と
推
量
し
て
好
　
＞

感
を
持
つ
て
い
る
。
氏
の
偉
業
は
何
と
い
つ
て
も
、
小
島
鳥
水
と
協
力
し
　
１５

て
明
治
三
十
五
年

‥槍
ガ
岳

，に
登
つ
て
か
ら
、
例
の
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
著
者
の



入
手
を
機
縁
と
し
て
ウ
ェ
ス
ト
ン
家
を
訪
間
、
や
が
て
日
本
山
岳
会
の
創

立
に
至
る
土
台
石
を
作
つ
た
、
陰
の
功
労
者
で
あ
つ
た
こ
と
だ
。
こ
れ
は

周
知
の
事
実
な
の
で
今
更
詳
述
の
要
は
な
い
。
小
島
鳥
水
は
、
余
り
に
華

か
に
著
書
に
講
演
に
座
談
会
に
文
芸
界
社
交
界
に
活
躍
し
た
が
、
岡
野
氏

は
余
り
に
猾
介
孤
独
、自
ら
門
戸
を
鎖
し
て
交
際
せ
ず
、書
か
ず
言
わ
ず
消

極
的
だ
つ
た
の
で
、
岳
人
仲
間
で
も
同
氏
を
知
ら
ぬ
人
が
多
か
つ
た
わ
け

だ
。
氏
の
登
山
歴
を
書
く
と
、
外
は
鮮
満
樺
太
、
内
は
北
海
道
東
北
四
国

九
州
山
陰
北
陸
壱
岐
対
馬
迄
の
山
々
を
巡
つ
て
い
る
か
ら
、
到
底
羅
列
は

出
来
な
い
が
、
特
に
余
人
の
企
て
及
べ
な
か
つ
た
事
は
、
富
士
登
山
実
に

百
十
二
回
を
数
え
、
箱
根
の
山
々
伊
豆
の
山
々
は
、
吾
家
の
庭
の
如
く
数

限
り
な
く
登
り
尽
し
て
い
る
こ
と
ど
も
で
あ
る
。
又
明
治
四
十
五
年
に
、

前
人
未
踏
の
鋸
岳
第

一
高
峰
の
初
登
攀
に
成
功
し
た
の
も
注
目
さ
れ
る
。

氏
の
奇
行
変
人
ぶ
り
を
紹
介
す
る
。
辺
幅
を
飾
ら
な

い
ど

こ
ろ
で
な

く
、
常
に
薄
汚
な
い
洋
服
に
泥
靴
な
ら
未
だ
い
い
が
、
時
に
は
下
駄
ば
き

草
軽
ば
き
で
横
浜
市
中
を
悠
々
堂
々
濶
歩
し
た
。
瓢
々
乎
と
風
の
如
く
来

り
忽
ち
カ
モ
シ
カ
の
如
く
消
え
去
る
。

「オ
イ
兄
貴
は
居
る
か
い
」
と
拙

宅
へ
声
を
か
け
、
こ
ち
ら
の
返
事
も
待
た
ず
ス
ー
ッ
と
通
り
過
ぎ
て
し
ま

う
こ
と
が
よ
く
あ
つ
た
。

私
が
明
治
四
十
二
年
に
青
梅
か
ら
多
摩
川
を
湖
り
大
岳
御
岳
に
登
つ
た

頃
は
、
登
山
服
な
ど
無
か
つ
た
時
代
だ
か
ら
、
兄
の
ボ
ロ
ポ
ロ
の
古
洋
服

に
破
れ
た
鳥
打
帽
を
被
り
色
あ
せ
た
脚
絆
草
軽
で
行
つ
た
が
、
思
わ
ず
岡

野
サ
ン
の
よ
う
な
恰
好
だ
ナ
と
独
り
微
苦
笑
し
た
思
い
出
が
あ
る
。

併
し
な
が
ら
、
氏
は
他
面
見
か
け
に
よ
ら
ず
趣
味
は
広
汎
で
、
演
劇
、

浄
瑠
璃
、浮
世
絵
に
親
し
ん
で
い
た
。
交
友
極
め
て
少
な
い
中
に
、小
島
鳥
　
・５４

水
、
山
崎
紫
紅
、磯
落
水
な
ど
と
歌
舞
伎
芝
居
の
立
見
を
し
た
り
、席
亭
に
　
く

名
女
義
竹
本
綾
之
助
が
か
か
る
と
聞
き
に
行
つ
た
り
し
た
。
又
毎
夜
の
如

く
野
毛
山
不
動
坂
の
見
晴
亭

（汁
粉
屋
）
に
上
り
込
み
、
鳥
水
と
山
を
談

じ
芸
術
を
語
り
、
帰
り
に
は
伊
勢
佐
木
町
を
回
り
、
山
王
山
へ
戻
る
低
徊

趣
味
を
欠
か
さ
な
か
つ
た
。
そ
し
て
其
間
に
飛
騨
街
道
縦
断
や
、乗
鞍
、槍

ガ
岳
行
を
計
画
し
て
い
た
の
で
あ

つ
た
。
又
世
俗
を
超
越
し
て
い
た
氏

は
、
俳
人
芭
蕉
に
相
似
し
た
一
生
を
送
り
た
い
気
持
が
あ
つ
た
ら
し
い
。

「旅
人
と
我
名
呼
ば
れ
ん
初
時
雨
」
の
風
格
を
備
え
て
い
た
。
俳
人
河
東

碧
悟
桐
は
、
日
本
国
中
を
三
年
半
か
か
つ
て
俳
句
行
脚
を
果
し
た
が
、
岡

野
翁
は
会
社
引
退
後
は
長
年
の
間
、
六
十
日
間
づ
つ
を
句
切
つ
て
内
外
の

長
途
旅
行
を
続
け
て
い
た
。

氏
は
素
よ
り
日
本
山
岳
会
創
立
当
時
の
創
期
会
員
で
ぁ
り
、
明
治
四
十

五
年
二
月
神
田

一
ッ
橋
の
帝
国
教
育
会
で
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
翁
の
ア
ル
プ
ス

講
演
会
の
時
、
日
本
ア
ル
プ
ス
の
部
は
小
島
鳥
水
が
、
欧
州
ア
ル
プ
ス
の

部
は
氏
が
通
訳
し
た
こ
と
、
及
び
当
日
ウ
ェ
ス
ト
ン
夫
妻
の
お
世
話
を

一

切
引
受
け
接
待
し
た
氏
の
苦
心
は
多
と
す
べ
き
で
ぁ
る
。

氏
は
日
本
人
勤
労
者
の
一
大
恩
人
で
も
あ
る
。
当
時
外
国
商
社
は
邦
人

を
駆
使
し
て
慰
労
休
暇
な
ど

一
顧
も
せ
ぬ
時
に
、
氏
の
山
行
が
外
人
間
に

著
名
に
な
り
、
ス
社
で
岡
野
氏
だ
け

に
登
山
休
暇
を
出
す
こ
と
に
な
つ

た
。
之
が
き
つ
か
け
に
な
り
、
他
の
外
国
商
社
で
も
日
本
人
雇
員
全
体
に



追 悼

夏
期
休
暇
制
を
容
認
す
る
こ
と
に
な
つ
た
と
聞
い
て
い
る
。
氏
は
ス
社
の

恩
給
で
引
退
後
は
悠
々
自
適
が
出
来
た
。
又
三
男
二
女
五
人
の
子
福
者
で

長
男
昇
君
は
第

一
銀
行
の
支
店
長
、
次
男
敬
次
郎
君
も
第

一
銀
行
動
務
、

三
男
満
君
は
群
馬
大
学
の
助
教
授
で
あ
る
。
親
戚
に
も
流
れ
を
汲
ん
で
山

岳
人
が
多
く
、
望
月
達
夫
、
浅
見
義
雄
、
小
川
量
裕
、
同
正
の
諸
君
の
面

々
で
あ
る
。
翁
は
八
十
歳
を
過
ぎ
る
晩
年
も
、
常
に
平
塚
市
中
を
歩
い
て

貧
困
児
を
見
る
と
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
喜
捨
し
た
り
、
乞
食
な
ど
に
は
十
円
玉

を
振
舞
つ
た
り
し
て
、
町
の
慈
善
家
と
言
わ
れ
た
の
も
決
し
て
売
名
で
な

く
、
往
時
親
し
く
な
め
た
苦
学
修
業
中
の
自
分
を
想
い
出
し
、
人

一
倍
の

同
情
心
か
ら
然
ら
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

昭
和
三
十
三
年
二
月
十
四
日
、
平
塚
市
東
海
道
の
路
上
で
自
動
車
事
故

で
惜
し
く
も
永
い
生
涯
を
閉
じ
た
。
年
正
に
八
十
四
。
法
号
は
岳
祖
金
翁

居
士
、
横
浜
市
程
ケ
谷
区
遍
照
寺
岡
野
家
累
代
の
墓
地
に
安
眠
し
て

い

る
。
遺
言
も
山
の
事
ば
か
り
で
あ
る
。

『富
士
の
御
中
道
が
年
々
荒
廃
し

て
い
る
の
は
残
念
だ
。
補
修
の
た
め
若
干
の
寄
附
を
し
た
い
』
と
、
死
ぬ

迄
霊
山
の
た
め
に
配
慮
し
て
い
た
そ
う
な
。

終
り
に
翁
の
令
夫
人
は
七
十
八
歳
で
今
尚
御
健
在
で
あ
る
。
幸
に
亡
夫

の
憶
い
出
の
手
記
を
手
に
入
れ
た
の
で
鼓
に
発
表
す
る
。
翁
の
面
目
躍
如

と
し
て
余
す
と
こ
ろ
が
な
い
。
私
は
敢
て
若
い
岳
人
に
物
申
す
、
日
本
山

岳
会
の
生
み
の
親
は
、
現
存
の
武
田
久
吉
、
高
野
鷹
蔵
両
氏
と
ウ
ェ
ス
ト

ン
、
小
島
鳥
水
の
外
に
、
岡
野
金
次
郎
あ
る
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

を
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（小
島
　
栄
）

想
　
　
い
　
　
出

夫
、
金
次
郎
と
結
婚
し
た
の
は
明
治
三
十
三
年
夏
で
、
其
の
年
の
十
月

に
小
島
鳥
水
さ
ん
と

一
緒
に
乗
鞍
岳
に
初
め
て
登
つ
た
の
で
す
。
そ
の
時

分
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
会
社
に
は
長
期
の
休
暇
が
な
か
つ
た
の
で
、
新
婚
旅

行
の
名
儀
で
休
暇
を
貰
い
乗
鞍
岳
に
出
掛
け
た
の
で
す
。

乗
鞍
は
五
合
以
上
は
這
松
が
一
杯
繁
茂
し
て
登
る
道
が
な

か

つ
た
の

で
、
這
松
の
上
を
這
つ
て
登
つ
た
そ
う
で
、
ズ
ボ
ン
等
は
わ
か
め
の
様
に

ず
た
ず
た
に
さ
け
て
帰
つ
て
来
，ま
し
た
。

そ
の
翌
年
か
ら
、
会
社
で
も
山
好
き
の
総
支
配
人

ハ
ッ
パ
ー
さ
ん
の
理

解
あ
る
計
い
に
よ
り
、
休
暇
制
度
が
出
来
て
社
員

一
同
大
喜
び
だ
つ
た
そ

う
で
す
。
そ
れ
か
ら
水
を
得
た
魚
の
よ
う
に
毎
年
毎
年
何
処
へ
登
り
ま
し

た
か
、
夏
二
週
間
づ
つ
の
体
暇
は
休
み
い
つ
ぱ
い
出
掛
け
、
時
に
は
勤
め

る
朝
戻
つ
て
き
て
す
ぐ
勤
め
に
出
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。
十
日
間
位
野
宿

の
続
い
た
こ
と
も
あ
つ
た
よ
う
で
す
。

明
治
四
十
五
年
の
夏
は
、
山
か
ら
降
り
て
来
て
初
め
て
明
治
天
皇
の
崩

御
を
知
つ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
よ
く
鳥
水
さ
ん
と
出
掛
け
ま
し
た
　
≫

が
、
こ
の
後
は
一
人
で
案
内
者
を
つ
れ
て
北
ア
ル
プ
ス
、
南
ア
ル
プ
ス
の
　
１５

山
々
を
歩
き
廻
つ
た
よ
う
で
す
。
日
記
は
死
ぬ
日
ま
で
書
き
続
け
て
い
ま



し
た
が
、
大
正
十
二
年
の
震
災
の
時
そ
の
以
前
の
も
の
は
す
つ
か
り
焼
い

て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
本
人
も
大
変
残
念
が
つ
て
い
ま
し
た
。

富
士
、
箱
根
は
我
が
庭
と
い
つ
て
別
に
前
か
ら
計
画
し
な
い
で
も
、
土

曜
日

（
い
つ
も
半
日
）
に
帰
宅
す
る
と

「今
日
は
月
が
い
い
か
ら
一
寸
富

士
に
行
つ
て
く
る
」
と
い
つ
て
、
ル
ッ
ク
を
背
負
つ
て
出
か
け
て
行
き
ま

す
の
で
、
多
い
年
に
は
四
度
も
、
少
い
年
で
も
二
回
は
富
士
登
山
を
毎
年

続
け
て
い
ま
し
た
。

又
毎
年
冬
は
大
晦
日
よ
り
五
日
ま

で
伊
豆
の
湯
ケ
島
の
湯
本
館
に
泊

り
、
天
城
山
上
で
初
日
の
出
を
雪
の
中
か
ら
見
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
。
毎
年
案
内
者
と
し
て
山
好
き
の
雑
貨
商
仙
蔵
さ
ん

（現
存
）
を

つ
れ
て
、
ど
つ
ち
が
案
内
者
だ
か
分
ら
な
い
毎
日
毎
日
の
天
城
山
登
り
を

し
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
う
し
て
仙
蔵
さ
ん
は
天
城
山
の
案
内
人
と
し
て

第

一
人
者
と
な
り
、
後
に
今
の
陛
下
が
皇
太
子
殿
下
の
時
、
西
園
寺
公
を

つ
れ
て
登
ら
れ
た
時
に
、
案
内
者
と
し
て
選
ば
れ
た
事
を
生
涯
恩
に
き
て

い
ま
し
た
。
昭
和
二
十
八
年
七
十
九
才
の
時
、
老
夫
婦
と
甥
で
湯
ケ
島
に

い
つ
た
時
会
つ
た
の
が
最
後
で
し
た
。

岡
野
は
必
ず
し
も
高
い
山
々
ば
か
り
好
ん
だ
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
秩

父
の
山
々
、
丹
後
の
山
々
、
神
戸
の
六
甲
の
山
々
、
山
陰
の
小
さ
い
峯
々

も
、
吉
野
山
の
瞼
し
い
峯
々
も
、
九
州
の
阿
蘇

ｏ
由
布

・
霧
島
の
峯
々
、

四
国
の
石
鎚
山
の
峯
々
も
、
足
の
向
く
ま
ま
時
間
と
金
の
許
す
限
り
歩
き

廻
つ
た
も
の
で
す
。
停
年
で
会
社
を
止
め
た
後
は
、
旅
行
に
行
く
と

一
カ

月
位
そ
の
地
方

（北
海
道

・
朝
鮮

・
満
洲

。
九
州

・
四
国
）
を
ぐ
る
ぐ
る

廻
つ
て
い
ま
し
た
の
で
、
電
報
為
替
で
旅
費
な
ど
も
送
金
し
て

い
ま

し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５６

極
く
近
い
所
で
は
杉
田
富
岡
の
丘
陵
を
湘
南
ア
ル
プ
ス
と
呼
び
、
一逗
子
　
＜

の
神
武
寺
や
三
浦
の
大
楠
山
、
鎌
倉
ア
ル
プ
ス
と
い
つ
て
建
長
寺
か
ら
半

僧
坊
大
臣
山
な
ど
、
い
づ
れ
も

一
日
コ
ー
ス
と
し
て
ょ
く
日
曜
毎
に
出
か

け
て
い
ま
し
た
。

一
泊
で
は
箱
根
の
山
々
、
駒
ガ
岳
、
神
山
、
金
時
山
な

ど
好
き
で
、
紅
集
の
季
節
な
ど
に
は
土
曜
か
ら
日
曜
に
か
け
て
毎
週
出
か

け
て
い
ま
し
た
。

丹
沢
山
に
は
一
年
に
一
回
位
菜
の
花
の
盛
り
の
時
登
つ
て
い
ま
し
た
。

箱
根
の
よ
う
な
隅
か
ら
隅
ま
で
知
つ
て
い
る
所
で
も
、
必
ず
宿
の
番
頭
さ

ん
を
つ
れ
て
行
く
と
い
う
よ
う
に
、
絶
対
に
一
人
で
は
登
ら
な
か
つ
た
よ

う
で
す
。
そ
れ
は
ウ
ェ
ス
ト
ン
師
の
勧
告
を
よ
く
守
つ
て
い
た
か
ら
で
、

人
間
は
い
つ
腹
が
痛
く
な
つ
た
り
、
足
を
す
べ
ら
し
て
怪
我
を
す
る
か
分

ら
な
い
、
人
が
一
緒
に
居
れ
ば
助
か
る
命
を
む
ざ
む
ざ
無
く
し
て
は
い
け

な
い
、
と
い
う
用
心
か
ら
で
し
た
。

昭
和
二
十
九
年
乗
鞍
岳
の
上
ま
で
バ
ス
が
開
通
し
た
と
き
き
、
八
月
十

七
日
老
夫
婦
で
平
塚
を
夜
行
で
出
発
、
乗
鞍
の
お
花
畑
を
眺
め
頂
上
ま
で

登
り
、
平
湯
に
下
山

一
泊
し
た
時
は
大
喜
び
で
し
た
。

最
後
に
富
士
登
山
し
た
の
は
昭
和
三
十

一
年
七
月
二
十
九
日
満
八
十

一

才
で
し
た
。
老
夫
婦
で
参
り
二
合
目
の
主
人
に
会
い
た
く
て
参
つ
た
の
で

す
が
、
既
に
代
が
替
つ
て
い
ま
し
た
が
、
今
の
主
人
も
よ
く
知
つ
て
い
て

親
切
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（岡
野
　
と
よ
）



追 悼

岡
野
翁

の
こ
と

岡
野
金
次
郎
翁
の
こ
と
と
い
う
と
、
私
は
も
う
四
十
年
近
く
も
昔
の
、

あ
る
寒
い
冬
の
日
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
私
の
父
方
の
叔
母
が
翁
の

末
弟
に
嫁
い
だ
関
係
で
、
岡
野
家
と
私
の
家
と
は
親
戚
づ
き
合
い
を
し
て

い
た
の
で
す
が
、
と
言
つ
て
岡
野
翁
と
父
と
の
間
に
頻
繁
な
往
き
来
が
あ

つ
た
と
い
う
程
で
は
な
か
つ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
日
は
岡
野
の
お
じ
が
珍

ら
し
く
私
の
家
を
訪
ね
て
来
た
の
で
す
か
ら
、
多
分
正
月
の
こ
と
と
思
う

の
で
す
が
、
丁
度
話
が
は
ず
ん
で
い
た
所
へ
、
ま
だ
小
学
生
だ
つ
た
私
も

呼
び
出
さ
れ
て
、
お
じ
の
天
城
登
山
の
話
を
聞
か
さ
れ
た
の
で
し
た
。
な

ん
で
も
ひ
ど
い
深
雪
に
出
合
つ
て
、
す
ん
で
の
こ
と
に
凍
死
し
そ
う
に
な

つ
た
と
い
う
冒
険
談
だ
つ
た
の
で
す
。
お
じ
は
ご
く
お
だ
や
か
で
控
え
目

の
性
質
の
人
で
し
た
か
ら
、
こ
の
話
も
所
謂
自
慢
話
と
い
う
た
ち
の
も
の

で
は
な
か
つ
た
の
で
す
が
、
子
供
心
に
余
程
印
象
が
深
か
つ
た
と
み
え

て
、
今
で
も
よ
く
そ
の
話
を
覚
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
お
じ
が
小
島
鳥
水
氏
と
二
人
で
明
治
三
十
五
年
に
槍
ガ

岳
に
登
り
、
ま
た
当
時
横
浜
に
住
ん
で
い
た
ウ
ェ
ス
ト
ン
師
を
訪
ね
て
、

日
本
山
岳
会
創
立
の
一
契
機
を
も
た
ら
し
た
、
言
わ
ば
山
岳
会
の
生
み
の

親
の
一
人
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
日
本
の
登
山
界
に
と
つ
て
も
忘
れ
る
こ

と
の
で
き
な
い
人
で
あ
る
こ
と
を
知
る
ま
で
に
は
、
私
自
身
そ
れ
か
ら
ま

だ
十
数
年
の
歳
月
を
経
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

つ
た

の
一で
す
。
し
か

も
、
そ
う
と
知
つ
て
、
お
じ
か
ら
詳
し
い
昔
話
を
あ
れ
こ
れ
聞
き
た
い
と

思
つ
た
頃
は
、
私
も
戦
争
に
か
り
出
さ
れ
て
東
京
を
遠
く
離
れ
ね
ば
な
ら

な
く
な
つ
た
の
で
す
。

戦
争
が
終
つ
て
内
地
に
帰
つ
た
の
は
昭
和
二
十
二
年
の
暮
で
し
た
が
、

二
十
三
年
十
二
月
に
小
島
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
の
で
、
「山
岳
・四
四
年

一
号
」
を
そ
の
追
悼
号
と
し
て
出
す
こ
と
に
な
り
、
偶
々
編
集
に
た
ず
さ

わ
つ
て
い
た
私
か
ら
た
の
ん
で
、
岡
野
翁
に
も
追
悼
の
一
文
を
草
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
よ
う
や
く
、
そ
の
頃
か
ら
私
の
身
辺
に
も
戦
後
な
が
ら
や

や
落
着
き
が
出
来
て
き
た
の
で
、
岡
野
翁
か
ら
話
を
き
き
た
い
と
い
う
希

望
が
再
び
私
の
胸
に
お
こ
つ
た
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
山
岳
会
の
い
ろ
い

ろ
な
仕
事
や
わ
け
て
も
マ
ナ
ス
ル
登
山
に
関
連
し
た
仕
事
に
忙
殺
さ
れ
、

な
か
な
か
果
す
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
偶
然
の
こ

と
か
ら
、
そ
う
し
た
機
会
が
訪
れ
た
の
で
す
。

そ
れ
は
昭
和
二
十
八
年
十

一
月
二
十
八
日
の
こ
と
で
し
た
が
、
私
の
勤

め
先

へ
家
か
ら
電
話
が
か
か
り
、岡
野
の
お
じ
が
、丁
度
そ
の
夜
開
催
さ
れ

る
マ
ナ
ス
ル
の
講
演
会
を
き
き
た
く
て
、
遠
路
態
々
や
つ
て
来
た
と
い
う

の
で
し
た
。
お
そ
ら
く
新
聞
の
広
告
か
何
か
で
そ
れ
を
知
り
、
矢
も
た
て
　
＞

も
た
ま
ら
な
く
な
つ
て
、
と
も
角
私
を
訪
ね
れ
ば
委
細
判
る
だ
ろ
う
と
、　
　
・５７

家
を
出
て
来
た
よ
う
な
様
子
で
し
た
。



と
こ
ろ
が
、
こ
れ
も
全
く
偶
然
の
こ
と
で
し
た
が
、
そ
の
翌
二
十
九
日

（
日
曜
）
に
は
山
岳
会
の
ル
ー
ム
で
、
名
誉
会
員
各
位
を
お
招
き
し
三
田

さ
ん
の
話
と
マ
ナ
ス
ル
の
ス
ラ
イ
ド
を
お
見
せ
し
よ
う
と
い
う
催
し
が
企

て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
ま
こ
と
に
よ
い
機
会
だ
か
ら
今
夜
の
講

演
会
は
や
め
て
家
で
ゆ
つ
く
り
休
み
、
翌
日
の
集
い
に
是
非
と
も
出
席
願

い
た
い
旨
を
つ
げ
る
と
、
翁
も
快
諾
し
た
の
で
、
そ
の
晩
は
さ
し
向
い
で

古
い
話
を
い
ろ
い
ろ
聞
く
こ
と
が
出
来
た
の
で
し
た
。

翁
に
会
つ
た
と
き
私
が
い
ち
ば
ん
聞
き
た
か
つ
た
こ
と
は
、
明
治
三
十

年
代
の
古
い
時
代
に
、
ど
う
い
う
動
機
か
ら
乗
鞍
岳
や
愴
ガ
岳

へ
登
つ
て

み
る
気
に
な
つ
た
か
と
い
う
点
で
し
た
。
つ
ま
り
、
日
本
で
は
純
粋
な
意

味
の
登
山
が
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
つ
た
時
代
に
、
翁
や
小
島
さ
ん
を
駆

つ
て
高
山
へ
登
ら
し
め
た
も
の
は
一
体
な
に
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
つ

た
の
で
す
。
し
か
し
い
か
に
頭
が
し
つ
か
り
し
て
い
た
と
は
い
え
当
時
既

に
八
十
歳
に
重
々
と
し
て
い
た
翁
に
は
、
私
の
質
問
の
真
意
が
的
確
に
判

り
難
か
つ
た
と
み
え
て
、
こ
の
点
は
私

な

り
の
想
像
を
す

る
以
外
に
な

く
、
目
を
つ
ぶ
つ
て
通
か
音
を
思
い
出
し
な
が
ら
語
ら
れ
た
こ
と
は
、
槍

ガ
岳
登
山
の
折
の
た
の
し
か
つ
た
こ
と
、
苦
し
か
つ
た
こ
と
、
美
し
い
景

色
に
驚
嘆
し
た
こ
と
な
ど
が
大
部
分
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
ウ
ェ
ス

ト
ン
師
や
小
島
さ
ん
な
ど
の
こ
と
も
話
に
出
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
大
体
は

小
島
さ
ん
や
武
田
さ
ん
な
ど
に
よ
つ
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
多
く
、

初
耳
と
い
う
よ
う
な
話
は
余
り
な
か
つ
た
よ
う
で
す
。
翌
日
催
さ
れ
た
こ

の
名
誉
会
員
を
囲
む
集
い
の
模
様
は
、
山
岳
会
報
第

一
七

一
号
に
も
略
記

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
長
老
会
員
方
が
非
常
に
喜
ん
で
下
さ
つ
た
思
い
出
多

い
集
り
で
し
た
。
こ
と
に
長
い
こ
と
会
と
交
渉
の
絶
え
て
い
た
岡
野
翁
が

会
の
ル
ー
ム
に
現
わ
れ
、
名
誉
会
員
は
じ
め
古
い
会
員
と
回
顧
談
に
一
時

を
過
し
た
こ
と
は
、
偶
然
の
機
会
か
ら
と
は
い
え
、
ま
こ
と
に
よ
か
つ
た

と
今
で
も
私
は
思
つ
て
い
る
の
で
す
。

小
島
さ
ん
や
岡
野
翁
自
身
に
よ
つ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
翁
こ

そ
ま
さ
に
ウ
ェ
ス
ト
ン
師
の
発
見
者
、
紹
介
者
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
山

岳
会
に
と
つ
て
ど
う
し
て
も
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
で
あ
る
以
上
、

た
と
え
翁
が
中
途
で
会
か
ら
遠
ざ
か
つ
た
こ
と
が
あ
る
に
し
て
も
、
当
然

名
誉
会
員
に
列
せ
ら
れ
て
然
る
べ
き
だ
と
、
私
は
か
ね
が
ね
考
え
て
い
ま

し
た
。
偶
々
翁
が
久
し
振
り
に
会
を
訪
れ
、
古
い
会
員
と
の
旧
交
も
あ
た

た
め
た
こ
の
機
会
に
、
名
誉
会
員
に
推
挙
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
と
、
当
時

私
は
二
、
三
の
役
員
に
熱
心
に
意
見
を
述
べ
た
の
で
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
翌
年
私
は
神
戸
転
勤
と
な
り
一
時
会
務
か
ら
離
れ
て
し
ま
つ
た
し
、
ま

た
翁
と
は
親
戚
の
間
柄
で
も
あ
つ
て
、
却
つ
て
私

一
人
で
こ
の
こ
と
を
強

く
主
張
す
る
こ
と
も
は
ば
か
ら
れ
た
た
め
も
あ
つ
て
、
遂
に
こ
れ
は
実
現

さ
れ
ず
に
終
り
ま
し
た
。
私
は
岡
野
翁
に
関
す
る
限
り
、
こ
れ
を
一
番
遺

憾
に
思
う
し
、
会
も
残
念
な
こ
と
を
し
た
と
思
う
の
で
す
が
、
全
く
公
平

な
立
場
か
ら
考
え
て
も
、
翁
こ
そ
当
然
そ
れ
に
価
す
る
人
だ
つ
た
と
考
え

る
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（望
月
達
夫
）
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松

尾

清

秀

君

（
一
九
〇
七
―

一
九
五
八
）

松
尾
清
秀
君
は
日
本
山
岳
会
の
会
員
と
し
て
は
決
し
て
古
い
会
員
で
は

な
か
つ
た
。
し
か
し
彼
ほ
ど
に
日
本
山
岳
会
員
た
る
こ
と
を
喜
び
と
し
、

そ
れ
を
誇
り
と
し
た
会
員
は
少
い
。

会
員
の
中
で
は
、
あ
る
い
は
ぼ
く
が
一
番
親
し
い
友
人
だ
つ
た
か
と
思

う
が
、
彼
が
山
登
り
を
し
た
話
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
早
く
か

ら
眼
を
中
央
ァ
ジ
ァ
に
向
け
、
熱
情
を
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
チ
ベ
ッ
ト
に
か
け
て

い
た
点
で
、
わ
れ
わ
れ
同
時
代
者
の
中
で
は
、
彼
の
右
に
出
る
者
は
少

い
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
彼
は
二
十
五
年
前
に
身
を
挺
し
て
そ
の
中
央

ア
ジ
ア
の
踏
査
に
飛
込
ん
で
行
こ
う
と
し
た
男
な
の
で
あ
る
。
こ
の
計
画

は
残
念
な
が
ら
途
中
で
挫
折
し
た
。
満
洲
事
変
の
あ
と
に
続
い
た
日
中
両

国
間
の
険
し
い
空
気
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
そ
ん
な
時
勢
に
れ
つ
き
と
し

悼
　
た
日
本
の
男
が
西
安
―
蘭
洲
―
粛
州
と
、
西
北
ル
ー
ト
を
た
ど
つ
て
入
ろ

う
と
し
た
こ
と
の
方
が
ど
だ
い
無
茶
だ
つ
た
。
中
国
の
官
憲
は
蘭
州
で
こ

の
若
者
を
抑
留
し
北
京
に
送
還
し
て
し
ま
つ
た
。
政
治
的
理
由
か
ら
で
は

‐
´

な
く
て
も
、
こ
の
場
合
は
、
人
命
の
保
護
と
い
う
意
味
で
で
も
、
こ
う
し

進

た
措
置
を
と
つ
た
方
が
当
然
だ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。
彼
は
当
時
二
十
七

だ
つ
た
の
で
ぁ
る
。

西
安
は
お
ろ
か
、
今
日
で
は
蘭
州
、
粛
州
か
ら
巴
密
、
ウ
ル
ム
チ
ま
で

も
、
行
こ
う
と
す
れ
ば
、
そ
し
て
許
可
さ
れ
れ
ば
、
旅
客
機
で
居
睡
り
し

な
が
ら
行
く
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
物
の
上

に
蠅
が
と
ま
る
よ
う
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
、
西
蘭
公
路
五
日
の
旅
を
し
た

彼
の
記
録
は
、
今
日
の
人
々
の
百
の
西
北
紀
行
よ
り
も
値
打
が
あ
る
。

西
安
を
出
発
す
る
ト
ラ
ッ
ク
は
普
通
天
候
に
さ
え
恵
ま
れ
れ
ば
、
大

体
五
日
間
で
蘭
州
に
つ
き
、
蘭
州
か
ら
西
安

へ
は
四
日
間
で
充
分
で
あ

る
。
そ
れ
は
西
安
が
海
抜

一
千
数
百
尺
な
の
に
対
し
、
蘭
州
は
五
千
吠

以
上
の
高
原
に
あ
る
た
め
と
、
蘭
州
行
き
の
際
は
主
と
し
て
綿
絲
布
、

雑
貨
類
を
満
載
し
て
い
る
の
に
対
し
、
西
安
行
き
の
際
は
、
主
と
し
て

有
名
な
蘭
州
煙
草

（水
煙
）
を
積
載
す
る
か
、
蘭
州
行
き
の
場
合
に
比

し
て
、　
一
般
に
積
載
量
が
少
な
い
た
め
で
あ
る
。
従
つ
て
西
安
か
ら
蘭

州
行
の
場
合
は
一
人
当
り
四
十
数
元
を
要
す
る
が
、
蘭
州
か
ら
の
帰
途

は
三
十
元
足
ら
ず
で
あ
る
。

貨
物
を
満
載
し
た
ト
ラ
ッ
ク
に
二
十
数
人
近
く
の
乗
客
が
手
廻
り
の

荷
物
を
打
ち
こ
ん
で
乗
る
の
で
あ
る
か
ら
窮
屈
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

身
動
き
も
容
易
に
で
き
ず
、
し
か
も
場
所
に
よ
つ
て
は
道
路
が
極
め
て

悪
い
の
で
、
よ
ほ
ど
注
意
し
て
い
な

い
と
振
り
落
さ
れ
る
危
険
が
あ

る
。
中
央
部
に
乗
つ
て
い
る
と
場
所
が
高
い
た
め
、
城
門
な
ど
を
通
る

際
頭
を
う
ち
つ
け
る
こ
と
が
あ
り
、
端
の
方
に
坐
る
と
、
脚
を
ぶ
ら
さ

げ
て
い
る
た
め
、
門
を
潜
る
時
、
又
は
崖
の
下
な
ど
を
通
る
時
、
道
路
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が
凸
凹
で
車
が
ゆ
れ
る
と
き
な
ど
、
車
体
と
門
、
あ
る
い
は
、
車
体
と

崖
と
の
間
に
足
を
挟
ま
れ
る
。

こ
れ
は
彼
の
当
時
の
旅
行
記
録
の
一
節
だ
が
、
こ
ん
な
文
章
を
よ
ん
で
い

る
と
、
タ
イ
ク
マ
ン
や
テ
ィ
ル
マ
ン
の
西
北
紀
行
を
読
ん
で
い
る
よ
う
な

錯
覚
を
起
す
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
蒙
古
か
ら
西
北
を
経
て
、
遠
く
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
に
ま
で
拡
つ
て
い
る
内
陸
ア
ジ
ア
の
ど
こ
に
も
共
通
し
た
旅
行

で
あ
り
、
困
難
で
あ
つ
た
。
引
用
を
も
つ
と
続
け
た
い
の
は
山
々
だ
が
、

際
限
が
な
い
か
ら
こ
こ
に
は
も
う

一
つ
六
盤
山
越
え
の
と
こ
ろ
を
引
い
て

お
こ
う
。

二
十
六
日

（五
月
）
早
朝
平
涼
を
出
発
し
た
わ
れ
わ
れ
は
い
よ
い
よ

待
望
の
六
盤
山
を
突
破
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
…
…
西
蘭
公
路
は
六
盤

山
脈
を
隆
徳
県
の
瓦
亭
に
お
い
て
横
断
す
る
の
で
あ
る
が
、
同
地
は
海

抜
七
千
八
百
尺
、
美
し
い
高
山
植
物
が
咲
き
乱
れ
、
高
原
の
さ
わ
や
か

な
空
気
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
し
、
断
崖
千
偲
、
墜
落
す

れ
ば
百
年
目
で
あ
る
か
ら
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
徒
歩
で
行
か
ね
ば
な
ら

ぬ
。
…
…

静
寧
か
ら
華
家
嶺
に
か
け
て
は
文
字
通
り
山
の
海
と
い
う
感
じ
が
す

る
。
嶺
の
山
か
ら
み
る
と
四
方
八
方
こ
と
ご
と
く
山
の
波
で
あ
る
。
…

…
ど
こ
を
み
て
も
山
の
波
が
無
限
に
続
き
、
地
平
線
は
あ
た
か
も
太
洋

に
お
け
る
水
平
線
の
如
く
、
山
の
波
が
一
本
の
線
と
な
る
ま
で
続
い
て

い
る
。
際
だ
つ
て
高
い
山
が
な
く
、
し
か
も
ど
こ
ま
で
も
山
が
続
い
て

い
る
た
め
に
、
か
か
る
珍
好
な
現
象
を
呈
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
辺
で
は
猛
烈
な
烈
風
が
北
方
か
ら
吹
き
よ
せ
、
六
盤
山
突
破
の
　
♭

時
よ
り
も
寒
気
厳
し
く
、
合
着
の
支
那
服
の
下
に
ジ
ャ
ケ
ツ
を
着
て
、　
　
・６０

そ
の
上
頭
か
ら
毛
布
を
か
ぶ
つ
て
も
寒
か
つ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜

大
陸
の
空
が
、
そ
し
て
そ
の
空
の
下
に
つ
ら
な
る
際
て
し
の
な
い
山
波
が

眼
に
見
え
る
よ
う
だ
。

昭
和
九
年
に
二
十
七
だ
つ
た
松
尾
君
は
、
数
年
後
に
北
京
で

「中
央
亜

細
亜
協
会
」
を
主
宰
し
て
い
た
。
ス
タ
イ
ン
や
ヘ
デ
イ
ン
の
著
述
を
は
じ

め
、　
ロ
イ
ア
ル
・
ア
シ
ア
テ
イ
ッ
ク
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
の
雑
誌
や
、
ヒ
マ

ラ
ヤ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
ず
ら
り
と
列
ん
で
い
た
そ
の
図
書
室
は
、
今
想

い
出
し
て
み
て
も
、
天
下
の
偉
観
で
あ
つ
た
。

こ
れ
だ
け
書
け
ば
彼
が
ど
ん
な
人
物
で
あ
つ
た
か
は
、
お
の
ず
か
ら
は

つ
き
り
す
る
と
思
う
。

戦
後
大
陸
か
ら
引
揚
げ
て
き
た
彼
は
富
士
重
工
株
式
会
社
に
職
を
得
、

亡
く
な
つ
た
時
に
は
宣
伝
課
長
と
い
う
地
位
に
あ
つ
た
。

そ
し
て
こ
の
宣
伝
課
長
が
大
い
に
振
つ
て
い
た
。
工
大
の
学
生

一
行
を

ス
ク
ー
タ
ー
に
乗
せ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
を
さ
せ
て
み
た
り
、
マ
ナ
ス
ル

登
頂

一
週
年
記
念
の
放
送
番
組
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
つ
た
り
、
大
い
に
わ

き
の
者
に
は
会
社
員
離
れ
の
し
た
宣
伝
課
長
で
、
首
に
な
り
は
し
な
い
か

と
時
に
は
ら
は
ら
さ
せ
も
し
た
が
、
結
局
に
お
い
て
は
、
大
い
に
会
社
の

ス
ク
ー
タ
ー
の
大
宣
伝
を
や
つ
て
の
け
た
。
「欧
州
ス
ク
ー
タ
ー
旅
行
」
の

著
者
桶
谷
さ
ん
は
、
彼
の
こ
と
を

「サ
ラ
リ
ー
マ
ン
ら
し
か
ら
ぬ
夢
多
き

変
り
者
」
と
書
い
て
い
る
が
、
正
に
そ
の
通
り
だ
つ
た
。



悼追

彼
が
駒
沢
大
学
の
出
身
で
あ
る
こ
と
を
、
ぼ
く
が
知
つ
た
の
は
亡
く
な

つ
て
か
ら
あ
と
の
こ
と
だ
が
、
長
い
間
の
つ
き
あ
い
で
は
あ
つ
た
が
、
年

を
き
い
た
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
出
身
校
を
き
い
た
こ
と
も
な
か
つ
た
。
つ

ま
り
人
間
同
志
の
つ
き
あ
い
に
そ
う
し
た
も
の
は
ど
う
で
も
よ
か
つ
た
と

い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
が
、
駒
沢
大
学
と
き
い
て
、
や
は
り
彼
は
或
る
時

代
に
は
河
口
書
海
師
な
ど
の
影
響
を
う
け
た
の
で
は
な
い
か
と
、
ぼ
く
は

考
え
た
の
で
あ
る
。
晩
年
大
谷
光
瑞
師
が
北
京
に
来
ら
れ
た
こ
ろ
、
彼
は

大
い
に
こ
の
大
先
輩
に
師
事
し
た
こ
と
を
ぼ
く
は
知
つ
て
い
る
。

彼
は
明
治
四
十
年
の
生
れ
で
あ
る
か
ら
、
亡
く
な
つ
た
時
五
十

一
で
あ

つ
た
。
本
人
も
周
囲
の
人
も
全
く
想
像
も
し
て
い
な
か
つ
た
よ
う
な
難
病

が
、
い
つ
の
間
に
か
身
体
の
中
に
巣
を
く
つ
て
い
て
、
そ
の
た
め
に
床
に

つ
い
て
一
日
余
り
で
亡
く
な
つ
た
の
だ
か
ら
、
家
の
方
々
の
悲
し
み
打
撃

は
大
き
か
つ
た
と
思
う
が
、
彼
を
識
り
、
ま
た
彼
の
夢
を
知
る
も
の
で
、

こ
の
思
い
が
け
ぬ
急
逝
の
報
を
手
に
し
て
働
哭
し
な
い
も

の
は
な

か
つ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（松
方
二
郎
）

略
　
　
　
　
　
歴

一
九
〇
七
年
七
月
二
十

一
日
誕
生

一
九
四
九
年

一
月
　
日
本
山
岳
会
入
会

（会
員
番
号
四
五
二
六
番
）

一
九
五
八
年
六
月
五
日
逝
去
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登
山
界

の
あ
ゆ

み

こ
の

一
年
、
ど
う
い
う
人
達
が
ど
う
い
う
山
を
ど
う
い
う
方
法
で
登
つ

た
か
と
い
う
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
日
本
の
山
岳
界
の
移
り
変
り
の

一
頁
で
あ
り
、
こ
の

一
頁

一
頁
の
積
み
重
な
つ
た
も
の
が
即
ち
山
登
り
の

歴
史
に
は
か
な
ら
な
い
。
幾
多
の
変
遷
を
経
て
来
た
歴
史
に
、
ど
の
よ
う

な

一
頁
が
書
き
加
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
、
編
集
部
に
寄

せ
ら
れ
た
こ
の

一
年
間
の
各
方
面
の
記
録
に
見
て
み
た
い
と
思
う
。

〔
昭
和
三
二
年
度
秋
山
〕

昔
か
ら
そ
う
で
あ
つ
た
よ
う
に
、
や
が
て
試
み
る
冬
山
の
大
き
な
計
画

に
対
す
る
準
備
―

‐偵
察

・
荷
上
げ

・
工
作
等
が
多
く
を
占
め
て
い
る
中

で
、
冬
山

ｏ
春
山
と
は
全
然
無
関
係
に
、
厳
し
い
積
雪
期
の
山
に
対
す
る

技
術
を
練
り
経
験
を
積
み
上
げ
る
た
め
に
、
冬
の
訪
れ
の
早
い
富
士
山
に

組
織
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
所
の
多
い
の
が
目
立
つ
。
特
に
目
新
し
い

も
の
で
は
な
い
が
、
最
近
積
雪
期
の
山
で
の
遭
難
が
増
加
し
、
そ
の
原
因

が
技
術
の
不
足
、
経
験
の
不
足
か
ら
来
る
情
況
判
断
の
悪
さ
が
多
い
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
今
日
、
こ
う
い
う
計
画
は
大
い
に
意
義
が
あ
ろ
う
。

△
明
治
大
学

富
士
合
宿

昭
和
三
二
年

一
一
月
二

一
日
―
二
六
日

東
真
人
他
三
二
名

△
中
央
大
学

富
士
合
宿

昭
和
三
二
年

一
一
月

一
八
日
―
二
四
日

成
瀬
栄
作
他
二
七
名

△
東
京
農
業
大
学

富
士
合
宿

昭
和
三
二
年

一
一
月
六
日
―

一
〇
日

柴
田
寿
史
他

一
五
名

〔昭
和
三
二
年
度
冬
山
〕

冬
山
は
各
山
岳
会
共
日
頃
結
集
し
た
実
力
を
フ
ル
に
発
揮
し
て
、
何
か

や
ろ
う
と
い
う
傾
向
が
強
い
。
従
つ
て
記
録
面
で
も
可
成
り
種
々
な
も
の

が
残
さ
れ
て
い
る
。
主
な
記
録
を
次
に
掲
げ
る
。

△
慶
応
義
塾
大
学

昭
和
三
二
年

一
二
月
六
日
―
三
〇
日

一
カ
英
夫
他
二
五
名

笠
ガ
岳
よ
り
槍
ガ
岳
を
経
て
奥
穂
高
を
極
地
法
に
よ
り
往
復
。

△
一
橋
大
学

昭
和
三
二
年

一
二
月
六
日
―
二
七
日
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岡
垣
治
雄
他

一
〇
名

拾
ガ
岳
山
荘
に
Ｂ
Ｈ
を
置
き
、
極
地
法
に
よ
る
奥
穂
高
往
復
と
滝
谷
第

二
尾
根
登
攀
。

△
関
西
登
高
会

昭
和
三
二
年

一
二
月
二
三
日
―
同
三
二
年

一
月

一
二
日

梶
本
徳
次
郎
他
六
名
、
北
海
道
登
高
会
七
名
と
合
同
。

札
内
川
よ
リ
コ
イ
カ
ク
シ
ュ
サ
ツ
ナ
イ
岳

・
ヤ
オ
ロ
マ
ッ
プ
岳

・
ル
ベ

ツ
ネ
岳
を
経
て
ペ
テ
ガ
リ
岳
を
極
地
法
に
よ
り
往
復
。

社
会
人
山
岳
会
と
し
て
は
異
例
の
長
距
離
遠
征
を
試
み
、
見
事
な
成
果

を
収
め
た
。
同
会
の
充
実
ぶ
り
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
種
々
な
面
で
制
約

を
う
け
る
社
会
人
山
岳
会
に
し
て
こ
れ
だ
け
の
記
録
が
残
せ
る
よ
う
に
な

つ
た
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
の
山
岳
界
の
水
準
の
向
上
を
示
す
も
の
と
み

て
よ
か
ろ
う
。

△
京
都
大
学

昭
和
三
二
年

一
二
月
二
五
日
―
同
三
二
年

一
月
五
日

村
上
他
四
名

泊
よ
リ
イ
プ
リ
岳

ｏ
朝
日
岳

ｏ
雪
倉
岳
を
経
て
白
馬
迄
縦
走
。

み
　
　
白
馬
以
北
日
本
海
に
至
る
山
脈
の
縦
走
は
、
先
年
同
志
社
大
学
パ
ー
テ

歩の
　
　
ィ
‐
に
よ
り
始
め
て
成
さ
れ
た
が
、
逆
に
日
本
海
側
よ
り
の
縦
走
は
こ
れ

界
　
が
始
め
て
で
は
な
い
か
と
思
う
。

勧
　
　
△大
阪大学

昭
和
三
二
年

一
二
月
二
五
日
―
同
三
二
年

一
月
八
日

岡
田
博
司
他
七
名

蒲
田
よ
り
大
ノ
マ
乗
越
を
登
り
、
双
六
岳
を
経
て
赤
牛
岳
及
び
祖
父
岳

の
往
復
。

△
早
稲
田
大
学

昭
和
三
二
年

一
二
月

一
七
日
―
三
〇
日

川
村
浩
之
他
三
名

馬
場
島
よ
り
小
窓
尾
根
を
経
て
釧
岳
往
復

小
人
数
の
数
パ
ー
テ
ィ
ー
に
よ
る
分
散
登
攀
の
中
の

一
つ
だ
が
、
こ
う

い
う
形
式
で
悪
場
も
含
む
可
成
り
の
距
離
を
も

つ
た
所
を
、
要
領
よ
く
動

く
こ
と
も

マ
ス
タ
ー
す
べ
き
課
題
の

一
つ
。

△
東
京
農
業
大
学

昭
和
三
二
年

一
二
月

一
日
―
二
四
日

石
川
寛
成
他
五
名

鳥
帽
子
よ
り
裏
銀
座
経
由
槍
ガ
岳

三
方
面
よ
り
槍
ガ
岳

へ
集
結
し
合
宿
を
行
う
計
画
で
、
そ
の

一
つ
が
本

パ
ー
テ
ィ
ー
で
あ
る
。
こ
の
計
画
も
面
白
い
も
の
だ
が
、
北
鎌
尾
根
を
集

結
ル
ー
ト
に
と
つ
た
パ
ー
テ
ィ
ー
か
ら

一
名
遭
難
者
を
出
し
た
た
め
挫
折

し
た
の
は
惜
し
い
。

〔昭
和
三
二
年
度
春
季
〕

気
の
つ
い
た
点
と
し
て
は
放
射
状
登
山
の
多
い
こ
と
だ
が
、
こ
の
放
射

線
の
長
さ
な
り
内
容
な
り
が
以
前
と
は
随
分
違
つ
て
来
た
。
以
前
で
は
充
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分

一
つ
の
計
画
の
対
象
と
な
つ
て
い
た
所
が
、
今
日
で
は
放
射
線
の
一
つ

に
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
山
登
り
の
進
歩
の
一
面
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ

△
中
央
大
学

昭
和
三
二
年
二
月
二

一
日
―
同
二
月
二

一
日

竹
下

ｏ
成
瀬

・
小
林
他

一
二
名

北
海
道
利
尻
島
遠
征
、
利
尻
山
を
三
方
よ
り
三
パ
ー
テ
ィ
ー
で
集
中
登

山

△
学
習
院
大
学

昭
和
三
二
年
二
月

一
日
―
二
〇
日

石
川
清
夫
他

一
五
名

創
岳
周
辺
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ト
登
攀

赤
谷
山
よ
り
創
岳

ｏ
猫
又

ｏ
毛
勝
等

△
同
志
社
大
学

昭
和
三
二
年
二
月
二
八
日
―
同
二
月
二
九
日

寺
阪
元
雄
他
二
二
名

馬
場
島
よ
り
早
月
尾
根
を
経
て
創
頂
上
に
登
り
、
周
辺
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ル
ー
ト
の
登
攀

（本
文
参
照
）
。

昭
和
三
二
年
二
月
五
日
―
三

一
日

山
本
俊
雄
他

一
七
名

後
立
山
白
馬
乗
鞍
岳
よ
り
爺
子
岳
間
の
交
換
縦
走

△
慶
応
義
塾
大
学

昭
和
三
二
年
二
月

一
一
日
―
二
四
日

山
瀬
則
夫
他
五
名

三
伏
峠
よ
り
熊
の
平

。
三
峯
岳

・
両
股
を
経
て
北
沢
峠
、
こ
の
間
白
峯

三
山
往
復

△
神
戸
商
科
大
学

昭
和
三
二
年
二
月

一
九
日
―
同
四
月

一
三
日

寺
本
他
三
名
及
び
サ
ポ
ー
ト

一
〇
名

槍
ガ
岳
か
ら
制
迄
縦
走

△
関
西
学
院
大
学

昭
和
三
二
年
二
月

一
二
日
―
同
四
月

一
五
日

蒲
田
よ
り
中
崎
尾
根

・
西
鎌
尾
根

・
槍
ガ
岳
を
経
て
西
穂
高
迄
極
地
法

に
よ
り
往
復

最
近
山

へ
入
る
ル
ー
ト
と
し
て
飛
騨
側
が
可
成
リ
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
て
来
た
が
、
主
稜
線

へ
の
登
路
と
し
て
中
崎
尾
根
を
選
ん
だ
の
は
珍
し

△
東
京
大
学

昭
和
三
二
年
二
月
九
日
―
同
四
月

一
日

三
上
良
治
他
三
二
名

穂
高
岳
集
中
登
山
、
明
神
東
稜
よ
り
奥
穂
高

・
西
穂
高
よ
り
奥
穂
高

へ

の
縦
走
な
ど
。

△
明
治
大
学

昭
和
三
二
年
二
月
八
日
―
二
七
日

(164)



東
真
人
他

一
八
名

穂
高
岳
に
於
け
る
基
礎
技
術
訓
練
、

ハ
イ
ｏ
キ
ャ
ン
プ
（明
神
最
南
峯
）

及
び

ロ
ウ

・
キ
ャ
ン
プ

（明
神
沢
出
合
）
よ
り
前
穂

・
西
穂
等
の
往
復

△
関
西
登
高
会

昭
和
三
二
年
二
月

小
泉
他

一
名

屏
風
岩
第

一
ル
ン
ゼ
の
登
攀
。

戦
後
四
月
末
よ
り
五
月
初
め
に
か
け
て
の
い
わ
ゆ
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
が
暦
の
上
に
出
来
て
か
ら
、
春
山
の
後
期
と
し
て
こ
の
時
期
に
可
成

り
注
目
す
べ
き
山
行
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。
そ
の
例
に
洩
れ
ず
今

年
も
い
ろ
い
る
の
山
行
が
試
み
ら
れ
た
が
、
中
で
も
休
日
続
き
で
よ
う
や

く
活
動
の
期
を
得
た
社
会
人
に
よ
つ
て
、
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ト

に
於
け
る
注
目
す
べ
き
山
行
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

△
関
西
山
岳
会

昭
和
三
二
年
四
月
二
六
日
―
同
五
月
六
日

赤
山
他
九
名

み
　
　
鹿
島
槍
北
壁
右
リ
ッ
ジ
登
攀
、
キ
レ
ッ
ト
小
屋
を
ベ
ー
ス
と
し
て
五
月

歩∝
　

一
一
日
、
三
日
の
二
回
登
攀
。

界
　
　
右
リ
ッ
ジ
は
鹿
島
槍
北
壁
中
最
も
右

（向

つ
て
）
に
あ
る
も
の
で
、
積

一枷
一　
雪
期

。
無
雪
期
を
通
じ
て
初
登
攀
で
あ
る
。
無
雪
期
は
簸
が
凄
く
、
登
攀

対
象
と
し
て
は
余
り
興
味
は
，あ
る
ま
い
。

△
紫
岳
会

昭
和
三
二
年
四
月
二
二
日
―
同
五
月
二
日

阿
部
和
行
他
三
名

遠
見
よ
リ
カ
ク
ネ
里
に
入
り
Ｂ

●
Ｃ
を
設
け
、
八
峯
東
面
の
尾
根
Ｓ
Ｇ

Ｉ

ｅ
Ｓ
Ｇ
Ⅱ

（仮
称
）
を
登
攀
。

後
立
東
面
で
残
さ
れ
た
の
は
も
う
こ
の
部
分
に
限
ら

れ

て

い

る
よ
う

だ
。
社
会
人
が
限
ら
れ
た
時
間
を
利
用
し
て
狙
う
の
に
絶
好
の
目
標
だ
ろ

△
大
阪
大
学

昭
和
三
二
年
四
月
二
六
日
―
同
五
月
四
日

宍
戸
元
他
五
名

黒
部
に
Ｂ

ｏ
Ｃ
を
設
け
赤
沢
岳
西
尾
根
上
の
岩
峯

（通
称
猫
の
耳
）
等

を
登
攀
、
そ
の
附
近
を
探
索
。

黒
部
川
第
四
発
電
所
建
設
工
事
の
進
捗
に
伴
い
、
黒
部
川
の
底
も
ア
プ

ロ
ー
チ
が
容
易
に
な
り
、
恐
ら
く
幾
多
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ト

が
開
拓
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
今
迄
余
り
知
ら
れ
な
か
つ
た
黒
部
川
の
ヴ
ア

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ト
探
索
の

″
は
し
り
〃
と
し
て
面
白
い
試
み
で
あ

る

△
東
京
女
子
大
学

昭
和
三
二
年
四
月
二
〇
日
―
同
五
月
六
日

石
田
祥
子
他
九
名

白
馬
岳
強
化
合
宿
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女
性
だ
け
の
山
行
き
が
こ
う
し
て
計
画
実
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。

既
に
多
く
の
女
性
が
男
性
と
行
動
を
共
に
し
て
山
行
を
試
み
て
い
る
が
、

男
性
と
種
々
な
条
件
の
異
る
女
性
と
し
て
は
、
女
性
自
身
の
山
の
い
き
方

が
あ
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
う
い
う
意
味
で
女
性
だ
け
の
山
行
が
健
全
な
発

達
を
示
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

〔あ
と
が
き
〕

今
年
の
山
岳
界
は
以
上
の
如
き

一
頁
を
書
き
加
え
て
来
た
。
更
に
来
年

は
ど
う
い
う

一
頁
が
展
開
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
辿
つ
て
登

山
史
の
移
り
変
り
を
、
こ
の
「
山
岳
」
の
紙
面
に
於
て
ま
と
め
て
い
き
た
い

と
思
う
。
幸
い
諸
氏
の
御
協
力
に
よ
り
、
今
年
は
こ
の
程
度
迄
ま
と
め
る

こ
と
が
出
来
た
が
、
或
い
は
我
々
の
知
ら
な
い
処
で
知
ら
れ
ざ
る

〓
員
が

書
き
加
え
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
報
告
を
寄
せ
ら
れ
な
か
つ
た
団

体
で
、
立
派
な
足
跡
が
残
さ
れ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
こ
と
と
想
像
さ
れ

る
。
将
来
は
是
非
こ
の
よ
う
な
も
の
も
含
め
て
登
山
の
歴
史
の

一
頁
を
ま

と
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
諸
氏
が
残
さ
れ
た
記
録
の
数
々

を
出
来
得
る
限
り
編
集
委
員
会
宛
報
告
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

（担
当
＝
田
島
汎
）
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会

務

報

告

一
九
五
八
年
四
月
―

一
九
五
九
年
二
月

◇
四
月
役
員
総
会
　
四
月
九
日

（水
）
図
書
室

出
席
者
　
日
高
副
会
長

（理
事
）
小
原
、
折
井
、
辰
沼
、
山
崎
、
太
田

金
坂
、
村
木
、
松
丸
、
野
田
、
石
坂

（評
議
員
）
早
川
、
三
田
、
成

瀬
、
渡
辺
、
交
野

（監
事
）
諸
岡

槙
名
誉
会
員

▽
議
事
、
報
告

一
、　
一
九
五
八
年
年
度
、
通
常
会
員
総
会
付
議
事
項

二
、
定
款
変
更
の
件

三
、
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
登
山
の
件

◇
通
常
会
員
総
会
　
四
月
十
九
日

（土
）
体
協
会
議
室

▽
議
事
、
報
告

一
、　
一
九
五
七
年
度
事
業
報
告

二
、　
一
九
五
七
年
度
決
算
報
告

三
、　
一
九
五
八
年
度
予
算
付
議
、
可
決
。

四
、
定
款
変
更
の
件
　
文
部
省
に
登
記
の
必
要
上
、
原
案
に
根
本
的
の
修

正
な
き
限
り
、
多
少
の
訂
正
は
新
年
度
理
事
に

一
任
す
る
事
に
て
承
認

可
決
。

五
、
山
梨
、
越
後
、
宮
城
、
東
京
各
支
部
報
告

六
、　
一
九
五
八
年
度
理
事
と
し
て
、
別
宮
貞
俊
、
日
高
信
六
郎
、
松
方
三

郎
、
浜
野
正
男
、
折
井
健

一
、
太
田
敬
、
辰
沼
広
吉
、
山
崎
安
治
、
村

木
潤
次
郎
、
松
丸
秀
夫
、
大
塚
博
美
、
徳
久
球
雄
、
越
智
英
夫
、
石
坂

昭
二
郎
、
羽
島
肇
、
日
島
汎
、
野
田
二
郎
、
松
田
雄

一
、
松
沢
幸
雄
、

田
村
扇

一
の
二
十
名
を
選
任
、
尚
会
長
別
宮
、
副
会
長
日
高
、
松
方
は

任
期
昭
和
三
十
五
年
二
月
迄
従
来
通
り
と
す
る
。

七
、
監
事

（
一
九
五
八
年
―

一
九
五
九
年
）
と
し
て
野
口
末
延
、
諸
岡

一

次
を
選
任
。

八
、
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
登
山
計
画
発
表
。

◇
四
月
理
事
会
　
四
月
二
十
五
日

（金
）
図
書
室

出
席
者
、
日
高
副
会
長

（理
事
）
折
井
、
太
田
、
辰
沼
、
山
崎
、
村
木

松
丸
、
越
智
、
田
島
、
徳
久
、
田
村
、
大
塚
、
石
坂

（評
議
員
）
成

瀬

（監
事
）
野
口

（前
役
員
）
金
坂
、
石
原

▽
議
事
、
報
告

一
、
理
事
事
務
分
担
を
決
定
。
総
務
渉
外

（折
井
、
越
智
）
経
理
（太
田
）

会
報

（山
崎
）
山
岳

（田
島
）
山
日
記

（徳
久
）
国
体
（浜
野
、
折
井
）

研
究

（辰
沼
、
田
村
）
遭
難
対
策

（浜
野
、
羽
島
）
図
書
集
会

（松
丸

松
田
）
学
生
部

（村
木
、
石
坂
、
松
沢
）
支
部
関
係

（
日
高
、
大
田
）
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東
京
支
部
兼
務

（野
田
、
大
塚
）

二
、
常
務
理
事
を
選
任
、
浜
野
、
折
井
、
山
崎
、
大
田
、
辰
沼
、
村
木
、

以
上
六
名

三
、
山
岳
五
十
二
年
編
集
の
件

四
、
会
報
発
行
の
件

五
、
南
極
観
測
隊
員
帰
国
歓
迎
会
の
件

六
、
第
十
二
回
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
の
件

（六
月
中
旬
）

七
、
国
体
登
山
部
委
員
の
件
　
浜
野
、
金
坂
、
村
木
、
折
井
、
若
林

（富

山
支
部
）
五
名
に
委
嘱
。

◇
五
月
役
員
総
会
　
五
月
十
二
日

（月
）
図
書
室

出
席
者
、
日
高
副
会
長

（
理
事
）
折
井
、
浜
野
、
太
田
、
辰
沼
、
山
崎

村
木
、
松
丸
、
徳
久
、
石
坂
、
松
田
、
松
沢

（評
議
員
）
成
瀬
、
望

月
、
交
野

（監
事
）
野
口

▽
議
事
、
報
告

一
、
評
議
員
追
加
推
薦
の
件
　
岩
永
信
雄
、
小
原
勝
郎
を
推
す

（現
評
議

員
の
任
期
と
合
せ
て
昭
和
三
十
四
年
度
迄
）

二
、

『
マ
ナ
ス
ル

（
一
九
五
四
ｔ
六
年
）
』
五
月
二
十
日
頃
、
毎
日
新
聞
社

よ
り
出
版
の
予
定
。

二
、
竹
沢
長
衛
翁

（南
ア
ル
プ
ス
開
拓
者
）
記
念
碑
建
立
に
協
賛
依
頼
の

件
四
、
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
登
山
の
件
並
に
同
委
員
会
設
置
に
つ
き
左
記
委
員
を

委
嘱
す
る
。
　
　
　
　
／

委
員
長
、
日
高
信
六
郎
、
副
委
員
長
、
小
原
勝
郎
　
委
員
、
成
瀬
岩
雄
、

　
＞

竹
節
作
太
、
折
井
健

一
、
辰
沼
広
吉
、
村
木
潤
次
郎
、
金
坂

一
郎
、
大
　
・６８

塚
博
美
、
石
坂
昭
二
郎
、
松
田
雄

一
、
日
下
田
実
。
　
　
　
　
　
　
　
　
く

五
、
富
士
を
愛
す
る
会
協
賛
依
頼
の
件

六
、
ア
ジ
ア
大
会
に
ネ
パ
ー
ル
選
手
団
来
日
の
件

七
、
海
外
登
山
審
議
会
委
員
は
前
年
度
に
変
更
な
く
次
の
諸
氏
を
委
嘱
す

る
。
別
宮
、
日
高
、
松
方
、
槙
、
三
田
、
今
西
（錦
）
、
入
沢
、
成
瀬
、

渡
辺
、
堀
田
、
小
原
、
望
月
。

八
、
新
旧
役
員
交
歓
会
　
五
月
二
十
三
日
に
決
定
。

◇
五
月
緊
急
理
事
会
　
五
月
二
十

一
日

（水
）
図
書
室

出
席
者

（理
事
）
折
井
、
太
田
、
山
崎
、
越
智
、
田
村
、
松
田

▽
議
事

一
、
ア
ジ
ア
大
会
参
加
ネ
パ
ー
ル
選
手
団
歓
迎
の
件

◇
六
月
理
事
会
　
六
月
十
七
日

（火
）
図
書
室

出
席
者
　
別
宮
会
長
、
松
方
副
会
長

（理
事
）
浜
野
、
折
井
、
辰
沼
、

山
崎
、
村
木
、
越
智
、
大
塚
、
松
沢
、
田
村
、
田
島
、
石
坂
、

（評

議
員
）
入
沢
、
小
原
、
望
月

（
ォ
ブ
ザ
ー
パ
ー
）
石
原
、
金
坂

△
議
事
、
報
告

一
、
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
登
山
の
準
備
委
員
会
の
名
称
を

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
準

備
委
員
会
」
と
す
る
。

二
、
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
登
山
先
遣
隊
の
件
、
準
備
委
員
会
の
推
挙
に
依
り
、

金
坂

一
郎
、
石
坂
昭
二
郎
両
名
に
決
定



会 務 報 告

三
、
山
岳
五
十
二
年
、
五
十
二
年
発
行
の
件

四
、
竹
沢
長
衛
翁
記
念
碑
々
文
の
件

五
、
第
十
四
回
国
体
登
山
の
件

（第

一
案
富
士
山
、
第
二
案
雲
取
山
）

六
、
ル
ー
ム
改
築
の
件

七
、
遭
難
対
策
の
件

八
、
台
湾
山
岳
会
員
来
日
希
望
の
件

九
、
中
共
と
合
同
登
山
計
画
の
件

十
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
報
告
の
件

十

一
、
夏
山
懇
談
会

（国
鉄
主
催
）
の
件

十
二
、
セ
ル
バ
ン
シ
ュ
ー
ズ
検
定
の
件

十
二
、
チ
リ
ー
山
岳
会
会
長
よ
り
記
念
品

（銅
製
飾
皿
）
寄
贈
の
件
　
神

戸
大
学
パ
タ
ゴ

ニ
ャ
遠
征
隊
田
中
薫
隊
長
に
依
托
さ
る
。

◇
七
月
役
員
総
会
　
七
月
十
七
日

（木
）
図
書
室

出
席
者
　
別
宮
会
長
、
日
高
、
松
方
副
会
長

（
理
事
）
折
井
、
太
田
、

浜
野
、
辰
沼
、
山
崎
、越
智
、
松
丸
、
大
塚
、
田
村
、
徳
久
、
石
坂
、

松
田

（評
議
員
）
藤
木
、
渡
辺
、

（監
事
）
野
口
、

▽
議
事
、
報
告

一
、
文
部
省

へ
登
記
関
係
書
類
提
出
の
件

二
、
山
日
記
発
行
予
定
の
件

三
、
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
登
山
先
遣
隊
の
件

四
、
厚
生
省
主
催

「山
の
医
学
講
演
会
」
の
件

五
、
山
岳
五
十
二
年
、
八
月
初
旬
発
行
の
件

六
、
会
報
の
件

七
、
東
北
地
区
岳
連
協
議
会
、
藤
木
評
議
員
派
遣

八
、
宮
城
県
山
岳
連
盟
主
催
、
登
山
講
習
会
、
太
田
理
事
派
遣

九
、
秩
父
宮
記
念
館
募
金
の
件

十
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
の
登
山
学
校
よ
り
登
山
装
具
、
パ
ッ
チ
、
ペ
ナ
ン
ト
寄

贈
依
頼
の
件

十

一
、
第
十
三
回
国
体
登
山
Ｃ

・
Ｌ
の
件

（沼
倉
、
伊
藤

（久
）
、山
本
、

浅
野
（義
）
に
依
頼
）

◇
九
月
役
員
総
会
　
九
月
二
十
五
日

（木
）
図
書
室

出
席
者
　
日
高
、
松
方
副
会
長
、

（
理
事
）
折
井
、
山
崎
、
太
田
、
村

木
、
松
丸
、
大
塚
、
越
智
、
徳
久
、
松
田
、
田
村
、
田
島
、
野
田
（評

議
員
）
藤
木
、
岩
永
、
篠
日
、
中
田
、
入
沢
、
渡
辺
、
成
瀬
、
交
野

．

望
月

（監
事
）
野
口
、
諸
岡

（支
部
長
）
津
田
、
藤
島

（静
岡
）
山

本
、
石
原
前
監
事

▽
議
事
、
報
告

一
、
別
宮
会
長
急
逝

（九
月
十
九
日
午
前

一
時
半
）

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す

二
、
日
高
副
会
長
に
会
長
代
理
を
委
嘱
の
件

二
、
第
十
二
回
国
体
登
山
報
告
の
件

四
、
支
部
長
会
議
開
催
の
件

（十
月
二
十
五
日
）

五
、
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
登
山
の
件

六
、
タ
イ
ガ
ー
シ
ュ
ー
ズ
検
定
依
頼
の
件

(169)



七
、
会
報
、
山
岳
の
件

八
、
ル
ー
ム
改
築
案
の
件

◇
十
月
理
事
会
　
十
月
八
日

（水
）
図
書
室

出
席
者
　
日
高
、
松
方
副
会
長

（
理
事
）
浜
野
、太
田
、
折
井
、
山
崎
、

辰
沼
、
村
木
、
松
丸
、
徳
久

（評
議
員
）
渡
辺
、
望
月

（静
岡
）
山

本
▽
議
事

一
、
会
長
後
任
、
副
会
長
補
充
の
件

二
、
臨
時
会
員
総
会
開
催
の
件

三
、
南
極
観
測
隊
歓
送
会
の
件

◇
十
月
臨
時
役
員
総
会
　
十
月
十

一
日

（土
）
図
書
室

出
席
者
　
日
高
、
松
方
副
会
長

（
理
事
）
折
井
、
浜
野
、
辰
沼
、
太
田

山
崎
、
村
木
、
松
丸
、
田
村
、
羽
鳥
、

（評
議
員
）
藤
木
、
岩
永
、

成
瀬

（監
事
）
野
口

▽
議
事
、
報
告

一
、
臨
時
会
員
総
会
、
十
月
二
十
五
日
に
決
定

二
、
右
総
会
議
案
に
関
す
る
件

三
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
準
備
委
員
追
加
委
嘱
の
件

田
辺
寿
、
竹
田
寛
次
、
山
野
井
茂
夫

同
資
金
委
員
長
と
し
て
、
早
川
評
議
員
を
委
嘱

◇
臨
時
会
員
総
会
　
十
月
二
十
五
日

（土
）
体
協

▽
議
事

一
、
別
宮
会
長
逝
去
に
伴
い
後
任
会
長
と
し
て
、
現
副
会
長
日
高
信
六
郎

を
推
挙
選
任
す
る

（任
期
は
前
会
長
の
残
任
期
間
昭
和
三
十
五
年
二
月

迄
）

▽
報
告

一
、
日
高
新
会
長
よ
り
会
長
就
任
挨
拶

二
、
新
会
長
よ
リ
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
登
山
に
つ
い
て
経
過
報
告
、
尚
ヒ
マ
ラ

ヤ
登
山
準
備
委
員
会
事
務
所
を
十
月

二
十

七

日
よ
り
左
記
に
開
設
す

る

。千
代
田
区
神
田
須
田
町
ニ
ノ
ニ
芝
崎
ビ
ル
ニ
階

◇
十

一
月
役
員
総
会
　
十

一
月
十
二
日

（水
）
図
書
室

出
席
者
　
日
高
会
長
、
松
方
副
会
長

（理
事
）
辰
沼
、
折
井
、
山
崎
、

大
田
、
田
村
、
徳
久
、
松
田
、
田
島
、
松
丸
、
大
塚
、
羽
鳥

（評
議

員
）
岩
永
、
成
瀬
、
交
野
、
望
月
、
小
原

（監
事
）
諸
岡

（関
西
支

部
）
三
宅
、
神
保

▽
議
事
、
報
告

一
、
年
次
晩
餐
会
開
催
の
件

二
、
京
大
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
登
山
隊
歓
迎
会
開
催
の
件

三
、
故
別
宮
会
長
追
悼
会
開
催
の
件

四
、
第
十
四
回
国
体
登
山
の
件

五
、
秩
父
宮
記
念
館
に
記
念
品
を
出
品
の
件

六
、
故
茨
木
猪
之
吉
氏
遣
作
頒
布
の
件

七
、
登
山
技
術
書
発
行
の
件
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八
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
準
備
委
員
に
左
記
を
追
加
委
嘱
す
る
。

篠
田
軍
治
、
初
見

一
雄
、
徳
永
篤
司
、
高
橋
進
、
住
吉
仙
也
、
尾
藤
昭

二
◇
十
二
月
臨
時
役
員
総
会

（海
外
登
山
審
議
委
員
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
準
備

委
員
を
含
む
）
十
二
月
十
二
日
、
図
書
室

出
席
者
　
日
高
会
長
、
中
田
、
初
見
、
藤
木
、
入
沢
、
望
月
、
小
原
、

浜
野
、
太
田
、
山
崎
、
村
木
、
石
坂
、
松
田
、
徳
久
、
田
村
、
諸
岡

▽
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
登
山
隊
員
を
左
記
決
定
承
認
。

（隊
長
）
村
木
潤
次
郎

（隊
員
）
石
坂
昭
二
郎
、
松
田
雄

一
、
田
辺

寿
、
竹
田
寛
次
、
山
野
井
武
夫
、
住
吉
仙
也
、
木
村
勝
久
、
以
上
八

名

◇
十
二
月
理
事
会
　
十
二
月
二
十
三
日

（火
）
図
書
室

出
席
者
　
日
高
会
長
、
松
方
副
会
長

（
理
事
）
浜
野
、
折
井
、
大
田
、

徳
久
、
松
田
、
田
村

（評
議
員
）
成
瀬
、
渡
辺
、
交
野

（監
事
）
諸

岡
、
岡
田
北
九
州
支
部
長

▽
議
事
、
報
告

一
、
昭
和
三
十
四
年
度
役
員
の
件

告
　
一
一、
山
日
記
発
行
の
件

報
　
一二
、
冬
山
遭
難
の
件

務

　
四
、
経
理
報
告

会
　
◇

．
月
役
員
総
会
　
一
月
二
十
日

（火
）
図
書
室

出
席
者
　
日
高
会
長
、
松
方
副
会
長

（理
事
）
折
井
、
大
田
、
浜
野
、

山
崎
、
辰
沼
、
村
木
、
松
丸
、
徳
久
、
松
田
、
田
村
、
羽
鳥

（評
議

員
）
成
瀬
、
岩
永
、
望
月
、
交
野

（監
事
）
野
口
、
諸
岡

▽
議
事
、
報
告

一
、
遭
難
反
省
会
開
催
の
件

二
、
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
登
山
隊
歓
送
会
開
催
の
件

三
、
会
報

（
一
五

一
号
―
二
〇
〇
号
）
目
録
の
件

四
、
山
岳
五
十
四
年
発
行
の
件

五
、
学
生
部
強
化
の
件

六
、
松
竹
映
画
会
社
よ
り
遭
難
基
金
寄
附
の
件

◇
二
月
理
事
会
　
二
月
二
十
六
日

（木
）
図
書
室

出
席
者
　
松
方
副
会
長

（
理
事
）
浜
野
、
折
井
、
辰
沼
、
山
崎
、
松
丸

徳
久
、
田
村

（評
議
員
）
渡
辺
、
望
月
、
交
野

（監
事
）
諸
岡

▽
議
事
、
報
告

一
、
体
協
名
誉
会
長
平
沼
亮
三
氏
追
悼
会
の
件

二
、
第
十
四
回
国
体
登
山

「
雲
取
山
」
に
決
定
の
件

二
、
登
山
医
学
に
関
す
る
図
書
出
版
の
件

四
、
飯
田
山
岳
会
ラ
ン
タ
ン
●
リ
ル
ン
登
山
計
画
の
件

五
、
山
日
記
の
件

六
、
図
書
整
備
の
件

◇
二
月
役
員
総
会
　
二
月
十
六
日

（月
）
図
書
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

出
席
者
　
松
方
副
会
長

（
理
事
）
辰
沼
、
折
井
、
山
崎
、
野
田
、
田
村
　
１７

徳
久
、
越
智

（評
議
員
）
藤
木
、
岩
永
、
交
野
、
高
山
信
濃
支
部
長



津
田
関
西
支
部
長

▽
議
事
、
報
告

一
、
第
十
四
回
国
体
登
山

「
雲
取
山
」
実
施
要
項
検
討
の
件

二
、
ス
イ
ス
山
岳
財
団
よ
り
槙
名
誉
会
員
を
通
じ
て
図
書
基
金
寄
附
の
件

二
、
全
岳
連
の
件

四
、
通
常
会
員
総
会
開
催
の
件

（
四
月
二
十
五
日
）

五
、
昭
和
三
十
四
年
度

（
一
九
五
九
年
）
理
事
推
薦
。
日
高
、
松
方
、
浜

野
、
山
崎
、
太
田
、
松
丸
、
越
智
、
徳
久
、
田
島
、
田
村

（以
上
重
任
〉

三
田
、
渡
辺
、
古
沢
、
藤
平
、
千
谷
、
金
坂
、
川
上
、
高
橋
、
日
下
田

（以
上
新
任
）
十
九
名
を
次
年
度
理
事
に
推
す
。

×
　
　

　

　

　

　

×
　
　

　
　

　
　

×

◇
第
十
二
回
ウ
エ
ス
ト
ン
祭
　
六
月
十
四
日
上
高
地
碑
前
祭
、
夕
食
後
に

温
泉
ホ
テ
ル
に
て
会
員
の
懇
談
会
を
開
催
、
十
五
日
は
恒
例
に
依
り
記

念
山
行

（西
穂
高
）
を
行
つ
た
。
参
加
者
二
三
二
名
。

◇
第
十
三
回
国
体
登
山

（富
山
県
）
九
月
十
四
日
―
十
七
日
に
か
け
て
立

山
、
創
岳
を
舞
台
と
し
て
、
別
宮
会
長
、
日
高
副
会
長
、
槙
名
誉
会
員

等
の
長
老
の
方
々
を
は
じ
め
全
国
か
ら
二
五
八
名
の
参
加
者
に
依
り
実

施
さ
れ
た
。

◇
支
部
長
会
議
　
十
月
二
十
五
日
、
図
書
室
に
て
開
催
。
出
席
者
、
北
川

（宮
城
）
藤
島

（越
後
）
三
井
、
百
瀬

（山
梨
）
木
津

（富
山
）
津
田

（関
西
）
池
田

（石
川
）
本
部
並
東
京
―
日
高
、
松
方
、
中
田
、
岩
永
、

成
瀬
、
交
野
、
石
原
、
折
井
、
山
崎
、
辰
沼
、
太
田
、
越
智
、
村
木
、

松
田
、
沼
倉
、
野
田
、
折
井

◇
小
集
会

▽
第

一
八
二
回
　
六
月
十
八
日
、
体
協
会
議
室

ア
メ
リ
カ
の
山
登
り
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
田
軍
治
氏

カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
映
写

▽
第

一
八
三
回
　
六
月
二
十
六
日
、
体
協
会
議
室

印
度
、
ネ
パ
ー
ル
、
ス
イ
ス
の
旅
、
別
宮
貞
俊
氏

カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
映
写

▽
第

一
八
四
回
　
八
月
二
十
日
、
体
協
会
議
室

飛
行
機
か
ら
見
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
　
　
　
　
吉
沢
清
次
郎
氏

南
米
の
旅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
高
信
六
郎
氏

カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
映
写

▽
第

一
八
五
回
　
九
月
十
二
日
、
体
協
会
議
室

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
山
登
り
　
　
　
　
松
方
三
郎
氏

▽
第

一
八
六
回
　
十
月
七
日
、
体
協
会
議
室

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
気
象
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

・

大
井
正

一
、
久
米
庸
孝
、
村
上
多
喜
雄
、
辰
沼
広
吉
、
山
田
二
郎
、

藤
平
正
夫
の
諸
氏
に
よ
る
。

▽
第

一
八
七
回
　
十
月
二
十
四
日
、
体
協
会
議
室

黒
部
谷
の
今
昔
、
冠
松
次
郎
氏
、
沼
倉
寛
二
郎
氏

▽
第

一
八
八
回
　
十

一
月
十
九
日
、
体
協
会
議
室

高
山
病
、
凍
傷
、
凍
死
に
つ
い
て
　
杉
本
良

一
氏
、
辰
沼
広
吉
氏
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▽
第

一
八
九
回
　
十
二
月
八
日
、
体
協
会
議
室

登
山
用
防
寒
装
備
に
つ
い
て

田
　
南
極
観
測
隊
の
装
備
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
居
鉄
也
氏

②
　
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
登
山
隊
の
装
備
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
泰
安
氏

０
　
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
登
山
隊
の
装
備
　
　
　
　
　
　
　
初
見

一
雄
氏

▽
第

一
九
〇
回
　
一
月
十
四
日
、
図
書
室

シ
エ
ラ
ネ
パ
タ
の
山
旅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
保
雄
氏

カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
映
写

▽
第

一
九

一
回
　
二
月
二
日
、
体
協
会
議
室

田
　
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
登
山
先
遺
隊
報
告
　
　
　
　
　
　
金
坂

一
郎
氏

鯰
　
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
登
山
隊
準
備
　
　
　
　
　
　
　
村
木
潤
次
郎
氏

▽
第

一
九
二
回
　
二
月

一
日
―
二
日
　
八
方
山
荘

ス
キ
ー
の
今
昔
、
初
企
画
と
し
て
ス
キ
ー
懇
親
会
を
兼
ね
て
会
員
多
数

出
席
し
て
盛
会
で
あ
つ
た
。
今
後
引
続
き
恒
例
と
す
る
予
定
。

▽
第

一
九
二
回
　
二
月
十
四
日
、
体
協
会
議
室

ブ
ー
タ
ン
の
旅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
尾
佐
助
氏

◇
マ
ナ
ス
ル
登
頂
二
週
年
記
念
懇
親
会
　
五
月
九
日
　
図
書
室

告
　
　
槙
隊
長
、
隊
員
を
囲
ん
で
当
時
を
偲
ぶ

報
　
◇
ァ
フ
リ
カ
探
検
隊
帰
国
歓
迎
会
　
五
月
十
九
日
　
図
書
室

務
　
　
関
根
吉
郎
、
吉
阪
隆
正
、
後
藤
董
子
、
鈴
木
歌
子
の
四
氏
を
囲
み
ア
フ

リ
カ
大
陸
の
珍
ら
し
い
話
題
を
中
心
に
懇
談
、
ス
ラ
イ
ド
を
上
映
し
た

会

◇
南
極
観
測
隊
員
歓
迎
会
　
五
月
二
十
九
日
、
体
協
会
議
室

西
堀
越
冬
隊
長
、
中
野
、
立
見
、
鳥
居
、
平
山
、
中
村
、
清
水
、
原
、

菊
池
、
岩
、
佐
伯
、
原
田
、
渡
辺
氏
等
の
南
極
組
会
員
も
多
数
出
席
し

て
、
映
画
、
ス
ラ
イ
ド
映
写
、
貴
重
な
体
験
談
を
聞
く
。

◇
ネ
パ
ー
ル
選
手
団
歓
迎
会
　
五
月
二
十

一
日
、
国
際
文
化
会
館
に
て
開

催
、
ア
ジ
ア
競
技
大
会
に
初
参
加
の
選
手
団
五
名
を
迎
え
て
、
そ
の
敢

闘
を
讃
え
た
。

◇
ヒ
マ
ル
チ

ュ
リ
登
山
先
遣
隊
歓
送
会
　
七
月
十
四
日
、
協
和
会
館
に
て

開
催
、
金
坂
、
石
坂
両
隊
員
は
七
月
十
八
日
東
京
駅
を
出
発
、
神
戸
よ

り
海
路
現
地
に
向

つ
た
。

◇
ジ

ュ
ガ
ー
ル

ｏ
ヒ
マ
ー
ル
探
査
隊
歓
迎
会
　
八
月
十

一
日
、
協
和
会
館

に
て
開
催
。
深
田
、
古
原
、
山
川
、
風
見
氏
を
迎
え
て
、
カ
ラ
ー
ス
ラ

イ
ド
を
観
賞
す
。

０
第
二
次
南
極
観
測
隊
員
歓
送
会
　
十
月
十
六
日
、
協
和
会
館
に
て
。
村

山
、
武
藤
、
原
田
、
中
村
、
芳
野
、
平
山
、
西
田
、
北
村
、
沢
の
諸
氏

の
健
闘
を
祈
る
。
佐
伯
富
男
氏
の
一
六
ミ
リ
映
画
を
映
写
す
。
尚
宗
谷

丸
は
十

一
月
十
二
日
東
京
港
を
出
港
。

◇
京
大
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
登
山
隊
歓
迎
会
　
十

一
月
二
十
六
日
、
国
際
文
化
会

館
に
桑
原
隊
長
、
加
藤
、
藤
平
、
平
井
、
羽
賀
隊
員
を
迎
え
て
開
催
。

桑
原
隊
長
の
説
明
で
カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
を
映
写
。

◇
故
別
宮
会
長
、
高
頭
仁
兵
衛
、
北
田
正
三
氏
追
悼
会
　
十
二
月
五
日
、

国
際
文
化
会
館
に
遺
族
の
方
々
を
迎
え
て
開
催
。
佐
伯
富
男
氏
の
好
意

に
依
り
別
宮
会
長
最
後
の
山
行
で
あ
つ
た
第
十
三
回
国
体
登
山
の
映
画
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◇
年
次
晩
餐
会

1
0
八
名 、

ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ

登
山
先
追
隊
金
坂 、

石
坂
氏
の
報
告
と
カ

ラ
ー

ス
ラ
イ
ド
を
映
写
す 。

二
月
三
日 、

永
楽
ク
ラ
プ
に
て
開
催

村
木 、

石
坂 、

松
田 、

田
辺 、

竹
田 、

山
野
井 、

住
吉 、

木
村
氏
を
送

る 。

二
月
十
二
日 、

東
京
駅
を
立
ち
神
戸
よ
り
海
路
カ
ル
カ
ッ
タ
に
向

支
部
長

（
山
形）

後
藤
幹
次
（
信
濃）

高
山
忠
四
朗
（
山
梨）

三
井
松

男
（
富
山）

木
津
誠
一

（
石
川）

池
田
知
幸
（
山
陰）

織
田
収

（
静
岡）

大
室
貞
一
郎
（
東
京）

松
方
三
郎
（
宮
城）

北
川
正

次
（
北
九
州）

岡
田
喜
一

（
熊
本）

北
田
正
三

評
議
員

監

x

X 

X 

゜

A
ノ

村
木
潤
次
郎 、

松
丸
秀
夫 、

大
塚
博
美 、

徳
久
珠
朗 、

石
坂
昭

二
郎 、

羽
鳥
樅 、

田
島
汎 、

越
智
英
夫 、
松
田
雄
一

、
田
村
扇
一

松
沢
幸
雄 、

野
田
三
郎

野
口
末
延 、

諸
岡
一
次

入
沢
文
明 、

成
瀬
岩
雄 、

渡
辺
公
平 、

望
月
達
夫 、

三
田
幸
夫

早
川
種
三 、

藤
木
九――一 、

西
堀
栄
三
郎 、

今
西
錦
司 、

辻
荘
一

中
田
勇
吉 、

島
田
巽 、

伊
藤
秀
五
郎 、

堀
田
弥
一

、

篠
田
軍
治

竹
節
作
太 、

交
野
武
一

、

藤
井
運
平 、

小
原
勝
郎 、

岩
永
信
雄

（
関
西）

津
田
周
二
（
越
後）

藤
島
玄
（
福
島）

伊
藤
弥
十
郎

理

事

浜
野
正
男 、

折
井
健
一

、

太
田
敬 、

辰
沼
広
吉 、

山
崎
安
治 、

◇
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
登
山
隊
歓
送
会

副
会
長

日
高
信
六
郎 、

松
方
三
郎

会

長

別
宮
貞
俊

を
映
写 。

十
二
月
十
二
日 、

ボ
ー

ル
ス
タ
ー

に
て
開
催 、

出
席
者

一
九
五
八
年
度
役
員
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定 款

第

三

条

本
会
は 、

山
岳
に
関
す
る
研
究 、

知
識
の
普
及
お
よ
び
健

全
な
登
山
の
指
導 、

奨
励
を
な
し
、

あ
わ
せ
て
会
員
相
互
の
連
絡
懇
親

を
は
か
る
と
と
も
に
、

登
山
を
通
じ
て
あ
ま
ね
く
体
育 、

文
化
な
ら
び

に
自
然
愛
譲
の
精
神
の
高
揚
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第

四

条

本
会
は

、

前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に 、

次
の
事
業

を
行
う 。

一
、

登
山
の
指
迎
奨
励
に
必
要
な
集
会 、

研
究
会 、

講
習
会
お
よ
び
展

覧
会
等
の
開
催

二
、

登
山
施
設
の
改
善
の
促
進 、

そ
の
他
登
山
の
た
め
の
適
切
な
事
業

三
、

海
外
登
山
の
企
画
お
よ
び
実
施

四 、

機
関
誌
「
山
岳
」 、
「
会
報
」

お
よ
び
「
山
日
記
」

そ
の
他
の
図
書

の
刊
行

五
、

目
的
を
同
じ
く
す
る
国
内
お
よ
び
国
外
団
体
と
の
連
絡 、

情
報
の

交
換

第

二

章

第

一

条

本
会
は

、

社
団
法
人
日

本

山

岳

会
(
T
h
e

Ja
p
a
n
e
s
e

 

Al
p
m
e
 Cl
u
b

略
称
J .
A .
C .
)

と
い
う 。

第

二

条

本
会
は 、

事
務
所
を
東
京
都
千
代
田
区
神
旧
駿
河
台
四
丁

目
六
番
地
に
お
く
。

第
社
団

法
人

章
日

本

山

岳

会

定

款

目
的
お
よ
び
事
業

総

則
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六
、
そ
の
他
、
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

第
　
五
　
条
　
本
会
は
、
理
事
会
の
議
決
を
経
て
必
要
な
地
に
支
部
を
お

く
こ
と
が
で
き
る
。

支
部
に
関
す
る
規
定
は
、
総
会
に
お
い
て
こ
れ
を
定
め
る
。

第

二

章

会

　

　

　

　

員

第
　
一ハ
　
条
　
本
会
の
会
員
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
、
通
常
会
員
　
本
会
の
目
的
に
賛
同
し
、
本
会
の
定
め
る
入
会
金
五

百
円
お
よ
び
年
会
費
八
百
円
を
納
め
る
個
人
ま
た
は
団
体

二
、
終
身
会
員
　
本
会
の
目
的
に
賛
同
し
、
本
会
の
定
め
る
入
会
金
五

百
円
お
よ
び
終
身
会
費

（
一
時
金
）
五
万
円
を
納
め
る
個
人
ま
た
は

団
体

三
、
賛
助
会
員
　
本
会
の
事
業
を
後
援
し
、
特
別
な
寄
与
を
な
し
た
も

の
で
、
評
議
員
会
が
推
薦
し
た
個
人
ま
た
は
団
体

四
、
名
誉
会
員
　
本
会
に
対
し
特
に
功
労
の
あ
つ
た
者
の
う
ち
か
ら
、

評
議
員
会
が
推
薦
し
た
者

第
　
七
　
条
　
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
も
の
は
、
入
会
金
と
年
会
費
を
添

え
て
会
員
二
名
の
紹
介
に
よ
り
入
会
申
込
書
を
提
出
し
、
理
事
会
の
承

認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

団
体
が
入
会
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
入
会
申
込
書
に
そ
の
団
体
の
代

表
者
名
を
明
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
団
体
の
代
表
者
に
変

更
の
あ
つ
た
と
き
は
、
入
会
金
の
払
込
を
必
要
と
し
な
い
。

第
　
八
　
条
　
会
員
は
、
機
関
誌

「
山
岳
」
お
よ
び

「会
報
」
の
配
布
を

受
け
、
本
会
の
開
催
す
る
各
種
の
集
会
に
出
席
し
、
か
つ
、
本
会
備
付

の
図
書
の
閲
覧
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
　
九
　
条
　
会
員
は
、
次
の
事
由
に
よ
つ
て
そ
の
資
格
を
失
う
。

一
、
退
　
会

二
、
禁
治
産
お
よ
び
準
禁
治
産
の
宣
告

三
、
死
亡
、
失
そ
う
の
宣
告
お
よ
び
団
体
会
員
の
解
散

四
、
除
　
名

第
　
十
　
条
　
会
員
が
本
会
か
ら
退
会
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
退
会
届
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第

十

一
条
　
会
員
が
次
の
各
号
の

一
に
該
当
す
る
と
き
は
、
総
会
の
議

決
を
経
て
こ
れ
を
除
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
会
費
の
支
払
を
滞
納
し
た
と
き

二
、
本
会
の
名
誉
を
傷
け
た
と
き

第

十

二

条
　
既
納
の
入
会
金
お
よ
び
会
費
は
、
こ
れ
を
返
還
し
な
い
。

第

四

章
　
役
員
評
議
員

お
よ
び
職
員
等

第

十

二

条
　
本
会
に
は
、
次
の
役
員
お
よ
び
評
議
員
を
お
く
。

理
　
事
　
　
十
五
名
以
上
二
十
名
以
内

（う
ち
会
長

一
名
、
副
会
長
二

名
以
内
、
お
よ
び
常
務
理
事
若
千
名
）

監
　
事
　
　
一
一　
名

評
議
員
　
　
十
五
名
以
上
二
十
名
以
内

第

十

四

条
　
理
事
お
よ
び
監
事
は
、
入
会
後
満
二
年
以
上
を
経
た
会
員

（賛
助
会
員
を
除
く
）
の
う
ち
か
ら
総
会
が
こ
れ
を
選
挙
す
る
。

２
　
会
長
お
よ
び
副
会
長
は
、
理
事
の
う
ち
か
ら
総
会
が
こ
れ
を
選
挙
す

る

理
事
は
、
互
選
で
常
務
理
事
若
千
名
を
定
め
る
。

監
事
は
、
評
議
員
会
の
推
挙
す
る
候
補
者
の
う
ち
か
ら
総
会
が
こ
れ
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定 款

を
選
挙
す
る
。

第

十

五

条
　
評
議
員
は
、
会
員
の
う
ち
か
ら
総
会
が
こ
れ
を
選
挙
す

る

。
評
議
員
は
、
互
選
で
常
任
評
議
員
若
千
名
を
定
め
る
。

評
議
員
は
、
理
事
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
会
長
お
よ
び

副
会
長
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

第

十

六

条
　
会
長
は
、
本
会
の
業
務
を
総
理
し
、
本
会
を
代
表
す
る
。

２
　
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
、
ま
た
は

欠
員
と
な
つ
た
と
き
は
、
会
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
名
し
た
順
序
に
よ
つ

て
、
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

３
　
常
務
理
事
は
、
会
長
お
よ
び
副
会
長
を
補
佐
し
、
理
事
会
の
決
議
に

も
と
ず
き
日
常
の
事
務
に
従
事
し
、
総
会
の
決
議
し
た
事
項
を
処
理
す

る

。

第

十

七

条
　
理
事
は
、
理
事
会
を
組
織
し
、
こ
の
定
款
に
定
め
る
も
の

の
ほ
か
、
総
会
の
権
限
に
属
す
る
事
項
以
外
の
事
項
を
決
議
し
執
行
す

る

。

第

十

八

条
　
監
事
は
、
民
法
第
五
十
九
条
の
職
務
を
行
う
。

第

十

九

条
　
評
議
員
は
、
理
事
会
の
諮
問
に
こ
た
え
、
会
長
に
対
し
必

要
と
認
め
た
事
項
に
つ
い
て
助
言
す
る
。

第

二
十

条
　
役
員
お
よ
び
評
議
員
の
任
期
は
次
の
と
お
り
と
し
、
再
任

を
妨
げ
な
い
。

会
長
お
よ
び
副
会
長
　
　
　
　
一二
　
年

そ
の
他
の
理
事
　
　
　
　
　
　
一　

年

監
　
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一　
年

評
議
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
　
年

２
　
補
欠
ま
た
は
増
員
に
よ
り
選
挙
さ
れ
た
役
員
お
よ
び
評
議
員
の
任
期

は
、
前
任
者
、
ま
た
は
現
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

３
　
役
員
お
よ
び
評
議
員
は
、
そ
の
任
期
満
了
後
で
あ
つ
て
も
、
後
任
者

が
就
任
す
る
ま
で
は
、
な
お
、
そ
の
職
務
を
行
う
。

４
　
役
員
お
よ
び
評
議
員
は
、
本
会
の
役
員
お
よ
び
評
議
員
と
し
て
ふ
さ

わ
し
く
な
い
行
為
の
あ
つ
た
場
合
、
ま
た
は
特
別
の
事
情
で
、
そ
の
任

に
耐
え
な
い
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
任
期
中
で
あ
つ
て
も
、

総
会
お
よ
び
理
事
会
の
議
決
に
よ
つ
て
、
会
長
が
こ
れ
を
解
任
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
二
＋
二
条
　
本
会
に
は
顧
間
若
千
名
を
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
顧
間
は
理
事
会
お
よ
び
評
議
員
会
の
議
決
に
よ
り
、
会
長
が
こ
れ
を

委
嘱
す
る
。

３
　
顧
間
は
、
本
会
の
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
、
会
長
の
相
談
に
応
じ
、

必
要
と
認
め
る
事
項
に
つ
い
て
会
長
に
助
言
す
る
。

第
二
十
二
条
　
本
会
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
主
事
、
書
記
等
の
職
員

を
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
職
員
は
、
会
長
が
こ
れ
を
任
免
す
る
。

３
　
職
員
は
、
有
給
と
す
る
。

第

五

章
　
会

議

第
二
十
二
条
　
理
事
会
は
、
毎
年
二
国
会
長
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。
た
だ

し
、
会
長
が
必
要
と
認
め
た
場
合
、
ま
た
は
理
事
現
在
数
の
三
分
の
一

以
上
か
ら
会
議
の
目
的
た
る
事
項
を
示
し
て
請
求
の
あ

つ
た
場

合
に

は
、
会
長
は
、
臨
時
の
理
事
会
を
招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
常
任
評
議
員
は
、
理
事
会
に
出
席
し
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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３
　
理
事
会
の
議
長
は
、
会
長
と
す
る
。

第
二
十
四
条
　
理
事
会
は
、
理
事
現
在
数
の
三
分
の
二
以
上
が
出
席
し
な

け
れ
ば
議
事
を
開
き
議
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
議

事
に
つ
い
て
書
面
を
も
つ
て
、あ
ら
か
じ
め
意
思
を
表
示
し
た
も
の
は
、

出
席
者
と
み
な
す
。

２
　
理
事
会
の
議
事
は
、
こ
の
定
款
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く

ほ
か
、
出
席
理
事
の
過
半
数
を
も
つ
て
決
議
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は

議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
二
十
五
条
　
評
議
員
会
は
会
長
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。

評
議
員
会
は
会
長
、
副
会
長
お
よ
び
評
議
員
で
組
織
す
る
。

２
　
評
議
員
会
の
議
長
は
、
会
長
と
す
る
。

第
二
十
六
条
　
評
議
員
会
は
、
当
該
評
議
員
総
数
の
三
分
の
一
以
上
が
出

席
し
な
け
れ
ば
議
事
を
開
き
議
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、

当
該
議
事
に
つ
い
て
書
面
を
も
つ
て
あ
ら
か
じ
め
意
思
を
表
示
し
た
も

の
は
、
出
席
者
と
み
な
す
。

２
　
評
議
員
会
の
議
事
は
、
出
席
評
議
員
の
過
半
数
を
も
つ
て
決
し
、
可

否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
二
十
七
条
　
通
常
総
会
は
、
毎
年

一
回
会
計
年
度
終
了
後
二
か
月
以
内

に
会
長
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。

２
　
臨
時
総
会
は
会
長
、
理
事
会
ま
た
は
監
事
が
必
要
と
認
め
た
と
き
、

い
つ
て
も
こ
れ
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
八
条
　
会
長
は
、
会
員
現
在
数
の
五
分
の

一
以
上
か
ら
会
議
に
付

す
べ
き
事
項
を
示
し
て
総
会
の
招
集
を
請
求
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の

請
求
の
あ
つ
た
日
か
ら
二
十
日
以
内
に
臨
時
総
会
を
招
集
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
二
十
九
条
　
通
常
総
会
の
議
長
は
会
長
と
し
、
臨
時
総
会
の
議
長
は
、

会
議
の
つ
ど
会
員
の
互
選
で
定
め
る
。

第

二

十

条
　
総
会
の
招
集
は
、
そ
の
開
催
日
よ
り
十
日
以
前
に
会
議
に

附
議
す
る
事
項
、
日
時
、
お
よ
び
場
所
を
記
載
し
た
書
面
を
も

つ
て
通

知
す
る
。

第
二
十

一
条
　
次
の
事
項
は
、
通
常
総
会
に
提
出
し
て
そ
の
承
認
を
う
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
事
業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算
に
関
す
る
事
項

二
、
事
業
報
告
お
よ
び
収
支
決
算
に
関
す
る
事
項

三
、
財
産
目
録

四
、
そ
の
他
理
事
会
で
必
要
と
認
め
た
事
項

第
二
十
二
条
　
総
会
は
、
会
員
現
在
数
の
二
分
の
一
以
上
が
出
席
し
な
け

れ
ば
、
そ
の
議
事
を
開
き
、
議
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、

当
該
議
事
に
つ
い
て
書
面
を
も

つ
て
、
あ
ら
か
じ
め
意
思
を
表
示
し
た

も
の
は
、
出
席
者
と
み
な
す
。

第
二
十
三
条
　
総
会
の
議
事
は
、
こ
の
定
款
に
別
段
の
定
が
あ
る
事
項
を

除
く
ほ
か
、
出
席
者
の
過
半
数
を
も
つ
て
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は

議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
二
十
四
条
　
総
会
の
議
事
の
要
項
お
よ
び
議
決
し
た
事
項
は
、
会
報
に

よ
つ
て
会
員
に
通
知
す
る
。

第
二
十
五
条
　
総
会
お
よ
び
理
事
会
の
議
事
録
は
、
議
長
が
こ
れ
を
作
成

し
、
議
長
お
よ
び
出
席
者
代
表
二
名
以
上
が
署
名
押
印
の
う
え
、
こ
れ

を
保
存
す
る
。

第

六

章
　
資
産
お
よ
び
会
計
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定 款

第
三
十
六
条

本
会
の
資
産
は 、

次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
、

別
紙
財
産
目
録
記
載
の
財
産

二
、

入
会
金
お
よ
び
会
喪

三
、

事
業
に
伴
う
収
入

四 、

汽
産
か
ら
生
ず
る
果
実

五 、

寄
附
金
品

六 、

そ
の
他
の
収
入

第
三
十
七
条

本
会
の
資
産
を
分
け
て

、

基
本
財
産
お
よ
び
運
用
財
産
の

二
種
と
す
る
。

2

基
本
財
産
は 、

別
紙
財
産
目
録
の
う
ち 、

基
本
財
産
の
部
に
記
載
す

る
資
産
お
よ
び
将
来
基
本
財
産
に
編
入
さ
れ
る
資
産
で
構
成
す
る
。

3

運
用
財
産
は 、

基
本
財
産
以
外
の
資
産
と
す
る
。

4

寄
附
金
品
で
あ
っ
て
、

寄
附
者
の
指
定
あ
る
も
の
は 、

そ
の
指
定
に

従
う 。

第
三
十
八
条

本
会
の
基
本
財
産
の
う
ち
現
金
は 、

理
事
会
の
議
決
に
よ

つ
て
確
実
な
有
価
証
券
を
購
入
す
る
か

、

ま
た
は
定
期
郵
便
貯
金
と
す

る
か 、

も
し
く
は
信
託
銀
行
へ
の
信
託 、

ま
た
は
定
期
預
金
と
し
て

、

会
長
が
こ
れ
を
保
筐
す
る
。

第
三
十
九
条

本
会
の
基
本
財
産
は 、

消
費
し
、

ま
た
は
担
保
に
供
し
て

は
な
ら
な
い
。

た
だ
し 、

本
会
の
事
業
遂
行
上
や
む
を
得
な
い
理
由
が

あ
る
と
き
は 、

理
事
会
お
よ
び
総
会
の
議
決
を
経 、

か
つ

、

文
部
大
臣

の
承
認
を
受
け
て
そ
の
一

部
に
限
り
処
分
し 、

ま
た
は
担
保
に
供
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

第

四

十

条

本
会
の
事
業
遂
行
に
要
す
る
費
用
は

、

入
会
金 、

会
毀 、

事
業
に
伴
う
収
入
お
よ
び
資
産
か
ら
生
ず
る
果
実
等
の
運
用
財
産
を
も

つ
て
支
弁
す
る
。

第
四
十
一

条

本
会
の
事
業
計
画
お
よ
び
こ
れ
に
伴
う
収
支
予
邸
は

、

毎

会
計
年
度
開
始
前
に 、

会
長
が
編
成
し
、

理
事
会
の
議
決
を
経
て
文
部

大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

事
業
計
画
お
よ
び
収
支
予
鍔
を

変
更
し
た
場
合
も
同
様
と
す
る
。

第
四
十
二
条

本
会
の
収
支
決
冥
は 、

毎
会
計
年
終
了
後
ニ
カ
月
以
内
に

会
長
が
こ
れ
を
作
成
し 、

財
産
目
録 、

事
業
報
告
沓
お
よ
び
会
員
の
移

動
状
況
書
と
と
も
に 、

監
事
の
意
見
を
附
し
て
理
事
会
お
よ
び
総
会
の

承
認
を
受
け
て
文
部
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

2

本
会
の
収
支
決
邸
に
剰
余
金
が
あ
る
と
き
は

、

理
事
会
の
議
決
お
よ

び
総
会
の
承
認
を
受
け
て 、

そ
の
一

部
も
し
く
は
全
部
を
基
本
財
産
に

編
入
し
、

ま
た
は
翌
年
度
に
繰
り

越
す
も
の
と
す
る
。

第
四
十
三
条

収
支
予
竹玄
で
定
め
る
も
の
を
除
く
仕
か

、

新
た
に
義
務
の

負
担
を
し
、

ま
た
は
権
利
の
放
棄
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は 、

理
事
会

お
よ
び
総
会
の
議
決
を
経 、

か
つ

、

文
部
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

。

借
入
金
（
そ
の
会
計
年
度
内
の
収
入
を
も
つ
て
償
遠
す

る
一

時
借
入
金
を
除
く
。）

に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
。

第
四
十
四
条

本
会
の
会
計
年
度
は
、

毎
年
四
月
一

日
に
始
ま
り 、

翌
年

三
月
三
十
一

日
に
終
る
。

定
款
の
変
更
な
ら
び
に
解
散

第
四
十
五
条

本
定
款
は 、

理
事
会
お
よ
び
総
会
に
お
い
て
お
の
お
の
の

出
席
者
の
四
分
の
三
以
上
の
議
決
を
経 、

か
つ

、

文
部
大
臣
の
認
可
を

受
け
な
け
れ
ば
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
四
十
六
条

本
会
の
解
散
は

、

理
事
会
お
よ
び
総
会
に
お
い
て

、

お
の

第

七

章
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お
の
の
出
席
者
の
四
分
の
三
以
上
の
議
決
を
経
、
か
つ
、
文
部
大
臣
の

許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
七
条
　
本
会
の
解
散
に
伴
う
残
余
財
産
は
、
理
事
会
お
よ
び
総
会

に
お
い
て
、
お
の
お
の
の
出
席
者
の
四
分
の
三
以
上
の
議
決
を
経
、
か

つ
、
文
部
大
臣
の
許
可
を
受
け
て
、
本
会
の
目
的
に
類
似
の
目
的
を
有

す
る
公
益
事
業
に
寄
附
す
る
も
の
と
す
る
。

第

八

章
　
補

　

　

　

　

則

第
四
十
八
条
　
こ
の
定
款
施
行
に
つ
い
て
の
細
則
は
、
理
事
会
お
よ
び
総

会
の
議
決
を
経
て
別
に
定
め
る
。（昭

和
三
四
年
二
月

一
八
日
改
正
認
可
）
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Expedicion Chileno Japonesa Andes Patagonicos 1958

by Kaoru Tanaka

(Prof. of Geography, Kobe University, leader
of the Japanese team of the expedition)

″
rhis expedition originated froIIl a free talk between Mr.lBoris]Kraizel

Loy, the president of the ``IFederacion de Andinismo y ]E)xcursionisino

de(Chile'' and inyself, at Santiago in iN・ ov., 1956。

It was to be sport only for the iChileans while l tried to cover also

the scientiic ield, particularly with regard to glacial geornorphology.
′
rhis international expedition was successful thanks to an even col_

laboration of the twO natiOns, and we were extrernely grateful fo rthe

strong support of the{Chilean Government and particularly that of the

(Clhilean Air Force who orered us eight carrier planes without which

our heavily equipped party could not have even approached the rnoun―

tains.

The Japanese teanl consisted of seven lmemtbers(K.Tanaka, leader―

geographer; M.′ I｀akagi, sub― leader anthropologist; M.′ I｀akaya;Moh[ori;

M.Emmanii; A.:Morita; S.:Maeda; Tc Yoda,cameraman;So Tanaka,

cameraman)belog all, except the cameramen,to the``Kobe University

Alpine lClub'', while the ``Federacion'' chose the eight inernbers of the

Chilean team (GII.DIills Parades, leader; E.Garcia Soto,subleader;

Ac Yanes del Villar,doctor; Captain C.Piderit; W. Itrriaga Siinken;

lK:.Claussen Sparenberg; Go Muga Royo; Ce Lucero lⅥ artinez)alm.ong

clilnbers of the entire country and included an ofllcer of the military

alpine training college。

On Jan。  19th, 1958, we asserllbled at Santiago, and successively set

out by air to IIielo Patagonico Norte 100king out for``C,erro.A.renales''

(34371n)standing on a continental ice neld 25 kilometer olr the Co10nia

Glacier.IIaving traced up the Rlo Baker and Rlo Colonia V・ alleies, w・ e

crossed the virgin water of Lago Colonia for the■ rst tilne in a rubber
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life boat tO the unexp10red shore where we set up our base canlp at the

edge Of the glaCier at an altitude of 2401n.

It WaS Sun set tiine on March 6th when Our irst ascending party

St00d On the sunllnit of Cerro Arenales after a twenty_three‐ hour‐ wOrk
frorll the fourth camp, established abOve the great ice‐ falls.「 I｀ w0 0ther

partieS, fOur Chileans and twO Japanese were also successful in the

coquest.

′
I｀he clilnbing itself required nO high technique except at the ice― falls

hunging juSt abOve the base canlp 3, which as we ascertained, stood

alinOSt On the snow line, 1,300 m of altitude. I:IOwever, it 、Ⅳas a hard

iob to cover 25 kilometers of direct distance between the base calnp

and the Sumlnit WithOut a Single pOrter. ′rhus it took us 62 days to

lnOve from and back to lLago(Colonia.

′
I｀he polar lnethOd was for the irst tilne applied in the regiOn, and

one of the principal surnmits, other than thOse located at the edge Of

the ice neld in Patagonia, had never been conquered before. ′
Iヽhe entire

party WaS equipped With JapaneSe IIlaterialse

AInong new infornlations we gained, were three ilnpOrtant Ones:

(1)The Weather was rather more stable than we previOusly expected,

SO We had コnore than a week of either cOntinuous goOd Or bad weathere

(2)The climate was fairly arid even at the end of the c。 1。nia Glacier

(east side of the Andes), and the nuvio‐ glacial drifts have turned to a

desert.(3)The glaciers beneath the snOwline were in ever melting

COndition thrOughOut our expeditiOn, and presented very dangerous

structure.

′
I｀he scientinc inds were of secondary irnportance, h。、vever interesting

tO IIle。 (1)I prOved the hypothesis that the rnysteriOus■00d which Occurs

OnCe eVery Sunllner along the]Rio lBaker, Inight be caused by water from

the Lago.A.rco (so nomed by us)10cated in the c01。 nia{Glacier.(2)We

discovered a plant‐ leaf‐ fossil bearing limestOne pebbles cOnsidered to

belOng tO the neSOZOiC periOd, alOng the tOngue Of the glacier. (3)I

ObSerVed an unuSual eXample Of gigantiC glaCial Strie near the iLago

Arco, andコ nany Other interesting nuvO_glacial topographies cOntributing
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much to the glacial geology of the region.

The account of the expedition in Japanese has been published in Oct.

1958, and the scientific report of the Japanese group will be published

in a more international form within this y€:ar.

To the Upper Swat and the E;astern Hindu Kush

by Susumu Matsushita

In the Kyoto University Scientific Expedition to the Karakoram and

Hindu Kush which was performed in 1955, the western half of the Kara-

koram and the main part of the Hindu Kush were explored from angles

of biology, anthropology and geology. In the next year the syntaxial

bend part of the mountain range connecting the Karakoram to the Hindu

Kush in the Gilgit-Ishkuman-Yasin area was surveyed in geology, biology

and mountaineering by the First Panjab University (Pakistan)-Kyoto

University (Japan) Joint Expedition party c:omposed of three Pakistanis

and three Japaneses. The Eastern Hindu Kush and the Upper Swat

which are situated adjoining to the west to the southwest of the Gilgit-
fshkuman-Yasin area mentioned above were explored in 1957 from angles

of geology, biology and mountaineering b1' the Second Panjab Univer-

sity-Kyoto University Joint Expedition partl' led by Prof. A.H. Beg. The

members of the last named party are listed below.

Pakistani members :

Prof . Abdul Hamid B"g, 57, Vicc-Principal of the Islamia College

and Professor of Physics,

Dr. M.S. Zahoor, 32, Professor of Botany, Panjab University,

Mr. K. Mubashir L. Khan, 26, Lecturer of Geography, Panjab

University;

Japanese members :

Dr. Susumu Matsushita , 54, Professor of Geology, Kyoto Univer-

sity,
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Mr. Katsuichi Honda , 24, Student of Agricultural Biologl', K-voto

University,

Mr. Kazuhiko Ogino, 22, Student of Forestry, Kyoto University,
Mr. Goro Iwatsubo, 24, Student of Forestry, Kyoto University,

Mr. Fumio Okitsu, 22, Student of Geology, Kyoto University ;

Liaison Officer :

Mr. Rasir A. Khan Tahirkheli, 28, Geologist of the Geological Sur-

vey of Pakistan.

After having been organized in Lahore at the beginning of July, 1957,

the expedition party left Peshawar for the expedition on the 9th of that
month to the Upper Swat and the Eastern Hindu Kush, and came back

to Peshawar on September 4. The course of the journey was : Peshawar-

Saidu Sha rif-Kalam-Dada rili An- Ghizar-Gupis-Yasin-Nazba rAn*Ano Gol-

Zagar An-Mastuj-Chitral-Dir-Peshawar. The party proceeded by bus

from Peshawar to Kalam, or foot from Kalam up to Mastuj, oo horseb-

ack or on foot from Mastuj to Chitral town, or a truck from Chitrat
to Peshawar. The distance f rom Kalam to Mastuj is 470 km.

The Swat State passed through by our party is a mountainous state

in the northern part of the Northwestern Frontier Province of W'estern

Pakistan and is ruled by the Wali of Swat whose palace lies at Saidu

Sharif in the southern part of the state. The area and population of
the Swat are 10,000 km' and 570, 000 respectively. The Swat State is
elongated from north to south and is drained by River Swat running
southward.

The Upper Swat is a high mountainland with many alpine peaks over

55, 000 m. above sea level, and being effected by the summer monsoon,.

is given sufficient rainfall for forests of Himalayan cedar, oak and birch"

This is one of the rare cases in arid Western Pakistan. The Upper Swat

with its snow-capped peaks, forested slopes and clear streams is becom-

ing a sightseening place. Swat Kohistan, the northern part of the Upper

Swat with its administrative center at Kalam is a higher mountainland

with small galciers and relics (cirques, hanging valleys, U-shaped valleyS,

moraine walls etc.) of Pleistocene glaciation and is a tribal area, for the
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=nost part uninhabited and has not yet been surveyed and had never
been passed thrOugh by foreigners nor plainsmen ti11 1957, when our

.expedition was carried out.

On July 18 we left Kalam(2,000m)for Swat Kohistan on foot,em‐

ploying 70 porters and 6 guards. In the upper valley where no perrllanent

village is seen, we often saw pasturing tribesmen. :During our march

through Swat Kohistan it rained occasionally. .A.fter having calnped at

ive places on the way, we crossed the snow‐ covered ]Dadarili Pass

(5,060m)and entered the Gilgit Agency and at the same time the
llE)astern Hindu Kushc ln strong contrast to the humid southern side, the

northern side of this water‐ shed is arid, not forested nor grass‐ covered.

A few wi1lows and■owering plants are seen only on the valley bottome

IIaving descended the valley of Shunii Gol, ・
w・hich is U‐ shaped,but rnodi■ ‐

ed by talus, we arrived at Ghizar(2,900m)at the junction of Shunii Gol

and ]River Ghizar on July 27. :FroI1l here l;he Swat porters and guards

went holne.We found a glaciated bed‐ rock near our Ghizar camp.

(Эn both sides of the deep valley of]River Ghizar, the upper course of

River Gilgit■owing from west to east, there are well developed two or

three river terraces. 
′
:「hough the precipitous slope on both sides of this

valley with scanty rainfall is bare of vegetation, the terraces and alluvial

fans are often irrigated, cultivated and irthabited, because the eternal

snow in the river source supplies plentiflll water. 
′
rhe 5,000-5,5001n.

class peaks are capped with snOw. We walked fronl Ghizar to Gupis in

four days, taking the Gilgit‐ Chitral highway which is partly ieepable

but on which we never found wheelse lt ・
1汀as fairly hot to walk in the

・daytirne in this arid and shade‐ less valley. VVe sornetiines tasted delice‐

ous fruits of apricot in the village with a height below 2,500■ 1。

′
I｀he village of Gupis lying near the conauence of the two rivers of

'Ghizar and Yasin is a sinall administrative center with the Raia and the

resident ofllcers of the Agency. ′
I｀he author of ``′ I｀his My ¬

V'oyage｀ ',

Dre′r.Longstar resided here as an olncer during the First World War

in 1916 and 1917。  I〕 uring our stay at Gupis,lin.y:Pakistani colleagues and

l made a return trip by jeep to Gilgit l10 klme downstrealn to visit
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Political Agent lⅥ !r.卜I.Z.Kiani◆

On August 7 we proceeded on foot frorrl Gupis to Yasin 24 knlo north

of the forin.er. It was interesting to observe that ]River Yasin is inuch

turbid while River Ghizar is rather clear.At the junction of these two

rivers the boundary between their waters is very marked. ′rwo days

later we entered ・westward the valley of iN.azbar, a tributary of ]River

Yasin,accoI1lpanied by about 50 porters. In the upper valley there is no

perinanent village, but we often met with shepherds theree

From the top of Nazbar An(4,977m)on Aug.11,we had a magn五 cent

vie・ w・ of the Eastern IIindu Kush with many snow‐ and ice‐capped peaks.

The salme day we pithed cam.p at Ano Gol(3,850 Hl),a tributary of the

lBahushtaro river and the following day the climbing teanl started for

Mt.Shahan Dok(6,237m)。 The Bahushtaro vaney was lively with many

pastors and cattlese Over Zagar An(5,007m)the main party entered

the(Chitral State and reached NIastuj on the Yarkhun river on Aug。  18.

Early next morning l found to the westiMto Tirichi Mir(7,740m)glitter―

ing in the I110rning SunShine and riSing high abOVe Other FnOuntainS.

As for our clirnbing team to try the nrst ascent of Shahan ]E)ok, three

StudentS(][IOnda,(〕 ginO and 1lⅣatSubO), after haVing aSCended a Steep

glacier, reached the height of about 6,180 m in the evening of Aug. 18,

but they were cornpelled to corlle back from there, On account of the

lack of tiine.

On Aug。 24 the clim[bing teain joined the main party at Mastui which

the whole party left for Chitral two days afterwardso Now our scientinc

、ハ「orks have alrnost inishede IIIonda,(〕 gino and lwatsubo collected about

5,000 specinlens of wild plants, over 300 specimens of insects and abun…

dant seeds of cultivated plantso I Inyself, being assisted by Okitsu, Inade

geological and topographical reconnaissance rnaps along iny route fror【 l

Kalanl to Mastuj and collected about 400 specilnens of rocks and fossils.

In three days and a half we arrived at the{Chitral town, the capital of

the(Chitral State, and we started on our way home on Sept.2,
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Journeys with iDogs during tl■e First Wintering

(Feb. 1957-―Feb.'58),

Japanese Antarctic iR.esearch iExpedition

(Part I)

by Taiichi Kitanrura
It was not fine in the morning on August L2, L957, at " SyOwa-Base "

(69'00'29"5, 39"35'10"E), but the atmospheric-pressure seemed not so re-

markably low, so we did not care much of the weather. As we-Dr.
NAKANO, Mr. KIKUCHI, Mr. SAEKI and I-went on toward the south,

the field of vision got narrower, and at noon time of the day the

weather changed into a threatening one. Relying on the magnetic com-

pass (The deflection is 43'W), we moved on to the " Yutre " Island,
at where we were going to study the ecology of penguin, however, they

were not yet there, and we four, with 15 dogs, entered into the place to
be seemed an inlet on the south side of the island at L4: 30. Beneath us

was very hard sea ice of Liitzow-Holm Buy, and it was covered with soft
5-cench,r'meter-deep snow. The fog was dense, and we could see only as

far as 200 or 300 meters ahead. There was no winds and the powdery

snow was falling quietly.
n'Let's go farther, and camp where the snow is deep", said NAKANO-

I went forth with him to look for the camp site. In a short time, I got

back and said " We have found a good place to camp ". We consulted

together over the map.

Then, just then ! !
" Whiz !! "
There was a sound and at the same time we felt ourselves pressed

vaguely, so we looked up from the map.

" Ah ! ! It's a blizzard | " We cried. The blizzard was approaching,

sweeping the " Yutre " Island like dark clouds.
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" Here it come ! " Next moment, we were environed with the raging

blizzard. One of the matress for camp, which was placed on the dog

sledge, was blown off toward the lee. NAKANO was following up his

own footmarks to draw near back to us. The ice freezed so hard that
the tent could not be set trp, so we made our every effort to go ahead,

but could not move any more feet.

" Let's pitch a tent hereabout ! " said we and stopped the sledge.

" Don't get anything flown off ! ! " The hemisphere-shaped polar tent
flattered, being swept by the strong winds. Beneath was ice. The peg

which was made of soft metal of duralumin was no good, and we used

" ice-piton ".

After one hour's struggle, we four rolled in the tent at last, and felt
relieved. The dogs crouched on the ice, wearing the new snow over their
heads and bodies, and they looked warm.

This is the narratives of our experience at the " Yutre " Island. We

had a dog team formed by 15 dogs, and after the quiet rest during the

hard winter, we started to make some journeys with them. The " Bliz-

zatd at the Yutre ", which mentioned above, was one of the experiences

we got at the beginning of the journey season.

At October and November, the dog sledge journeys came their cli-

max, namely, we went to the "Botnnuten" (Bottom-mountain), a nunatak

located about 50 kilometers inland from the head of Lutzow-Holm Bay,

and 200 kilometers from the " Syowa-Base " at Ongul Island.

A party of three-Dr. S. NAKANO (surgeon) as a leader of the party,

and Mr. T. KIKUCHI (geologist) and I (geophysicist), in charge of 15

dogs, set out the " Syowa-Base ". It was October 16, '57.

The 27 d.ays which followed is but a little journey compared to those

large-scale exploration promoted by foreign nations. To uS, however,

this is the essence, the culmination of all and great efforts rendered by

everybody concerned in the enterprise. A honor, as it were, to carty up

the last one of the topmost stones of a pyramid which has been ac-

cumulated by our collaborators, and, naturally, a realtzation of our

dream ! The 15 dogs we took with uS, worked hard, in fact, more than
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we had expected of them, bringing to fruition our many labors in train-

ing them for the journey. As we daily watched and followed them, our

heart warmed up to the unsharing canine efforts.

The " Enkyu Hyozan Gun " (Group of Dome Icebergs), which blocks

the course on the east side of the " Padda " island, is a collection of

big, old, decrepit icebergs, all of which are about 50 meters high, and

mostly one kilometer in diameter. Because they are contigunously dis-

tributed over the area, we have to climb up and down the icebergs, and

are not allowed to make a detour. So we rode across this group of

icebergs. Our loads were great; the snows were deep; but the dogs all

endured well.

On October 2L, starting from our depot at the landing place, we set

foot on the continent and proceeded towards the south, and more south.

There were no big crevasses on the course. But we had to march in the

teeth of strong winds which brought on snows that hurt our faces. It
was hard to walk looking forward. Frostbite left its mark on the face.

As for the dogs, they were no better than ourselves. It probably made

it difficult for them to steer straight ahead against the wind, seeing

them prone to go in the wrong direction.

In this way, on the afternoon of October 25, the three-man party and

the 15 dogs reached the foot of " Botnnuten ". At that point, the

altitude is approximately 1,000 meters above the sea-level, the tempera-

ture was in the neighborhood of *zA"C, and, as usual, snowdrifting was

severe. The next morning, October 26, the mercury read -26"C with a

strong wind blowig at 15 m/s. Usually, this wind has a tendency to

subside in the afternoon, so we tide over it by keeping ourselves in

the tent while it lasts. In the afternoon, we got on the unloaded sledge

and made a round trip of " Botnnuten ". This mountain mass, having a

circumference of 4-5 km, is not so big. However, it is cut on all sides

by glaciers, so that there is no likelihood of it being climbed easily.

We named temporarily the several peaks of this mountain mass ; yiz.,
n' To-hO " (meaning East Peak), " Shu-hO " (Main Peak), and " Sei-hO "

(West Peak). And a little peak located on their western side got the
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narne of``Inu一 yama''(]Dog Mountain)in recOgnitiOn Of Our dogs' contri―

bution to the journey.

rrhe prospective routes determined through reconnaissance as possibly

cliinbably are:一

1。  ′ro ascend along the west ridge of``]Botnnuten,, from the pass

running bewteen ``Inu一 yalna'' and ``Sei一 ho'', which we temporarily

Called``Inuyalm.a‐
′
I｀Oge''(Pass of]Dog Mountain).

2.  ′rhe gully which is found on the southern side Of``:BOtnnuten'',

between``Shu一 ho''and``Sei一 ho''.

3.  And, on the nOrthern side, the gully located between ``′ I｀ o一ho''

and``Shu一 ho''。

C)ther than thes three mentioned above, there is apparently nO rnore

route elsewhere that promises an easy climb.

′
I｀Owards the evening of that day, at 16:40, the three lnen, leaving‐

the dogs at the camp, started on ]RIoute l. to attack the top. ′
I｀he party

climbed, step by step, up the hard ice, as far as ``Inuyama ′
I｀oge''.

ShOrtly after inaking the pass, the three inen did ``Anseilen''. A real

Clilnbing iS about to begin― along the ・west ridge. A.t the top is leader

NAKANO, and the last wound up by KIKUCHI.Because of imuch

rock,clim[bing being required, we are nOt equipped with“ Steigeisen"。

Ⅵre reaCh an iCe S10pe;we cut big steps.Old alpinist NA:KANO,at the

top, swings his ``IPickel'', frorn whOse tip cOrne down, sweeping over

Our headS, glinting broken pieces of ice. :Looking down, the dogs we left

appear like So lnany peas lined up at the carrlp. At 18:20, leader NAKA―

NO found hilnself below a large overhang.

``What iS he gOing tO dO?'' We wOndered anxiously, as we looked

up tO the Veteran Clirnbere lt is a real overhang, standing about 3 1n.

high!

``Let's quit'',voiced our leader NAK」生N(),Ilaking his decision.
′
I｀he next day,0)ctober 27, it is also windy thrOugh the lnOrninge We

put On ``SteigeiSen'' and left the carnp at 14:10。  iFollowing Route 2。

We arriVed at the gully On the southern side ``]Botnnuten''◆  iFor today,

KIKUCHI topped the party,with NAKANO coming laste Taking caution
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against avalanches, we climbed by degrees. 
′
I｀he rnercury registeredi

‐-20°Ce 
′
rhe hand that grasped the ``IPickel'' perSpiredo At 16:05, the

three Of us tOpped tOgether the rnountain, (1,500 1n approx. above sea‐

leVel)―a mOment Of deep emOtiOn!

While at the top of ``IBotnnuten'', we lnade various investigations_

And, on the 27th day after departure, we returned to ``SyOwa‐ BaSe''。

(tO be COntinued)

From Jugal Himal to Langtang Himal

by Kyuya Fukata

(Эur team was quite a queer little party consisting of four inembers,

a writer, an artist, a r1lountain photographer and a docter with an aver―

age age of 45.(On 17th April 1958, these four inernbers left Kathlnandu

with One liaisOn Ofllcer, three sherpas and eighty porters. After eleven

days caravan we arrived at a point about 4100 1netres high on Jugal

IIilnal and set up a lBase C,amp there.                    .

with the intentiOn Of cliinbing lBig White Peak (7084m), the highest

one, we ■rst reconnoiterd ]E)orie Lakpa Glacier but on learning that it

was difncult to try, we changed our plan and t。 。k Purbi Chachumlb・

Glacier.

A week passed before we were able to set up Camp 3 at a point on_

the glacier, 4900 metres high owing to several days bad weathero We

waited fOr three days in lCamp 3 for an irnprovement in the weather,

but the highest point we reached was nearly a ridge on the frontier

(about 5500 meters).

After we returned tO Base Cannp, w・ e inade our w・ay to Langtang Hilnal.
′
I｀ackling the Panch Pokhari ridge, we passed through the]Helln district

and arrived′I｀arke Gyang through the center of that district, then went

over (3)anja iLa and down to lLangtang Khola. In the Survey of lndia,,

Gania La was marked as 5624 metres on the map,but my altimeter
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which had brought from Japan did not indicate more than 5050 metres.

Time and money did not allow us to go further than Langsisa

before we returned although we had intended to climb to the source of
the Langtang Himal Glacier. Making our way from Langtang to the
Trisul River we returned to Kathmandu on the 11th of June.

Our small private expedition was not able to achieve any fresh results
in the way of mountaineering record, but we were rewarded with a lot
of photographs and sketches.
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立 教 大 学

日 本 山 岳 会

登 頂 に

従1見 淮町 に

このマークがか

伴いた しました

ナ ン ダ コ ー ト登 山 隊

マ ナ ス /踏 査 隊

マ ナ ス /登 山 隊

第 二 次 マ ナ ス ″ 登 山隊

ア ン ナ フ
°/ナ 登 山 隊

カ ラ コ ラ ム学 術 調 査隊

第 三 次 マ ナ ス /登 山隊

南 極 予 備・本 観 測 隊

パ タ ゴ ニ ヤ 登 山 隊

ジユガー/ヒ マー/探査隊

ヒ マ /チ ュ リー 登 山隊

Tel.(25)

6428

京 都 大 学

日 本 山 岳 会

文部省学術会議

神 戸 大 学

深 田 隊 長

日 本 山 岳 会

千代田区神田 株

須 田 町 2-23会瑾綱野テン ト



基点

定員

時間

間隔

料 金
上 り

下 り

往復
回数券

名木山ゲレンデ横
6 名
8時一-5時
1分 30秒

円

円

円

ｎ
ｖ

ｎ
ｖ

Ａ
ｕ

5回 分ｎ
ｖ

Ａ
）

近 代 的 な ロ ッデ 八 方 山 荘 (直営)海 抜1400米 兎平 ゲ ー ブ ル終 点

収容人員70名 ,料金 600円 より 2食 付  スキーヤスベット・和室・特別室,食堂・売店

浴 室,乾燥室の完備     ケープル・ イン (直営) 食堂・売 店・休 憩 所

自 馬 観 光 開 発 株 式 会 社 奮驚営罫
都
賞鑑 奄謬 ∬綿爾 驚 野

T]L141[#IT;

山      日      記        1959年 版 日本山岳会編  ¥ 250
赤い表紙でおなじみの岳人必携の書。24集 のよき伝統を重ねていますが内容はいつも新鮮さを
失わず年々若々しい歩みを続けています。

山  で  唄  う 歌    更鼎 ヶワ i駿 富 ¥籍0%¥160
1は赤いカヴァー Ⅱは濃緑色のカヴァーです。 Iの カットには各国の山岳会のマークとピッ
ケルのマークが入れてあります。Ⅱのカットは串田孫一氏の楽しい山のスケッチを豊富にいた
だくことが出来ました。
附録の解説は読んで面白く愛唱する歌にますます親しみが増すことでしょう。

山    な    み      筆集需皆奪墾驚
0村

皇雅4喬
山を愛する人達が描き綴る珠玉編。坂本直行氏の絵が更に精彩をそえております。蔵書棚に加
えていただきたいと思います。

ア ン ナ プ ル ナ 日 記   原色版 3葉 写真魂 警 亀 雷 2埋
岳

ξ、嘉
これは小人数 (7人 )の貴重なヒマラヤ遠征の記録です。
出発前の準備から南面の障壁、困難な峠を越えて北面への大迂廻、頂上アタックを前にして、
ジエット気流の嵐に最前線キャンプを吹き飛ばされて敗退するまでの克明な記録。

山            岳          日本山岳会機関誌 年 1回発売

在 庫 46,47年 合 併 号 ¥400 48年 ¥400 50,51,52年 ¥500

南 極 新 聞 1956-7B5版
横 トジ230頁 臭 鴨 霙赦

会
♂ 6品

第一次南極観測隊の記録集大成、公共、学校図書館必備の極地文献、学校新聞部、職域新聞部
等の好資料読物としても遠征記録としても抜群。

書店に注文下さればどこの店でもすく'取寄せてくれます。

l牙暫弯のT者 漢 堂 電話(29)2811

Eコ

´
・

■ 無 休



まず′万円城Кわo万鳳′
井 の

1口 1万円
元 本 保 証
配当率

5年 もの年 7分 8厘

2年 もの年 7 分1̀

お葉書きくだされば、くわ

しい説明書をお送りします

三井惜議4餞汗
本店 東京 0日 本橋室町・三井本館

支店 全 国 主 要 都 市 25ケ 店
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輝く歴史と大きなイ言用
明 るく楽 しい生活の設計には…

当社の生命保険をご利用下 さい

東 京・ 千 代 田・ 丸 の 内 2の 16 ●

電要K28)0621・ 0631・ 064100651 8
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マ

取締役標 本 田 弘抜
取締役副社長 姜 面  浩

東 京都 中 央 区八菫州 1の 3
目聖盲舌(28)0111… lo00121… 1001121-10

東レのナイロン・倉レのクレモナ・各種合織 0マ ニラ麻

「
登山用ザイル・コード類・造船船舶・漁業 0農耕¬
L     一般工業用資材向各種製造     」

特にナイロンザイル・応用範囲の広いナイロンユニバーサルコー ドを

御使用下さい

蒼

`翻

「′J'―フ

強靭繊維興業株式会社
社

場

本

工

東京都中央区日本橋芳町 (66)4038o2596・ 4019

埼 玉 県 0久 喜 町・ 電 話 久 喜 (50)134

ノ



晰
外
国
旅
行
案
内

Ｂ
６

一
〇
〇
〇
頁
上
製

箱
入
ア
ー
ト
写
真

一
六

頁
地
図
多
数

定
価

一
〇
〇
〇
円

一
、
○
○
○
円
の
世
界
旅
行

は
本
書
で
。

日
本
山
岳
会
の
ベ
テ
ラ
ン
２４
氏
の
執
筆

山
の
遭
難
は
自
己
に
対
す
る
無
責
任
か
ら

だ
〃
　̈
こ
の
秋
は
事
前
に
防
止
し
よ
う
。

登
山
心
得
帳
と
実
際
の
コ
ー
ス
指
導
を
詳
細
に
収
載
し

た
の
が
本
書
で
あ
る
。

（内
容
の

一
部
）

北
ア
ル
プ
ス
二
九

コ
ー
ス
。
中
央
ア
ル
プ
ス
六

コ
ー
ス
。
南
ア
ル

プ
ス
八
コ
ー
ス
。
御
嶽
山
五
コ
ー
ス
。
自
山

・
八
ガ
岳
と
蓼
科
八

コ
ー
ス
。
霧
ガ
峰
と
美
ガ
原
五
コ
ー
ス
。
頸
城
群
。
上
信
国
境
の

山
と
高
原
。
上
越
国
境
。
日
光
、
尾
瀬
Ｑ
那
須
岳
。
奥
秩
父
と
多

摩
の
山
。
富
士
山
。
丹
沢
山
。

主
要
駅
ま
で
の
時
間
と
運
賃
。
私
鉄
バ
ス
案
内
。

Ｂ
６
上
質
紙
二
八
〇
頁
口
絵
写
真

一
二
頁
コ
ー
ス
地
図
付

定
価
二
八
〇
円
　
〒
五
五
円

日 本 山 岳 会 監 修

品旅程と費用
日
本
全
国
の
地
理
、
歴
史
、

産
業
、
行
事
、
伝
説
等
網
羅

し
た
実
用
向
き
の
旅
行
案
内

書

Ｂ
６

一
〇
〇
〇
頁
上
製

箱
入
ア
ー
ト
写
真
三
二

頁
地
図
多
数

定
価
　
一
、
二
〇
〇
円

発 行 所  日 本 交 通 公 社 憂磁駕i」

「

努蔦『 馨

初夏に賠る技報堂の理工学優良図書

振東
替京
口都
座港
東区
京赤
_坂
^溜∪池
番 5

技

報

堂

気 象 学 ハ ン ドブ ック
同編集委員会編  A5o1200頁 価2300円

近 代 気 象 調 査 法
渡 辺 次 雄著   B6・ 310頁  イ面450円

栄 養 学 ハ ン ドブ ック
同 編 集 委 員会編   A501240頁  価2100円

放 射 線 とそ の 測 定
木 村 一 治 他共著   B6・ 400頁  価 450円

建 築 の透 視 図 と模 型
申 村   イ中 編  B5変 型・ 160頁  価 500円

鋼   橋 Ⅲ 圭棄霊拿K
平 井   敦 著    B5・ 550頁 f面1800円

気象学の基礎理論か
ら応用までを気象庁
第一線技術者が詳述

調査の方法,資料の
経め方,調査指針を
わか りやす く解説す

栄養学の一大体係で
我が国唯一の便覧と
好評の書関係者必携

放射線の測定と各種
の測定装置の作動原
理を詳解した必読書

透視図の描き方から
三点透視図までを色
刷を多数収録詳述す

定評ある博士の鋼橋
の続刊で著者多年の
研究をもれなく詳述

匡 コ
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●ゴルフパ ッグ
●スリービングパ ツグ
●リユックサ ック
●スポーツシューズ

東 洋 レー ヨン株 式 会 社

野 に 山 に
信 用 あ る このマー ク

X&H

株式会社 国 分 商 店

東 京 0日 本 橋

國を

'あ
僣:茨雛孝参

発 売 元



旅 行・ ハ イ ク に

持って行けます

皇 室 御 用 品

セO>

★ 有名店にあ ります

★ フ リカケビンづめ

180ml・ 35円

ウ
）よ
う
ゆ

ヒ
ザ
●

有

名

デ
パ

ー

ト

上
運
動

具
店

に
あ

り
ま

す

　
定
価

６

０
円

水 を 加 え るだ け で

ご食反に な る

登 山 家 必 携 食

内地米 に科学的 プロセスを加 えてアルフア

化 した もの ですか ら決 して変質 しません

人 を使 わずに水だけで簡単に ご飯 がで きま
すの で携行食糧、非常食糧 として好評 です

日方が軽 いことも大 きな特長 です。一袋、
160gですが、 ご飯 にす ると約400gと な り

大入 1食通常300gを 越 え る量にな ります

栄養価 及びカロツー は普通の ご飯 と変 りあ
りません。安心 して召 じ上がれ ます

尾 西 食 品 株 式 会 社

東 京 都 港 区 芝 車 町 43番 地

目目 話   白 金  (44) 0 4 8 3

尾 西
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イ百 の カ レ ー ラ イ ス に

た っ た 5分 で お い し く で き る

即 席 エ ス ピー カ レーーを

マ ナ ス ル 登 山 隊 愛 用

電 話  (67) 0 5 2 6

多

金沢の特製優良品多数陣列

内 外 一 流 品 豊 富 取 揃
カタログ進呈

日本信販加盟店

だ
=L…

東京神田小川町電 停前

fl f

埜署嘔菫3尺|

TEL ′nA、 22342235
卸 部

Zヽソ ノ223122322233

・霊
慾
Ｆ

」一一壼
聯

拳
　

　

呻

ぶ
響
澪

ｉ



片相」瞑
キスリング型ザック No.3

No。  4
型

型

型

大

小

中

大

特

1.65× 2.3

1.6× 2.5

2.0 ×2.8

2.2 ×2.8

No. 5
No. 6

札幌門田作 ピッケルアイゼン

東 京 都 文 京 区

湯 島 天 神 町 三 の十 九 片  桐 電 話 下谷 (83)1794番

片 桐 盛 之 助

山 靴 は

ク ラ イ マ ー日の し` の ち

マナスχ登山隊 御用命

登山靴・ス キー靴 専門 製作

千代 田区神田

神 保 町 3-12
専 修 大 学 前
TEL(33)3716森 田 朝L店



精 魂 を 打 込 ん だ 〃

株式会社上山運動員店

口

一

■
　
■

■ ■

東京製網登山ザイル総発売元

ピッケル,ア イゼン

ク ッ カ ー セ ッ ト

特製 キス リング各種

別 製 登 世ll 靴

シエルパスス トープ

新   発   売

東京都港 区芝田村 町 二 丁 目 九番 地
電 話 代 表 東 京 (59)3306～ 7_

全国有名運動具店 0百貨店にあります
カタログ郵税同封申込下さい。

ボン・シ ・ マ ッ

登 山用各種天幕 専門製作

■‐嗜・ ‐
・

ロ
ー

■

r=1 ァ ン ト
ロ

東京・杉並・中通町・1

TEL.398-2548

カ
タ
ロ
グ
進
呈

【コ

0

ス

「
可
「

¬
L二」
L_L」

ル
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ノヽイキング

春 山用品

その他

登 山用具

全 般

各有名メーカー

テン ト,登山靴

キス リング,内 田ピッケ″

アイ ゼ ン

大阪市北区

曽根崎 Ll-24

TEL
34
4192

放 出 登 山 用 具

寝袋  ボンチヨ

エアーマッ ト 手袋

ヤッケ

天幕等

第三次マナスル登山隊 御 月]命

■4卜・  TEL(83)1101

ノ
=  (968213

台 東 区

下谷町1～ 1 北 岡 商



メ餐11漁口の

口緑 薔の

オ17缶

サ|「口‖1離
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東  京 店

東京都中央区銀座西2の 5

電 話 (56)3600
振 替 東 京 113657

大 阪 店  神 戸 店  福 岡 店

大阪市北区老松町 3の 13 神戸市生田区三宮町1の 32の 1 福 岡 市 因 幡 町 27

日新 ビル
‐1階                    福ビル 2階

電 話 (34)2180 電 話 (2)5の 51 電 話 (4)1344
振 替 大 阪 68763 振 替 神 戸 21352

t=ゝ 山 に 〃

ダ ン ン デに .″

競 技 に 〃

_」卜▲

果
ニ
ー
ヽ

一月 ス キ

主 な 生 産 品

ス キー用品全般: 野球用ノヾ ツト 卓球台

ゴ/ノ タラブ 体操用器具

フ ア/ト ボ ー ト

金 沢 運 動 具 製 作 所

東京都北区田端新町 1-26 TEL(89)6590



「
山
岳

」
投
稿
規
定

一
、
投
稿
は
誰
で
も
自
由
で
あ
る
。
日
本
山
岳
会
員
で
あ
る
必
要

は
な
い
。

一
、
原
稿
の
採
否
は
山
岳
編
集
委
員
会
で
決
定
す
る
。

一
、
原
稿
は
返
却
し
な
い
。

一
、
研
究
並
に
紀
行
に
は
、
そ
の
概
要
を
付
け
る
こ
と
。

一
、
紀
行
に
は
な
る
べ
く
概
念
図
を
添
付
す
る
こ
と
。

一
、
写
真
は
光
沢
印
画
紙
に
焼
付
け
必
ず
説
明
を
付
け
る
こ
と
。

一
、
地
図
、
人
名
、
数
字
、
外
国
語
は
特
に
明
確
に
記
し
、
特
殊

な
地
名
、
人
名
等
に
は
必
ず
振
仮
名
を
付
け
る
こ
と
。

一
、
編
集
者
は
原
稿
の
一
部
を
削
除
ま
た
は
訂
正
す
る
こ
と
が
あ

る

。

一
、
校
正
は
編
集
者
に
一
任
さ
れ
た
い
。

送

り

先

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
四
ノ
六

日
本
山
岳
会

「山
岳
」
編
集
部

編
集
委
員

一
九
五
九
年
七
月
十
五
日

印

刷

一
九
五
九
年
七
月
二
十
日

発

行定

価

　

五

〇

０

円

発

行

所

　

日

本

山

岳

会

電
話
神
田

（２５
）
八
九
五
二
番

日
　
本
　
山
　
岳
　
会
　
内

獅
篠
諌
　
　
望
　
月
　
達
　
夫

東

京

都

港

区

赤

坂

溜

池

五

印

刷

者
　
　
　
　
株
式
会
社
　
技
　
報
　
堂

東
京
都
中
央
区
湊
町
ニ
ノ
一
七

鵬
士

ｒｉ・具
物̈
略
¨
　
　
　
　
針
楓

京
橋
原
色
版
印
刷
所

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
ニ
ノ
一

発
　
売
　
所
　
　
　
雛
欄
　
著
　
　
　
漢
　
　
　
堂

電話神
田
の
｛一ノ、．Ю
二
一一替

振
替
口
座
東
京
二
四
七
二
二
番

本
誌
掲
載
の
記
事
写
真
お
よ
び
地
図
の
無
断
転
載
を
禁
ず
る

～
″ ヽ

、

田 山 望

崎 月
島

安 達
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